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中印両山岳界を訪ねて

昨
秋
（
一
九
七
七
年
）
来
、
私
は
中
国
、
イ
ン
ド
と
い
う
ア
ジ
ア
の
二
大
国
の
登
山
界
を
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
中
国
へ
は
日
本
体

育
友
交
代
表
団
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
イ
ン
ド
へ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
創
設
五
十
周
年
記
念
式
典
に
参
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
国

と
も
数
々
の
高
峰
を
自
国
領
内
に
抱
き
な
が
ら
、
世
界
の
登
山
界
で
は
、
む
し
ろ
新
勢
力
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
な
ん
と

い
っ
て
も
、
両
国
と
も
古
い
歴
史
的
背
景
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
戦
後
の
新
ら
た
な
登
山
活
動
も
そ
れ
に
裏
付
け
ら
れ
た
重
み
を
感
得
さ

せ
ら
れ
、
日
本
の
登
山
界
に
好
刺
激
を
与
え
る
と
同
時
に
、
親
善
の
側
面
的
成
果
を
も
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

中
国
訪
問
は
一
九
七
七
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
八
日
ま
で
で
あ
っ
た
。
こ
の
短
期
間
に
、
万
里
長
城
か
ら
桂
林
と
充
実
し
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
消
化
、
ま
た
王
震
副
主
相
、
塵
承
志
中
日
友
好
協
会
会
長
ら
と
歓
談
、
ま
た
日
本
山
岳
会
の
代
表
と
い
う
立
場
か
ら
、
十

月
三
十
日
、
北
京
飯
店
で
中
国
登
山
界
の
代
表
者
と
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
一
夜
の
会
談
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
夜
の
中
国
側

の
出
席
者
は
、
中
国
登
山
協
会
の
代
表
者
、
史
占
春
氏
を
は
じ
め
、
王
富
洲
、
劉
大
義
、
陳
尚
仁
の
四
氏
、
ま
た
女
性
登
山
家
の
衰
揚
、

渚
多
両
女
史
の
計
六
名
で
あ
っ
た
。
（
注
１
）

こ
の
夜
の
会
談
を
通
じ
て
ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
六
氏
と
も
素
晴
ら
し
い
登
山
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
置
か
れ
た
体
制
の
違

中
印
両
山
岳
界
を
訪
ね
て

西
堀
栄
三
郎

（ 1 ）



ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ク
ラ
ブ
五
十
周
年
記
念
式
典
は
、
一
九
七
八
年
二
月
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
イ
ン
ド
国
際
セ
ン
タ
ー

に
、
イ
ン
ド
内
外
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
関
係
者
百
人
を
集
め
て
行
わ
れ
、
日
本
か
ら
は
私
の
ほ
か
、
吉
田
宏
、
梶
正
彦
、
伊
丹
紹

泰
、
堀
内
章
雄
の
四
氏
が
参
列
し
た
。

い
は
あ
っ
て
も
、
山
を
、
自
然
を
愛
す
る
気
持
に
は
国
境
は
な
く
、
結
局
人
間
ら
し
さ
と
い
う
も
の
を
突
き
詰
め
た
場
合
、
そ
こ
に
は
共

通
す
る
心
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
日
本
人
な
ら
ば
登
山
行
為
は
個
人
的
な
発
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
中

国
の
登
山
は
国
家
的
使
命
感
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
色
彩
を
濃
く
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
中
国
隊
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
で
は
、

そ
の
山
頂
に
測
量
用
ポ
ー
ル
を
建
設
さ
せ
、
心
電
図
測
定
装
置
を
運
び
上
げ
る
難
事
業
を
も
可
能
に
す
る
力
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら

は
、
昔
な
ら
ば
万
里
長
城
構
築
の
国
民
的
な
力
と
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
は
明
年
建
国
三
十
周
年
（
一
九
七
九
年
）
を
迎
え
る
が
、
こ
の
記
念
事
業
と
し
て
Ｋ
２
（
中
国
名
チ
ャ
オ
ゴ
リ
）
の
登
山
計
画
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
関
係
資
料
の
蒐
集
を
し
て
い
た
の
で
、
協
力
す
る
こ
と
を
約
し
た
。

ま
た
中
国
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
熱
望
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
復
帰
と
い
う
難
問

題
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、
た
だ
ち
に
解
決
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
時
機
は
加
速
度
的
に
早
ま
る
と
い
う
感
触
を
受
け
、

登
山
に
お
け
る
外
国
と
の
交
流
も
こ
れ
に
平
行
し
て
行
な
わ
れ
る
確
信
を
得
た
。
こ
の
こ
と
は
、
互
い
に
自
然
愛
と
い
う
人
類
共
通
の
考

え
方
に
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
会
談
で
も
、
日
中
双
方
は
い
つ
か
は
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
地
味
な
相
互
接
近
の
努
力
を
重
み
積
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ク
ラ
ブ
構
想
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
ロ
．
犀
①
の
氏
の
画
）
ら
の
一
八
六
六
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
が
、
正
式
に
は
五
十
年
前
の

一
九
二
八
年
二
月
十
七
日
、
デ
リ
ー
の
陸
軍
参
謀
本
部
に
あ
っ
た
バ
ー
ド
ウ
ッ
ド
卿
（
塑
尉
言
．
国
ａ
言
８
ｓ
の
一
室
に
お
い
て
、
世
界

の
登
山
関
係
者
百
二
十
七
人
の
賛
同
を
得
て
発
足
、
現
会
員
は
七
百
人
に
達
し
て
い
る
。
私
は
一
九
五
二
年
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
人
（
冨
吊
．

（2）



中印両山岳界を訪ねて

国
①
ａ
①
厨
○
口
）
ら
の
推
挙
に
よ
り
終
身
会
員
と
な
っ
た
。

式
典
は
実
行
委
員
長
の
サ
リ
ン
氏
（
国
ｂ
・
静
民
営
．
巨
臼
自
冨
○
口
目
目
ロ
の
凰
品
團
巨
且
昌
○
目
会
長
）
の
開
会
宣
言
、
デ
サ
イ
首
相

ａ
・
昌
・
ロ
①
§
）
の
挨
拶
で
開
始
さ
れ
た
。
今
回
の
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
は
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
環
境
及
び
生
態
の
保
全
」
で
あ
り
、
デ
サ
イ
首

相
も
、
登
山
が
若
人
に
与
え
た
影
響
に
触
れ
、
イ
ン
ド
政
府
の
環
境
保
全
に
対
す
る
助
力
を
約
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
三
日
間
に
わ
た
り
、

各
種
の
公
演
の
ほ
か
、
一
九
七
七
年
イ
ン
ド
隊
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
登
頂
報
告
が
、
ク
マ
ー
ル
隊
長
（
ｚ
・
〆
巨
日
胃
）
、
登
頂
者
の
プ

レ
ム
チ
ャ
ン
ド
隊
員
（
冨
旦
・
甲
の
日
○
冨
乱
）
か
ら
な
さ
れ
た
。

日
本
か
ら
は
、
国
分
勘
兵
衛
氏
が
所
有
さ
れ
て
い
た
、
英
第
三
次
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
（
一
九
一
面
年
）
の
フ
ィ
ル
ム
（
コ
ピ
ー
）
を
持

参
、
会
場
で
上
映
し
た
あ
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
寄
贈
し
た
。
ち
ょ
う
ど
会
場
に
は
当
時
の
隊
員
で
あ
っ
た
オ
ー
デ
ル
博
士
ｅ
劇
．
ｚ
駒
．
○
号
弓

が
九
十
歳
に
近
い
高
齢
な
が
ら
参
列
さ
れ
て
お
り
、
旧
懐
の
情
お
く
あ
た
わ
ざ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
サ
リ
ン
会
長
邸

で
再
三
オ
ー
デ
ル
博
士
と
歓
談
し
た
が
、
非
常
に
御
壮
健
の
よ
う
に
お
見
受
け
し
た
。

も
う
一
人
、
日
本
登
山
界
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
。
ラ
フ
ー
ル
教
授
局
．
宛
農
巳
．
ネ
ー
ル
大

学
）
で
あ
る
（
注
２
）
・
ラ
フ
ー
ル
氏
は
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
黎
明
期
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
人
で
あ
る
。
マ
ナ
ス
ル
登
山
偵
察
行
に

際
し
、
一
九
五
二
年
二
月
、
私
は
木
原
均
氏
と
と
も
に
ネ
パ
ー
ル
入
国
の
手
続
き
の
た
め
イ
ン
ド
に
飛
ん
だ
。
イ
ン
ド
の
支
配
下
に
あ
っ

た
当
時
の
ネ
パ
ー
ル
は
、
そ
の
入
国
手
続
き
に
は
イ
ン
ド
の
許
可
を
取
付
け
な
け
れ
ば
と
い
う
考
え
か
ら
、
日
印
合
同
登
山
の
計
画
も
持

ち
出
し
た
し
、
ま
た
駐
印
日
本
代
表
機
関
に
も
依
頼
し
た
が
、
そ
の
斡
旋
は
拒
否
さ
れ
た
。
途
方
に
暮
れ
な
が
ら
、
カ
ル
カ
ッ
タ
で
紹
介

さ
れ
た
ラ
フ
ー
ル
氏
を
探
し
出
す
こ
と
に
全
力
を
尽
し
、
や
っ
と
デ
リ
ー
の
と
あ
る
街
角
の
屋
根
裏
で
、
学
究
の
徒
（
民
族
学
）
ラ
フ
ー

ル
氏
を
尋
ね
あ
て
た
。
ラ
フ
ー
ル
氏
は
言
下
に
、
ネ
パ
ー
ル
は
立
派
な
独
立
国
で
あ
る
、
直
接
交
渉
し
な
さ
い
、
と
い
う
忠
告
を
し
て
く

れ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
入
国
を
果
し
、
ネ
パ
ー
ル
国
王
か
ら
は
マ
ナ
ス
ル
は
登
頂
す
る
ま
で
日
本
人
だ
け
に
許
可
を
与
え
る

と
い
う
確
証
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
ラ
フ
ー
ル
氏
と
と
も
に
ダ
ー
ジ
リ
ン
に
入
り
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
人
の
努
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隊
員
、
登
山
隊
党
委
員
書
記
。

八
注
１
Ｖ

史
占
春
元
や
ハ
ス
ヶ
ッ
ト
ポ
ー
ル
選
手
。
登
山
に
転
向
、
新
中
国
登
山
界
を
リ
ー
ド
す
る
。
一
九
五
六
年
Ⅱ
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
ー
タ
、
ク
ン
グ
ー
ル
山

群
九
別
山
の
中
ソ
合
同
隊
中
国
側
隊
長
と
し
て
登
頂
。
五
七
年
Ⅱ
貢
嗅
山
登
山
隊
長
。
同
山
に
登
頂
。
六
○
年
、
七
五
年
Ⅱ
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
長
。

王
宮
洲
一
九
五
九
年
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
ー
タ
登
頂
。
六
○
年
Ⅱ
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
。
六
四
年
Ⅱ
ゴ
サ
イ
ン
タ
ン
登
頂
。
七
五
年
Ⅱ
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山

頂
｡

と
も
か
く
、
こ
の
半
年
足
ら
ず
の
あ
い
だ
に
、
中
印
両
国
の
登
山
界
代
表
者
に
接
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
み
ん
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
対
す
る

情
熱
を
持
つ
人
た
ち
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
戦
後
の
新
ら
し
い
歴
史
を
た
ど
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
に
は
あ
っ
た

が
、
し
か
し
将
来
、
純
粋
に
登
山
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
国
際
問
題
は
遠
く
に
か
す
む
存
在
で
あ
り
、
日
本
が
仲
を
取
り
、
国
境
を
接
す

る
両
国
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
頂
で
手
を
握
る
と
い
う
よ
う
な
思
い
を
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
を
去
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
談
）

全
体
を
通
じ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ケ
ニ
フ
ブ
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
は
性
格
を
異
に
す
る

が
、
互
い
に
補
完
し
な
が
ら
今
日
の
発
展
を
遂
げ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
一
つ
に
は
、
モ
デ
ィ
、
サ
リ
ン
両
会
長
の
人
と
な
り

に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
登
山
界
の
た
め
に
慶
賀
す
べ
き
で
あ
る
。

衰
揚
女
性
登
山
界
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
。
北
京
地
質
学
院
卒
。
一
九
五
八
年
Ⅱ
中
ソ
合
同
レ
ー
ー
ラ
峰
に
参
加
、
六
九
○
○
メ
ー
ト
ル
に
達
す

る
。
祁
連
山
脈
氷
山
主
峰
に
登
頂
。
五
九
年
Ⅱ
ネ
ン
チ
ン
タ
ン
グ
ラ
東
北
峰
の
女
性
登
山
隊
長
。
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
ー
タ
登
山
隊
副
隊
長
。
六
一
年
Ⅱ
ク

力
で
、
マ
ナ
ス
ル
登
山
の
シ
ェ
ル
パ
を
も
契
約
し
た
。
も
し
、
ラ
フ
ー
ル
氏
と
の
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら
、
日
本
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
が
あ

の
よ
う
な
か
た
ち
で
実
現
し
た
か
ど
う
か
、
と
ま
で
考
え
て
お
り
、
こ
の
陰
の
功
労
者
と
、
こ
の
式
典
で
の
再
会
を
喜
び
合
う
こ
と
が
で

妻
ご
だ
Ｌ
Ｃ

劉
大
義
一
九
五
七
年
貢
嗅
山
登
頂
。
五
八
年
Ⅱ
中
ソ
合
同
レ
ー
ニ
ン
峰
登
頂
。
五
九
年
Ⅱ
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
ー
タ
登
頂
。
七
七
年
Ⅱ
ト
ム
ー
ル
峰
登

（4）



中印両山岳界を訪ねて

ラ
フ
ー
ル
氏
が
吉
田
宏
氏
に
提
供
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
同
氏
の
略
歴
は
次
の
通
り
。

一
九
四
三
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
の
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
か
ら
カ
ラ
チ
、
カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
ケ
ラ
ラ
の
聖
地
歴
訪
が
生
涯
の
方
向
を
決
定
づ
け
、
現
在
も

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
城
の
旅
を
継
続
し
て
い
る
。
一
九
四
六
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
は
、
数
回
に
わ
た
っ
て
中
央
ヒ
マ
ラ
ヤ
探
査
隊
に
参
加
、
特
に
五
二
年
春
に

は
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
同
年
夏
に
渡
米
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
両
大
学
で
二
年
間
、
中
央
ア
ジ
ア
の
研
究
に
従
事
す
る
。

一
九
五
五
年
か
ら
二
年
間
は
、
仏
教
修
得
の
た
め
西
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
域
の
諸
寺
院
に
住
み
込
む
。
イ
ン
ド
政
府
か
ら
五
七
年
夏
、
北
方
国
境
警
備
所
（
曾
匡
旨
‐

四
号
巴
卑
農
①
の
ご
所
属
の
研
究
生
に
認
可
さ
れ
る
。
一
九
五
九
年
春
デ
リ
ー
帰
着
、
以
来
ネ
ー
ル
大
学
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
の
研
究
と
指
導

に
あ
た
る
。

ン
グ
ー
ル
山
群
九
別
山
女
性
登
山
隊
長
。

濯
多
チ
ベ
ッ
ト
族
女
性
。
一
九
五
．

世
界
女
性
登
頂
記
録
を
樹
立
。
七
五
年
一

一
九
五
九

こ
の
間
、
一
九
六
四
年
（
三
月
’
六
月
）
、
印
ソ
文
化
交
流
の
一
環
と
し
て
ソ
連
中
央
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
ま
た
七
○
年
（
三
月
’
六
月
）
ユ
ネ
、
ノーＯ

ス
コ
の
欧
州
中
央
ア
ジ
ア
研
究
所
で
そ
れ
ぞ
れ
研
修
す
る
。
く

八
編
者
注
Ｖ
本
稿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
の
直
後
な
さ
れ
た
談
話
を
も
と
に
、
片
山
全
平
氏
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

八
注
２
Ｖ

年
Ⅱ
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
ー
タ
登
頂
。
六
一
年
Ⅱ
ク
ン
グ
ー
ル
山
群
九
別
山
登
頂
、
当
時
七
五
九
五
メ
ー
ト
ル
の

七
五
年
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
副
隊
長
と
し
て
登
頂
。



上
高
地
の
森
林
濫
伐
に
関
し
て
の
公
開
状
、
あ
わ
て
者
な
ら
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
文
字
で
あ
る
。
い
っ
た
い
誰
が
、
い
つ
書
い
た
文
章

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
誰
で
も
ち
ょ
っ
と
信
じ
ら
れ
な
い
一
大
事
件
で
あ
る
か
ら
だ
。

し
か
し
安
心
し
て
頂
き
た
い
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
大
先
輩
、
小
島
烏
水
さ
ん
が
大
正
の
は
じ
め
に
書
い
た
「
上
高
地
風
景
保
護
論
」

の
書
出
し
で
、
「
日
本
ア
ル
プ
ス
』
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
昔
の
話
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
年
代
の
登
山
者
に
と
っ
て
は
、
そ
ん
な
こ
と
が
上
高
地
で
も
あ
っ
た
の
か
と
意
外
に
思
う
だ
け
だ
が
、
こ
の
文
章
を
読
ん

で
み
る
と
上
高
地
も
明
治
の
終
り
頃
か
ら
大
正
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
森
林
が
濫
伐
さ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
小
島
さ
ん
は
そ
の

「
こ
の
た
び
、
松
本
市
に
開
か
れ
た
信
濃
山
岳
研
究
会
に
、
来
会
し
た
の
を
機
会
と
し
て
、
私
は
松
本
市
か
ら
遠
く
な
い
上
高
地
温
泉

の
た
め
に
、
温
泉
の
た
め
で
は
な
い
、
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
の
中
心
点
の
た
め
に
、
将
に
敬
虚
な
る
巡
礼
の
心
を
以
て
、
日
本
ア
ル
プ
ス

と
い
う
厳
粛
な
る
自
然
の
大
伽
藍
に
詣
で
る
人
々
の
た
め
に
、
同
地
に
あ
る
美
し
い
森
林
の
濫
伐
に
関
し
て
、
公
開
状
を
提
出
す
る
．
：

L

上
高
地
風
景
保
護
の
公
開
状

穂
高
宣
言
と
大
峰
大
台
ア
ピ

ｌ
自
然
保
護
一
九
七
七
’
八

1

ﾉレ

渡
辺
公
平

（ 6 ）



穂高宣言と大峰アピール

小
論
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

か
つ
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
森
林
の
中
の
梢
と
梢
の
間
に
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
吊
り
、
満
身
に
月
光
を
浴
び
、
玉
露
に
濡
れ
た
「
あ
の
愛
す
べ
き

森
林
が
、
商
人
に
惜
し
気
も
な
く
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
も
払
い
下
げ
に
依
っ
て
土
地
の
生
産
力
を
大
に
潤
お
す
わ
け
な
ら
ば
格
別
で

あ
る
が
、
若
干
の
価
を
も
得
ら
れ
べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
樹
木
を
見
る
と
大
概
わ
か
っ
て
し
ま
う
。
売
る
方
の
み
で
な
く
、
現
に
そ
れ
を

買
っ
た
商
人
は
、
樹
も
小
さ
い
し
、
巣
を
喰
っ
て
い
る
し
、
運
搬
は
不
便
だ
し
、
一
向
引
き
合
わ
ぬ
と
愚
痴
を
零
し
な
が
ら
ド
シ
ド
シ
斧

を
入
れ
さ
せ
る
。
そ
の
材
木
を
何
に
使
用
す
る
か
と
問
え
ば
、
薪
材
に
し
て
潰
す
よ
り
外
、
致
し
方
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
一
昨
々
年
は

温
泉
宿
付
近
、
前
穂
高
一
帯
の
森
が
空
地
に
な
っ
た
。
友
人
亡
大
下
藤
次
郎
氏
が
こ
こ
で
描
い
た
水
彩
画
は
、
今
で
は
森
林
そ
の
も
の
の

た
め
に
も
記
念
に
な
っ
た
。
昨
年
は
河
童
橋
か
ら
徳
本
峠
ま
で
、
落
葉
松
の
密
林
が
伐
り
座
け
ら
れ
た
。
本
年
は
何
で
も
田
代
池
の
栂
を

掃
っ
て
し
ま
う
の
だ
そ
う
で
あ
る
が
、
或
は
も
う
影
も
形
も
無
く
な
っ
て
屍
体
が
方
々
に
転
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
」

「
そ
う
し
て
山
骨
は
露
出
し
、
渓
水
は
氾
濫
し
、
焼
く
が
如
き
炎
日
は
直
射
し
、
日
本
ア
ル
プ
ス
第
一
の
美
麗
な
る
峡
谷
は
荒
廃
し
、

欝
積
熱
烈
の
緑
の
焔
は
、
白
シ
ち
や
け
た
灰
に
な
り
、
そ
の
上
に
焼
岳
の
降
灰
が
積
っ
て
、
生
々
欣
栄
の
姿
を
呈
し
た
『
生
の
谷
』
が
醜

い
『
死
の
谷
』
に
変
る
日
も
遠
く
に
は
来
な
い
で
あ
ろ
う
…
…
」
と
論
じ
た
後
、
一
戸
の
温
泉
宿
や
槍
ヶ
岳
は
ど
う
な
っ
て
も
仕
方
が
な

い
が
、
「
人
間
霊
魂
の
内
部
に
潜
在
す
る
自
然
に
対
す
る
驚
異
の
心
の
消
耗
は
、
や
が
て
人
情
の
上
に
倒
影
し
て
恐
怖
す
べ
き
ほ
ど
乾
燥

に
し
て
露
骨
な
る
時
代
を
、
荒
廃
の
谷
地
に
象
徴
さ
れ
は
し
ま
い
か
」
と
小
島
さ
ん
ら
し
い
精
神
論
を
ぶ
っ
て
、
森
林
を
管
轄
す
る
当
局

に
そ
の
保
護
を
う
っ
た
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
自
然
、
日
本
の
山
を
愛
す
る
人
間
に
と
っ
て
現
在
の
上
高
地
は
聖
地
の
如
き
存
在
だ
が
、
半
世
紀
少
し
以
前
に
は
、
小
島
さ
ん

の
言
葉
を
借
り
て
云
え
ば
こ
ん
な
「
残
虐
な
る
破
壊
」
が
こ
の
聖
地
で
も
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
穂
高
宣
言
」
前
後

（7）



し
か
し
昭
和
九
年
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
登
山
者
以
外
の
国
民
か
ら
も
か
け
が
え
の
な
い
美
し
い
渓
谷
と
し
て
国
宝
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
久
し
い
昭
和
三
十
年
代
に
な
っ
て
も
、
こ
の
上
高
地
の
自
然
景
観
を
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
観
光
道
路
の
建
設
に
よ
っ
て
破
壊

し
よ
う
と
い
う
企
て
の
あ
っ
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
環
境
破
壊
の
暴
挙
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
三
十
八
年
十
月
、
上
高
地
で
開
か
れ
た
日
本
山
岳
会
支
部
長
会
議
で
、
西
穂
高
の

ロ
ー
プ
ゥ
ェ
イ
と
上
高
地
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
建
設
計
画
に
対
す
る
反
対
が
支
部
長
会
議
の
名
に
お
い
て
決
議
さ
れ
、
要
望
書
が
厚
生
省
国
立

公
園
部
長
と
日
本
自
然
保
護
協
会
理
事
会
な
ど
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
山
岳
』
第
六
十
九
年
を
開
く
ま
で
も
な
く
、
ま
だ
会

員
諸
氏
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小
島
さ
ん
の
「
上
高
地
風
景
保
護
論
」
を
第
一
次
の
公
開
状
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
支
部
長
会
議
の
要
望
書
は
、
上
高
地
の
自
然
を
守

る
た
め
に
提
出
さ
れ
た
第
二
次
の
公
開
状
と
い
っ
て
い
い
か
も
知
れ
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
か
ら
十
年
余
り
後
の
五
十
一
年
七
月
、
日
本
山
岳
会
は
上
高
地
の
山
岳
研
修
所
で
開
か
れ
た
自
然
保
護
委
員
会
の
第
一
回

上
高
地
集
会
に
お
い
て
「
穂
高
宣
言
」
を
採
択
、
発
表
し
た
。
こ
じ
つ
け
に
な
る
よ
う
だ
が
、
ぼ
く
は
こ
の
「
穂
高
宣
言
」
を
第
三
次
の

公
開
状
だ
と
内
心
思
っ
て
い
る
が
、
自
然
保
護
に
対
す
る
日
本
山
岳
会
自
然
保
護
委
員
会
の
考
え
方
を
素
直
に
表
わ
し
て
い
る
の
で
、
会

報
三
七
六
号
に
掲
載
さ
れ
て
は
い
る
が
、
記
録
と
し
て
全
文
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

八
日
本
山
岳
会
「
穂
高
宣
言
」
Ｖ

清
到
な
梓
の
渓
流
と
、
そ
こ
か
ら
仰
ぎ
見
る
壮
厳
な
穂
高
連
峰
を
、
我
等
の
先
達
は
こ
よ
な
く
愛
し
、
親
し
み
、
学
び
、
そ
し
て
尊

び
、
そ
の
美
し
さ
に
心
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。

本
会
は
、
明
治
三
十
八
年
の
創
立
以
来
七
十
余
年
、
常
に
自
然
保
護
を
重
視
し
、
今
日
も
ま
た
我
等
は
こ
の
聖
な
る
近
代
ア
ル
ピ
ニ

ズ
ム
発
祥
の
地
に
集
い
て
、
偉
大
な
先
達
の
足
跡
を
し
の
び
、
そ
の
気
高
い
自
然
保
護
思
想
に
新
た
な
感
銘
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。

（8）



穂高宣言と大峰アピール

こ
の
宣
言
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
自
然
保
護
委
員
会
は
、
五
十
一
年
度
の
活
動
方
針
を
ゴ
ミ
の
問
題
に
絞
り
、
当
面
は
岳
沢
を
ク
リ
ー

ン
・
エ
リ
ア
と
し
て
と
り
あ
げ
、
ま
ず
会
員
の
自
然
保
護
思
想
の
啓
蒙
か
ら
は
じ
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
決
め
、

「
山
を
き
れ
い
に
、
ゴ
ミ
は
持
ち
か
え
ろ
う
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、
全
会
員
に
模
範
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
二
日
目
の
十
一
日
に
は
一
同
岳
沢
小
屋
ま
で
登
り
、
こ
の
地
域
の
実
態
調
査
を
行
な
っ
た
。

穂
高
宣
言
に
う
た
わ
れ
た
岳
沢
ク
リ
ー
ン
・
エ
リ
ァ
ー
つ
ま
り
岳
沢
、
前
穂
、
奥
穂
を
結
ぶ
逆
三
角
形
の
地
域
を
自
然
保
護
の
モ
デ

ル
地
域
に
設
定
し
、
徹
底
し
た
ゴ
ミ
の
一
掃
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運
動
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
が
、
武
田
満
子
委
員
の
報

告
に
よ
る
と
、
夏
山
ル
ー
ト
は
比
較
的
汚
れ
が
少
な
か
っ
た
が
、
春
山
の
テ
ン
ト
場
に
当
る
ガ
レ
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ゴ
ミ
の
山
が
残
さ

れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
本
格
的
な
登
山
者
に
対
す
る
自
然
保
護
思
想
の
啓
蒙
の
必
要
な
こ
と
を
痛
感
し
た
そ
う
で
あ
る
。
（
会
報
三
七
五

一
昨
年
国
民
的
合
意
に
よ
っ
て
制
定
せ
ら
れ
た
〃
自
然
保
護
憲
章
〃
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
如
く
ｌ
自
然
を
と
う
と
び
、
自
然
を

愛
し
、
自
然
に
学
び
、
美
し
い
自
然
、
大
切
な
自
然
を
永
く
子
孫
に
伝
え
よ
う
ｌ
と
い
う
精
神
は
、
今
や
日
本
中
の
美
し
い
自
然
は

日
本
人
共
通
の
財
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
と
共
に
登
山
人
口
や
観
光
客
は
急
増
し
、
交
通
の
発
達
と
あ
い
ま
っ
て
、
各
地
の
美
し
い
自
然
景
観
地
は
観
光
地
化

の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
り
、
大
勢
の
人
の
持
ち
込
む
一
握
り
の
ゴ
ミ
が
、
美
し
い
景
観
を
損
わ
し
は
じ
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
こ
と
に
悲
し
む
べ
き
実
状
で
あ
る
。
我
々
は
〃
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
美
し
い
日
本
の
自
然
″
を
守
る
と
い
う
自
然

保
護
の
原
点
か
ら
の
発
想
に
基
き
、
上
高
地
、
穂
高
連
峰
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
・
エ
リ
ア
の
実
現
を
、
さ
ら
に
は
日
本
各
地
に
お
け
る

キ
ー
プ
・
ク
リ
ー
ン
の
実
現
を
、
こ
こ
に
集
い
し
各
位
の
総
意
に
お
い
て
堅
く
誓
う
も
の
で
あ
る
。

一
心
一
旦
一
言
幸
，
る
Ｑ

（ 9 ）



号
、
上
高
地
で
の
自
然
保
護
委
員
会
）

委
員
会
は
ま
ず
破
壊
の
現
状
視
察
か
ら
行
動
を
起
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
五
十
二
年
六
月
十
一
、
十
二
の
両
日
現
地
を
吉
野
山
岳
会
会

長
の
米
田
信
雄
氏
と
田
村
、
出
口
両
氏
ら
本
会
々
員
の
案
内
で
視
て
回
っ
た
。

そ
の
視
察
行
の
詳
細
は
会
報
三
八
六
号
に
「
大
峰
・
大
台
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
奈
良
県
当
局
及
び

環
境
庁
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
十
一
日
夜
大
台
教
会
山
の
家
の
集
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
甚
だ
隠
健
で
良
識
的
な

も
の
で
、
取
材
の
た
め
同
行
し
た
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
若
い
記
者
か
ら
、
も
っ
と
具
体
的
に
と
か
強
烈
に
と
コ
メ
ン
ト

を
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
時
点
で
、
日
本
山
岳
会
と
し
て
適
切
妥
当
だ
と
考
え
た
ア
ピ
ー
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

は
こ
の
集
会
か
ら
生
れ
た
。

そ
の
年
の
十
月
三
十
、
三
十
一
の
両
日
、
第
二
回
目
の
上
高
地
集
会
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
会
で
は
新
潟
と
大
阪
の
二
地
域
に
お
け

る
清
掃
登
山
や
清
掃
ハ
イ
ク
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
三
上
博
民
氏
が
会
報
三
七
八
号
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
集
会
で
は
ゴ
ミ
問
題

の
他
に
関
西
の
田
村
聡
明
氏
か
ら
大
峰
・
大
台
ヶ
原
に
お
け
る
村
道
建
設
に
よ
る
自
然
破
壊
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

自
然
保
護
委
員
会
が
五
士
一
年
度
の
取
組
む
テ
ー
マ
と
し
て
と
り
あ
げ
た
大
峰
山
系
白
川
又
川
林
道
の
自
然
破
壊
に
対
す
る
反
対
運
動

日
本
山
岳
会
自
然
保
護
委
員
会
は
六
月
十
一
、
十
二
日
、
大
台
ヶ
原
、
大
峰
山
系
の
自
然
保
護
の
問
題
に
つ
い
て
視
察
し
、
つ
ぶ
さ

に
そ
の
現
状
を
確
か
め
て
来
た
。
大
台
ヶ
原
、
大
峰
を
め
ぐ
る
自
然
破
壊
の
現
状
は
わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
遥
か
に
越
え
る
甚
だ
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
機
会
に
取
り
あ
え
ず
以
下
の
二
点
を
提
言
し
、
関
係
当
局
の
再
検
討
を
促
し
た
い
と
思
う
。

大
峰
・
大
台
ヶ
原
の
問
題
点
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穂高宣言と大峰アピール

こ
の
視
察
行
の
第
一
目
標
が
白
川
又
川
谷
に
置
か
れ
た
の
は
、
こ
の
北
山
川
の
支
流
に
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
林
道
工
事
に
よ
っ
て
、
い

か
に
酷
く
自
然
が
破
壊
さ
れ
て
き
た
か
、
ま
た
現
に
破
壊
し
つ
つ
あ
る
か
を
皆
の
目
で
確
か
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
も
奈
良
県
は
こ
の
白
川
又
川
林
道
を
更
に
延
長
し
て
、
現
在
大
峰
山
系
に
唯
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
そ
の
奥
地
の
自
然
林
を

皆
伐
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
か
ら
で
、
す
で
に
昨
年
奈
良
県
自
然
保
護
協
会
や
奈
良
勤
労
者
山
岳
会
と
協
力
し
て
大
台
ヶ
原
・
大
峰
の

自
然
を
守
る
会
が
、
白
川
又
川
の
伐
採
計
画
反
対
申
入
書
を
奥
田
奈
良
県
知
事
と
小
沢
環
境
庁
長
官
に
提
出
し
て
い
た
。

「
ア
ピ
ー
ル
」
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
工
事
中
の
林
道
の
長
さ
は
七
キ
ロ
余
程
度
に
す
ぎ
な
い
が
、
自
然
破
壊
の
現
状
は
わ
れ
わ
れ
の

想
像
を
遥
か
に
越
え
る
酷
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
じ
ゃ
こ
の
林
道
の
延
長
だ
け
は
何
と
し
て
で
も
食
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
が
、

現
場
に
お
け
る
全
員
の
結
論
で
あ
っ
た
。

し
か
し
自
然
保
護
問
題
の
む
ず
か
し
い
の
は
人
間
の
生
活
が
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
そ
の
問
題
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
村
の
人
た
ち
と
の
十
分
な
話
合
も
し
な
い
で
、
一
方
的
に
反
対
、
反
対
と
む
し
ろ
旗
を
お
っ
立
て
て
進
む
ほ
ど
山
岳
会
は
非

常
識
な
行
動
を
と
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
。

伐
材
を
生
活
の
支
え
と
し
て
い
る
村
民
も
存
在
し
て
い
る
。
だ
か
ら
伐
採
を
直
ち
に
中
止
し
て
く
れ
な
ど
と
わ
れ
わ
れ
は
要
求
し
な

い
。
伐
採
計
画
を
再
検
討
す
る
、
つ
ま
り
こ
れ
以
上
林
道
の
延
長
を
強
行
し
な
く
と
も
、
伐
採
事
業
は
可
能
な
の
で
は
な
い
の
か
。
林
道

の
延
長
に
よ
っ
て
渓
谷
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
て
は
モ
ト
も
コ
も
な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
何
の
関
係
も
な
い
村
の
人
た
ち
ま
で
自
然
破

壊
の
結
果
発
生
す
る
こ
と
の
予
想
さ
れ
る
、
大
き
な
災
害
に
ま
き
こ
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

山
白
川
又
川
谷
流
域
の
伐
採
計
画
を
再
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
白
川
又
川
谷
奥
地
の
普
通
地
域
を
特
別
保
護
地
区
へ
昇
格
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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こ
の
集
会
で
は
山
本
良
三
委
員
長
よ
り
五
十
一
年
度
の
委
員
会
の
活
動
経
過
が
報
告
さ
れ
、
五
十
二
年
度
は
前
年
度
の
計
画
に
則
り
現

地
調
査
（
大
台
・
大
峰
な
ど
の
）
と
啓
蒙
の
二
本
建
で
行
く
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
支
部
の
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

中
で
、
田
村
委
員
は
「
日
本
山
岳
会
の
文
書
に
よ
る
県
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
は
強
力
な
圧
力
に
な
っ
た
と
思
う
。
県
は
白
川
又
川
谷
の
林

道
の
本
年
度
工
事
は
や
ら
ず
、
最
少
限
で
喰
い
と
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
よ
う
だ
」
と
報
告
し
て
い
る
。

た
し
か
に
、
わ
れ
わ
れ
の
大
峰
・
大
台
視
察
と
奈
良
県
知
事
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
。
反
響
の
あ
っ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
わ
れ
わ
れ
委
員
会
は
そ
れ
に
満
足
を
す
る
ほ
ど
お
人
好
し
で
は
な
い
。
田
村
委
員
に
し
て
も

一
応
の
評
価
を
し
た
だ
け
の
こ
と
な
の
だ
。

相
手
は
行
政
機
関
で
あ
る
。
そ
う
あ
っ
さ
り
と
人
民
の
意
見
や
提
案
に
耳
を
傾
け
、
施
策
に
と
り
入
れ
た
り
し
て
く
れ
る
も
の
で
な
い

こ
と
は
、
屋
久
島
や
尾
瀬
や
秩
父
連
峰
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
野
呂
川
ス
ー
パ
ー
林
道
な
ど
の
経
験
で
知
り
抜
い
て
い
る
。

ア
ピ
ー
ル
の
後
、
日
本
山
岳
会
は
西
堀
会
長
、
山
本
自
然
保
護
委
員
会
委
員
長
の
名
で
、
奥
田
良
三
知
事
宛
に
「
大
峰
・
白
川
又
川
流

域
の
林
道
建
設
中
止
の
要
望
並
に
質
疑
に
つ
い
て
」
と
い
う
要
望
書
及
び
質
問
を
提
出
し
た
。
五
十
二
年
九
月
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
奥
田
知
事
名
で
十
一
月
二
十
一
日
付
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
全
文
は
会
報
三
九
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
や
は
り
わ
れ
わ
れ
の
予
想
し
て
い
た
通
り
、
決
し
て
わ
れ
わ
れ
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
の
最
も
強
く
奈
良
県
に
要
望
し
た
も
の
は
、
現
在
以
上
白
川
又
川
渓
谷
の
自
然
を
破
壊
し
な
い
た
め
に
、
林
道
の
建
設
を
凍

結
ま
た
は
中
止
し
て
も
ら
え
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

の
一
端
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
ア
ピ
ー
ル
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
二
ヵ
月
後
の
八
月
二
十
七
、
二
十
八
両
日
上
高
地
山
研
で
開
か
れ
た
第
三
回
上
高
地
集
会
で
そ

奈
良
県
知
事
へ
の
要
望
書

r lO、
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と
こ
ろ
が
、
奈
良
県
か
ら
の
回
答
に
は
こ
の
肝
心
の
点
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
。
が
よ
く
読
ん
で
み
る
と
本
音
は
林

道
工
事
は
継
続
す
る
ら
し
い
し
、
ま
た
事
実
、
工
事
が
再
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
十
二
月
十
七
日
、
田
村
聡
明
、
谷
幸
三
氏
ら
の
現
地
視

察
で
明
瞭
と
な
っ
た
。
本
会
へ
の
回
答
は
典
型
的
な
お
役
所
の
作
文
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五
月
三
十
日
の
自
然
保
護
委
員
会
は
、
こ
の
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
お
役
所
一
流
の
文
書
を
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
奈
良
県
知
事
宛

西
堀
会
長
、
山
本
委
員
長
の
名
に
お
い
て
次
の
如
き
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

八
大
峰
・
白
川
又
川
流
域
の
林
道
建
設
中
止
並
び
に
そ
の
自
然
保
護
に
つ
い
て
重
ね
て
要
望
Ｖ

昭
和
五
十
二
年
九
月
日
付
本
会
の
「
大
峰
・
白
川
又
川
流
域
の
林
道
建
設
中
止
の
要
望
並
び
に
質
疑
に
つ
い
て
」
の
貴
見
の
昭
和

五
十
二
年
十
一
月
二
十
一
日
付
林
道
一
○
七
号
に
よ
る
ご
回
答
を
感
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
自
然
を
保
護
す
る
基
本
姿
勢
を
堅
持
す
る
貴

県
の
方
針
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
な
お
二
、
三
の
点
に
つ
い
て
本
会
と
見
解
の
相
違
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
の
件
に
つ
い
て
重
ね
て
要
望
致
し
、
且
つ
貴

し
か
し
、
な
お
二
、
三
（

見
を
伺
い
た
く
存
じ
ま
す
。

⑪
林
道
白
川
又
川
線
の
計
画
見
直
し
に
つ
い
て
。

本
件
に
つ
い
て
貴
回
答
に
よ
れ
ば
伐
採
跡
地
の
植
栽
計
画
の
み
で
あ
り
、
肝
心
の
林
道
工
事
の
凍
結
、
中
止
に
関
す
る
点
が
不
明
確

で
あ
り
ま
す
。
林
道
工
事
の
自
然
破
壊
の
大
な
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
凍
結
、
中
止
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
中
流
域
に
つ

い
て
は
大
栂
山
を
越
え
る
歩
道
の
利
用
、
一
方
木
材
そ
の
他
の
搬
出
に
つ
い
て
は
架
線
に
て
も
可
能
で
あ
る
と
思
考
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
点
に
つ
い
て
強
く
再
考
を
促
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

②
林
道
白
川
又
川
線
の
災
害
に
つ
い
て
。

貴
回
答
三
に
お
け
る
林
道
災
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
貴
県
で
は
か
な
り
楽
観
的
な
観
察
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
会
の
現
地
視
察
に

（13）



「
行
政
」
垂

書
が
来
る
か
。

が

③
白
川
又
川
流
域
に
つ
い
て
の
村
有
林
に
つ
い
て
も
、
買
上
げ
に
よ
る
県
有
林
へ
の
編
入
等
に
よ
り
特
別
保
護
地
区
昇
格
の
促
進
を

計
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
大
台
ヶ
原
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
地
区
に
お
け
る
山
陽
国
策
パ
ル
プ
株
式
会
社
の
伐
採
跡
地
に
対
し
て
も
、
そ
の
後
の
育
林
状
況
の

一
層
の
監
視
、
指
導
の
強
化
を
は
か
り
、
国
立
公
園
指
定
の
主
旨
に
則
っ
て
自
然
保
護
の
実
を
あ
げ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
致
し
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
吉
野
熊
野
国
立
公
園
は
近
畿
の
屋
根
と
し
て
、
樹
齢
百
年
を
越
え
る
巨
木
が
そ
び
え
広
大
な
天
然
林
が
残
さ
れ

た
唯
一
の
地
域
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
深
遠
広
大
な
森
林
美
、
渓
谷
美
を
損
う
こ
と
な
く
、
国
民
的
遺
産
と
し
て
末
長
く
子
孫
に
伝
え
る

の
は
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
重
大
な
責
務
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
再
度
の
要
望
書
を
提
出
す
る
と
共
に
、
ご
回
答
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上

ま
す
。

す
Q

よ
る
見
解
と
は
極
め
て
大
き
な
相
違
が
あ
り
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。
貴
回
答
に
よ
れ
ば
、
路
肩
、
路
面
と
分
け
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
が
、
路
肩
の
崩
壊
は
明
ら
か
に
被
害
で
あ
り
、
且
つ
路
面
の
崩
れ
落
ち
た
事
実
も
添
付
写
真
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
り
ま

こ
の
よ
う
に
崩
壊
し
や
す
い
土
質
、
地
形
の
所
に
林
道
を
開
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
実
を
素
直
に
認
識
さ
れ
る
可
き
と
思
料
さ
れ

国
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
奥
田
知
事
や
林
道
課
長
の
誠
意
あ
る
回
答
を
強
く
期
待
し
て
い
る
が
、
果
し
て
ど
ん
な
返

（ 14）



剣沢大滝遡行

黒
部
川
の
支
流
で
あ
る
剣
沢
は
、
剣
岳
の
東
面
の
雪
渓
の
水
を
集
め
、
豊
富
な
水
量
を
も
っ
て
十
字
峡
で
黒
部
川
に
合
流
し
て
い
る
。

標
高
二
九
九
八
メ
ー
ト
ル
の
剣
岳
頂
上
よ
り
九
六
○
メ
ー
ト
ル
の
十
字
峡
ま
で
、
標
高
差
は
二
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
、
そ
の
間
深
い
Ｖ
字

谷
を
形
造
っ
て
い
る
。
特
に
中
流
の
二
俣
下
流
よ
り
大
滝
付
近
は
廊
下
状
を
な
し
、
そ
こ
へ
入
り
込
む
の
は
容
易
で
な
い
。

こ
の
大
滝
は
幻
の
大
滝
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
長
い
間
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
つ
つ
ま
れ
、
一
九
六
二
年
、
鵬
翔
山
岳
会
に
よ
り
九
段
の
滝
で

あ
る
と
解
明
さ
れ
る
ま
で
、
二
段
と
も
、
三
段
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。
余
り
に
深
い
断
崖
絶
壁
の
た
め
に
、
黒
部
川
を
へ
だ
て
て
棒
小
屋

沢
周
辺
か
ら
滝
の
一
部
が
遠
望
で
き
る
ほ
か
は
、
大
滝
の
ふ
と
こ
ろ
に
は
い
り
込
ま
な
け
れ
ば
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
た
だ
単
に
こ
の
滝
を
見
る
だ
け
で
も
道
な
き
道
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
誰
も
が
見
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
滝
が
幻
の

大
滝
と
い
わ
れ
、
い
ま
だ
に
神
秘
に
満
ち
て
い
る
由
縁
で
あ
る
。

現
在
ま
で
に
、
こ
の
大
滝
を
目
指
し
た
人
々
は
、
知
る
限
り
で
は
数
え
る
程
し
か
な
い
が
、
そ
の
発
見
か
ら
試
登
、
無
雪
期
の
初
登

一
溝
鍵
撫
蕊
蕊
溌
蕊
天
Ｉ
〉

剣
沢
大
滝
の
登
華
史
（
編
者
注
１
）

剣

沢
大
滝
遡
行
（
一
九
七
八
年
三
月
）

鵬
翔
山
岳
会

（ 15）



年
の
夏
に
大
滝
を
登
り
、
△

見
る
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

筆
、
そ
し
て
積
雪
期
の
初
登
筆
に
至
る
主
な
登
肇
史
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
八
月
十
三
日
’
十
九
日
大
阪
わ
ら
じ
の
会
（
池
上
昌
司
）
、
単
独
で
大
滝
登
肇
。

一
九
七
八
年
三
月
四
日
’
十
一
日
鵬
翔
山
岳
会
に
よ
る
本
稿
の
積
雪
期
初
登
華
。

山
乗
越
に
達
す
。
剣

一
九
七
七
年
四
月
秀

を
成
す
（
編
者
注
２
）
。

一
九
二
六
年
冠
松
次
郎
、
剣
沢
大
滝
の
所
在
を
確
認
す
る
。

一
九
六
○
年
五
月
京
都
大
学
山
岳
部
（
田
村
孝
夫
、
安
原
啓
示
、
宮
木
靖
雅
）
、
大
滝
を
下
方
及
び
上
方
よ
り
偵
察
す
る
。

一
九
六
二
年
九
月
十
日
’
十
五
日
鵬
翔
山
岳
会
（
鈴
木
鉄
雄
、
安
久
一
成
）
、
十
字
峡
よ
り
大
滝
下
部
を
偵
察
す
る
。

一
九
六
二
年
九
月
二
十
五
日
’
十
月
二
日
鵬
翔
山
岳
会
（
中
野
満
、
鈴
木
鉄
雄
、
安
久
一
成
、
飯
田
平
八
郎
、
鈴
木
彰
男
）
、
十
字
峡

よ
り
滝
付
近
ま
で
往
復
す
る
（
一
般
に
こ
の
記
録
が
剣
沢
大
滝
の
初
登
肇
と
さ
れ
て
い
る
）
。

一
九
七
六
年
五
月
三
日
’
九
日
大
阪
市
立
大
学
山
岳
部
（
和
田
城
志
、
片
岡
泰
彦
）
、
十
字
峡
よ
り
剣
沢
を
湖
行
、
大
滝
を
登
肇
し
別

山
乗
越
に
達
す
。
剣
沢
の
初
完
全
湖
行
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
四
月
秀
峰
登
高
会
（
山
崎
祐
和
、
畔
柳
彰
、
紺
野
康
則
）
、
十
字
峡
よ
り
大
滝
を
経
て
別
山
乗
越
ま
で
、
剣
沢
完
全
湖
行

直
ち
に
再
起
を
期
し
た
私
達
は
、
「
で
き
る
だ
け
二
月
中
に
」
と
い
う
こ
と
で
休
暇
等
の
や
り
く
り
を
し
た
が
、
結
局
実
現
は
三
月
の

当
会
の
Ｏ
Ｂ
故
安
久
会
員
等
に
よ
っ
て
初
め
て
遡
行
さ
れ
た
剣
沢
大
滝
を
、
「
冬
に
登
ろ
う
」
と
決
め
て
か
ら
五
年
目
を
迎
え
た
。
昨

の
夏
に
大
滝
を
登
り
、
今
年
の
正
月
に
は
冬
の
大
滝
に
挑
戦
し
た
が
、
そ
の
時
は
結
局
牛
首
尾
根
よ
り
か
す
か
に
吹
雪
の
大
滝
を
垣
間

剣
沢
大
滝
の
積
雪
期
遡
行
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剣沢大滝遡行

上
旬
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
達
の
登
肇
計
画
の
概
要
は
次
の
と
う
り
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
隊
を
三
つ
に
分
け
、
ア
タ
ッ
ク
隊
と
二
つ
の
サ
ポ
ー
ト
隊
を
編
成
す

る
。
前
半
を
担
当
す
る
サ
ポ
ー
ト
隊
及
び
ア
タ
ッ
ク
隊
は
、
赤
岩
尾
根
よ
り
鹿
島
槍
を
越
え
牛
首
尾
根
を
下
降
、
サ
ポ
ー
ト
隊
は
尾
根
上

に
残
り
交
信
に
あ
た
る
。
ア
タ
ッ
ク
隊
は
十
字
峡
へ
降
り
、
剣
沢
遡
行
を
開
始
、
一
日
で
二
俣
ま
で
抜
け
る
。
帰
路
は
ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
よ

り
、
ふ
た
た
び
黒
部
川
に
降
り
立
ち
、
赤
沢
岳
北
西
尾
根
を
登
り
返
し
、
赤
沢
岳
に
て
後
半
を
担
当
す
る
サ
ポ
ー
ト
隊
と
合
流
。
屏
風
尾

恨
を
下
山
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

根
を
下
山
、
と
い
う
も
（

三
月
四
日
（
曇
後
雨
）

大
町
よ
り
二
台
の
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
、
大
谷
原
ま
で
入
る
。
河
原
沿
い
に
林
道
を
歩
く
が
、
数
日
前
の
ト
レ
ー
ル
が
あ
る
だ
け
で
歩

き
づ
ら
く
、
回
復
し
て
来
る
と
思
わ
れ
た
空
か
ら
は
、
雨
が
降
り
出
し
た
。
赤
岩
尾
根
の
急
登
に
さ
し
か
か
る
と
、
苦
し
い
ラ
ッ
セ
ル
が

始
ま
り
、
十
日
以
上
の
食
料
と
多
す
ぎ
る
ほ
ど
の
登
肇
具
で
ピ
ッ
チ
も
鈍
る
。
雨
は
い
つ
し
か
ミ
ゾ
レ
に
な
り
、
高
千
穂
平
直
下
で
は
湿

雪
に
変
っ
た
。
時
間
は
早
い
が
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
し
、
乾
い
た
シ
ュ
ラ
フ
に
も
ぐ
り
込
む
。

八
タ
イ
ム
大
谷
原
六
・
四
○
ｌ
高
千
穂
平
直
下
三
一
・
四
○
Ｖ

雪
に
変
っ
た
。
時
間
は
日

八
タ
イ
ム
大
谷
原
一

三
月
五
日
（
曇
後
晴
）

僕
ら
を
包
ん
で
い
た
ガ
ス
も
い
つ
し
か
消
え
さ
り
、
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
の
青
空
が
拡
が
る
。
昨
夜
の
雪
は
さ
ほ
ど
で
も
な
く
、
快
調
な

●
ヘ
ー
ス
で
尾
根
を
つ
め
る
。
最
後
の
雪
壁
は
状
態
が
よ
く
、
右
に
上
り
気
味
に
登
り
稜
線
に
出
た
。
冷
池
に
は
テ
ン
ト
が
一
張
あ
る
だ
け

で
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。
大
休
止
の
後
、
鹿
島
槍
を
越
え
牛
首
尾
根
を
下
降
す
る
。

胸
か
ら
頭
上
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
、
湿
雪
の
た
め
シ
ュ
ラ
フ
も
つ
か
え
ず
過
ご
し
た
半
雪
洞
、
視
界
数
メ
ー
ト
ル
の
風
雪
の
中
で
辿
り
つ

い
た
鹿
島
槍
の
頂
上
、
と
正
月
の
黒
部
脱
出
の
思
い
出
が
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
る
。
あ
の
時
は
結
局
、
牛
首
尾
根
の
登
り
だ
け
で
、
全
日

行
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
日
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
。
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午
前
二
時
起
床
。
外
に
出
る
と
気
温
は
少
々
高
い
が
満
天
の
星
空
で
申
し
分
な
い
。
余
分
な
食
料
、
登
肇
具
等
を
残
し
、
で
き
る
だ
け

身
軽
に
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
動
す
る
こ
と
に
す
る
。
せ
っ
か
く
の
早
起
き
も
気
持
だ
け
が
先
行
し
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
た
よ
り
に
北

尾
根
を
登
り
出
す
こ
ろ
に
は
時
計
は
五
時
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
暗
闇
の
中
、
夏
の
記
憶
を
た
よ
り
に
二
十
分
ほ
ど
登
っ
て
、
剣

レ
ン
で
降
り
立
つ
。
吊
り
橋
は
声

を
切
り
、
ツ
ェ
ル
ト
を
張
っ
た
。

今
日
の
行
程
を
考
え
早
起
き
し
、
全
員
で
大
滝
が
見
え
る
ピ
ー
ク
ま
で
同
行
す
る
。
そ
し
て
記
念
撮
影
後
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
励
ま
し
の

声
に
送
ら
れ
、
ま
だ
あ
る
程
度
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
牛
首
尾
根
を
一
気
に
降
る
。
正
月
合
宿
の
時
に
残
し
た
赤
布
は
、
ほ
と
ん
ど
う
ま
っ

て
は
い
た
が
、
下
降
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
の
を
助
け
て
く
れ
た
。
途
中
前
回
デ
ポ
し
た
ハ
ー
ケ
ン
類
を
回
収
す
る
。
も
う
こ
こ
か
ら

は
、
雪
に
う
ま
っ
た
黒
部
川
も
見
え
証
そ
の
流
れ
の
音
さ
え
も
聞
こ
え
て
く
る
。
正
面
に
は
大
滝
が
完
全
に
望
ま
れ
、
水
の
流
れ
も
確
認

で
き
た
。
尾
根
は
い
よ
い
よ
急
峻
に
な
り
、
快
適
な
ア
イ
ゼ
ン
の
音
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
雪
も
、
ド
ロ
ド
ロ
で
腰
ま
で
も
ぐ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ
の
上
手
掛
り
の
ブ
ッ
シ
ュ
は
雪
に
埋
れ
て
い
る
の
で
、
や
む
な
く
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
を
す
る
。
こ
れ
を
四
十
メ
ー
ト
ル
二

回
で
終
え
、
黒
部
川
右
岸
に
降
り
立
つ
。

十
字
峡
は
話
通
り
完
全
に
露
出
し
て
い
る
が
、
百
メ
ー
ト
ル
下
流
に
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ヂ
が
あ
り
、
難
な
く
左
岸
に
渡
る
。
し
か
し
夏
道

は
キ
ノ
コ
雪
状
の
オ
ー
、
ハ
ー
ハ
ン
グ
し
た
雪
壁
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
下
流
よ
り
高
巻
く
。
そ
し
て
吊
り
橋
の
た
も
と
に
ア
ッ
プ
ザ
イ

レ
ン
で
降
り
立
つ
。
吊
り
橋
は
ワ
イ
ヤ
ー
の
上
ま
で
雪
で
埋
っ
て
い
た
。
恐
る
恐
る
一
人
づ
つ
渡
っ
て
か
ら
、
別
山
北
尾
根
末
端
に
雪
面

八
タ
イ
ム
牛
￥

三
月
七
日
（
晴
） 牛
首

途
中
天
気
図
を
書
く
井
上
を
残
し
、
牛
首
山
に
到
着
す
る
。

八
タ
イ
ム
高
千
穂
平
七
・
一
○
Ｉ
冷
池
二
一
・
三
○
Ｉ
牛
首
山
幕
営
地
一
六
・
○
○
Ｖ

八
タ
イ
ム
高
壬

三
月
六
日
（
晴
）

山
七
・
一
○
Ｉ
デ
ポ
地
二
・
○
○
ｌ
十
字
峡
一
三
・
○
○
Ｖ

（18）
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沢
側
の
小
尾
根
を
下
降
す
る
。
こ
こ
で
一
つ
尾
根
を
ま
ち
が
え
た
の
に
気
つ
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
雪
面
を
ト
ラ
や
ハ
ー
ス
し
、
見
覚
え
の
あ

る
ル
ン
ゼ
上
に
出
た
。
ル
ン
ゼ
内
は
氷
化
し
て
お
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
を
支
点
に
四
十
メ
ー
ト
ル
ニ
ピ
ッ
チ
の
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
で
川
床
に
降

り
る
。
沢
は
完
全
に
デ
ブ
リ
で
う
ま
り
、
青
白
く
光
っ
て
い
て
、
Ｉ
滝
直
下
ま
で
は
難
な
く
達
す
る
。

水
は
思
っ
た
よ
り
多
く
、
水
し
ぶ
き
こ
そ
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
水
勢
も
強
く
、
滝
の
直
登
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
。
岩
か
げ
で
ゼ
ル
ブ

ス
ト
等
ハ
ン
ド
を
着
け
、
上
部
の
タ
キ
火
テ
ラ
ス
ま
で
の
ル
ー
ト
を
追
う
が
、
無
雪
期
と
は
様
相
が
一
変
し
て
い
て
不
安
定
な
氷
雪
に
お
お

わ
れ
て
お
り
最
悪
そ
の
も
の
で
、
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。
で
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
無
雪
期
に
は
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
左
手
の

ス
ラ
ブ
が
、
今
で
は
タ
キ
火
テ
ラ
ス
に
抜
け
る
唯
一
の
登
路
の
よ
う
に
思
え
た
。

剣
沢
大
滝
は
、
上
流
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
順
に
名
付
け
ら
れ
た
Ａ
滝
か
ら
Ｉ
滝
ま
で
の
九
つ
の
滝
に
分
れ
て
お
り
、
そ
の
内
最
下
段
の
Ｉ
滝

が
最
も
大
き
い
。
Ｉ
滝
は
約
四
十
メ
ー
ト
ル
の
高
差
を
有
し
、
と
う
と
う
と
流
れ
落
ち
る
豪
快
な
滝
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
Ｉ
滝
と
く
ら

べ
る
と
、
他
の
滝
は
い
ず
れ
も
規
模
は
小
さ
く
、
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
Ｉ
滝
を
如
何
に
突
破
す
る
か
が
、
登
肇
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ

っ
た
。
特
に
積
雪
期
で
は
、
上
部
の
滝
は
ほ
と
ん
ど
デ
ブ
リ
に
お
お
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
氷
化
し
た
Ｉ
滝
付
近
の
側
壁
を

ど
う
乗
り
越
え
る
か
が
積
雪
期
の
登
肇
の
課
題
と
な
る
。

夏
季
の
ル
ー
ト
は
、
滝
の
向
っ
て
右
側
に
高
く
伸
び
上
っ
て
い
る
岩
稜
を
乗
り
越
え
て
、
岩
稜
の
向
う
側
に
あ
る
タ
キ
火
テ
ラ
ス
と
称

す
る
ブ
ッ
シ
ュ
帯
へ
下
っ
て
い
る
。
岩
稜
の
上
部
は
二
つ
の
岩
峰
か
ら
な
る
双
耳
峰
を
形
造
っ
て
お
り
、
ル
ー
ト
は
滝
の
落
口
か
ら
双
耳

峰
の
頂
上
へ
の
び
る
岩
稜
の
真
中
あ
た
り
を
横
断
し
て
タ
キ
火
テ
ラ
ス
へ
下
る
。
こ
の
岩
稜
の
乗
越
地
点
に
は
杉
の
木
が
一
本
生
え
て
お

り
、
こ
の
木
を
支
点
に
し
て
振
り
子
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
向
う
側
に
渡
り
、
あ
と
は
懸
垂
で
タ
キ
火
テ
ラ
ス
へ
下
る
の
で
あ
る
。
こ
の
杉
の

木
へ
は
、
双
耳
峰
直
下
の
オ
ー
等
ハ
ー
ハ
ン
グ
し
た
岩
壁
の
下
に
急
峻
な
草
付
ま
じ
り
の
壁
が
つ
づ
い
て
い
て
、
こ
れ
を
左
上
に
直
上
す
る

の
が
、
夏
季
の
ル
ー
ト
で
あ
り
、
ま
た
、
昨
年
五
月
、
大
阪
市
立
大
の
二
人
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
ル
ー
ト
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
草
付
は
今
は
の
っ
・
ヘ
リ
し
た
悪
そ
う
な
氷
雪
壁
と
な
っ
て
、
と
て
も
手
が
つ
け
ら
れ
そ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。
だ

(20)
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次
に
氷
雪
壁
を
左
端
ま
で
ほ
ぼ
水
平
に
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
ピ
ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
は
ギ
シ
ギ
シ
と
気
持
の
い
い
位
に
き
く
（
第
二
ピ

ッ
チ
）
。
こ
こ
で
雪
田
は
小
リ
ッ
ヂ
に
よ
り
切
断
さ
れ
る
。
こ
れ
を
左
へ
振
子
気
味
十
五
メ
ー
ト
ル
の
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
で
突
破
し
、
左

の
雪
田
に
出
る
（
第
三
ピ
ッ
チ
）
。
つ
づ
い
て
雪
田
を
左
に
上
り
、
つ
づ
い
て
キ
ノ
コ
雪
状
の
雪
稜
に
両
腕
を
肩
ま
で
差
し
込
み
な
が
ら

強
引
に
直
上
す
る
。
そ
し
て
垂
壁
下
を
左
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
覇
夏
の
初
登
ル
ー
ト
に
合
流
し
た
（
第
四
ピ
ッ
チ
）
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
高
く
登

っ
た
太
陽
が
壁
全
体
を
温
め
、
い
ま
ま
で
静
か
だ
っ
た
こ
の
ス
ラ
ブ
帯
に
氷
塊
が
落
ち
始
め
た
。
こ
の
雪
田
の
ト
ラ
バ
ー
ス
は
丁
度
、
双

、
、
、

耳
峰
直
下
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
帯
の
真
下
に
当
る
が
、
こ
の
ハ
ン
グ
帯
に
は
び
っ
し
り
と
氷
の
つ
ら
ら
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
お
り
、
不
気
味

に
張
り
出
し
て
わ
れ
わ
れ
に
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
陽
の
照
り
始
め
る
と
共
に
、
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
始
め
て
来
た
の
だ
。
そ
も
そ

、
、
、

も
こ
の
ル
ー
ト
に
決
め
た
時
に
、
早
く
雪
田
を
横
断
し
切
ら
な
い
と
あ
の
つ
ら
ら
は
危
な
い
な
、
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
凹
角
の
第
一

ピ
ッ
チ
か
ら
極
力
早
く
登
ろ
う
と
心
に
決
め
て
は
い
た
の
だ
が
、
こ
の
凹
角
の
結
氷
状
態
が
不
安
定
な
上
傾
斜
も
急
で
馬
鹿
に
な
ら
な
い

の
で
、
心
は
あ
せ
っ
て
も
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
ず
、
意
外
に
時
間
を
喰
っ
て
し
ま
っ
た
。
思
え
ば
こ
の
ピ
ッ
チ
が
技
術
的
に
は
こ
の
ル

上
る
。
雪
田
は
氷
化

三
十
五
メ
ー
ト
ル
）
。

が
、
そ
の
左
手
に
見
え
る
ス
ラ
ブ
に
は
横
に
拡
が
る
二
つ
の
急
峻
な
雪
田
が
あ
っ
て
、
そ
の
左
端
に
は
下
か
ら
氷
化
し
た
凹
角
状
の
岩
溝

が
伸
び
上
っ
て
い
る
。
夏
に
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
、
そ
の
岩
溝
か
ら
雪
田
へ
上
り
雪
田
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
夏
の
草
付
ル
ー
ト
の
上
部

に
出
る
迂
回
ル
ー
ト
が
、
ど
う
も
見
込
み
あ
り
そ
う
に
見
え
、
他
に
は
ど
う
に
も
打
つ
手
が
な
さ
そ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
た
め
ら
わ
ず

こ
の
迂
回
ル
ー
ト
を
試
み
る
決
心
を
し
た
。

双
耳
峰
の
コ
ル
に
通
じ
る
ル
ン
ゼ
が
押
し
出
し
た
デ
ブ
リ
を
、
一
五
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
り
、
最
初
の
雪
田
に
通
じ
る
水
化
し
た
凹
状

部
に
ア
タ
ッ
ク
す
る
。
岩
永
が
ト
ッ
プ
で
始
め
は
ダ
ブ
ル
ア
ッ
ク
ス
で
登
り
出
す
が
、
結
氷
が
悪
く
、
下
の
ス
ラ
ブ
が
露
出
し
て
し
ま

う
。
体
は
常
に
後
に
引
か
れ
る
が
、
氷
と
岩
と
の
隙
間
に
手
を
入
れ
強
引
に
登
り
、
腕
力
が
尽
き
る
直
前
に
傾
斜
の
落
ち
た
雪
田
に
這
い

上
る
。
雪
田
は
氷
化
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ダ
ブ
ル
ア
ッ
ク
ス
で
左
上
に
登
り
、
最
上
部
に
ハ
ー
ケ
ン
二
本
を
打
ち
込
む
（
第
一
ピ
ッ
チ
、

（21）
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－
ト
で
最
も
き
び
し
い
所
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
二
ピ
ッ
チ
目
か
ら
の
雪
田
の
横
断
は
、
安
定
し
た
雪
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
素
早
く
行
動
し
、
何
と
か
危
険
な
状
態
に
お
ち
入
る
前
に
ぬ
け
出
そ
う
と
必
死
だ
っ
た
ｅ
ト
ラ
零
ハ
ー
ス
の
途
中
で
、
出
来
れ
ば
ハ
ー

ケ
ン
を
打
ち
安
全
を
期
し
た
か
っ
た
が
、
雪
田
の
最
上
部
を
岩
壁
伝
い
に
横
断
し
て
い
っ
た
も
の
の
適
当
な
リ
ス
も
な
く
、
打
つ
こ
と
す

ら
出
来
な
か
っ
た
。
雪
田
の
下
方
は
四
、
五
十
メ
ー
ト
ル
切
れ
落
ち
て
い
る
し
、
こ
の
ト
ラ
識
ハ
ー
ス
も
か
な
り
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
ら
れ
た
。

と
に
か
く
こ
の
数
ピ
ッ
チ
は
ず
っ
と
緊
張
を
強
い
ら
れ
、
か
な
り
手
強
い
も
の
だ
っ
た
。

ト
ッ
プ
の
岩
永
が
キ
ノ
コ
雪
の
雪
稜
を
登
り
切
り
、
ラ
ス
ト
の
西
村
が
二
つ
目
の
雪
田
の
ピ
レ
ー
点
か
ら
二
、
三
歩
横
断
を
始
め
た
時

だ
っ
た
。
突
然
、
人
間
大
の
氷
塊
が
録
ハ
ラ
、
ハ
ラ
と
、
そ
れ
ま
で
西
村
の
立
っ
て
い
た
あ
た
り
へ
落
下
し
て
き
た
。
文
字
通
り
間
一
髪
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
ら
や
ら
事
な
き
を
得
た
が
、
ま
っ
た
く
危
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

落
氷
が
も
の
す
ご
い
が
、
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
一
応
安
全
な
小
テ
ラ
ス
に
三
人
集
結
し
た
。
こ
こ
で
ト
ッ
プ
を
井
上
と
替
る
。
井
上

は
安
定
し
た
フ
ォ
ー
ム
で
少
し
ず
つ
高
度
を
稼
い
で
い
く
。
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
凹
状
部
に
は
日
電
隊
の
針
金
や
鉄
ク
イ
が
残
っ
て
お

り
、
よ
く
朽
ち
な
い
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
ピ
ッ
チ
を
登
り
終
る
こ
ろ
に
は
、
上
部
よ
り
流
れ
る
雪
解
水
で
手
袋
、
ヤ
ッ
ケ

と
も
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
第
五
ピ
ッ
チ
）
。

タ
キ
火
テ
ラ
ス
上
の
杉
の
木
を
支
点
に
十
メ
ー
ト
ル
の
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
で
テ
ラ
ス
に
降
り
る
。
テ
ラ
ス
は
四
十
五
度
位
の
雪
壁
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
最
上
部
ま
で
左
へ
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
す
る
。
夏
の
快
適
な
テ
ラ
ス
は
消
え
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
一
本
も
出
て
い
な
い
。
リ
ス
を

掘
り
出
し
そ
れ
に
思
い
き
り
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
込
み
、
井
上
と
西
村
を
迎
え
た
（
第
六
ピ
ッ
チ
）
。
大
滝
上
部
は
左
右
の
沢
よ
り
落
ち
る

雪
崩
の
た
め
完
全
に
埋
り
、
緑
の
台
地
な
ど
は
跡
形
も
な
い
。
井
上
が
ザ
イ
ル
を
た
よ
り
に
テ
ラ
ス
下
部
を
偵
察
に
行
っ
た
。
直
下
の
滝

ま
で
も
埋
り
、
一
気
に
下
降
で
き
る
と
い
う
井
上
の
声
に
思
わ
ず
ニ
ヤ
ッ
と
笑
う
。

時
間
も
早
す
ぎ
る
の
で
、
三
人
が
腰
を
下
ろ
せ
る
位
の
テ
ラ
ス
を
切
り
、
お
湯
を
沸
し
な
が
ら
雪
崩
を
や
り
過
ご
し
、
そ
の
間
ボ
ル
ト

二
本
を
打
ち
込
む
。
そ
し
て
谷
全
体
が
静
け
さ
を
取
り
戻
す
こ
ろ
に
、
四
十
メ
ー
ト
ル
の
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
で
Ｇ
滝
の
上
に
降
り
立
つ

（23）



下
山
し
た
。

た
。
そ
の
上
は
も
医

八
タ
イ
ム
十
一

三
月
八
日
（
晴
）

そ
の
上
は
も
う

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
構
成
ア
タ
ッ
ク
隊
（
岩
永
慎
太
郎
Ⅱ
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
、
井
上
茂
、
西
村
繁
幸
）

前
半
サ
ポ
ー
ト
隊
（
轟
哲
之
Ⅱ
リ
ー
ダ
ー
、
小
林
日
出
志
郎
、
石
井
孝
行
）

後
半
サ
ポ
ー
ト
隊
（
宮
下
勝
彦
Ⅱ
リ
ー
ダ
ー
、
新
井
明
博
、
保
科
正
之
）

目
的
剣
沢
大
滝
の
積
雪
期
初
登
肇

活
動
期
間
一
九
七
八
年
三
月
四
日
’
十
日

北
西
尾
根
を
登
り
赤
沢
岳
へ
。
そ
し
て
ス
バ
リ
岳
と
の
コ
ル
で
後
半
サ
ポ
ー
ト
隊
と
合
流
し
た
。

八
タ
イ
ム
北
西
尾
根
末
端
五
・
○
○
ｌ
赤
沢
岳
一
二
・
一
○
ｌ
コ
ル
一
二
・
四
○
Ｖ

八
タ
イ
ム
北
需

八
タ
イ
ム
一
房

三
月
九
日
（
晴
）

二
俣
よ
り
ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
を
越
え
、
内
蔵
之
助
谷
を
下
る
。
そ
の
後
黒
部
川
を
赤
沢
岳
北
西
尾
根
末
端
ま
で
た
ど
る
。

八
タ
イ
ム
ニ
俣
五
・
○
○
ｌ
北
西
尾
根
末
端
九
・
○
○
Ｖ

八
タ
イ
ム
コ
ル
八
・
○
○
ｌ
扇
沢
駅
一
二
・
四
○
Ｖ

三
月
十
日
（
雪
）

コ
ル
よ
り
屏
風
尾
根
を
下
降
、
大
沢
小
屋
経
由
で
扇
沢
駅
へ
。
途
中
保
科
が
数
メ
ー
ト
ル
ス
リ
ッ
プ
し
、
左
足
首
を
骨
折
、
背
負
っ
て

す
べ
て
の
滝
は
デ
ブ
リ
で
埋
っ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
難
な
く
い
く
つ
も
の
デ
ブ
リ
を
越
え
て
二
俣
に
到
着
し
た
。

タ
イ
ム
十
字
峡
五
・
○
○
Ｉ
大
滝
取
付
七
・
○
○
ｌ
タ
キ
火
テ
ラ
ス
二
一
・
三
○
ｌ
同
テ
ラ
ス
発
一
五
・
三
○
Ｖ〔

岩
永
慎
太
郎
〕

（24）



剣沢大滝遡行

剣
岳
西
面
で
、
池
ノ
谷
中
央
ル
ン
ゼ
ー
チ
ン
ネ
左
稜
線
中
間
ル
ン
ゼ
の
登
華
を
行
っ
た
後
、
四
月
二
十
七
日
、
僕
は
黒
四
ダ
ム
に
下
っ
た
。
明
日
二

十
八
日
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
畔
柳
と
紺
野
に
会
い
、
黒
部
川
を
下
る
予
定
だ
。
二
人
と
も
剣
沢
へ
は
昨
年
の
夏
に
入
っ
て
お
り
、
大
滝
を
越
え
て
遡
行

し
た
い
僕
の
気
持
を
理
解
し
て
喜
ん
で
同
行
し
て
呉
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

僕
が
最
初
に
剣
沢
遡
行
を
目
指
し
た
の
は
、
一
九
七
二
年
の
夏
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
時
は
雨
に
降
ら
れ
怪
我
人
が
出
て
、
大
滝
尾
根
左
稜
で
引
き

返
し
た
が
、
は
る
か
に
大
滝
上
流
を
眺
め
て
五
月
の
方
が
雪
渓
の
状
態
が
よ
く
楽
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
七
四
年
五
月
、
十
字
峡
か
ら
下
部

の
偵
察
を
し
た
後
二
俣
か
ら
も
上
部
偵
察
に
下
り
、
大
滝
尾
根
の
双
耳
峰
を
確
認
し
た
。
こ
の
時
、
遡
行
ル
ー
ト
の
青
写
真
は
出
来
上
っ
た
が
、
そ
れ

か
ら
二
年
、
悪
天
に
妨
げ
ら
れ
る
な
ど
し
て
、
計
画
を
実
現
す
る
機
会
が
な
い
ま
ま
に
終
っ
て
い
た
。
僕
の
考
え
て
い
た
ル
ー
ト
と
い
う
の
は
次
の
通

恥
リ
湾
催
Ｑ

八
編
者
注
２
Ｖ

こ
の
時
の
記
録
に
つ
い
て
、
山
崎
祐
和
氏
か
ら
次
の
寄
稿
が
あ
っ
た
の
で
、
参
考
記
録
と
し
て
記
載
す
る
。

八
編
者
注
１
Ｖ

本
項
は
山
崎
祐
和
（
秀
峰
登
高
会
）
、
竹
中
昇
（
早
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
）
両
氏
の
寄
稿
に
よ
る
。

行
動
概
要
三
月
四
日
、
大
谷
原
ｌ
赤
岩
尾
根
高
千
穂
平
直
下
。
五
日
、
冷
池
小
屋
ｌ
鹿
島
槍
Ｉ
牛
首
尾
根
ｌ
牛
首
山
。
六
日
、
牛
首
尾
根
Ｉ
十
字

峡
。
七
日
、
大
滝
を
登
肇
’
二
俣
。
八
日
、
ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
Ｉ
内
蔵
助
平
ｌ
赤
沢
岳
北
西
尾
根
末
端
。
九
日
、
赤
沢
岳
ｌ
ス
バ
リ
岳
と
の

コ
ル
。
十
日
、
屏
風
尾
根
ｌ
扇
沢
。

十
字
峡
よ
り
下
部
の
ゴ
ル
ジ
ュ
帯
を
北
尾
根
側
に
高
巻
き
、
雪
渓
づ
た
い
に
滝
の
下
ま
で
行
く
。
最
下
段
の
滝
の
滝
壷
は
埋
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

剣
沢
遡
行
’
一
九
七
七
年
四
月
の
記
録
Ｉ

山
崎
祐
和

（25）



が
、
も
し
雪
が
少
な
く
露
出
し
て
い
る
場
合
は
、
五
月
の
雪
融
け
で
渡
渉
は
無
理
な
の
で
、
滝
見
沢
よ
り
大
滝
尾
根
右
稜
を
乗
っ
越
し
、
末
端
壁
に
懸

垂
下
降
し
、
再
び
こ
の
壁
を
双
耳
峰
の
コ
ル
に
登
る
。
コ
ル
よ
り
懸
垂
下
降
で
水
流
近
く
ま
で
下
り
、
Ｄ
滝
の
左
岸
を
登
り
、
上
部
雪
渓
に
出
る
。
あ

と
は
雪
渓
を
た
ど
り
剣
ま
で
行
く
。
メ
ン
バ
ー
は
、
万
が
一
事
故
で
も
起
し
て
安
心
で
き
る
よ
う
に
、
三
人
と
し
た
。

な
ぜ
双
耳
峰
の
コ
ル
を
通
る
ル
ー
ト
を
選
ん
だ
か
と
い
う
と
、
鵬
翔
ル
ー
ト
は
大
滝
の
未
知
部
分
を
解
明
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
ル
ー
ト
で
あ
り
、

初
登
肇
後
、
十
年
余
り
一
度
も
登
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
人
工
登
華
用
具
も
多
く
な
り
、
時
間
も
か
か
る
し
荷
も
重
く
な
る
。
又
、
ト
ラ
や
ハ
ー
ス
が
多

い
ル
ー
ト
な
の
で
、
小
人
数
で
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
場
合
、
事
故
な
ど
起
き
て
退
路
を
断
た
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
点
、
双
耳
峰
ル
ー
ト
は
、
過
去
二
回

の
登
筆
に
よ
り
ル
ー
ト
を
熟
知
し
て
い
る
こ
と
、
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
の
部
分
が
少
な
く
、
退
路
も
十
分
に
確
保
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
計

画
を
、
十
字
峡
よ
り
双
耳
峰
の
コ
ル
へ
一
日
、
二
日
目
に
は
二
俣
を
越
え
る
、
と
い
う
日
程
で
組
ん
だ
。
も
し
大
滝
尾
根
右
稜
を
乗
越
さ
ね
ば
な
ら
な

い
と
し
て
も
、
一
日
余
分
に
加
え
、
行
動
三
日
、
予
備
二
日
の
計
五
日
間
と
万
全
の
計
画
を
立
て
た
。

さ
て
、
こ
の
計
画
を
胸
に
、
僕
は
四
月
二
十
八
日
早
朝
、
扇
沢
よ
り
入
山
し
て
き
た
二
人
と
合
流
し
た
。
折
悪
し
く
こ
の
日
は
、
ハ
ヶ
ッ
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
よ
う
な
雨
で
、
外
へ
出
る
気
も
せ
ず
に
、
雨
が
止
む
ま
で
の
ん
び
り
し
よ
う
と
、
相
談
は
す
ぐ
に
決
ま
っ
た
。

翌
日
、
雨
も
上
が
り
、
ま
だ
真
暗
闇
の
黒
四
ダ
ム
を
ラ
ン
プ
の
灯
り
を
頼
り
に
出
発
す
る
。
満
天
の
星
空
で
気
持
が
よ
い
。
雪
面
も
快
適
な
固
さ

だ
。
夏
は
一
汗
か
か
さ
れ
る
内
蔵
ノ
助
沢
出
合
ま
で
、
河
原
の
雪
面
を
進
み
、
難
な
く
夏
よ
り
も
早
く
着
く
。
よ
う
や
く
薄
明
る
く
な
っ
た
内
蔵
ノ
助

沢
は
、
水
量
が
増
し
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
吹
き
出
し
て
い
る
。
古
い
板
切
れ
を
置
い
た
だ
け
の
橋
を
四
つ
ん
ば
い
で
渡
り
、
ラ
ン
プ
を
し
ま
い
、
小

黒
部
川
は
両
岸
か
ら
の
デ
ブ
リ
で
埋
ま
っ
て
い
る
が
、
昨
日
の
雨
で
デ
ブ
リ
の
デ
コ
ポ
コ
が
け
ず
ら
れ
た
上
適
当
に
歩
き
易
く
し
ま
っ
た
雪
面
に
助

け
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
雪
渓
の
上
を
歩
く
。
各
自
思
い
思
い
の
足
ご
し
ら
え
で
、
二
人
は
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
て
歩
い
て
い
る
。
大
タ
テ
ガ
ピ
ン
沢
の
出
合

付
近
も
大
き
く
雪
面
が
広
が
り
、
夏
の
眺
望
の
悪
い
樹
林
帯
と
ち
が
っ
て
、
大
タ
テ
ガ
ビ
ン
の
岩
壁
の
展
望
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
。

憩
す
る
。

こ
の
付
近
、
水
流
が
出
｝

り
に
思
わ
ぬ
緊
張
を
す
る
。

水
流
が
出
て
お
り
、
水
平
歩
道
に
登
る
。
小
沢
の
岩
場
に
並
べ
ら
れ
た
丸
太
が
半
分
落
ち
か
か
り
、
し
ょ
つ
ば
な
か
ら
の
濡
れ
た
へ
つ
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鶏

蝉

識

蕊

Platel-(a)>

牛首尾根より剣岳を望む。

正面中央に剣沢核心部見ゆ。

(慌影･1 (a)～(e),烏永!|真太郎）



繊
~

Platel-(c)>

剣沢大滝I滝

Platel-(b)> 1

剣沢大滝滝剣沢~ド部より大滝方面を望む

中央に双耳峰が見える。



鑑

識

溌

瀞

鐙

雛
蕊 灘＃

蟻

鍵 ；
群

蕊

錘鍵鍛

Platel-(d)>

剣沢大滝I滝右岸側壁を登る。

1上｡ツチ目凹状確を抜け雪田に出る



Platel－(e)>

剣沢大滝I滝側壁を越え、懸垂で再び沢筋にもどる



<PIate2-(a)>

4月の剣沢大滝一ガンドウノも根より。大滝ﾉ毛根末端の大|且'状壁を

はさんで、右に大滝尾根右稜、左に双耳|峰のある左稜が見える。

（撮影・2 (a)､b), l l l崎祐和）
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蚕

農 負酷

晶P

Plate2－(b)>

4月の剣沢大滝－上流より双耳峰のコルを望む。 （点線は双耳峰の

コルよりの9()mの懸垂ド降ルートを示す）
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Plate3>

剣峰八､ｿ峰I峰Ⅳ稜マッチ箱付近。

（撮影･学習|塊）て学輔仁会l l l岳部）



Plate4-(a)>

黒部丸1I1東壁第二ルンゼ登肇ルート--1978年3月。

(撮影･4 (a), (})), l l l崎袖ハl)



剣沢大滝遡行

夏
に
は
そ
こ
か
ら
更
に
も
う
一
度
の
高
巻
き
と
二
度
の
渡
渉
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
は
沢
床
が
完
全
に
雪
に
埋
ま
っ
て
お
り
、
三
十
分
で

剣
沢
平
に
着
く
。
大
滝
の
両
岸
が
屏
風
の
よ
う
に
そ
そ
り
立
つ
中
で
、
剣
沢
平
は
広
々
と
し
て
周
囲
の
景
観
を
思
う
が
ま
ま
に
楽
し
め
る
別
天
地
だ
。

時
間
さ
え
有
れ
ば
の
ん
び
り
と
、
半
日
位
昼
寝
で
も
し
て
い
た
い
く
ら
い
、
春
の
陽
光
は
暖
か
い
。
ま
だ
十
一
時
前
だ
が
、
し
か
し
の
ん
び
り
も
し
て

が
、
実
際
危
な
か
っ
た
。

夏
の
悪
場
の
白
竜
峡
付
近
は
水
平
歩
道
を
歩
く
。
夏
の
危
険
地
帯
で
あ
る
が
、
今
は
雪
が
多
く
安
心
で
き
る
。
九
時
前
に
十
字
峡
に
着
き
、
こ
れ
か

ら
の
遡
行
に
備
え
、
大
休
止
し
て
お
お
い
に
飲
み
食
い
す
る
。

い
よ
い
よ
剣
沢
へ
入
り
、
ま
ず
下
部
ゴ
ル
ジ
ュ
帯
を
夏
道
沿
い
に
高
巻
く
。
北
尾
根
を
登
り
、
懸
垂
下
降
を
し
て
急
な
雪
渓
の
上
端
に
降
り
立
つ
・

真
下
に
剣
沢
が
口
を
開
け
て
流
れ
て
い
て
無
気
味
だ
が
、
グ
リ
セ
ー
ド
の
好
き
な
私
は
、
さ
っ
そ
く
ア
イ
ゼ
ン
を
は
ず
し
谷
へ
飛
び
込
む
よ
う
に
滑
降

す
る
。
畔
柳
と
紺
野
は
、
ア
イ
ゼ
ン
を
付
け
た
ま
ま
、
後
向
き
で
一
歩
一
歩
慎
重
に
下
っ
て
来
る
。
対
岸
で
の
ん
び
り
見
て
い
る
と
ダ
ン
ゴ
の
付
着
が

ひ
ど
い
と
み
え
て
、
中
々
下
っ
て
来
な
い
。
「
あ
つ
」
と
思
う
ま
も
な
く
、
紺
野
が
転
ん
で
滑
り
始
め
た
。
ま
る
で
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
フ
ィ
ル
ム
を

見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
下
は
雪
渓
が
切
れ
、
剣
沢
が
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
音
を
た
て
て
流
れ
て
い
る
。
紺
野
は
頭
を
下
に
し
て
転
が
り
な
が
ら
落
ち
て
く

る
。
一
瞬
血
の
気
が
引
き
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ま
ま
ぼ
う
ぜ
ん
と
し
て
い
る
と
、
雪
渓
が
切
れ
る
五
十
セ
ン
チ
程
上
で
彼
は
奇
蹟
的
に
も
止
ま
っ

た
。
そ
し
て
か
す
り
傷
も
負
わ
ず
、
弱
音
も
は
か
ず
、
平
気
な
顔
で
歩
い
て
き
た
。
「
ハ
ハ
、
滑
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
」
と
冗
談
を
云
っ
て
け
り
が
つ
い
た

ザ
ッ
ク
を
置
い
て
さ
っ
そ
く
大
滝
の
偵
察
に
行
く
、
夏
に
は
高
巻
き
と
渡
渉
の
連
続
で
、
ル
ー
ト
工
作
が
し
て
あ
っ
て
も
三
時
間
は
か
か
っ
た
滝
の

下
ま
で
わ
ず
か
十
分
で
着
く
。
滝
壷
は
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
に
埋
ま
っ
て
い
て
、
難
な
く
大
滝
尾
根
末
端
壁
に
取
り
つ
け
る
。

別
山
沢
出
合
と
壁
尾
根
が
下
流
一
杯
に
拡
が
り
、
ま
も
な
く
別
山
沢
出
合
に
着
く
。
夏
か
ら
想
像
も
つ
か
な
い
程
広
く
落
ち
着
い
た
盆
地
で
あ
る
。

別
山
に
も
よ
う
や
く
日
が
差
し
は
じ
め
、
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
に
輝
く
岩
壁
群
が
燃
え
て
い
る
。
大
量
の
積
雪
に
埋
め
ら
れ
た
別
山
の
こ
ん
な
眺
め
は
初

め
て
だ
。
樹
林
の
妨
げ
も
な
く
、
井
戸
の
底
の
よ
う
な
夏
と
ち
が
っ
て
、
雪
崩
に
埋
め
ら
れ
河
床
が
上
が
っ
た
黒
部
の
こ
ん
な
景
色
を
誰
が
想
像
で
き

め
て
だ
。

よ
う
か
。

い
ら
れ
な
い
。
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今
日
中
に
双
耳
峰
の
コ
ル
に
達
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
怪
し
い
雲
の
流
れ
に
釈
然
と
せ
ず
に
、
剣
沢
平
の
岩
陰
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
ル
ー
ト
エ
作

に
向
う
こ
と
に
す
る
。
夏
の
三
ピ
ッ
チ
目
よ
り
登
肇
が
は
じ
ま
る
。
雪
渓
の
上
端
で
ザ
イ
ル
を
つ
け
、
雪
塊
の
チ
ョ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
に
手
を
つ
け
る
。

雪
塊
は
三
畳
分
位
の
大
き
さ
だ
。
落
ち
そ
う
だ
が
、
落
ち
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
雪
塊
の
左
端
と
岩
の
コ
ン
タ
ク
ト
ラ
イ
ン
に
ル
ー
ト
を
と
る
。
左
手

の
ア
イ
ス
ハ
ン
マ
ー
を
ホ
ー
ル
ド
に
、
靴
を
雪
と
岩
と
の
間
に
ね
じ
込
ん
で
登
り
、
雪
塊
の
上
に
立
つ
。
そ
こ
よ
り
左
上
ぎ
み
に
ス
ラ
ブ
を
登
り
、
雪

崩
で
飛
ん
で
し
ま
っ
た
ボ
ル
ト
を
一
本
打
ち
加
え
、
人
工
登
筆
で
越
え
る
と
、
す
ぐ
階
段
上
の
や
さ
し
い
フ
ェ
ー
ス
に
な
り
、
四
十
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ッ

チ
が
終
る
。
登
肇
途
中
よ
り
降
り
始
め
た
雪
が
本
降
り
と
な
り
、
そ
こ
に
ザ
イ
ル
を
固
定
し
た
ま
ま
剣
沢
平
へ
も
ど
る
。

午
後
い
っ
ぱ
い
降
り
続
い
た
雪
は
十
五
セ
ン
チ
位
積
っ
た
。
あ
た
り
一
面
真
白
に
な
り
、
壁
も
困
難
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
日
が
当
り
さ
え
す

れ
ば
す
ぐ
融
け
る
の
だ
が
、
谷
が
深
い
の
で
日
当
り
が
良
く
な
い
。
壁
の
中
で
は
三
’
四
時
間
し
か
日
が
当
ら
な
い
の
だ
。

翌
朝
、
早
立
ち
し
た
い
の
は
山
々
な
が
ら
、
雪
が
融
け
る
の
を
待
っ
て
少
し
遅
い
出
発
と
し
、
七
時
半
に
剣
沢
平
を
出
る
。
幸
い
気
温
が
高
く
、
雪

は
付
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
水
が
流
れ
て
い
た
。
固
定
ザ
イ
ル
を
ユ
マ
ー
ル
で
登
り
、
登
筆
を
開
始
す
る
。
オ
ー
ダ
ー
は
、
ル
ー
ト
を
知
っ
て
い
る
関

係
上
僕
が
ト
ッ
プ
に
な
り
、
二
人
は
荷
上
げ
を
兼
ね
て
ユ
マ
ー
ル
で
登
る
。
そ
こ
か
ら
水
流
の
中
を
左
上
す
る
が
、
同
じ
ル
ー
ト
を
今
ま
で
二
度
登
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
四
年
も
の
問
、
手
垢
の
つ
い
て
い
な
い
ル
ー
ト
で
あ
り
、
水
も
流
れ
て
い
て
手
強
い
。
途
中
ハ
ー
ケ
ン
を
一
本
打
ち
、
更
に
左
上

て
い
る
と
は
い
え
、
四
年
も
里

埋
め
尽
し
て
い
る
。

よ
う
や
く
日
が
当
り
始
め
、
傾
斜
の
ゆ
る
く
な
っ
た
ス
ラ
ブ
を
左
上
し
、
大
ハ
ン
グ
帯
の
下
か
ら
も
抜
け
、
陽
光
と
相
増
し
て
頭
上
は
明
る
く
な
っ

た
。
半
分
し
か
は
い
ら
な
い
ハ
ー
ケ
ン
二
本
と
、
ピ
ナ
ク
ル
二
つ
で
確
保
す
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
四
十
メ
ー
ト
ル
毎
に
し
っ
か
り
し
た
確
保
ピ
ン
を
残

置
し
た
は
ず
な
の
に
、
こ
れ
で
二
ヶ
所
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
多
分
雪
崩
で
飛
ば
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

傾
斜
は
少
し
急
に
な
り
、
右
へ
十
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
更
に
一
段
上
へ
左
へ
十
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
バ
ー
ス
、
そ
し
て
垂
直
の
ブ
ッ
シ
ュ
を
直
上

最
下
段
の
こ
の
滝
は
、
剣
沢
の
水
を
一
気
に
押
し
出
し
、
そ
の
迫
力
は
何
度
見
て
も
圧
倒
的
だ
。
只
、
夏
に
滝
壺
か
ら
見
上
げ
る
の
と
違
い
、
雪
渓

の
高
い
位
置
か
ら
見
る
た
め
、
滝
の
飛
沫
も
浴
び
ず
、
壮
絶
な
感
じ
は
や
や
弱
め
ら
れ
る
。
末
端
壁
の
下
部
ル
ン
ゼ
の
百
メ
ー
ト
ル
も
雪
渓
が
完
全
に

し
、
残
置
ボ
ル
ト
で
確
保
す
る
。

（28）



剣沢大滝遡行

し
諺
援
傾
斜
帯
の
広
い
テ
ラ
ス
に
出
る
。
ザ
イ
ル
を
固
定
し
、
二
人
解
登
っ
て
く
る
間
に
水
を
く
み
に
行
く
。
丁
度
う
ま
い
具
合
に
右
手
五
メ
ー
ト
ル

位
の
所
に
水
が
流
れ
て
い
る
。
二
人
は
ユ
マ
ー
ル
の
た
め
、
ザ
イ
ル
に
ブ
ラ
下
が
っ
て
ハ
ン
グ
を
二
つ
も
越
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
息
を
切
ら
し
て
登
っ
て

き
た
。も

う
双
耳
峰
の
コ
ル
ま
で
五
十
メ
ー
ト
ル
程
で
、
す
ぐ
上
に
見
え
る
。
緩
傾
斜
帯
か
ら
、
し
だ
い
に
急
に
な
る
凹
角
を
直
上
し
、
快
適
な
階
段
状
の

フ
ェ
ー
ス
を
左
上
す
る
と
、
双
耳
峰
の
コ
ル
に
踊
り
出
た
。

Ｄ
滝
は
落
ち
口
を
わ
ず
か
に
見
せ
る
だ
け
で
、
上
も
下
も
雪
渓
で
埋
っ
て
い
る
。
左
岸
も
右
岸
も
登
鑿
す
る
部
分
は
短
か
く
、
何
と
か
登
れ
そ
う

だ
。
し
か
し
下
へ
降
り
よ
う
に
も
、
コ
ル
よ
り
真
下
は
、
余
り
の
急
傾
斜
の
た
め
に
見
え
な
い
。
垂
直
あ
る
い
は
ハ
ン
グ
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

予
定
通
り
、
ザ
イ
ル
を
固
定
し
て
下
降
、
偵
察
を
す
る
こ
と
に
す
る
。
固
定
作
業
中
、
誤
っ
て
五
十
メ
ー
ト
ル
ザ
イ
ル
を
落
し
て
し
ま
う
。
残
っ
た

ザ
イ
ル
は
四
十
メ
ー
ト
ル
二
本
、
果
し
て
下
ま
で
行
く
の
に
足
り
る
だ
ろ
う
か
…
…
。
不
安
は
残
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
ん
か
で
き

な
い
。
ザ
イ
ル
を
二
本
継
い
で
、
ユ
マ
ー
ル
を
使
い
な
が
ら
懸
垂
下
降
す
る
。
降
り
口
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
も
下
り
る
と
、
下
ま
で
見
通
し
が
き
く
。
垂

直
に
近
い
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
が
多
い
の
で
ザ
イ
ル
が
か
ら
ん
で
い
る
。
幸
い
に
も
さ
っ
き
落
し
た
ザ
イ
ル
も
途
中
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

四
十
メ
ー
ト
ル
と
五
十
メ
ー
ト
ル
の
ザ
イ
ル
を
二
本
継
い
で
九
十
メ
ー
ト
ル
一
杯
で
雪
渓
の
上
に
降
り
た
っ
た
。

雪
渓
を
伝
っ
て
，
滝
を
偵
察
す
る
。
右
岸
の
ス
ラ
ブ
は
四
十
度
く
ら
い
の
傾
斜
で
、
岩
の
露
出
部
も
十
メ
ー
ト
ル
と
な
く
簡
単
に
登
れ
る
見
込
み
が

つ
い
た
。
剣
沢
の
遡
行
は
、
も
う
我
々
の
手
中
に
納
っ
た
も
同
様
だ
。
う
れ
し
く
て
大
声
を
喚
げ
て
手
を
振
る
が
、
豆
っ
ぶ
程
に
し
か
見
え
な
い
二
人

に
は
、
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

余
分
な
ザ
イ
ル
と
カ
メ
ラ
な
ど
を
置
き
、
ユ
マ
ー
ル
で
登
り
返
す
。
私
の
朗
報
に
、
ス
ッ
カ
リ
し
び
れ
を
切
ら
し
て
し
た
二
人
は
喜
ん
で
く
れ
た
。

そ
し
て
、
重
荷
を
背
負
っ
た
二
人
が
固
定
ザ
イ
ル
を
そ
の
ま
ま
下
り
、
私
が
最
後
に
ザ
イ
ル
を
回
収
し
な
が
ら
下
る
こ
と
に
し
た
。
紺
野
が
先
に
降

る
。
重
荷
と
シ
ン
グ
ル
懸
垂
の
せ
い
か
時
間
が
か
か
る
。
下
か
ら
か
す
か
に
コ
ー
ル
が
聞
え
、
畔
柳
が
続
く
。
ザ
イ
ル
が
ゆ
る
ん
で
い
る
の
に
、
コ
ー

ル
も
聞
え
な
い
の
で
不
信
に
思
い
な
が
ら
少
し
下
っ
て
み
た
。

見
る
と
、
畔
柳
が
雪
渓
の
上
で
頭
を
下
に
向
け
て
横
た
わ
っ
て
お
り
、
紺
野
が
彼
の
も
と
に
歩
み
よ
ろ
う
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
一
瞬
、
い
ろ
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雪
渓
に
降
り
立
つ
。
畔
柳
は
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
の
で
、
紺
野
に
事
情
を
聞
い
て
み
る
。
彼
が
見
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ザ
イ
ル
の
結
び
目
よ
り
制

動
が
き
か
な
く
な
り
、
五
十
メ
ー
ト
ル
滑
り
落
ち
、
一
度
韓
ハ
ウ
ン
ド
し
て
、
二
’
三
十
メ
ー
ト
ル
下
の
雪
渓
で
止
ま
っ
た
と
い
う
の
だ
。
止
ま
っ
た
場

所
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
下
は
、
雪
渓
が
切
れ
て
い
て
滝
が
見
え
て
い
る
。
こ
ん
な
急
な
斜
面
で
よ
く
止
っ
た
も
の
だ
。

畔
柳
は
全
身
打
撲
と
足
を
い
た
め
て
い
て
、
両
手
は
骨
が
見
え
る
程
む
け
て
い
て
使
用
不
能
だ
が
、
意
識
は
し
っ
か
り
し
て
い
て
歩
け
る
よ
う
だ
。

今
日
中
に
、
意
識
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
歩
け
る
う
ち
に
二
俣
付
近
ま
で
行
っ
て
お
こ
う
。
明
日
に
な
れ
ば
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
二
俣
ま
で
い
け
ば
、
ヘ
リ
も
、
人
の
助
け
も
可
能
だ
。

畔
柳
の
た
め
に
歩
幅
を
狭
め
て
雪
渓
に
ス
テ
ッ
プ
を
大
き
く
け
ず
る
。
畔
柳
は
ビ
ッ
コ
を
ひ
き
、
顔
を
し
か
め
な
が
ら
登
っ
て
く
る
。
ザ
イ
ル
を
つ

け
、
Ｄ
滝
の
右
岸
を
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ム
で
乗
越
す
。
緩
傾
斜
の
ス
ラ
ブ
は
簡
単
だ
が
、
怪
我
を
負
っ
て
手
も
つ
か
え
ず
脚
も
い
た
め
て
い
る
畔
柳
を
ど

う
や
っ
て
上
げ
る
か
問
題
だ
。
そ
こ
で
、
ザ
イ
ル
を
固
定
し
、
ア
ブ
ミ
を
七
台
継
げ
て
梯
子
を
つ
く
り
、
上
か
ら
は
ザ
イ
ル
で
引
っ
ぱ
り
上
げ
、
下
か

ら
は
付
き
添
っ
て
支
え
、
足
を
一
歩
一
歩
押
し
上
げ
て
は
ア
ブ
ミ
の
プ
レ
ー
ト
に
の
せ
て
や
る
。
こ
う
し
て
、
わ
ず
か
十
メ
ー
ト
ル
を
登
る
の
に
一
時

間
近
く
も
費
や
し
た
が
、
と
に
か
く
上
部
雪
渓
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。

傾
斜
の
ゆ
る
く
な
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
登
っ
て
か
ら
畔
柳
の
手
に
包
帯
を
巻
き
、
手
袋
を
付
け
て
、
寒
い
と
い
う
の
で
羽
毛
服
も
着
せ
て
や
る
。
彼
の

ザ
ッ
ク
を
紺
野
と
二
人
で
分
け
、
ず
っ
し
り
重
く
な
っ
た
ザ
ッ
ク
を
背
負
う
。
足
の
ふ
ん
ば
り
が
き
か
ず
、
ピ
ッ
ケ
ル
も
持
て
な
い
畔
柳
の
た
め
に
、

歩
幅
を
狭
く
、
ス
テ
ッ
プ
を
大
き
く
作
っ
て
、
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
登
っ
て
い
く
。

途
中
の
急
斜
面
で
、
畔
柳
に
は
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
る
。
二
俣
よ
り
少
し
下
流
の
広
い
雪
原
に
出
る
と
こ
ろ
で
、
水
流
が
大
き
く
口
を
開
け
、
雪
の
斜

面
を
高
巻
き
す
る
。
怪
我
さ
え
し
て
い
な
け
れ
ば
、
何
も
問
題
の
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
急
斜
面
の
登
下
降
は
苦
し
い
ら
し
く
、
時
間
を
喰
う
。
日
は
と

っ
く
に
暮
れ
て
い
る
。
広
い
雪
原
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
重
荷
と
慣
れ
ぬ
歩
調
で
す
っ
か
り
疲
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
畔
柳
は
冗
談
を
言
え
る
程
元
気
に
な

ん
な
こ
と
が
頭
の
中
を
走
馬
燈
の
よ
う
に
め
ぐ
る
。
落
ち
た
ら
し
い
が
、
生
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
生
き
て
い
て
く
れ
。
し
か
し
…
…
ど
う
や
っ
て
運

び
降
し
た
ら
い
い
ん
だ
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ん
て
こ
ん
な
狭
い
谷
は
無
理
だ
。
ス
ノ
ー
ポ
ー
ト
な
ら
…
：
・
な
ん
で
も
い
い
、
と
も
か
く
生
き
て
い
て
く

れ
〃
．
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剣沢大滝遡行

翌
五
月
一
日
、
快
晴
に
明
け
る
。
天
気
の
良
い
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。
畔
柳
の
荷
を
ほ
と
ん
ど
私
一
人
で
背
負
い
、
剣
沢
に
遅
々
と
し
た
歩
み
を
進

め
る
。
畔
柳
も
紺
野
も
苦
し
い
だ
ろ
う
に
、
不
平
も
弱
音
も
は
か
な
い
。
剣
沢
小
屋
へ
行
け
ば
医
者
も
居
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
満
足
な
薬
さ

え
も
な
く
、
お
茶
を
一
杯
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
別
山
乗
越
に
向
う
。
別
山
乗
越
の
御
前
小
屋
に
も
医
者
は
い
な
い
。
室
堂
へ
降
り
、
一
刻
も
早

く
町
へ
下
る
し
か
な
い
よ
う
だ
。
室
堂
に
も
看
護
婦
し
か
い
な
い
と
い
う
話
だ
っ
た
。
室
堂
か
ら
列
を
組
み
登
っ
て
く
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
道
を
開
け
て

も
ら
い
、
狭
い
ス
テ
ッ
プ
を
作
り
な
が
ら
下
る
。
こ
う
し
て
バ
テ
バ
テ
に
な
っ
て
、
や
っ
と
信
州
側
へ
向
う
最
終
バ
ス
に
間
に
合
い
、
大
町
へ
下
っ

洋
一

Q っ
た
の
で
安
心
す
る
。
そ
し
て
紺

え
ば
、
彼
は
遅
れ
て
歩
い
て
い
た
。

そ
し
て
紺
野
も
、
あ
の
懸
垂
下
降
中
十
メ
ー
ト
ル
程
滑
り
、
肋
骨
を
折
っ
て
い
る
ら
し
い
と
聞
い
て
び
っ
く
り
す
る
。
そ
う
い
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学
習
院
大
学
輔
仁
会
山
岳
部
は
、
一
九
七
八
年
春
山
合
宿
に
於
て
剣
岳
八
シ
峯
Ｉ
峰
四
稜
の
積
雪
期
初
ト
レ
ー
ス
に
成
功
し
た
。
今
回

の
春
山
合
宿
は
、
一
九
七
一
年
三
月
に
起
き
た
剣
岳
小
窓
で
の
雪
崩
に
よ
る
遭
難
以
来
続
い
て
い
た
低
迷
状
態
か
ら
の
脱
却
と
、
今
後
の

方
向
性
を
見
定
め
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

近
年
、
日
本
国
内
に
お
け
る
社
会
人
山
岳
会
の
活
躍
、
ラ
ッ
シ
ュ
・
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
や
連
続
登
肇
の
目
を
見
張
る
数
々
の
記
録
や
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
な
ど
で
展
開
さ
れ
る
華
々
し
い
登
肇
に
比
べ
れ
ば
、
長
い
日
数
を
か
け
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
の
記
録
は
地
味
な
、
小
さ
な
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
計
画
立
案
よ
り
一
年
半
を
費
や
し
、
部
員
全

員
が
共
通
の
目
的
の
た
め
に
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
成
果
と
意
義
が
あ
っ
た
。

八
シ
峯
Ｉ
峰
四
稜
に
到
る
ま
で
の
布
石
は
、
前
年
度
の
冬
山
尾
瀬
ヶ
原
よ
り
尾
瀬
沼
縦
走
合
宿
に
始
ま
る
。
そ
れ
ま
で
、
我
々
の
山
岳

部
に
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
合
宿
形
態
に
反
発
し
た
「
合
宿
は
妥
協
の
産
物
」
と
云
う
考
え
方
が
充
満
し
て
い
た
。
ま
た
部
員
構
成
も
一

｜
積
雪
期
登
蕊
記
録
天
Ⅲ
〉

は
じ
め
に

剣
岳
八
シ
峯
Ｉ
峰
四
稜
（
一
九
七
八
年
三
月
）

学
習
院
大
学
輔
仁
会
山
岳
部
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剣岳八シ峯I峰四稜

年
生
が
大
部
分
を
占
め
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
あ
っ
た
。
当
時
、
三
年
生
で
リ
ー
ダ
ー
の
酒
井
、
深
沢
の
間
で
、
一
つ
の
大
目
標
を
立
て
、

そ
れ
に
向
っ
て
部
内
の
基
礎
を
固
め
よ
う
と
話
し
合
い
、
尾
瀬
ス
キ
ー
合
宿
を
第
一
歩
と
し
て
次
の
よ
う
な
合
宿
を
実
践
し
て
い
っ
た
。

結
集
し
た
の
で
あ
っ
た
。

三
月
八
日
、
我
々
八
名
の
部
昼

結
し
、
ア
タ
ッ
ク
に
そ
な
え
た
。

我
々
八
名
の
部
員

三
月
下
旬
、
雄
山
東
尾
根
よ
り
上
部
源
治
郎
尾
根
。

五
月
上
旬
、
北
方
稜
線
よ
り
剣
岳
。
黒
部
別
山
南
尾
根
よ
り
剣
岳
八
シ
峯
Ｉ
峰
四
稜
。

八
月
下
旬
、
剣
沢
定
着
岩
登
り
合
宿
。

十
一
月
上
旬
、
八
シ
峯
偵
察
、
荷
上
げ
合
宿
。

合
宿
の
多
く
を
剣
周
辺
で
行
い
剣
岳
へ
の
距
離
は
次
第
に
縮
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
小
窓
尾
根
よ
り
早
月
尾
根
縦
走
を
試
み
た
冬

山
合
宿
が
悪
天
候
の
た
め
失
敗
に
終
っ
た
時
、
各
部
員
は
、
「
何
と
か
八
シ
峯
を
成
功
さ
せ
る
ぞ
」
と
云
う
強
い
気
持
と
な
り
、
一
つ
に

三
月
十
六
日
曇
り
時
々
晴
れ
の
ち
雪
。

室
堂
で
の
五
日
間
の
長
い
停
滞
の
あ
と
、
や
っ
と
昨
日
剣
御
前
冬
期
小
屋
に
た
ど
り
着
き
、
い
よ
い
よ
ア
タ
ッ
ク
体
制
が
整
っ
た
。
六

時
三
十
分
に
酒
井
、
平
尾
、
作
田
、
新
井
の
四
名
で
、
Ｂ
Ｈ
に
残
る
深
沢
ら
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
勇
躍
出
発
す
る
。
真
砂
尾
根
の
岩
稜
帯

は
真
砂
沢
側
を
巻
く
よ
う
に
行
く
の
だ
が
、
急
な
う
え
ア
イ
ス
、
ハ
ー
ン
に
な
っ
て
お
り
、
予
想
以
上
の
悪
場
が
続
く
の
で
ア
ン
ザ
ィ
レ
ン

し
て
進
む
。
ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
上
部
六
十
メ
ー
ト
ル
地
点
で
幕
営
、
十
五
時
。
そ
の
頃
か
ら
雪
が
降
り
始
め
、
明
日
か
ら
の
ア
タ
ッ
ク
が
と

一
九
七
七
年

八
シ
峯
Ｉ
峰
四
稜
及
び
八
シ
峯
主
稜
の
登
華

は
千
寿
ヶ
原
よ
り
入
山
し
、
八
日
間
か
け
て
ベ
ー
ス
ハ
ウ
ス
（
Ｂ
Ｈ
）
の
剣
御
前
冬
期
小
屋
に
全
員
集
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第2図-(a)
剣岳八ツ峰登筆ルート図
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剣岳八シ峯I峰四稜

風
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
九
時
十
〒

っ
す
り
眠
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
天
気
図
を
と
っ
て
い
る
頃
、
雲
が
切
れ
て
陽
が
照
り
だ
し
た
。
確
実
に
天
気
が
回
復
し
て
き
て
い
る
。
出
発
の
準
備
に
も
た

つ
い
て
い
る
う
ち
、
す
っ
か
り
青
空
が
広
が
っ
て
き
た
。
九
時
五
十
分
出
発
。
こ
こ
か
ら
引
返
す
作
田
と
新
井
の
コ
ー
ル
に
答
え
な
が

ら
、
ハ
シ
ゴ
谷
尾
根
を
下
降
し
て
行
く
。
昨
夜
か
ら
の
積
雪
が
三
十
セ
ン
チ
位
の
層
に
な
っ
て
足
元
か
ら
落
ち
て
ゆ
く
が
、
か
ま
わ
ず
ど

ん
ど
ん
下
降
し
て
行
く
と
、
や
が
て
剣
沢
に
到
着
、
十
一
時
。

前
年
の
五
月
の
偵
察
隊
と
同
じ
よ
う
に
四
の
沢
を
つ
め
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
ラ
ッ
セ
ル
は
膝
の
下
あ
た
り
ま
で
だ
っ
た
が
、
雪
崩
の

心
配
は
無
さ
そ
う
だ
。
ど
ん
ど
ん
高
度
を
稼
い
で
ゆ
き
、
や
が
て
二
俣
に
別
れ
る
あ
た
り
で
左
岸
の
尾
根
に
取
り
付
い
た
が
、
急
に
ラ
ッ

セ
ル
が
深
く
な
り
、
喘
ぎ
な
が
ら
進
む
。
十
五
時
、
小
岩
峰
に
着
き
、
こ
こ
か
ら
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
を
し
て
小
岩
峰
を
越
そ
う
と
し
た
が
、

ブ
ッ
シ
ュ
混
り
の
垂
直
な
岩
壁
に
阻
ま
れ
、
や
む
な
く
再
び
四
の
沢
右
俣
に
下
降
し
、
Ｐ
Ｉ
・
Ｐ
Ⅱ
の
コ
ル
を
目
指
し
て
登
る
こ
と
に
す

る
。
左
岸
の
岩
壁
か
ら
は
、
時
お
り
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
落
ち
て
く
る
が
、
そ
れ
程
危
険
は
感
じ
な
い
。
四
ピ
ッ
チ
半
（
一
ピ
ッ
チ
は
六

十
メ
ー
ト
ル
、
以
後
同
じ
）
で
Ｐ
Ｉ
・
Ｐ
Ⅱ
の
コ
ル
に
到
着
、
十
六
時
。
こ
こ
か
ら
は
雪
面
の
登
高
と
な
る
。

Ｐ
Ⅱ
ま
で
ル
ー
ト
を
延
ば
そ
う
と
欲
張
っ
た
の
だ
が
、
Ｐ
Ⅱ
直
下
の
ほ
と
ん
ど
垂
直
の
雪
壁
を
越
す
に
は
あ
ま
り
に
体
力
を
消
耗
し
す

ぎ
て
い
た
。
約
二
時
間
頑
張
っ
た
も
の
の
、
徒
労
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
暗
く
な
り
か
け
た
頃
、
コ
ル
ま
で
引
き
返
し
雪
洞
を
掘
る
。
十

八
時
三
十
分
。
真
暗
に
な
っ
て
や
っ
と
雪
洞
が
出
来
上
り
中
へ
入
っ
た
の
だ
が
、
食
欲
も
感
じ
な
い
程
疲
れ
切
っ
て
い
た
。
初
日
と
い
う

こ
と
で
少
し
気
負
い
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
明
日
か
ら
は
も
う
少
し
余
裕
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が

て
も
不
安
に
な
る
。

三
月
十
七
日
雪
の
ち
晴
れ
。

三
時
に
起
床
し
た
が
、
ま
だ
雪
が
降
り
続
い
て
お
り
、
八
シ
峯
は
全
く
見
え
な
い
。
Ｂ
Ｈ
と
の
交
信
に
よ
る
と
稜
線
上
は
か
な
り
の
強

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
九
時
十
五
分
の
天
気
図
を
と
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
再
び
シ
ュ
ラ
フ
に
も
ぐ
り
込
む
。
な
ぜ
か
ぐ
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剣岳八シ峰I峰Ⅳ稜ルート図

⑧I峰

第2図-(b)

－Ⅳ稜ルート解説一

取付～A点

剣沢出合からテプリの跡のある四

ノ沢を200m程つめ四ノ沢左岸の尾

根を登る。ラッセル腰～胸迄。

A～B点

小岩峰から上部の稜線はキノコ雪

とプッシュのまじった垂直な壁にな

っており，登るのに時間がかかりそ

うなのでアンザイレンして四ノ沢右

俣へ下降し, P1･P2コル目指し登

る。雪崩の後らしく雪質は安定して

おり登りやすい。（約4.5ピッチ）

B～C点

C点まで雪壁，雪質不安定。C点

直前の傾斜70。～80。（2.5ピッチ）

ダヶカンパ点在。

C～D点

顕著なナイフエッジの雪稜，雪庇

はⅢ稜側。ラッセル膝～腰。 （5ピ

ッチ）

三
ノ
窓
谷

D～E点

り点（マッチ箱）は長方形の長さ15m位の岩のピーク。下降の際雪が剥れ，一枚岩が現れ苦労す

る。P6は垂直の雪壁をプッシュをつかんで突破。(5ピッチ）

E～F点

E点で稜は消え，まっすぐ四ノ沢左俣上部の急な雪面を登る。ラッセル腰～胸。（2ピッチ）

F～G点

傾斜の急な雪稜，雪質極度に不安定， トップ空身でルート工作する。三稜合流， ラッセル腰～胸。

（1ピッチ）

G～H点

傾斜の急な雪稜から斜面となりⅡ稜と合流, I峰手前細い。(1ピッチ）

なお，我々は8mm×60mザイルを使用してのザイルスケールであることを付しておく。

（学習院大学輔仁会山岳部・平尾陽太郎．作図）
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三
月
十
八
日
晴
れ
の
ち
曇
り
。

意
外
に
も
、
昨
日
の
疲
労
が
残
ら
ず
嘘
の
よ
う
に
体
が
軽
く
感
じ
ら
れ
た
。
そ
そ
く
さ
と
朝
食
を
す
ま
せ
、
七
時
十
分
に
出
発
。
寝
坊

し
た
分
を
取
り
返
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
Ｐ
Ⅱ
直
下
ま
で
昨
日
苦
労
し
た
ト
レ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
返
す
の
は
簡
単

な
こ
と
だ
っ
た
。
昨
日
越
せ
な
か
っ
た
雪
壁
も
難
無
く
越
し
、
Ｐ
Ⅱ
に
立
つ
（
コ
ル
か
ら
ニ
ピ
ッ
チ
半
）
。

Ｐ
Ⅱ
か
ら
は
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
が
続
い
て
お
り
、
し
か
も
ラ
ッ
セ
ル
は
腰
あ
た
り
ま
で
あ
る
。
急
な
箇
所
で
は
、
頭
か
ら
雪
を
か
ぶ
り
な

が
ら
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
十
メ
ー
ト
ル
の
ザ
イ
ル
が
や
け
に
長
く
感
じ
ら
れ
る
。
「
オ
ー
イ
、
あ
と
何
メ
ー
ト
ル
だ
」
と
い
う

か
け
声
が
た
び
た
び
か
わ
さ
れ
る
の
だ
が
、
ラ
ッ
セ
ル
を
し
て
い
る
本
人
は
随
分
進
ん
だ
よ
う
に
思
え
て
も
、
一
向
に
ザ
イ
ル
は
延
び
な

い
。
雪
庇
は
三
稜
側
に
出
て
い
る
が
、
そ
れ
程
大
き
く
は
な
い
。
三
の
窓
側
の
雪
質
は
、
陽
が
あ
た
ら
な
い
た
め
サ
ラ
サ
ラ
し
て
い
て
、

い
。
雪
庇
は
三
稜
側

所
だ
っ
た
。

Ｐ
Ⅲ
か
ら
Ｐ
Ⅳ
に
か
け
て
は
、
特
に
顕
著
な
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
に
な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ⅱ
か
ら
五
ピ
ッ
チ
で
Ｐ
Ⅳ
．
Ｐ
Ｖ
の
コ
ル
に
着
く
、

十
時
五
十
五
分
。
Ｐ
Ｖ
は
長
方
形
の
大
き
な
ピ
ー
ク
で
、
マ
ッ
チ
箱
と
名
付
け
た
。
あ
り
ふ
れ
た
名
称
だ
け
れ
ど
、
こ
の
ピ
ー
ク
に
は
ぴ

っ
た
り
だ
。
ピ
ー
ク
か
ら
三
稜
側
に
、
雪
庇
と
い
う
よ
り
も
巨
大
な
キ
ノ
コ
雪
の
よ
う
な
出
っ
ば
り
が
、
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
に
張
り

出
し
て
、
た
れ
下
が
っ
て
い
る
。
慎
重
に
ラ
ッ
セ
ル
し
な
が
ら
進
む
と
、
向
こ
う
側
は
ほ
ぼ
垂
直
に
五
メ
ー
ト
ル
程
落
ち
て
い
る
。
体
の

向
き
を
か
え
て
下
降
し
た
と
た
ん
、
足
を
支
え
て
い
た
雪
が
無
く
な
っ
た
。
あ
っ
、
と
思
っ
た
と
た
ん
に
、
五
メ
ー
ト
ル
下
の
平
ら
な
地

点
に
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
立
っ
て
い
た
。
目
の
前
に
は
黒
々
と
し
た
一
枚
岩
が
現
れ
て
い
た
。
こ
こ
が
四
稜
の
中
で
最
も
肝
を
冷
し
た
筒

ら
就
寝
。
二
十
二
時
。

と
て
も
不
安
定
だ
。

Ｐ
Ⅵ
へ
の
登
り
は
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
が
消
え
、
ブ
ッ
シ
ュ
混
り
の
急
な
雪
壁
だ
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
と
雪
の
間
に
空
間
が
あ
り
、
雪
が
ど
ん

ど
ん
崩
れ
て
ゆ
き
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
を
登
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
腕
力
だ
け
で
登
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こ
こ
か
ら
三
稜
と
の
分
岐
点
ま
で
の
一
ピ
ッ
チ
は
最
悪
の
ラ
ッ
セ
ル
を
強
い
ら
れ
た
。
傾
斜
が
急
な
雪
稜
の
う
え
に
、
亀
裂
ま
で
は
い

っ
て
い
る
ｐ
い
く
ら
踏
み
固
め
て
も
ス
テ
ッ
プ
が
き
ま
ら
ず
、
雪
崩
を
起
し
そ
う
な
気
配
す
ら
感
じ
る
。
や
む
な
く
、
ザ
ッ
ク
を
お
ろ

し
、
空
身
で
突
破
す
る
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
急
な
雪
壁
を
一
・
五
ピ
ッ
チ
登
る
と
、
二
稜
と
合
流
し
よ
う
や
く
ラ
ッ
セ
ル
か
ら
開
放
さ
れ

た
。
ア
イ
ゼ
ン
の
き
し
む
音
を
快
く
感
じ
な
が
ら
細
い
稜
線
を
進
む
と
、
そ
こ
が
八
シ
峯
Ｉ
峰
だ
っ
た
。
十
六
時
四
十
分
。

頂
上
の
Ⅱ
峰
側
に
雪
洞
を
掘
る
こ
と
に
し
た
が
、
掘
り
始
め
る
と
す
ぐ
下
に
岩
が
現
れ
、
随
分
手
間
取
っ
た
。
一
時
間
半
程
で
や
っ
と

二
人
分
の
ス
・
ヘ
ー
ス
が
出
来
た
。
山
稜
の
陰
に
な
っ
て
昨
日
か
ら
Ｂ
Ｈ
と
の
交
信
は
途
絶
え
て
い
た
が
、
こ
の
Ｉ
峯
頂
上
は
Ｂ
Ｈ
と
黒
百

合
の
コ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
Ｓ
Ｃ
と
の
中
継
地
点
と
し
て
も
絶
好
の
場
所
だ
っ
た
。
各
キ
ャ
ン
プ
か
ら
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
歓
声
が

伝
わ
っ
て
来
、
積
雪
期
四
稜
初
登
肇
お
め
で
と
う
、
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
時
、
こ
こ
ま
で
つ
づ
け
て
来
た
た
だ
苦
し
い
ば
か
り
の

ラ
ッ
セ
ル
が
何
か
重
み
の
あ
る
も
の
の
よ
う
に
思
え
た
。

も
う
要
点
は
終
っ
た
、
あ
と
は
記
録
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
八
シ
峯
主
稜
を
た
ど
れ
ば
い
い
だ
け
だ
。
そ
ん
な
安
易
な
気
持
ち
が
広

が
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
を
戒
め
る
か
の
よ
う
に
、
夜
に
な
っ
て
雪
が
降
り
始
め
た
。
天
候
は
完
全
に
下
り
坂
に
向
っ
て
い
る
。

が
っ
て
い
っ
た
が
、
ｚ

三
月
十
九
日
雪
。

る
し
か
な
か
っ
た
。
Ｐ
Ⅵ
．
Ｐ
Ⅶ
の
コ
ル
に
十
二
時
到
着
（
Ｐ
Ⅳ
・
Ｐ
Ｖ
の
コ
ル
か
ら
三
ピ
ッ
チ
）
。

こ
こ
か
ら
は
稜
が
消
え
、
Ｐ
Ⅶ
の
基
部
を
巻
く
よ
う
に
四
の
沢
左
俣
の
最
上
部
を
詰
め
て
行
く
が
、
三
稜
の
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
が
左
手
に

鋭
く
続
い
て
い
る
の
が
見
え
、
そ
の
先
に
は
目
指
す
Ｉ
峰
が
見
え
て
き
た
。
し
か
し
、
天
候
は
崩
れ
つ
つ
あ
り
、
太
陽
は
雲
の
上
に
隠
れ

て
し
ま
っ
た
。
標
高
が
上
が
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
Ｐ
Ⅶ
．
Ｉ
峰
の
コ
ル
十
四
時
到
着
（
Ｐ
Ⅵ
・
Ｐ

て
し
ま
っ
た
。
標
高
が
上
が

Ⅶ
の
コ
ル
か
ら
二
ピ
ッ
チ
）
。

激
し
く
雪
が
降
っ
て
い
る
。
視
界
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
雪
洞
を
広
げ
、
居
住
性
を
良
く
し
、
停
滞
。

三
月
二
十
日
晴
れ
。
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高
曇
り
で
す
っ
き
り
し
な
い
天
候
だ
っ
た
。
Ｂ
Ｈ
と
の
交
信
に
よ
る
と
、
そ
の
う
ち
晴
れ
て
く
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
と
て
も
信
じ
難

か
っ
た
が
、
せ
め
て
八
シ
峯
を
抜
け
る
ま
で
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
切
実
な
願
い
だ
っ
た
。
六
時
二
十
分
に
コ
ル
を
出
発
し
、
一
ピ

ッ
チ
目
の
急
な
雪
壁
の
ラ
ッ
セ
ル
に
手
間
取
っ
て
い
る
と
、
突
然
Ｖ
峰
の
頂
上
に
人
間
が
一
人
現
れ
た
。
そ
の
人
影
が
我
々
の
ト
レ
ー
ス

を
た
ど
っ
て
Ｖ
峰
を
下
り
コ
ル
へ
登
っ
て
来
る
の
を
信
じ
難
い
表
情
で
眺
め
て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら
続
々
と
人
間
が
現
れ
て
き
た
。
山
学

同
志
会
の
七
名
。
ハ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
。
こ
れ
で
二
人
だ
け
で
八
シ
峰
を
踏
破
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
く
な
っ
た
が
、
ラ
ッ
セ
ル
が
楽
に
な
る

こ
と
の
安
堵
感
の
方
が
強
か
っ
た
。
天
候
が
悪
化
し
て
き
て
い
る
の
だ
。
何
は
と
も
あ
れ
、
八
シ
峯
を
早
く
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
シ
峯
の
頭
ま
で
九
名
が
交
替
で
ラ
ッ
セ
ル
し
た
。
同
志
会
の
人
達
は
全
く
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
を
し
な
い
。
我
々
の
ザ
イ
ル
は
ほ
と
ん
ど

凍
り
つ
い
て
、
操
作
が
か
な
り
煩
わ
し
か
っ
た
が
、
自
分
達
の
。
ヘ
ー
ス
を
守
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。
Ⅶ
峰
十
二
時
三
十
分
。
八
シ
峯
の
頭

十
四
時
。
同
志
会
パ
ー
テ
ィ
ー
と
別
れ
本
峰
へ
向
か
う
が
、
降
雪
、
風
と
も
次
第
に
強
く
な
り
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
ト
レ
ー
ス
は
す
っ
か
り

消
え
て
い
た
。

Ｉ
。
Ⅱ
峰
の
コ
ル
へ
は
小
岩
峰
の
三
番
目
と
四
番
目
の
コ
ル
か
ら
長
次
郎
谷
側
へ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ダ
ウ
ン
し
て
ト
ラ
や
ハ
ー
ス
す
る
。

Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
峰
は
稜
線
通
し
に
進
む
。
雪
庇
は
三
の
窓
谷
側
に
出
て
い
る
が
、
踏
み
抜
く
程
で
は
な
い
。
Ⅳ
峰
十
三
時
三
十
分
着
。
別
山

尾
根
か
ら
本
峰
へ
ア
タ
ッ
ク
し
た
サ
ポ
ー
ト
隊
が
本
峰
頂
上
で
我
々
を
見
て
い
る
の
に
手
を
振
っ
て
応
え
る
。
Ⅳ
。
Ｖ
峯
の
コ
ル
へ
は
、

竹
・
ヘ
グ
を
十
字
に
埋
め
て
支
点
を
作
り
、
ア
ブ
ザ
イ
レ
ン
で
下
り
る
。
Ｖ
峰
か
ら
は
長
次
郎
谷
側
の
ル
ン
ゼ
を
一
二
○
メ
ー
ト
ル
程
下

り
、
Ｖ
・
Ⅵ
峯
の
コ
ル
へ
登
り
か
え
す
。
十
六
時
三
十
分
。

と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

雪
洞
の
入
口
は
す
っ
か
り
埋
っ
て
い
た
。
ア
ン
テ
ナ
だ
け
出
せ
る
穴
を
開
け
て
Ｂ
Ｈ
と
交
信
す
る
と
、
青
空
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
慌
て
て
朝
食
を
す
ま
し
、
八
時
に
出
発
。
新
雪
は
一
メ
ー
ト
ル
程
積
っ
て
お
り
、
再
び
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ

三
月
二
十
一
日
曇
り
の
ち
雪
。
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八
シ
峯
Ｉ
峰
四
稜
主
稜
の
登
肇
は
、
部
分
的
に
不
安
定
な
個
所
も
あ
っ
た
が
、
概
ね
安
定
し
た
雪
質
と
天
候
に
助
け
ら
れ
、
五
日
間
か

か
っ
て
成
し
と
げ
ら
れ
た
。
現
在
の
ト
ッ
プ
水
準
を
行
く
大
岩
壁
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
登
肇
に
比
較
す
れ
ば
、
雪
壁
、
雪
稜
の
ラ
ッ
セ
ル
に

終
始
す
る
地
味
な
登
肇
で
あ
っ
た
が
、
登
筆
の
ル
ー
ト
の
全
て
が
雪
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
困
難
さ
を
と
も
な
っ
て
い
た
。

雪
稜
の
崩
壊
、
体
重
を
か
け
る
度
に
崩
れ
る
雪
を
相
手
に
し
た
い
つ
果
て
る
と
も
知
れ
な
い
ラ
ッ
セ
ル
と
い
っ
た
厳
し
さ
、
辛
さ
は
相
当

ま
で
下
山
す
る
こ
と
に
す
る
。

十
六
時
、
遂
に
剣
岳
頂
上
に
立
つ
・
今
迄
、
何
度
と
な
く
こ
の
頂
上
に
立
っ
た
。
登
る
た
び
に
何
ら
か
の
感
慨
を
与
え
て
く
れ
る
頂
上

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
の
登
頂
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
何
し
ろ
二
年
間
の
剣
岳
へ
の
傾
倒
が
こ
こ
に
実
を
結
ん
だ
の
で
あ

る
。
出
来
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
隊
の
み
ん
な
と
こ
の
場
で
手
を
取
り
合
い
た
か
っ
た
。
そ
し
て
意
気
揚
々
と
Ｂ
Ｈ
に
も
ど
り
た
か
っ
た
。
し
か

し
悪
天
候
の
た
め
サ
ポ
ー
ト
隊
は
す
で
に
黒
百
合
の
コ
ル
ま
で
引
き
返
し
て
お
り
、
ト
レ
ー
ス
も
吹
雪
の
た
め
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
っ

て
い
る
。
十
七
時
に
平
蔵
の
避
難
小
屋
到
着
ｅ
サ
ポ
ー
ト
隊
が
荷
上
げ
し
て
お
い
た
食
糧
を
回
収
す
る
。

て
い
る
。
十
七
時

三
月
二
十
二
日

七
時
に
出
発
。
や
っ
と
の
こ
と
で
目
を
開
け
て
い
る
の
だ
が
、
視
界
が
ほ
と
ん
ど
き
か
ず
、
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
猛
烈
な
ラ

ッ
セ
ル
に
苦
し
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
サ
ポ
ー
ト
隊
が
設
置
し
て
く
れ
た
赤
布
と
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
に
助
け
ら
れ
、
十
四
時
に
黒
百
合

の
コ
ル
に
到
着
し
、
サ
ポ
ー
ト
隊
と
合
流
す
る
。
長
い
が
し
か
し
充
実
し
た
ア
タ
ッ
ク
は
こ
う
し
て
無
事
終
っ
た
。

相
変
ら
ず
吹
雪
は
全
く
お
さ
ま
る
気
配
も
な
か
っ
た
が
、
燃
料
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
意
を
決
し
て
黒
百
合
の
コ
ル
Ｓ
Ｃ

吹
雪
は
お
さ
ま
る
気
配
も
な
か
っ
た
。
一
刻
も
早
く
Ｂ
Ｈ
に
帰
り
着
き
た
い
気
持
ち
を
押
え
な
が
ら
停
滞
。

三
月
二
十
三
日
吹
雪
。

八
シ
峯
登
華
を
終
え
て

吹
雪
。
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な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
苦
労
し
て
登
っ
て
来
た
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
に
つ
け
ら
れ
た
我
々
の
一
条
の
ト
レ
ー
ス
を
見
る
時
、
無
垢
の
雪

稜
を
た
ど
る
嬉
し
さ
と
共
に
、
そ
こ
に
は
岩
壁
に
な
い
厳
し
さ
、
美
し
さ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
の
で
あ
る
。

我
々
が
目
標
と
し
た
八
シ
峯
Ｉ
峰
四
稜
の
初
登
肇
に
無
事
成
功
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
は
い
え
、
技
術
、
経
験
な
ど
力
量
の
異
な
る
一

年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
で
構
成
さ
れ
、
ま
た
三
年
間
の
登
山
経
験
し
か
な
い
四
年
生
部
員
が
リ
ー
ダ
ー
を
執
る
大
学
山
岳
部
で
は
、
二
名

の
ア
タ
ッ
ク
メ
ン
バ
ー
を
出
す
の
が
せ
い
－
杯
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
一
つ
の
こ
と
に
部
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
も
う
と
し
た
姿

勢
が
、
一
年
半
も
の
長
期
に
渡
っ
て
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
何
物
に
も
換
え
難
い
収
穫
で
あ
っ
た
。

大
学
山
岳
部
の
最
大
の
利
点
は
、
存
分
に
時
間
を
費
や
し
て
登
山
に
取
り
組
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ア
プ
ロ
ー
チ
に
十
分
時
間
を
か
け

る
こ
と
で
、
そ
の
年
特
有
の
気
象
や
雪
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
部
室
で
の
資
料
の
収
集
と
研
究
、
検
討
は
、
多
く
の
知
識
を
得
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
近
年
ほ
と
ん
ど
剣
岳
に
お
い
て
経
験
も
実
績
も
な
か
っ
た
我
々
が
、
春
山
合
宿
で
積
雪
期
初

登
肇
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

〔
文
責
・
深
沢
幸
弘
Ⅱ
七
七
年
度
主
将
、
酒
井
守
Ｉ
副
将
、
平
尾
陽
太
郎
〕

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
学
習
院
大
学
輔
仁
会
山
岳
部
春
山
合
宿

隊
の
構
成
ア
タ
ッ
ク
隊
（
酒
井
守
、
平
尾
陽
太
郎
）

サ
ポ
ー
ト
隊
（
深
沢
幸
弘
Ⅱ
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
、
作
田
勉
、
高
橋
雅
彦
、
高
橋
暢
行
、
加
藤
洋
、
新
井
誠
司
）

目
的
剣
岳
八
シ
峯
Ｉ
峰
四
稜
の
積
雪
期
初
登
華
及
び
八
シ
峯
主
稜
の
登
肇
。

活
動
期
間
一
九
七
八
年
三
月
八
日
’
二
十
五
日

行
動
概
要
三
月
八
日
、
千
寿
ヶ
原
Ｉ
上
ノ
子
平
。

九
日
、
上
ノ
子
平
Ｉ
室
堂
。

十
日
、
酒
井
、
平
尾
ル
ー
ト
偵
察
、
他
は
ス
キ
ー
練
習
。
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十
一
日
’
十
四
日
、
吹
雪
の
た
め
全
員
停
滞
。

十
五
日
、
室
堂
ｌ
剣
御
前
小
屋
（
Ｂ
Ｈ
）
。
深
沢
他
三
人
は
室
堂
ま
で
逆
ボ
ッ
カ
。

十
六
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
は
作
田
、
新
井
の
サ
ポ
ー
ト
で
ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
の
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
。
深
沢
、
高
橋
暢
、
黒
百
合

の
コ
ル
ま
で
偵
察
。

十
七
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
、
ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
Ｉ
Ｐ
Ｉ
・
Ｐ
Ⅱ
の
コ
ル
。
作
田
、
新
井
、
高
橋
暢
、
加
藤
、
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収

し
て
真
砂
尾
根
二
四
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
幕
営
。
深
沢
、
高
橋
暢
、
黒
百
合
コ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
・
キ
ャ
入
プ
（
Ｓ
Ｃ
）
建

設
、
前
剣
ま
で
往
復
。

十
八
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
、
Ｉ
峰
四
稜
を
完
登
、
Ｉ
峰
上
に
雪
洞
を
掘
る
。
作
田
ら
は
剣
御
前
Ｂ
Ｈ
に
戻
る
。
深
沢
、
高
橋
暢
、
別
山
尾

根
ル
ー
ト
工
作
。

十
九
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
、
停
滞
。
作
田
、
高
橋
雅
、
黒
百
合
コ
ル
Ｓ
Ｃ
へ
荷
上
げ
。

二
十
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
、
八
シ
峯
主
稜
下
半
部
を
登
肇
、
Ｖ
・
Ⅵ
峰
の
コ
ル
泊
。
サ
ポ
ー
ト
隊
、
別
山
尾
根
経
由
、
剣
岳
本
峰
往
復
。

二
十
一
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
、
八
シ
峯
上
半
部
を
登
り
、
本
峰
を
越
え
、
平
蔵
避
難
小
屋
へ
到
着
。

二
十
二
日
、
吹
雪
の
た
め
全
員
停
滞
。

二
十
三
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
、
黒
百
合
コ
ル
Ｓ
Ｃ
に
到
着
。
サ
ポ
ー
ト
隊
と
合
流
。

二
十
四
日
、
黒
百
合
コ
ル
Ｓ
Ｃ
ｌ
剣
御
前
Ｂ
Ｈ
・

二
十
五
日
、
全
員
、
千
寿
ヶ
原
へ
下
山
。

（42）



黒部丸山東壁ニルン'ゼ

雪
の
剣
と
黒
部
に
魅
了
さ
れ
て
こ
の
地
域
に
足
を
踏
み
入
れ
て
は
や
六
年
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
東
壁
ニ
ル
ン
ゼ
の
よ

う
に
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
魅
力
的
な
氷
雪
の
ル
ー
ト
が
、
ル
ン
ゼ
登
肇
全
盛
の
中
で
未
登
（
積
雪
期
）
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
な
ん
て
不

思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。
冬
と
も
な
れ
ば
、
交
通
の
途
絶
す
る
黒
部
に
位
置
し
、
黒
四
ダ
ム
か
ら
わ
ず
か
な
距
離
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
恵
ま
れ
た
展
望
台
も
少
な
い
せ
い
だ
ろ
う
か
。
僕
自
身
に
し
て
も
、
昨
年
三
月
に
、
対
岸
の
黒
部
別
山
南
尾
根
よ
り
な
が
め
る
ま
で

は
、
こ
の
ル
ー
ト
の
存
在
さ
え
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
僕
は
、
雪
崩
の
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
南
尾
根
の
末
端
の
雪
面
を
登
っ
て
い
た
。
突
然
丸
山
の
沢
と
い
う
沢
が
雪
崩
れ
始
め
、

黒
部
の
谷
に
は
豪
音
が
轟
き
わ
た
っ
た
。
先
程
歩
い
て
い
た
踏
跡
さ
え
も
デ
ブ
リ
の
下
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
見
る
と
丸
山
東
壁
で

は
、
ル
ン
ゼ
全
体
が
雪
崩
に
翻
弄
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
様
を
見
て
は
と
て
も
登
ろ
う
な
ん
て
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
雪
崩
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
も
な
く
、
や
っ
と
の
思
い
で
南
尾
根
に
這
い
上
が
っ
た
と
き
、
正
面
に
見
え
る
丸
山
東
壁
を
見
な
が
ら
、
私
は
平
静
を
と
り
も

ど
し
て
い
た
。
日
が
陰
る
と
と
も
に
、
先
程
ま
で
の
雪
崩
の
饗
宴
は
ピ
タ
リ
と
止
み
、
快
晴
無
風
の
尾
根
上
で
私
の
目
は
ニ
ル
ン
ゼ
の
ル

ー
ト
を
追
っ
て
い
た
の
だ
。
取
り
つ
き
か
ら
頂
上
へ
真
直
ぐ
に
突
き
上
げ
る
一
条
の
氷
雪
の
帯
、
中
央
壁
の
二
倍
以
上
の
ス
ケ
ー
ル
だ
。

一
鵜
蕊
蕊
溌
蕊
識
鍵
天
Ⅲ
〉

黒
部
丸
山
東
壁
ニ
ル
ン
ゼ
（
一
九
七
八
年
三
月
）

山
崎
祐

和
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こ
ん
な
と
こ
ろ
が
登
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
雪
崩
の
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
。
…
・
・
・

無
雪
期
に
一
度
登
り
ル
ー
ト
を
把
握
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
だ
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
墜
落
と
い
う
思
わ
ぬ
事
故
で
、
無
雪
期
に
は
下
部

数
ピ
ッ
チ
を
登
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
全
て
が
困
難
な
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ム
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
土
一
月
初
旬
の
氷
雪
の
付
着
の
少
な
い
時
期

に
登
ろ
う
と
思
っ
た
淡
い
期
待
も
崩
れ
、
三
月
の
雪
の
安
定
す
る
時
期
を
待
っ
た
。

三
月
初
旬
、
黒
四
ダ
ム
よ
り
入
山
。
初
日
は
午
後
二
時
過
ぎ
よ
り
一
ル
ン
ゼ
を
登
る
予
定
で
、
偵
察
後
取
り
つ
き
ま
で
行
っ
た
が
、
前

日
の
雨
で
雪
は
腐
り
、
登
る
状
態
で
な
い
の
で
引
き
返
し
た
。
翌
朝
、
わ
ず
か
一
時
間
十
五
分
の
登
肇
で
一
ル
ン
ゼ
を
登
り
き
っ
た
。
下

か
ら
見
上
げ
る
ニ
ル
ン
ゼ
は
圧
倒
的
で
、
一
ル
ン
ゼ
な
ど
そ
の
比
で
は
な
い
。
予
定
で
は
、
日
が
蔭
っ
て
か
ら
登
り
始
め
て
、
そ
の
日
の

内
に
登
り
切
れ
な
い
と
き
は
、
ピ
、
ハ
ー
ク
後
、
翌
朝
日
が
差
す
前
に
登
り
切
る
か
、
又
は
、
未
明
か
ら
登
り
始
め
、
日
が
差
す
前
に
登
り

切
れ
な
い
場
合
は
途
中
で
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
し
て
雪
崩
を
や
り
す
ご
し
、
日
が
蔭
っ
て
か
ら
日
暮
れ
ま
で
に
登
り
切
る
、
と
い
う
計
画
だ
っ

た
。
し
か
し
、
翌
日
パ
ー
ト
ナ
ー
は
下
山
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単
独
で
登
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
ル
ー
ト
の
恐
し
さ
を
改
め
て
感
じ

て
、
ス
ゴ
ス
ゴ
と
帰
り
、
出
直
し
を
は
か
っ
た
。

三
月
十
六
日
、
東
京
発
。
天
気
は
最
高
の
状
態
と
は
い
え
な
い
。
で
も
藤
原
と
い
う
最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
て
絶
対
の
自
信
を
持
っ

て
出
発
す
る
。
今
回
を
逃
し
た
ら
来
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昼
間
の
急
行
で
新
宿
を
出
発
、
夜
九
時
頃
黒
四
に
着
く
。
晴
れ

て
い
る
。
明
日
早
立
ち
し
て
、
夜
明
け
に
は
丸
山
の
頂
上
だ
、
そ
ん
な
思
い
で
眠
り
に
つ
く
。

三
月
十
七
日
（
雪
後
晴
）
。
せ
っ
か
く
早
起
き
し
た
の
に
雪
降
り
で
気
を
そ
が
れ
る
。
九
時
頃
、
空
が
明
る
く
な
っ
た
の
で
出
発
す
る
。

今
朝
の
雪
が
三
十
セ
ン
チ
位
積
も
り
膝
上
の
ラ
ッ
セ
ル
と
な
り
、
赤
沢
岳
北
西
尾
根
末
端
の
台
地
に
着
い
た
の
は
十
一
時
頃
に
な
っ
て
い

た
。
テ
ン
ト
を
張
り
、
太
陽
が
照
り
始
め
た
中
で
惰
眠
を
む
さ
ぼ
り
、
ひ
た
す
ら
の
ん
び
り
す
る
。
今
頃
は
一
ル
ン
ゼ
も
ニ
ル
ン
ゼ
も
雪

崩
の
渦
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

午
後
二
時
過
ぎ
、
翌
朝
の
た
め
に
偵
察
を
か
ね
て
ラ
ッ
セ
ル
を
つ
け
に
出
掛
け
る
。
ラ
ッ
セ
ル
は
膝
く
ら
い
だ
。
午
前
中
な
ら
雪
崩
の
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塵
だ
に
な
い
。
ザ
〃

つ
つ
登
っ
て
い
く
。

危
険
に
お
び
え
な
が
ら
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
日
蔭
と
な
っ
た
今
は
安
心
し
て
歩
け
る
。
案
の
定
、
一
ル
ン
ゼ
と
ニ
ル
ン
ゼ
の
デ

ブ
リ
は
す
ご
い
。
今
朝
の
新
雪
も
す
で
に
デ
ブ
リ
と
し
て
押
し
流
さ
れ
て
い
る
。
取
り
つ
き
の
下
に
立
ち
、
氷
壁
の
取
り
つ
き
ま
で
急
な

雪
壁
を
登
っ
て
み
る
。
中
段
ま
で
は
急
傾
斜
の
氷
壁
な
が
ら
な
ん
と
か
な
り
そ
う
だ
が
、
そ
の
上
に
雪
を
つ
け
な
け
な
い
垂
直
の
岩
壁
帯

が
二
ヶ
所
あ
っ
て
難
し
そ
う
だ
。
昼
間
に
時
間
待
ち
を
す
る
の
は
気
が
滅
入
り
そ
う
な
の
で
、
明
日
早
朝
出
発
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
又

思
い
き
っ
て
ビ
バ
ー
ク
の
装
備
、
食
料
も
け
ず
っ
た
。

満
天
の
星
空
に
明
け
、
予
定
通
り
出
発
す
る
。
昨
日
の
ト
レ
ー
ル
が
役
立
ち
、
ち
ょ
っ
と
で
も
ト
レ
ー
ル
を
は
ず
す
と
膝
ま
で
も
ぐ

る
。
最
高
の
状
態
と
は
言
え
な
い
。
上
部
で
ラ
ッ
セ
ル
が
ひ
ど
い
か
も
し
れ
な
い
等
々
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配
は
残
る
。
し
か
し
も
は
や
篝

は
投
げ
ら
れ
た
。
最
高
の
状
態
じ
ゃ
な
い
が
、
絶
対
に
登
れ
る
状
態
だ
。

薄
暗
い
中
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
付
け
て
、
ニ
ル
ン
ゼ
の
狭
い
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
に
入
り
込
ん
で
行
く
。
ま
だ
暗
い
せ
い
か
恐
怖
心
な
ど
微

塵
だ
に
な
い
。
ザ
イ
ル
を
つ
け
ず
に
、
雪
壁
か
ら
急
に
狭
く
な
っ
た
氷
壁
の
最
奥
部
に
ピ
ッ
ケ
ル
を
打
ち
込
み
、
ア
イ
ゼ
ン
を
蹴
り
込
み

夏
に
苦
労
し
た
ハ
ン
グ
の
凹
角
か
ら
ダ
ブ
ル
ア
ッ
ク
ス
で
登
り
出
す
。
夏
の
お
も
か
げ
は
全
然
な
い
。
氷
雪
の
覆
い
で
チ
ム
ニ
ー
も
ク

ラ
ッ
ク
も
隠
さ
れ
て
い
る
。
頼
れ
る
も
の
は
四
肢
に
固
め
ら
れ
た
氷
壁
用
の
武
器
の
み
。
ス
イ
ス
イ
と
登
れ
た
の
は
は
ほ
ん
の
四
十
メ
ー

ト
ル
だ
け
で
、
ハ
ン
グ
し
た
氷
の
チ
ム
ニ
ー
が
乗
っ
越
せ
な
い
。
氷
が
薄
く
、
左
手
の
ピ
ッ
ケ
ル
が
岩
を
た
た
く
ｐ
僕
は
恐
怖
心
の
と
り

こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ほ
ん
の
三
、
四
歩
の
ハ
ン
グ
が
越
せ
ず
、
五
メ
ー
ト
ル
程
下
り
て
藤
原
と
代
わ
り
、
ザ
イ
ル
を
付
け
る
。
ハ
ー

ケ
ン
を
打
つ
場
所
も
な
い
の
で
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
ビ
ッ
ク
を
ハ
ン
マ
ー
で
打
ち
込
ん
で
確
保
す
る
。
藤
原
は
難
な
く
乗
っ
越
し
、
視
界
か
ら

消
え
て
い
っ
た
。
す
ぐ
ザ
イ
ル
に
確
保
さ
れ
て
登
り
出
す
。
何
て
こ
と
は
な
か
っ
た
。
先
程
は
恐
怖
心
に
お
ど
ら
さ
れ
て
い
た
の
か
。
又

ザ
イ
ル
を
し
ま
い
込
ん
で
ノ
ー
ザ
イ
ル
で
登
り
出
す
。

し
か
し
、
下
半
部
で
は
そ
こ
が
一
番
難
し
く
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
ザ
イ
ル
を
し
ま
い
込
ん
で
ザ
イ
ル
の
確
保
な
し
で
登
る
な
ん
て
、
愚
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か
な
行
為
を
し
た
も
の
だ
。
こ
こ
も
氷
の
チ
ム
ニ
ー
で
、
ザ
イ
ル
を
付
け
て
登
っ
た
先
の
チ
ム
ニ
ー
よ
り
、
大
き
い
ハ
ン
グ
を
も
ち
、
狭

い
。
し
か
も
ピ
ッ
ケ
ル
は
刺
さ
ら
な
い
で
氷
が
割
れ
て
し
ま
う
。
ハ
ン
グ
の
出
口
で
は
、
、
ハ
ッ
ク
．
ア
ン
ド
・
ブ
ー
ト
の
姿
勢
を
と
っ
た

と
こ
ろ
、
氷
が
割
れ
て
ひ
と
か
か
え
も
有
り
そ
う
な
氷
塊
が
く
ず
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
僕
は
な
ん
て
零
ハ
ヵ
な
ん
だ
ろ
う
、
こ
ん
な
に
難

し
い
と
こ
ろ
で
ザ
イ
ル
を
し
ま
つ
ち
ま
う
な
ん
て
。
左
手
が
し
び
れ
て
き
た
。
打
っ
て
も
打
っ
て
も
刺
さ
ら
な
い
ピ
ッ
ケ
ル
で
、
一
つ
の

ホ
ー
ル
ド
を
得
る
た
め
に
何
回
ピ
ッ
ケ
ル
を
振
り
回
し
た
こ
と
か
。
や
っ
と
の
思
い
で
ハ
ン
グ
を
抜
け
、
緩
傾
斜
の
雪
壁
で
一
息
つ
く
。

も
う
氷
塊
を
落
す
こ
と
も
な
い
の
で
、
藤
原
に
合
図
を
す
る
。
や
は
り
彼
は
、
何
事
も
な
い
よ
う
に
登
っ
て
く
る
。
だ
ん
だ
ん
自
信
が
失

せ
て
き
た
。
僕
と
彼
の
技
量
に
そ
ん
な
に
差
が
あ
っ
た
の
か
。

雪
壁
は
狭
く
急
に
な
っ
て
き
た
。
又
ザ
イ
ル
を
つ
け
る
べ
く
、
ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
場
所
を
捜
す
。
僕
は
頼
り
な
い
ブ
ッ
シ
ュ
に
捨
縄
を

か
け
て
ぶ
ら
下
が
り
、
藤
原
は
ア
イ
ス
バ
イ
ル
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
、
ハ
ー
ケ
ン
の
打
て
る
場
所
を
捜
す
。
冬
は
雪
崩
に
、
夏
は
水
流
に
磨

き
込
ま
れ
岩
壁
は
ハ
ー
ケ
ン
を
受
け
つ
け
な
い
。
や
っ
と
打
ち
込
ん
だ
頼
り
な
い
ハ
ー
ケ
ン
と
ブ
ッ
シ
ュ
の
確
保
で
ザ
イ
ル
を
つ
け
、
登

り
始
め
る
。
ザ
イ
ル
は
、
仲
間
と
の
命
の
絆
だ
。
ピ
ッ
ケ
ル
は
氷
結
し
た
草
付
に
良
く
効
い
た
が
、
急
傾
斜
な
の
で
安
心
で
き
な
い
。
や

が
て
傾
斜
も
落
ち
た
雪
壁
と
な
り
、
安
心
で
き
る
太
い
ブ
ッ
シ
ュ
に
シ
ュ
リ
ン
ゲ
を
か
け
て
確
保
す
る
。
藤
原
を
迎
え
、
そ
の
ま
ま
ト
ッ

プ
を
代
わ
る
。
岩
壁
の
露
出
し
た
部
分
の
基
部
を
左
へ
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
し
て
、
氷
曝
に
ル
ー
ト
を
と
る
。
彼
の
ル
ー
ト
は
確
実
だ
。
ザ
イ
ル

が
伸
び
切
る
が
、
コ
ー
ル
は
な
か
な
か
来
な
い
。
又
ハ
ー
ケ
ン
が
打
て
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

や
が
て
「
お
ー
い
、
山
崎
、
登
っ
て
来
い
よ
」
と
い
う
声
で
、
傾
斜
は
急
だ
が
、
ガ
ッ
チ
リ
喰
い
込
む
ピ
ッ
ケ
ル
と
ハ
ン
マ
ー
に
助
け

ら
れ
氷
壁
を
登
る
。
上
部
に
日
が
差
し
始
め
て
き
た
。
待
避
場
所
を
捜
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ン
テ
ニ
ュ
ァ
ス
に
て
六
十
メ
ー
ト
ル

程
雪
壁
を
登
っ
た
後
、
ブ
ッ
シ
ュ
を
掘
り
出
し
確
保
点
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
オ
ー
や
ハ
ー
ハ
ン
グ
し
た
部
分
の
下
に
テ
ラ
ス
が
掘
れ
そ
う

な
の
で
、
そ
の
ま
ま
雪
を
掘
り
、
テ
ラ
ス
を
作
る
。
斜
め
右
上
に
走
る
中
央
、
ハ
ン
ド
の
直
ぐ
下
だ
。

テ
ラ
ス
を
掘
り
終
え
落
ち
着
い
た
こ
ろ
、
雪
崩
が
落
ち
始
め
た
。
本
流
は
直
ぐ
三
、
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
横
を
通
り
、
余
波
が
頭
上
を
通
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り
過
ぎ
る
。
暁
の
太
陽
は
暖
か
い
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
が
、
同
時
に
我
々
の
行
動
を
も
停
止
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
日
が
蔭
る
ま
で
只
々

じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
だ
。
正
面
に
は
去
年
登
っ
た
南
尾
根
が
見
え
る
。
去
年
こ
の
登
筆
を
思
い
着
い
て
、
今
ニ
ル
ン
ゼ
の
真
只
中
に
居

る
の
だ
。
定
期
的
な
雪
崩
の
洗
礼
、
大
き
な
の
が
来
る
と
、
ス
ノ
ー
シ
ャ
ワ
ー
の
ベ
ー
ル
に
被
わ
れ
る
。
雪
崩
が
渦
ま
く
中
で
、
小
島
の

よ
う
な
小
さ
な
ハ
ン
グ
下
の
テ
ラ
ス
に
居
る
僕
た
ち
二
人
。
時
々
膝
を
か
か
え
て
、
奥
の
な
い
テ
ラ
ス
の
よ
り
奥
に
逃
げ
込
も
う
と
し
て

い
て
い
る
姿
は
こ
っ
け
い
そ
の
も
の
だ
。
南
尾
根
か
ら
雪
崩
に
お
び
え
る
僕
ら
の
姿
は
ど
ん
な
風
に
見
え
る
だ
ろ
う
か
。
雪
崩
の
渦
中
に

居
な
が
ら
も
、
傍
観
者
の
僕
等
は
気
が
楽
だ
。
「
今
頃
登
っ
て
居
た
ら
必
ず
飛
ば
さ
れ
て
死
ぬ
な
」
と
か
、
「
こ
の
ル
ー
ト
は
ド
リ
ュ
ー

の
北
東
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
に
さ
え
匹
敵
す
る
さ
」
と
か
と
り
と
め
も
な
い
会
話
に
時
は
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
く
。

十
一
時
に
は
日
も
蔭
り
、
雪
崩
も
納
ま
っ
た
が
、
用
心
し
て
十
二
時
ま
で
待
つ
。
天
気
は
高
曇
り
に
な
り
、
再
び
緊
張
の
糸
の
張
り
つ

め
た
世
界
に
も
ど
さ
れ
る
。
テ
ラ
ス
の
右
の
草
付
の
凹
角
か
ら
登
り
出
す
。
ト
ッ
プ
は
僕
の
番
だ
。

雪
壁
は
だ
ん
だ
ん
急
に
な
り
、
狭
く
な
り
草
付
に
な
っ
て
く
る
。
早
く
も
こ
の
ル
ー
ト
を
と
っ
た
こ
と
に
後
悔
し
始
め
、
左
に
行
こ
う

か
と
戻
り
か
け
る
。
又
憶
病
風
に
吹
か
れ
始
め
た
。
行
け
な
い
も
ん
か
、
と
気
を
と
り
な
お
し
登
り
始
め
る
。
狭
い
凹
角
、
草
付
、
傾
斜

は
益
々
急
に
な
る
。
ハ
ー
ケ
ン
の
打
て
る
と
こ
ろ
は
…
．
．
と
捜
し
な
が
ら
、
も
う
こ
れ
以
上
は
真
直
ぐ
登
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
き

た
こ
と
に
気
付
く
。
草
付
に
沿
っ
て
左
の
雪
稜
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
に
リ
ス
が
見
え
る
。
ピ
ッ
ケ
ル
を
打
ち
込
み
、
更
に
ハ

ン
マ
ー
で
た
た
く
。
、
ハ
ン
ド
か
ら
手
を
は
ず
し
、
、
ハ
ン
ド
に
自
己
確
保
を
取
る
。
僕
の
体
重
は
ピ
ッ
ケ
ル
一
本
に
あ
ず
け
ら
れ
た
。
そ
し

て
体
を
右
に
よ
じ
っ
て
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
始
め
た
。
い
い
リ
ス
だ
や
厚
刃
の
ク
ロ
モ
リ
が
高
い
音
を
発
し
て
根
本
ま
で
ガ
ッ
チ
リ
と
喰
い

込
む
。
カ
ラ
ピ
ナ
を
か
け
ザ
イ
ル
を
通
す
と
、
僕
は
も
う
さ
っ
き
の
僕
と
は
ち
が
う
。
百
人
も
千
人
も
味
方
を
得
た
よ
う
に
勇
気
百
倍

だ
Q

何
で
こ
ん
な
恐
し
い
思
い
を
し
て
ま
で
、
冬
期
登
筆
を
続
け
る
の
か
。
い
つ
も
思
う
の
だ
が
、
僕
は
常
に
憶
病
で
、
信
頼
の
お
け
る
パ

ー
ト
ナ
ー
と
確
実
な
天
候
と
絶
好
調
の
体
調
を
得
て
始
め
て
、
冬
期
登
筆
が
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。
全
天
候
性
の
ク
ラ
イ
マ
ー
で
な
け
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れ
ぱ
、
冬
の
岩
場
を
こ
な
せ
な
い
と
多
く
の
冬
期
登
筆
を
し
て
き
た
人
は
言
う
が
、
僕
の
意
見
は
そ
の
辺
に
微
妙
に
喰
い
違
い
が
あ
る
。

ち
っ
ぽ
け
な
人
間
の
力
で
い
か
に
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
を
目
指
し
て
み
て
も
た
か
が
し
れ
て
い
る
。
風
雪
の
荒
れ
狂
う
中

に
わ
ざ
わ
ざ
身
体
を
さ
ら
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
称
す
る
人
も
居
る
が
、
そ
ん
な
彼
ら
を
強
い
人
だ
と
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
も
、
僕
に

は
決
し
て
真
似
で
き
な
い
。
僕
は
天
の
恵
み
得
る
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
待
ち
受
け
、
又
は
登
れ
得
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
範
囲
内

で
し
か
登
ら
な
い
。
僕
は
山
が
恐
い
。
山
が
ほ
ほ
え
ん
で
い
る
間
に
の
み
、
こ
っ
そ
り
と
登
肇
を
行
う
の
だ
。

ア
イ
ス
ハ
ン
マ
ー
を
打
ち
込
ん
で
ピ
ッ
ケ
ル
を
抜
き
、
又
打
ち
込
む
。
左
側
へ
左
側
と
登
る
。
薄
い
草
付
に
が
っ
ち
り
喰
い
込
み
安
心

で
き
る
。
傾
斜
は
垂
直
に
近
い
。
頭
上
は
岩
で
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
入
り
込
む
す
き
ま
も
な
い
。
左
の
小
リ
ッ
ジ
の
乗
っ
越
し
だ
。
三
’
四
ミ

リ
の
細
い
ブ
ッ
シ
ュ
を
つ
か
み
、
ほ
ん
の
支
え
に
し
て
ピ
ッ
ケ
ル
を
振
り
ス
テ
ッ
プ
を
切
る
。
左
足
を
静
か
に
移
動
し
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
打

ち
込
ん
で
全
体
重
を
移
動
す
る
。
斜
め
に
走
る
中
央
、
ハ
ン
ド
の
雪
田
に
出
た
。
雪
壁
を
か
け
上
が
り
、
太
い
ブ
ッ
シ
ュ
に
ピ
レ
ー
を
と

る
。
こ
の
上
の
ル
ー
ト
は
複
雑
だ
。
藤
原
が
登
っ
て
い
る
間
、
ル
ー
ト
を
捜
す
。
左
側
の
垂
直
の
岩
壁
は
下
か
ら
見
え
て
い
た
が
、
手
強

そ
う
だ
。
右
側
は
ブ
ッ
シ
ュ
の
ハ
ン
グ
帯
。
真
中
の
凹
角
は
雪
が
つ
ま
っ
て
い
る
が
、
入
口
し
か
見
え
な
い
。
し
か
し
ル
ー
ト
は
そ
こ
し

藤
原
を
迎
え
ト
ッ
プ
を
代
わ
る
。
ル
ー
ト
を
相
談
す
る
が
、
彼
も
同
様
に
そ
の
凹
角
し
か
な
い
と
云
い
、
そ
の
凹
角
内
に
消
え
て
い

く
。
ザ
イ
ル
は
伸
び
、
氷
片
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
く
る
。
ザ
イ
ル
の
流
れ
が
止
ま
り
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
氷
雪
片
の
流
れ
が
通
り
過
ぎ
、

声
が
か
か
る
。
僕
の
番
だ
。
凹
角
内
の
快
適
な
氷
壁
だ
。
ル
ー
ト
は
す
ぐ
右
に
折
れ
る
。
左
右
を
垂
直
の
岩
壁
に
は
さ
ま
れ
た
唯
一
の
ル

ー
ト
だ
。
七
十
度
の
急
傾
斜
な
が
ら
、
ピ
ッ
ケ
ル
は
良
い
氷
に
ガ
ッ
チ
リ
と
喰
い
込
む
。
快
適
そ
の
も
の
だ
。
四
十
メ
ー
ト
ル
を
一
気
に

－
ト
だ
。
七
十
度
の
急
傾
斜
｛

登
り
、
再
び
ト
ッ
プ
に
な
る
。

か
な
い
。

氷
壁
は
急
傾
斜
に
な
り
、
そ
れ
を
越
え
る
と
傾
斜
の
落
ち
た
雪
壁
と
な
る
が
、
十
メ
ー
ト
ル
上
は
オ
ー
寺
ハ
ー
ハ
ン
グ
し
た
氷
壁
に
阻
ま

れ
て
い
る
。
雪
壁
を
ゆ
っ
く
り
登
り
な
が
ら
考
え
る
。
だ
ん
だ
ん
急
傾
斜
に
な
り
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
下
に
着
く
。
こ
こ
は
、
夏
は
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チ
ョ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
ン
を
越
し
、
い
よ
い
よ
傾
斜
の
き
つ
い
ル
ン
ゼ
に
入
っ
て
い
く
。
氷
片
が
僕
を
直
撃
だ
。
よ
け
よ
う
が
な
い
。
途

中
に
ハ
ー
ケ
ン
を
一
本
打
ち
、
一
時
間
も
か
か
っ
て
そ
の
凹
角
を
終
え
る
。
彼
は
途
中
二
回
、
足
を
す
べ
ら
し
両
手
の
ハ
ン
マ
ー
と
パ
イ

ル
に
ブ
ラ
下
が
っ
た
。
登
肇
終
了
後
、
彼
は
こ
こ
で
何
度
止
め
て
下
り
よ
う
か
と
思
っ
た
か
知
れ
な
い
と
語
っ
た
が
、
そ
れ
程
難
し
い
ピ

ッ
チ
だ
っ
た
。
セ
カ
ン
ド
の
僕
に
と
っ
て
も
、
頭
上
に
伸
び
る
確
保
ザ
イ
ル
の
助
け
が
あ
る
こ
と
を
割
引
い
て
も
、
余
り
あ
る
難
し
さ
だ

っ
た
。
ダ
ブ
ル
ァ
ッ
ク
ス
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、
登
肇
難
易
度
を
落
し
て
い
る
と
い
う
が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
急
傾
斜
で
の
ダ

ブ
ル
ァ
ッ
ク
ス
が
ど
ん
な
に
つ
ら
い
も
の
な
の
か
、
味
わ
っ
た
自
分
自
身
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
二
、
三
歩
の
急
傾
斜
や
ハ
ン
グ
な

ら
と
も
か
く
も
、
四
十
メ
ー
ト
ル
も
常
に
つ
き
ま
と
う
落
下
の
恐
怖
。
実
際
、
僕
ら
は
い
つ
こ
の
氷
の
管
か
ら
剥
さ
れ
る
か
気
が
気
じ
ゃ

大
き
な
チ
ョ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
ン
が
詰
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
雪
を
崩
し
な
が
ら
登
り
、
ハ
ン
グ
下
に
着
く
。
左
側
は
の
っ
。
へ
り
し
た
一
枚
岩

で
、
一
本
の
プ
ッ
シ
ュ
が
は
え
て
い
る
。
こ
の
細
い
ブ
ッ
シ
ュ
に
捨
縄
を
か
け
、
こ
れ
を
手
懸
り
に
乗
越
そ
う
と
す
る
が
う
ま
く
い
か
な

い
。
ニ
ル
ン
ゼ
に
入
っ
て
初
め
て
ア
ブ
ミ
を
出
す
。
捨
縄
に
ア
ブ
ミ
を
か
け
、
不
安
定
な
姿
勢
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
、
ピ
ッ
ケ
ル
を

突
き
刺
し
て
乗
起
し
に
成
功
す
る
。
再
び
傾
斜
の
落
ち
た
雪
壁
。
し
か
し
そ
の
上
は
、
傾
斜
の
急
に
な
っ
た
狭
い
氷
の
付
い
た
凹
角
が
続

い
て
い
る
。
太
い
ブ
ッ
シ
ュ
に
ピ
レ
ー
を
と
り
、
藤
原
を
迎
え
る
。

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
登
る
の
か
／
，
」

藤
原
の
第
一
声
だ
っ
た
。
左
は
か
ぶ
り
ぎ
み
の
岩
壁
ｅ
右
は
の
っ
。
ヘ
リ
と
し
た
ス
ラ
ブ
で
あ
る
。
危
険
極
ま
り
な
い
唯
一
の
ル
ー
ト

だ
。
平
均
斜
度
八
十
度
位
、
部
分
的
に
は
か
ぶ
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
二
’
三
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
一
枚
岩
の
チ
ョ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
ン
。
ハ
ン
グ
し
て
い
る
。
左
側
に
残
置
ボ
ル
ト
を
発
見
す
る
。
藤

原
は
そ
れ
に
カ
ラ
ビ
ナ
、
ザ
イ
ル
を
か
け
、
右
側
か
ら
試
み
る
。
両
足
を
一
杯
に
拡
げ
、
細
い
ホ
ー
ル
ド
を
拾
っ
て
い
く
。
難
し
そ
う

だ
。
手
袋
を
取
り
素
手
に
な
っ
た
。
あ
っ
、
左
足
の
ア
イ
ゼ
ン
が
滑
っ
た
。
思
わ
ず
ザ
イ
ル
を
握
り
し
め
る
が
、
か
ろ
う
じ
て
彼
は
ハ
ン

マ
ー
に
ぶ
ら
下
っ
た
。
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広
い
雪
壁
を
一
ピ
ッ
チ
登
り
、
狭
い
ル
ン
ゼ
に
入
る
。
少
々
て
こ
ず
る
も
な
ん
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
四
ピ
ッ
チ
で
広
い
尾
根
に
出
て

ザ
イ
ル
を
付
け
た
ま
ま
十
五
分
程
ラ
ッ
セ
ル
し
て
頂
上
に
立
つ
。
頂
上
よ
り
尾
根
を
北
に
下
り
、
広
い
沢
か
ら
内
蔵
ノ
助
谷
に
下
っ
た
。

只
、
よ
り
簡
単
な
ル
ー

な
ろ
う
と
し
て
い
た
。

な
か
っ
た
。

目
的
黒
部
丸
山
東
壁
一
ル
ン
ゼ
の
積
雪
期
初
登
肇

行
動
概
要
三
月
十
八
日
、
赤
沢
岳
西
北
尾
根
末
端
部
四
・
○
○
ｌ
取
付
五
・
一
五
Ｉ
中
央
バ
ン
ド
の
下
六
・
三
○
’
一
二
・
一
○
ｌ
丸
山
北
峯
一
七

・
二
○
ｌ
赤
沢
岳
西
北
尾
根
末
端
部
一
九
・
二
○

装
備
ロ
ー
プ
（
八
ミ
リ
×
四
○
メ
ー
ト
ル
）
二
本
、
ピ
ッ
ケ
ル
（
シ
モ
ン
一
本
）
、
ア
イ
ス
・
パ
イ
ル
（
シ
ャ
ル
レ
、
ガ
バ
ル
ー
各
一
本
）
、
ア

イ
ス
ハ
ン
マ
ー
（
シ
ャ
ル
レ
、
サ
レ
ワ
、
各
一
本
）
、
ア
イ
ゼ
ン
（
シ
モ
ン
、
ス
チ
ュ
バ
イ
、
各
一
組
）
、
使
用
ハ
ー
ケ
ン
（
岩
用
三
本
）
、

ア
ブ
ミ
（
一
回
使
用
）
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
構
成
山
崎
祐
和
（
登
華

活
動
期
間
一
九
七
八
年
三
月

（
登
華

困
難
な
ピ
ッ
チ
は
終
了
し
た
。
下
か
ら
見
て
考
え
た
ル
ー
ト
よ
り
も
右
に
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
も
は
や
も
ど
る
す
べ
も
な
い
。

、
よ
り
簡
単
な
ル
ー
ト
を
選
び
高
み
へ
と
登
る
以
外
に
は
方
法
は
な
い
。
高
曇
り
の
空
か
ら
時
々
小
雪
さ
え
も
舞
い
、
時
刻
も
四
時
に

ク
ラ
ブ
蒼
氷
）
、

藤
原
一
孝
（
ヤ
ル
ク
ラ
イ
マ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）
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都
会
の
雑
踏
を
離
れ
て
山
で
味
わ
う
爽
快
感
と
は
ま
さ
に
対
照
的
に
、
山
に
向
か
う
の
が
す
こ
ぶ
る
お
っ
く
う
で
欝
々
と
し
た
気
分
に

滅
入
る
こ
と
が
稀
に
あ
る
。
考
え
て
み
る
に
そ
れ
は
、
山
に
つ
い
て
考
え
た
り
実
際
に
山
行
に
出
か
け
た
り
す
る
こ
と
か
ら
遠
ざ
か
っ
た

時
に
多
い
よ
う
だ
。
そ
ん
な
時
、
私
は
と
に
か
く
再
び
山
に
と
び
込
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
度
も
、
か
ね
て
推
進
中
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
計
画
が
い
ろ
ん
な
こ
と
か
ら
暗
礁
に
の
り
上
げ
、
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

行
こ
う
か
と
思
い
余
っ
た
挙
句
、
ふ
と
幕
岩
に
行
こ
う
と
思
い
つ
い
た
の
だ
っ
た
。

二
週
間
前
の
冬
山
合
宿
で
は
、
三
十
人
も
の
会
員
が
参
加
し
て
幕
岩
の
全
ル
ー
ト
を
登
っ
ち
ゃ
お
う
と
い
う
威
勢
の
い
い
計
画
だ
っ
た

の
だ
が
、
季
節
は
ず
れ
の
土
砂
降
り
雨
で
、
一
本
も
登
れ
ず
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

前
夜
発
の
夜
行
列
車
に
鈴
木
、
湯
田
、
竹
内
と
私
の
四
人
で
乗
り
こ
ん
で
十
四
日
の
朝
信
濃
大
町
の
駅
に
降
り
立
つ
と
、
又
も
や
雨
。

唐
沢
岳
幕
岩
（
一
九
七
八
年
一
月
）

〈
Ⅳ
〉

ｌ
京
都
ル
ー
ト
及
び
右
ル
ン
ゼ
ル
ー
ト
ー

竹坂

下
直
枝

内
孝
一

（
山
学
同
志
会
）
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唐沢岳幕岩

五
時
三
十
分
、
葛
温
泉
着
。
電
力
会
社
の
見
張
り
小
屋
に
登
山
届
を
出
し
た
後
、
小
雪
の
中
を
、
氷
結
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
を
一

時
間
あ
ま
り
歩
い
て
、
唐
沢
の
出
合
い
に
着
い
た
。

高
瀬
川
の
景
観
は
、
ダ
ム
建
設
の
為
、
十
年
程
前
か
ら
完
全
に
趣
き
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
清
例
な
流
れ
を
も
っ
た
深
い
渓
谷
の
脇
を

細
々
と
走
っ
て
い
た
ト
ロ
ッ
コ
道
は
、
今
は
大
型
ダ
ン
プ
が
ゆ
っ
た
り
と
往
来
で
き
る
程
広
く
、
黒
々
と
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
と
な

っ
て
し
ま
い
、
眼
前
に
は
黒
四
ダ
ム
を
凌
ぐ
と
い
わ
れ
る
途
方
も
な
く
大
き
な
ダ
ム
が
あ
る
だ
け
だ
。
＃
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
法
と
い
わ

れ
る
、
巨
大
な
自
然
岩
を
累
々
と
積
み
上
げ
て
で
き
た
こ
の
ダ
ム
は
、
何
故
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
出
来
た
ダ
ム
よ
り
、
ひ
と
き
わ
人
工
的

に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
高
瀬
川
は
、
過
去
幾
多
の
登
山
者
に
与
え
て
き
た
限
り
な
く
深
い
渓
谷
の
美
し
さ
と
静
寂
さ
の
か
わ
り
に
、

何
十
万
ボ
ル
ト
と
か
い
う
電
力
を
人
々
に
提
供
す
る
と
い
う
わ
け
な
の
だ
。

ダ
ム
の
基
部
で
簡
単
な
朝
食
を
と
っ
て
唐
沢
に
入
っ
た
。
膝
位
ま
で
の
新
雪
を
ラ
ッ
セ
ル
し
な
が
ら
、
雪
に
半
分
埋
も
れ
た
沢
を
さ
か

上
っ
た
。
濃
い
霧
が
依
然
と
し
て
山
を
被
い
幕
岩
の
姿
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
朝
方
か
ら
の
雪
は
い
つ
の
間
に
か
止
ん
で
い
た
。

四
時
間
程
で
幕
岩
の
右
稜
の
コ
ル
に
着
い
た
。
昼
飯
の
後
、
右
ル
ン
ゼ
の
冬
の
初
登
を
目
指
す
湯
田
、
竹
内
パ
ー
テ
ィ
と
別
れ
、
私
と
鈴

木
は
京
都
ル
ー
ト
に
向
っ
た
。
〔
坂
下
直
枝
〕

一
月
十
四
日
（
雨
の
ち
晴
）

京
都
ル
ー
ト
は
、
一
ピ
ッ
チ
目
の
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
も
張
り
出
し
た
巨
大
な
オ
ー
や
ハ
ー
ハ
ン
グ
と
、
中
間
の
メ
ガ
ネ
ハ
ン
グ
、
そ
し

て
上
部
の
大
ハ
ン
グ
と
三
つ
の
大
き
な
ハ
ン
グ
帯
、
そ
し
て
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
小
ハ
ン
グ
帯
と
ス
ラ
ブ
帯
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

雪
に
変
わ
っ
た
。

正
月
の
二
の
舞
か
な
と
懸
念
し
つ
つ
葛
温
泉
に
向
か
う
車
に
乗
っ
た
。
車
窓
を
打
つ
雨
が
、
山
が
近
つ
く
に
つ
れ
次
第
に
み
ぞ
れ
と
な
り

京
都
ル
ー
ト

（53）



大
部
分
人
工
登
肇
に
終
始
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
私
は
以
前
、
九
月
に
和
田
と
八
時
間
位
で
こ
の
ル
ー
ト
を
登
っ
て
い
る
の
で
、
三
日
の

短
い
休
暇
で
も
十
分
登
り
切
れ
る
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
こ
の
ル
ー
ト
を
選
ん
だ
の
だ
っ
た
。

午
後
二
時
、
鈴
木
が
ザ
ッ
ク
を
置
い
て
空
身
で
取
付
く
。
一
ピ
ッ
チ
目
か
ら
ハ
ン
グ
の
登
筆
と
い
う
の
は
ど
う
も
変
な
感
じ
だ
。
衝
立

や
屏
風
の
ハ
ン
グ
は
、
あ
る
程
度
登
っ
て
か
ら
ハ
ン
グ
帯
に
つ
き
あ
た
り
、
や
む
を
得
ず
の
感
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
ル
ー
ト
は
途
方
も

な
く
大
き
な
こ
の
ハ
ン
グ
を
わ
ざ
わ
ざ
意
識
的
に
登
る
為
に
作
ら
れ
た
ル
ー
ト
と
い
え
る
。

鈴
木
の
つ
け
て
い
る
二
本
の
ザ
イ
ル
の
一
方
に
鈴
木
の
ザ
ッ
ク
を
結
び
つ
け
、
も
う
一
方
を
自
分
の
ゼ
ル
プ
ス
ト
に
ゆ
わ
え
た
。
三
日

分
の
食
糧
と
冬
の
装
具
を
入
れ
た
ザ
ッ
ク
は
、
先
に
進
む
に
従
っ
て
下
が
っ
て
ゆ
く
ハ
ン
グ
を
登
る
に
は
、
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
重
さ
だ
。

ゼ
イ
ゼ
イ
い
い
な
が
ら
、
ボ
ル
ト
か
ら
ボ
ル
ト
へ
と
ア
ブ
ミ
を
懸
け
替
え
な
が
ら
の
空
中
遊
泳
だ
。
ア
ブ
ミ
に
乗
っ
て
重
い
ザ
ッ
ク
の
ぶ

ら
下
が
っ
て
い
る
ザ
イ
ル
を
カ
ラ
ピ
ナ
か
ら
は
ず
す
仕
事
も
、
結
構
骨
が
折
れ
た
。
よ
う
や
く
ハ
ン
グ
を
抜
け
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
待
つ
ピ

レ
ー
点
に
つ
い
た
ら
既
に
五
時
、
冬
の
短
い
陽
が
沈
み
か
け
て
い
た
。
ト
ッ
プ
を
交
代
し
、
小
さ
な
ハ
ン
グ
を
越
え
、
ボ
ル
ト
の
連
打
さ

れ
た
垂
直
の
ス
ラ
ブ
を
登
る
。
陽
が
既
に
落
ち
た
暗
い
壁
の
中
で
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
小
さ
な
灯
り
だ
け
が
頼
り
だ
。

ハ
ン
グ
帯
の
下
の
小
さ
な
草
付
テ
ラ
ス
に
つ
い
た
。
雪
が
発
達
し
て
キ
ノ
コ
雪
の
よ
う
に
張
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
厚
い
一
メ
ー
ト
ル

を
越
す
雪
の
中
に
埋
も
れ
た
ボ
ル
ト
を
探
す
為
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
振
り
た
ん
ね
ん
に
雪
を
削
り
落
と
し
た
。
腕
が
こ
の
き
つ
い
労
働
で
硬
直

し
て
き
た
頃
、
よ
う
や
く
テ
ラ
ス
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
に
幅
一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
程
の
雪
の
溝
を
削
っ
た

こ
と
に
な
る
。
明
日
越
え
る
べ
き
ハ
ン
グ
が
ち
ょ
う
ど
我
々
の
ね
ぐ
ら
の
屋
根
と
な
っ
て
、
絶
好
の
ピ
バ
ー
ク
サ
イ
ト
を
提
供
し
て
い

る
。
六
時
登
肇
終
了
。
夏
で
も
か
な
り
難
し
か
っ
た
右
ル
ン
ゼ
ル
ー
ト
に
取
り
付
い
て
い
る
仲
間
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
ビ
バ
ー
ク
に
入

っ
た
。
湯
俣
の
ダ
ム
は
電
気
代
を
と
ら
れ
な
い
せ
い
か
異
常
な
程
の
明
る
さ
で
、
何
と
な
く
落
着
か
な
い
。

っ
た
。
湯
俣
の

一
月
十
五
日

荷
物
を
軽
く
す
る
為
シ
ュ
ラ
フ
を
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
私
は
、
少
し
つ
ら
く
、
長
い
夜
だ
っ
た
。
起
床
五
時
。
冬
の
朝
の
出
発
は
思
い

（
曇
の
ち
風
雪
）

（54）



唐沢岳幕岩

切
り
が
必
要
だ
。
今
に
も
降
っ
て
き
そ
う
な
寒
々
と
し
た
灰
色
の
空
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
私
が
ト
ッ
プ
で
第
一
ハ
ン
グ
に
取
り
付
い
た
。
昨

日
の
疲
労
が
幾
分
残
っ
て
お
り
、
腕
に
力
が
入
ら
な
い
。
ハ
ン
グ
を
越
え
、
垂
直
の
壁
に
点
々
と
打
た
れ
た
ボ
ル
ト
を
、
ア
ブ
ミ
を
か
け

か
え
な
が
ら
進
む
。
処
々
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
ま
じ
え
て
の
ス
ラ
ブ
の
登
筆
。
ザ
イ
ル
が
四
十
メ
ー
ト
ル
一
杯
と
な
っ
た
の
で
、
ボ

ル
ト
二
本
で
ピ
レ
イ
。
鈴
木
は
ユ
マ
ー
ル
で
登
っ
て
く
る
。

四
ピ
ッ
チ
目
は
第
二
ス
ラ
ブ
の
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。
薄
い
氷
が
ス
ラ
ブ
に
付
着
し
非
常
に
難
し
い
。
ト
ッ
プ
の
鈴
木
は
五
メ
ー
ト

ル
程
登
っ
た
と
こ
ろ
で
行
き
詰
り
、
中
々
ふ
ん
ぎ
り
が
つ
か
ず
登
れ
な
い
。
夏
の
軽
装
、
足
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
靴
、
素
手
の
登
肇
と
違
っ

て
、
ア
イ
ゼ
ン
、
手
袋
そ
し
て
重
装
備
と
冬
の
登
肇
は
自
分
の
や
ハ
ラ
ン
ス
の
限
界
点
が
つ
か
み
に
く
い
の
で
、
微
妙
な
個
所
で
の
ふ
ん
ぎ

り
は
、
か
な
り
の
勇
気
と
決
断
が
要
る
。
交
代
し
よ
う
か
と
い
う
私
の
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
硬
張
っ
た
鈴
木
は
、
降
り

よ
う
に
も
降
り
ら
れ
ず
、
再
び
登
ろ
う
と
試
み
る
。
手
袋
を
ぬ
ぎ
、
慎
重
に
細
か
い
ホ
ー
ル
ド
を
ひ
ろ
い
、
ジ
ワ
リ
と
体
を
ず
り
上
げ

る
。
そ
し
て
宙
に
浮
い
た
右
足
の
ア
イ
ゼ
ン
の
前
爪
が
微
妙
な
ス
タ
ン
ス
を
捕
え
た
。
そ
の
あ
と
は
一
気
に
三
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
を
登
り

切
っ
て
、
片
足
が
完
全
に
乗
る
ス
タ
ン
ス
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
ピ
レ
イ
し
て
い
た
私
の
方
も
ま
ず
一
安
心
だ
。

そ
の
後
も
十
メ
ー
ト
ル
程
傾
斜
の
幾
分
落
ち
た
ス
ラ
ブ
を
登
り
、
ハ
ン
グ
下
の
雪
田
に
出
て
太
い
松
ノ
木
で
ビ
レ
イ
し
た
。
こ
の
上

は
、
遠
く
か
ら
幕
岩
を
眺
め
る
と
黒
い
メ
ガ
ネ
の
よ
う
に
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
ら
し
い
メ
ガ
ネ
ハ
ン
グ
と
な
っ
て
お
り
、

松
の
木
よ
り
右
へ
五
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
寺
ハ
ー
ス
し
て
ハ
ン
グ
に
取
り
付
く
。
ハ
ン
グ
基
部
に
は
、
ル
ー
ト
開
拓
の
為
の
ボ
ル
ト
や
ブ
ラ
ン
コ

が
二
年
前
と
同
様
残
置
し
て
あ
っ
た
。
ハ
ー
ケ
ン
に
か
か
っ
て
い
る
赤
い
シ
ュ
リ
ン
ゲ
に
ア
ブ
ミ
を
セ
ッ
ト
し
、
次
々
と
ア
ブ
ミ
を
か
け

替
え
な
が
ら
ハ
ン
グ
を
越
え
、
垂
壁
に
打
た
れ
た
ボ
ル
ト
を
頼
り
に
淡
々
と
進
む
。
時
折
り
ま
じ
る
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ム
の
個
所
が
な
か
な

か
に
手
強
い
。
ス
ラ
ブ
か
ら
雪
の
斜
面
に
出
る
最
後
の
部
分
が
、
薄
い
油
氷
に
被
わ
れ
て
い
て
ど
う
し
て
も
登
れ
な
い
。
も
う
少
し
厚
け

れ
ば
ア
イ
ス
ハ
ン
マ
ー
が
喰
い
込
む
の
だ
が
、
わ
ず
か
数
ミ
リ
で
は
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が
な
い
。
残
念
だ
っ
た
が
、
此
処
で
ボ
ル
ト
を

一
本
打
ち
足
し
て
雪
田
に
抜
け
出
た
。
左
へ
十
メ
ー
ト
ル
余
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
し
、
露
岩
に
ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
が
、
リ
ス
が
浅
く
て
効
き
が
ょ

、
ノ

５５／
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く
な
い
。
次
の
ピ
ッ
チ
は
、
広
島
ル
ー
ト
よ
り
の
左
の
雪
の
つ
ま
っ
た
ル
ン
ゼ
に
入
る
か
、
正
面
の
壁
を
登
る
か
迷
っ
た
。
容
易
に
み
え

る
左
の
ル
ン
ゼ
を
ま
ず
鈴
木
に
試
し
て
も
ら
う
が
、
雪
の
状
態
も
悪
く
、
登
る
に
従
っ
て
傾
斜
も
き
つ
く
な
る
と
の
こ
と
で
途
中
で
引
き

返
し
た
。
正
面
壁
に
転
ず
る
と
、
し
っ
か
り
し
た
ホ
ー
ル
ド
が
随
所
に
あ
っ
て
、
予
想
外
に
簡
単
だ
っ
た
。

七
ピ
ッ
チ
目
。
正
規
の
ル
ー
ト
は
ス
ラ
ブ
を
直
上
す
る
の
だ
が
、
冬
の
利
点
を
活
用
す
る
為
、
私
は
右
に
十
メ
ー
ト
ル
細
か
い
ト
ラ
バ

ー
ス
を
行
い
雪
壁
に
出
た
。
ハ
ン
マ
ー
、
ピ
ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
グ
ン
グ
ン
と
高
度
を
稼
ぐ
。
ザ
イ
ル

が
の
び
切
っ
た
と
こ
ろ
で
、
固
く
凍
結
し
た
草
付
を
み
つ
け
、
そ
の
根
株
に
太
い
捨
縄
を
か
け
ビ
レ
イ
し
た
。
鈴
木
ト
ッ
プ
で
正
面
の
凹

凸
の
あ
る
壁
に
取
り
付
く
が
、
難
し
い
と
み
え
て
中
々
進
ま
な
い
・

風
が
激
し
さ
を
増
し
、
突
然
日
が
落
ち
た
ｅ
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
ト
ッ
プ
を
交
代
し
、
正
面
は
放
棄
し
て
右
へ
右
へ
と
細
か
い
ホ
ー

ル
ド
を
ひ
ろ
い
な
が
ら
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
そ
し
て
ツ
ル
ッ
ル
の
油
氷
の
つ
い
た
小
さ
な
凹
状
壁
の
氷
の
付
着
し
て
い
な
い
部
分
を
ひ
ろ

い
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
灯
り
に
頼
り
な
が
ら
、
手
袋
の
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
を
き
か
せ
て
岩
を
あ
や
す
よ
う
に
登
る
。
薄
い
粘
着
性
の
油
氷

は
、
ピ
ッ
ケ
ル
で
い
く
ら
た
た
い
て
も
完
全
に
は
は
が
れ
な
い
の
だ
。
も
う
あ
た
り
は
す
っ
か
り
闇
に
包
ま
れ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
姿
も
視

界
か
ら
消
え
た
。
闇
の
中
を
静
か
に
、
そ
し
て
き
わ
め
て
無
心
の
状
態
と
な
っ
て
登
る
。
二
十
メ
ー
ト
ル
の
岩
と
氷
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
部

分
を
登
り
切
っ
て
左
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
。
そ
し
て
氷
爆
に
サ
レ
ワ
の
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
一
本
と
ピ
ッ
ケ
ル
の
ビ
ッ
ク
を
叩
き
込
ん
で
ピ
レ
イ

し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
ユ
マ
ー
ル
で
登
っ
て
来
れ
る
よ
う
ザ
イ
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
。
漆
黒
の
空
間
に
向
っ
て
「
い
い
ぞ
」
と
叫
ぶ
が
、

強
い
風
の
音
に
消
さ
れ
、
声
が
全
く
届
か
な
い
。
し
か
し
、
や
が
て
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
ザ
イ
ル
が
張
り
を
増
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
登
り
始

め
た
こ
と
が
判
っ
た
Ｃ
厳
し
い
登
拳
で
火
照
っ
た
体
も
勢
い
を
増
し
た
風
の
前
に
急
激
に
冷
え
、
や
が
て
耐
え
難
い
寒
さ
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
あ
と
残
さ
れ
た
五
、
六
メ
ー
ト
ル
の
雪
壁
を
登
れ
ば
、
広
い
中
央
バ
ン
ド
に
出
て
ビ
バ
ー
ク
が
で
き
る
。
ビ
バ
ー
ク
サ
イ
ト
で
の

湯
気
の
た
っ
た
熱
い
紅
茶
の
こ
と
を
思
い
浮
べ
な
が
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
の
来
る
の
を
じ
っ
と
待
っ
た
。

や
が
て
ラ
ン
プ
の
灯
が
見
え
、
そ
の
小
さ
な
光
が
次
第
に
近
づ
い
て
来
た
。
そ
の
ま
ま
彼
に
登
っ
て
も
ら
う
。
バ
ン
ド
に
出
て
か
ら
二
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こ
の
上
は
最
後
の
大
ハ
ン
グ
が
庇
の
よ
う
に
大
き
く
張
り
出
し
て
い
る
。
荷
物
の
な
い
空
身
の
有
難
さ
、
鈴
木
は
軽
々
と
越
え
て
い
っ

た
。
ザ
イ
ル
の
都
合
で
、
あ
と
十
メ
ー
ト
ル
程
鈴
木
に
行
っ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
最
後
の
ピ
ッ
チ
。
小
ハ
ン
グ
を
越
せ
ば
ス
ラ
ブ
帯
に
出

て
終
了
だ
。
息
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
最
後
の
ハ
ン
グ
に
取
り
付
く
。
初
登
の
記
録
で
は
、
こ
の
ハ
ン
グ
の
上
で
小
さ
な
雪
崩
に
や
ら
れ
、

下
ま
で
叩
き
落
さ
れ
て
い
る
。
幾
分
の
不
安
を
混
じ
え
て
、
最
後
の
ハ
ン
グ
を
抜
け
る
と
、
予
想
に
反
し
て
太
陽
の
明
る
い
日
差
し
を
浴

び
た
白
く
乾
い
た
岩
肌
が
あ
っ
た
。
暗
く
凍
て
つ
い
た
、
灰
色
の
景
色
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
風
の
な
い
こ
の
上
な
く
柔
ら
か
な
日

休
日
は
今
日
ま
で
な
の
で
、
午
前
中
に
終
了
し
な
い
と
今
晩
の
夜
行
に
間
に
合
わ
な
い
。
幸
い
天
気
も
上
々
な
の
で
、
登
筆
の
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
る
為
中
央
雫
ハ
ン
ド
に
ザ
ッ
ク
を
置
い
て
行
く
。
岩
壁
に
沿
う
よ
う
に
し
て
立
っ
て
い
る
松
の
木
を
二
’
三
メ
ー
ト
ル
よ
じ
登

り
、
そ
の
枝
か
ら
岩
壁
に
取
り
付
く
。
小
さ
な
ハ
ン
グ
を
軽
く
越
し
、
垂
壁
を
人
工
と
フ
リ
ー
の
ミ
ッ
ク
ス
で
登
る
。
風
は
そ
れ
程
な
い

が
、
日
は
全
く
差
さ
ず
、
見
渡
す
限
り
灰
色
の
世
界
だ
。
右
ル
ン
ゼ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
動
き
始
め
た
。
昨
夜
の
遅
く
ま
で
の
行
動
が
た
た
っ

て
、
彼
等
の
出
発
は
大
分
遅
く
な
っ
た
の
だ
。
激
励
の
コ
ー
ル
を
か
け
た
後
再
び
登
り
始
め
る
。
人
工
か
ら
フ
リ
ー
に
移
る
最
後
の
部
分

が
悪
い
。
左
の
ア
イ
ゼ
ン
の
前
爪
一
本
を
ボ
ル
ト
の
リ
ン
グ
に
か
け
、
体
重
を
そ
っ
と
右
へ
移
動
し
、
右
手
を
思
い
切
り
の
ば
し
て
、
細

い
ブ
ッ
シ
ュ
を
把
む
。
頼
り
な
い
ブ
ッ
シ
ュ
の
為
、
上
か
ら
押
さ
え
る
よ
う
に
し
て
、
ジ
ワ
リ
と
足
を
上
げ
、
次
の
太
い
ブ
ッ
シ
ュ
を
っ

か
み
、
強
引
に
テ
ラ
ス
に
出
た
。

に
入
る
。
熱
い
お
茶
と
▲

地
良
い
眠
り
に
つ
い
た
。

真
夜
中
、
人
の
声
に
眼
が
さ
め
た
。
驚
い
た
こ
と
に
湯
田
達
が
壁
か
ら
下
降
し
て
来
た
ら
し
い
。
時
計
を
み
る
と
十
二
時
を
回
っ
て
い

た
。
懸
垂
し
た
ボ
ル
ト
が
抜
け
、
ひ
ど
い
目
に
会
っ
た
ら
し
い
が
、
幸
い
怪
我
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
一
安
心
。
再
び
寝
入
る
。

十
メ
ー
ト
ル
以
上
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
す
る
と
平
坦
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
細
い
潅
木
を
下
に
敷
く
と
よ
い
寝
床
と
な
っ
た
。
六
時
半
、
ビ
バ
ー
ク

に
入
る
。
熱
い
お
茶
と
食
事
と
で
暖
か
さ
が
身
体
の
隅
々
ま
で
浸
み
わ
た
り
、
疲
労
し
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て
ゆ
く
よ
う
だ
。
そ
の
ま
ま
心

一
月
十
六
日
（
晴
）

（57〕



差
し
の
中
で
、
身
体
は
ほ
ぐ
れ
、
飛
翔
し
て
ゆ
く
よ
う
だ
。
唐
沢
岳
の
頂
上
の
彼
方
に
蒼
い
空
が
限
り
な
く
拡
が
り
、
飛
行
機
雲
が
二
す

じ
、
く
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
私
は
久
し
振
り
の
青
空
を
一
瞬
呆
け
た
様
に
み
つ
め
る
。
限
り
な
く
謙
虚
な
心
で
太
陽
の
恵
み
に
感

謝
し
た
。
そ
し
て
も
う
傾
斜
の
ゆ
る
く
な
っ
た
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
の
き
く
岩
を
二
十
メ
ー
ト
ル
程
登
り
、
し
っ
か
り
し
た
潅
木
で
ビ
レ
ィ

す
る
。
下
の
壁
の
中
の
す
べ
て
の
潅
木
は
ま
だ
枯
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
ま
だ
随
分
と
堅
い
け
れ
ど
小
さ
な
蕾
を
つ
け
た
若
木

が
、
浅
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。
後
続
し
て
来
る
鈴
木
に
コ
ー
ル
を
か
け
な
が
ら
、
登
っ
た
ぞ
、
と
い
う
喜
び
に
浸
り
又
青
空
を
仰

い
だ
。
登
肇
終
了
十
二
時
。
〔
坂
下
直
枝
〕

広
島
山
の
会
が
一
九
七
○
年
夏
に
ル
ー
ト
を
開
い
て
以
来
、
今
日
ま
で
第
二
登
も
さ
れ
て
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
ル
ー
ト
、
そ
れ
が
右

ル
ン
ゼ
ル
ー
ト
で
あ
る
。
中
央
、
ハ
ン
ド
か
ら
の
上
部
ル
ー
ト
で
、
す
べ
て
の
パ
ー
テ
ィ
が
ル
ー
ト
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
涙
を
の
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
事
実
我
々
も
、
上
部
は
他
の
ル
ー
ト
を
登
っ
て
し
ま
い
、
次
の
日
に
ル
ー
ト
を
見
つ
け
完
登
し
た
訳
で
あ
る
。
以
下
は

我
々
の
冬
期
初
登
肇
の
記
録
で
あ
る
。

付
く
右
ル
ン
ゼ
ル
ー
ト
は
、

と
ハ
ー
ケ
ン
を
補
給
す
る
。

京
都
パ
ー
テ
ィ
の
坂
下
、
鈴
木
氏
と
、
終
了
し
た
ら
大
町
の
宿
で
合
流
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
ル
ー
ト
に
向
か
う
。

我
々
は
、
取
付
の
凹
角
を
め
ざ
し
て
五
十
メ
ー
ト
ル
の
ラ
ッ
セ
ル
を
す
る
。
湯
田
が
ト
ッ
プ
で
か
ぶ
り
ぎ
み
の
凹
角
を
ス
タ
ー
ト
。
凹

角
を
抜
け
左
上
ぎ
み
に
ハ
ン
グ
下
ま
で
い
く
。
ピ
ン
は
凹
角
よ
り
上
は
な
く
、
所
々
に
あ
る
ブ
ッ
シ
ュ
に
確
保
点
を
と
る
。
二
ピ
ッ
チ

右
稜
の
コ
ル
に
着
い
た
時
に
は
、
も
う
ガ
ス
も
ぬ
け
、
銀
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
幕
岩
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
取

く
右
ル
ン
ゼ
ル
ー
ト
は
、
こ
こ
か
ら
一
望
の
内
に
見
え
る
。
昼
食
を
と
り
な
が
ら
登
肇
具
を
つ
け
る
。
合
宿
の
時
残
し
て
お
い
た
食
糧

一
月
十
四
日
（
雪
の
ち
晴
）

右
ル
ン
ゼ
ル
ー
ト

（58）



<Plate4 (b)>

黒部丸1I1東壁第二ルンゼ核心部

登華ルート－1978年3月。



Plate5(a)>

唐沢岳幕岩右ルンゼルート （上部）及び京都ルート-1977年12月。

（撮影･5 (a), (b),岡田昇）
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Plate5-(b)>

唐沢岳幕岩右ルンゼルートー-1977年12月。



PIate6-(a)>

アイガー北壁全景と登華ルートーーー1978年3月《

EigerNorthWall-March, 1978.

(Plate6 (a)～(f), 1)y'I､.HaSegawa
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Plate6-(f)>
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唐沢岳幕岩

第4図
唐沢岳幕岩・右ルンゼルート図
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目
、
ハ
ン
グ
を
左
側
か
ら
越
す
。
ト
ッ
プ
の
湯
田
は
十
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
ザ
ッ
ク
を
置
い
て
し
ま
っ
た
。
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
折
れ
そ
う

な
ブ
ッ
シ
ュ
を
た
よ
り
に
登
る
垂
直
の
壁
は
き
び
し
い
。
「
た
の
む
ぞ
、
た
の
む
ぞ
」
の
連
発
で
あ
る
。
上
の
状
態
の
わ
か
ら
な
い
僕

は
、
た
だ
上
か
ら
落
ち
る
雪
に
耐
え
な
が
ら
、
首
を
す
ぼ
め
て
確
保
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
長
い
時
間
が
立
ち
、
ボ
ル
ト
の
打
つ
音
が

は
、
そ

す
る
。長

く
寒
い
夜
も
や
っ
と
明
け
る
。
こ
の
ビ
バ
ー
ク
で
手
袋
片
方
を
な
く
し
た
。
目
の
前
に
あ
る
ハ
ン
グ
は
左
か
ら
越
せ
そ
う
な
の
で
、

湯
田
ト
ッ
プ
で
八
時
ス
タ
ー
ト
。
か
ぶ
り
ぎ
み
の
草
付
の
ハ
ン
グ
か
ら
ス
ラ
ブ
を
右
上
し
ピ
レ
イ
。
五
ピ
ッ
チ
目
、
傾
斜
の
落
ち
た
ス
ラ

ブ
を
左
上
、
行
き
づ
ま
り
ボ
ル
ト
一
本
を
打
つ
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
風
が
強
く
な
り
、
ス
ラ
ブ
の
真
中
の
不
安
定
な
氷
の
ス
タ
ン
ス
で
、
風

が
お
さ
ま
る
ま
で
じ
っ
と
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ラ
ブ
を
越
え
、
潅
木
帯
に
入
り
ほ
っ
と
す
る
。

潅
木
帯
を
登
り
、
中
央
、
ハ
ン
ド
に
着
く
。
中
央
尋
ハ
ン
ド
か
ら
一
ピ
ッ
チ
目
、
ル
ー
ト
図
に
よ
る
大
チ
ム
ニ
ー
の
三
十
メ
ー
ト
ル
左
の
所

か
ら
取
付
く
が
、
ボ
ロ
ボ
ロ
で
登
れ
そ
う
も
な
い
。
そ
ば
に
大
き
な
松
の
木
が
あ
り
、
そ
の
枝
が
十
五
メ
ー
ト
ル
上
で
壁
の
方
に
伸
び
て

い
る
。
こ
の
木
を
登
れ
ば
、
枝
を
つ
た
っ
て
う
ま
く
越
え
ら
れ
そ
う
だ
と
話
し
合
い
、
僕
は
こ
の
木
を
登
り
だ
す
。
し
か
し
こ
の
枝
は
僕

が
め
く
れ
て
、
「
は
っ
」
と
し
て

一
月
十
五
日
（
曇
の
ち
風
雪
）

し
ば
ら
く
し
て
Ｏ
Ｋ
の
コ
ー
ル
。
こ
こ
よ
り
僕
は
ユ
マ
ー
ル
を
つ
か
い
、
片
方
の
ザ
イ
ル
で
湯
田
の
残
し
た
ザ
ッ
ク
を
引
き
上
げ
て
も

ら
う
。
小
ハ
ン
グ
を
ユ
マ
ー
ル
で
越
す
と
、
傾
斜
の
き
つ
い
ス
ラ
ブ
が
続
い
て
い
た
。
湯
田
は
こ
の
ピ
ッ
チ
を
ノ
ー
ピ
ン
で
確
保
し
て
い

る
。
三
ピ
ッ
チ
目
、
上
に
あ
る
三
角
形
の
ハ
ン
グ
を
左
か
ら
越
す
。
そ
の
ハ
ン
グ
の
左
に
残
置
ピ
ン
が
あ
り
、
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
確

か
め
る
。
直
上
し
、
潅
木
の
あ
る
テ
ラ
ス
ま
で
上
が
る
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
暗
く
な
り
、
ル
ー
ト
を
捜
す
が
見
当
た
ら
な
い
。
ビ
バ
ー
ク
す

る
な
ら
横
に
な
れ
る
と
こ
ろ
と
決
め
て
い
た
が
、
ど
う
も
こ
こ
し
か
な
さ
そ
う
だ
。

潅
木
に
ピ
レ
イ
は
と
っ
て
ビ
バ
ー
ク
し
た
も
の
の
、
テ
ラ
ス
は
外
傾
し
て
い
る
の
で
、
気
が
つ
く
と
体
が
ず
り
落
ち
、
風
で
ツ
ェ
ル
ト

が
め
く
れ
て
、
「
は
っ
」
と
し
て
元
に
も
ど
る
。
こ
れ
の
連
続
で
あ
っ
た
。

行
き
づ
ま
っ
た
ら
し
い
。
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の
体
重
を
さ
さ
え
て
く
れ
そ
う
も
な
い
。
途
中
ま
で
行
き
、
上
の
壁
の
状
態
を
見
て
降
り
る
。
時
間
が
た
つ
の
が
気
に
な
り
も
登
れ
そ
う

な
所
か
ら
登
る
し
か
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
中
央
バ
ン
ド
を
左
に
う
つ
る
。

か
ぶ
り
ぎ
み
の
凹
角
が
上
ま
で
伸
び
て
お
り
、
こ
こ
な
ら
行
け
そ
う
で
あ
る
。
中
央
や
ハ
ン
ド
か
ら
一
ピ
ッ
チ
目
、
二
時
ス
タ
ー
ト
。
少

し
登
る
と
残
置
ピ
ン
が
あ
り
、
他
の
ル
ー
ト
の
よ
う
で
あ
る
。
下
の
方
か
ら
「
ド
ー
シ
」
の
声
。
京
都
ル
ー
ト
の
パ
ー
テ
ィ
が
ス
ラ
ブ
帯

を
登
っ
て
い
た
。
こ
こ
は
山
嶺
第
二
ル
ー
ト
と
の
こ
と
で
あ
る
。
二
ピ
ッ
チ
目
、
Ａ
２
の
ハ
ン
グ
を
混
じ
え
た
人
工
で
ほ
ぼ
直
上
す
る
。

三
ピ
ッ
チ
目
、
か
ぶ
り
ぎ
み
の
白
い
垂
壁
を
登
り
、
緩
い
ス
ラ
ブ
帯
に
て
終
了
す
る
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
暗
く
な
り
、
雪
を
と
も
な
っ
た
風
は
一
段
と
強
く
な
る
。
こ
の
強
い
風
の
中
で
は
ビ
バ
ー
ク
す
る
気
は
せ
ず
、
登
っ
た

ル
ー
ト
を
懸
垂
す
る
こ
と
に
す
る
。
湯
田
が
先
に
降
り
る
が
、
ザ
イ
ル
が
だ
ん
ご
に
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
一
時
間
あ
ま
り
ザ
イ
ル
に
ぶ

ら
さ
が
っ
て
い
た
。
僕
は
烈
風
の
暗
や
み
の
中
で
待
た
さ
れ
、
ガ
ク
ガ
ク
で
あ
る
。
壁
の
中
に
降
り
る
と
風
も
弱
ま
る
。
ほ
と
ん
ど
空
中

懸
垂
で
、
ハ
ン
グ
の
上
に
へ
ば
り
つ
い
た
ブ
ッ
シ
ュ
ま
で
降
り
る
。
ザ
イ
ル
の
だ
ん
ご
を
直
す
の
に
ひ
ど
く
苦
労
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
よ
り
十
メ
ー
ト
ル
左
下
に
三
ピ
ッ
チ
目
に
登
っ
た
時
の
テ
ラ
ス
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
振
子
ト
ラ
零
ハ
ー
ス
し
て
そ
こ
に
行
こ
う

と
、
湯
田
に
ボ
ル
ト
一
本
を
打
っ
て
も
ら
う
。
片
方
の
ザ
イ
ル
を
そ
の
ボ
ル
ト
に
通
し
懸
垂
用
に
使
い
、
片
方
の
ザ
イ
ル
で
確
保
し
て
も

ら
う
。
そ
の
ボ
ル
ト
に
体
重
を
か
け
た
瞬
間
、
僕
は
真
暗
な
奈
落
に
ほ
う
り
だ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
確
保
が
あ
る
の
で
止
ま
る
と
は
思
っ

て
い
た
が
、
落
ち
る
時
間
が
や
け
に
長
い
。
運
よ
く
ハ
ン
グ
帯
な
の
で
ど
こ
に
も
当
た
ら
な
い
。
そ
う
思
っ
て
い
る
と
、
ハ
ン
グ
下
に
あ

る
テ
ラ
ス
の
上
で
止
ま
っ
て
く
れ
た
。
少
し
体
を
振
り
、
テ
ラ
ス
に
あ
る
潅
木
に
し
が
み
つ
く
。
助
か
っ
た
後
で
聞
く
と
三
十
メ
ー
ト
ル

落
ち
た
と
言
う
こ
と
だ
。
ザ
イ
ル
を
上
に
上
げ
て
、
湯
田
に
こ
こ
ま
で
降
り
て
き
て
も
ら
う
。
「
ち
ょ
っ
と
早
く
降
り
た
よ
う
な
も
ん

こ
こ
よ
り
一
ピ
ッ
チ
で
中
央
バ
ン
ド
に
降
り
る
。
ザ
ッ
ク
に
入
れ
た
液
晶
の
時
計
も
寒
さ
で
字
が
消
え
て
時
間
が
わ
か
ら
な
い
。
、
ハ
ン

ド
を
左
へ
行
き
ビ
バ
ー
ク
地
を
捜
す
。
ツ
ェ
ル
ト
を
張
っ
て
い
た
ら
、
京
都
ル
ー
ト
の
パ
ー
テ
ィ
の
ツ
ェ
ル
ト
も
見
え
た
。
ぐ
っ
す
り
と

だ
」
と
冗
談
を
言
う
。
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堀
一
月
十
六
日
（
晴
）

安
眠
の
よ
う
だ
。
食
事
を
し
、
眠
ろ
う
と
し
て
い
る
時
、
湯
田
持
参
の
感
度
の
悪
い
ラ
ジ
オ
か
ら
ほ
た
る
の
光
が
聞
こ
え
た
。
と
な
る
と

十
二
時
近
く
で
あ
ろ
う
。

右
ル
ン
ゼ
ル
ー
ト
を
完
登
す
べ
く
、
再
度
ル
ー
ト
を
捜
す
。
三
十
分
ぐ
ら
い
捜
し
、
昨
日
登
っ
た
木
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
左
の
枯
木
の

所
か
ら
取
付
く
。
九
時
、
ブ
ッ
シ
ュ
を
つ
か
み
、
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
フ
ェ
ー
ス
を
ハ
ン
グ
下
ま
で
行
く
と
、
さ
び
た
ハ
ー
ケ
ン
が
あ

り
、
ハ
ン
グ
し
た
壁
に
さ
び
の
に
じ
み
出
た
ボ
ル
ト
が
三
本
続
い
て
い
た
。
こ
こ
だ
、
長
い
間
登
ら
れ
な
い
で
い
た
た
め
に
、
さ
び
て
抜

け
そ
う
な
ボ
ル
ト
が
印
象
的
だ
。
ハ
ン
グ
下
の
潅
木
で
ピ
レ
イ
を
と
る
。

二
ピ
ッ
チ
目
、
こ
の
抜
け
そ
う
な
ボ
ル
ト
を
一
本
一
本
た
し
か
め
な
が
ら
登
る
。
ハ
ン
グ
を
越
え
、
垂
壁
を
ブ
ッ
シ
ュ
を
つ
か
み
な
が

ら
、
数
本
の
残
置
ピ
ン
に
ア
ブ
ミ
を
か
け
な
が
ら
登
っ
て
い
く
。
三
ピ
ッ
チ
目
、
五
メ
ー
ト
ル
登
る
と
レ
ッ
ジ
が
あ
り
、
ピ
レ
ー
点
は
こ

こ
の
ほ
う
が
安
定
し
て
い
る
の
で
、
湯
田
に
上
が
っ
て
も
ら
う
。
こ
こ
か
ら
は
上
部
の
壁
が
見
え
、
古
い
ピ
ン
が
左
上
ぎ
み
に
打
っ
て
あ

り
、
右
の
方
に
目
新
し
い
ボ
ル
ト
が
続
い
て
い
る
。
右
は
最
近
作
ら
れ
た
ル
ー
ト
ら
し
い
。
古
い
ピ
ン
に
全
体
重
を
か
け
な
い
よ
う
ゆ
っ

く
り
登
り
、
ポ
ロ
ボ
ロ
の
壁
を
数
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
か
ら
古
い
シ
ュ
リ
ン
ゲ
の
つ
い
た
ハ
ー
ケ
ン
に
ビ
レ
ー
を
と
る
。
湯
田
が
ユ
マ
ー
ル

で
上
が
っ
て
く
る
に
は
ピ
ン
が
あ
ま
り
に
も
た
よ
り
な
か
っ
た
た
め
、
一
本
ピ
ン
を
追
加
す
る
。
四
ピ
ッ
チ
目
五
メ
ー
ト
ル
の
寝
っ
こ
ろ

が
っ
て
の
ト
ラ
バ
ー
ス
で
、
昨
日
の
三
ピ
ッ
チ
目
の
テ
ラ
ス
に
つ
い
た
。

Ａ
１
の
人
工
で
終
了
し
、
昨
日
の
下
降
点
と
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
三
ピ
ッ
チ
に
わ
た
る
下
降
を
し
、
中
央
バ
ン
ド
に
降
り
た
っ
た
。
京
都

ル
ー
ト
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
も
う
右
稜
の
、
カ
モ
シ
カ
の
泊
場
ま
で
降
っ
て
い
る
。
時
間
を
聞
く
と
、
も
う
四
時
を
す
ぎ
て
い
た
。
カ
モ
シ

カ
の
泊
場
ま
で
上
が
り
急
い
で
右
稜
の
下
降
に
入
る
。

五
ピ
ッ
チ
の
懸
垂
で
右
稜
の
コ
ル
に
着
き
、
暗
い
中
、
葛
温
泉
へ
と
急
い
だ
。

〔
竹
内
孝
一
〕
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唐沢岳幕岩

⑩
唐
沢
岳
幕
岩
正
面
壁
京
都
ル
ー
ト
の
無
雪
期
初
登
鑿
は
、
一
九
七
二
年
七
月
二
十
八
日
’
三
十
一
日
、
登
筆
倶
楽
部
（
青
木
元
、
渡
辺
悦
男
、
岡
本

幸
彦
、
大
柳
典
生
、
山
本
一
夫
）
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
積
雪
期
初
登
筆
は
一
九
七
四
年
三
月
二
十
六
日
、
登
華
倶
楽
部
（
青
木
寿
、
大
柳

典
生
）
に
よ
る
。
積
雪
期
第
二
登
は
一
九
七
四
年
十
二
月
三
十
日
’
七
五
年
一
月
一
日
、
山
嶺
登
高
会
（
藤
島
正
純
、
石
原
賢
二
）
。

②
唐
沢
岳
幕
岩
正
面
壁
右
ル
ン
ゼ
ル
ー
ト
の
無
雪
期
初
登
肇
は
、
一
九
六
九
年
八
月
一
日
、
広
島
山
の
会
（
平
田
、
野
田
、
勝
沼
、
城
山
）
に
よ
っ
て

成
さ
れ
た
。

隊
の
構
成

活
動
期
間

目
的

八
編
者
注
Ｖ

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
構
成
坂
下
直
枝
、
鈴
木
昇
巳
、
湯
田
一
男
、
竹
内
孝
一
（
山
学
同
志
会
）

活
動
期
間
一
九
七
八
年
一
月
十
四
日
’
十
六
日

目
的
唐
沢
岳
幕
岩
京
都
ル
ー
ト
及
び
右
ル
ン
ゼ
ル
ー
ト
の
登
華
。
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ア
イ
ガ
ー
は
、
メ
ン
ヒ
、
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
と
共
に
ベ
ル
ナ
ー
オ
ー
や
ハ
ー
ラ
ン
ド
三
山
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
登
山
基
地
で
あ
る
グ
リ
ン

デ
ル
ワ
ル
ト
の
村
は
古
く
か
ら
日
本
人
に
と
っ
て
も
観
光
に
登
山
に
親
し
み
の
あ
る
地
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
、
槙
有
恒
さ
ん
に
よ
っ
て

ア
イ
ガ
ー
の
東
山
稜
が
初
登
肇
さ
れ
、
最
近
で
は
一
九
六
九
年
夏
、
加
藤
滝
男
さ
ん
ひ
き
い
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
メ
ン
や
ハ
ー
に
よ
っ
て
北
壁
に

ダ
イ
レ
ク
ト
ル
ー
ト
が
開
拓
さ
れ
た
。
一
九
七
二
年
に
は
山
岳
同
志
会
パ
ー
テ
ィ
の
ア
イ
ガ
ー
北
壁
ダ
イ
レ
ク
ト
ル
ー
ト
冬
期
第
二
登
と

い
っ
た
記
録
も
あ
る
。
登
山
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ば
、
こ
の
北
壁
の
名
前
は
一
度
な
ら
ず
耳
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
又
、
こ
う
し
た
成
功
例
だ
け
で
な
く
多
く
の
遭
難
事
件
で
も
さ
わ
が
れ
た
あ
ま
り
に
も
有
名
な
壁
で
あ
り
、
ア
ル
プ
ス
に
お
い
て
こ
れ

ほ
ど
話
題
の
多
い
山
も
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ア
イ
ガ
ー
北
壁
の
中
で
起
っ
た
多
く
の
ド
ラ
マ
は
、
日
本
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
に
よ
る

物
語
を
も
含
め
て
、
常
に
死
闘
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
過
去
に
多
く
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
生
命
を
奪
い
傷
つ
け

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
向
に
そ
の
魅
力
を
失
わ
ず
今
も
な
お
多
く
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
魅
力
と
い
う

は
じ
め
に

ア
イ
ガ

〈
Ｖ
〉

1

北

壁
（
一
九
七
八
年
三
月
）

長
谷

川

恒
男

（64）



アイガー北壁

ア
イ
ガ
ー
北
壁
は
標
高
差
一
八
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の
間
、
岩
壁
の
部
分
部
分
に
は
色
々
な
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

名
称
の
ど
の
一
つ
を
と
っ
て
も
、
こ
の
北
壁
に
い
ど
ん
だ
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
と
北
壁
の
興
奮
と
恐
怖
に
満
ち
た
歴
史
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
。
登
肇
ル
ー
ト
を
辿
っ
て
み
る
と
、
取
り
付
き
地
点
か
ら
順
に
、
Ｔ
の
字
雪
田
、
割
れ
目
の
多
い
バ
ッ
ト
レ
ス
、
難
し
い
割
れ
目
、
赤

い
岩
壁
、
ヒ
ン
タ
ー
シ
ュ
ト
イ
サ
ー
・
ト
ラ
バ
ー
ス
、
第
一
氷
田
、
氷
の
管
、
第
二
氷
田
、
ア
イ
ロ
ン
岩
、
死
の
ビ
バ
ー
ク
、
第
三
氷

田
、
ラ
ン
。
へ
、
ラ
ン
。
へ
氷
田
、
も
ろ
い
岩
棚
、
神
々
の
ト
ラ
バ
ー
ス
、
白
い
蜘
蛛
、
白
い
石
英
の
割
れ
目
、
コ
ル
テ
ィ
ピ
バ
ー
ク
、
頂
上

へ
ぬ
け
出
る
割
れ
目
、
頂
上
雪
田
、
そ
し
て
頂
上
へ
至
る
。
そ
の
登
筆
距
離
は
お
よ
そ
三
二
○
○
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
（
ト
ニ
ー
・
ヒ
ー
ベ

ラ
ー
著
「
冬
の
ア
イ
ガ
ー
北
壁
初
登
肇
」
に
よ
る
と
、
標
高
差
一
八
○
○
メ
ー
ト
ル
、
登
肇
距
離
三
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
と
思
う
。
標
高

差
の
割
に
登
筆
距
離
が
長
い
と
い
う
事
は
、
そ
の
登
肇
が
直
線
的
な
登
肇
よ
り
も
、
ト
ラ
バ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
現
に

ル
ー
ト
は
、
岩
壁
右
側
の
Ｔ
の
字
雪
田
よ
り
取
り
付
く
や
、
難
し
い
割
れ
目
を
ぬ
け
て
左
斜
め
に
登
り
、
ヒ
ン
タ
ー
シ
ュ
ト
イ
サ
ー
・
ト

ラ
バ
ー
ス
を
経
て
第
一
氷
田
に
入
る
。
そ
し
て
、
第
二
氷
田
も
第
三
氷
田
も
ト
ラ
バ
ー
ス
の
連
続
で
あ
る
。
ラ
ン
・
ヘ
に
入
っ
て
も
、
そ
の

ル
ー
ト
は
左
斜
め
に
と
ら
れ
、
神
々
の
ト
ラ
バ
ー
ス
な
ど
そ
の
名
の
ご
と
く
二
○
○
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
大
ト
ラ
バ
ー
ス
を
強
い
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
ア
イ
ガ
ー
北
壁
の
ル
ー
ト
の
三
分
の
二
以
上
が
斜
登
と
ト
ラ
バ
ー
ス
で
あ
る
為
、
天
候
急
変
や
不
則
の
事
態
で
登
筆
を

断
念
し
た
場
合
の
下
降
が
ま
た
む
ず
か
し
い
。
あ
る
一
定
の
地
点
ま
で
登
っ
て
し
ま
う
と
下
る
事
は
不
可
能
に
近
く
、
い
か
な
る
状
態
下

で
も
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
登
掌
と
な
る
。
私
は
そ
ん
な
ル
ー
ト
を
単
独
登
掌
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

よ
り
、
む
し
ろ
魔
力
と
い
っ
た
方
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
。
私
も
そ
の
魔
力
に
と
り
つ
か
れ
た
一
人
で
あ
り
、
熱
に
う
か
さ
れ
た
盲
者
の

ご
と
く
こ
の
壁
に
向
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

北
壁
の
概
要

（65）



私
は
四
日
間
滞
在
し
た
シ
ャ
モ
ニ
ー
を
後
に
、
昨
年
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
北
壁
を
登
肇
し
た
際
お
世
話
に
な
っ
た
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
ホ
テ

ル
・
バ
ン
ホ
フ
の
ビ
ナ
ー
お
ば
さ
ん
を
訪
ね
、
そ
の
後
シ
ー
ン
の
友
人
宅
も
訪
ね
た
。
長
年
こ
の
町
に
住
む
彼
か
ら
、
今
年
の
天
候
の
移

り
変
わ
り
や
積
雪
状
態
等
、
ア
イ
ガ
ー
に
つ
い
て
の
情
報
を
聞
き
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
に
向
っ
た
。
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
に
近
づ
く
に

従
い
、
期
待
と
不
安
の
入
り
交
っ
た
複
雑
な
気
持
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。
車
窓
よ
り
ア
イ
ガ
ー
を
捜
し
求
め
た
が
こ
の
日
（
二
月
十
七
日
）

は
あ
い
に
く
ガ
ス
が
か
か
り
、
そ
の
雄
姿
は
見
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
に
着
く
と
、
日
本
の
観
光
局
の
紹
介
状
を

も
ち
現
地
の
観
光
局
へ
挨
拶
に
行
っ
た
り
、
警
察
に
登
肇
の
報
告
に
行
っ
た
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
手
配
等
々
忙
し
い
日
々
を
送
っ
た
。

そ
し
て
、
私
の
登
掌
記
録
を
写
真
に
残
す
仕
事
を
す
る
為
、
私
よ
り
二
週
間
遅
れ
て
日
本
を
発
っ
た
妻
と
、
三
十
五
ミ
リ
の
カ
メ
ラ
と
十

六
ミ
リ
の
ム
ー
ビ
ー
を
担
当
の
ス
イ
ス
在
住
の
日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
等
と
共
に
ク
ラ
イ
ネ
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
に
上
っ
た
。
二
月
二
十
六
日
の

る
と
い
ア
ワ
し
、

事
で
あ
っ
た
。

仲
間
数
人
の
見
送
り
を
受
け
、
一
九
七
八
年
二
月
六
日
に
、
私
は
ア
イ
ガ
ー
北
壁
へ
向
け
て
羽
田
を
出
発
し
た
。
昨
年
の
マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
の
北
壁
に
続
い
て
の
登
肇
で
あ
る
の
で
気
楽
に
出
発
し
て
み
た
も
の
の
、
飛
行
機
が
日
本
を
離
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
づ
く
に
つ
れ
、

不
安
は
つ
の
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
二
日
後
パ
リ
に
つ
き
、
友
人
の
待
つ
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
向
う
為
、
リ
ヨ
ン
か
ら
夜
行
列
車
に
乗
っ
た
。

翌
朝
早
く
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
着
き
、
友
人
宅
を
訪
ず
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
友
人
は
去
年
よ
り
ド
リ
ュ
ー
の
北
東
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
狙
っ
て
い

る
と
い
う
し
、
同
宿
の
山
学
同
志
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
イ
ガ
ー
北
壁
か
ら
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
北
壁
の
連
続
登
肇
を
め
ざ
し
て
い
る
と
の

そ
の
後
私
は
北
壁
へ
の
荷
上
げ
と
偵
察
を
繰
返
し
た
が
、
チ
ャ
ン
ス
は
な
か
な
か
訪
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
、
二
日
か
ら
三

日
の
周
期
で
天
候
が
崩
れ
る
事
が
分
っ
て
き
た
の
で
、
途
中
一
日
か
二
日
の
風
雪
を
覚
悟
の
上
で
、
ア
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
し
た
。
次
の

こ
と
だ
っ
た
。 ア

イ
ガ
ー
北
壁
へ
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アイガー北壁

天
候
の
崩
れ
は
待
つ
ほ
ど
も
な
く
す
ぐ
に
訪
れ
、
三
月
二
日
朝
に
は
小
雪
が
散
ら
つ
く
空
模
様
に
変
っ
て
き
た
。
翌
日
を
出
発
の
日
と
決

め
て
、
そ
の
日
は
カ
メ
ラ
マ
ン
と
助
手
の
二
人
、
そ
れ
に
妻
と
私
の
計
五
人
で
、
明
日
か
ら
の
健
闘
を
祈
り
日
本
食
の
昼
食
を
と
っ
た
。

献
立
は
、
は
る
ば
る
日
本
よ
り
運
ん
で
き
た
貴
重
な
納
豆
と
漬
け
物
で
あ
る
。
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
ス
イ
ス
で
は
大
変
な
ご
馳

走
で
あ
っ
た
。
久
々
の
日
本
食
に
全
員
大
喜
び
で
ワ
イ
ン
も
あ
け
て
乾
杯
す
る
。

あ
く
る
日
、
ア
イ
ガ
ー
北
壁
ア
タ
ッ
ク
の
出
発
地
ア
イ
ガ
ー
グ
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
向
っ
た
の
は
、
ま
だ
ワ
イ
ン
の
酔
い
が
醒
め
き
れ
ぬ
昼

下
り
だ
っ
た
。
「
い
っ
て
ら
っ
し
や
い
」
の
妻
の
言
葉
に
手
を
振
り
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
共
に
登
山
電
車
に
乗
り
込
む
。
十
分
ほ
ど
で
そ
の

日
の
目
的
地
ア
イ
ガ
ー
グ
レ
ッ
チ
ャ
ー
駅
に
到
着
し
た
。
ホ
テ
ル
に
入
り
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
、
出
発
準
備
を
終
え
一
段
落
し
た
が
、
窓

か
ら
見
え
る
は
ず
の
山
は
ガ
ス
の
中
で
あ
る
。
小
雪
も
ま
だ
舞
っ
て
い
る
。
手
持
ち
ぶ
た
さ
の
私
に
気
を
使
っ
て
か
、
「
早
目
に
夕
食
に

し
ま
す
か
」
と
い
う
カ
メ
ラ
マ
ン
の
言
葉
に
う
な
が
さ
れ
食
堂
へ
向
っ
た
。
お
客
は
我
々
だ
け
の
よ
う
で
、
ガ
ラ
ン
と
し
た
食
堂
で
ブ
ラ

ン
デ
ー
を
飲
み
干
し
た
。
し
か
し
、
食
事
は
喉
を
通
ら
な
い
。
お
酒
ば
か
り
が
美
味
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
外
は
ま
だ
雪
で
あ
っ
た
。
明
日

の
天
候
も
い
さ
さ
か
心
配
で
あ
っ
た
が
、
早
目
に
ベ
ッ
ド
に
潜
り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
目
が
冴
え
て
な
か
な
か
眠
つ
か
れ
な
い
。
ビ
ッ
グ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
前
日
は
い
つ
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
不
安
と
期
待
の
入
り
ま
じ
る
中
で
、
悶
悶
と
夜
明
け
を
待
つ
の
み
で
あ
る
。
？

翌
朝
、
一
睡
も
で
き
ぬ
ま
ま
予
定
の
時
間
よ
り
早
く
起
き
出
し
、
朝
食
の
用
意
を
始
め
た
。
朝
食
と
い
っ
て
も
餅
を
バ
タ
ー
で
焼
い
た

簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
な
ら
比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
喉
を
通
っ
て
く
れ
た
。
窓
の
外
を
見
る
と
星
一
つ
な
い
真
暗
な
空
間
が
広
が

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
雪
は
止
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
不
安
の
し
こ
り
が
心
の
隅
に
残
る
が
、
兎
に
角
出
発
と
き
め
る
。
三
月
三
日
午

前
四
時
、
ク
ラ
ス
ト
し
た
雪
面
を
踏
ん
で
取
り
付
き
へ
と
歩
き
出
す
。
歩
み
始
め
る
と
、
心
の
隅
に
残
る
し
こ
り
が
禁
じ
る
自
信
へ
と
溶

け
込
ん
で
、
次
第
に
な
く
な
っ
て
い
く
の
は
不
思
議
だ
っ
た
。
東
の
空
が
白
み
始
め
た
頃
、
偵
察
の
時
に
食
料
、
装
備
等
を
デ
ポ
し
て
お

い
た
地
点
に
到
着
し
た
。
荷
物
の
整
理
を
し
、
出
発
の
用
意
を
す
る
が
、
あ
い
に
く
悪
天
候
へ
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。
朝
焼
け
で
あ
っ

た
。
ゆ
っ
く
り
と
装
備
を
つ
け
な
が
ら
、
進
退
に
迷
う
。
今
年
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
は
天
候
不
順
で
観
天
望
気
は
ま
っ
た
く
当
た
ら
な
い
。
大
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六
時
三
十
分
、
ま
だ
傾
斜
の
あ
ま
り
き
つ
く
な
い
雪
壁
に
一
歩
を
踏
み
出
す
。
荷
物
は
か
な
り
重
く
、
喘
ぎ
な
が
ら
登
り
出
す
。
暖
か

な
太
陽
の
光
が
ク
ラ
ク
ネ
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
の
村
を
照
ら
す
頃
、
真
青
な
空
が
頭
上
に
広
が
り
始
め
る
。
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
村
は
、
ま

だ
朝
露
の
中
で
眠
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
平
和
な
そ
ん
な
情
景
と
は
対
照
的
に
、
こ
こ
北
壁
の
中
は
冷
た
く
暗
か
っ
た
。
斜
面
の

勾
配
は
強
ま
り
、
氷
と
岩
が
現
わ
れ
始
め
る
。
や
が
て
こ
の
日
の
ピ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
難
し
い
割
れ
目
に
差
し
か
か
っ
た
。
約
五
十

メ
ー
ト
ル
の
垂
壁
と
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
の
乗
越
し
は
、
私
が
岩
登
り
に
対
し
て
ま
っ
た
く
無
能
で
あ
る
か
の
よ
う
な
難
か
し
さ
で
あ
っ

た
。
時
々
、
氷
か
ら
現
わ
れ
て
い
る
ザ
イ
ル
に
手
を
延
ば
し
た
が
、
い
つ
ザ
イ
ル
が
切
れ
る
か
と
私
の
心
臓
は
縮
み
上
が
り
、
こ
の
ピ
ッ

チ
を
登
り
終
え
た
時
に
は
も
う
ク
タ
ク
タ
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
赤
い
岩
壁
の
下
の
テ
ラ
ス
に
ど
う
や
ら
這
い
上
る
。
岩
場
の
難
し

い
の
は
当
然
だ
が
、
今
回
の
苦
し
み
は
ザ
ッ
ク
が
重
い
為
で
あ
っ
た
。
準
備
の
段
階
で
の
失
敗
で
は
な
く
、
出
発
直
前
の
不
安
な
気
持
が

さ
せ
た
食
料
・
装
備
の
持
ち
す
ぎ
が
原
因
だ
っ
た
。
私
自
身
の
弱
さ
が
ザ
ッ
ク
の
重
量
を
増
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
反
省
の
念
に
か
ら

れ
、
あ
ら
た
め
て
荷
物
の
整
理
を
し
、
思
い
切
れ
る
物
を
袋
に
詰
込
み
、
私
自
身
の
弱
さ
と
共
に
取
り
付
き
め
が
け
て
投
げ
落
し
た
。
そ

し
て
、
北
壁
で
の
記
念
す
べ
き
第
一
夜
を
祝
う
、
へ
く
大
切
に
持
参
し
て
き
た
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
取
り
出
し
、
口
を
つ
け
た
。
こ
の
北
壁
の
暗

黒
な
世
界
と
は
対
照
的
に
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
と
ク
ラ
イ
ネ
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
の
暖
か
な
灯
が
眼
下
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
灯
を
眺
め

な
が
ら
平
和
な
憩
い
の
ひ
と
と
き
を
過
し
た
。

三
月
四
日
。
昨
日
一
日
の
疲
労
と
、
あ
ま
り
に
も
快
適
な
ピ
バ
ー
ク
サ
イ
ト
の
お
か
げ
で
、
な
か
な
か
目
が
覚
め
ず
出
発
は
九
時
に
近

か
っ
た
。
登
肇
開
始
。
安
定
し
た
テ
ラ
ス
か
ら
の
第
一
歩
は
い
つ
も
い
や
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
昨
日
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
て
お
い
た
ザ

き
く
崩
れ
る
と
天
気
図
が
物
語
っ
て
い
て
も
、
雲
が
垂
れ
込
め
る
だ
け
で
雪
に
な
ら
な
か
っ
た
り
も
す
る
。
し
ば
ら
く
迷
っ
た
後
、
試
登

の
つ
も
り
で
兎
に
角
登
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

「
死
の
ビ
バ
ー
ク
」
ま
で
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アイガー北壁

イ
ル
の
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ス
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ダ
ブ
ル
ァ
ッ
ク
ス
も
快
適
に
効
く
雪
質
だ
っ
た

為
、
単
独
で
登
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
ヒ
ン
タ
ー
シ
ュ
ト
イ
サ
ー
・
ト
ラ
バ
ー
ス
に
は
、
数
日
前
の
先
行

パ
ー
テ
ィ
が
張
っ
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
が
残
っ
て
い
た
為
、
順
調
に
第
一
氷
田
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
イ
ス
バ
イ
ル
と
ピ
ッ
ケ
ル

を
確
実
に
利
か
せ
ツ
ァ
ッ
ケ
を
蹴
こ
み
、
高
度
を
か
せ
い
で
い
く
。
烏
が
大
空
を
自
由
に
飛
び
回
る
よ
う
に
、
私
は
こ
の
大
自
然
と
一
体

に
な
っ
て
い
る
の
を
肌
で
感
じ
て
い
た
。
第
一
氷
田
も
氷
の
管
も
順
調
に
越
え
、
第
二
氷
田
の
半
ば
に
差
し
か
か
っ
た
時
で
あ
る
。
登
肇

に
没
頭
し
て
い
た
私
は
、
い
つ
か
ら
か
小
雪
が
舞
い
始
め
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
見
上
げ
る
と
空
は
灰
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
。

間
も
な
く
、
雪
は
風
を
伴
い
激
し
さ
を
増
し
て
く
る
。
だ
が
、
下
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
黙
々
と
第
二
氷
田
を
ト
ラ
バ
ー
ス

し
、
安
全
な
場
所
を
捜
し
求
め
前
進
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
何
度
と
な
く
襲
い
か
か
る
泡
雪
崩
か
ら
必
死
に
身
を
守
り
な
が
ら
、
死
の
ビ

バ
ー
ク
地
点
へ
到
達
す
る
。
こ
こ
で
は
大
き
な
雪
洞
を
掘
っ
て
ビ
バ
ー
ク
す
る
予
定
で
い
た
が
、
何
と
そ
こ
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
が
数
人
す

で
に
雪
洞
を
掘
っ
て
ビ
バ
ー
ク
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
ビ
ッ
ク
リ
は
し
た
が
、
兎
に
角
カ
タ
コ
ト
英
語
で
挨
拶
を
交
し
た
。
彼
ら
は
直

登
ル
ー
ト
を
登
っ
て
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う
。
私
の
登
っ
て
来
た
ノ
ー
マ
ル
・
ル
ー
ト
と
は
丁
度
こ
の
死
の
ビ
バ
ー
ク
地
点
で
ク
ロ
ス
す

る
の
で
あ
っ
た
。
私
は
小
さ
な
テ
ラ
ス
を
作
っ
て
持
参
し
た
ツ
ェ
ル
ト
を
張
り
、
ビ
バ
ー
ク
す
る
こ
と
に
し
た
。
夜
の
と
ば
り
が
お
り
は

じ
め
た
頃
か
ら
風
雪
が
激
し
く
な
っ
て
、
眠
る
こ
と
な
ど
と
て
も
で
き
そ
う
に
な
い
。
昨
日
と
は
う
っ
て
変
っ
て
厳
し
い
ビ
バ
ー
ク
が
始

ま
っ
た
。
ま
さ
に
死
の
ビ
バ
ー
ク
だ
っ
た
。

三
月
五
日
の
朝
が
や
っ
て
来
た
が
、
外
は
相
変
ら
ず
の
風
雪
で
あ
っ
た
。
停
滞
と
決
め
る
。
一
睡
も
で
き
ず
に
夜
を
明
し
た
私
に
と
っ

て
は
、
覚
悟
の
上
の
停
滞
と
は
い
え
、
こ
の
上
な
く
辛
い
停
滞
と
な
っ
た
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
み
る
。
交
信
は
ク

ラ
イ
ネ
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
に
居
る
妻
と
で
あ
っ
た
。
今
日
は
ク
ラ
イ
ネ
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
も
雪
だ
と
い
う
。
昨
日
彼
女
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

頂
上
へ
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乗
っ
て
、
登
華
記
録
を
撮
り
に
何
度
と
な
く
飛
ん
で
き
て
く
れ
た
。
長
い
長
い
時
間
が
過
ぎ
た
よ
う
に
思
う
。
恐
怖
が
心
を
覆
い
、
不
安

で
身
体
が
ふ
る
え
、
小
さ
な
ツ
エ
ル
ト
の
中
で
身
を
縮
め
る
が
、
ど
ん
な
苦
し
い
登
肇
で
も
最
後
ま
で
や
り
と
げ
て
来
た
私
が
、
ど
う
し

て
こ
れ
位
の
苦
し
さ
に
耐
え
き
れ
な
い
の
か
と
、
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
続
け
た
。

明
け
方
よ
り
雪
音
も
静
ま
り
、
冷
え
込
み
と
共
に
あ
た
り
が
明
る
さ
を
増
し
て
く
る
。
ツ
ェ
ル
ト
か
ら
顔
を
出
す
と
眼
下
に
は
一
面
に

雲
海
が
広
が
り
、
純
白
に
装
っ
て
点
在
す
る
山
々
は
あ
た
か
も
大
海
原
の
島
々
を
思
わ
せ
た
。
そ
ん
な
美
し
い
風
景
に
し
ば
ら
く
の
間
心

を
奪
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
は
裏
腹
に
ル
ー
ト
の
状
態
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
氷
田
の
青
黒
い
氷
は
鋼
鉄
の
よ
う
に

固
く
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
脆
い
。
そ
し
て
、
雪
の
詰
ま
っ
た
ラ
ン
・
へ
は
除
雪
作
業
を
強
い
ら
れ
、
登
行
は
捗
ら
な
か
っ
た
。
ラ
ン
。
ヘ
カ
ミ

ー
ン
の
下
で
こ
の
日
は
ビ
バ
ー
ク
と
き
め
た
。
こ
の
地
点
は
、
二
週
間
前
に
ス
・
へ
イ
ン
隊
が
救
助
さ
れ
た
地
点
で
、
あ
た
り
に
は
彼
ら
の

装
備
が
散
乱
し
、
氷
づ
け
に
な
っ
た
シ
ュ
ラ
フ
が
痛
々
し
く
目
に
写
っ
た
。

ち
っ
ぽ
け
な
テ
ラ
ス
で
、
寒
さ
の
為
一
睡
も
で
き
ず
う
つ
ら
う
つ
ら
す
る
う
ち
に
、
三
月
七
日
も
明
け
た
。
登
肇
を
開
始
し
て
か
ら
五

日
目
で
あ
っ
た
。
意
識
の
も
う
ろ
う
と
す
る
中
で
、
の
ろ
の
ろ
と
出
発
の
準
備
を
す
る
が
、
徐
々
に
気
力
が
充
実
し
て
来
る
。
今
日
は
昨

日
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
ラ
ン
・
ヘ
カ
ミ
ー
ン
に
ア
タ
ッ
ク
開
始
。
一
寸
刻
み
の
登
掌
中
、
岩
角
に
ア
イ
ス
バ
イ
ル
を
引
っ
か
け
て
し
ま
い
、

ア
イ
ス
ハ
ー
ヶ
ン
と
共
に
落
し
て
し
ま
っ
た
。
あ
っ
と
言
う
間
も
な
く
、
ア
イ
ス
バ
イ
ル
と
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
が
谷
底
に
吸
い
込
ま
れ
て

い
く
。
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
活
躍
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ア
イ
ス
バ
イ
ル
と
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

の
難
関
は
ア
イ
ス
ハ
ン
マ
ー
を
使
っ
て
突
破
す
る
他
な
い
。
ふ
く
ら
ん
だ
氷
に
出
た
。
私
は
必
死
で
ピ
ッ
ケ
ル
を
振
い
、
ア
イ
ス
ハ
ン
マ

－
を
振
っ
て
こ
の
氷
に
挑
む
。
生
き
る
事
へ
の
執
着
が
勝
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
数
時
間
後
に
は
脆
い
岩
棚
に
到
達
、
そ
こ
を
ビ
バ
ー
ク
サ

イ
ト
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
さ
や
か
な
夕
食
を
と
っ
た
が
、
心
は
難
関
を
突
破
し
た
喜
び
で
満
ち
て
い
た
。
そ
し
て
、
白
い
雪
と
青

黒
い
氷
と
岩
壁
で
作
ら
れ
た
こ
の
世
界
に
、
ま
た
寒
気
と
不
安
な
夜
が
訪
れ
る
。

三
月
八
日
。
取
り
付
い
て
六
日
目
に
な
る
が
、
ほ
と
ん
ど
睡
眠
は
と
れ
ず
、
意
識
が
も
う
ろ
う
と
す
る
中
で
夜
が
明
け
て
い
く
。
寒
さ
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アイガー北壁

に
身
を
震
わ
せ
な
が
ら
難
し
い
ク
ラ
ッ
ク
に
取
り
付
く
が
、
凍
て
つ
く
岩
壁
を
禁
じ
る
指
が
み
る
み
る
感
覚
を
失
っ
て
い
く
。
岩
壁
に
指

を
た
た
き
つ
け
な
が
ら
登
肇
を
続
け
る
が
、
指
先
か
ら
血
が
惨
み
出
て
激
痛
が
指
を
襲
う
。
非
常
に
痛
い
が
こ
う
し
な
け
れ
ば
、
指
の
生

命
は
失
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
難
し
い
ク
ラ
ッ
ク
を
ぬ
け
る
と
、
そ
こ
に
は
一
状
の
氷
の
帯
が
横
た
わ
っ
て
い
た
・
神
々
の
ト
ラ
バ
ー
ス
で

あ
る
。
二
○
○
メ
ー
ト
ル
に
渡
る
ト
ラ
バ
ー
ス
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
神
々
の
ト
ラ
バ
ー
ス
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
高
度
感
は
す
ば
ら
し

く
、
足
下
に
は
千
メ
ー
ト
ル
余
に
及
ぶ
空
間
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
ス
リ
ル
満
点
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
終
え
、
白
い
蜘
蛛
に
入
る
。
休
む
間

も
な
く
白
い
硝
石
ル
ン
ゼ
を
越
え
、
コ
ル
テ
ィ
ビ
バ
ー
ク
に
着
く
が
、
こ
の
頃
よ
り
ま
た
空
模
様
が
怪
し
く
な
っ
て
き
た
。
小
雪
が
ち
ら

つ
く
と
同
時
に
泡
雪
崩
が
た
び
た
び
雲
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
今
日
は
こ
こ
で
ビ
バ
ー
ク
と
き
め
る
。
陰
う
つ
な
ガ
ス
が
立
ち
込
め
て

い
る
が
、
ど
う
や
ら
雪
は
止
ん
だ
。
頂
上
直
下
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
ア
イ
ガ
ー
北
壁
の
最
後
の
ビ
バ
ー
ク
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
の
交
信
に
よ
る
と
、
こ
の
ガ
ス
も
ど
う
や
ら
頂
上
だ
け
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
相
変
ら
ず
寝
れ
ぬ
ビ
バ
ー
ク
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
夜

は
い
つ
も
と
は
違
っ
て
い
た
。
明
日
は
頂
上
に
立
て
る
の
だ
。

三
月
九
日
の
朝
、
強
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
頂
上
め
ざ
し
て
登
肇
を
開
始
し
た
。
今
日
は
い
つ
も
よ
り
も
つ
と
慎
重
に
確
実
に
登
行
し
よ

う
と
心
に
誓
う
。
頂
上
氷
田
を
経
て
ミ
ッ
テ
ル
レ
ギ
山
稜
へ
出
た
時
、
背
中
に
日
の
光
が
当
っ
た
。
一
週
間
振
り
の
太
陽
だ
っ
た
。
太
陽

の
光
を
浴
び
な
が
ら
も
う
歩
く
だ
け
だ
。
一
歩
一
歩
を
確
実
に
歩
め
ば
頂
上
に
つ
け
る
と
私
は
思
っ
た
。
冷
た
く
暗
い
北
壁
の
中
で
、
自

分
と
の
戦
い
に
勝
っ
た
私
は
、
満
身
に
太
陽
の
光
を
浴
び
て
頂
上
に
立
っ
た
。
大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
満
足
感
で
心
は
充
実
し
て
い

た
。
一
九
七
八
年
三
月
九
日
、
十
二
時
十
五
分
で
あ
っ
た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

活
動
期
間
一

目
的
ア

行
動
概
要
三

一
九
七
八
年
二
月
六
日
’
三
月
二
八
日
（
登
肇
期
間
）
三
月
三
日
’
三
月
九
日

ア
イ
ガ
ー
北
壁
冬
期
単
独
初
登
筆

三
月
三
日
、
ア
イ
ガ
ー
グ
レ
ッ
チ
ャ
－
発
、
赤
い
岩
壁
着
。
四
日
、
死
の
ビ
バ
ー
ク
着
。
五
日
、
死
の
ビ
バ
ー
ク
停
滞
。
六
日
、
ラ
ン
。
ヘ

カ
ミ
ー
ン
着
。
七
日
、
も
ろ
い
岩
棚
着
。
八
日
、
コ
ル
テ
ィ
ビ
バ
ー
ク
着
。
九
日
、
頂
上
へ
到
達
（
十
二
時
十
五
分
）
、
西
壁
下
降
。
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日
本
山
岳
会
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
年
）
に
発
足
し
た
が
、
関

西
支
部
は
そ
の
三
十
年
後
の
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
に
設
立
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
昭
和
五
十
年
に
日
本
山
岳
会
七
十
周
年
記
念
行
事
と
関

西
支
部
四
十
周
年
行
事
が
重
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
部
に
は
記
憶
さ

れ
て
い
る
方
も
あ
る
か
と
思
う
。
四
十
年
を
経
た
今
で
は
支
部
も
全
国
に

十
七
か
八
も
あ
っ
て
、
支
部
の
方
々
も
こ
れ
と
い
う
抵
抗
も
な
く
山
岳
会

に
入
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
最
初
に
で
き
た
関
西
支
部
は
な
み
な
み

な
ら
ぬ
努
力
の
結
果
生
れ
た
の
だ
っ
た
。
ど
ん
な
情
勢
の
中
で
、
ど
の
よ

う
に
し
て
支
部
が
発
足
し
た
か
、
幸
い
当
時
の
模
様
を
津
田
周
二
氏
が
関

西
支
部
報
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
し
て
み
よ

員
ノ
◎ 一

蕊
部
の
溌
鐵
一

支

史
関
西
支
部
の
そ
も
そ
も
か
ら

〈
す
且
〉

「
Ｊ
Ａ
Ｃ
関
西
支
部
の
発
足
に
つ
い
て
ど
う
し
て
も
除
外
で
き
な
い
の
は

Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
の
関
連
性
で
す
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
誕
生
（
大
正
十
三
年
）
は
関
西
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
台
頭
と
見
て
よ
く
、
か
つ
全
国
の
登

山
団
体
に
も
大
き
い
刺
激
を
あ
た
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
約
十
年
を

経
て
行
き
づ
ま
り
を
感
じ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
打
解
す
る
に
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の

構
成
を
全
国
的
な
も
の
に
押
し
広
め
る
か
、
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
だ
け
の

小
さ
な
も
の
に
す
る
か
、
そ
の
二
つ
し
か
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し

グ
ル
ー
プ
だ
け
の
小
さ
な
も
の
に
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
当
時
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ

は
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
拡
大
す
る
に
は
我
々
の
力

と
熱
意
の
不
足
は
明
ら
か
で
し
た
。

当
時
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
中
心
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
で

今
西
寿
雄

（72）



関西支部のそもそもから

あ
っ
た
の
で
唾
偶
々
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
合
を
催
し
て
も
、
中
心
の
メ
ン
バ
ー
が

世
話
す
る
と
い
っ
た
状
態
で
し
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
も
す
で
に
グ
ル
ー
プ
活
動
か

ら
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
形
に
移
っ
て
い
た
と
き
の
こ
と
と
て
、
実
際
上
に
は

Ｊ
Ａ
Ｃ
も
Ｒ
Ｃ
Ｃ
も
似
た
よ
う
な
形
に
な
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
の
登
山
界
は
の
び
切
れ
る
だ
け
の
び
切
っ
て
い
た
と
い
い

ま
し
ょ
う
か
、
積
雪
期
の
日
本
ア
ル
プ
ス
は
冬
か
ら
春
に
か
け
て
す
で
に

主
峰
は
こ
と
ご
と
く
登
り
つ
く
さ
れ
、
如
何
に
す
れ
ば
さ
ら
に
よ
り
困
難

な
登
山
が
行
い
う
る
か
と
い
っ
た
一
つ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
あ
り
、
何
か
大
き

い
一
転
換
を
期
待
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
ん
な
と
き
で
し
た
か
ら
、
登
山
界
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
転
換
を
心

の
ど
こ
か
で
望
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
を
解
散
し
て
、
日
本
の

登
山
界
の
た
め
に
も
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
強
化
を
目
標
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
一
本
で
動

い
て
行
こ
う
、
と
い
っ
た
考
え
方
は
不
思
議
と
仲
間
一
同
一
致
し
た
の
で

し
た
。
そ
こ
で
議
論
さ
れ
た
の
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
と
い
っ

た
こ
と
で
す
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
解
散
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
根
本
的
な
改
革
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
発
展
的
解
散
と
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
日
本
の
登
山
界
に
貢
献
し
う
る
と
考
え
た
の
で
す
。

そ
の
頃
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
は
Ａ
Ｃ
（
英
国
山
岳
会
）
の
形
を
そ
の
ま
ま
に
堅
持

し
、
虎
ノ
門
の
ビ
ル
の
一
部
に
二
室
を
陣
取
り
図
書
室
を
設
け
、
一
介
の

登
山
人
は
近
よ
り
難
い
ク
ラ
ブ
形
式
を
取
っ
て
お
り
ま
し
た
。
小
島
さ
ん

を
会
長
に
、
高
頭
さ
ん
、
高
野
さ
ん
、
木
暮
さ
ん
、
鳥
山
さ
ん
等
々
、
日

本
登
山
界
の
大
先
輩
が
ず
ら
り
と
役
員
の
席
に
あ
っ
て
、
若
い
か
け
出
し

登
山
者
は
一
指
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
牙
城
を
築
い
て
い
ま
し
た
。

昭
和
六
、
七
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
ョ
－
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
を
見
て
来
た
若
い
者
は
盛
ん
に
独
澳
山
岳

会
や
ら
ス
イ
ス
山
岳
会
の
模
様
を
報
告
し
、
日
本
山
岳
会
も
何
と
か
根
本

的
な
改
造
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
を
単
に
特

定
人
の
個
人
的
集
り
に
止
め
ず
、
形
態
を
改
め
、
全
国
登
山
人
を
糾
合

し
、
最
も
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
登
山
会
に
ま
で
発
展
さ
す
べ
き
だ
と
の
意
見

で
し
た
。

具
体
的
に
は
支
部
中
心
の
組
織
を
作
り
、
全
国
的
に
（
少
な
く
と
も
日

本
ア
ル
プ
ス
の
要
所
に
）
山
小
舎
を
持
ち
、
会
員
に
は
登
山
行
の
た
め
に

鉄
道
運
賃
の
割
引
を
さ
せ
、
支
部
は
支
部
報
年
報
を
発
刊
し
て
実
際
的
な

登
山
活
動
を
行
う
、
本
部
は
支
部
の
統
轄
を
行
う
、
と
い
っ
た
考
え
方
で

す
。
組
織
に
つ
い
て
最
も
議
論
し
た
の
は
水
野
祥
太
郎
君
と
私
で
し
た
。

関
西
支
部
で
日
本
ア
ル
プ
ス
や
関
西
の
要
所
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
山
小
舎
を
多
数

持
と
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
今
考
え
れ
ば
大
し
た
勢
い
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
」

こ
の
よ
う
な
動
き
を
今
あ
ら
た
め
て
読
ん
で
み
る
と
、
そ
こ
に
は
単
に

会
員
が
関
西
に
多
い
か
ら
と
い
う
の
で
な
く
、
当
時
の
尖
鋭
派
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
し
て
の
動
き
が
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
は
さ
ら
に
発
展
し
て
次
の
話

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

津
田
周
二
「
だ
い
た
い
支
部
を
つ
く
る
一
番
最
初
は
、
水
野
君
が
東
京

と
関
西
に
二
つ
に
分
け
よ
う
と
い
い
出
し
た
ん
だ
よ
」
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水
野
祥
太
郎
「
い
や
い
や
、
支
部
を
こ
し
ら
え
よ
う
と
い
う
話
を
藤
木

九
三
さ
ん
達
と
や
っ
て
お
っ
て
、
藤
木
さ
ん
が
関
西
支
部
を
作
る
ん
な
ら

関
東
支
部
も
な
き
や
い
か
ん
や
な
い
か
と
言
い
出
し
た
ん
だ
が
、
そ
の
へ

ん
で
も
め
出
し
て
ね
。
そ
れ
を
聞
い
た
小
島
烏
水
先
生
が
ユ
デ
ダ
コ
に
な

っ
て
怒
っ
て
ね
、
東
京
が
本
部
で
す
、
東
京
の
こ
と
は
放
（
｜
と
い
て
下
さ

い
と
ね
。
（
笑
）

そ
こ
で
、
関
西
支
部
を
こ
し
ら
え
る
の
な
ら
、
東
京
が
本
部
ら
し
い
働

き
を
し
な
い
の
は
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
。
全
国
的
な
組
織
だ
と
す
れ
ば
本
部

は
本
部
と
し
て
、
支
部
は
支
部
と
し
て
や
る
べ
き
だ
。
誰
が
い
い
出
し
て

そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
解
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
藤
木
さ
ん
と
こ
う
い

う
結
論
を
出
し
た
わ
け
で
す
」

し
か
し
こ
の
よ
う
な
形
を
な
し
て
ゆ
く
に
は
、
か
な
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
っ
た
。
昭
和
五
年
十
月
二
十
六
日
、
大
阪
美
津
濃
ビ
ル
に
於
て
関
西

在
住
会
員
集
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
山
岳
会
で
は
幹
事
会
、
評
議
員
会
を

開
い
て
こ
れ
を
協
議
し
、
当
日
は
小
島
評
議
員
、
松
方
幹
事
等
が
出
席
さ

れ
、
大
正
初
期
か
ら
と
だ
え
て
い
た
関
西
在
住
会
員
の
集
会
に
つ
い
て
種

々
話
合
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
五
年
十
一
月
九
日
’
十
二
月
十
四
日
に

か
け
三
回
に
わ
た
っ
て
関
西
研
究
部
集
会
が
開
か
れ
、
雪
崩
の
発
生
的
分

類
と
デ
ー
タ
集
め
の
た
め
の
調
査
票
の
配
布
等
へ
発
展
的
会
合
が
も
た
れ

て
い
る
。
そ
の
他
関
西
小
集
会
が
継
続
的
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭

和
八
年
四
月
の
理
事
会
で
は
関
西
集
会
室
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
中
原

繁
之
助
、
津
田
両
氏
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
地
味
な
実
績
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
ゞ
支
部
設
立
に
つ
い
て

中
原
、
三
木
高
苓
、
津
田
氏
ら
は
当
時
豊
年
製
油
の
重
役
を
し
て
お
ら
れ

た
小
島
烏
水
会
長
の
も
と
へ
数
度
に
わ
た
っ
て
交
渉
に
出
か
け
ら
れ
、
む

つ
か
し
い
顔
を
し
た
会
長
の
壁
に
突
当
っ
て
い
た
。
関
西
支
部
設
立
に
対

す
る
反
対
は
、

水
野
祥
太
郎
「
ま
あ
、
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
と
と
り
よ
っ
た
な
あ
」

今
西
錦
司
「
関
西
支
部
を
作
る
こ
と
に
対
し
て
東
京
の
長
老
連
が
反
対

や
っ
た
の
を
、
う
ま
く
裏
工
作
し
て
く
れ
た
ん
は
松
方
、
伊
藤
ゲ
ン
さ
ん

で
す
よ
。
ま
あ
伊
藤
ゲ
ン
は
僕
等
が
動
か
し
と
っ
た
ん
や
が
ｌ
」

水
野
「
小
島
さ
ん
が
湯
気
を
立
て
た
大
阪
の
集
会
の
前
の
日
に
、
松
方

さ
ん
、
小
島
さ
ん
と
京
都
へ
行
っ
て
貴
方
が
た
と
話
を
し
た
で
し
よ
・
そ

の
と
き
に
松
方
、
伊
藤
の
線
で
大
体
ま
と
ま
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す

が
、
大
阪
へ
来
た
と
き
藤
木
さ
ん
が
そ
れ
を
知
ら
ず
に
ワ
ー
ッ
と
ま
く
し

た
て
た
も
ん
だ
か
ら
ｌ
」

今
西
「
そ
や
な
い
ん
や
、
京
都
か
ら
大
阪
へ
行
く
の
に
一
緒
に
汽
車
に

乗
り
こ
ん
で
話
合
い
を
や
っ
と
っ
た
ん
や
」

水
野
「
あ
の
会
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
初
め
か
ら
し
ま
い

ま
で
今
西
さ
ん
は
一
言
も
言
わ
な
か
っ
た
。
ち
ゃ
ん
と
そ
の
汽
車
の
中
の

裏
工
作
で
済
ん
ど
っ
た
ん
や
な
」
（
笑
）

昭
和
十
年
七
月
十
一
日
、
定
例
理
事
会
に
於
て
関
西
支
部
設
置
が
可

決
、
支
部
規
則
を
決
定
す
。
同
九
月
一
日
、
ル
ー
ム
を
大
阪
貯
蓄
銀
行
ビ

ル
三
階
八
号
室
に
開
設
す
。
同
十
月
八
日
支
部
設
置
記
念
晩
さ
ん
講
演
会
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関西支部のそもそもから

を
堂
ビ
ル
情
交
社
で
開
催
。

当
時
は
本
部
へ
理
事
三
名
を
選
出
し
、
支
部
役
員
を
設
け
た
。
（
理
事
）

別
宮
貞
俊
、
高
橋
健
治
、
三
木
高
苓
、
（
支
部
役
員
）
宮
崎
武
夫
、
西
岡

一
雄
、
小
川
正
十
郎
、
中
村
勝
郎
、
松
井
久
之
助
、
安
藤
博
、
津
田
周

二
、
影
山
寅
造
の
諸
氏
。

支
部
ル
ー
ム
の
設
置
に
は
三
木
、
中
原
、
西
岡
氏
の
尽
力
は
大
き
く
、

津
田
「
ビ
ル
に
は
好
日
山
荘
が
先
に
あ
っ
た
ん
で
す
。
隣
り
が
あ
い
て

い
て
、
そ
こ
を
借
り
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
に
敷
金
が
な
く
て
三
木
高
苓

さ
ん
が
国
債
で
二
百
円
か
三
百
円
に
し
て
立
替
え
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
う
ち
初
め
の
ル
ー
ム
が
狭
く
な
っ
て
、
後
に
好
日
の
向
い
へ
引
越
し

た
ん
で
す
」

昭
和
十
一
年
九
月
、
三
木
高
苓
氏
蔵
書
ア
ル
パ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
創
刊

号
よ
り
当
時
ま
で
の
全
冊
、
高
橋
健
治
氏
よ
り
独
填
山
岳
会
々
報
一
揃

い
、
奥
貞
雄
氏
よ
り
フ
ラ
ン
ス
山
岳
会
々
報
一
揃
い
を
ル
ー
ム
の
書
架
に

無
期
限
拝
借
、
飾
ら
せ
て
頂
き
会
員
が
利
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
御
本

人
が
な
く
な
ら
れ
た
昭
和
五
十
三
年
現
在
も
、
い
ま
だ
に
拝
借
し
っ
放
し

で
支
部
に
保
存
し
て
あ
る
。
ま
た
ル
ー
ム
の
管
理
に
は
長
岡
書
記
が
電
話

局
の
勤
め
が
終
る
と
ル
ー
ム
に
出
勤
し
、
一
隅
に
置
い
た
机
で
郵
便
物
等

の
整
理
や
発
送
を
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
支
部
と
し
て
豊
か
な
貯
え
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
支
部
が
発
足

す
る
と
同
時
に
ル
ー
ム
維
持
会
員
な
る
も
の
が
募
集
さ
れ
、
四
十
名
の
諸

氏
が
名
を
つ
ら
ね
た
が
、
支
部
の
予
算
を
本
部
で
負
担
し
て
も
ら
う
よ
う

折
衝
し
た
結
果
、
図
書
費
の
二
百
円
を
削
除
し
た
八
百
円
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
図
書
新
設
資
金
募
集
も
行
な
わ
れ
、
加
納
一
郎
、
宮

崎
武
夫
氏
が
購
入
に
当
ら
れ
た
。

同
年
十
二
月
一
日
立
教
ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト
遠
征
隊
歓
迎
会
を
開
催
し
た

が
、
こ
の
刺
激
に
よ
っ
て
関
西
で
も
計
画
が
進
め
ら
れ
、
六
月
に
は
京
大

の
Ｋ
２
、
早
大
の
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
計
画
等
に
つ
い
て
支
部
で
も
意

見
の
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
昭
和
十
二
年
に
は
日
支
事
変
が
始
ま

り
、
情
勢
は
次
第
に
戦
時
体
制
へ
と
傾
い
て
い
き
、
会
員
の
中
に
も
応
召

し
て
戦
地
へ
出
発
す
る
人
が
出
て
き
た
。

昭
和
十
四
年
、
第
二
次
欧
州
大
戦
が
始
ま
る
。

昭
和
十
五
年
、
大
阪
府
山
岳
連
盟
が
発
足
。

昭
和
十
六
年
、
太
平
洋
戦
争
は
じ
ま
る
。

昭
和
十
七
年
、
八
月
十
二
日
か
ら
五
日
間
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
で
次
の

と
お
り
山
岳
研
究
講
座
を
開
催
。

第
一
日
登
山
と
探
検
加
納
一
郎

露
営
技
術
、
森
林
作
法
山
口
季
次
郎

第
二
日
登
山
と
国
民
練
成
四
谷
龍
胤

登
山
の
装
備
に
就
て
諏
訪
多
栄
蔵

第
三
日
砂
漠
の
体
験
宮
崎
武
夫

山
岳
信
仰
の
変
遷
笹
谷
良
造

第
四
日
岩
登
り
術
の
基
礎
水
野
祥
太
郎

登
山
の
文
化
史
桑
原
武
夫
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第
五
日
「
ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト
」
及
び
「
ア
ン
デ
ス
の
霊
峰
を
衝
く

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
協
会
の
メ
ル
セ
ダ
リ
オ
初
登
筆
）
」
の

二
映
画
を
上
映

ま
た
十
一
月
二
十
六
日
よ
り
三
日
間
、
同
じ
く
大
毎
講
堂
で
冬
季
山
岳

研
究
講
座
を
開
催
。

第
一
日
ス
キ
ー
術
の
変
遷
水
野
祥
太
郎

雪
中
露
営
関
根
吉
郎

第
二
日
登
山
に
お
け
る
ス
キ
ー
術
の
変
遷
津
田
周
二

氷
河
地
形
の
観
照
田
中
薫

第
三
日
北
と
南
今
西
錦
司

登
山
用
短
ス
キ
ー
に
つ
い
て
角
倉
太
郎

こ
れ
は
関
西
支
部
発
足
以
来
の
快
挙
で
、
非
常
な
成
功
裡
に
終
り
、
こ

の
講
座
を
朋
文
堂
か
ら
二
冊
に
ま
と
め
て
出
版
し
た
が
、
こ
の
出
版
に
際

し
て
も
本
部
は
大
事
を
と
っ
て
関
西
支
部
編
と
す
る
よ
う
申
入
れ
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。
支
部
で
は
こ
の
余
剰
金
五
百
円
を
本
部
へ
寄
贈
し
、
本
部
か

ら
感
謝
状
を
も
ら
う
と
い
う
一
幕
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
一
日
、
支
部
ル
ー
ム
の
ガ
ラ
ス
窓
を
破
っ
て
焼
夷
弾

が
飛
び
こ
ん
だ
が
、
幸
い
一
隅
に
あ
っ
た
長
岡
書
記
の
机
を
焼
い
た
だ
け

で
図
書
な
ど
は
類
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
当
時
支
部
の
世
話
を
し
て
お
ら
れ

た
富
田
氏
は
図
書
の
保
管
を
憂
慮
し
、
空
襲
に
よ
っ
て
全
焼
せ
ぬ
間
に
場

所
を
移
し
て
お
く
こ
と
に
腐
心
さ
れ
、
加
賀
正
太
郎
氏
の
別
荘
を
借
り
る

了
承
を
得
た
が
、
戦
時
中
の
た
め
運
送
の
便
が
得
ら
れ
ず
そ
の
ま
ま
終
戦

を
迎
え
た
の
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
、
日
本
登
山
協
会
と
日
本
山
岳
会
と
の
合
体
問
題
が
起

り
、
近
畿
地
区
に
お
い
て
も
関
西
登
山
協
会
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
関
西
支
部
と
合
体

し
、
日
本
体
育
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｃ
側
が
主
体
と
な
る
こ
と
が

決
っ
た
が
、
体
質
的
に
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
は
事
が
運
ば
ず
難
航
を
続

け
た
。
そ
の
た
め
関
西
支
部
の
体
質
を
改
め
る
意
味
か
ら
、
今
ま
で
の
関

西
支
部
を
再
発
足
す
る
方
向
に
動
い
て
行
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
三
月
七
日
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
講
堂
で
新
支
部
の
発
会

式
が
開
催
さ
れ
、
関
西
地
方
の
実
情
に
沿
っ
た
、
よ
り
活
発
な
事
業
を
進

め
る
体
質
と
し
て
出
発
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
関
西
支
部
は
支
部
役
員
制

を
と
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
よ
り
支
部
長
を
置
き
、
篠
田
軍
治
氏

が
就
任
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
篠
田
支
部
長
が
辞
任
さ
れ
た
あ
と
、
し
ば
ら
く
空
席

と
な
っ
た
た
め
常
務
委
員
が
代
行
す
る
時
期
が
あ
っ
た
。
こ
の
年
か
ら
関

西
支
部
研
究
会
が
諏
訪
多
栄
蔵
氏
の
企
画
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
昭
和
四

十
年
ま
で
続
行
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
会
は
単
な
る
登
山
の
講
習
で
は
な

く
、
登
山
に
関
す
る
研
究
の
発
表
の
場
で
あ
り
、
実
践
へ
の
検
討
の
場
と

し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
、
支
部
会
員
の
み
で
な
く
広
く
大
学
山
岳
部
、

社
会
人
団
体
か
ら
も
多
数
の
出
席
を
得
て
、
か
な
り
の
影
響
力
を
も
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

同
年
、
支
部
設
立
当
時
か
ら
ル
ー
ム
と
し
て
い
た
ビ
ル
の
建
て
替
え
の

関
係
か
ら
支
部
の
移
転
問
題
が
起
り
、
北
区
老
松
町
に
あ
っ
た
好
日
山
荘
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関西支部のそもそもから

の
あ
っ
せ
ん
で
、
同
店
の
ビ
ル
の
一
室
へ
十
一
月
に
移
転
を
行
な
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
、
支
部
長
に
津
田
周
二
氏
就
任
。
支
部
長
の
努
力
に
よ

っ
て
関
西
支
部
報
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
四
年
、
海
外
遠
征
が
次
々
と
行
な
わ
れ
る
中
で
、
支
部
と
し

て
も
意
義
の
あ
る
登
山
を
実
行
し
て
は
ど
う
か
と
の
考
え
に
傾
き
、
企
画

委
員
が
き
め
ら
れ
検
討
が
続
い
た
。
最
終
的
に
は
南
米
ア
ン
デ
ス
、
ア
コ

ン
カ
グ
ア
南
壁
が
候
補
に
の
ぼ
り
、
希
望
者
を
加
え
て
計
画
が
建
て
ら
れ

た
が
、
ま
だ
自
由
で
な
か
っ
た
渡
航
や
目
標
の
評
価
、
そ
の
他
多
く
の
事

情
の
た
め
尻
す
ぽ
み
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
年
、
う
つ
ぼ
公
園
内
に
大
阪
市
が
設
置
補
助
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
事
務
所
に
机
を
置
き
会
場
使
用
等
の
便
利
を
得

る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
六
年
、
支
部
の
運
営
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
、
以
後
相
談

役
と
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
支
部
評
議
員
制
を
と
る
こ
と
を
定
め
た
。

同
年
大
阪
市
立
大
学
登
山
隊
が
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
で
遭
難
し
、
隊
長

森
本
嘉
一
氏
は
支
部
委
員
と
し
て
最
初
に
海
外
で
遭
難
死
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
、
支
部
長
に
水
野
祥
太
郎
氏
就
任
。
こ
の
年
、
神
戸
の

グ
ル
ー
プ
で
日
本
山
岳
会
関
西
支
部
訪
台
友
好
登
山
隊
を
組
織
し
、
関
西

支
部
と
称
す
る
最
初
の
海
外
登
山
が
行
な
わ
れ
た
。

昭
和
三
十
九
年
二
月
、
支
部
設
立
当
時
か
ら
御
援
助
を
惜
し
ま
れ
な
か

っ
た
西
岡
一
雄
氏
は
、
静
養
中
の
宮
崎
で
逝
去
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
年
、
大
阪
市
の
御
堂
筋
に
新
築
さ
れ
た
明
治
生
命
社
屋
の
建

設
記
念
会
を
七
月
に
開
催
す
る
に
当
り
、
日
本
山
岳
会
に
援
助
依
頼
が
あ

り
、
十
九
日
は
今
西
錦
司
氏
、
二
十
日
は
深
田
久
弥
氏
の
講
演
が
あ
っ
た

他
、
支
部
委
員
に
よ
る
夏
山
相
談
所
、
装
備
展
示
会
、
坂
本
直
行
氏
の
絵

画
展
が
併
設
さ
れ
た
。

日
本
山
岳
協
会
が
発
足
す
る
に
当
っ
て
、
関
西
支
部
が
ど
の
よ
う
な
立

場
を
と
る
か
に
つ
い
て
、
十
一
月
十
六
日
加
藤
泰
安
氏
が
来
阪
さ
れ
、
日

本
山
岳
会
が
日
山
協
に
加
盟
し
た
経
過
な
ど
説
明
、
各
支
部
も
府
県
の
協

会
支
部
、
岳
連
に
加
盟
の
方
向
を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
の

に
対
し
、
水
野
支
部
長
か
ら
了
承
の
意
向
が
出
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
一
年
、
支
部
ル
ー
ム
代
値
上
げ
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ま
で
に
も
部
屋
代
に
つ
い
て
は
好
日
山
荘
の
援
助
が
あ
り
、
な
お
そ
の

う
え
支
部
が
他
の
山
岳
会
に
又
貸
し
す
る
よ
う
な
状
態
が
続
い
て
お
り
、

値
上
げ
に
よ
っ
て
ル
ー
ム
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
て
、
五
月

十
一
日
評
議
員
会
を
開
い
た
結
果
、
す
で
に
加
盟
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
ク
ラ
ブ
の
事
務
室
に
支
部
を
移
転
し
て
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
に

決
定
し
、
支
部
の
店
子
に
は
丁
重
に
御
引
取
り
い
た
だ
い
て
、
六
月
十
五

日
移
転
を
完
了
し
た
。
た
だ
し
図
書
等
に
つ
い
て
は
水
野
、
今
西
寿
雄
両

委
員
に
保
管
を
委
託
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
、
支
部
長
に
今
西
寿
雄
就
任
。
同
年
十
月
、
ネ
パ
ー
ル

の
ニ
ル
ギ
リ
付
近
へ
偵
察
行
の
梶
本
徳
次
郎
委
員
が
高
度
障
害
の
た
め
死

去
。
委
員
と
し
て
二
人
目
の
海
外
遭
難
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
、
大
阪
大
学
Ｐ
四
の
登
頂
未
確
認
か
ら
、
支
部
が
後
を
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引
受
け
て
Ｐ
羽
に
登
山
隊
を
送
る
計
画
が
建
て
ら
れ
、
許
可
申
請
を
提
出

す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
な
っ
た
が
、
住
吉
隊
長
の
望
遠
写
真
に
よ
っ
て
登
頂

が
決
定
さ
れ
、
ま
た
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
不
足
等
も
あ
っ
て
支
部
と
し
て
の

隊
は
編
成
さ
れ
な
い
で
終
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
五
月
十
七
・
十
八
日
、
関
西
支
部
設
立
四
十
周
年
記
念

懇
親
会
が
、
摩
耶
山
上
、
神
戸
摩
耶
ロ
ッ
ジ
で
開
か
れ
た
。
当
日
は
東
京

か
ら
望
月
達
夫
氏
を
御
招
き
し
て
記
念
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
豪
華

な
福
引
き
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
懇
談
会
が
続
き
、
翌
日
は
下
界
ま
で
の

ハ
イ
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
閉
会
と
な
っ
た
。

同
年
十
月
二
十
八
日
、
日
本
山
岳
会
創
立
七
十
周
年
記
念
講
演
と
映
画

の
集
い
を
堂
島
の
毎
日
ホ
ー
ル
で
開
催
。
講
演
は
槙
有
恒
氏
の
「
山
へ
の

回
想
」
、
中
島
道
郎
氏
の
「
高
所
順
応
に
つ
い
て
」
、
映
画
は
「
マ
ナ
ス
ル

に
立
つ
」
が
上
映
さ
れ
、
盛
会
で
あ
っ
た
。

支
部
の
図
書
は
倉
庫
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
が
、
死
蔵
す

る
に
は
惜
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
西
方
の
ピ
ル
の
一
室
に
支
部
の
図

書
室
を
設
置
し
て
、
図
書
委
員
が
目
録
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
図
書
は
支
部
の
方
々
が
設
立
当
時
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
を
始
め
、
大
冊

を
拝
借
し
た
も
の
、
そ
の
後
も
寄
贈
を
い
た
だ
い
た
も
の
、
と
ぼ
し
い
中

か
ら
支
部
で
購
入
し
た
も
の
な
ど
か
な
り
の
数
量
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
今

で
は
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
こ
れ
の
整
理
と
運
用

を
今
後
も
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

さ
て
最
近
の
関
西
支
部
は
山
菜
山
行
が
盛
ん
で
、
何
か
の
楽
し
み
を
求

め
て
歩
き
始
め
て
い
る
が
、
ぽ
つ
ぽ
つ
支
部
で
企
画
し
た
海
外
登
山
も
気

運
と
し
て
出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
今
ま
で
何
回
と
な
く
考
え
ら
れ
て
は

消
え
て
行
っ
た
計
画
が
、
ど
の
よ
う
に
形
を
と
と
の
え
て
動
い
て
い
く

か
、
大
き
い
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

〔
文
責
・
阿
部
和
行
〕
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越後支部のあゆみと私

昨
年
、
越
部
支
部
創
設
前
後
か
ら
現
在
ま
で
の
保
管
資
料
の
一
切
を
茶

箱
（
高
さ
一
尺
三
寸
、
縦
横
一
尺
一
寸
×
一
尺
六
寸
）
四
個
に
詰
め
込
ん

で
積
み
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
整
理
、
取
捨
選
択
す
る
の
は
次
代

の
会
員
の
仕
事
と
し
て
、
今
は
遠
く
な
っ
た
記
憶
だ
け
で
記
し
て
お
く
。

大
正
中
頃
の
当
時
は
、
新
潟
県
の
旦
那
様
扱
の
富
農
商
の
子
弟
は
慶

応
、
無
産
者
の
子
弟
の
俊
英
は
早
稲
田
と
決
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
私
は
そ

の
ど
ち
ら
で
も
な
い
高
小
卒
の
新
潟
鉄
工
所
の
徒
弟
に
な
っ
た
。
し
た
が

っ
て
山
に
縁
の
あ
る
学
校
生
活
の
覚
え
は
な
い
。
山
な
ど
馬
鹿
で
も
登
れ

る
が
、
同
好
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
、
山
の
技
術
に
つ
い
て
、
山
を
ど
う

科
学
す
る
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
先
輩
は
い
な
い
。

信
濃
川
に
立
つ
と
、
新
潟
平
野
の
彼
方
に
連
立
す
る
越
後
山
脈
の
銀
屏

｜
》
蕊
灘
撚
篭
鍵
一
〈
Ⅲ
〉

越
後
支
部
の
あ
ゆ
み
と
私

風
が
見
渡
さ
れ
る
。
大
人
に
な
っ
た
ら
あ
の
見
え
る
限
り
の
山
に
登
り
た

い
と
、
幼
な
心
に
思
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
は
家
が
ラ
ン
プ
か
ら
五
燭
の

電
灯
に
な
り
、
買
い
水
が
水
道
に
な
っ
た
は
い
い
が
、
新
聞
は
取
っ
て
い

な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
登
山
案
内
書
な
ど
あ
ろ
う
筈
も
な
い
。
手
探
り
足

探
り
で
日
帰
り
の
山
を
が
む
し
ゃ
ら
に
登
っ
た
。
東
京
大
震
災
に
上
京
し

て
、
世
の
中
に
は
こ
ん
な
に
ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
を
背
負
う
人
が
い
る
の
か
と

た
ま
げ
た
。

そ
の
頃
、
お
っ
か
な
び
っ
く
り
北
ア
ル
プ
ス
な
る
山
々
に
登
っ
た
。
道

の
あ
る
山
に
案
内
人
を
雇
っ
て
、
劔
、
立
山
か
ら
槍
、
穂
高
も
歩
い
た

が
、
金
が
か
か
る
。
昭
和
の
初
め
飯
豊
連
峰
に
入
っ
た
。
道
も
小
屋
も
な

く
、
山
で
は
金
の
使
い
道
も
な
い
。
以
来
、
飯
豊
登
山
に
精
を
出
し
現
在

藤
島
玄
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に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
頃
、
新
潟
高
校
が
で
き
て
、
会
員
小
林
文
平
先
生
が
赴
任
さ
れ
、

初
め
て
指
導
者
を
得
た
。
二
王
子
岳
で
ス
キ
ー
の
練
習
も
し
た
。
飯
豊
の

春
山
に
も
登
っ
た
。
恋
女
房
も
も
ら
っ
た
し
、
子
供
も
で
き
た
が
、
両
親

は
丈
夫
で
あ
っ
た
。
せ
っ
せ
と
山
は
登
っ
た
が
、
一
方
で
は
失
敗
の
連
続

だ
っ
た
。
鉄
工
所
員
だ
け
の
山
と
ス
キ
ー
の
会
を
作
り
あ
げ
た
。
町
の
人

達
の
交
友
も
拡
ま
っ
て
、
そ
れ
ら
の
同
好
者
の
山
岳
会
の
組
織
を
つ
く
っ

た
が
、
二
度
と
も
自
分
で
作
っ
た
会
則
に
よ
り
、
自
分
が
追
放
さ
れ
た
。

喧
嘩
口
論
大
好
き
、
性
格
的
に
椙
介
の
点
が
あ
っ
た
の
だ
。
た
だ
し
、
戦

後
ま
で
酒
は
飲
ま
な
い
。
飲
む
と
す
ぐ
吐
き
そ
う
に
な
っ
て
ダ
ウ
ン
・
歌

も
知
ら
ぬ
し
、
芸
も
な
い
。
一
向
に
面
白
く
な
い
真
面
目
な
議
論
ば
か
り

し
て
い
る
。
山
へ
入
っ
た
ら
、
く
そ
負
け
る
も
ん
か
と
い
う
自
負
心
が
あ

っ
た
。
第
一
そ
い
つ
ら
の
多
芸
多
趣
味
が
気
に
く
わ
な
い
・
賭
事
勝
負
の

あ
れ
こ
れ
や
、
趣
味
の
会
の
練
習
の
余
暇
に
、
山
も
や
る
と
い
う
根
性
が

嫌
い
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
に
む
き
に
な
っ
て
怒
る
方
が
ど
う
か
し
て

い
る
の
に
気
が
つ
か
な
い
の
だ
。

小
林
先
生
の
紹
介
で
日
本
山
岳
会
の
会
員
に
な
っ
た
。
入
会
金
の
値
上

げ
で
一
年
待
っ
た
ら
、
ま
た
値
上
げ
に
な
っ
た
。
ま
た
値
上
げ
か
と
文
句

言
っ
て
や
っ
た
ら
、
前
年
度
で
よ
る
し
と
返
事
が
き
た
。
そ
の
借
り
を
返

え
そ
う
と
、
終
身
会
員
で
入
会
し
た
の
だ
が
、
年
会
費
を
永
年
会
員
に
な

る
ま
で
続
け
て
き
た
。
そ
ん
な
も
の
は
、
月
割
り
に
し
た
ら
散
髪
料
よ
り

安
い
も
ん
だ
。
永
年
会
員
に
な
っ
た
ら
、
嫁
に
行
っ
た
娘
を
入
会
さ
せ

て
、
穴
を
埋
め
た
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
一
年
待
た
ず
に
入
会
し
た
ら
、

会
員
番
号
は
三
桁
で
あ
っ
た
の
に
残
念
だ
。

入
会
し
て
も
上
京
の
機
会
が
な
い
か
ら
、
本
部
も
知
ら
ぬ
し
、
同
県
の

高
頭
仁
兵
衛
翁
に
は
、
苗
場
山
の
大
平
晟
先
生
の
銅
像
除
幕
式
で
、
大
平

先
生
に
は
新
聞
社
の
座
談
会
で
し
か
お
目
に
か
か
っ
て
い
な
い
。
一
方

『
山
岳
』
に
仙
台
二
高
の
飯
豊
連
峰
の
報
告
が
次
々
と
載
っ
た
。
新
潟
高

校
山
岳
部
と
は
関
係
し
て
い
た
が
、
当
事
者
で
も
学
生
で
も
な
い
私
は
、

飯
豊
に
対
す
る
実
績
も
研
究
も
決
し
て
劣
る
も
の
で
な
い
自
信
は
あ
っ
た

が
、
発
表
す
る
力
も
な
け
れ
ば
、
発
表
機
関
の
連
絡
も
持
た
な
か
っ
た
。

特
に
佐
々
保
雄
氏
の
飯
豊
紀
行
に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
多
々
あ
っ
た
。
飯
豊

を
し
っ
か
り
捉
え
て
、
音
と
響
き
を
流
し
、
彩
り
で
飾
っ
た
。

た
だ
羨
し
い
思
い
で
頭
を
下
げ
た
。
終
戦
の
前
年
だ
と
思
う
が
、
寒
い

こ
ろ
県
内
の
疎
開
先
か
ら
塚
本
繁
松
氏
が
訪
れ
て
き
た
。
前
後
合
せ
て
四

十
泊
以
上
は
し
た
と
思
う
。
煙
草
は
喫
っ
た
が
当
時
は
酒
を
飲
ま
な
い
私

は
、
塚
本
氏
が
酒
飲
み
だ
と
知
ら
ぬ
し
、
本
人
も
一
言
も
言
わ
な
い
。
乳

児
に
配
給
の
粉
ミ
ル
ク
、
砂
糖
が
唯
一
の
ご
馳
走
で
、
今
も
よ
く
家
内
が

い
う
が
「
ま
た
で
す
か
」
と
言
う
ほ
ど
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
ん
で
、
日
本
山
岳
会

の
四
方
山
話
に
ふ
け
っ
た
。
酒
が
ほ
し
い
と
言
え
ば
、
手
に
入
れ
る
方
法

も
あ
っ
た
し
、
濁
酒
を
造
る
所
へ
案
内
も
で
き
た
の
に
、
よ
ほ
ど
後
に
な

っ
て
知
っ
て
、
こ
れ
に
は
残
念
し
た
し
、
感
心
も
し
た
も
ん
だ
。
そ
ん
な

と
き
、
で
て
き
た
の
が
、
何
と
か
し
て
越
後
支
部
を
作
っ
て
み
た
い
、
と

い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
腹
案
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
が
固
ま
つ
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て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
は
ふ
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。

終
戦
直
後
、
日
本
山
岳
会
で
は
会
員
に
呼
び
か
け
、
会
の
復
興
を
図
る

た
め
「
会
報
」
を
出
す
こ
と
に
な
り
、
戦
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
新
潟
で
印
刷

し
よ
う
と
引
受
け
た
。
手
を
つ
く
し
て
長
岡
、
新
潟
を
走
り
廻
っ
て
紙
の

入
手
に
努
め
た
が
、
私
や
印
刷
所
の
力
で
は
定
期
刊
行
物
の
紙
の
確
保
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
救
世
主
の
松
方
三
郎
さ
ん
の
一
言
で
、
新
潟
日

報
が
新
聞
紙
を
く
れ
て
印
刷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

越
後
支
部
創
立
三
十
周
年
記
念
会
を
先
年
や
っ
た
の
で
覚
え
て
い
る

が
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
、
高
頭
邸
に
於
て
、
支
部
結
成
発
起
人
会
を

開
き
、
そ
の
日
を
も
っ
て
創
立
結
成
と
本
部
へ
報
告
し
た
。
本
部
の
役
員

会
で
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
か
は
、
こ
ち
ら
は
お
構
い
な
し
に
、
認
め
ら
れ

た
も
の
と
し
て
、
早
速
そ
の
組
織
化
に
か
か
っ
た
。

県
内
の
会
員
諸
氏
の
同
意
を
得
る
こ
と
、
市
町
村
単
位
の
山
岳
会
を
再

建
し
て
そ
の
代
表
を
新
会
員
に
す
る
こ
と
、
県
体
協
に
加
盟
す
る
こ
と

（
国
民
体
育
登
山
部
門
を
担
当
し
て
、
運
動
具
の
配
給
を
受
け
た
）
、
な
ど

に
着
手
し
た
。
ま
た
、
支
部
は
事
業
ら
し
い
こ
と
を
し
な
い
こ
と
に
き
め

、
、
、

私
た
。
し
な
い
支
部
が
看
板
だ
。
し
た
が
っ
て
役
員
会
も
金
集
め
も
し
な

錘
い
、
喧
嘩
の
種
に
な
る
銭
の
問
題
を
切
捨
て
た
。
役
員
は
新
会
員
に
依
頼

”
し
た
。

の部
こ
う
し
て
、
評
議
だ
の
会
則
だ
の
選
挙
だ
の
、
後
の
恨
み
を
残
す
よ
う

鮭
な
こ
と
な
く
、
う
や
む
や
の
う
ち
に
支
部
は
成
り
立
ち
、
当
然
の
よ
う
に

越
支
部
長
に
私
が
な
っ
て
い
た
。
翌
年
の
初
夏
、
ま
だ
残
雪
の
多
蝉
田
場
山

に
、
高
頭
、
冠
翁
を
講
師
に
臨
席
い
た
だ
い
て
、
創
立
総
会
を
開
催
し

た
。
そ
の
帰
途
、
産
み
の
親
の
一
人
、
塚
本
主
事
が
チ
フ
ス
で
亡
く
な
ら

れ
た
電
報
を
受
け
た
の
は
哀
感
に
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
先
、
終
戦

と
同
時
に
学
徒
動
員
生
を
引
率
さ
れ
て
行
っ
た
小
林
先
生
も
チ
フ
ス
で
亡

く
な
ら
れ
て
い
る
。
二
人
の
恩
人
を
同
じ
病
気
で
失
な
っ
た
と
は
、
岳
友

を
戦
争
で
失
っ
た
以
上
の
痛
手
で
あ
っ
た
。

、
、
、

し
な
い
支
部
の
方
は
『
越
後
山
岳
』
五
号
ま
で
出
し
た
。
そ
の
う
ち

に
、
新
潟
国
体
を
迎
え
る
直
前
に
山
岳
連
盟
問
題
が
起
き
た
。
主
催
者
の

県
の
圧
力
で
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
き
て
、
支
部
長
、
県
山
岳
協
会
長
の
出
る
幕

と
な
っ
た
。
誰
が
相
手
で
あ
っ
て
も
、
譲
る
こ
と
で
国
体
登
山
を
無
事
成

功
裡
に
終
る
こ
と
だ
。
条
件
は
、
一
切
の
協
会
の
人
事
を
お
任
せ
す
る
、

渡
す
財
産
は
一
銭
も
な
い
、
私
は
も
ち
ろ
ん
退
く
、
た
だ
し
、
登
山
会
場

は
既
に
決
め
た
飯
豊
連
峰
は
動
か
さ
な
い
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
協
会

名
、
旗
、
印
判
は
そ
の
ま
ま
残
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ

と
は
、
子
供
に
大
人
の
帽
子
を
被
せ
た
よ
う
な
も
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
。

似
合
な
け
れ
ば
、
い
つ
で
も
取
り
上
げ
て
大
人
の
頭
に
チ
ョ
ン
と
の
せ
ら

れ
る
。
そ
の
自
信
が
あ
っ
た
の
は
、
寝
食
を
共
に
山
で
苦
労
し
た
実
力
者

が
そ
ろ
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
だ
岳
連
だ
と
騒
ぐ
の
は
見
つ
と
も
な

い
上
に
、
馬
鹿
々
々
し
い
徒
労
で
あ
る
。

国
体
登
山
は
物
の
美
事
に
、
支
部
会
員
達
の
お
得
意
の
会
場
仮
室
で
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
て
、
成
功
の
う
ち
に
打
ち
上
げ
た
。
国
体
登
山
十

周
年
に
、
岳
連
の
当
時
の
お
歴
々
を
招
待
し
て
み
た
。
み
ん
な
の
ご
出
席
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に
こ
ち
ら
が
驚
い
た
。
そ
し
て
、
随
分
国
体
は
や
っ
た
が
、
記
念
日
に
招

待
さ
れ
た
の
は
越
後
支
部
が
初
め
て
だ
、
と
い
わ
れ
て
、
ま
た
こ
ち
ら
は

た
ま
げ
て
し
ま
っ
た
。

支
部
の
行
事
は
す
べ
て
、
全
会
員
の
気
運
の
盛
り
上
り
を
待
っ
て
や
っ

た
。
次
は
新
潟
県
境
全
縦
走
だ
っ
た
。
点
で
は
な
く
、
線
だ
。
約
七
○
○

キ
ロ
の
踏
破
だ
。
支
部
会
員
は
全
力
投
球
し
た
。
『
越
後
山
岳
』
六
号
の

報
告
書
を
出
し
た
。
支
部
は
一
銭
の
損
得
も
な
し
。
人
様
に
一
銭
の
お
ね

だ
り
を
し
た
覚
え
も
な
い
。
そ
れ
が
支
部
長
の
仕
事
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ

に
な
っ
て
、
岳
連
の
帽
子
は
大
人
の
頭
に
戻
っ
て
、
県
山
協
は
面
目
一

新
、
新
し
く
発
足
し
て
、
ま
す
ま
す
健
在
で
あ
る
。

年
の
せ
い
で
記
憶
に
前
後
の
違
い
は
あ
ろ
う
が
、
支
部
の
辿
っ
た
足
跡

を
拾
い
あ
げ
て
こ
こ
ま
で
一
気
に
書
い
て
み
た
。
人
生
の
一
巻
が
終
る
と

二
巻
は
な
い
。
そ
こ
で
一
棺
の
文
字
を
当
て
る
終
り
も
近
い
。
記
録
を
基

に
し
た
正
確
な
越
後
支
部
の
歴
史
は
、
こ
れ
を
口
火
に
、
こ
れ
か
ら
で
あ

る
。
越
後
支
部
で
は
今
、
『
越
後
山
岳
』
七
号
、
一
等
三
角
点
の
山
特
集

が
進
行
中
で
あ
る
。
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熊本支部設立当時を顧みて

熊
本
支
部
は
昨
年
二
九
七
七
年
）
七
月
十
三
日
を
も
っ
て
設
立
二
十

周
年
を
迎
え
た
。
記
念
行
事
は
十
一
月
五
、
六
日
に
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高

千
穂
町
で
行
い
、
六
日
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
が
明
治
二
十
三

年
十
一
月
六
日
に
登
っ
た
祖
母
山
（
一
七
五
七
メ
ー
ト
ル
）
に
、
八
十
七

年
前
を
偲
ん
で
彼
が
辿
っ
た
コ
ー
ス
か
ら
登
っ
た
（
会
報
『
山
』
第
三
三

八
号
記
載
）
。
本
部
か
ら
望
月
達
夫
、
折
井
健
一
両
副
会
長
の
参
加
が
あ

り
、
関
西
支
部
会
員
を
は
じ
め
県
内
外
の
会
員
三
十
八
名
が
参
加
、
盛
況

で
あ
っ
た
（
会
報
『
山
』
第
三
九
二
号
、
同
第
三
九
三
号
記
載
）
。

こ
れ
か
ら
の
支
部
は
二
十
才
代
の
成
年
期
に
入
る
が
、
こ
れ
を
機
会
に

は
じ
め
に

熊
本
支
部
設
立
当
時
を
顧
み
て

〈
皿
〉

設
立
以
来
の
事
柄
を
記
録
に
し
て
残
し
て
お
こ
う
と
思
い
記
念
誌
の
執
筆

を
思
い
立
っ
た
が
、
な
か
な
か
筆
が
進
ま
な
い
う
ち
に
山
岳
編
集
委
員
会

か
ら
記
事
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
お
受
け
す
る
こ
と
に
し
て
私
の
山
日

記
の
メ
モ
か
ら
拾
っ
て
当
時
を
想
い
出
し
て
み
た
。
勿
論
全
容
を
記
す
こ

と
は
出
来
な
い
し
、
紙
面
の
制
限
も
あ
っ
て
設
立
当
時
の
前
後
の
こ
と
を

中
心
に
書
い
て
み
た
。
支
部
設
立
に
最
も
尽
力
が
あ
っ
た
初
代
支
部
長
北

田
正
三
氏
が
死
亡
し
て
い
る
た
め
、
私
の
知
っ
て
い
る
以
上
に
、
初
代
支

部
長
の
御
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い

が
、
彼
の
遠
大
な
構
想
と
熊
本
県
岳
界
に
尽
し
た
功
績
に
対
し
、
敬
意
を

表
し
た
い
。

西
沢
健
一
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熊
本
支
部
の
設
立
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
年
）
七
月
十
三
日

阿
蘇
郡
一
の
宮
町
宮
地
の
北
田
正
三
宅
（
聖
山
荘
）
に
九
名
の
会
員
が
集

っ
て
開
い
た
第
一
回
集
会
を
も
っ
て
発
足
の
日
と
し
て
い
る
。
そ
の
前
に

設
立
準
備
の
期
間
が
あ
る
の
で
、
昭
和
三
十
一
年
後
半
か
ら
の
記
憶
を
思

い
出
し
て
み
よ
う
。

昭
和
三
十
一
年
と
い
え
ば
、
日
本
山
岳
会
が
戦
後
初
め
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

八
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
マ
ナ
ス
ル
に
登
頂
し
た
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
マ

ナ
ス
ル
の
み
な
ら
ず
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
巨
峰
が
次
々
に
各
国
の
登
山
隊
に
登
ら

れ
た
頃
で
あ
る
。
同
年
七
月
十
八
日
に
は
、
熊
本
で
も
市
内
桜
町
に
あ
る

自
治
会
館
で
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
員
で
あ
っ
た
加
藤
喜
一
郎
、
大
塚
博
美
両

隊
員
を
迎
え
て
講
演
と
ス
ラ
イ
ド
上
映
が
も
よ
お
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
時
代
の
背
景
の
中
で
、
当
時
日
本
山
岳
会
に
は
山
形
、
福

島
、
越
後
、
東
京
、
山
梨
、
信
濃
、
富
山
、
石
川
、
静
岡
、
関
西
、
山
陰

の
十
一
支
部
が
あ
り
、
九
州
に
は
結
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
九
州
で
は

福
岡
、
大
分
両
県
下
に
少
数
な
が
ら
会
員
が
在
住
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ

も
支
部
を
結
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
私
の
知
る
と
こ
ろ
熊
本

県
内
に
は
北
田
正
三
氏
（
会
員
番
号
九
八
一
号
）
の
ほ
か
三
谷
孝
一
氏

（
同
四
○
九
二
号
）
が
居
ら
れ
た
。
九
州
各
県
に
は
岳
連
加
盟
の
山
岳
団

体
は
か
な
り
多
く
組
織
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
九
州
在
住
の
会
員
は
比
較

的
少
な
か
っ
た
の
で
、
九
州
で
支
部
を
結
成
す
る
に
は
、
会
員
数
を
増
や

設
立
承
認
ま
で

し
、
当
時
二
十
名
以
上
と
さ
れ
て
い
た
定
数
を
満
た
す
必
要
が
あ
っ
た
。

現
在
九
州
に
は
熊
本
支
部
の
ほ
か
、
福
岡
、
東
九
州
の
三
支
部
が
設
立
さ

れ
て
会
員
数
は
多
く
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
五
年
に
熊
本
県
で
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
然
、

登
山
部
門
は
従
前
ど
お
り
日
本
山
岳
会
が
担
当
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
た
（
実
際
に
は
そ
の
前
年
の
東
京
大
会
ま
で
日
本
山
岳
会
が
担
当
し

て
、
熊
本
国
体
以
降
は
全
日
本
山
岳
連
盟
が
担
当
し
た
。
現
在
は
日
本
山

岳
協
会
と
な
り
、
日
本
山
岳
会
は
日
本
山
岳
協
会
の
一
加
盟
団
体
と
な
っ

て
い
る
）
。
北
田
正
三
氏
は
県
内
で
会
員
を
募
り
、
定
数
に
達
し
て
熊
本

支
部
を
結
成
し
、
来
る
熊
本
国
体
に
そ
な
え
よ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
年
の
七
月
十
八
日
、
北
田
さ
ん
は
県
庁
へ
来
ら
れ
、
私
に
日
本
山

岳
会
へ
の
入
会
を
す
す
め
ら
れ
た
。
当
時
私
は
熊
本
県
庁
の
統
計
課
に
勤

め
て
お
り
、
以
前
か
ら
北
田
さ
ん
は
県
庁
へ
来
ら
れ
た
時
は
、
私
の
部
屋

へ
寄
ら
れ
る
の
を
常
と
さ
れ
て
い
た
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
話
を
き
い
て
は

指
導
か
つ
激
励
を
う
け
て
い
た
。
二
十
四
日
に
一
足
先
に
入
会
さ
れ
た
三

谷
孝
一
氏
（
二
代
目
支
部
長
）
に
も
会
っ
て
山
岳
会
の
近
況
を
き
い
た
私

は
た
め
ら
わ
ず
北
田
さ
ん
へ
一
任
し
た
。
北
田
、
三
谷
両
氏
の
紹
介
で
入

会
決
定
の
通
知
が
あ
っ
た
の
は
九
月
十
四
日
で
あ
っ
た
。
私
と
一
緒
に
入

会
し
た
の
は
玉
名
金
助
氏
、
岸
本
舜
治
氏
（
県
教
育
庁
勤
務
）
の
二
名
で

あ
っ
た
。

北
田
正
三
氏
は
一
方
、
熊
本
県
山
岳
連
盟
の
会
長
も
さ
れ
て
い
た
の

で
、
岳
連
の
会
員
諸
兄
へ
も
入
会
を
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
の
方
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熊本支部設古当時を顧みて

の
希
望
者
は
残
念
な
が
ら
な
か
っ
た
。
地
方
の
山
岳
会
に
所
属
し
て
い
る

の
で
重
ね
て
入
会
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
は
現
在
の

よ
う
に
山
岳
協
会
の
組
織
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
岳
連
の
一
部

に
（
他
県
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
が
）
、
日
本
山
岳
会
に
対
し
批
判
を

も
つ
者
も
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
北
田
さ
ん
は
、
入
会
を
希
望
し

て
い
た
竹
田
市
の
首
藤
宗
利
、
山
口
辿
、
大
津
省
吾
の
各
氏
、
荒
尾
市
の

荒
尾
宏
氏
、
そ
の
ほ
か
個
人
的
に
入
会
を
さ
そ
い
、
私
へ
も
県
庁
内
で
会

員
を
募
っ
て
く
れ
と
話
が
あ
っ
た
。

会
員
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、
北
田
さ
ん
は
支
部
は
県
庁
内
に
置
い
て

私
に
支
部
の
世
話
を
や
っ
て
く
れ
と
申
さ
れ
た
。
県
内
で
は
長
老
的
存
在

で
あ
っ
た
北
田
さ
ん
で
あ
る
が
、
支
部
の
会
員
を
選
ぶ
と
な
る
と
慎
重
に

考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
支
部
会
員
が
家
族
的
な
連
帯
と
な
っ
て

い
け
る
支
部
を
つ
く
り
た
い
と
言
わ
れ
、
ま
た
熊
本
県
だ
け
は
岳
連
と
う

ま
く
や
っ
て
い
き
、
事
業
は
岳
連
が
や
っ
て
、
岳
連
に
で
き
な
い
面
を
支

部
が
や
る
と
い
う
両
立
し
た
方
針
で
県
内
和
や
か
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い

う
北
田
さ
ん
の
考
え
が
あ
っ
た
（
北
田
書
簡
よ
り
）
。

ま
た
、
支
部
を
県
庁
内
に
置
く
と
い
う
北
田
さ
ん
の
考
え
は
、
県
の
観

光
、
自
然
保
護
、
保
健
体
育
行
政
を
総
招
す
る
県
庁
内
に
置
い
た
方
が
、

県
自
治
体
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
連
携
が
保
て
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
当
時
は
全
岳
連
と
日
本
山
岳
会
の
組
織
が
一
体
化
し
て
お
ら
ず
、

登
山
部
門
を
代
表
す
る
日
本
体
育
協
会
加
盟
の
山
岳
団
体
は
日
本
山
岳
会

が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
国
際
的
に
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

北
田
さ
ん
か
ら
入
会
の
す
す
め
が
あ
っ
て
、
早
速
県
庁
内
か
ら
会
員
を

四
名
推
薦
し
て
入
会
し
て
も
ら
っ
た
。
岸
本
舜
治
、
菅
隆
雄
、
森
秀
雄
、

古
賀
軍
の
四
氏
で
あ
っ
た
。
県
庁
内
に
支
部
を
置
き
、
県
庁
の
メ
ン
バ
ー

が
支
部
の
主
体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
十
月
六
日
県
庁

登
山
部
（
熊
本
県
岳
連
加
盟
団
体
、
当
時
主
務
幹
事
西
沢
健
一
）
の
村
山

豪
氏
と
二
人
で
北
田
正
三
氏
を
訪
ね
、
支
部
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し

あ
っ
た
。
支
部
は
県
庁
登
山
部
内
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
話
が
具
体
化
し
て
、
発
起
人
の
氏
名
も
決
っ
た
。
北
田
正

三
、
三
谷
孝
一
、
玉
名
金
助
、
西
沢
健
一
、
岸
本
舜
治
、
菅
隆
雄
、
森
秀

雄
、
古
賀
寧
、
首
藤
宗
利
、
山
口
辿
、
大
津
省
吾
、
粟
津
寿
八
朗
、
荒
尾

宏
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
の
十
三
名
が
発
起
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
十
一

月
二
十
一
日
の
理
事
会
で
設
立
が
承
認
さ
れ
た
。
発
起
人
十
三
名
と
い
う

小
数
会
員
で
設
立
承
認
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
発
足
後
は
二
十
名
以
上
に
充

実
す
る
約
束
が
な
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
別
宮
会
長
は
じ
め
本
部
役
員

の
格
別
な
御
配
慮
に
よ
る
も
の
と
思
う
。
特
に
折
井
健
一
理
事
に
は
設
立

当
初
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
十
二
月
二
十
六
日
折
井
理
事
か
ら
承
認
申

請
一
切
に
つ
い
て
総
て
Ｏ
Ｋ
と
の
通
知
が
あ
っ
た
。

支
部
発
足
に
あ
た
っ
て
は
、
本
部
地
元
の
山
岳
関
係
者
、
体
育
関
係
者

及
び
報
道
関
係
者
来
賓
多
数
の
御
来
駕
を
願
っ
て
、
大
が
か
り
な
も
の
を

考
え
て
い
た
が
、
経
費
の
点
を
考
え
て
結
局
ご
く
質
素
な
形
で
行
う
こ
と

設
立
総
会
の
前
後
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に
な
っ
た
。
総
会
の
案
内
状
は
七
月
一
日
付
で
支
部
会
員
へ
発
送
さ
れ
、

そ
の
時
の
文
面
を
み
る
と
、
支
部
の
設
立
総
会
は
本
部
か
ら
正
式
連
絡
を

待
っ
て
挙
行
し
た
い
、
そ
の
前
に
支
部
会
員
の
集
会
を
開
い
て
懇
談
し
た

い
と
書
い
て
い
る
。
正
式
の
設
立
総
会
は
こ
の
あ
と
に
考
え
て
お
り
、
ま

ず
は
支
部
会
員
集
っ
て
話
合
い
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
実
際

に
は
こ
の
と
き
の
会
合
を
も
っ
て
設
立
発
足
の
時
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
設
立
総
会
の
内
容
を
簡
単
に
記
し
て
み
る
。
昭
和
三
十
二
年
七

月
十
三
日
（
土
）
午
後
八
時
に
会
場
と
な
っ
た
阿
蘇
郡
一
の
宮
町
宮
地
北

田
正
三
宅
（
聖
山
荘
）
に
集
合
。
出
席
者
は
北
田
正
三
、
三
谷
孝
一
、
玉

名
金
助
、
西
沢
健
一
、
森
秀
雄
、
菅
隆
雄
、
荒
尾
宏
、
首
藤
宗
利
、
猪
本

勝
茂
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
以
上
九
名
。
自
己
紹
介
に
つ
づ
き
、
支
部
規

約
承
認
、
役
員
選
出
と
議
決
が
す
す
み
、
支
部
役
員
は
支
部
長
北
田
正

三
、
常
務
委
員
（
兼
会
計
監
事
）
西
沢
健
一
、
委
員
三
谷
孝
一
、
同
玉
名

金
助
、
同
首
藤
宗
利
を
選
出
し
た
。
行
事
と
し
て
本
県
出
身
の
中
野
征
紀

氏
（
元
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
長
故
人
）
の
帰
国
歓
迎
会
を
開
く
こ
と

を
申
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
他
会
員
の
意
見
交
換
を
行
い
、
首
藤
宗
利
氏

か
ら
熊
本
支
部
へ
入
会
し
、
竹
田
山
岳
会
に
と
っ
て
将
来
と
も
明
る
い
兆

が
見
出
さ
れ
喜
ん
で
い
る
と
挨
拶
が
あ
り
、
北
田
正
三
氏
か
ら
さ
き
に
九

大
生
の
阿
蘇
高
岳
北
尾
根
遭
難
救
助
の
状
況
説
明
が
あ
り
、
午
後
十
時
半

閉
会
し
た
。
北
田
宅
に
一
泊
、
翌
日
は
全
員
揃
っ
て
仙
酔
峡
か
ら
楢
尾
岳

（
一
三
三
一
メ
ー
ト
ル
）
に
記
念
登
山
し
た
。

午
前
九
時
四
十
分
、
私
た
ち
は
北
田
宅
を
出
発
、
仙
酔
峡
ま
で
工
事
中

の
車
道
を
歩
い
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
て
仙
酔
峡
に
は
午
前
十
一
時
半
に
到

着
し
た
。
楢
尾
へ
は
東
北
尾
根
か
ら
取
り
つ
き
、
東
谷
へ
入
り
ジ
ャ
ン
ダ

ル
ム
ヘ
と
進
ん
だ
。
そ
れ
よ
り
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
通
り
西
の
コ
ル
へ
ト
ラ

バ
ー
ス
し
、
頂
上
に
着
い
た
の
は
午
後
二
時
十
五
分
で
あ
っ
た
。
下
山
は

楢
尾
鞍
部
か
ら
硯
石
避
難
小
屋
、
馬
の
背
を
経
由
し
、
坊
中
駅
（
現
阿
蘇

駅
）
に
着
い
た
時
は
午
後
四
時
二
十
分
を
回
っ
て
い
た
。
設
立
総
会
は
か

よ
う
に
し
て
終
り
、
こ
の
日
を
も
っ
て
私
ど
も
の
小
さ
な
支
部
は
産
声
を

あ
げ
た
。

支
部
で
要
す
る
経
費
は
当
初
は
そ
の
都
度
分
担
徴
収
し
て
ま
か
な
う
こ

と
に
し
た
。
早
速
支
部
旗
を
作
り
、
支
部
長
職
印
や
ら
ゴ
ム
印
を
用
意
し

た
。
昭
和
三
十
四
年
か
ら
三
年
間
は
山
日
記
を
委
託
販
売
し
、
販
売
手
数

料
が
わ
ず
か
で
は
あ
っ
た
が
入
っ
た
。
個
人
の
寄
付
金
も
あ
り
、
当
初
は

そ
れ
で
も
よ
か
っ
た
が
、
次
第
に
物
価
が
上
昇
し
て
く
る
と
支
部
会
費
を

徴
収
し
て
収
支
予
算
を
た
て
て
事
業
費
を
ま
か
な
っ
た
が
よ
い
と
い
う
意

見
が
出
て
、
昭
和
三
十
八
年
度
か
ら
支
部
費
を
年
額
三
○
○
円
徴
収
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
支
部
旗
を
最
初
に
作
っ
た
が
、
こ
れ
は
折
井
理
事
に
照

会
し
た
と
こ
ろ
本
部
の
規
制
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
で
自
由
に

て
ん
じ
く

考
え
た
。
大
き
さ
は
縦
七
四
セ
ン
チ
横
一
○
四
セ
ン
チ
、
天
竺
木
綿
の
上

等
を
選
び
、
白
地
に
茶
褐
色
で
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
マ
ー
ク
と
そ
の
下
に
支
部
名
を

横
書
き
に
入
れ
た
。
熊
本
市
の
丸
総
に
依
頼
し
、
価
格
は
七
○
○
円
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
職
印
は
支
部
の
印
は
一
寸
角
で
七
六
○
円
、
支
部
長
印
は

八
分
角
で
七
二
○
円
、
八
月
十
四
日
熊
本
市
の
勧
業
館
専
門
大
店
で
調
製

（86）



熊本支部設立当時を顧みて

し
た
。最

後
に
ふ
れ
て
み
た
い
の
は
、
支
部
規
約
第
五
条
に
規
定
し
た
支
部
会

員
等
の
組
織
で
あ
る
。
熊
本
支
部
は
熊
本
県
内
在
住
会
員
及
び
そ
の
周
囲

に
在
住
す
る
会
員
と
支
部
員
と
し
て
承
認
し
た
者
を
も
っ
て
組
織
し
て
い

る
。
発
足
当
時
す
で
に
大
分
県
竹
田
市
在
住
の
首
藤
宗
利
、
山
口
辿
、
大

津
省
吾
の
三
氏
は
創
立
発
起
人
と
し
て
支
部
設
立
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
現
在
に
至
る
ま
で
支
部
会
員
と
し
て
福
岡
県
大
牟
田
市
、

宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
在
住
の
会
員
が
在
籍
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
現
象
は
熊
本
が
九
州
の
中
心
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
阿
蘇
、
九

重
、
祖
母
、
背
稜
山
系
、
い
わ
ば
九
州
の
山
岳
地
域
を
地
元
に
も
っ
た
地

理
的
条
件
と
、
創
立
者
北
田
正
三
氏
と
の
繋
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
現
在
は
福
岡
県
を
主
体
と
し
た
福
岡
支
部
、
大
分
宮
崎
両
県
を
主

体
と
し
た
東
九
州
支
部
が
あ
り
、
九
州
に
は
三
つ
の
支
部
が
あ
る
が
、
中

九
州
的
位
置
に
あ
る
熊
本
支
部
は
、
今
後
と
も
地
理
的
に
隣
県
に
接
す
る

地
域
の
会
員
を
含
め
て
、
地
域
会
員
の
連
帯
を
図
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

支
部
発
足
一
年
後
に
支
部
長
北
田
正
三
氏
の
遭
難
事
故
が
起
き
た
。

予
期
し
な
い
こ
と
だ
け
に
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。
熊
本
支
部

に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
、
ま
た
熊
本
県
岳
界
に
と
っ
て
も
熊
本

国
体
を
前
に
し
て
大
き
な
柱
を
失
っ
た
。

北
田
支
部
長
は
、
昭
和
三
十
三
年
七
月
二
十
七
日
推
定
時
刻
午
後
一
時

北
田
初
代
支
部
長
の
遭
難

三
十
分
頃
、
阿
蘇
高
岳
鷲
ヶ
峰
松
ヶ
尾
谷
源
頭
で
遭
難
転
落
死
さ
れ
た
。

こ
の
日
北
田
さ
ん
は
来
る
八
月
一
日
か
ら
開
か
れ
る
第
一
回
九
州
地
区
高

体
連
登
山
大
会
の
下
検
分
を
す
る
た
め
単
独
で
高
岳
鷲
ヶ
峰
へ
登
山
さ
れ

た
。
遺
体
は
翌
二
十
八
日
午
前
十
時
半
頃
竜
ヶ
峰
の
岩
場
登
肇
を
目
的
に

入
山
中
の
礼
峰
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
そ
の
あ
と
熊

本
県
岳
連
か
ら
派
遣
さ
れ
た
捜
索
隊
に
よ
っ
て
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
遺

体
収
容
は
翌
二
十
九
日
早
朝
か
ら
熊
本
、
福
岡
、
大
分
各
県
よ
り
駆
け
つ

け
た
約
一
五
○
名
の
岳
友
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

七
月
二
十
七
日
の
出
来
事
は
ま
ず
、
根
子
岳
で
二
名
の
遭
難
者
が
出

た
、
と
い
う
報
告
で
始
ま
っ
た
。
三
菱
化
成
黒
崎
工
場
の
パ
ー
テ
ィ
が
根

子
岳
縦
走
中
、
天
狗
岩
大
く
だ
り
で
墜
落
死
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
熊

本
県
岳
連
で
は
直
ち
に
救
助
隊
が
出
動
し
、
多
数
の
岳
友
が
根
子
岳
へ
行

っ
た
。
い
つ
も
こ
う
し
た
場
合
、
陣
頭
に
立
っ
て
指
揮
を
と
ら
れ
る
北
田

さ
ん
の
姿
が
こ
の
日
は
見
え
な
か
っ
た
。
岳
連
で
は
早
速
北
田
宅
へ
連
絡

を
と
る
と
、
山
へ
行
っ
た
ま
ま
帰
っ
て
来
な
い
と
い
う
。
仙
酔
峡
へ
人
を

遣
わ
し
た
が
不
明
の
ま
ま
夜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
へ
八
代
の
興
国

人
絹
山
岳
部
の
中
島
氏
が
見
え
て
、
二
十
七
日
正
午
頃
鷲
ヶ
峰
頂
上
で
北

田
さ
ん
に
会
っ
た
と
い
う
情
報
が
入
り
、
北
田
氏
は
鷲
よ
り
竜
尾
根
へ
向

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
興
人
パ
ー
テ
ィ
の
話
に
よ
る
と
、
そ
の
日
赤

ガ
レ
谷
ガ
リ
ー
か
ら
キ
レ
ッ
ト
を
越
し
て
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
ヘ
向
っ
た
興
人

パ
ー
テ
ィ
は
、
虎
尾
根
西
稜
か
ら
一
人
で
登
っ
て
来
ら
れ
た
北
田
氏
と
正

午
近
く
北
壁
下
部
で
会
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
興
人
パ
ー
テ
ィ
は
軽
い
食
事
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を
し
て
い
た
の
で
北
田
さ
ん
も
一
緒
に
ト
マ
ト
な
ど
口
に
さ
れ
た
。
こ
れ

よ
り
北
田
さ
ん
は
西
稜
回
り
で
鷲
頂
上
へ
先
発
さ
れ
、
再
び
頂
上
で
興
人

パ
ー
テ
ィ
と
会
っ
て
居
ら
れ
る
。
午
後
一
時
二
十
分
頃
ま
で
頂
上
で
写
真

を
写
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
興
人
パ
ー
テ
ィ
と
別
れ
た
。
遭
難
は
こ
の
あ

と
竜
尾
根
へ
下
降
さ
れ
た
直
後
、
午
後
一
時
三
十
分
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

竜
尾
根
東
稜
、
鷲
頂
上
よ
り
約
一
五
○
メ
ー
ト
ル
下
降
し
た
地
点
で
あ
っ

た
。

興
人
中
島
氏
の
情
報
で
は
死
亡
さ
れ
た
と
は
わ
か
ら
ず
、
仙
酔
峡
の
山

小
屋
や
根
子
岳
山
麓
の
小
屋
な
ど
探
索
さ
れ
た
が
不
明
、
山
上
測
候
所
に

も
立
ち
寄
っ
て
な
い
こ
と
が
わ
か
り
遭
難
の
可
能
性
が
強
ま
っ
た
。
私
は

根
子
岳
頂
上
に
い
た
が
、
北
田
さ
ん
の
情
報
を
聞
く
や
下
山
、
要
員
の
た

め
宮
地
へ
降
り
た
。

翌
二
十
八
日
を
期
し
て
岳
連
で
は
竜
尾
根
へ
伊
藤
信
夫
ら
三
名
の
捜
索

隊
が
く
り
出
さ
れ
た
。
一
方
鷲
ヶ
峰
で
は
竜
尾
根
に
入
っ
て
い
た
礼
峰
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
午
前
十
時
半
頃
、
遭
難
現
場
に
白
シ
ャ
ツ
、

白
ズ
ボ
ン
、
黒
チ
ョ
ッ
キ
の
老
登
山
者
の
転
落
死
体
を
発
見
し
た
。

北
田
さ
ん
の
死
に
連
な
る
転
落
原
因
が
何
で
あ
っ
た
か
、
誰
も
現
場
に

居
合
わ
せ
な
か
っ
た
だ
け
に
そ
の
原
因
は
わ
か
ら
な
い
。
冑
け
い
れ
ん
が

起
き
た
の
か
、
心
臓
麻
痘
が
起
っ
た
の
か
、
何
か
の
原
因
で
バ
ラ
ン
ス
を

崩
さ
れ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
山
岳
団
体
は
三
十
六
団
体
一
五
四
名
に

な
っ
た
。
こ
の
中
に
は
日
本
山
岳
会
会
員
の
方
も
多
数
居
ら
れ
た
。

故
北
田
正
三
氏
の
葬
儀
は
熊
本
県
岳
連
葬
を
も
っ
て
八
月
十
日
午
後
二

時
よ
り
地
元
宮
地
の
県
立
阿
蘇
高
等
学
校
講
堂
で
行
わ
れ
、
日
本
山
岳
会

本
部
よ
り
別
宮
会
長
の
弔
詞
（
会
員
に
よ
る
代
読
）
が
捧
げ
ら
れ
、
支
部

と
し
て
も
設
立
当
初
か
ら
御
尽
力
か
つ
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
故
人
の
遺

徳
を
偲
ん
で
花
輪
と
香
典
を
お
供
え
し
た
。

熊
本
支
部
で
は
昭
和
三
十
三
年
九
月
二
十
七
日
大
分
県
竹
田
市
で
北
田

春
子
未
亡
人
を
招
き
支
部
主
催
の
追
悼
総
会
を
行
っ
た
。
こ
の
席
で
次
期

支
部
長
に
三
谷
孝
一
氏
を
選
ん
だ
。

以
上
を
も
っ
て
支
部
発
足
当
時
の
説
明
を
終
え
る
。
現
在
支
部
会
員
数

二
十
名
、
こ
の
二
十
年
間
に
入
会
し
た
人
は
多
い
が
、
ま
た
退
め
た
人
も

あ
っ
て
一
時
は
二
十
名
を
越
し
て
い
た
が
、
設
立
当
時
と
大
差
な
い
人
数

で
あ
る
。
二
十
年
の
間
は
あ
っ
と
い
う
問
に
過
ぎ
、
こ
れ
と
い
っ
た
め
ぼ

し
い
行
事
も
取
り
た
て
て
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
十
名
の
会
員
と
奥
さ

ん
方
を
交
え
て
毎
年
春
秋
二
回
開
い
て
い
る
親
睦
登
山
を
通
じ
て
、
和
や

か
な
家
族
的
雰
囲
気
が
自
然
に
作
り
出
さ
れ
、
今
は
そ
れ
が
永
い
間
の
友

情
と
し
て
結
ば
れ
て
い
る
。
永
い
間
例
会
を
通
じ
て
結
ば
れ
た
会
員
の
絆

が
、
家
族
的
に
溶
け
こ
ん
で
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
例
会
は
原
則
的
に

春
秋
二
回
、
会
場
は
地
域
を
持
ち
回
り
、
県
内
か
隣
県
の
手
軽
な
山
へ
出

か
け
、
懇
親
会
を
開
い
て
一
泊
、
翌
日
は
近
く
の
山
へ
登
る
と
い
う
こ
と

に
し
て
い
る
。
今
は
一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
出
て
き
て
い
た
だ
く
こ
と

あ
と
が
き
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熊本支部設立当時を顧みて

を
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
か
に
支
部
の
事
業
と
し
て
も
っ
と
や

る
べ
き
こ
と
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
単
に
親
睦
登
山
の
み
に
終
る
べ
き

で
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
Ｉ
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
若
い
会
員
を

増
や
し
て
、
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
第
一
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
る
こ

と
に
し
た
い
。
（
一
九
七
八
・
五
・
一
）

（89）



高
峰
や
俊
峰
や
峻
峰
の
登
頂
に
成
功
し
た
、
登
山
隊
の
報
告
書
を
読
む

と
、
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
の
よ
か
っ
た
こ
と
が
、
真
先
に
強
調
さ
れ
て
い
る

の
が
多
い
。
し
か
し
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
は
い
く
ら
よ
く
て
も
、
成
功
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
天
候
の
激
変
や
不
測
の
事
態
と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。そ

れ
に
し
て
も
こ
の
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
全
体

の
人
数
に
も
よ
る
が
、
一
人
や
二
人
の
不
届
者
、
無
自
覚
者
が
い
て
も
、

そ
れ
ら
を
補
っ
て
余
り
あ
る
優
秀
な
人
物
が
何
人
か
お
れ
ば
、
差
引
き
は

プ
ラ
ス
と
な
り
、
難
し
い
登
肇
も
案
外
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
か
の
よ
う
に

見
え
る
場
合
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
場
合
は
登
華
の
主
力
が
地
方
の
一
匹
狼
の
寄
せ
集
め
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、
大
部
分
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
人
間
性
の
豊
か
な
、
自
己
顕

示
欲
の
な
い
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
た
と
え
サ
ミ
タ
ー
に
な
る
見
込
み
は
な

く
と
も
、
自
己
犠
牲
的
精
神
を
発
揮
し
て
隊
全
体
の
た
め
に
、
喜
々
と
し

Ｋ
２
・
第
二
登
（
一
九
七
七
年
）

』

て
働
ら
い
て
い
た
。
私
は
そ
れ
を
Ｂ
Ｃ
に
二
十
日
間
い
た
毎
日
実
見
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
と
い
う
も
の
は
、
タ
テ
社
会
、
ヨ
コ
社
会
の
問
題
と

は
大
し
た
関
係
が
な
く
、
今
度
の
経
験
に
よ
っ
て
私
は
結
局
、
そ
れ
が
タ

テ
、
ョ
．
に
関
わ
ら
ず
、
個
々
の
人
間
の
人
間
性
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し

た
。

兎
に
角
、
隊
を
構
成
す
る
総
て
の
者
に
必
要
な
の
は
、
経
験
と
体
力
と

人
間
性
、
そ
れ
に
多
少
の
知
性
も
欲
し
い
が
、
こ
れ
は
人
間
性
で
補
う
こ

と
が
出
来
る
。
大
工
で
あ
ろ
う
と
左
官
で
あ
ろ
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
問

題
で
な
い
。
〔
吉
沢
一
郎
〕

一
、
一
九
○
二
年

Ｋ
２
登
華
関
係
最
新
年
表

新吉

貝沢
一

勲郎

（90）
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Plate7-(b)>

K2のBCより望むブロード．ピーク。

Br()a(IPeak, seenfr()mBCofK2.



Plate8>

ブロードピーク ：センタールンゼを登る。

Broa(1Peak, climbingthecentergully.

(bvM－Yuasa）
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Plate9-(b)>

南タブ・ルタム氷河5,250m地点よりオーガー(7,285m)。

Ogre (7,285m), seenfromSouthTahuRutumGlaCierat5,250m.

(byH･Ohnishi)



錘 “

Plate9－(c)>

ベースキャンプ｡ (5,()9()m)より登筆ルートを望む。

ClimbingroutetoTahuRutum,seenfromBC(5,()9()m)

bvK,Obata)
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ルタム南西稜登華ルート、第2キャンプ。 (6,030m)より

RutumSouthWestRi(Ige,seenfromC2 (6,030m).

Plate8

タブ

Tahu

bvK・Obata）
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ダフ・ルタム南西稜を登る。
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bvK、Obata）



PlatelO (a)>

チュブギャル・ダブサ・ヴェステン氷河(19の首を並べた氷河の意)、 カルパト

リヮン氷河源頭のコルから見ドろす（中央やや左奥にう。ルポー・ブラ､ソカ、中央

雲につつまれたチョゴリザが見える)。

ChubugerDabusaVestenGlacier, seen fromthecol at theheadofCaru.

patoriwanGlacier. PruppooBrukh inleft backsideandChogolisa inthe

Cl()udinCenterback.

(PlatelO-(a)～(。） bvH・Akivarna）



K2 ・二登(1977年）

デ
ジ
オ
隊
、
南
東
稜
を
経
て
二
人
登
頂
。
初
登
。

九
、
一
九
六
○
年

ハ
ケ
ッ
ト
（
ア
メ
リ
カ
）
国
際
隊
、
南
東
稜
七
三
○
○
メ
ー
ト
ル

ま
で
。

一
○
、
一
九
七
四
年

Ａ
・
カ
ー
タ
ー
隊
、
北
西
稜
偵
察
。

八
、
一
九
五
四
年

エ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
国
際
隊
、
北
東
稜
六
六
八
○
メ
ー
ト
ル
ま

で
。

二
、
’
九
○
九
年

ア
ブ
ル
ッ
チ
侯
隊
、
南
東
稜
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

三
、
一
九
二
九
年

ス
ポ
レ
ト
公
隊
、
デ
ジ
オ
と
ク
ル
ー
、
南
東
稜
五
六
○
○
メ
ー
ト

ル
ま
で
。

四
、
一
九
三
八
年

ハ
ウ
ス
ト
ン
隊
、
壷
束
稜
七
九
二
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

五
、
一
九
三
九
年

ウ
ィ
ー
ス
ナ
ー
隊
、
南
東
稜
八
三
八
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

六
、
’
九
五
三
年

デ
ジ
オ
と
カ
シ
ン
、
偵
察
。

七
、
一
九
五
三
年

ハ
ウ
ス
ト
ン
隊
、
南
東
稜
七
七
七
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

二
、
’
九
七
五
年

Ｊ
・
ウ
ィ
ッ
テ
カ
ー
隊
、
北
西
稜
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

一
二
、
’
九
七
五
年

日
本
隊
、
広
島
三
朗
他
、
偵
察
。

一
三
、
一
九
七
六
年

日
本
隊
、
高
塚
武
由
他
、
南
東
稜
試
登
、
七
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ま

で
。

一
四
、
一
九
七
六
年

ヤ
ヌ
シ
ュ
・
ク
ル
チ
ャ
ブ
隊
、
北
東
稜
八
二
六
七
メ
ー
ト
ル
ま

で
。

一
五
、
’
九
七
七
年

日
本
山
岳
協
会
隊
、
吉
沢
総
指
揮
、
新
貝
隊
長
、
計
七
名
登
頂
。

第
二
登
。
〔
吉
沢
一
郎
〕

名
称
日
本
Ｋ
２
登
山
隊
一
九
七
七

主
催
日
本
山
岳
協
会

隊
員
（
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
最
終
的
に
提
出
し
た
も
の
、
人
名
等
、
塚

本
珪
一
に
よ
る
）

本
隊
員
（
年
令
順
）

（
１
）
総
指
揮
、
吉
沢
一
郎
（
明
治
鎚
年
生
、
弼
才
、
一
橋
大
学
山

記
録
概
略
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岳
部
Ｏ
Ｂ
、
日
本
山
岳
会
）

（
２
）
隊
長
、
新
貝
勲
（
昭
和
４
年
生
、
娼
才
、
福
岡
登
高
会
、
日

本
山
岳
会
）

（
３
）
副
隊
長
（
総
務
担
当
）
、
深
田
泰
三
（
昭
和
６
年
生
、
妬
才
、

福
岡
市
役
所
山
岳
部
）

（
４
）
副
隊
長
（
登
華
担
当
）
、
原
田
達
也
（
昭
和
加
年
生
、
婬
才
、

京
都
カ
ラ
コ
ル
ム
ク
ラ
ブ
）

（
５
）
登
華
リ
ー
ダ
ー
、
土
森
譲
（
昭
和
哩
年
生
、
如
才
、
京
都
カ

ラ
コ
ル
ム
ク
ラ
ブ
）

（
６
）
登
華
リ
ー
ダ
ー
、
森
田
勝
（
昭
和
廻
年
生
、
調
才
、
ク
ラ
ブ

・
ア
ル
ピ
ノ
高
嶺
）

（
７
）
登
華
リ
ー
ダ
ー
、
中
村
省
爾
（
昭
和
Ⅳ
年
生
、
鈍
才
、
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
）

（
８
）
登
華
リ
ー
ダ
ー
、
広
島
三
朗
（
昭
和
年
喝
生
、
弘
才
、
秀
峰

登
高
会
）

（
９
）
登
華
リ
ー
ダ
ー
、
小
野
寺
正
英
（
昭
和
迅
年
生
、
記
才
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
）

（
、
）
登
華
リ
ー
ダ
ー
、
副
島
勝
人
（
昭
和
四
年
生
、
鉈
才
、
福
岡

北
稜
会
）

（
、
）
登
華
リ
ー
ダ
ー
、
重
広
恒
夫
（
昭
和
翠
年
生
、
鯛
才
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
）

（
吃
）
学
術
隊
、
塚
本
珪
一
（
昭
和
５
年
生
、
妬
才
、
京
都
カ
ラ
コ

ル
ム
ク
ラ
ブ
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

（
過
）
学
術
隊
、
宮
森
常
雄
（
昭
和
７
年
生
、
“
、
才
会
津
山
岳
会
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
）

（
皿
）
医
療
、
高
橋
俊
紀
（
昭
和
鰡
年
生
、
詔
才
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

（
巧
）
医
療
、
賀
集
信
（
昭
和
型
年
生
、
詔
才
、
関
西
登
高
会
）

（
坊
）
隊
員
、
高
塚
武
由
（
昭
和
Ⅳ
年
生
、
誕
才
、
魚
津
山
岳
会
）

（
Ⅳ
）
隊
員
、
寺
西
洋
治
（
昭
和
翠
年
生
、
釦
才
、
広
島
山
の
会
）

（
出
）
隊
員
、
谷
野
彪
（
昭
和
鋤
年
生
、
鉦
才
、
鳥
取
岳
稜
会
）

（
四
）
隊
員
、
森
田
富
雄
（
昭
和
翠
年
生
、
鈍
才
、
鳥
取
久
松
山
岳

今
云
）

（
鋤
）
隊
員
、
馬
場
口
隆
一
（
昭
和
聖
年
生
、
鈍
才
、
碧
稜
山
岳

〈
室
）

（
型
）
隊
員
、
北
崎
暎
次
（
昭
和
翠
年
生
、
羽
才
、
福
岡
登
高
会
）

（
鰯
）
隊
員
、
岸
順
之
（
昭
和
翠
年
生
、
鈍
才
、
Ｇ
登
華
ク
ラ
ブ
）

（
認
）
隊
員
、
中
込
清
次
郎
（
昭
和
認
年
生
、
鈍
才
、
東
斐
山
岳

〈
云
）

（
型
）
隊
員
、
内
田
志
郎
（
昭
和
Ⅳ
年
生
、
鈍
才
、
京
都
カ
ラ
コ
ル

ム
ク
ラ
ブ
）

（
弱
）
隊
員
、
酒
井
秀
光
（
昭
和
詔
年
生
、
記
才
、
黒
桧
山
岳
会
）

（
郡
）
隊
員
、
小
林
利
明
（
昭
和
鍋
年
生
、
調
才
、
鵬
翔
山
岳
会
）

（
”
）
隊
員
、
宇
部
明
（
昭
和
鰐
年
生
、
記
才
、
鵬
翔
山
岳
会
）

（
詔
）
隊
員
、
小
西
信
一
（
昭
和
鍋
年
生
、
記
才
、
西
鉄
山
友
会
）
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岳
部
）

報
道
映
画
関
係

（
調
）
松
尾

（
⑩
）
久
坂

（
虹
）
門
田

（
鰹
）
瀬
川

（
“
）
川
本

松
尾

（
羽
）
隊
員
、
山
本
秀
夫
（
昭
和
型
年
生
、
”
才
、
関
西
登
高
会
）

（
釦
）
隊
員
、
丹
生
統
司
（
昭
和
聖
年
生
、
記
才
、
大
垣
山
岳
会
）

（
証
）
隊
員
、
門
田
完
司
（
昭
和
型
年
生
、
”
才
、
愛
媛
山
の
会
）

（
蛇
）
隊
員
、
宇
津
孝
男
（
昭
和
型
年
生
、
”
才
、
名
古
屋
山
岳

今
云
）

（
記
）
隊
員
、
渡
辺
優
（
昭
和
堅
年
生
、
”
才
、
横
浜
蝸
牛
山
岳

〈
云
）

（
弘
）
隊
員
、
林
原
隆
二
（
昭
和
お
年
生
、
”
才
、
京
都
カ
ラ
コ
ル

ム
ク
ラ
ブ
）

（
弱
）
隊
員
、
大
塚
岩
夫
（
昭
和
妬
年
生
、
恥
才
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）

（
妬
）
隊
員
、
瀬
戸
進
（
昭
和
恥
年
生
、
妬
才
、
国
鉄
ク
ラ
イ
マ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
）

（
師
）
隊
員
、
柏
計
雄
（
昭
和
”
年
生
、
妬
才
、
岐
阜
大
学
山
岳

部
）

（
錦
）
隊
員
、
小
杉
礼
一
郎
（
昭
和
調
年
生
、
理
才
、
岐
阜
大
学
山

良
彦
（
西
日
本
新
聞
）

久
坂
信
輔
（
毎
日
放
送
）

門
田
竜
太
郎
（
北
斗
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）

瀬
川
順
一
（
〃
）

川
本
茂
（
〃
）

（
“
）
赤
松
威
善
（
〃
）

（
銅
）
阿
久
津
悦
夫
（
〃
）

（
妬
）
塚
本
公
雄
（
〃
）

（
幻
）
田
代
啓
史
（
〃
）

パ
キ
ス
タ
ン
隊
員

（
蛆
）
ア
シ
ュ
ラ
ー
フ
・
ア
マ
ン
（
詔
才
）

（
⑬
）
ナ
ジ
ー
ル
・
ア
ー
メ
ド
・
サ
ピ
ー
ル
（
鑓
才
）

（
釦
）
バ
バ
ー
ル
・
サ
ル
ダ
ー
ル
（
詔
才
）

連
絡
官

（
団
）
カ
マ
ー
ル
・
ア
フ
ザ
ー
ル
・
カ
ー
ン
少
佐

（
顕
）
シ
ェ
ラ
・
ハ
ー
ン
大
尉

ハ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
六
名

そ
の
他
三
名

総
計
六
一
名

一
九
七
七
年

五
・
二
六
・
大
部
分
の
隊
員
ス
カ
ル
ド
ゥ
出
発
。
隊
荷
、
約
二
五
ト
ン

（
ポ
ー
タ
ー
の
食
糧
を
含
む
。
ト
ラ
ク
タ
ー
、
一
五
台
。
ジ
ー
プ
、

二
○
台
。
ロ
ー
・
ポ
ー
タ
ー
は
ス
カ
ル
ド
ゥ
、
バ
ハ
ー
、
そ
の
他
で

傭
入
れ
、
九
○
○
名
弱
）
。

隊
の
行
動
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五
・
二
九
・
第
一
次
隊
バ
ハ
ー
出
発
。

五
・
三
一
・
第
二
次
隊
、
六
・
二
・
第
三
次
隊
出
発
。

（
以
下
第
三
次
新
貝
隊
の
行
動
で
日
付
を
追
う
。
）

六
・
三
・
ダ
ッ
ソ
ー
チ
ャ
ポ

六
・
四
・
チ
ャ
ポ
ー
チ
ョ
ン
ゴ

六
・
五
・
チ
ョ
ン
ゴ
ー
ア
ス
コ
ー
レ

六
・
六
・
ア
ス
コ
ー
レ
ー
コ
ロ
フ
ォ
ン

六
・
七
・
コ
ロ
フ
ォ
ン
ー
バ
ル
ド
ゥ
マ
ル

六
・
八
・
バ
ル
ド
ゥ
マ
ル
ー
パ
イ
ユ

六
・
九
・
滞
在

六
・
一
○
・
パ
イ
ュ
ー
リ
リ
ゴ

六
・
一
一
・
リ
リ
ゴ
ー
ウ
ル
ド
カ
ス

六
・
一
二
・
滞
在

六
・
一
三
・
ウ
ル
ド
カ
ス
ー
ゴ
レ
ポ
ロ

六
・
一
四
・
ゴ
レ
ポ
ロ
ー
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア

六
・
一
五
・
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
Ｉ
Ｂ
Ｃ
着

六
・
一
六
・
第
二
次
隊
、
Ｂ
Ｃ
着

（
第
一
次
隊
の
Ｂ
Ｃ
着
は
六
・
二
・
）

六
・
一
九
・
南
東
稜
上
に
Ｃ
Ｉ
（
五
五
三
○
メ
ー
ト
ル
）

六
・
二
二
・
Ｃ
２
（
六
二
六
○
メ
ー
ト
ル
）

七
・
一
・
Ｃ
３
（
六
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）

七
・
一
二
・
Ｃ
４
（
七
四
六
○
メ
ー
ト
ル
）

七
・
二
九
・
Ｃ
５
（
七
九
二
○
メ
ー
ト
ル
）

八
・
三
・
Ｃ
６
（
八
一
三
○
メ
ー
ト
ル
）

八
・
四
・
第
一
次
攻
頂
隊
（
馬
場
口
、
寺
西
、
宇
津
、
小
林
、
ナ
ジ
ー

ル
）
Ｃ
６
発
二
時
半
、
八
三
○
○
メ
ー
ト
ル
に
て
天
候
悪
化
、
前

進
中
止
（
三
時
四
五
分
）
。

八
・
八
・
第
二
次
攻
頂
隊
（
重
広
、
中
村
、
高
塚
）
Ｃ
６
発
五
時
、
Ｋ

２
頂
上
着
午
後
六
時
五
○
分
、
下
山
開
始
七
時
二
○
分
、
Ｃ
５

着
、
翌
午
前
○
時
一
五
分
。

八
・
九
・
第
三
次
攻
頂
隊
（
広
島
、
小
野
寺
、
山
本
、
ア
マ
ン
、
Ｃ
６

発
五
時
一
六
分
、
頂
上
着
午
後
二
時
一
五
分
、
下
山
開
始
四
時
一

○
分
、
Ｃ
６
着
、
七
時
三
○
分
。

八
・
一
○
・
第
四
次
攻
頂
隊
、
八
名
（
馬
場
口
、
寺
西
、
渡
辺
、
ナ
ジ

ー
ル
は
Ｃ
６
か
ら
、
小
林
、
丹
生
、
林
原
、
門
田
は
Ｃ
５
か
ら
）

予
定
し
た
る
も
前
夜
半
よ
り
悪
天
候
と
な
り
登
華
中
止
。

八
・
二
二
・
降
雪
中
に
Ｂ
Ｃ
撤
収
、
い
よ
い
よ
Ｋ
２
を
後
ろ
に
し
て
再

び
バ
ル
ト
ロ
氷
河
を
下
り
下
界
に
向
っ
て
行
っ
た
。

（
以
後
の
行
動
は
公
式
報
告
書
（
講
談
社
版
）
に
譲
る
。
）

〔
新
貝
勲
〕
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一
九
七
七
年
八
月
八
日
、
午
前
八
時
四
十
九
分
、
待
ち
に
待
っ
た
瞬
間

が
や
っ
て
き
た
。

「
そ
れ
以
上
高
い
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
「
ハ
イ
！
Ｋ
２
以
外
に
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
」
「
オ
メ
デ
ト
ウ
：
…
・
」

久
し
く
忘
れ
て
い
た
あ
の
さ
わ
や
か
な
感
動
が
静
か
に
私
の
全
身
を
つ

つ
ん
で
い
た
。
十
年
来
の
宿
願
を
果
た
し
終
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
思

え
ば
私
に
と
っ
て
は
長
い
歳
月
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
と
も
に
計
画
を
立

て
た
黒
宮
義
孝
君
は
も
う
い
な
い
。
と
も
に
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
を
敬
愛

す
る
と
い
う
単
純
な
動
機
か
ら
一
緒
に
こ
の
山
を
選
ん
だ
立
案
者
は
、
そ

の
代
案
と
し
て
実
行
さ
れ
た
中
部
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
の
最
高
峰
コ
ー
・

イ
・
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
の
頂
稜
に
消
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
よ
り

先
に
頂
上
に
向
う
こ
と
に
な
っ
た
黒
宮
が
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
出
る
と
き
に

は
じ
め
に

ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
登
頂
（
一
九
七
七
年
）

宅

言
っ
た
「
先
生
、
こ
の
借
り
は
、
カ
ラ
コ
ル
ム
で
返
し
ま
す
ネ
」
と
い
う

言
葉
は
、
一
日
と
し
て
私
の
耳
か
ら
離
れ
な
い
。
Ｂ
Ｃ
設
営
か
ら
一
週
間

と
い
う
当
時
と
し
て
は
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
登
頂
で
は
あ
っ
た
が
、
か
け
が

え
の
な
い
黒
宮
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
爾
来
、
私
、
そ
し
て
バ
ン
ダ
コ

ー
ル
の
仲
間
に
と
っ
て
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
は
一
日
と
し
て
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
夢
で
あ
っ
た
。
「
黒
宮
の
遺
志
を
果
た
そ
う
」
と
い
う
仲
間

だ
け
が
知
る
秘
め
た
る
願
い
か
ら
こ
の
計
画
は
実
現
し
た
。
あ
の
翌
年
、

再
起
の
た
め
の
部
員
全
員
に
よ
る
韓
国
合
宿
を
行
な
い
、
そ
の
実
現
を
誓

い
合
っ
た
。
あ
れ
か
ら
九
年
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
、
ア
ル
プ
ス
、
ム
ス

タ
ー
グ
・
タ
ワ
ー
、
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
と
、
仲
間
は
、
こ
の
日
の
来
る
の
を

待
っ
て
い
た
。

私
達
に
は
何
の
気
負
い
も
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
仲
間
だ
け
の
登
山
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
私
た
ち
な
り
の
登
り
方
を
し
さ
え
す、

れ
ぱ
よ
か
っ
た
。
一
年
前
、
「
私
た
ち
な
り
の
…
…
」
と
い
う
、
こ
の
あ

湯
浅
道
男
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周
知
の
よ
う
に
、
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
は
一
九
五
七
年
、
ヘ
ル
マ
ン
・

ブ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
当
代
一
流
の
四
人
の
登
山
家
か
ら
な
る
オ
ー
ス

ト
リ
ア
隊
に
よ
っ
て
初
登
頂
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
私
達
を
魅
了
す
る
激
し

い
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
躍
動
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
舞
台
で
実

践
し
た
最
初
の
登
山
隊
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
達
の
登
山
隊

は
、
そ
の
よ
う
な
超
人
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
登
山
家
ば
か
り
で
構
成
さ

れ
た
隊
で
は
な
い
。
燃
え
る
よ
う
な
情
熱
で
山
を
登
り
つ
づ
け
て
い
る
者

も
い
れ
ば
、
生
涯
一
度
だ
け
氷
河
を
見
れ
ば
よ
い
と
い
う
者
も
い
る
。
成

功
す
る
た
め
に
は
、
文
字
ど
お
り
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
登
る
以
外

に
は
な
い
。
大
き
な
石
と
小
さ
な
石
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
強
固
な
古

城
の
よ
う
に
石
垣
を
築
け
ば
よ
い
。

私
達
は
、
高
所
順
化
の
た
め
の
幾
つ
か
の
諸
原
則
を
確
認
し
合
っ
た
。

初
め
て
到
達
し
た
高
度
に
は
絶
対
宿
泊
し
な
い
こ
と
、
常
に
休
養
日
は
Ｂ

Ｃ
で
二
日
間
休
む
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
若
い
隊
員
が
多
い
だ
け
に
、
不

、
、
、

た
り
前
の
原
則
を
忠
実
に
厳
守
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
肝
に
銘
じ
て
い
よ
い

よ
計
画
の
実
行
に
着
手
し
た
。
大
野
、
伊
藤
（
賢
）
の
、
ハ
ン
ダ
コ
ー
ル
の

仲
間
、
桜
井
、
本
郷
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の
仲
間
、
ア
ル
プ
ス
や
ム
ス
タ
ー
グ

の
辻
、
野
呂
、
尾
崎
、
そ
し
て
若
手
Ｏ
Ｂ
会
の
頭
目
で
あ
る
寺
西
、
そ
し

て
現
役
の
二
十
才
に
な
っ
た
ば
か
り
の
連
中
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
活
動

が
開
始
さ
れ
た
。

計
画
の
概
要

時
の
場
合
に
備
え
て
全
キ
ャ
ン
プ
に
酸
素
ボ
ン
ベ
を
必
ら
ず
二
本
常
置
す

る
こ
と
に
し
た
。
装
備
は
固
定
ロ
ー
プ
以
外
は
最
少
限
に
す
る
、
ア
ン
ザ

イ
レ
ン
を
必
ら
ず
す
る
、
そ
し
て
テ
ン
ト
は
各
キ
ャ
ン
プ
と
も
に
軽
量
テ

ン
ト
一
張
り
と
し
、
荷
上
げ
時
に
は
移
動
用
の
二
人
用
超
軽
量
テ
ン
ト
を

併
設
す
る
こ
と
に
し
て
、
徹
底
的
に
荷
上
げ
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
に
つ

と
め
た
。
そ
し
て
、
従
来
の
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
隊
と
異
な
る
の
は
、
最

終
キ
ャ
ン
プ
を
七
三
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
に
設
営
す
る
こ
と
と
、
酸
素
を

徹
底
的
に
有
効
視
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
主
峰
お
よ
び
中
央
峰

と
も
に
、
そ
の
初
登
頂
隊
は
、
通
常
の
登
山
家
な
ら
ば
「
遭
難
」
と
評
価

し
て
も
よ
い
ほ
ど
の
激
し
い
登
華
活
動
を
し
た
か
ら
で
あ
る
（
中
央
峰
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
は
下
降
中
三
名
死
亡
）
。
私
達
の
隊
員
の
す
べ
て
が
、
そ

の
よ
う
な
試
練
に
打
ち
克
つ
こ
と
の
で
き
る
だ
け
の
可
能
性
を
十
分
に
も

っ
て
い
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
「
経
歴
」
の
上
で
そ
れ
を
実
証
し
て

い
な
い
、
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
隊

員
は
、
海
外
登
山
の
経
験
も
あ
り
、
厳
冬
期
の
滝
谷
登
筆
程
度
の
経
験
は

も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
プ
ー
ル
の
よ
う
に
一
九
五
○
年

代
初
め
に
「
ド
リ
ュ
の
西
壁
」
を
一
日
で
完
登
し
た
り
、
ナ
ン
ガ
・
パ
ル

バ
ッ
ド
の
単
独
登
頂
を
し
た
り
し
た
激
し
い
経
験
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
私
達
は
、
今
日
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
最
先
端
の
基
準
か
ら

い
え
ば
、
超
安
全
主
義
と
も
い
う
べ
き
思
考
を
基
礎
に
実
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
と
は
い
え
、
隊
荷
総
重
量
は
ラ
イ
ト
・
エ
ク
ス
・
ヘ
デ
ィ
シ
ョ
ン
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な
み
に
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
修
練
に
修
練
を
重

ね
て
き
た
隊
員
に
は
気
の
毒
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
登
山
の
意
味
、
巨
峰
登

山
の
意
味
を
理
解
し
て
貰
っ
た
。
「
他
人
志
向
型
」
の
登
山
を
す
る
な
、

と
い
う
の
が
合
言
葉
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ト
は
、
北
面
は
雪
崩
の
た
め
に
問

題
外
と
し
、
最
終
的
に
は
、
い
つ
も
の
私
流
に
「
山
を
み
て
か
ら
決
め

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

六
月
六
日
、
隊
荷
通
関
の
た
め
先
発
隊
五
名
が
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
に
向

け
て
出
発
。
一
週
間
遅
れ
て
本
隊
が
羽
田
を
発
ち
十
三
日
総
勢
十
三
名
が

ピ
ン
デ
ィ
に
集
結
し
た
。
二
十
日
、
ス
カ
ル
ド
に
全
員
集
結
。
現
地
食
糧

調
達
、
ポ
ー
タ
ー
の
雇
用
の
た
め
に
一
日
を
費
や
す
。
ス
カ
ル
ド
・
ポ
ー

タ
ー
は
六
十
名
に
し
て
、
他
は
シ
ガ
ー
ル
・
ポ
ー
タ
ー
を
や
と
っ
て
ほ
し

い
、
と
い
う
Ｓ
Ｐ
（
警
察
）
の
指
示
に
従
い
、
ま
た
増
水
の
た
め
ジ
ー
プ

が
バ
ハ
ー
ま
で
行
か
な
い
た
め
、
他
の
ポ
ー
タ
ー
は
熱
砂
の
ポ
ナ
で
や
と

う
こ
と
に
し
た
（
ジ
ー
プ
四
台
、
ト
ラ
ク
タ
ー
三
台
）
。

ポ
ナ
は
、
ま
さ
に
熱
砂
と
砂
嵐
の
舞
台
で
あ
る
。
口
と
い
わ
ず
鼻
と
い

わ
ず
、
砂
が
遠
慮
な
く
入
り
こ
ん
で
く
る
。
か
ろ
う
じ
て
川
辺
だ
け
が
息

ぬ
き
の
出
来
る
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
カ
ル
ド
か
ら
こ
こ
ま
で
の
ト

ラ
ク
タ
ー
旅
行
と
、
こ
の
場
所
で
の
試
練
を
若
い
隊
員
は
ま
こ
と
に
さ
り

げ
な
く
受
け
て
い
る
。
若
さ
と
は
素
晴
し
い
も
の
だ
。
日
陰
ひ
と
つ
な
い

砂
の
上
で
、
ポ
ー
タ
ー
雇
用
の
業
務
が
始
ま
っ
た
。
ス
ヵ
ル
ド
警
察
か

Ｂ
Ｃ
ま
で

ら
、
わ
ざ
わ
ざ
随
行
し
て
来
て
く
れ
た
オ
フ
ィ
サ
ー
と
わ
が
リ
エ
ゾ
ン
・

オ
フ
ィ
サ
ー
を
つ
と
め
る
キ
ャ
プ
テ
ン
・
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ク
ル
シ
ー
ド
と

を
中
心
と
し
て
、
事
務
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
ス
カ
ル

ド
か
ら
二
十
才
の
青
年
が
知
ら
ぬ
間
に
つ
い
て
き
て
い
る
。
自
ら
ド
ク
タ

ー
と
称
す
る
サ
ー
ダ
ー
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
が
辺
地
医
療
の
た
め
に
養

成
し
た
医
療
技
術
士
と
で
も
い
っ
た
ら
よ
い
薬
品
投
与
専
門
の
技
術
者
で

あ
る
。
ど
う
も
ス
カ
ル
ド
・
ポ
ー
タ
ー
の
大
多
数
は
、
こ
の
青
年
が
幾
ば

く
か
の
手
数
料
を
収
受
す
る
と
い
う
約
束
で
採
用
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。二

十
三
日
、
二
一
八
名
の
ポ
ー
タ
ー
、
コ
ッ
ク
ニ
名
を
と
も
な
い
、
ふ

く
れ
上
が
っ
た
私
た
ち
の
隊
は
、
桜
井
、
本
郷
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
責
任
者
と

し
て
ポ
ナ
を
出
発
、
ダ
ッ
ソ
ー
に
向
か
っ
た
。
二
十
四
日
チ
ャ
ボ
、
二
十

五
日
チ
ョ
ン
ゴ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
順
調
に
進
ん
だ
が
、
一
日
二
十
キ
ロ
、

四
十
度
を
越
え
る
暑
さ
に
は
閉
口
し
た
。
二
十
六
日
、
ア
ス
コ
ー
レ
着
。

ポ
ー
タ
ー
の
再
編
成
が
は
じ
ま
る
。
正
義
感
の
強
い
キ
ャ
プ
テ
ン
と
ス

カ
ル
ド
・
ポ
ー
タ
ー
の
サ
ー
ダ
ー
と
の
冷
た
い
対
立
が
そ
ろ
そ
ろ
顕
在
化

し
は
じ
め
た
。
農
村
出
身
の
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、
ポ
ー
タ
ー
か
ら
ピ
ン
ハ
ネ

を
す
る
サ
ー
ダ
ー
の
や
り
口
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
も
の

の
、
「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
し
た
が
え
」
と
い
う
こ
と
を
あ
る
程
度
納
得
し

て
貰
う
し
か
な
い
。
ス
カ
ル
ド
以
外
の
ポ
ー
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
ぞ

れ
信
望
の
厚
い
ポ
ー
タ
ー
五
人
を
選
び
、
彼
ら
と
協
議
し
な
が
ら
キ
ャ
ラ

や
ハ
ン
の
運
営
を
し
た
い
と
い
う
の
が
リ
エ
ゾ
ン
の
申
し
出
で
あ
る
。
平
等

、
ノ７９／

１



感
を
身
に
つ
け
て
い
る
リ
エ
ゾ
ン
の
人
柄
を
彼
ら
は
信
頼
し
は
じ
め
て
い

る
よ
う
だ
。
こ
の
頃
か
ら
リ
エ
ゾ
ン
の
サ
ー
ダ
ー
無
視
の
行
動
が
は
じ
ま

っ
た
。二

十
八
日
、
ポ
ー
タ
ー
二
八
名
と
と
も
に
最
奥
の
部
落
ア
ス
コ
ー
レ

を
後
に
し
た
。
途
中
、
ジ
ュ
ラ
の
橋
の
通
過
や
、
最
増
水
期
の
徒
渉
に
苦

労
し
な
が
ら
、
七
月
三
日
、
ウ
ル
ド
カ
ス
に
到
着
し
た
。
バ
ル
ト
ロ
街
道

に
お
け
る
最
後
の
緑
の
泊
り
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
日
休
息
を
と
り
な
が

ら
、
明
日
か
ら
の
食
糧
を
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
、

一
昨
日
ポ
ー
タ
ー
用
の
食
糧
買
付
け
に
、
ア
ス
コ
ー
レ
に
走
っ
た
ポ
ー
タ

ー
の
到
着
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
今
日
は
と
り
あ
え
ず
隊
員
用
の

米
を
支
給
し
て
こ
と
な
き
を
得
た
。

七
月
五
日
、
ウ
ル
ド
カ
ス
を
出
発
。
次
第
に
高
度
の
影
響
が
で
は
じ

め
、
ポ
ー
タ
ー
の
故
障
者
が
続
出
。
今
日
の
泊
り
場
は
、
二
日
分
の
給
料

を
支
払
う
と
い
う
約
束
で
、
ゴ
レ
・
ポ
ロ
ま
で
直
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
延
々
十
二
時
間
を
越
え
る
氷
河
の
上
の
行
動
時
間
で
、
み

ん
な
バ
テ
バ
テ
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ー
タ
ー
も
気
持
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ

た
。
ピ
ン
ハ
ネ
専
門
の
サ
ー
ダ
ー
を
除
い
て
、
隊
員
も
ポ
ー
タ
ー
も
共
に

理
解
し
合
っ
て
い
る
よ
う
な
空
気
が
た
だ
よ
っ
て
い
た
。
若
い
隊
員
が

「
バ
ル
テ
ィ
ス
タ
ン
・
ポ
ー
タ
ー
は
悪
い
奴
だ
な
ん
て
誰
が
い
い
出
し
た

ん
だ
／
」
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ほ
ん
と
う
に
佳
い
一
日
で
あ
っ
た
。

六
日
、
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ァ
着
。
日
本
隊
総
指
揮
吉
沢
一
郎
氏
と
会
い
隊

員
一
同
感
激
し
た
。

七
日
、
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
氷
河
の
中
央
モ
レ
ー
ン
帯
四

九
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
Ｂ
Ｃ
を
設
営
し
て
全
員
集
結
し
た
。
と
に
か

く
、
今
日
か
ら
我
々
だ
け
の
生
活
だ
と
思
う
と
嬉
し
い
。
も
う
ポ
ー
タ
ー

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
な
い
。
ポ
ー
タ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
で
は
悪
名
高
囎
ハ

ル
ト
ロ
街
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
う
そ
の
よ
う
な
時
代
は
終
り
を
つ
げ

る
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
登
山
隊

側
の
責
任
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の
本
質

は
、
そ
の
大
半
の
原
因
が
登
山
隊
側
の
責
任
だ
と
い
う
認
識
が
な
か
っ
た

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
私
達
の
一
致
し
た
意

見
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
人
間
関
係
の
煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ

と
に
み
ん
な
喜
ん
で
い
た
。
給
金
を
貰
っ
た
ポ
ー
タ
ー
は
「
ジ
ン
ダ
バ
ー

ド
・
キ
ャ
プ
テ
ン
」
を
連
発
し
て
ど
ん
ど
ん
下
っ
て
行
く
。
ピ
ン
ハ
ネ
・

サ
ー
ダ
ー
は
完
全
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
ど
う
や
っ
て
登
ろ
う
か
。
見
上
げ
る
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー

ク
は
取
り
つ
く
し
ま
も
な
い
。
二
つ
の
山
を
つ
み
重
ね
た
よ
う
な
山
だ
、

と
い
う
の
が
私
達
の
印
象
だ
。
こ
こ
か
ら
見
る
限
り
で
は
、
ル
ー
ト
は
な

い
。
約
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で
赤
い
岩
壁
帯
が
聲
立
し
、
氷
河

や
雪
の
つ
ま
っ
た
ル
ン
ゼ
は
常
に
雪
崩
の
危
険
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
ら
で

あ
る
。
見
て
い
る
前
を
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
横
た
わ
る
懸
垂

氷
河
の
舌
端
が
崩
壊
し
雪
崩
が
落
ち
て
来
る
。
ど
ん
な
に
時
間
が
か
か
っ

て
も
岩
壁
帯
に
ル
ー
ト
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｂ
Ｃ
設
営
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
野
呂
、
つ
づ
い
て
湯
浅
は
、
さ
ら
に
中
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七
月
八
日
、
ル
ー
ト
決
定
の
た
め
に
、
大
野
、
伊
藤
（
昌
）
、
野
呂
、

尾
崎
が
出
発
。

湯
浅
、
桜
井
は
中
央
モ
レ
ー
ン
帯
か
ら
の
ル
ー
ト
指
示
を
兼
ね
て
Ｋ
２

隊
を
表
敬
訪
問
。
私
の
も
っ
と
も
尊
敬
す
る
登
山
家
の
一
人
で
あ
る
森
田

勝
が
氷
河
で
二
時
間
も
私
た
ち
を
出
迎
え
の
た
め
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

央
モ
レ
ー
ン
帯
を
登
高
す
る
。
ウ
ル
ド
カ
ス
辺
り
か
ら
見
る
と
登
高
可
能

に
み
え
た
長
大
な
南
西
稜
（
デ
ィ
ー
レ
ン
フ
ル
ト
の
指
摘
し
た
「
西
稜
」

と
は
、
こ
の
尾
根
な
の
だ
ろ
う
か
。
ヤ
ニ
ッ
ク
・
セ
ニ
ョ
ー
ル
の
い
う

「
西
稜
」
と
は
こ
れ
を
指
称
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
私
達
が
忠
実

に
辿
っ
た
尾
根
を
西
稜
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
）
は
、
下
部
だ
け
で
、
七

○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
登
肇
、
し
か
も
今
ま
で
の
ど
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の

七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
よ
り
も
厳
し
い
登
華
を
強
い
ら
れ
る
「
岩
登
り
」

ル
ー
ト
で
あ
っ
て
、
ま
ず
現
在
の
わ
が
隊
で
は
登
鑿
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
さ
ら
に
登
る
と
、
ブ
ー
ル
隊
以
来
の
登
高
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
下

部
岩
壁
帯
を
北
西
氷
河
右
側
に
望
見
し
、
ホ
ッ
と
す
る
。
野
呂
は
嬉
し
さ

の
あ
ま
り
、
「
あ
っ
た
、
あ
っ
た
、
登
れ
る
ゾ
」
と
Ｂ
Ｃ
に
駆
け
も
ど
っ

た
く
ら
い
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
は
、
そ
の
名
の

通
り
が
っ
し
り
と
肩
を
い
か
ら
し
た
べ
ら
ぼ
う
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
山

だ
。
し
か
し
、
幸
い
に
し
て
若
い
隊
員
の
調
子
は
上
々
で
あ
る
し
、
頭
痛

を
訴
え
る
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
前
途
に
不
安
は
な
か
っ
た
。

登
華
活
動

た
だ
、
抱
き
合
っ
て
声
も
出
な
か
っ
た
。
原
田
副
隊
長
に
導
か
れ
て
Ｂ
Ｃ

へ
到
着
、
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
る
。
誰
も
彼
も
私
の
大
切
な
友
人
ば

か
り
だ
。
新
貝
隊
長
と
は
無
言
で
お
互
い
に
人
前
も
省
み
ず
ポ
ロ
ポ
ロ
と

涙
を
流
し
て
向
か
い
合
っ
て
い
た
。
こ
の
四
年
間
の
新
貝
さ
ん
の
苦
労
：
．

：
・
・
帰
り
際
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
雪
崩
に
注
意
し
て
下
さ
い
、
と
の
忠
告
を

Ｋ
２
隊
全
員
か
ら
受
け
て
Ｂ
Ｃ
に
帰
っ
た
。

偵
察
の
結
果
、
下
部
岩
壁
の
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
の

そ
れ
は
現
在
は
雪
が
皆
無
で
ル
ー
ト
と
し
て
不
適
切
。
フ
ラ
ン
ス
隊
の
北

西
氷
河
ル
ー
ト
は
余
り
に
も
雪
崩
の
危
険
が
多
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
、

結
局
、
若
干
の
落
石
は
あ
る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
と
ほ
ぼ
同
じ
「
中
央
ル

ン
ゼ
」
を
ル
ー
ト
と
し
て
決
定
し
た
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
セ
ラ
ッ
ク
帯
を
約
一
時
間
登
高
し
、
下
部
岩
壁
帯
の
取
付
点

の
急
傾
斜
の
ガ
レ
場
中
央
に
あ
る
「
大
岩
」
を
デ
ポ
地
点
と
し
た
。

九
日
、
直
ち
に
登
筆
開
始
。
伊
藤
（
昌
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
ル
ー
ト

エ
作
隊
は
ほ
ぼ
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
作
業
を
完
了
。
快
調
な
。
ヘ
ー
ス
だ
。

他
の
隊
員
は
デ
ポ
地
へ
の
ポ
ッ
カ
に
専
念
。

十
日
、
湯
浅
、
辻
、
多
田
の
ル
ー
ト
補
強
隊
は
工
作
隊
の
後
を
追
っ
て

荷
上
げ
ル
ー
ト
の
整
備
を
す
る
。
Ｃ
１
予
定
地
ま
で
の
整
備
が
完
了
。
五

十
メ
ー
ト
ル
ダ
ン
ラ
イ
ン
ロ
ー
プ
で
十
八
ピ
ッ
チ
を
固
定
し
た
。
難
易
度

は
三
級
上
か
ら
四
級
上
ま
で
で
あ
っ
た
。
喜
び
の
余
り
Ｃ
１
で
一
時
ま
で

談
笑
し
て
い
た
。
し
か
し
、
帰
路
、
ル
ン
ゼ
は
融
雪
の
た
め
に
そ
の
様
相

、
、
、
、

を
一
変
し
た
。
突
如
奔
流
と
化
し
た
ル
ン
ゼ
内
を
石
が
ご
ろ
ご
ろ
と
音
を
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立
て
、
落
石
は
絶
え
間
な
く
空
中
を
飛
来
し
て
、
全
行
程
を
ア
ッ
プ
ザ
イ

レ
ン
で
下
降
し
て
い
る
全
隊
員
に
襲
い
か
か
っ
た
。
特
に
、
湯
浅
は
同
行

者
が
も
う
だ
め
か
と
思
う
ほ
ど
の
落
石
に
見
舞
わ
れ
た
。
早
朝
行
動
の
原

則
の
厳
守
を
身
を
も
っ
て
知
ら
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

十
一
日
、
五
四
五
○
メ
ー
ト
ル
地
点
、
鷲
の
巣
の
よ
う
な
狭
い
ガ
レ
場

の
突
起
部
に
Ｃ
１
を
建
設
。
早
朝
、
ル
ン
ゼ
内
は
結
氷
が
著
し
く
、
固
定

ザ
イ
ル
に
は
氷
雪
が
び
っ
し
り
と
ま
と
わ
り
つ
き
ユ
マ
ー
ル
の
使
用
も
で

き
な
い
。
し
か
し
、
午
後
か
ら
は
ル
ン
ゼ
内
は
流
水
と
落
石
の
雨
と
な

る
。

十
四
日
、
Ｃ
２
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
、
午
前
十
一
時
ま
で
行
動
し

て
、
十
六
ピ
ッ
チ
、
高
度
約
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
達
し
た
。
こ
の
高

さ
ま
で
の
順
化
に
一
番
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
荷
上

げ
の
苦
し
さ
の
中
で
順
化
す
る
。
順
化
し
た
か
ど
う
か
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

は
、
一
定
以
上
の
行
動
ス
ピ
ー
ド
と
そ
の
夜
の
脈
榑
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て

決
定
す
る
。

十
九
日
、
三
日
ぶ
り
に
好
天
が
訪
れ
る
。
Ｃ
１
ま
で
の
荷
上
げ
が
酸
素

ボ
ン
ベ
を
除
い
て
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
た
の
で
、
一
気
に
Ｃ
２
を
建
設
し
併

せ
て
荷
上
げ
を
完
了
す
る
た
め
に
、
荷
上
げ
管
理
を
担
当
す
る
桜
井
を
は

じ
め
主
力
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
を
Ｃ
１
に
集
結
さ
せ
、
現
役
部
員
多

田
、
鈴
木
も
は
じ
め
て
Ｃ
１
入
り
さ
せ
る
。
Ｃ
３
用
テ
ン
ト
を
寸
借
し
て

Ｃ
１
に
仮
設
し
た
。

二
十
日
、
予
定
地
を
デ
ポ
地
と
し
て
荷
上
げ
を
す
る
。
現
役
部
員
の
浜

谷
も
Ｃ
１
入
り
。
二
十
一
日
、
二
十
二
日
、
好
天
を
利
用
し
て
Ｃ
１
１
Ｃ

２
間
の
荷
上
げ
に
専
念
。
行
動
ス
ピ
ー
ド
随
一
を
誇
る
尾
崎
（
Ｂ
Ｃ
と
Ｃ

１
間
を
約
二
時
間
半
、
Ｃ
１
と
Ｃ
２
間
を
二
時
間
半
く
ら
い
で
行
動
す

る
）
と
と
も
に
行
動
し
た
現
役
部
員
三
名
は
ぐ
ん
ぐ
ん
と
目
に
み
え
て
力

を
つ
け
て
き
た
。
ス
ピ
ー
ド
も
脈
榑
も
平
常
値
に
近
く
グ
ン
と
下
が
っ
て

き
た
か
ら
だ
。
こ
れ
で
登
頂
へ
の
不
安
は
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
。
後

は
、
次
第
に
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
い
え
ば
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
の

よ
う
な
寒
気
の
増
し
て
き
た
こ
の
天
候
状
況
の
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
が
ほ

ん
と
う
の
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

二
十
三
日
、
風
の
強
く
な
っ
た
「
ク
の
字
岩
」
の
上
六
二
○
○
メ
ー
ト

ル
地
点
に
Ｃ
２
を
建
設
。
ど
ん
な
に
辛
く
と
も
主
稜
線
上
に
テ
ン
ト
を
張

る
と
い
う
原
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。
ブ
ー
ル
の
ル
ー
ト
は
採
用
し
な

か
っ
た
。
移
動
用
二
人
用
軽
量
テ
ン
ト
も
併
設
し
た
。
ガ
ス
の
出
る
時
刻

が
早
く
な
り
悪
天
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
。
天
候
の
パ
タ
ー
ン
が
つ
か
め

な
く
な
っ
て
き
た
。

二
十
四
日
、
風
雪
の
中
を
辻
を
リ
ー
ダ
ー
に
四
名
Ｃ
２
入
り
。
現
役
部

員
三
名
が
こ
の
風
雪
の
中
を
行
動
し
た
こ
と
は
彼
ら
に
大
き
な
自
信
を
与

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
五
日
、
風
雪
の
中
を
技
術
的
に
し
っ
か
り
し

て
い
る
尾
崎
、
鈴
木
を
Ｃ
２
か
ら
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
降
を
試
み
さ
せ
る
。
悪
天

下
で
の
ル
ン
ゼ
内
下
降
の
可
能
性
が
確
認
さ
れ
た
。
二
十
六
日
、
Ｃ
１
が

雪
崩
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
前
に
、
寺
西
、
多
田
、
浜
谷
を
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
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さ
せ
る
。
二
十
七
日
、
風
雪
の
た
め
全
キ
ャ
ン
プ
停
滞
。
午
後
、
天
候
回

復
の
兆
し
が
み
え
始
め
た
。
強
風
を
つ
い
て
、
辻
、
野
呂
は
Ｃ
３
へ
の
ル

ー
ト
エ
作
を
強
行
し
た
。

二
十
八
日
、
待
望
の
好
天
で
あ
る
。
寒
気
が
顕
著
に
な
っ
た
。
Ｃ
３
ま

で
の
ル
ー
ト
エ
作
隊
の
苦
闘
が
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
よ
く
み
え
る
。
下
部

プ
ラ
ト
ー
か
ら
主
峰
直
下
に
せ
り
上
が
る
南
西
稜
と
西
稜
支
稜
と
合
流
す

る
肩
ま
で
、
何
ど
も
シ
ュ
ル
ン
ド
に
落
ち
込
み
な
が
ら
上
昇
を
つ
づ
け
、

Ｃ
３
（
六
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
し
た
。

八
月
一
日
、
Ｃ
４
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
。
尾
崎
と
浜
谷
Ｃ
３
入
り
。
伊

藤
、
本
郷
は
Ｂ
Ｃ
へ
帰
る
。

二
日
、
尾
崎
、
浜
谷
は
Ｃ
４
へ
向
か
い
、
テ
ン
ト
を
七
五
○
○
メ
ー
ト

ル
の
セ
ラ
ッ
ク
の
基
部
に
設
営
。
浜
谷
は
Ｃ
２
へ
帰
り
翌
日
の
休
息
日
に

備
え
る
。
代
り
に
鈴
木
が
Ｃ
３
入
り
し
た
。
Ｃ
３
の
高
度
が
若
干
高
い
の

で
、
尾
崎
だ
け
に
酸
素
を
毎
分
○
・
五
リ
ッ
ト
ル
使
用
を
指
令
。

三
日
、
酸
素
使
用
の
た
め
に
完
全
に
疲
労
回
復
し
た
尾
崎
と
鈴
木
は
、

酸
素
ボ
ン
ベ
を
Ｃ
４
に
荷
上
げ
し
て
登
頂
態
勢
を
完
全
に
整
え
た
。
桜
井

は
「
隊
長
見
習
い
だ
か
ら
・
・
・
…
」
と
ひ
や
か
さ
れ
な
が
ら
最
終
ス
テ
ー
ジ

の
計
算
に
従
事
す
る
た
め
に
、
わ
が
隊
き
っ
て
の
天
気
予
報
官
・
寺
西
と

と
も
Ｂ
Ｃ
に
帰
っ
て
も
ら
う
。
湯
浅
、
寺
西
、
桜
井
で
徹
夜
で
登
頂
態
勢

作
り
に
専
念
し
た
。
鈴
木
は
休
養
の
た
め
Ｃ
２
に
下
降
し
、
登
頂
メ
ン
バ

ー
辻
、
野
呂
、
尾
崎
が
Ｃ
３
に
合
流
し
た
。
連
日
行
動
の
た
め
に
、
尾
崎

だ
け
に
は
午
後
か
ら
ず
っ
と
酸
素
の
使
用
を
命
じ
、
辻
、
野
呂
と
同
じ
．

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
し
た
。
こ
こ
数
年
、
最
も
精
進
を
し
た
尾
崎
に
登
頂
の

機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
隊
員
す
べ
て
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
無
視
し
て

ま
で
、
彼
に
気
を
使
っ
て
い
た
。
Ｃ
３
へ
張
り
つ
け
、
毎
日
彼
だ
け
に
酸

素
を
吸
わ
せ
る
と
い
う
芸
当
は
仲
間
だ
け
が
で
き
る
こ
と
だ
。

四
日
、
五
日
、
天
候
が
大
き
く
崩
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
絶
好

の
休
息
日
和
で
あ
る
。
ど
の
テ
ン
ト
に
も
酸
素
は
充
分
常
置
さ
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
何
も
心
配
は
な
い
。
ち
ょ
っ
と
で
も
不
調
な
も
の
が
い
れ
ば
Ｃ

１
と
い
え
ど
も
酸
素
を
使
用
す
る
よ
う
に
指
令
。
登
頂
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
、
辻
、
野
呂
は
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
で
の
行
動
経
験
が
な
か
っ
た

が
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
彼
ら
の
ス
ピ
ー
ド
か
ら
考
え
れ
ば
何
も

心
配
は
な
い
・
高
度
順
化
は
充
分
と
み
た
の
で
、
五
日
の
夜
は
逆
に
酸
素

の
使
用
を
指
令
し
て
体
力
の
温
存
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
で
三
人
の
調
子
は

万
全
だ
。

六
日
、
晴
天
に
な
っ
た
が
風
が
強
い
の
で
、
Ｃ
４
入
り
を
断
念
。

七
日
、
快
晴
。
辻
ら
が
Ｃ
４
入
り
し
て
登
頂
態
勢
は
完
了
し
た
。
恒
例

の
脈
榑
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
全
員
好
調
を
知
る
。
入
念
な
登
頂
打
ち
合
わ

せ
。
そ
し
て
Ｃ
３
以
下
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
収
容
態
勢
と
撤
収
の
打
ち
合

わ
せ
を
行
う
。
後
は
明
日
の
好
天
を
祈
る
の
み
で
あ
っ
た
。
明
朝
の
出
発

予
定
は
午
前
二
時
か
ら
三
時
、
サ
ポ
ー
ト
隊
は
六
時
、
行
動
開
始
と
し

た
。
正
午
か
ら
必
ら
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
ガ
ス
が
か
か
る
の
で
、
万
全

登
頂
態
勢
整
う
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八
日
、
午
前
一
時
、
野
呂
か
ら
入
感
。
眠
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

酸
素
残
量
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。
全
員
の
ボ
ン
ベ
が
一
○
○
気
圧
と
の
こ

と
で
あ
る
。
毎
分
三
リ
ッ
ト
ル
使
用
で
二
時
間
半
は
大
丈
夫
で
あ
る
。
最

大
の
難
場
と
い
わ
れ
る
コ
ル
の
取
付
ま
で
残
量
ボ
ン
ベ
で
充
分
に
問
に
合

う
計
算
だ
。
交
信
時
に
は
、
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ゲ
ー
ジ
を
必
ら
ず
通
報

す
る
こ
と
に
し
た
。
Ｂ
Ｃ
で
は
そ
れ
を
直
ち
に
「
２
リ
ッ
ト
ル
な
ら
ば
後

何
時
間
」
と
い
う
返
事
を
通
信
す
る
こ
と
に
し
た
。
コ
ル
の
登
り
は
新
し

い
一
五
○
気
圧
の
酸
素
ボ
ン
ベ
一
本
だ
け
に
な
る
の
で
担
荷
量
も
減
り
好

都
合
だ
。
コ
ル
か
ら
は
陽
が
昇
る
し
、
ル
ー
ト
も
容
易
に
な
る
の
で
二
リ

ッ
ト
ル
使
用
で
充
分
で
あ
る
。
こ
の
旨
を
登
頂
メ
ン
バ
ー
に
告
げ
る
。
天

候
は
大
丈
夫
の
よ
う
だ
。
Ｂ
Ｃ
は
雪
が
バ
ラ
つ
い
て
い
た
が
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
の
針
は
上
が
り
っ
ぱ
な
し
だ
か
ら
で
あ
る
。

午
前
二
時
三
十
分
、
全
員
元
気
に
出
発
。
六
時
七
分
、
待
望
の
主
峰
と

中
央
峰
の
コ
ル
に
到
達
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
交
信
。
こ
の
瞬
間
、
私

は
「
ヤ
ッ
タ
ノ
．
」
と
思
わ
ず
叫
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
行
動
ス
ピ
ー
ド
、

あ
の
声
の
元
気
さ
、
も
う
頂
上
は
間
違
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
酸
素

は
替
え
た
ば
か
り
の
一
五
○
気
圧
入
り
ボ
ン
ベ
で
あ
る
。
二
リ
ッ
ト
ル
使

用
で
六
時
間
。
Ｃ
４
ま
で
帰
る
の
に
充
分
の
量
で
あ
る
。
成
功
は
疑
い
な

い
。
八
時
四
十
九
分
、
遂
に
頂
上
に
到
達
し
た
。
写
真
を
と
り
、
黒
宮
の

を
期
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

登
頂
成
功

あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
で
あ
っ
た
。
実
行
動
日
数
十
九
日
、
隊
員
の
平
均

実
行
動
日
数
は
十
五
日
、
隊
荷
総
重
量
は
酸
素
ボ
ン
ベ
二
十
二
本
を
含
ん

で
約
二
ト
ン
、
Ｃ
１
以
上
へ
の
荷
上
げ
総
重
量
は
酸
素
ボ
ン
ベ
二
十
本
と

固
定
用
ザ
イ
ル
を
含
ん
で
五
○
○
キ
ロ
く
ら
い
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ

で
も
、
Ｃ
１
か
ら
Ｃ
３
ま
で
、
非
常
事
態
に
備
え
て
、
未
使
用
の
酸
素
ボ

ン
ベ
二
本
以
上
を
各
キ
ャ
ン
プ
に
必
ず
常
置
し
て
の
上
で
あ
っ
た
。

日
本
を
出
発
し
て
帰
国
す
る
ま
で
約
二
カ
月
半
と
い
う
の
も
比
較
的
短

い
遠
征
期
間
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
で
の

登
山
は
、
八
五
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
そ
れ
と
は
本
質
的
に
異
質
で
あ
る

と
は
い
え
、
き
わ
め
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
登
山
を
終
了
し
得
た
こ
と
は
ま
こ

レ
リ
ー
フ
を
頂
上
直
下
の
岩
に
そ
な
え
頂
上
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
了
し
た

登
頂
隊
は
、
尾
崎
の
「
頂
上
よ
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
い
う
声
を
合
図
に
、

九
時
十
五
分
下
降
を
開
始
し
た
。
十
一
時
五
十
四
分
Ｃ
４
に
帰
着
し
、
サ

ポ
ー
ト
隊
と
合
流
し
た
。
酸
素
は
Ｃ
４
到
着
五
分
後
に
空
に
な
っ
た
。
午

後
三
時
二
十
八
分
、
撤
収
メ
ン
バ
ー
を
含
め
た
全
員
が
Ｃ
２
に
集
結
し

た
。
五
時
、
登
頂
メ
ン
バ
ー
は
食
事
を
終
わ
り
、
残
っ
た
酸
素
ボ
ン
ベ
を

使
用
し
て
、
Ｃ
２
の
テ
ン
ト
で
静
か
に
眠
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な

く
、
Ｋ
２
頂
上
の
重
広
か
ら
登
頂
を
告
げ
る
交
信
が
あ
っ
た
。
嬉
し
か
っ

た
。
新
貝
隊
長
と
カ
マ
ー
ル
大
佐
に
心
か
ら
の
祝
辞
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

交
信
を
し
た
。お

わ
り
に
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と
に
幸
運
で
あ
っ
た
と
い
う
一
語
に
つ
き
る
で
あ
ろ
う
。
隊
員
の
す
べ
て

、
、

が
、
決
し
て
〃
経
歴
的
〃
に
は
精
鋭
と
は
い
え
な
い
し
、
十
三
名
と
は
い

え
、
登
華
要
員
は
は
じ
め
か
ら
十
名
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
私
達
に
は
成
功
の
確
信
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
自
分
達
の
持
場
に
徹

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
隊
員
同
志
の
信
頼
感
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

、
、
、

る
。
だ
か
ら
、
私
達
の
登
山
隊
の
成
功
の
真
因
は
、
最
も
古
典
的
な
高
所

登
山
論
を
も
っ
と
も
忠
実
に
実
践
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
が
い
く
つ
か

の
幸
運
を
よ
び
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
全
員
が
激
し
い
頭
痛

一
つ
味
わ
う
こ
と
な
く
登
山
を
終
了
し
得
た
こ
と
は
、
一
に
も
二
に
も
、

強
い
登
山
家
を
基
準
に
し
た
最
近
流
行
の
高
踏
な
高
所
登
山
の
一
般
論

、
、
、
、
、

を
、
私
達
の
力
に
応
じ
た
「
私
達
な
り
」
の
戦
術
論
に
応
用
し
て
展
開
し

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ブ
ー
ル
の
記
録
も
、
メ
ス
ナ
ー
の
記
録
も
、
そ
れ
は

自
分
達
の
登
山
を
行
な
う
た
め
の
一
つ
の
資
料
に
過
ぎ
な
い
。
金
坂
一
郎

氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
高
所
登
山
の
忘
れ
物
」
が
な
い
よ
う
に
と
い
う

の
が
、
私
達
の
登
山
隊
の
哲
学
で
あ
り
信
念
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
黒
宮

が
「
死
」
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
た
登
山
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
を
あ
げ

、
、
、
、

れ
ぱ
弱
い
者
は
一
キ
ロ
の
荷
上
げ
、
強
い
人
や
強
い
人
に
な
り
得
る
隊
員

に
は
そ
れ
相
応
の
荷
上
げ
を
し
て
貰
う
と
い
う
「
あ
た
り
ま
え
」
の
こ
と

を
忠
実
に
守
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
仲
間
内
で
な
に
も
不

満
が
な
か
っ
た
の
は
長
所
も
短
所
も
知
り
つ
く
し
た
仲
間
だ
か
ら
で
あ
っ

た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
愛
知
学
院
大
学
カ
ラ
コ
ル
ム
学
術
登
山
隊
一
九
七
七

活
動
期
間
一
九
七
七
年
六
月
’
八
月

目
的
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
（
八
○
四
七
メ
ー
ト
ル
）
の
登
頂

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
湯
浅
道
男
（
“
）
、
副
隊
長
Ⅱ
大
野
紀
和
（
詔
）
、

隊
員
Ⅱ
寺
西
邦
夫
（
皿
）
、
伊
藤
賢
治
（
鋤
）
、
辻
美
行
（
鋤
）
、
伊

藤
昌
弘
（
調
）
、
桜
井
洋
介
（
躯
）
、
本
郷
三
好
（
妬
）
、
野
呂
和
久

（
配
）
、
尾
崎
隆
（
弱
）
、
多
田
光
孝
（
型
）
、
浜
谷
光
安
（
鋤
）
、
鈴

木
清
彦
（
鋤
）
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
Ⅱ
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ク
ル

シ
ー
ド
大
尉

行
動
概
要
６
月
即
日
ス
カ
ル
ド
発
。
７
月
７
日
Ｂ
Ｃ
（
四
九
○
○
メ

ー
ト
ル
）
着
。
７
月
ｎ
日
Ｃ
１
（
五
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
７

月
認
日
Ｃ
２
（
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
７
月
羽
日
Ｃ
３
（
六

九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
８
月
２
日
Ｃ
４
（
七
五
○
○
メ
ー
ト

ル
）
建
設
。
８
月
８
日
登
頂
（
辻
、
尾
崎
、
野
呂
）
。
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当
初
、
目
標
と
す
る
山
を
、
バ
ッ
ー
ラ
第
一
峯
の
西
方
に
あ
る
六
八
八

五
メ
ー
ト
ル
峯
に
す
る
か
、
ダ
フ
・
ル
タ
ム
（
六
六
五
一
メ
ー
ト
ル
）
を

と
る
か
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
の
で
あ
る
が
、
広
島
山
の
会
の
カ
ン

ピ
レ
・
デ
ィ
オ
ー
ル
隊
の
記
録
や
、
泉
州
山
岳
会
の
バ
ッ
ー
ラ
踏
査
隊
の

記
録
か
ら
、
六
八
八
五
メ
ー
ト
ル
峯
の
正
確
な
位
置
の
山
容
に
疑
問
が
生

じ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
私
達
は
ダ
フ
・
ル
タ
ム
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。

こ
の
山
は
、
タ
ル
タ
ム
と
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
シ
プ
ト
ン
隊
が

一
九
三
九
年
に
作
成
し
た
「
関
呂
①
Ｈ
ｌ
ｍ
員
○
国
胃
邑
詞
①
唱
○
ロ
の
」
と
い

う
地
図
や
、
ま
た
一
九
五
九
年
の
イ
タ
リ
ヤ
・
モ
ン
ッ
ィ
ー
ノ
隊
の
カ
ン

ジ
ュ
ト
・
サ
ー
ル
登
山
報
告
書
の
中
に
出
て
い
る
弓
四
宮
宛
具
巨
日
の
方

を
取
り
、
多
少
言
い
ま
わ
し
が
む
づ
か
し
い
が
、
ダ
フ
・
ル
タ
ム
を
隊
で

用
い
る
名
称
と
し
た
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

ダ
フ
・
ル
タ
ム
登
頂
Ｉ
南
西
稜
豊
鑿
Ｉ
（
一
九
七
七
年
）

一
九
七
六
年
夏
、
泉
州
山
岳
会
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
が
ビ
ア
フ
ォ
氷
河

域
ラ
ト
ッ
ク
第
一
峯
に
遠
征
し
た
。
私
達
は
、
ビ
ア
フ
ォ
氷
河
を
源
頭
近

く
ま
で
踏
査
さ
れ
た
同
隊
の
上
川
、
谷
口
両
氏
か
ら
、
タ
ブ
・
ル
タ
ム
の

正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
山
は
通
常
ヒ
ス
パ
ー
氷
河
か
ら
入
る
の
が
最
も
具
合
が
よ
い
の

で
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
へ
提
出
す
る
登
山
許
可
申
請
書
に
は
そ
の
よ
う
に

記
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ル
ー
ト
か
ら
の
許
可
は
下
り
に
く
い
と
い
う

見
通
し
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
山
は
ダ
フ
・
ル
タ
ム
一
本
に
し
ぼ
り
、
ル

ー
ト
を
別
に
ビ
ア
フ
ォ
氷
河
を
経
由
す
る
も
の
と
、
ア
ラ
ン
ド
を
経
て
ム

シ
ク
ラ
峠
を
越
え
る
も
の
と
を
併
記
し
て
、
一
九
七
六
年
十
月
八
日
に
在

京
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
へ
登
山
申
請
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
年
明
け

た
一
九
七
七
年
三
月
十
七
日
に
な
っ
て
、
在
京
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
か
ら

ビ
ア
フ
ォ
経
由
と
い
う
こ
と
で
許
可
を
得
た
。

許
可
書
を
手
に
し
て
か
ら
出
発
ま
で
は
二
ケ
月
余
り
し
か
な
か
っ
た

桑
原

信

夫
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が
、
隊
員
の
意
気
も
高
く
、
あ
ら
か
じ
め
立
案
し
て
い
た
計
画
に
し
た
が

っ
て
進
め
ら
れ
る
準
備
は
早
か
っ
た
。
特
に
食
糧
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
か
ら
上
部
の
も
の
は
す
べ
て
二
食
分
一
パ
ッ
ク
の
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
、
パ
ッ
キ
ン
グ
ケ
ー
ス
も
各
キ
ャ
ン
プ
ご
と
に
色
分
け
し
た
の
で
、

極
め
て
軽
量
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

五
月
二
十
五
日
、
全
隊
荷
六
四
三
キ
ロ
（
中
味
五
五
○
キ
ロ
）
を
航
空

便
に
託
し
、
隊
員
は
全
員
揃
っ
て
六
月
三
日
に
羽
田
空
港
を
出
発
、
ラ
ワ

ル
ピ
ン
デ
ィ
に
向
か
っ
た
。

四
十
度
を
越
え
る
酷
暑
の
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
で
は
、
政
府
、
リ
エ
ゾ
ン

・
オ
フ
ィ
サ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
隊
荷
の
引
き
取
り
、
装
備
食
糧
の
買

い
増
し
な
ど
の
多
く
の
作
業
を
、
全
員
で
手
分
け
し
て
迅
速
に
進
め
た
結

果
、
一
週
間
と
い
う
驚
く
程
の
短
期
間
で
総
て
の
こ
と
を
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
、
私
達
は
六
月
十
一
日
に
は
ス
カ
ル
ド
ヘ
向
け
て
ロ
ー
カ
ル
フ
ラ

イ
ト
で
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
を
飛
び
立
っ
た
。

ス
カ
ル
ド
に
着
い
た
そ
の
日
の
う
ち
に
、
必
要
と
す
る
ポ
ー
タ
ー
四
十

八
人
を
雇
い
入
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
宿
を
と
っ
た
。
先
に

ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
か
ら
送
っ
た
荷
物
四
十
一
個
の
う
ち
、
二
個
が
未
着
の

た
め
、
三
人
の
隊
員
を
残
し
、
翌
日
私
達
は
三
台
の
ジ
ー
プ
に
分
乗
し
て

ス
カ
ル
ド
か
ら
四
十
八
マ
イ
ル
先
に
あ
る
バ
ハ
に
向
か
っ
た
。

繁
雑
な
作
業
を
こ
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

キ
ャ
ラ
バ
ン

の
は
、
何
に
も
増
し
て
有
能
な
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
キ
ャ
プ
テ
ン

・
プ
ッ
ト
氏
を
得
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ス
カ
ル
ド
で
雇
っ
た
ポ
ー
タ
ー
た

ち
は
、
サ
ダ
ー
ル
（
ポ
ー
タ
ー
頭
）
の
他
は
す
べ
て
四
十
八
マ
イ
ル
を
徒

歩
で
バ
ハ
ま
で
や
っ
て
来
る
の
で
二
日
間
か
か
る
。
こ
の
間
に
ス
カ
ル
ド

で
未
着
の
二
個
の
荷
物
を
受
取
っ
た
三
人
の
隊
員
も
バ
ハ
に
到
着
し
た
。

カ
ラ
コ
ル
ム
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
の
水
が
濁
っ
て
い
る
。
バ
ハ
滞
在
中

に
、
こ
の
濁
水
は
一
度
ボ
イ
ル
し
て
静
置
し
て
お
く
と
き
れ
い
に
な
る
こ

と
が
わ
か
り
、
そ
れ
か
ら
大
鍋
に
水
を
入
れ
て
焚
火
で
ボ
イ
ル
さ
せ
て
使

う
こ
と
に
し
た
。

食
べ
も
の
の
う
ら
み
は
ど
こ
の
国
へ
行
っ
て
も
変
ら
な
い
よ
う
で
、
バ

ハ
出
発
の
前
夜
プ
ッ
ト
の
食
糧
を
サ
ダ
ー
ル
が
少
し
失
敬
し
た
の
が
ば
れ

て
、
怒
っ
た
プ
ッ
ト
は
速
刻
サ
ダ
ー
ル
を
鼓
に
し
た
。
以
後
わ
が
隊
の
ポ

ー
タ
ー
頭
は
プ
ッ
ト
が
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
別
の
意
味
で
都

合
が
よ
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
雇
っ
た
サ
ダ
ー
ル
は
じ
め

ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
、
ピ
ア
フ
ォ
地
域
を
全
く
知
ら
な
い
の
で
、
ア
ス
コ
ー

レ
で
ポ
ー
タ
ー
の
半
数
を
解
雇
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
も
し
サ
ダ
ー
ル
が

い
た
ら
ア
ス
コ
ー
レ
以
降
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
統
率
が
更
に
む
づ
か
し
く
な

っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
。

六
月
十
五
日
朝
、
ポ
ー
タ
ー
を
集
合
さ
せ
、
プ
ッ
ト
が
ウ
ル
ド
ゥ
語
に

訳
し
て
く
れ
た
訓
示
を
た
れ
て
バ
ハ
を
出
発
、
い
よ
い
よ
キ
ャ
ラ
バ
ン
に

入
っ
た
が
、
折
悪
し
く
出
発
す
る
頃
か
ら
雨
が
降
り
出
し
た
。
歩
く
程
に

雨
足
も
激
し
く
な
る
の
で
、
こ
の
日
は
約
二
マ
イ
ル
の
行
進
で
ダ
ッ
ソ
に
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つ
き
病
院
の
建
物
を
借
用
し
て
泊
る
こ
と
に
し
た
。
夕
方
に
は
雨
も
上
が

り
、
翌
日
か
ら
本
格
的
な
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
入
っ
た
。
チ
ャ
ポ
ー
チ
ョ
ン
ゴ

と
泊
り
を
重
ね
て
、
三
日
目
に
は
ア
ス
コ
ー
レ
に
入
っ
た
。

ア
ス
コ
ー
レ
で
ポ
ー
タ
ー
の
半
数
を
解
雇
し
て
、
ア
ス
コ
ー
レ
の
ポ
ー

タ
ー
を
補
充
し
た
が
、
こ
の
う
ち
の
数
人
の
年
輩
の
ポ
ー
タ
ー
は
極
め
て

性
が
悪
く
、
ト
ラ
ブ
ル
に
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ま
さ
れ
た
。
そ
の
原
因
は

靴
な
ど
の
装
備
の
要
求
と
支
給
す
る
食
糧
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
プ
ッ
ト
の
努
力
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
遅
滞
な
く
ナ
ム
ラ
マ
ン
ゴ

を
経
て
バ
イ
ン
ダ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
歩
を
進
め
た
。

こ
れ
か
ら
先
は
氷
と
雪
の
上
を
進
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
ポ
ー
タ
ー
た

ち
は
高
所
ポ
ー
タ
ー
な
み
の
条
件
を
要
求
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
賃
金

に
つ
い
て
は
そ
の
要
求
に
応
じ
た
が
、
共
に
要
求
さ
れ
る
装
備
に
つ
い
て

は
、
隊
荷
を
準
備
す
る
段
階
で
あ
ま
り
に
も
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
目
ざ

し
て
い
た
の
で
、
ポ
ー
タ
ー
に
貸
与
で
き
る
の
は
十
一
足
の
ゴ
ム
長
靴
と

靴
下
手
袋
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
バ
イ
ン
ダ
ー
か
ら
出
来
る

だ
け
上
ま
で
荷
上
げ
し
て
デ
ポ
地
を
つ
く
っ
た
の
ち
、
十
一
人
を
残
し
て

解
雇
し
た
。

四
日
間
か
け
て
氷
河
上
に
二
つ
の
キ
ャ
ン
プ
を
伸
ば
し
、
隊
員
の
ほ
と

ん
ど
は
ポ
ー
タ
ー
以
上
の
荷
物
を
背
負
っ
て
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
重
ね
た
。

六
月
二
十
六
日
夜
、
定
期
的
な
賃
金
の
支
払
い
を
す
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
翌

日
の
未
明
に
六
人
の
ポ
ー
タ
ー
が
逃
げ
帰
り
、
残
る
ポ
ー
タ
ー
は
五
人
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
は
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
の
南
に
あ
る
フ
ー
セ
村
の
兄
弟

Ｂ
Ｃ
は
ヒ
ス
パ
ー
峠
を
左
に
や
り
す
ご
し
、
ピ
ア
フ
ォ
氷
河
の
源
流
、

ス
ノ
ー
レ
イ
ク
と
呼
ば
れ
る
地
域
を
越
え
て
、
ダ
フ
・
ル
タ
ム
か
ら
南
に

落
ち
る
氷
河
の
末
端
の
雪
の
台
地
に
設
営
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は
カ
ラ
コ

ル
ム
と
い
う
よ
り
ア
ラ
ス
カ
の
氷
河
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。

ダ
フ
・
ル
タ
ム
は
、
南
西
稜
、
北
西
稜
、
東
稜
の
三
本
の
峻
険
な
岩
尾

と
従
弟
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
の
若
者
で
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
を
「
フ
ー
セ

村
の
五
人
衆
」
と
呼
ん
で
い
た
。
彼
ら
に
は
エ
キ
ス
ト
ラ
・
チ
ャ
ー
ジ
を

支
払
っ
て
、
テ
ン
ト
と
若
干
の
食
糧
を
か
つ
が
せ
、
隊
員
も
四
十
キ
ロ
近

い
荷
物
を
背
負
っ
て
、
こ
の
日
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
で
あ
る
五
○
九

○
メ
ー
ト
ル
地
点
の
雪
の
台
地
に
た
ど
り
つ
き
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
仮

設
し
た
。

そ
の
後
三
日
間
、
Ｃ
１
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
と
併
行
し
て
氷
河
上
に
残
し

た
荷
物
を
か
つ
ぎ
上
げ
、
六
月
三
十
日
八
○
○
キ
ロ
の
荷
物
を
上
げ
切
り

よ
う
や
く
Ｂ
Ｃ
の
陣
容
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
段
階
で
フ
ー
セ
の
五
人
衆
に
は
七
月
二
十
二
日
に
上
っ
て
来
る
よ

う
ウ
ル
ド
ゥ
語
で
記
し
た
指
示
書
を
渡
し
、
若
干
の
ポ
ク
シ
ス
を
与
え
て

下
山
さ
せ
た
。
ポ
ー
タ
ー
へ
の
高
所
用
装
備
の
不
足
か
ら
、
バ
イ
ン
ダ
ー

か
ら
上
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
は
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
が
、
隊
員
が
五
○
○
○
メ

ー
ト
ル
に
近
い
高
所
で
、
三
○
キ
ロ
以
上
の
荷
物
を
背
負
っ
て
荷
上
げ
を

し
た
こ
と
が
高
所
順
応
に
極
め
て
よ
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

展

開
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根
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
稜
の
問
に
カ
ニ
バ
サ
氷
河
支
流
、
南
ダ
フ
・

ル
タ
ム
氷
河
、
ク
ル
ド
ピ
ン
氷
河
を
形
成
し
て
い
る
。
特
に
カ
ニ
バ
サ
氷

河
支
流
側
で
あ
る
南
西
稜
と
北
西
稜
に
囲
ま
れ
た
一
面
は
、
頂
か
ら
一
気

に
切
れ
落
ち
た
岩
壁
と
な
り
、
三
段
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
帯
を
有
し
て
い

わ
れ
わ
れ
の
ル
ー
ト
と
し
た
ス
ノ
ー
レ
イ
ク
側
は
南
西
稜
と
東
稜
の
間

に
氷
河
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
南
ダ
フ
・
ル
タ
ム
氷
河
と
名
付
け

た
。

南
ダ
フ
・
ル
タ
ム
氷
河
は
ル
ー
ト
エ
作
に
は
都
合
の
よ
い
三
つ
の
雪
の

台
地
を
有
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
先
に
あ
る
ク
レ
バ
ス
帯
を
越
し
た
Ｃ
１

附
近
の
台
地
を
「
前
の
院
」
、
そ
の
上
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
を
越
し
た

あ
た
り
を
「
中
の
院
」
、
Ｃ
２
を
設
け
た
東
稜
と
南
西
稜
に
囲
ま
れ
た
広

大
な
台
地
を
「
奥
の
院
」
と
呼
び
、
Ｃ
１
の
西
方
の
尾
根
を
「
モ
ス
ラ
ー

リ
ッ
ジ
」
、
Ｃ
２
の
裏
側
に
あ
る
白
い
山
を
「
鉢
伏
山
」
と
呼
ん
だ
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
の
登
山
活
動
は
、
隊
長
、
ド
ク
タ
ー
、
プ
ッ
ト
は
別
と
し

て
、
七
人
の
隊
員
を
二
つ
の
パ
ー
テ
ィ
に
分
け
、
ル
ー
ト
エ
作
と
荷
上
げ

を
組
み
合
わ
せ
、
四
日
間
行
動
一
日
休
養
の
割
合
で
ル
ー
ト
を
伸
ば
し
て

ゆ
く
よ
う
に
し
た
。
結
果
と
し
て
、
誰
一
人
不
調
を
訴
え
る
者
も
な
く
、

当
初
の
二
パ
ー
テ
ィ
構
成
を
維
持
し
な
が
ら
進
行
し
た
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
１
ま
で
は
、
ほ
ぼ
フ
ラ
ッ
ト
な
雪
面
を
三
マ
イ
ル
歩
い
て

ク
レ
バ
ス
帯
に
か
か
る
。
ク
レ
バ
ス
を
左
右
に
さ
け
な
が
ら
右
寄
り
に
登

高
し
て
、
七
月
一
日
、
五
五
八
○
メ
ー
ト
ル
の
前
の
院
に
Ｃ
１
を
建
設
し

》
。
◎

(b)

ra

(108）



タブ・ルタム登頂

た
。

こ
こ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
二
五
キ
ロ
以
上
の
荷
物
を
背
負
い
、

個
人
装
備
を
除
い
て
、
こ
こ
に
四
四
○
キ
ロ
の
荷
上
げ
を
行
な
っ
た
。

Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
へ
の
ル
ー
ト
は
、
Ｃ
１
か
ら
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
を
登

っ
て
中
の
院
に
至
り
、
こ
れ
を
斜
め
右
に
横
断
し
て
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の

急
な
雪
壁
に
至
る
。
荷
上
げ
の
初
期
に
は
こ
こ
に
固
定
ザ
イ
ル
を
張
り
、

ユ
マ
ー
リ
ン
グ
で
登
っ
た
が
、
の
ち
に
上
部
で
の
ル
ー
ト
エ
作
に
固
定
ザ

イ
ル
が
不
足
し
た
の
で
、
こ
れ
は
回
収
し
た
。
雪
壁
を
登
り
切
り
、
最
後

の
ク
レ
バ
ス
を
飛
び
越
え
る
よ
う
に
し
て
登
る
と
南
西
稜
が
目
前
に
現
わ

れ
、
東
稜
と
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
雪
原
奥
の
院
に
至
る
。
こ
こ
か
ら
は
南

西
稜
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
七
月
四
日
、
こ
こ
に
標
高
六
○
三
○
メ

ー
ト
ル
の
Ｃ
２
建
設
し
た
。
Ｃ
１
と
Ｃ
２
の
間
は
距
離
に
し
て
約
二
マ
イ

ル
で
あ
る
が
、
中
の
院
以
外
は
傾
斜
が
急
な
た
め
一
人
当
り
十
五
キ
ロ
程

度
で
荷
上
げ
を
行
な
い
、
三
八
○
キ
ロ
の
荷
物
を
Ｃ
２
に
上
げ
た
。

南
西
稜
へ
は
Ｃ
２
か
ら
一
旦
氷
河
を
稜
線
側
に
下
降
し
て
稜
線
の
基
部

に
至
り
、
八
メ
ー
ト
ル
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
た
氷
壁
と
な
っ
た
シ
ュ
ル

ン
ド
を
、
宮
川
登
鑿
隊
長
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
き
た
え
た
軽
妙
な
ア
イ
ス
テ

ク
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
登
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
バ
シ
ゴ
を
セ
ッ
ト
し
た
。
そ
の
上

は
急
峻
な
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
で
、
四
ピ
ッ
チ
一
五
○
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
稜
線

の
コ
ル
に
出
る
。

稜
線
は
氷
と
岩
と
雪
と
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ヤ
セ
尾
根
で
、
部
分
的
に
は

馬
乗
り
登
肇
を
強
い
ら
れ
た
り
、
側
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
ク
ラ
ッ
ク
を

登
っ
た
り
す
る
。
七
月
十
日
、
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
コ
ル
か
ら
八
ピ
ッ
チ
三

○
○
メ
ー
ト
ル
を
登
っ
た
地
点
で
、
ヤ
セ
尾
根
の
一
部
を
崩
し
、
岩
を
な

ら
べ
て
わ
ず
か
な
テ
ラ
ス
を
作
り
、
Ｃ
３
（
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建

設
、
こ
こ
に
は
一
六
○
キ
ロ
を
荷
上
げ
し
た
。

Ｃ
３
か
ら
は
な
お
も
氷
と
岩
と
雪
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ヤ
セ
尾
根
の
登
肇

が
つ
づ
き
、
六
ピ
ッ
チ
二
六
○
メ
ー
ト
ル
で
、
頂
上
か
ら
鋭
く
切
れ
落
ち

る
岩
壁
部
に
至
る
。
一
見
手
強
わ
そ
う
な
岩
壁
も
、
幸
い
な
こ
と
に
連
日

の
好
天
続
き
で
岩
肌
が
乾
い
て
お
り
、
ア
イ
ゼ
ン
を
は
ず
し
て
ど
ん
ど
ん

ザ
イ
ル
を
伸
ば
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
。
六
三
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
し

た
高
度
で
の
快
適
な
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。
左
は
カ
ニ
バ
サ
氷
流
上
部

支
流
ま
で
一
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
ス
パ
ッ
と
切
れ
落
ち
、
右
は
奥
の

院
の
べ
ル
グ
シ
ュ
ル
ン
ド
ま
で
四
○
○
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
切
れ
落
ち
て
い

る
。
上
部
岩
壁
に
は
大
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
が
張
り
出
し
て
い
た
が
、
人
工

登
筆
に
よ
っ
て
ル
ー
ト
を
開
い
た
。

Ｃ
３
を
建
設
し
て
三
日
目
に
は
、
岩
壁
中
心
部
十
二
ピ
ッ
チ
高
差
三
○

○
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
ト
エ
作
も
終
り
頂
上
へ
の
明
る
い
見
通
し
を
得
た
。

頂
上
へ
の
目
途
を
つ
け
た
七
月
十
二
日
の
夜
、
ア
タ
ッ
ク
隊
員
に
選
ば

れ
た
小
畑
、
宇
佐
川
、
田
中
、
光
用
の
四
人
は
、
Ｃ
３
に
入
っ
て
眠
れ
ぬ

夜
を
過
ご
し
た
。
七
月
十
三
日
午
前
六
時
、
頂
上
に
向
け
て
出
発
。
天
気

は
こ
の
日
も
快
晴
、
申
し
分
の
な
い
ア
タ
ッ
ク
日
和
で
あ
る
。
固
定
ザ
イ

ア
ダ
ツ
ク
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ル
を
頼
り
に
、
稜
線
を
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
岩
壁
下
部
に
至
り
、
岩
壁
部

に
セ
ッ
ト
し
た
大
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
帯
の
ア
ブ
ミ
を
用
い
て
ユ
マ
ー
リ
ン

グ
、
九
時
三
十
分
に
最
終
到
達
点
ま
で
登
る
。
こ
こ
か
ら
頂
上
稜
線
に
つ

づ
く
雪
稜
に
ザ
イ
ル
を
伸
ば
す
。
雪
は
す
で
に
く
さ
っ
て
お
り
、
急
峻
な

上
に
溝
を
掘
る
よ
う
な
ラ
ッ
セ
ル
を
強
い
ら
れ
、
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ば
か

り
ザ
イ
ル
を
伸
ば
し
て
頂
上
直
下
五
十
メ
ー
ト
ル
の
や
や
安
定
し
た
地
点

に
四
人
が
集
ま
る
。
こ
こ
か
ら
は
田
中
、
光
用
が
先
発
し
て
十
二
時
十
五

分
、
田
中
の
バ
ン
ザ
イ
を
す
る
姿
が
頂
上
に
浮
か
び
上
が
り
、
次
々
と
四

人
が
頂
上
に
立
っ
た
。

急
峻
な
岩
峯
の
わ
り
に
、
頂
上
に
は
い
く
ら
か
ゆ
っ
た
り
し
た
広
さ
が

あ
っ
た
。
快
晴
で
は
あ
る
も
の
の
、
風
は
冷
め
た
く
肌
を
さ
し
た
。
初
登

頂
の
四
人
は
写
真
を
撮
っ
た
り
、
行
動
食
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、
Ｃ
２

か
ら
望
遠
鏡
で
ア
タ
ッ
ク
隊
を
追
っ
て
い
る
隊
長
と
交
信
、
約
四
十
分
頂

上
に
滞
在
し
、
小
旗
を
つ
け
た
ピ
ッ
ケ
ル
を
雪
上
に
さ
し
て
き
た
。
帰
路

は
懸
垂
下
降
を
連
続
し
て
十
五
時
四
十
分
に
Ｃ
３
に
帰
幕
し
た
。
十
六
時

に
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
の
宮
川
、
松
村
、
清
水
と
大
西
ド
ク
タ
ー
が
隊
長

の
指
示
に
従
っ
て
Ｃ
３
に
登
っ
て
き
た
の
で
、
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
の
四

人
は
Ｃ
２
に
向
っ
て
下
降
、
十
八
時
に
隊
長
の
待
つ
Ｃ
２
に
帰
着
し
た
。

七
月
十
四
日
、
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
は
五
時
四
十
分
に
Ｃ
３
を
出
発
し

た
。
天
気
は
前
日
同
様
の
快
晴
で
、
朝
日
は
ダ
フ
・
ル
タ
ム
の
す
る
ど
く

と
が
っ
た
容
姿
そ
の
ま
ま
を
カ
ニ
バ
サ
氷
河
に
投
影
し
て
い
た
。
前
日
と

同
様
に
ユ
マ
ー
リ
ン
グ
で
登
筆
を
続
け
て
い
る
と
宮
川
は
、
大
オ
ー
バ
ー

ハ
ン
グ
の
ル
ー
ト
の
は
る
か
上
空
を
白
鳥
の
大
群
が
Ｖ
の
字
を
え
が
い
て

南
方
に
飛
ん
で
ゆ
く
の
を
見
た
。
十
時
十
分
二
度
目
の
登
頂
に
成
功
し
て

彼
ら
は
十
三
時
三
十
分
Ｃ
３
に
帰
着
、
こ
の
日
Ｃ
２
か
ら
Ｃ
３
の
撤
収
に

向
か
っ
た
宇
佐
川
、
光
用
と
共
に
Ｃ
３
を
撤
収
し
て
Ｃ
２
に
帰
着
、
こ
う

し
て
全
隊
員
の
登
頂
に
成
功
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
登
山
で
は
、
全
員
が
安
全
に
登
頂
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
を
と
っ
た
。
そ
の
た
め
固
定
ザ
イ
ル
を
有
効
に
用
い

て
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
せ
ず
に
連
続
に
登
筆
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
点

Ｄ
・
ス
コ
ッ
ト
や
Ｌ
・
メ
ス
ナ
ー
の
よ
う
な
方
式
と
は
異
っ
た
登
り
方

で
あ
る
と
い
え
る
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
重
点
を
お
い
た
日
本
的
な
タ
ク

テ
ィ
ク
ス
が
成
果
を
生
ん
だ
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
大
阪
登
華
倶
楽
部
一
九
七
七
年
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊

活
動
期
間
一
九
七
五
年
六
月
’
七
月

目
的
ダ
フ
・
ル
タ
ム
（
六
六
五
一
メ
ー
ト
ル
）
の
初
登
頂
（
全

員
登
頂
）
。

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
桑
原
信
夫
（
妬
）
、
登
肇
隊
長
Ⅱ
宮
川
広
年
（
瓢
）
、

同
副
隊
長
Ⅱ
松
村
勝
雄
（
羽
）
、
隊
医
Ⅱ
大
西
英
之
（
釦
）
、

隊
員
Ⅱ
小
畑
和
人
（
弱
）
、
清
水
豊
（
妬
）
、
田
中
義
信

お
わ
り
に
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（
弱
）
、
宇
佐
川
幸
夫
（
型
）
、
光
用
和
也
（
型
）
、
リ
エ

ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
Ｉ
カ
リ
ッ
ト
・
カ
デ
ー
ル
・
プ
ッ
ト

大
尉
（
弱
）

行
動
概
要
６
月
３
日
大
阪
発
。
６
月
ｎ
日
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
発
。
６

月
哩
日
ス
カ
ル
ド
発
。
６
月
型
日
バ
イ
ン
ダ
ー
。
６
月
幻

日
Ｂ
Ｃ
仮
設
（
五
○
九
○
メ
ー
ト
ル
）
。
７
月
１
日
Ｃ
１

建
設
（
五
五
八
○
メ
ー
ト
ル
）
。
４
日
Ｃ
２
仮
設
（
六
○

三
○
メ
ー
ト
ル
）
。
、
日
Ｃ
３
建
設
（
六
二
○
○
メ
ー
ト

ル
）
。
過
日
小
畑
、
宇
佐
川
、
田
中
、
光
用
、
ダ
フ
・
ル

タ
ム
初
登
頂
。
皿
日
宮
川
、
松
村
、
清
水
、
大
西
、
登

頂
。
晦
日
Ｂ
Ｃ
撤
収
。
鴻
日
ス
カ
ル
ド
帰
着
。
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や
は
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
。
：
。
：
と
笑
わ
れ
も
し
た
が
、
「
ガ
ラ
に
合
っ
た
山
」

を
見
つ
け
、
地
道
に
や
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
七
二
年
の
春
か

ら
夢
を
語
り
、
ア
ッ
サ
ム
か
ら
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
ま
で
幾
つ
も
の
計
画
案

を
練
り
、
研
究
会
を
重
ね
た
が
、
そ
の
可
能
性
は
「
山
」
に
で
は
な
く
、

自
か
ら
の
側
に
こ
そ
あ
る
と
考
え
、
と
に
か
く
動
き
出
す
こ
と
に
し
た
。

研
究
会
は
実
行
委
員
会
に
と
育
ち
、
集
ま
っ
た
隊
員
申
請
書
が
職
員
の
み

で
十
五
人
と
な
っ
た
。
一
都
六
県
に
散
る
隊
員
は
、
昼
夜
に
わ
た
る
十
幾

種
の
煩
雑
な
勤
務
に
つ
き
、
遠
征
隊
員
と
し
て
具
備
す
べ
き
認
識
も
甘

く
、
馴
れ
合
い
が
苦
労
の
種
と
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
年
間
所
得
二
百

万
足
ら
ず
で
そ
の
半
数
は
妻
帯
者
、
そ
の
子
供
計
十
四
人
（
帰
国
時
に
は

十
六
人
と
な
っ
て
い
た
）
の
糊
口
を
ひ
さ
ぐ
身
で
、
三
個
月
の
無
給
生
活

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
か
た
や
、
赤
字
再
建
の
公
企
体
で
は
、

出
発
ま
で

プ
ル
ポ
ー
・
ブ
ラ
ッ
カ
登
頂
（
一
九
七
七
年
）

長
期
欠
務
を
含
め
付
随
す
る
問
題
が
多
く
、
当
局
労
組
と
も
「
素
晴
ら
し

い
事
だ
が
…
：
扱
い
か
ね
る
…
・
・
・
」
た
め
準
備
の
全
て
か
ら
公
開
を
控

え
、
静
か
に
出
て
事
故
な
く
登
り
い
つ
も
の
勤
務
に
復
し
生
活
に
も
ど
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
最
善
と
考
え
、
最
少
限
の
協
力
を
仰
い
だ
。
こ
う
し
て

ま
と
め
た
ヒ
マ
ラ
ャ
ヘ
の
前
提
条
件
は
、

㈲
夢
が
育
て
た
研
究
と
、
八
名
の
海
外
登
山
の
経
験
と
技
術
で
対
処
し
う

る
こ
と
。

目
在
職
許
容
限
界
の
欠
務
九
十
日
以
内
で
行
動
を
全
て
終
え
、
勤
務
に
復

せ
る
こ
と
。

匂
最
低
の
経
費
と
保
有
す
る
装
備
で
意
図
を
達
成
で
き
る
こ
と
。

㈲
将
来
へ
の
経
験
の
蓄
積
の
た
め
、
多
く
の
隊
員
が
登
頂
可
能
な
目
標
で

あ
る
こ
と
。

田
未
踏
の
氷
河
山
域
を
た
ど
り
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
前
後
の
処
女
峰
を

登
る
こ
と
。

秋
山
宏
明
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と
申
し
合
せ
、
具
体
的
な
目
標
を
探
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
へ
隊
員
メ
ン
バ
ー
を
調
査
に

派
遣
し
て
研
究
を
つ
づ
け
、
ア
プ
ロ
ー
チ
と
気
象
の
有
利
な
条
件
を
重
視

し
、
山
域
は
カ
ラ
コ
ル
ム
と
の
結
論
に
達
し
た
。

「
フ
ー
シ
ェ
と
コ
ン
ダ
ス
の
両
渓
谷
に
あ
る
山
群
の
資
料
は
僅
か
し
か
な

い
…
。
：
イ
ン
ド
測
量
局
は
詳
細
な
測
量
は
し
て
お
ら
ず
、
・
・
…
・
ど
の
探
検

隊
も
有
益
な
資
料
を
提
供
し
て
い
な
ど
（
『
カ
ラ
コ
ル
ム
・
一
九
七
三
』

Ｈ
Ｋ
Ｔ
編
）
。
こ
の
文
章
に
着
目
し
、
鋭
峰
を
並
べ
た
コ
ン
ダ
ス
針
峰
群

の
北
方
へ
連
る
山
嶺
に
地
形
的
に
「
あ
る
程
度
の
高
峰
」
が
存
在
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
と
考
え
た
。
吉
沢
一
郎
氏
よ
り
、
オ
ー
ベ
ル
エ
ス
テ
ル

ラ
イ
ヒ
登
山
隊
の
略
図
が
月
刊
誌
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
Ｋ
７
か
ら
北
へ

続
く
山
稜
が
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
の
西
方
で
主
脈
に
合
す
る
地
点
に
「
Ｃ
七
○
四

一
」
の
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
聞
き
、
か
ね
て
の
予
想
通
り
と
喜
ん

だ
。
わ
れ
わ
れ
の
前
提
条
件
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
も
判
り
、
こ
の
ピ
ー

ク
を
第
一
希
望
と
し
た
。

在
日
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
で
「
無
名
峰
で
は
受
付
で
き
な
い
：
・
・
：
Ｋ
２

で
も
よ
い
か
ら
名
を
付
け
よ
」
と
い
わ
れ
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
西
峰
（
仮
称
）

と
し
、
申
請
書
を
提
出
し
た
結
果
、
十
月
二
十
三
日
に
よ
う
や
く
登
山
許

可
申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
。
カ
ラ
コ
ル
ム
帰
り
の
岳
兄
か
ら
は
、
「
山
は

な
い
ネ
」
「
七
○
○
○
は
ど
う
か
な
ア
」
「
氷
河
出
合
に
虎
が
い
る
ゾ
」
な

ど
と
オ
チ
ョ
ク
ら
れ
、
有
名
峰
や
巨
峰
に
魅
力
を
感
じ
ぬ
わ
け
で
も
な
い

が
、
も
う
一
つ
味
の
異
る
山
登
り
が
し
た
く
《
「
山
が
な
く
て
も
い
い
や
」

と
腹
を
き
め
た
。
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
南
西
峰
を
初
登
し
た
コ
ツ
・
ヘ
ル
ミ
ュ
ラ
ー

隊
長
か
ら
は
、
「
無
名
峰
七
○
四
盲
と
「
北
と
西
側
は
全
く
不
明
」
と

書
い
た
手
紙
が
届
き
、
カ
ベ
リ
氷
河
側
か
ら
の
五
枚
の
写
真
も
送
っ
て
も

ら
っ
た
。

こ
う
し
て
、
多
く
の
例
に
も
れ
ず
、
日
に
夜
の
は
て
な
い
準
備
作
業
か

ら
生
活
費
の
や
り
く
り
な
ど
に
駆
け
め
ぐ
っ
た
末
「
ど
う
に
か
出
ら
れ
そ

う
」
と
な
っ
た
頃
、
当
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
政
情
不
安
が
戒
厳
令
ま
で
発
展

し
、
不
安
種
が
増
え
た
が
、
と
に
か
く
も
極
端
に
節
約
し
た
五
○
○
キ
ロ

の
荷
を
別
送
し
、
か
き
集
め
た
な
け
な
し
の
銭
を
懐
に
し
て
、
「
こ
れ
で

計
画
の
五
○
％
は
成
就
し
た
」
と
喜
び
、
思
い
も
か
け
ぬ
多
勢
の
見
送
り

を
受
け
、
涙
を
こ
ら
え
て
羽
田
を
発
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
も
食
料
、
な
ん
と
か
使
え
る
日
用
品
、
三
十
五
キ
ロ
も
あ
る
紙

幣
、
一
日
一
動
作
の
各
機
関
へ
の
手
続
き
、
慣
れ
ぬ
ウ
ル
ド
ゥ
語
を
聞
き

日
本
語
混
り
の
エ
イ
ゴ
を
語
り
、
暑
さ
の
中
で
味
気
の
な
い
パ
キ
ス
タ
ン

洋
食
を
喰
っ
て
下
痢
続
き
、
体
力
の
消
耗
で
こ
れ
か
ら
先
が
思
い
や
ら
れ

な
が
ら
も
、
山
登
り
の
最
後
の
準
備
を
予
定
通
り
に
終
え
た
。

観
光
省
で
登
山
計
画
打
合
せ
の
あ
と
に
、

㈲
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
氷
河
は
誰
も
行
っ
て
い
な
い
の
で
状
況
は
解
ら
な
い
。

目
、
今
年
は
三
月
ま
で
雪
が
降
っ
た
が
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
方
面
は
少
い
の
で

雪
崩
は
心
配
な
い
。

ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
で
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匂
、
雪
豹
は
十
頭
ぐ
ら
い
い
る
が
心
配
な
い
。
虎
は
人
間
の
味
を
お
ぼ
え

た
奴
は
来
る
が
、
普
通
は
い
な
い
。
用
心
し
て
火
を
燃
し
て
お
け
。

㈲
、
余
分
な
銭
は
銀
行
へ
預
け
、
山
に
は
必
要
以
上
持
っ
て
行
く
な
。
誰

で
も
金
を
見
る
と
変
に
な
る
。

田
、
ポ
ー
タ
ー
は
我
侭
で
自
分
勝
手
だ
が
、
し
ん
ぼ
う
し
て
使
っ
て
欲
し

い
。

㈱
、
ド
ク
タ
ー
は
住
民
へ
も
診
療
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
く
れ
。
リ
エ
ゾ
ン
・

オ
フ
ィ
サ
ー
と
ポ
ー
タ
ー
に
も
是
非
た
の
む
。

㈲
、
土
地
の
習
慣
に
よ
る
一
日
一
ポ
ロ
は
や
ら
せ
て
も
ら
う
が
、
ト
ラ
ブ

ル
の
な
い
よ
う
Ｄ
Ｃ
に
言
う
。

例
、
山
名
は
君
達
が
登
っ
て
考
え
て
来
い
。
帰
っ
て
か
ら
結
論
を
出
す

が
、
「
山
は
無
い
か
も
知
れ
な
い
ョ
」
。

㈹
、
八
ミ
リ
カ
メ
ラ
は
禁
止
な
の
だ
が
、
フ
ィ
ル
ム
の
処
置
は
帰
っ
た
時

は
っ
き
り
答
え
を
出
す
。

㈱
、
サ
ー
ブ
か
ら
ポ
ー
タ
ー
へ
、
上
か
ら
下
へ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

う
ま
く
や
っ
て
欲
し
い
。

な
ど
の
や
り
と
り
を
し
て
、
「
山
」
と
「
野
獣
」
の
存
在
は
疑
問
と
な
っ

て
、
「
行
っ
て
登
っ
て
み
れ
ば
全
て
が
判
り
大
助
か
り
だ
、
良
い
知
ら
せ

を
待
っ
て
い
る
、
何
か
あ
っ
た
ら
軍
隊
で
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
も
使
え
」

と
珍
妙
な
激
励
を
受
け
た
。

バ
ル
テ
ィ
と

二
日
遅
れ
で
六
月
三
日
、
朝
日
と
共
に
ス
カ
ル
ド
に
飛
び
、
砂
糖
と
石

油
を
購
入
し
、
某
国
Ｋ
２
登
山
隊
か
ら
ポ
ー
タ
ー
用
支
給
品
を
補
充
し

た
。

六
台
の
ガ
タ
ガ
タ
の
ジ
ー
プ
が
半
砂
漠
と
断
崖
の
道
を
挨
を
ま
き
あ

げ
、
エ
ン
ジ
ン
に
水
を
ぶ
つ
か
け
な
が
ら
ガ
タ
ガ
タ
と
走
り
に
走
り
、
五

時
間
三
十
分
で
緑
濃
い
カ
パ
ル
ー
に
着
い
た
。
地
域
行
政
官
の
公
舎
を
訪

ね
、
登
山
計
画
と
ポ
ー
タ
ー
雇
用
な
ど
を
話
し
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ

ー
が
推
せ
ん
す
る
ヘ
ッ
ド
ポ
ー
タ
ー
（
ヘ
ッ
ド
と
略
）
を
拒
否
す
る
口
実

を
と
り
つ
け
た
。
隊
長
が
目
を
つ
け
て
い
た
二
人
を
呼
び
、
健
康
診
断
の

あ
と
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
行
程
（
フ
ー
シ
ェ
以
遠
は
不
明
）
や
谷
奥
の
状
況

を
答
え
さ
せ
、
「
正
直
で
あ
る
、
バ
ル
テ
ィ
語
の
通
訳
に
使
え
る
、
住
民

が
し
た
っ
て
い
る
、
若
い
が
働
き
盛
り
で
使
い
易
い
、
忠
実
な
子
分
を
効

果
的
に
動
か
せ
る
」
と
し
て
、
採
用
し
た
。
早
速
こ
の
二
人
と
子
分
達
を

使
い
、
六
月
七
日
九
時
三
十
分
か
ら
ポ
ー
タ
ー
の
選
抜
雇
用
契
約
を
開

始
、
簡
単
な
身
体
検
査
、
三
十
五
キ
ロ
の
担
荷
テ
ス
ト
、
挙
動
観
察
に
ヘ

ッ
ド
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
八
十
四
名
を
決
定
し
、
食
費
五
日
分
を
仮

払
い
し
た
。

レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ニ
十
九
項
に
従
っ
て
「
必
要
な
ポ
ー
タ
ー
に
セ
ッ

ト
販
売
す
る
」
と
伝
え
、
運
動
靴
、
靴
下
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
セ
ッ
ト
二
十

五
ル
ピ
ー
で
投
げ
売
り
し
た
ら
、
ま
た
た
く
間
に
品
切
れ
、
二
○
○
○
ル

ビ
ー
の
臨
時
収
入
を
得
て
、
こ
れ
で
羊
肉
が
喰
え
る
と
喜
ん
だ
。

隊
員
と
二
三
○
○
キ
ロ
の
荷
と
ポ
ー
タ
ー
全
員
の
渡
し
賃
と
し
て
四
○
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セ
イ
チ
ョ
の
小
高
い
モ
レ
ー
ン
丘
を
過
ぎ
る
と
、
踏
跡
は
と
ぎ
れ
と
ぎ

れ
と
な
り
、
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
の
上
を
た
ど
る
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
予
定
日
を

過
ぎ
、
食
料
の
乏
し
さ
と
寒
さ
で
ポ
ー
タ
ー
達
の
動
き
も
に
ぶ
く
な
っ
て

き
た
。
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
氷
河
出
合
を
横
断
す
る
。
チ
ャ
ラ
ク
サ
氷
河
と
直
角

に
出
合
う
こ
の
氷
河
は
、
下
流
か
ら
は
ま
っ
た
く
そ
の
存
在
が
発
見
で
き

な
い
。
源
流
の
朝
日
に
映
る
白
雪
の
タ
サ
と
、
そ
の
直
下
の
谷
幅
い
っ
ぱ

い
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
美
し
い
。
フ
ー
シ
ェ
の
ポ
ー
タ
ー
二
人
は
、
我

我
の
言
う
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
氷
河
を
チ
ョ
ゴ
リ
ン
サ
氷
河
と
言
い
、
一
般
的
に

ダ
サ
・
ガ
ン
ジ
イ
ン
（
タ
サ
氷
河
）
と
呼
ん
で
い
た
。

又
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
峰
は
タ
サ
（
猟
犬
に
引
か
れ
た
狩
人
の
意
）
峰
で
あ

り
、
そ
の
猟
犬
は
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
左
右
に
分
け
る
岩
峰
（
後
に
仮
称

セ
ン
タ
ー
ピ
ラ
ー
と
し
た
）
を
指
し
て
い
た
。

ス
パ
ン
セ
ル
の
放
牧
地
に
上
り
、
高
度
も
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
し

六
月
六
日
の
薄
明
の
な
か
、
八
方
ゞ

を
、
八
名
十
組
の
班
に
編
成
し
、
七
件

れ
る
フ
ー
シ
ェ
谷
に
向
け
出
発
し
た
。

八
方
か

○
ル
ピ
ー
の
一
括
契
約
で
、
ザ
ー
ク
を
使
い
隊
員
の
み
（
ヘ
ッ
ド
二
人
が

手
伝
い
に
来
た
）
の
苦
役
で
半
日
か
か
っ
て
荷
を
、
サ
リ
ン
側
の
広
い
砂

原
へ
渡
し
終
え
た
。
そ
の
日
は
砂
嵐
に
巻
か
れ
て
天
幕
生
活
第
一
夜
を
迎

え
、
泥
く
さ
い
チ
ャ
イ
を
飲
ま
さ
れ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン

ら
集
ま
っ
て
来
た
ポ
ー
タ
ー
達

、
七
時
十
五
分
雲
間
か
ら
朝
の
斜
陽
が
も

悪
天
候
の
三
日
間
を
Ｂ
Ｃ
の
整
備
と
休
養
に
あ
て
、
再
び
上
っ
て
来
た

八
人
の
ポ
ー
タ
ー
を
「
保
険
期
日
内
で
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
の
条
件
で
、

デ
ポ
プ
ラ
ッ
ッ
ま
で
の
荷
上
げ
に
使
う
」
と
い
う
約
束
で
雇
っ
た
。
偵
察

隊
は
先
行
さ
せ
、
ま
っ
た
く
不
明
の
氷
河
と
目
標
の
峰
の
探
索
と
ア
イ
ス

フ
ォ
ー
ル
の
突
破
ル
ー
ト
選
定
に
出
し
、
併
せ
て
初
期
の
高
度
順
応
を
計

ろ
う
と
三
名
一
組
で
四
隊
の
編
成
で
毎
日
交
代
で
行
動
し
、
四
日
間
で
デ

ポ
地
四
五
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
荷
上
げ
を
完
了
し
、
Ｂ
Ｃ
を
上
部
の
窪

地
の
条
件
の
良
い
四
三
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
移
動
し
た
。

並
行
し
て
右
方
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
・
ル
ー
ト
の
大
半
を
見
通
せ
る
氷
河

上
の
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
Ｃ
１
を
設
営
し
た
。
こ
こ
は
七
本
の
懸

垂
氷
河
が
周
囲
に
あ
り
、
絶
ず
雪
崩
の
音
が
響
い
て
い
る
。
東
側
に
は
Ｋ

７
へ
続
く
鋭
い
岩
と
雪
の
山
稜
が
迫
り
、
南
西
面
に
落
ち
る
懸
垂
氷
河
と

た
。
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
の
小
さ
な
起
伏
に
荒
い
呼
吸
を
つ
づ
け
、
ポ
ー
タ

ー
の
不
穏
な
空
気
を
感
じ
、
隊
列
を
分
断
し
て
強
引
に
歩
か
せ
る
。
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
、
四
一
五
○
メ
ー
ト
ル
の
放
牧
地
、
チ
ョ
ゴ
リ
ン
サ

・
チ
ミ
ッ
ク
に
六
月
十
四
日
十
一
時
十
五
分
に
到
着
、
二
三
○
○
キ
ロ
の

荷
を
下
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
住
民
も
め
っ
た
に
上
っ
て
来
ず
、
そ
の
仮
小

屋
も
し
ば
ら
く
前
に
倒
れ
た
ま
ま
で
ま
っ
た
く
踏
跡
も
な
か
っ
た
。
「
い

る
か
も
知
れ
な
い
虎
と
野
豹
」
に
用
心
し
、
フ
ー
シ
ェ
の
ポ
ー
タ
ー
も
焚

火
を
し
て
周
囲
に
目
を
配
っ
て
い
た
。

頂
上
に
向
っ
て
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プルポー・プラッカ登頂

短
い
西
稜
の
頂
部
に
、
氷
帽
氷
河
を
被
っ
た
目
標
の
山
（
こ
の
時
期
に
は

未
確
定
で
仮
に
Ｐ
１
と
し
た
）
が
頭
を
上
げ
て
い
た
。
大
き
く
八
本
の
縦

縞
を
つ
く
る
氷
河
中
央
の
ク
レ
バ
ス
、
モ
レ
ー
ン
丘
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
フ

ラ
ッ
ド
の
流
れ
る
谷
を
渡
り
Ｃ
１
へ
の
荷
上
げ
が
開
始
さ
れ
た
。
一
方
ア

イ
ス
フ
ォ
ー
ル
に
は
二
日
間
に
わ
た
る
作
業
で
一
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
フ

ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
張
り
、
上
部
へ
の
見
通
し
が
つ
い
た
。

連
日
雲
一
つ
な
い
好
天
の
内
に
ほ
ぼ
初
期
の
順
応
も
進
み
、
ア
イ
ス
フ

ォ
ー
ル
右
方
西
稜
の
側
壁
基
部
の
雪
壁
を
ル
ー
ト
に
し
て
、
大
雪
原
の
下

端
に
達
し
、
五
二
五
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
Ｃ
２
を
建
て
た
。
こ
の
Ｃ
１
と

Ｃ
２
間
は
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
陥
没
や
崩
壊
、
側
壁
帯
の
落
石
や
雪
崩

の
危
険
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
担
荷
重
量
を
減
し
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
行
動

で
早
朝
の
条
件
の
良
い
時
間
帯
を
使
っ
て
通
過
す
る
こ
と
に
し
て
事
故
の

防
止
を
計
っ
た
。

天
候
周
期
が
Ｃ
２
設
営
後
か
ら
変
化
し
て
雲
量
も
増
え
、
気
温
の
上
昇

と
共
に
氷
河
の
変
化
も
激
し
く
な
っ
た
。
偵
察
隊
の
「
目
標
の
山
は
Ｐ
１

で
あ
る
」
と
の
確
認
も
あ
り
、
危
険
地
帯
の
通
過
を
最
小
限
に
し
て
、
最

少
必
要
限
度
の
荷
を
Ｃ
２
に
上
げ
、
速
攻
で
登
頂
を
試
み
る
た
め
一
部
計

画
を
早
め
た
。
Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
と
並
行
し
て
、
Ｃ
３
へ
の
ル
ー
ト
を
の

ば
し
、
主
脈
上
の
コ
ル
五
八
九
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
３
を
設
け
た
。

Ｃ
１
で
下
痢
と
熱
で
倒
れ
た
隊
員
一
名
も
戦
列
に
復
帰
し
た
七
月
七

日
、
全
隊
員
が
Ｃ
２
以
上
に
上
り
ル
ー
ト
も
順
調
に
拓
か
れ
て
、
三
日
後

に
は
頂
上
氷
壁
の
基
部
六
四
一
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
Ｃ
４
が
建
っ
た
。
こ

の
間
Ｃ
３
に
は
十
二
人
分
十
日
間
の
食
料
と
装
備
を
荷
上
げ
し
た
。

上
部
キ
ャ
ン
プ
の
行
動
は
、
一
日
目
荷
上
げ
の
往
復
、
二
日
目
荷
上
げ

後
上
部
キ
ャ
ン
プ
泊
、
三
日
目
更
に
上
部
へ
登
っ
て
出
発
キ
ャ
ン
プ
に
下

り
翌
日
休
養
、
五
日
目
上
部
キ
ャ
ン
プ
に
移
動
の
パ
タ
ー
ン
で
、
頂
上
氷

壁
部
の
工
作
終
了
ま
で
も
っ
て
い
っ
た
。
Ｃ
１
１
Ｃ
４
間
は
予
想
よ
り
条

件
が
よ
く
、
幅
広
い
背
稜
と
な
っ
て
お
り
ク
レ
バ
ス
と
セ
ラ
ッ
ク
も
雪
に

半
分
埋
り
、
雪
壁
も
最
大
斜
度
四
十
度
程
で
い
ず
れ
も
北
傾
斜
で
登
り
良

く
、
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
所
順
化
に
幸
い
し
た
。

頂
上
を
頭
上
に
し
た
Ｃ
４
か
ら
は
緩
い
雪
壁
に
次
い
で
横
に
走
る
ク
レ

バ
ス
、
そ
の
上
部
に
大
セ
ラ
ッ
ク
の
氷
壁
が
三
段
あ
っ
て
傾
斜
も
強
い
。

次
い
で
緩
い
斜
面
が
頂
上
へ
と
続
く
。
一
人
で
も
多
く
の
登
頂
者
を
出
す

た
め
と
安
全
策
の
一
環
と
し
、
こ
の
核
心
部
に
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ

ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
張
り
、
ア
タ
ッ
ク
態
勢
に
入
っ
た
。

し
か
し
、
工
作
隊
員
と
入
れ
か
わ
っ
て
Ｃ
４
に
入
っ
た
第
一
次
ア
タ
ッ

ク
隊
の
リ
ー
ダ
ー
（
副
隊
長
）
が
、
夜
半
か
ら
、
嘔
吐
、
平
衡
感
覚
の
乱

れ
、
脱
力
感
な
ど
、
高
所
障
害
の
症
状
を
見
せ
、
十
三
日
早
朝
、
足
腰
の

脱
力
か
ら
歩
行
不
能
と
な
っ
た
。
ア
タ
ッ
ク
を
中
断
し
降
ろ
し
て
寝
か
せ

た
結
果
、
意
識
障
害
は
な
く
一
安
心
し
た
が
、
警
戒
の
た
め
の
看
護
に
一

名
を
つ
け
、
再
度
第
二
次
隊
と
し
て
四
名
を
Ｃ
４
に
登
ら
せ
た
。

空
に
は
雲
が
夕
陽
に
染
り
天
気
は
下
り
坂
の
傾
向
を
強
め
て
い
た
が
、

七
月
十
四
日
は
快
晴
で
明
け
た
。
夜
明
け
前
、
ア
タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
を
発

っ
た
四
名
は
、
急
峻
な
雪
壁
を
三
ピ
ッ
チ
直
登
、
更
に
ク
レ
バ
ス
を
ま
た
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ぎ
六
十
度
の
氷
壁
を
右
上
に
約
十
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
登
り
、

一
ピ
ッ
チ
直
登
し
て
核
心
部
を
突
破
し
た
。
つ
づ
い
て
頂
上
へ
の
緩
い
斜

面
を
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
足
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
た
ど
る
。
チ
ョ
ゴ
リ
ザ

西
壁
の
岩
壁
に
圧
倒
さ
れ
、
呼
吸
を
乱
し
な
が
ら
も
、
頂
上
稜
線
に
達
し

た
こ
ろ
か
ら
、
ガ
ス
が
身
を
包
み
は
じ
め
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
峰

峰
は
雲
の
中
に
か
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
東
側
の
低
い
ド
ー
ム
状
と
比
べ
南

西
側
が
高
い
の
で
頂
上
と
判
断
、
十
二
時
十
分
、
そ
の
絶
頂
に
立
っ
た
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
さ
っ
そ
く
は
る
か
北
方

に
見
下
せ
る
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
の
日
本
Ｋ
２
隊
の
Ｂ
Ｃ
か
ら
、
登
頂
確
認

と
祝
い
の
言
葉
を
頂
戴
し
、
喜
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
来
た
。
次
い
で
隊
長

と
交
信
し
、
名
簿
の
埋
設
や
山
稜
の
ス
ケ
ッ
チ
、
近
く
の
同
程
度
の
山
々

の
背
く
ら
べ
を
し
さ
ら
に
東
峰
に
も
登
る
な
ど
、
一
時
間
半
ほ
ど
の
時
間

を
費
し
た
後
下
降
に
移
り
、
ト
レ
ー
ル
を
忠
実
に
辿
っ
て
十
七
時
四
十
五

分
隊
長
と
無
念
の
思
い
で
待
つ
副
隊
長
の
寝
る
Ｃ
３
に
帰
着
し
た
。

そ
の
深
夜
か
ら
強
い
風
雪
と
な
っ
て
十
五
日
の
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
を
中

止
し
、
Ｃ
３
に
全
員
が
集
結
し
た
。

十
九
日
、
Ｃ
２
に
全
員
が
揃
い
後
半
の
行
動
が
決
め
ら
れ
た
。
第
二
次

ア
タ
ッ
ク
隊
は
二
十
二
日
深
夜
一
時
三
十
分
に
出
発
し
て
、
新
雪
に
埋
つ

た
う
イ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
掘
り
出
す
作
業
を
続
け
な
が
ら
、
知
り
つ
く

し
た
ル
ー
ト
を
辿
り
、
十
四
時
四
十
五
分
第
二
次
登
頂
を
は
た
し
、
高
差

一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
、
十
九
時
間
の
苦
闘
を
は
た
し
て
、
Ｃ
３
に
帰
着
し

た
。
そ
の
後
直
ち
に
サ
ポ
ー
ト
隊
と
共
に
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収
、
二
十
四

日
、
Ｂ
Ｃ
に
元
気
に
下
降
し
た
、

そ
の
問
、
残
っ
た
隊
員
の
内
三
名
が
Ｃ
１
の
東
側
支
稜
を
登
り
、
二
名

が
Ｂ
Ｃ
下
流
の
カ
ル
パ
ト
リ
ワ
ン
氷
河
踏
査
（
源
流
の
山
稜
の
コ
ル
に
達

し
た
）
、
更
に
二
名
は
Ｂ
Ｃ
直
下
の
枝
氷
河
チ
ュ
ヴ
ギ
ャ
ル
・
ダ
ブ
サ
・

ヴ
ェ
ス
テ
ン
ヘ
入
り
、
そ
の
全
容
を
観
察
し
て
、
二
十
四
日
全
隊
員
が
行

動
計
画
の
全
て
を
消
化
し
元
気
に
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
し
た
。

か
ね
て
よ
り
ポ
ー
タ
ー
達
や
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
、
来
合
せ
て
い

た
フ
ー
シ
ェ
部
落
の
放
牧
人
と
も
話
し
、
登
頂
し
た
峰
に
名
前
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
そ
の
妥
当
な
名
前
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
プ
ル

ポ
ー
・
ブ
ラ
ッ
カ
」
と
い
う
名
を
誰
も
が
い
ち
ば
ん
い
い
と
い
う
の
で
、

そ
う
命
名
し
た
。
こ
の
バ
ル
テ
ィ
語
の
名
前
の
意
味
は
プ
ル
ポ
ー
Ⅱ
三
つ

の
重
要
な
内
容
を
持
つ
、
ブ
ラ
ッ
カ
Ⅱ
山
又
は
峰
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
名
を
採
っ
た
理
由
は
、

Ｈ
、
マ
ツ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
山
脈
に
、
南
か
ら
、
Ｋ
６
．
Ｋ
７
か
ら
の
山
稜

の
支
脈
が
合
す
る
位
置
に
あ
る
。

目
、
南
東
面
は
カ
ベ
リ
氷
河
、
北
面
は
ビ
ニ
ュ
ー
氷
河
、
西
面
は
チ
ョ
ゴ

リ
ザ
氷
河
へ
面
す
る
分
水
嶺
で
あ
る
。

目
、
多
く
の
先
輩
岳
兄
、
勤
務
先
関
係
者
に
加
え
て
家
族
の
協
力
と
い
う

三
つ
の
大
き
な
力
が
支
え
と
な
っ
て
、
こ
の
登
山
が
成
功
し
た
。

と
い
う
三
点
か
ら
で
あ
る
。

撤
収
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わ
れ
わ
れ
は
雲
の
ま
つ
わ
り
つ
い
た
山
々
を
後
に
、
三
十
一
日
Ｂ
Ｃ
を

撤
収
し
た
。
濁
流
の
フ
ー
シ
ェ
川
を
下
り
、
冷
い
渡
渉
を
く
り
返
し
、
下

痢
と
脱
水
症
で
倒
れ
る
隊
員
を
出
し
な
が
ら
も
ニ
ポ
ロ
を
一
日
で
歩
く
強

行
軍
を
こ
な
し
、
砂
嵐
で
ま
つ
白
に
な
っ
て
、
八
月
四
日
十
七
時
三
十

分
、
シ
ョ
ー
ク
河
岸
の
ア
ガ
ル
チ
タ
ン
の
河
原
に
荷
を
下
し
た
。
シ
ョ
ー

ク
河
を
「
ガ
ラ
リ
の
渡
し
」
で
越
え
、
カ
パ
ル
ー
に
到
着
、
行
政
官
の
公

舎
で
ラ
ジ
ャ
ー
も
同
席
し
て
、
登
山
の
報
告
と
山
名
に
つ
い
て
歓
談
し
、

わ
れ
わ
れ
の
命
名
が
了
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
一
九
七
七
年
鉄
道
同
人
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊

活
動
期
間
一
九
七
七
年
六
月
’
八
月

目
的
プ
ル
ポ
ー
・
ブ
ラ
ッ
カ
（
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
西
峰
、
七
○
○
○

メ
ー
ト
ル
）
初
登
頂

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
秋
山
宏
明
（
狸
）
、
副
隊
長
Ⅱ
宮
原
弘
之
（
謡
）
、

渉
外
Ⅱ
中
村
浩
一
（
調
）
、
装
備
Ⅱ
矢
島
満
雄
（
調
）
、
輸

送
Ⅱ
成
田
博
（
幻
）
、
総
務
Ⅱ
大
沢
稔
（
鋤
）
、
食
料
Ⅱ
小

林
三
二
（
鋤
）
、
梱
包
Ｉ
中
村
哲
雄
（
詔
）
、
会
計
Ⅱ
細
木

芳
清
（
幻
）
、
食
料
Ｉ
森
辰
男
（
お
）
、
通
信
Ⅱ
木
田
秋
雄

（
お
）
、
記
録
Ｉ
安
治
章
一
（
お
）
、
医
師
Ⅱ
松
村
勉
（
邪
）
、

Ｌ
Ｏ
Ｉ
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ラ
テ
ィ
フ

行
動
概
要
六
月
三
日
ス
カ
ル
ド
着
。
六
月
五
日
カ
パ
ル
着
。
六
月
九

日
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。
六
月
十
四
日
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
氷
河
Ｂ

Ｃ
（
四
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）
着
。
六
月
十
六
日
登
山
行
動

開
始
。
六
月
二
十
日
Ｂ
Ｃ
移
動
（
四
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。

六
月
二
十
一
日
Ｃ
１
建
設
（
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
六

月
二
十
七
日
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
突
破
。
六
月
二
十
九
日
Ｃ

２
建
設
（
五
二
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
七
月
二
日
戦
術
変
更

の
指
示
出
る
。
七
月
五
日
主
脈
上
の
コ
ル
Ｃ
３
建
設
（
五

八
九
○
メ
ー
ト
ル
）
。
七
月
十
日
Ｃ
４
建
設
（
六
四
一
○

メ
ー
ト
ル
）
。
七
月
十
四
日
矢
島
、
小
林
、
中
村
哲
、
安

治
、
プ
ル
ポ
ー
・
ブ
ラ
ッ
カ
初
登
頂
。
七
月
二
十
二
日
成

田
、
大
沢
、
木
田
、
第
二
次
登
頂
。
七
月
三
十
一
日
Ｂ
Ｃ

撤
収
。
八
月
六
日
カ
パ
ル
着
。

報
告
書
弓
昌
弓
○
・
・
国
昌
与
（
○
．
ご
ｇ
）
』
鉄
道
同
人
カ
ラ
コ
ル

ム
登
山
実
行
委
員
会
（
一
九
七
七
年
十
月
十
日
刊
）
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一
九
七
七
年
五
月
十
三
日
は
、
私
達
に
と
っ
て
将
に
痛
恨
の
忘
れ
難
き

一
日
と
な
っ
た
。
前
日
は
絶
好
の
天
気
だ
っ
た
が
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

降
り
続
い
た
雪
が
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
東
壁
の
堅
い
氷
の
上
に
予
想
外
に
積
っ

て
い
た
。
第
一
次
攻
撃
隊
の
長
谷
川
、
五
十
嵐
の
二
人
は
想
像
も
し
な
か

っ
た
深
い
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
め
ら
れ
て
、
健
闘
も
空
し
く
東
壁
上
部
の
稜

線
ま
で
高
度
差
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
力
尽
き
て
退
却
し
て
来
た
。

運
命
の
日
、
五
月
十
三
日
は
雲
一
つ
無
い
紺
碧
の
空
に
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ

の
雄
姿
が
頭
上
に
燦
然
と
輝
い
て
い
た
。
一
九
六
○
年
慶
応
隊
の
初
登
頂

以
来
、
未
だ
に
第
二
登
を
許
し
て
い
な
い
。
堂
々
た
る
風
格
で
あ
る
。
Ｃ

４
に
い
る
私
と
Ｃ
６
の
第
二
次
攻
撃
隊
近
藤
、
三
谷
の
二
人
と
の
朝
五
時

の
交
信
で
は
、
「
本
日
は
天
候
も
良
好
で
、
昨
日
の
第
一
次
隊
長
谷
川
、

五
十
嵐
に
引
き
続
き
予
定
通
り
出
発
し
ま
す
。
昨
日
の
長
谷
川
等
の
努
力

東
壁
攻
略
と
事
故

ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
東
尾
根
（
一
九
七
七
年
）

で
稜
線
直
下
ま
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
が
完
了
し
て
い
る
の
で
、
何
と
か
今
日
は

稜
線
に
抜
け
ら
れ
そ
う
で
す
」
と
近
藤
の
力
強
い
声
が
入
っ
て
来
る
。
私

達
Ｃ
４
隊
も
出
来
る
だ
け
早
く
出
発
し
て
上
部
に
向
う
事
を
告
げ
て
交
信

を
終
え
る
。
Ｃ
４
か
ら
東
壁
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ト
は
肉
眼
で
も
明
確
に
見
る

事
が
出
来
る
。
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
頂
上
か
ら
右
側
に
延
び
る
稜
線
、
そ
し
て

小
さ
な
ピ
ー
ク
に
挟
ま
れ
た
、
雪
庇
の
張
り
出
し
た
コ
ル
へ
つ
き
上
げ
る

急
峻
な
雪
壁
に
、
二
つ
の
黒
点
が
ポ
ッ
ン
と
見
え
る
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
隊
の
石
坂
、
松
田
両
氏
が
五
月
二
十
一
日
、
果
敢
に
も
こ
の
東

壁
よ
り
頂
上
を
攻
撃
し
た
が
、
堅
い
青
氷
に
思
い
の
他
手
こ
ず
っ
て
、
つ

い
に
時
間
切
れ
と
な
っ
て
計
画
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
十
八

年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
隊
の
時
の
東
壁
の
状
態
は
堅
い
青
氷
で
あ

っ
た
が
、
私
達
の
時
は
急
峻
な
氷
の
斜
面
に
新
雪
が
積
も
り
、
腰
位
の
ラ

ッ
セ
ル
を
強
い
ら
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。
常
に
雪
崩
の
危
険
性
が
感
じ
ら

れ
た
が
、
技
術
的
に
は
私
達
に
幸
い
し
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
Ｃ
６

菅
沢
豊
蔵
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ヒマルチュリ東尾根

上
部
の
七
四
○
○
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
度
で
の
深
い
ラ
ッ
セ
ル
は
、
言

葉
で
は
到
底
表
現
出
来
な
い
ほ
ど
苦
し
い
も
の
で
あ
る
。

五
月
十
一
日
に
Ｃ
６
を
建
設
し
た
時
点
で
私
達
の
登
山
活
動
は
五
十
日

を
経
過
し
て
い
た
。
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
全
員
が
体
力
的
、
精
神
的
に
限
界

に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
。
私
達
、
Ｃ
４
隊
が
ジ
ャ
ン
プ
台
へ
の
急
登
に
か

か
っ
た
頃
、
稜
線
直
下
に
二
人
の
姿
が
見
え
て
い
た
。
私
は
、
長
い
時
間

頭
上
に
頑
張
っ
て
い
る
二
人
の
奮
闘
を
首
が
痛
く
な
る
程
見
上
げ
て
い
た

が
、
つ
い
に
先
頭
の
一
人
が
東
壁
よ
り
稜
線
べ
の
突
破
口
を
開
き
私
達
の

視
野
か
ら
消
え
た
。
そ
し
て
二
人
目
が
稜
線
に
抜
け
出
た
の
は
丁
度
午
後

二
時
で
あ
っ
た
。
稜
線
か
ら
東
壁
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ト
を
見
下
ろ
す
か
の
様

に
大
き
く
雪
庇
が
張
り
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
雪
庇
の
切
り
崩
し
に
相
当

の
時
間
を
費
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
下
か
ら
見
上
げ
て
い
た
私
は
、
過
去

に
Ｊ
Ａ
Ｃ
、
イ
タ
リ
ア
、
青
山
学
院
大
、
の
各
隊
の
挑
戦
を
阻
止
し
続
け

た
東
壁
が
つ
い
に
私
達
の
手
に
よ
っ
て
完
登
さ
れ
た
と
い
う
感
激
よ
り

も
、
む
し
ろ
二
人
の
稜
線
に
出
て
か
ら
の
行
動
が
心
配
だ
っ
た
。
慶
大
の

初
登
頂
時
の
ル
ー
ト
と
頂
上
付
近
で
合
流
す
る
と
考
え
て
い
た
が
、
下
か

ら
は
全
く
二
人
の
行
動
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
以
下
三
谷
の
報
告
に

依
る
と
、

「
長
時
間
の
行
動
で
、
二
人
共
疲
労
気
味
で
は
あ
っ
た
が
、
稜
線
に
抜
け

出
て
か
ら
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
を
し
て
、
目
の
前
に
見
え
て
い
る
小
さ
な
雪
の

ピ
ー
ク
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
岩
稜
伝
い
に
行
き
、
西
側
の
雪
の
斜
面
を

ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
頂
上
に
続
く
緩
や
か
な
雪
の
斜
面
に
出
た
。
こ
こ
に
ザ

ツ
ク
を
置
い
て
、
カ
メ
ラ
と
必
要
品
の
み
を
持
っ
て
、
頂
上
直
下
の
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
に
続
く
雪
の
斜
面
を
た
ど
る
。
途
中
ま
で
行
っ
た
所
で
、
時
間

も
す
で
に
遅
く
、
ビ
バ
ー
ク
の
用
意
も
無
い
の
で
、
午
後
四
時
十
五
分
、

引
き
返
す
」
と
あ
る
。

私
達
、
Ｃ
４
隊
が
Ｃ
５
に
着
い
て
近
藤
か
ら
の
連
絡
を
待
っ
て
い
る

頃
、
二
人
は
既
に
頂
上
直
下
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
退
却
し
て
い

た
。
暗
く
な
ら
な
い
中
に
稜
線
か
ら
束
壁
に
下
り
る
事
が
、
完
全
確
保
の

為
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
、
近
藤
が
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
近
藤
は
一
九

七
五
年
の
チ
ュ
ー
レ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
登
山
隊
の
第
二
次
攻
撃
の
際
に
、
七

○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ビ
バ
ー
ク
を
体
験
し
て
い
る
。
高
所
経
験
の
少
な
い

若
い
三
谷
を
連
れ
て
の
ビ
バ
ー
ク
が
い
か
に
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
る
か

知
っ
て
い
た
の
が
、
退
却
を
決
断
し
た
大
き
な
理
由
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

私
は
近
藤
達
が
無
事
に
Ｃ
６
に
帰
着
す
る
の
を
確
認
し
て
か
ら
Ｃ
５
を

後
に
す
る
つ
も
り
で
、
彼
等
の
連
絡
を
待
っ
た
。
常
時
開
局
し
て
あ
る
Ｃ

５
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
午
後
六
時
に
受
信
を
始
め
た
。

「
現
在
、
稜
線
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ト
に
下
降
す
る
地
点
で
す
が
、
西
側

か
ら
の
強
風
の
為
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
帯
電
し
て
交
信
が
不
可
能
で

す
。
壁
を
少
し
下
っ
た
所
で
再
び
交
信
し
ま
す
の
で
、
開
局
し
た
ま
ま
で

お
待
ち
下
さ
い
」

約
二
十
分
後
に
再
び
近
藤
の
息
を
弾
ま
せ
た
声
が
き
こ
え
、
「
長
時
間

の
行
動
で
極
度
に
疲
労
困
値
し
て
い
る
も
大
丈
夫
で
す
。
本
日
は
残
念
な

が
ら
頂
上
は
踏
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
日
の
第
三
次
隊
の
田
中
、
ア
ン
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ヒマルチュリ東尾根

ツ
ェ
リ
ン
の
二
人
に
は
何
と
か
頑
張
っ
て
貰
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
日
は
稜
線
直
下
で
時
間
を
食
っ
て
し
ま
い
時
間
切
れ
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
稜
線
か
ら
は
さ
ほ
ど
困
難
な
ル
ー
ト
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
。
風
は
西
側
か
ら
強
く
吹
き
つ
け
て
い
ま
す
が
、
明
日
は
何
と
か
な
る

と
思
い
ま
す
」
私
が
無
理
は
承
知
の
上
で
、
近
藤
、
三
谷
は
明
日
再
度
頂

上
へ
の
挑
戦
意
欲
は
あ
る
か
と
問
う
と
、
近
藤
か
ら
「
今
は
疲
労
で
一
杯

で
す
が
、
そ
の
件
に
つ
い
て
は
明
朝
の
状
態
を
見
て
か
ら
決
め
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
、
返
事
が
来
た
。

私
達
は
、
近
藤
、
三
谷
の
二
人
が
楽
に
東
壁
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
導
か
れ

て
下
降
し
、
無
事
に
Ｃ
６
に
帰
着
出
来
る
も
の
と
判
断
し
て
、
Ｃ
４
へ
と

下
っ
た
。
下
り
な
が
ら
見
上
げ
る
と
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ト
上
に
二
人
の
姿
を

は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
一
人
は
Ｃ
６
の
間
近
か
に
、
も
う
一
人

の
近
藤
は
か
な
り
離
れ
て
壁
の
上
部
に
見
え
る
。
ジ
ャ
ン
プ
台
か
ら
の
急

斜
面
を
下
り
き
っ
て
、
平
坦
な
雪
原
を
三
分
の
一
程
進
ん
だ
午
後
七
時
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
交
信
を
す
る
。

「
十
八
時
四
十
分
頃
、
東
壁
に
大
き
な
雪
崩
の
音
を
聞
き
ま
し
た
。
す
ぐ

天
幕
外
に
出
て
確
認
し
た
所
、
雪
崩
は
私
達
の
ル
ー
ト
上
に
落
ち
て
、
デ

ブ
リ
は
Ｃ
５
と
Ｃ
６
の
中
間
地
点
で
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
壁
を
下
降
し
て

い
る
者
は
一
人
し
か
確
認
出
来
ず
、
雪
崩
の
落
下
方
向
に
黒
点
二
つ
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
長
谷
川
、
田
中
、
五
十
嵐
、
ア
ン
ッ
ェ
リ
ン
の

四
人
で
そ
の
確
認
を
行
な
い
ま
す
。
す
ぐ
出
発
し
ま
す
の
で
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
は
開
局
し
て
待
機
し
て
い
て
下
さ
い
」

Ｃ
５
の
長
谷
川
の
、
こ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
報
告
に
打
ち
の
め
さ
せ
ら

れ
て
、
雪
原
の
真
只
中
に
寒
気
と
強
い
風
に
凍
え
な
が
ら
三
人
は
無
言
で

連
絡
を
待
っ
た
。

そ
し
て
二
十
時
十
分
、
つ
い
に
運
命
の
時
が
到
来
し
た
。
何
と
か
近
藤

が
無
事
に
い
て
欲
し
い
と
の
強
い
願
い
も
長
谷
川
の
声
で
完
全
に
打
ち
消

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
近
藤
さ
ん
を
発
見
し
ま
し
た
。
し
か
し
す
で
に
死
亡
し
て
ま
す
」

何
と
い
う
残
酷
さ
で
あ
ろ
う
か
。
つ
い
先
程
、
私
と
元
気
に
交
信
し
て

い
た
あ
の
近
藤
が
突
然
に
私
達
の
前
か
ら
消
え
去
っ
て
し
ま
う
と
は
：
．

…
。
再
び
長
谷
川
か
ら
、
「
本
日
は
長
谷
川
、
田
中
、
ア
ン
ッ
ェ
リ
ン
の

三
人
で
近
藤
さ
ん
を
安
置
し
て
帰
り
ま
す
か
ら
隊
長
達
は
Ｃ
４
に
下
り
て

ゆ
っ
く
り
休
養
し
て
下
さ
と
。
私
達
三
人
は
夜
の
帳
が
下
り
た
雪
原
を

赤
旗
に
導
か
れ
な
が
ら
無
言
で
Ｃ
４
に
向
っ
た
。

事
故
の
翌
日
五
月
十
四
日
は
、
Ｃ
５
の
連
中
は
ま
ず
遺
体
を
Ｃ
５
ま
で

下
ろ
し
、
手
分
け
を
し
て
デ
ブ
リ
に
点
在
す
る
遺
品
の
回
収
と
Ｃ
６
の
撤

収
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
Ｃ
４
隊
は
Ｃ
５
で
合
流
し
て
こ
れ
を
援
助
す
る

行
動
予
定
を
立
て
た
。
幸
い
に
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
皆
の
必
死
の
努
力
で

午
後
五
時
に
は
行
動
を
終
了
し
、
Ｃ
４
に
集
結
出
来
た
。
Ｃ
６
の
撤
収
に

向
っ
た
長
谷
川
、
田
中
の
二
人
は
、
近
藤
が
事
故
当
時
に
い
た
と
思
わ
れ

る
地
点
に
大
き
な
穴
が
無
数
に
あ
い
て
い
る
の
を
肉
眼
で
確
認
し
た
。
そ

の
地
点
か
ら
重
い
か
た
ま
り
が
斜
面
を
こ
ろ
が
っ
た
跡
が
見
ら
れ
、
岩
場

を
飛
び
越
え
た
一
段
下
の
斜
面
に
も
同
様
の
筋
が
見
ら
れ
て
、
し
ば
ら
く

（123）



下
っ
た
斜
面
か
ら
通
常
の
雪
崩
に
な
っ
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。
お
そ
ら

く
近
藤
を
死
に
追
い
や
っ
た
原
因
は
、
稜
線
上
の
雪
庇
の
崩
壊
に
よ
っ
て

発
生
し
た
氷
塊
の
一
片
が
頭
部
を
直
撃
し
て
、
共
に
発
生
し
た
雪
崩
に
巻

き
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
日
Ｂ
Ｃ
で
行
な
わ
れ
た

佐
々
木
医
師
の
検
死
の
結
果
、
直
接
的
な
死
因
は
右
上
眼
瞼
の
顕
著
な
外

傷
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
直
撃
は
間
違
い
無
い
と
思
わ

れ
る
。Ｃ

４
に
安
置
さ
れ
た
遺
体
は
一
刻
も
早
く
下
界
へ
下
ろ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
Ｃ
４
か
ら
Ｃ
３
へ
の
ル
ー
ト
に
は
、
ラ
ニ
ー
・
ピ
ー
ク
の
肩

を
目
指
し
て
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
雪
壁
を
登
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
連

日
の
悪
天
候
に
よ
る
深
い
ラ
ッ
セ
ル
と
長
期
間
に
及
ん
だ
高
所
で
の
滞
在

の
為
に
、
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
達
は
体
力
、
精
神
力
共
に
限
界
に
来
て
い

る
。
私
は
即
刻
Ｂ
Ｃ
に
向
け
て
事
故
報
告
と
遺
体
収
容
の
為
に
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
要
請
を
す
る
様
指
示
し
た
。
五
月
十
七
日
朝
、
出
発
準
備
を
終

え
て
遺
体
と
共
に
Ｃ
４
か
ら
Ｃ
３
に
向
け
て
出
発
し
よ
う
と
し
た
時
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
一
機
が
リ
ダ
ン
ダ
氷
河
の
方
向
か
ら
飛
来
し
た
。
し
か
し
遺

体
を
乗
せ
る
こ
と
は
承
知
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
気
を
と
り

直
し
て
Ｃ
３
に
向
け
て
行
動
を
再
開
し
、
皆
の
必
死
の
作
業
に
よ
っ
て
ラ

ニ
ー
・
ピ
ー
ク
の
肩
を
乗
越
し
、
五
月
十
九
日
、
近
藤
は
一
カ
月
振
り
に

Ｂ
Ｃ
に
無
言
の
帰
還
を
し
た
。
そ
し
て
、
Ｂ
Ｃ
よ
り
三
十
分
程
下
っ
た
大

き
な
岩
の
上
で
五
月
二
十
二
日
、
茶
毘
に
付
す
。
シ
ュ
ラ
ン
谷
に
真
白
な

煙
が
天
に
昇
る
。
全
員
が
薯
え
様
の
な
い
虚
し
さ
を
こ
ら
え
て
、
部
歌
と

校
歌
で
近
藤
に
別
れ
を
告
げ
た
。

計
画
と
作
戦

私
達
は
将
来
の
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
挑
戦
へ
の
準
備
と
し
て
、
よ
り

多
く
の
高
所
経
験
者
を
そ
ろ
え
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
一
九
七
五
年
の
チ

ュ
ー
レ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
に
続
い
て
、
次
の
遠
征
の
基
本
的
な
条
件
と
し

て
、
Ｈ
無
事
故
、
目
第
二
・
第
三
登
の
山
で
あ
る
場
合
は
未
踏
ル
ー
ト
、

白
頂
上
を
踏
む
、
の
三
つ
が
私
達
炉
辺
会
海
外
登
山
委
員
会
か
ら
出
さ
れ

た
。
結
局
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
に
決
定
し
て
そ
の
計
画
の
具
体
化
に
着
手
し

た
私
達
は
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
東
尾
根
が
長
大
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
東
尾

根
中
間
に
位
置
す
る
ラ
ニ
ー
・
ピ
ー
ク
を
登
っ
て
一
段
下
り
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
独
特
の
地
形
で
あ
る
こ
と
、
更
に
東
壁
の
攻
撃
基
地
で
あ
る
ジ
ャ

ン
プ
台
に
隊
員
と
物
量
を
充
分
に
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
を
考
慮

し
て
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
べ
き
方
法
を
検
討
し
た
。
私
達
は
第
一
に
長
く

て
大
き
な
東
尾
根
を
い
か
に
短
縮
す
る
か
を
考
え
、
従
来
の
東
尾
根
ル
ー

ト
か
ら
で
は
余
程
東
尾
根
の
状
態
が
良
好
で
な
い
限
り
円
滑
に
キ
ャ
ン
プ

は
延
び
な
い
の
で
、
何
と
か
チ
ュ
ー
リ
ン
・
コ
ー
ラ
側
か
ら
か
、
リ
ダ
ン

ダ
側
か
ら
の
ル
ー
ト
で
ジ
ャ
ン
プ
台
に
つ
き
上
げ
る
ル
ー
ト
は
無
い
か
と

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
リ
ダ
ン
ダ
側
は
、
距
離
的
に
遠
く
資
料
に
乏
し

い
の
で
対
象
か
ら
は
ず
し
、
チ
ュ
ー
リ
ン
・
コ
ー
ラ
を
中
心
に
検
討
し
、

一
九
七
六
年
四
月
に
二
人
の
偵
察
隊
を
チ
ュ
ー
リ
ン
・
コ
ー
ラ
に
送
り
、

大
筋
の
状
況
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
さ
ら
に
、
一
九
七
四
年
、
イ
タ
リ
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ァ
隊
が
チ
ュ
ー
リ
ン
・
コ
ー
ラ
に
ル
ー
ト
を
見
出
す
べ
く
Ｂ
Ｃ
を
設
営
し

な
が
ら
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ト
に
変
更
し
て
い
る
例
か
ら
し
て
、
再
度
チ
ュ
ー
リ

ン
・
コ
ー
ラ
に
偵
察
隊
を
送
っ
て
ル
ー
ト
の
有
無
を
確
認
せ
れ
ば
と
考
え

た
。
チ
ュ
ー
リ
ン
・
コ
ー
ラ
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
か
ら
東
尾
根
上
部
約
六

○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
出
ら
れ
る
ル
ー
ト
が
見
つ
か
れ
ば
、
キ
ャ
ン
プ
数
を

一
つ
少
な
く
す
る
の
も
可
能
で
あ
る
と
期
待
も
し
て
い
た
。
九
月
の
モ
ン

ス
ー
ン
の
明
け
切
ら
な
い
時
期
に
、
節
田
隊
長
の
も
と
、
根
深
、
林
、
和

田
の
四
名
は
チ
ュ
ー
リ
ン
・
コ
ー
ラ
に
入
っ
た
。

節
田
の
報
告
に
よ
る
と
、
チ
ュ
ー
リ
ン
・
コ
ー
ラ
の
Ｂ
Ｃ
は
予
想
に
反

し
て
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
と
い
う
不
利
な
点
と
、
ア
イ
ス
フ

ォ
ー
ル
の
入
口
付
近
が
狭
く
、
絶
え
ず
上
部
か
ら
の
氷
塊
の
崩
壊
が
あ
り

落
石
も
伴
っ
て
非
常
に
危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
部
隊
で
常
時
こ
こ
を

ル
ー
ト
に
使
用
し
て
、
荷
上
げ
に
連
日
使
用
す
る
の
は
非
常
に
危
険
で
あ

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
チ
ュ
ー
リ
ン
・
コ
ー
ラ
の
ル
ー
ト
に
見
込
み
が
無

け
れ
ば
、
従
来
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ト
を
忠
実
に
攻
め
る
事
が
残
さ
れ
た
方
法

で
あ
っ
た
。

長
大
な
東
尾
根
に
円
滑
に
キ
ャ
ン
プ
を
進
め
、
隊
員
の
高
度
順
化
と
荷

上
げ
を
平
行
し
て
行
な
う
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
頂
上
ま
で
の

距
離
が
約
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
長
大
な
尾
根
、
そ
し
て
ラ
ニ
ー
・

ピ
ー
ク
の
肩
に
歩
を
進
め
て
か
ら
一
且
約
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
下
降
を
強

い
ら
れ
る
と
い
う
悪
条
件
下
で
、
い
か
に
円
滑
に
高
度
順
化
を
展
開
す
る

か
、
距
離
が
長
く
て
体
力
面
で
の
消
耗
が
大
き
い
割
合
に
高
度
を
上
げ
る

一
九
七
七
年
一
月
末
に
梱
包
作
業
を
終
了
、
二
月
十
七
日
に
先
発
隊
四

人
が
羽
田
を
発
ち
、
三
月
三
日
、
本
隊
十
人
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
向
っ
た
。

四
月
十
五
日
、
前
半
戦
を
終
え
て
Ｂ
Ｃ
に
全
員
が
集
合
し
て
、
三
日
間
の

休
養
を
と
っ
た
。
こ
の
前
半
を
反
省
し
て
み
る
と
、
長
い
東
尾
根
は
、
距

離
を
延
ば
し
て
も
な
か
な
か
高
度
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
為
に
、
順

化
に
は
非
常
に
効
率
の
悪
い
の
は
納
得
し
て
い
た
も
の
の
、
連
日
の
悪
天

候
に
よ
る
多
量
の
降
雪
で
、
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
め
ら
れ
、
隊
員
の
体
力
消

耗
が
激
し
く
、
高
度
順
化
以
前
に
体
力
面
の
不
調
が
先
行
す
る
結
果
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
順
化
と
荷
上
げ
の
問
題
は
、
高
所
登
山
に
は
重
要
且
つ

不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
が
、
前
半
戦
で
早
く
も
順
化
を
円
滑
に
ま
っ
と
う

す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ま
た
荷
上
げ
の
面
で
も
予
定
の
日
程
を
消
化
出
来

ず
、
大
幅
の
遅
れ
を
来
た
し
て
し
ま
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
に
全
員
が
集
結
し
て
三

日
間
の
休
養
を
と
っ
た
が
、
こ
の
休
養
も
生
憎
と
降
雪
に
見
舞
わ
れ
て
本

来
の
鋭
気
を
養
う
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

三
日
間
の
休
養
の
後
、
四
月
十
九
日
に
後
半
戦
を
開
始
し
東
壁
の
攻
略

へ
と
前
進
し
た
が
、
五
月
一
日
午
前
十
一
時
十
五
分
に
ジ
ャ
ン
プ
台
直
下

に
設
営
し
た
Ｃ
５
が
、
雪
崩
に
埋
没
す
る
と
い
う
事
故
に
直
面
し
た
。
幸

こ
と
の
出
来
な
い
不
都
合
を
い
か
に
克
服
し
て
、
ジ
ャ
ン
プ
台
に
頂
上
攻

撃
基
地
た
る
強
力
な
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
す
る
こ
と
が
出
来
得
る
か
が
、
最

大
の
課
題
で
あ
っ
た
。

事
故
ま
で
の
経
過
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い
に
し
て
重
大
事
故
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
万
一
、
こ
の
雪
崩
が
日
中

で
な
く
、
夜
間
に
発
生
し
た
事
故
で
あ
っ
た
ら
、
Ｃ
５
の
三
人
が
無
事
に

脱
出
出
来
た
か
疑
問
で
あ
る
。
四
月
二
十
八
日
の
Ｃ
５
建
設
当
時
、
ジ
ャ

ン
プ
台
に
建
設
を
予
定
し
て
い
た
所
が
、
強
風
の
為
に
天
幕
設
営
に
困
難

を
伴
う
と
の
判
断
で
ジ
ャ
ン
プ
台
直
下
の
斜
面
を
削
っ
て
設
営
し
た
為

に
、
三
日
間
の
降
雪
で
こ
の
事
故
に
遭
遇
し
た
訳
で
あ
る
。
幕
営
地
の
選

定
に
於
け
る
判
断
の
失
敗
で
あ
っ
た
。

五
月
三
日
の
好
天
候
を
待
っ
て
、
Ｃ
５
の
三
人
を
無
事
に
Ｃ
４
に
収
容

し
、
五
月
七
日
、
Ｃ
５
を
再
建
し
た
。
こ
の
雪
崩
事
故
で
天
幕
一
張
を
破

損
し
て
使
用
不
可
能
に
な
っ
た
為
、
Ｃ
６
に
は
当
初
二
人
用
天
幕
を
二
張

設
営
す
る
予
定
を
変
更
し
て
、
二
人
用
一
張
を
五
月
十
一
日
に
建
設
し

た
。

こ
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
を
振
り
返
っ
た
時
、
私
は
皆
各
々
が
精
一
杯

の
力
を
出
し
切
っ
た
と
断
言
出
来
る
。
五
月
十
九
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
連

絡
に
行
っ
た
入
沢
、
岡
沢
を
除
い
て
、
全
員
が
近
藤
の
亡
骸
と
共
に
Ｂ
Ｃ

に
集
結
し
た
。
私
達
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
は
終
っ
た
の
で
あ
る
。
思
え
ば
四

月
二
十
四
日
、
Ｃ
１
へ
の
行
動
開
始
以
来
五
七
日
間
の
登
山
で
あ
っ
た
。

こ
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
は
、
私
達
が
当
初
考
え
て
い
た
限
界
を
越
え
て

し
ま
っ
た
。
計
画
段
階
で
は
、
三
隊
の
十
六
人
の
登
肇
要
員
を
確
保
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
当
初
の
作
戦
も
、
Ｃ
５
の
ジ
ャ
ン
プ
台
以
上
に
は
、

反

省

七
名
の
確
保
が
為
さ
れ
た
も
の
の
、
東
壁
の
状
態
が
前
述
の
如
く
一
九
五

九
年
Ｊ
Ａ
Ｃ
隊
の
報
告
の
如
く
堅
い
青
氷
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
私
達
は

こ
の
壁
の
ル
ー
ト
エ
作
に
手
間
取
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
員
の
補
強
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回
の
東
壁
の
状
態
は
私
達
に
は

幸
運
で
あ
っ
た
。
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
超
す
高
度
で
、
急
峻
な
東
壁
へ

の
攻
略
に
ラ
ッ
セ
ル
に
よ
る
体
力
消
耗
に
加
え
て
技
術
的
な
困
難
さ
が
伴

う
と
し
た
ら
、
私
達
の
到
底
叶
う
相
手
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
５

の
連
中
を
助
け
て
、
常
に
交
代
出
来
得
る
人
員
の
確
保
は
不
可
能
で
あ
っ

た
と
思
う
。

今
回
の
登
山
は
若
い
体
力
に
満
ち
た
隊
員
達
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
。
し

か
し
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
は
、
体
力
が
凡
て
で
は
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、

技
術
面
、
精
神
面
、
順
化
、
荷
上
げ
等
の
問
題
、
そ
し
て
協
調
性
等
と
複

雑
多
々
な
要
素
が
含
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
登
山
に
私
は
充

分
に
安
全
性
を
前
提
と
し
た
機
動
性
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た

が
、
こ
の
機
動
性
を
充
分
に
発
揮
す
る
為
に
は
、
第
一
に
体
力
的
な
裏
付

け
が
完
全
に
為
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
発
揮
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
故
藤

田
先
輩
が
「
山
登
り
は
馬
力
だ
よ
」
と
始
終
私
達
を
叱
吃
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
す
。

不
幸
に
し
て
東
壁
に
生
命
を
絶
っ
た
近
藤
は
、
実
際
に
Ｍ
Ａ
Ｃ
に
と
っ

て
の
貴
重
な
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
の
遺
志
に
報
い
る
為
に
私
達
は
、

こ
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
で
の
体
験
を
謙
虚
に
反
省
し
て
、
今
後
の
Ｍ
Ａ

Ｃ
の
山
登
り
に
反
映
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
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最
後
に
、
私
達
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
隊
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
大
勢
の

方
々
の
温
か
い
励
ま
し
、
心
遣
い
そ
し
て
援
助
に
改
め
て
感
謝
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
明
治
大
学
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
隊
一
九
七
七

活
動
期
間
一
九
七
七
年
三
月
’
五
月

目
的
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
東
壁
か
ら
の
登
頂

隊
の
構
成
隊
長
Ｉ
菅
沢
豊
蔵
（
鯉
）
、
副
隊
長
Ⅱ
入
沢
勝
（
躯
）
、
隊

員
Ⅱ
近
藤
芳
春
（
記
）
、
小
野
勝
昭
（
詔
）
、
長
谷
川
良
典

（
鋤
）
、
根
深
誠
（
釦
）
、
岡
沢
修
一
（
露
）
、
竹
田
和
夫

（
弱
）
、
和
田
耕
一
（
弱
）
、
田
中
淳
一
（
型
）
、
烏
山
文

蔵
（
記
）
、
五
十
嵐
武
美
（
認
）
、
三
谷
統
一
郎
（
皿
）
、

医
師
Ⅱ
佐
々
木
達
海
（
調
）
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

Ｉ
Ｂ
・
チ
ョ
ウ
ダ
リ
ー
（
お
）
、
サ
ー
ダ
ー
Ⅱ
ア
ン
・
ツ

ェ
リ
ン
（
羽
ナ
ム
チ
ェ
出
身
）
、
コ
ッ
ク
Ⅱ
ペ
ン
バ
・
ギ

ャ
ル
ッ
ェ
ン
（
ｗ
ナ
ム
チ
ェ
出
身
）
、
コ
ッ
ク
Ⅱ
ジ
ャ
ビ

ャ
ン
・
テ
ン
ジ
ン
（
調
ナ
ム
チ
ェ
出
身
）
、
ハ
イ
ア
ル
テ

ィ
チ
ュ
ー
ド
・
シ
ェ
ル
パ
Ⅱ
ペ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
（
器
ナ
ム

チ
ェ
出
身
）
、
ニ
マ
・
カ
ン
ッ
ァ
（
”
ザ
ロ
ッ
ク
出
身
）
、

ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
（
妬
セ
オ
ン
グ
マ
出
身
）
、
ロ

ー
ア
ル
テ
ィ
チ
ュ
ー
ド
・
シ
ェ
ル
パ
Ⅱ
ミ
ン
マ
・
テ
ン
ジ

ン
（
皿
タ
ー
メ
出
身
）
、
ソ
ナ
・
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
（
諏
ナ

ム
チ
ェ
出
身
）
、
ニ
マ
・
ド
ル
ジ
ェ
（
型
ク
ル
ム
出
身
）
、

ソ
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
（
詔
ク
ル
ム
出
身
）
、
ペ
ン
バ
（
銘
ク

ル
ム
出
身
）
、
ピ
ン
ゾ
ー
（
幻
プ
ル
ッ
ェ
出
身
）
。

行
動
概
要
２
月
Ⅳ
日
先
発
隊
４
名
羽
田
発
。
３
月
３
日
本
隊
、
名
羽

田
発
。
３
月
７
日
カ
ト
マ
ン
ズ
よ
り
ト
リ
ス
リ
に
向
う
。

３
月
８
日
ト
リ
ス
リ
よ
り
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。
３
月
型
日

シ
ュ
ラ
ン
谷
（
四
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
Ｂ
Ｃ
建
設
。
３

月
型
日
Ｃ
１
の
偵
察
開
始
。
３
月
弱
日
Ｃ
１
（
五
三
○
○

メ
ー
ト
ル
）
４
月
２
日
Ｃ
２
（
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建

設
。
４
月
ｎ
日
Ｃ
３
（
六
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
を
ラ
ニ
ー

ピ
ー
ク
の
肩
に
設
営
。
４
月
過
日
全
員
Ｂ
Ｃ
に
集
結
、
鴫

日
ま
で
休
養
す
る
。
４
月
四
日
東
壁
に
向
け
て
攻
撃
再

開
。
４
月
型
日
ラ
ニ
ー
ピ
ー
ク
の
壁
を
下
降
し
、
雪
原
を

横
断
し
て
リ
ダ
ン
ダ
側
の
コ
ル
（
六
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に

Ｃ
４
を
建
設
。
４
月
鴻
日
ジ
ャ
ン
プ
台
下
に
Ｃ
５
（
六
八

○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
５
月
１
日
ｎ
時
巧
分
Ｃ
５
雪
崩

事
故
発
生
、
ジ
ャ
ン
プ
台
に
避
難
。
５
月
３
日
Ｃ
５
の
３

名
を
Ｃ
４
に
収
容
。
５
月
７
日
Ｃ
５
を
ジ
ャ
ン
プ
台
に
再

建
。
５
月
ｎ
日
Ｃ
６
（
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
、
長

谷
川
、
五
十
嵐
２
名
入
る
。
５
月
狸
日
第
一
次
ア
タ
ッ
ク

稜
線
直
下
五
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
。
５
月
過
日
第
二
次
ア
ダ
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ツ
ク
の
近
藤
、
三
谷
の
２
名
頂
上
直
下
一
○
○
メ
ー
ト
ル

で
引
き
返
す
。
帰
路
東
壁
下
降
中
、
近
藤
が
稜
線
の
雪
庇

の
崩
壊
に
よ
る
氷
塊
の
直
撃
を
頭
部
に
受
け
死
亡
。
Ｃ
５

の
長
谷
川
等
幼
時
ｍ
分
、
雪
崩
跡
に
近
藤
の
遺
体
を
発

見
。
５
月
且
日
遺
体
収
容
と
、
Ｃ
６
、
Ｃ
５
の
撤
収
。
５

月
四
日
遺
体
と
共
に
全
員
Ｂ
Ｃ
に
集
結
。
５
月
塑
日
茶
毘

に
付
す
。
５
月
溺
日
Ｂ
Ｃ
よ
り
帰
路
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。

６
月
４
日
深
夜
カ
ト
マ
ン
ズ
着
。
６
月
喝
日
帰
国
。
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一
九
七
七
年
二
月
十
七
日
、
輸
送
隊
二
名
を
残
し
我
々
本
隊
（
隊
員
六

名
シ
ェ
ル
パ
三
名
）
は
時
代
物
の
ベ
ン
ツ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
、
ラ

ム
サ
ン
ゴ
に
向
っ
た
。
輸
送
に
は
七
三
年
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
参
加
の
経
験
を

も
つ
国
井
、
七
六
年
秋
に
偵
察
豚
と
し
て
入
山
の
経
験
を
も
つ
志
村
の
二

人
が
当
り
、
空
路
ル
ク
ラ
ヘ
輸
送
し
、
そ
の
ま
ま
本
隊
よ
り
先
に
Ｂ
Ｃ
入

り
す
る
予
定
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
隊
は
最
少
限
の
荷
を
も
ち
キ
ャ

ラ
バ
ン
す
る
こ
と
に
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
方
法
に
つ
い
て
、
偵
察
後
ず
っ
と
ネ
パ
ー
ル
に
と
ど
ま

っ
た
志
村
は
、
隊
員
が
い
く
つ
か
に
別
れ
、
パ
ッ
テ
ィ
泊
り
で
行
く
の
も

一
つ
の
面
白
い
方
法
で
あ
る
と
い
っ
た
。
し
か
し
そ
の
意
義
は
認
め
つ
つ

も
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
何
よ
り
も
無
用

の
ト
ラ
ブ
ル
を
さ
け
る
た
め
、
予
定
通
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
す
る
事
に
し

た
。
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
ベ
ン
ツ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
人
間
が
押
し
て
加

速
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
と
い
う
代
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
押
し
屋

ヌ
プ
ッ
ェ
北
西
稜
（
一
九
七
七
年
春
）

が
二
人
同
乗
す
る
と
い
う
訳
だ
。

古
都
バ
ド
ガ
オ
ン
を
過
ぎ
る
と
、
点
在
す
る
集
落
の
貧
し
さ
は
一
段
と

ひ
ど
い
。
一
面
が
真
赤
な
土
で
何
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
二
月
と
い

う
季
節
柄
の
せ
い
か
、
初
日
は
車
の
旅
で
終
り
だ
。
ス
ン
コ
シ
を
対
岸
に

渡
り
、
広
場
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
近
く
に
は
発
電
所
用
の
導
水
路
が
あ

り
、
対
岸
の
さ
っ
き
来
た
道
に
は
車
が
通
う
と
い
う
場
所
で
、
キ
ャ
ン
プ

サ
イ
ト
は
良
い
も
の
の
、
何
ん
だ
か
一
の
倉
沢
か
マ
チ
ガ
沢
の
出
合
に
で

も
テ
ン
ト
を
張
っ
た
と
い
う
感
じ
で
、
い
ま
一
つ
パ
ッ
と
し
な
い
。

翌
日
朝
か
ら
バ
ス
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
何
と
う
る
さ
い
こ
と
か
。
出
発

を
知
ら
せ
る
合
図
ら
し
い
。
出
発
前
ポ
ー
タ
ー
二
人
が
逃
げ
た
と
シ
ェ
ル

パ
が
言
う
。
昨
日
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
バ
ス
に
同
乗
し
た
子
供
の
ポ
ー
タ
ー

二
人
が
二
日
分
の
前
渡
金
を
も
っ
て
ド
ロ
ン
し
た
ら
し
い
。
早
速
お
い
で

な
す
っ
た
。

こ
れ
よ
り
約
一
カ
月
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
開
始
で
あ
る
。
見
る
物
、
間

加

藤
春
雄
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く
物
の
多
く
は
、
何
ら
か
の
形
で
私
達
に
予
備
知
識
と
し
て
入
っ
て
い

た
。
し
か
し
「
百
間
は
一
見
に
如
か
ず
」
で
あ
る
。
見
る
も
の
総
て
が
珍

ら
し
い
。
人
間
に
は
先
祖
の
生
活
が
頭
の
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
い
つ
か
ど
こ
か
で
の
自
分
達
を
見
る
よ
う
で
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
を

逆
回
転
さ
せ
た
よ
う
な
感
で
あ
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
用
の
小
遣
は
、
各
隊
員
が
百
ル
ピ
ー
ず
つ
隊
か
ら
支
給
さ

れ
、
そ
れ
以
内
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
シ
ェ
ル
パ
の

方
が
サ
ー
ブ
よ
り
ふ
と
こ
ろ
が
あ
た
た
か
く
、
パ
ッ
テ
ィ
の
薬
代
も
、
こ

ち
ら
が
出
し
た
り
出
さ
れ
た
り
と
、
い
う
ぐ
あ
い
・

竹
で
編
ん
だ
篭
に
鶏
を
二
、
三
十
羽
入
れ
て
奥
地
か
ら
売
り
に
行
く
者

と
よ
く
す
れ
ち
が
う
。
又
我
々
と
前
後
し
て
歩
く
ポ
ー
タ
ー
は
、
道
路
建

設
用
の
金
網
を
か
つ
ぐ
者
が
多
い
・
今
、
ラ
ム
サ
ン
ゴ
か
ら
ジ
リ
ま
で
の

車
道
を
ス
イ
ス
の
援
助
で
建
設
中
で
、
現
在
の
道
と
も
所
々
で
交
差
し
て

工
事
中
で
あ
っ
た
。
機
械
力
は
全
く
使
わ
ず
、
人
力
の
み
の
工
事
で
あ

る
。

山
と
い
え
ば
草
木
が
生
茂
る
も
の
と
考
え
る
私
達
に
は
、
草
ら
し
い
草

も
な
く
、
山
羊
の
口
の
と
ど
く
所
ま
で
木
の
葉
の
た
べ
尽
く
さ
れ
て
い
る

木
や
、
落
ち
て
く
る
葉
を
待
ち
か
ま
え
て
た
べ
る
山
羊
に
は
、
い
さ
さ
か

と
ま
ど
う
。

二
日
目
の
宿
泊
地
パ
ー
カ
ル
は
尾
根
上
の
拓
け
た
牧
歌
的
な
所
に
あ
っ

た
。
ラ
ム
サ
ン
ゴ
に
比
べ
薪
代
が
高
い
と
会
計
係
が
こ
ぼ
す
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
に
住
む
人
に
他
に
何
か
売
れ
る
物
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
自
分
達
の
労
働
力
を
売
る
か
、
薪
を
売
る
位
が
せ

い
ぜ
い
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
何
を
喰
わ
す
の
か
、
ど
こ
に
行
っ

て
も
犬
は
い
る
。
我
々
を
見
て
け
た
た
ま
し
く
吠
え
た
て
る
。
夜
、
山
な

み
の
か
な
た
に
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
家
の
明
り
が
見
え
る
。
火
を
も
や
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
生
活
と
自
分
達
の
日
本
の
生
活
を
思
い
、
ど
ち

ら
が
よ
り
人
間
的
な
の
だ
ろ
う
か
な
ど
と
考
え
る
。
所
詮
日
本
に
帰
れ
ば

今
迄
通
り
の
生
活
を
続
け
る
事
し
か
で
き
な
い
事
を
知
り
つ
つ
…
…
。

昨
日
の
パ
ー
カ
ル
ま
で
の
行
程
が
短
か
か
っ
た
の
に
気
を
よ
く
し
た
の

は
、
早
と
ち
り
で
あ
っ
た
。
三
日
目
の
宿
泊
地
シ
ュ
ル
ケ
に
は
夕
闇
せ
ま

る
頃
到
着
。
途
中
機
織
り
姿
さ
ん
に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
と
こ
ろ
、
エ
ク
ル

ピ
ー
（
一
ル
ピ
ー
）
と
手
を
出
さ
れ
、
写
す
の
を
や
め
る
。
ト
レ
ッ
カ
ー

は
ほ
と
ん
ど
ル
ク
ラ
に
飛
ぶ
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
あ
た
り
で
は
一
日
に

二
、
三
人
に
会
う
程
度
だ
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
始
め
た
頃
は
見
る
物
総
て
が

珍
ら
し
か
っ
た
の
に
、
三
日
も
歩
く
と
感
受
性
が
も
う
ぼ
け
て
し
ま
う
。

六
日
目
の
ト
ー
セ
で
は
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
合
同
の
大
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
と
合
流
、
以
後
前
後
し
な
が
ら
ナ
ム
チ
ェ
ま
で
歩
く
こ
と
に

な
る
。
彼
等
は
ト
ー
セ
の
上
の
ジ
リ
ま
で
、
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
飛
行
機
で

き
た
と
い
う
。
素
晴
ら
し
い
体
の
持
主
が
短
パ
ン
ス
タ
イ
ル
で
歩
く
姿
は

勇
ま
し
く
、
少
な
か
ら
ず
ひ
け
め
を
感
じ
る
。
し
か
し
数
日
後
に
は
多
く

の
メ
ン
バ
ー
が
よ
れ
よ
れ
に
な
り
、
な
ん
と
も
気
の
毒
な
行
進
風
景
と
な

っ
た
。
彼
等
の
使
用
す
る
生
活
用
具
の
豪
華
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
我

々
の
羨
望
の
的
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
内
容
豊
か
で
ポ
リ
ウ
ム
の
あ
る
昼
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食
だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ラ
ン
チ
風
の
が
ド
サ
ッ
と
で
て
く
る
。
私
達
は
と

い
え
ば
プ
ラ
ス
チ
勿
ク
の
弁
当
箱
の
中
で
ゆ
ら
れ
て
半
分
程
に
な
っ
た
御

飯
に
バ
ラ
バ
ラ
と
ふ
り
か
け
の
の
っ
た
程
度
の
昼
食
。
彼
等
の
横
で
弁
当

箱
を
開
け
ら
れ
ず
、
少
し
所
を
は
ず
し
て
の
昼
食
は
失
笑
も
の
だ
っ
た
。

八
日
目
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
終
る
バ
カ
ン
ジ
で
は
、
数
人
の
ポ
ー
タ
ー
が

寒
さ
を
理
由
に
帰
り
た
い
と
い
う
。
入
れ
変
り
に
来
た
ポ
ー
タ
ー
は
女
性

が
多
く
、
急
に
賑
や
か
に
な
る
。
歌
の
か
け
合
い
行
進
は
楽
し
い
が
、
い

か
に
も
の
ろ
い
の
が
困
り
も
の
、
歌
の
唄
い
過
ぎ
で
疲
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。
ジ
ュ
ン
ベ
シ
峠
は
、
わ
ず
か
に
残
る
雪

の
上
を
お
ば
さ
ん
ポ
ー
タ
ー
の
手
を
取
っ
て
無
事
通
過
。
女
性
群
が
き
た

こ
と
で
、
若
い
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
急
に
元
気
が
で
て
き
た
。
し

か
し
チ
ェ
ッ
ト
リ
ー
の
彼
は
、
こ
ち
ら
に
き
て
は
ど
う
も
分
が
悪
い
ら
し

く
、
思
う
程
に
も
て
な
い
の
が
気
の
毒
だ
。
彼
は
も
ち
ろ
ん
ヒ
ン
ズ
ー
教

徒
で
あ
り
、
ヤ
ク
ミ
ー
ト
を
た
べ
な
い
。
し
か
し
い
つ
の
ま
に
か
、
ど
こ

か
で
牛
肉
の
フ
リ
カ
ケ
の
味
を
覚
え
た
ら
し
く
、
大
好
物
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
後
に
な
っ
て
か
ら
で
は
真
相
を
明
か
す
訳
に
も
い
か
ず
、
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

十
日
目
、
ヌ
ン
タ
ラ
の
部
落
に
は
美
し
く
着
飾
っ
た
娘
が
い
た
。
後
に

知
っ
た
訳
だ
が
、
春
を
ひ
さ
ぐ
娘
だ
っ
た
と
か
、
そ
う
と
も
知
ら
ず
夜
は

彼
女
の
家
に
押
し
か
け
る
。
近
く
か
ら
同
様
の
女
性
も
く
り
込
み
、
太
鼓

一
つ
で
歌
と
踊
が
切
れ
目
な
し
に
い
つ
は
て
る
と
も
な
く
続
く
。
ロ
ー
ソ

ク
の
明
り
に
照
ら
さ
れ
て
踊
る
姿
の
な
ま
め
か
し
さ
は
、
な
る
ほ
ど
と
思

わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
達
は
明
け
方
ま
で
遊
ん
で
い
た
と
か
。

十
一
日
目
つ
い
に
ド
ー
ド
・
コ
シ
流
域
に
入
る
。
予
定
で
は
カ
ル
テ
泊

り
に
な
っ
て
い
た
が
、
ポ
ー
タ
ー
の
足
が
そ
ろ
わ
ず
カ
リ
コ
ー
ラ
の
学
校

の
広
場
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
次
の
日
到
着
し
た
カ
ル
テ
に
は
、
我
々
の
隊

の
サ
ー
ダ
ー
、
サ
ン
ゲ
の
家
が
あ
る
。
全
員
彼
の
ワ
イ
フ
に
昼
飯
を
御
馳

走
に
な
る
が
、
彼
女
は
浮
か
ぬ
顔
を
し
て
い
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
サ

ン
ゲ
は
二
号
を
カ
ト
マ
ン
ズ
に
置
き
、
三
号
を
パ
ン
ポ
チ
ェ
に
持
っ
て
、

本
妻
の
そ
ば
に
は
近
寄
ら
な
い
。
山
に
入
る
時
は
カ
ル
テ
の
上
を
飛
び
直

接
ル
ク
ラ
に
入
っ
て
し
ま
う
と
か
。
ル
ク
ラ
近
く
に
な
る
と
所
々
に
ガ
ム

や
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
包
み
紙
が
落
ち
て
お
り
、
ト
レ
ッ
カ
ー
の
多
さ
を
思
わ

せ
る
。
行
き
か
う
人
も
遠
征
隊
ゆ
ず
り
の
セ
ー
タ
ー
な
ど
を
着
て
お
り
、

品
物
の
豊
富
さ
を
感
じ
る
。
パ
グ
デ
ィ
ン
マ
の
パ
ッ
テ
ィ
に
は
外
国
タ
バ

コ
か
ら
ビ
ー
ル
ま
で
が
あ
る
。

十
四
日
目
、
い
よ
い
よ
ナ
ム
チ
ェ
を
目
ざ
す
。
話
に
聞
く
ナ
ム
チ
ェ
ヘ

の
急
登
も
全
員
快
調
に
登
る
。
写
真
や
フ
ィ
ル
ム
で
何
度
も
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
、
そ
の
ナ
ム
チ
ェ
も
も
う
目
前
だ
。
バ
ザ
ー
ル
の
開
か
れ
る
と

い
う
広
場
の
土
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
夜
、
冷
え
び
え
と
し
た
月
明
り
に
映

え
る
白
い
家
々
、
時
お
り
聞
え
る
ゴ
ン
パ
の
鐘
の
音
、
そ
し
て
犬
の
鳴
き

声
、
寒
々
と
し
た
ナ
ム
チ
ェ
の
夜
は
絵
に
な
る
。
翌
日
は
待
望
の
休
日
。

シ
ャ
ン
ポ
チ
ェ
の
ホ
テ
ル
に
行
く
者
、
ナ
ム
チ
ェ
見
物
を
す
る
者
、
好
き

勝
手
に
一
日
を
過
す
。

三
月
四
日
タ
ン
ボ
チ
ェ
に
向
う
。
タ
ン
ポ
チ
ェ
ヘ
の
登
り
で
初
め
て
の
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雪
に
降
ら
れ
る
が
、
た
い
し
た
量
に
も
な
ら
ず
、
順
調
な
キ
ャ
ラ
バ
ン

だ
。
前
後
を
ヤ
ク
に
は
さ
ま
れ
、
ヤ
ク
。
ヘ
ー
ス
で
広
場
に
出
る
と
、
輸
送

隊
が
い
た
。
フ
ラ
イ
ト
が
無
く
、
ホ
テ
ル
と
空
港
が
よ
い
の
連
日
だ
っ
た

と
い
う
。

全
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
が
初
め
て
勢
ぞ
ろ
い
し
、
ゴ
ン
パ
の
ラ
マ
も
参
加

し
て
の
チ
ャ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
。
タ
ン
ポ
チ
ェ
で
一
日
休
養
の
後
、

輸
送
隊
は
直
接
Ｂ
Ｃ
へ
、
本
隊
は
ミ
ン
ポ
ー
に
一
泊
旅
行
に
出
る
。
ミ
ン

ポ
ー
谷
は
明
る
い
開
け
た
谷
で
、
ヒ
ラ
リ
ー
隊
が
六
一
年
飛
行
場
作
り
を

し
た
事
も
あ
り
、
な
る
ほ
ど
と
う
な
づ
け
る
。
今
は
茶
一
色
で
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
の
世
界
だ
が
、
こ
れ
が
緑
に
変
る
時
の
素
晴
ら
し
さ
は
想
像
に
か

た
く
な
い
・
翌
日
四
九
七
○
メ
ー
ト
ル
を
経
験
し
、
タ
ン
ポ
チ
ェ
に
帰

る
。

三
月
八
日
、
ペ
リ
チ
ェ
に
向
う
。
シ
ェ
ル
パ
は
「
。
ヘ
リ
チ
ェ
・
メ
ニ
メ

ニ
ウ
ィ
ン
ド
ー
・
ベ
リ
ー
コ
ー
ル
ド
」
と
デ
ン
ポ
チ
ェ
に
行
き
た
が
る

が
、
風
邪
気
味
の
隊
員
も
お
り
、
東
京
医
大
の
診
療
所
も
あ
る
ペ
リ
チ
ェ

に
予
定
通
り
向
う
。
診
療
所
で
は
電
気
の
明
り
の
下
、
ス
ト
ー
ブ
を
か
こ

み
、
ホ
テ
ル
の
宮
原
さ
ん
、
金
子
ド
ク
タ
ー
夫
妻
と
夜
お
そ
く
ま
で
話
し

こ
む
。
こ
こ
は
ま
さ
に
別
世
界
だ
。

ペ
リ
チ
ェ
か
ら
も
イ
ム
ジ
ャ
・
コ
ー
ラ
の
上
流
の
チ
ュ
ク
ン
に
一
泊
旅

行
に
出
る
。
無
気
味
な
色
を
し
た
ロ
ー
ッ
ェ
、
ヌ
プ
ッ
ェ
の
南
壁
が
も
の

す
ご
い
迫
力
だ
。
ヌ
プ
ッ
ェ
の
初
登
ル
ー
ト
は
雪
が
少
な
く
、
今
は
手
も

足
も
出
な
い
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
五
三
七
○
メ
ー
ト
ル
の
小
ピ
ー
ク
に

立
ち
、
引
返
す
。
帰
り
路
、
村
人
が
這
松
を
切
り
出
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
だ
ん
だ
ん
と
切
り
に
出
さ
れ
れ
ば
、
成
育
の
遅
い
こ
の
あ
た
り
で
は
遠

か
ら
ず
山
は
荒
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
パ
ン
ポ
チ
ェ
近
く
ま
で
あ
っ
た

森
林
も
、
五
十
年
百
年
後
に
は
ど
う
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
我
々
貧

乏
隊
で
も
一
日
一
束
の
薪
で
は
さ
み
し
か
っ
た
。
大
遠
征
隊
の
使
う
薪
は

大
変
な
量
で
あ
ろ
う
。
き
れ
い
事
を
い
っ
て
も
結
局
我
々
も
又
、
そ
の
破

壊
に
力
を
貸
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
は
心
苦
し
い
。

ロ
ブ
ジ
ェ
で
も
一
日
の
休
養
の
後
、
最
終
宿
泊
地
ゴ
ラ
ク
シ
ェ
ッ
プ
に

向
う
。
長
か
っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
い
よ
い
よ
終
り
に
近
づ
い
た
。
め
ざ
す

北
西
稜
が
頭
上
に
そ
び
え
た
つ
・
登
山
の
成
功
、
失
敗
、
そ
れ
は
別
に
し

て
、
微
力
な
我
々
が
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
大
変
で
あ
っ

た
。
そ
ん
な
計
画
段
階
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
胸
が
熱
く
な
る
。
ゴ
ラ

ク
シ
ェ
ッ
プ
、
こ
こ
は
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
最
後
の
宿
場
だ
。
そ
し
て
賛
沢

言
わ
な
け
れ
ば
、
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
シ
ュ
ラ
フ
一
つ
持
っ
て
出
か
け
れ

ば
、
こ
こ
ま
で
は
テ
ン
ト
ー
ッ
食
料
の
一
片
を
も
持
た
ず
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
す
が
は
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
で
あ
る
。

三
月
十
六
日
、
Ｂ
Ｃ
に
向
う
前
に
カ
ラ
パ
タ
ー
ル
の
丘
に
登
る
。
エ
ベ

レ
ス
ト
の
絶
好
の
展
望
台
で
あ
る
。
め
ざ
す
北
西
稜
が
ま
す
ま
す
急
峻
に

そ
そ
り
立
つ
。
エ
ベ
レ
ス
ト
が
う
し
ろ
に
ひ
か
え
て
い
る
だ
け
に
重
量
感

は
な
い
が
、
シ
ャ
ー
プ
だ
。
充
分
覚
悟
は
し
て
き
た
も
の
の
、
自
信
が
ぐ

ら
つ
く
。
そ
し
て
Ｂ
Ｃ
へ
ｏ

Ｂ
Ｃ
は
す
で
に
キ
ッ
チ
ン
・
カ
ル
カ
も
で
き
上
り
一
応
の
体
裁
を
整
え
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父
二
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の

ｚ
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＄
句
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島

○
ケ
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④
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て
い
た
・
氷
河
上
の
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
、
夜
は
パ
シ
パ
シ
と
氷
の
割
れ
る

音
が
聞
こ
え
、
気
味
悪
い
。
十
八
日
、
ル
ー
ト
エ
作
に
入
る
。
す
で
に
前

年
の
偵
察
で
ほ
ぼ
Ｃ
２
ま
で
の
ル
ー
ト
の
見
通
し
は
つ
い
て
お
り
、
一
部

変
更
し
た
が
ほ
ぼ
予
定
の
所
を
Ｃ
１
と
す
る
。
十
九
日
朝
起
き
る
と
、
シ

ェ
ル
パ
・
テ
ン
ト
が
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
。
薪
で
ポ
ー
ル
を
補
強
す
る
。
Ｂ

Ｃ
は
氷
河
上
の
真
中
の
為
か
毎
日
強
い
風
が
吹
き
、
テ
ン
ト
の
張
綱
直
し

が
毎
朝
の
日
課
と
な
る
。

ペ
ン
パ
・
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
は
、
隊
員
の
先
に
た
ち
、
歩
き
に
く
い
モ
レ

ー
ン
上
の
石
を
直
し
な
が
ら
、
オ
ム
マ
ニ
ペ
メ
フ
ム
を
つ
ぶ
や
き
歩
く
。

昔
の
シ
ェ
ル
パ
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
ま
で
は
最
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
的
ル
ー
ト
と
な
る
。
ク
レ
バ
ス

や
ア
イ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
こ
の
間
だ
け
で
、
他
は
ほ
と
ん
ど
が
ナ
イ
フ

リ
ッ
ジ
と
な
る
。
Ｃ
２
よ
り
四
、
五
ピ
ッ
チ
登
る
と
、
尾
根
上
に
出
、
真

正
面
に
エ
ベ
レ
ス
ト
、
ロ
ー
ッ
ェ
が
黒
々
と
そ
び
え
た
つ
。
真
下
に
は
彼

の
悪
名
高
い
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
あ
る
。
そ
の
わ
ず
か
に
平
な
所
に
エ
ベ

レ
ス
ト
隊
や
ロ
ー
ッ
ェ
隊
の
Ｃ
１
が
作
ら
れ
て
い
る
。
上
か
ら
見
る
と
、

彼
等
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
良
し
悪
し
が
よ
く
分
る
。
ロ
ー
ッ
ェ
隊
の
キ

ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
エ
ベ
レ
ス
ト
側
か
ら
の
雪
崩
の
危
倶
を
感
じ
て
い
た
と

こ
ろ
、
案
の
定
、
後
に
キ
ャ
ン
プ
を
変
更
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

Ｃ
２
か
ら
上
は
ル
ー
ト
に
変
化
が
多
く
、
Ｃ
３
の
設
営
地
に
心
配
す
る

が
、
信
じ
ら
れ
な
い
程
の
広
場
が
あ
り
、
絶
好
の
Ｃ
３
と
な
る
。
し
か
し

予
定
よ
り
若
干
低
い
の
が
残
念
だ
。
Ｃ
３
か
ら
上
は
雪
庇
が
い
ち
じ
る
し

く
発
達
し
、
な
お
か
つ
変
化
も
は
げ
し
い
。
尾
根
の
右
か
ら
左
へ
と
ト
ン

ネ
ル
く
ぐ
り
を
繰
返
し
、
そ
の
た
び
に
荷
物
を
は
ず
す
動
作
が
腹
だ
た
し

い
・

ク
ン
ブ
氷
河
側
は
ス
ッ
パ
リ
と
切
れ
落
ち
、
反
対
側
を
登
る
が
、
大
小

の
ヒ
ダ
の
応
対
に
い
そ
が
し
い
。
最
大
の
も
の
に
は
縄
バ
シ
ゴ
を
セ
ッ
ト

し
突
破
す
る
。
Ｃ
４
予
定
地
に
は
幸
運
に
も
大
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
四
人

用
テ
ン
ト
が
す
っ
ぽ
り
と
入
る
。
一
方
の
口
か
ら
は
チ
ヨ
・
オ
ュ
ー
、
ギ

ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
、
そ
し
て
遠
く
に
ガ
ウ
リ
サ
ン
カ
ー
ル
、
も
う
一
方
か

ら
は
エ
ベ
レ
ス
ト
南
壁
が
目
の
前
に
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
ち
ら
か
ら

見
る
ロ
ー
ッ
ェ
の
何
と
さ
え
な
い
こ
と
か
。
南
面
か
ら
見
る
あ
の
素
晴
ら

し
い
容
姿
の
山
と
同
じ
山
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

七
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
と
寒
気
は
厳
し
い
。
ユ
マ
ー
ル
を
持
つ
手
は

か
じ
か
み
、
感
覚
を
と
り
も
ど
す
の
に
時
間
を
喰
う
。
午
前
中
ま
ず
ま
ず

の
天
気
の
続
く
四
月
だ
っ
た
が
、
五
月
に
入
り
、
強
風
の
為
行
動
出
来
な

い
日
が
続
く
。
五
月
一
日
、
ロ
ー
ッ
ェ
隊
は
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
作
っ
た
と

い
う
連
絡
が
ベ
ー
ス
か
ら
入
る
が
、
そ
の
後
音
沙
汰
が
無
い
。
彼
等
も

又
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
他
隊
の
こ
と
は
気
に
す

る
ま
い
ぞ
と
思
っ
て
も
、
少
し
は
気
に
な
る
。

五
月
八
日
、
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
、
玉
田
、
加
藤
は
目
標
を
北
西
峰
の
み

と
し
、
志
村
、
ザ
ン
ブ
ー
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
Ｃ
５
に
入
る
。
翌
九
日
朝
、

風
は
強
い
が
晴
れ
て
い
た
。
予
定
通
り
行
動
、
六
ミ
リ
と
八
ミ
リ
ザ
イ
ル

を
全
部
で
六
本
持
ち
、
テ
ン
ト
を
出
て
か
ら
す
ぐ
固
定
し
始
め
る
。
短
い

（134）



ヌプツェ北西稜

雪
庇
地
帯
を
突
破
す
れ
ば
、
後
は
傾
斜
の
落
ち
た
雪
原
状
と
考
え
た
の
は

共
に
読
み
違
い
、
雪
庇
帯
の
通
過
に
時
間
を
喰
う
。
部
分
的
に
は
ひ
ど
い

痩
尾
根
も
あ
り
、
馬
乗
り
に
な
っ
て
進
む
が
尻
の
割
れ
目
に
ま
で
く
い
こ

む
。
雪
の
斜
面
に
で
て
か
ら
は
、
こ
ん
ど
こ
そ
と
思
う
ピ
ー
ク
の
先
に
又

ピ
ー
ク
あ
り
で
、
時
間
が
気
に
な
る
。
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
は
今
日
最
終
キ

ャ
ン
プ
に
入
っ
て
お
り
、
自
分
達
は
今
日
中
に
Ｃ
４
に
ま
で
降
り
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

こ
ん
ど
の
ピ
ー
ク
が
北
西
峰
で
な
け
れ
ば
引
返
そ
う
と
心
に
決
め
て
登

っ
た
ピ
ー
ク
も
、
や
は
り
違
っ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
西
稜
と
の
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク
で
、
真
の
北
西
稜
は
ま
だ
先
だ
っ
た
。
写
真
を
撮
っ

て
す
ぐ
引
返
す
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
ザ
イ
ル
に
着
く
頃
は
暗
く
な
り
は
じ
め
、

闇
の
中
で
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
を
繰
返
す
。
Ｃ
５
に
は
国
井
と
ザ
ン
ブ
ー
が

予
定
通
り
入
っ
て
い
た
。
我
々
は
こ
れ
以
上
の
下
降
は
危
険
と
感
じ
、
明

日
の
ア
タ
ッ
ク
隊
の
睡
眠
を
妨
げ
ぬ
様
、
テ
ン
ト
の
端
で
夜
を
明
か
す
。

十
日
、
ビ
バ
ー
ク
準
備
を
し
て
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
出
発
。
そ
の
日
は
余

裕
を
も
っ
て
七
五
五
○
メ
ー
ト
ル
で
ビ
バ
ー
ク
、
翌
十
一
日
、
風
雪
の
中

を
出
発
。
十
一
時
四
十
五
分
、
北
西
峰
の
頂
に
立
つ
・
同
日
は
ア
タ
ッ
ク

隊
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
で
交
信
で
き
ず
心
配
す
る
が
、
下
で

想
定
し
て
い
た
通
り
の
行
動
を
と
っ
て
お
り
、
下
山
中
の
二
人
を
確
認
、

体
か
ら
力
の
抜
け
る
の
を
感
じ
る
。
Ｃ
４
の
テ
ン
ト
以
外
は
全
部
撤
収
し

た
。
し
か
し
若
干
登
肇
用
具
の
不
足
が
あ
っ
た
が
、
お
愛
矯
と
し
て
済
ま

た
。
し
か
し
若
示

す
こ
と
と
し
た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
登
歩
渓
流
会
ヌ
プ
ッ
ェ
登
山
隊

活
動
期
間
一
九
七
七
年
二
月
’
五
月

目
的
ヌ
プ
ッ
ェ
北
西
稜
よ
り
北
西
峰
の
初
登
頂

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
加
藤
春
雄
（
鋸
）
、
副
隊
長
Ⅱ
国
井
治
晶
）
、
藤

塚
弘
（
羽
）
、
井
上
稔
（
錫
）
、
志
村
一
夫
（
記
）
、
小
玉

や
い
子
（
窃
）
、
玉
田
仁
（
詔
）
、
隊
医
Ⅱ
本
庄
健
男
（
鍵
）

行
動
概
要
２
月
Ⅳ
日
カ
ト
マ
ン
ズ
発
。
３
月
略
日
ク
ン
ブ
氷
河
上
に

Ｂ
Ｃ
（
五
二
二
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
３
月
型
日
Ｃ
１

（
五
七
○
○
）
建
設
。
４
月
５
日
Ｃ
２
（
六
二
○
○
）
建

設
。
４
月
略
日
Ｃ
３
（
六
六
○
○
）
、
４
月
錫
日
Ｃ
４
（
六

九
○
○
）
建
設
。
５
月
８
日
Ｃ
５
（
七
三
五
○
）
建
設
。

５
月
ｕ
日
国
井
、
ザ
ン
ブ
ー
北
西
峰
登
頂
。
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我
々
三
人
が
、
羽
田
か
ら
ソ
ウ
ル
経
由
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
行
と
い
う
や
や

こ
し
い
飛
行
機
に
乗
り
込
ん
だ
の
は
、
東
京
の
暑
い
夏
も
終
り
台
風
の
季

節
と
な
っ
た
九
月
の
は
じ
め
だ
っ
た
。
涼
し
い
東
京
を
後
に
し
て
暑
い
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
向
っ
た
の
は
、
他
で
も
な
く
太
古
の
自
然
に
囲
ま
れ
太

陽
に
白
く
輝
く
ヨ
セ
ミ
テ
の
グ
ラ
ニ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
で
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
楽
し
む
た
め
だ
っ
た
。

ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
東
を
背
骨
の
よ
う
に

連
ら
な
る
シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
の
中
ほ
ど
に
位
置
し
、
ア
メ
リ
カ
の
西
の

入
口
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
位
の
時
間
で

行
け
る
所
に
あ
る
。
公
園
の
中
心
地
で
あ
る
ヨ
セ
ミ
テ
。
、
ハ
レ
ー
は
、
太

古
の
氷
河
期
に
氷
河
に
よ
っ
て
何
万
年
も
掛
っ
て
削
り
取
ら
れ
た
大
き
な

谷
間
だ
。
ヨ
セ
ミ
テ
の
名
は
、
こ
の
谷
間
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
た
イ
ン

ヨ
セ
ミ
テ
渓
谷

ピ
バ
・
ヨ
セ
ミ
テ
（
一
九
七
七
年
）

デ
ィ
ァ
ン
の
種
族
名
を
英
語
風
に
発
音
し
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
は
「
灰

色
熊
」
と
い
う
の
だ
そ
う
だ
。
ヨ
セ
ミ
テ
の
名
前
以
外
に
も
、
白
人
の
侵

略
に
よ
っ
て
追
わ
れ
て
行
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
達
の
付
け
た
地
名
の
多
く

が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ネ
ー
ム
で
今
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

ヨ
セ
ミ
テ
渓
谷
が
ア
メ
リ
カ
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ
国
立
公
園
の
父
と
呼
ば
れ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ア
ー
の
功
績
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
彼
は
一
生
を
自
然
保
護
の
仕
事
に
捧
げ
、
現
在
ア

メ
リ
カ
最
大
の
自
然
保
護
団
体
で
あ
る
シ
エ
ラ
・
ク
ラ
ブ
を
創
立
し
た
。

彼
の
自
然
保
護
の
思
想
も
ヨ
セ
ミ
テ
の
谷
間
に
小
屋
を
作
っ
て
生
活
し
た

時
に
固
ま
っ
た
よ
う
だ
。
ミ
ュ
ア
ー
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
自
然
は
人

間
の
攻
撃
に
耐
え
る
に
は
優
し
す
ぎ
る
」
。
こ
の
言
葉
が
ア
メ
リ
カ
の
自

然
保
護
の
考
え
を
大
き
く
表
わ
し
て
い
る
。

氷
河
に
削
り
出
さ
れ
た
花
崗
岩
の
高
さ
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す

る
大
岩
壁
群
は
、
早
く
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界
中
の
ク
ラ
イ
マ
ー

中
山
芳

郎
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ピパ・ヨセミテ

を
引
き
付
け
て
い
た
。
ま
た
こ
の
岩
壁
を
登
る
た
め
に
》
ア
メ
リ
カ
人
達

は
ヨ
セ
ミ
テ
に
合
っ
た
硬
質
鋼
の
ピ
ト
ン
等
の
用
具
や
技
術
を
開
発
し
、

世
界
に
広
め
た
た
め
、
ヨ
セ
ミ
テ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
い
っ
そ
う
世
界
か

ら
注
目
さ
れ
た
。
ヨ
セ
ミ
テ
の
谷
間
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
用
具
や
技
術
が

急
速
に
発
達
し
た
の
は
、
安
定
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
気
候
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
だ
っ
た
ろ
う
。
ア
ル
プ
ス
で
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
技
術
の
ほ

か
に
天
候
や
氷
河
の
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
純
粋
な
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
技
術
を
発
達
さ
せ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、

ヨ
セ
ミ
テ
で
は
夏
の
ク
ソ
暑
さ
を
の
ぞ
け
ば
、
晴
天
が
ク
ラ
イ
マ
ー
を
守

っ
て
く
れ
る
の
が
、
思
い
き
っ
た
行
動
が
取
れ
る
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
こ

と
も
考
え
ず
に
す
む
の
で
、
ク
ラ
イ
マ
ー
の
た
め
の
好
条
件
に
囲
ま
れ
、

ヨ
セ
ミ
テ
風
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
生
ま
れ
た
。

今
回
の
我
々
の
最
大
の
目
標
は
、
高
度
差
二
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
す

エ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ン
を
登
る
こ
と
だ
っ
た
。
ヨ
セ
ミ
テ
で
発
生
し
世
界
に

拡
ま
っ
た
ク
リ
ー
ン
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
と
い
う
大
そ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
も
っ
と
も
標
準
的
な
方
法
で
バ
レ
ー
・
フ
ロ
ア
か
ら
リ
ム
へ
と
た

ど
り
付
こ
う
と
い
う
の
だ
。
ル
ー
ト
は
サ
ラ
テ
壁
の
下
部
Ｉ
ミ
ュ
ア
ー
壁

Ｉ
ノ
ー
ズ
・
ル
ー
ト
の
上
部
と
三
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ト
を
直
線
的
に

つ
な
げ
た
も
の
で
、
ト
リ
プ
ル
・
ダ
イ
レ
ク
ト
と
か
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
八
Ⅵ
・
５

１
９
．
Ａ
３
Ｖ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
グ
レ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は

日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
ち
が
い
、
Ⅵ
は
登
肇
に
要
す
る
時
間
の
程
度
を

表
わ
し
、
二
日
以
上
の
ビ
バ
ー
ク
を
必
要
と
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を

し
め
し
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
フ
リ
ー
の
、
Ａ
の
付
く
数
字
は
エ
イ
ド
の
、

最
高
ピ
ッ
チ
・
グ
レ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
。
ち
な
み
に
一
ノ
倉
沢
の

衝
立
岩
正
面
壁
雲
稜
ル
ー
ト
を
ア
メ
リ
カ
風
に
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
れ

ば
、
八
Ⅲ
．
５
１
７
．
Ａ
２
Ｖ
位
の
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
ル
ー
ト
を
登
る
た
め
に
我
々
は
各
種
の
サ
イ
ズ
の
硬
質
ピ
ト
ン
を

五
十
本
位
と
チ
ョ
ッ
ク
も
六
十
個
ほ
ど
を
用
意
し
た
。
ロ
ー
プ
も
十
一
ミ

リ
×
四
六
の
も
の
を
四
本
、
ヒ
ロ
ー
ル
ー
プ
五
十
本
、
一
イ
ン
チ
ス
リ
ン

グ
二
十
本
、
カ
ラ
ピ
ナ
な
ど
は
一
○
○
個
を
超
え
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
れ

に
加
え
て
ビ
バ
ー
ク
用
に
コ
ン
ロ
一
台
、
マ
ッ
ト
と
シ
ュ
ラ
ー
フ
を
各
自

一
枚
、
そ
れ
に
七
日
分
の
食
糧
と
三
十
リ
ッ
ト
ル
の
水
等
の
入
っ
た
荷
上

げ
バ
ッ
グ
を
パ
ッ
ク
し
た
と
き
に
は
、
我
々
三
人
で
本
当
に
上
げ
ら
れ
る

も
の
か
不
安
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
多
少
ア
ン
グ
ル
・
ピ
ト
ン

や
ボ
ン
ベ
が
足
り
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
な
し
で
な
ん
と
か
す
る
こ

と
に
し
て
、
登
る
準
備
は
と
と
の
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
流
に
、
さ
っ
そ
く
手
持
の
ロ
ー
プ
の
分
だ
け
フ
ィ
ッ
ク
ス
し

な
が
ら
登
り
、
そ
の
最
高
地
点
に
金
物
を
デ
ポ
し
て
キ
ャ
ン
プ
へ
と
戻
っ

た
。
中
一
日
は
家
へ
の
手
紙
書
き
に
あ
て
、
夜
に
は
と
う
ぷ
ん
ご
無
沙
汰

に
な
る
ビ
ー
ル
や
美
味
し
い
食
事
を
腹
に
詰
め
込
ん
で
英
気
を
養
っ
た
。

エ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ン
登
華

さ
あ
、
六
泊
七
日
の
垂
直
の
旅
の
始
ま
り
だ
。
ま
ず
重
い
荷
上
げ
バ
ツ
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Platel3 (a)>

エル．キャヒ･タン全景。

EICapitan.

(Platel3 (a)～(c),l)vY.Nakavama



Platel3-(b)>

センチネル・ ロ､ソク （影の部分が北面)。

SentinelRock(Northface intheshade)
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<Platel3－(c)>

エル・キャピタン、 24上･ツチ目。グロワリング・スポットより。

EICapitan, the24thpitch, seenfromgloweringspot.



Mt， Erebus Frasergl

’
OutpOst

’

鞍鷺

PIatel4 (a)>

トンキン・バレイ。ハイ・ トレイルより望むフレーザー氷河とアウトポ

スト峰。

TonquinValley, ()utpostan(IFraserglacierseenfromHighTrail



Platel4 (b)>

オールドホーンより望むランパーッ山群。

RampartsM()untains, seenfr()m()ldhorn
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Platel5-(a)>

白神山地：雁森岳（東方の県境のP980付近より望む

(撮影・佐藤勉）



Platel5 (b)>

ロ神山地県境のP941付近より望む尼太岳。

(撮影・佐藤勉）





ピパ・ヨセミテ

グ
を
ユ
マ
ー
ル
と
滑
車
を
組
合
わ
せ
て
上
げ
る
。
こ
れ
を
一
ピ
ッ
チ
上
げ

る
に
は
ユ
マ
ー
ル
を
体
い
つ
ぱ
い
に
使
っ
て
、
一
○
○
回
余
り
上
下
さ
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
一
日
目
は
金
物
の
待
っ
て
い
る
レ
ッ

ジ
で
終
わ
り
そ
う
だ
。
目
の
上
に
は
ハ
ー
フ
・
ダ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
オ
ー

バ
ー
ハ
ン
グ
が
あ
る
・
翌
日
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
も
登
り
た
い
・
エ

イ
ド
と
フ
リ
ー
の
ミ
ッ
ク
ス
で
ハ
ー
フ
・
ダ
ラ
ー
の
下
端
ま
で
登
り
、
グ

ラ
グ
ラ
す
る
字
引
き
位
の
チ
ョ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
ン
で
ス
リ
ン
グ
ビ
レ
ー
。

突
然
の
客
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
か
、
ク
ラ
ッ
ク
の
奥
か
ら
カ
エ
ル
が
出
て

来
て
、
我
々
を
見
て
い
る
。
次
の
ピ
ッ
チ
を
登
り
始
め
て
数
メ
ー
ト
ル
で

チ
ョ
ッ
ク
が
外
れ
、
ヨ
セ
ミ
テ
で
第
一
回
目
の
墜
落
を
体
験
し
た
。
こ
の

出
来
事
で
、
こ
の
日
の
仕
事
は
早
々
に
終
り
に
し
て
、
下
の
レ
ッ
ジ
ヘ
と

下
降
す
る
。
広
い
と
開
い
て
い
た
の
に
狭
い
レ
ッ
ジ
に
悪
態
を
付
き
な
が

ら
も
、
三
人
と
も
な
ん
と
か
横
に
重
な
り
合
っ
て
寝
る
こ
と
が
出
来
た
。

二
日
目
。
眠
い
目
を
こ
す
り
こ
す
り
、
ユ
マ
ー
リ
ン
グ
で
ハ
ー
フ
・
ダ

ラ
ー
ま
で
登
り
、
難
関
の
ハ
ン
グ
と
凹
角
を
ハ
ァ
ハ
ァ
云
っ
て
登
り
き
る

と
、
気
持
ち
の
良
い
レ
ッ
ジ
に
出
た
。
今
日
も
下
の
二
人
に
は
、
金
物
の

回
収
と
荷
上
げ
と
云
う
大
仕
事
が
待
っ
て
い
る
。
セ
カ
ン
ド
は
手
を
血
だ

ら
け
に
し
て
ブ
ッ
ブ
ッ
い
い
な
が
ら
上
っ
て
く
る
。
昨
日
の
僕
と
い
い
、

こ
れ
か
ら
手
の
皮
が
何
枚
あ
っ
て
も
足
り
そ
う
に
も
な
い
。
ラ
ス
ト
は
荷

物
の
尻
を
押
し
な
ら
上
が
っ
て
く
る
。
レ
ッ
ジ
で
全
員
一
休
み
し
て
か

ら
、
今
日
の
ビ
バ
ー
ク
予
定
地
マ
ン
モ
ス
・
テ
ラ
ス
へ
と
ク
ラ
ッ
ク
を
数

ピ
ッ
チ
登
り
、
遂
に
ヨ
セ
ミ
テ
登
肇
史
に
よ
く
出
て
来
る
広
い
テ
ラ
ス
に

着
い
た
。
こ
の
マ
ン
モ
ス
・
テ
ラ
ス
は
、
サ
ラ
テ
ー
壁
、
ミ
ュ
ア
ー
壁
等

の
メ
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ト
や
、
そ
の
派
生
ル
ー
ト
が
集
ま
り
、
そ
し
て
分
散

し
て
ゆ
く
交
差
点
の
よ
う
な
所
だ
。
こ
こ
で
ル
ー
ト
の
三
分
の
一
が
終
っ

て
、
こ
れ
か
ら
三
分
の
一
は
ミ
ュ
ア
ー
壁
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

ら
へ
ん
か
ら
壁
は
全
体
に
立
っ
て
来
て
、
夕
日
に
輝
や
く
上
部
を
見
る
に

は
横
に
な
っ
た
方
が
楽
だ
。
一
ピ
ッ
チ
、
夕
飯
前
の
仕
事
を
し
て
広
い
テ

ラ
ス
で
ビ
バ
ー
ク
だ
。
手
足
を
延
ば
し
て
眠
れ
る
の
は
気
持
が
い
い
。

三
日
目
。
い
つ
も
の
よ
う
に
用
意
が
遅
れ
て
、
仕
事
始
め
は
十
時
近

い
。
の
ん
び
り
登
る
の
が
好
き
な
三
人
が
集
ま
っ
た
の
だ
か
ら
文
句
も
出

な
い
・
下
の
エ
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
メ
ド
ウ
に
は
、
お
上
り
さ
ん
等
が
双
眼
鏡

で
岩
壁
に
張
り
付
い
て
い
る
め
ず
ら
し
い
動
物
を
見
上
げ
て
い
る
か
ら
、

尻
を
出
し
て
す
る
朝
の
作
業
は
た
い
へ
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
の
ミ
ュ
ア
ー
・

セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
細
い
エ
イ
ド
・
ク
ラ
ッ
ク
を
追
っ
て
、
一
○
○
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
ア
ブ
ミ
の
お
世
話
に
な
っ
て
登
り
、
ク
ソ
で
汚
れ
た
外
開
き
の
チ

ム
ニ
ー
を
越
え
た
グ
レ
ー
・
バ
ン
ド
で
ビ
バ
ー
ク
と
な
っ
た
。
こ
の
レ
ッ

ジ
は
細
長
い
だ
け
で
狭
く
、
外
傾
ま
で
し
て
い
る
。
ひ
と
り
づ
つ
広
そ
う

な
所
を
見
付
け
て
落
付
く
。
レ
ッ
ジ
の
端
に
誰
が
仕
掛
け
た
の
か
小
型
の

ネ
ズ
ミ
捕
り
が
置
い
て
あ
り
、
小
さ
な
ネ
ズ
ミ
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ
て
掛
っ

て
い
た
。
こ
の
ネ
ズ
ミ
捕
り
を
仕
掛
け
た
ク
ラ
イ
マ
ー
氏
は
、
以
前
に
よ

ほ
ど
小
動
物
に
攻
撃
を
手
ひ
ど
く
受
け
た
の
だ
ろ
う
。
今
夜
は
今
ま
で
に

な
く
狭
い
の
で
、
「
町
中
会
の
紐
男
」
と
云
っ
た
感
じ
で
身
体
を
く
く
り

付
け
て
眠
る
。
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四
日
目
の
朝
は
出
勤
の
仕
度
の
の
ち
、
シ
ー
ル
ド
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ

に
突
き
当
る
七
十
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
コ
ー
ナ
ー
を
登
り
始
め
る
。
壁
も

急
に
な
っ
て
来
て
、
ピ
ト
ン
打
ち
も
チ
ョ
ッ
ク
の
セ
ッ
ト
も
手
間
が
掛
か

る
。
コ
ー
ナ
ー
の
ど
ん
づ
ま
り
に
は
ツ
ル
ッ
ル
に
磨
か
れ
た
ス
ラ
ブ
が
あ

り
、
板
ボ
ル
ト
が
横
に
数
本
連
打
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
ス
リ
ン
グ
・

ビ
レ
ー
は
、
ま
る
で
空
中
ブ
ラ
ン
コ
の
芸
人
に
な
っ
た
気
分
だ
。
そ
れ
か

ら
二
ピ
ッ
チ
は
、
本
当
に
空
中
ブ
ラ
ン
コ
そ
の
も
の
の
振
り
子
ト
ラ
バ
ー

ス
を
数
回
し
て
、
や
っ
と
の
こ
と
で
キ
ャ
ン
プ
下
の
平
ら
な
レ
ッ
ジ
（
ホ

ワ
イ
ト
・
ペ
デ
ス
タ
ル
）
に
た
ど
り
つ
い
た
。
こ
の
複
雑
至
極
な
ト
ラ
バ

ー
ス
を
暗
闇
の
中
で
や
り
と
げ
た
ラ
ス
ト
は
、
本
当
に
サ
ー
カ
ス
に
で
も

行
っ
た
方
が
よ
い
く
ら
い
だ
。
ノ
ー
ズ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
あ
と
一
ピ
ッ
チ

で
出
ら
れ
る
、
平
ら
す
ぎ
る
位
の
レ
ッ
ジ
で
眠
り
に
入
っ
た
。

五
日
目
。
お
決
ま
り
の
準
備
を
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
Ⅳ
へ
と
ジ
ャ
ム
・
ク

ラ
ッ
ク
を
登
り
、
ノ
ー
ズ
・
ル
ー
ト
に
出
た
。
対
岸
の
キ
ャ
シ
ー
ド
ラ
ル

・
ロ
ッ
ク
も
我
々
の
高
さ
と
変
ら
な
い
位
に
な
っ
て
来
た
。
も
う
三
分
の

一
で
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
。
下
か
ら
も
顕
著
に
見
え
る
グ
レ
ー
ト
・
ル
ー
フ

の
ピ
ッ
チ
を
、
急
に
多
く
な
っ
た
残
置
ピ
ト
ン
を
つ
か
っ
て
気
持
ち
よ
く

越
え
、
パ
ン
ケ
ー
キ
・
ブ
レ
ー
ク
の
下
の
ボ
ル
ト
で
ス
リ
ン
グ
・
ビ
レ

ー
。
さ
す
が
に
ノ
ー
ズ
・
ル
ー
ト
は
、
エ
ル
・
キ
ャ
ッ
プ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

・
ル
ー
ト
だ
け
あ
っ
て
、
ビ
レ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
チ

ョ
ッ
ク
の
よ
く
き
く
ク
ラ
ッ
ク
を
数
ピ
ッ
チ
登
っ
て
キ
ャ
ン
プ
Ｖ
に
着

い
た
。
こ
の
夜
は
ノ
ー
ズ
を
登
っ
て
来
た
イ
ギ
リ
ス
人
と
五
人
で
こ
こ
で

泊
ま
る
の
だ
が
、
下
の
キ
ャ
ン
プ
Ⅳ
に
し
て
も
こ
こ
に
し
て
も
、
ノ
ー
ズ

・
セ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
か
ら
人
間
様
の
臭
い
が
プ
ン
プ
ン
で
、
便
所
で

寝
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

六
日
目
。
今
日
ま
で
六
日
、
飯
も
ろ
く
に
食
べ
て
い
な
い
し
、
特
に
ア

ル
コ
ー
ル
分
が
身
体
か
ら
抜
け
て
い
る
の
で
、
ま
こ
と
に
体
調
が
い
い
。

ヨ
ガ
の
行
者
の
よ
う
な
気
に
な
っ
て
来
る
か
ら
不
思
議
だ
。
さ
す
が
に
ノ

ー
ズ
・
ル
ー
ト
だ
け
あ
っ
て
、
下
か
ら
ワ
イ
ワ
イ
登
っ
て
来
る
。
一
本
の

ク
ラ
ッ
ク
づ
た
い
に
ル
ー
ト
が
あ
る
の
で
、
皆
で
ロ
ー
プ
を
貸
し
合
っ
て

キ
ャ
ン
プ
Ⅵ
ま
で
登
る
。
合
計
で
十
人
の
多
人
数
な
の
で
、
ス
イ
ス
人
等

五
人
が
一
段
下
の
レ
ッ
ジ
で
、
我
々
と
イ
ギ
リ
ス
人
二
人
の
五
人
が
キ
ャ

ン
プ
Ⅵ
で
シ
ュ
ラ
ー
フ
を
拡
げ
た
。
あ
し
た
で
こ
の
壁
も
終
る
と
思
う
と

ホ
ッ
と
す
る
。
思
え
ば
六
日
間
よ
く
あ
き
ず
に
登
っ
て
来
た
も
の
だ
。

最
終
日
の
夜
は
ス
イ
ス
人
た
ち
の
美
し
い
ヨ
ー
デ
ル
の
歌
声
で
明
け

た
。
下
の
道
路
を
走
る
車
が
豆
粒
の
よ
う
に
見
え
、
高
い
所
へ
や
っ
て
来

た
も
の
だ
と
感
心
し
て
し
ま
う
。
あ
と
数
ピ
ッ
チ
な
に
事
も
な
け
れ
ば
、

今
日
中
に
は
ロ
ッ
ヂ
の
バ
ー
で
腹
い
っ
ぱ
い
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
が
飲
め
る

は
ず
だ
。
な
ん
と
か
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
の
ボ
ル
ト
・
ラ
ダ

ー
を
越
え
て
、
ヒ
ョ
コ
ッ
と
平
ら
な
草
と
木
の
生
え
た
頂
に
着
い
た
。
次

々
に
ロ
ー
プ
の
下
か
ら
仲
間
が
表
わ
れ
る
。
一
週
間
ぶ
り
の
広
い
平
ら
な

地
面
を
足
で
ふ
み
し
め
、
そ
の
温
も
り
を
楽
し
む
。
今
ま
で
対
岸
の
キ
ャ

シ
ー
ド
ラ
ル
し
か
見
え
な
か
っ
た
景
色
も
谷
全
体
に
拡
が
り
、
我
々
の
幸

福
な
気
持
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
太
陽
の
よ
う
に
大
き
く
な
っ
た
。
今
ま
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エ
ル
・
キ
ャ
ッ
プ
の
ク
ラ
イ
ム
の
後
、
手
の
ケ
ガ
を
治
し
た
り
美
味
い

も
の
を
食
べ
た
り
で
二
’
三
日
す
ご
し
た
後
、
い
く
つ
か
の
シ
ョ
ー
ト
・

ル
ー
ト
を
登
り
、
次
の
目
標
セ
ン
チ
ネ
ル
・
ロ
ッ
ク
北
壁
を
登
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
ん
ど
の
ル
ー
ト
は
、
初
登
筆
者
の
名
前
を
取
っ
て
、
シ
ョ
イ

ナ
ー
ド
／
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ル
ー
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

は
八
Ｖ
・
５
１
９
．
Ａ
２
Ｖ
で
、
ビ
バ
ー
ク
一
回
で
登
れ
そ
う
だ
し
、
今

回
は
二
人
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
荷
物
も
い
た
っ
て
少
な
い
・

壁
の
取
付
で
ビ
バ
ー
ク
を
し
て
か
ら
登
る
つ
も
り
な
の
で
、
昼
ご
ろ
に

な
っ
て
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
を
終
ら
せ
て
、
取
付
へ
と
登
っ
て
行
く
。

仲
間
は
朝
早
く
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ラ
ム
の
ダ
イ
レ
ク
ト
・
ル
ー
ト
に

出
掛
け
た
が
、
も
う
だ
い
ぶ
上
ま
で
登
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
肩
の
荷
物
に

ブ
ッ
ブ
ッ
云
い
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
ア
プ
ロ
ー
・
ラ
ン
プ
を
登
り
き

り
、
取
付
近
く
の
ビ
バ
ー
ク
・
レ
ッ
ジ
ヘ
と
着
い
た
。
レ
ッ
ジ
の
回
り
に

は
枯
枝
が
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
お
り
、
今
夜
の
ビ
バ
ー
ク
は
、
六
罐
の
ビ
ー

ル
と
と
も
に
楽
し
い
も
の
に
な
り
そ
う
だ
。
こ
こ
は
北
面
の
た
め
夕
方
の

数
十
分
し
か
日
が
当
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
の
夕
日
が
花
崗
岩
を
紅
く
染
め

で
引
き
上
げ
て
来
た
重
い
荷
を
背
負
っ
て
、
バ
レ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

に
着
い
た
の
は
、
あ
ぶ
な
く
バ
ー
の
閉
店
に
な
る
時
刻
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
夜
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
温
か
な
食
事
に
舌
づ
つ
み
を
打

っ
て
、
ビ
ッ
グ
・
ウ
ォ
ー
ル
・
ク
ラ
イ
ム
の
酔
い
に
浸
っ
た
。

セ
ン
チ
ネ
ル
・
ロ
ッ
ク
北
壁

て
美
し
い
焚
火
の
炎
が
顔
を
火
照
ら
し
、
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
バ
レ
ー
・
フ

ロ
ア
ー
の
キ
ャ
ン
プ
の
光
を
見
て
い
る
う
ち
、
い
つ
の
間
に
か
眠
り
に
落

ち
て
行
っ
た
。

朝
に
な
っ
て
も
日
が
当
ら
な
い
の
で
、
シ
ュ
ラ
ー
フ
か
ら
出
る
の
も
遅

く
な
る
。
の
ん
び
り
と
朝
食
を
食
べ
た
後
、
チ
ェ
ス
マ
ン
ズ
・
ピ
ナ
ク
ル

右
側
の
チ
ム
ニ
ー
を
登
り
、
数
ピ
ッ
チ
で
ピ
ナ
ク
ル
の
上
に
出
た
。
エ
ル

・
キ
ャ
ッ
プ
の
時
と
違
い
、
荷
上
げ
も
片
足
で
出
来
る
し
、
足
ご
し
ら
え

も
軽
い
の
で
気
持
ち
が
い
い
。
こ
こ
か
ら
は
メ
イ
ン
の
壁
を
登
る
こ
と
に

な
る
。
上
部
ま
で
見
渡
せ
る
の
で
気
楽
な
ク
ラ
イ
ム
を
楽
し
め
る
。

左
に
開
い
た
オ
ー
プ
ン
・
ブ
ッ
ク
に
向
っ
て
ミ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
イ
ム
で

行
き
、
ハ
ン
グ
の
下
を
左
へ
と
登
っ
て
、
ハ
ン
グ
上
の
ビ
バ
ー
ク
・
レ
ッ

ジ
ヘ
着
い
た
。
途
中
ロ
ー
プ
が
引
っ
掛
か
り
、
一
五
○
フ
ィ
ー
ト
の
空
中

懸
垂
で
降
り
た
り
も
し
た
が
、
な
ん
と
か
無
事
に
ロ
ー
プ
も
回
収
出
来
、

斜
に
傾
い
た
レ
ッ
ジ
に
尻
を
落
着
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
ル
ー
ト
も

ヨ
セ
ミ
テ
の
定
食
コ
ー
ス
に
上
げ
ら
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
ご
多
分
に
漏
れ

ず
悪
臭
が
ひ
ど
い
・

ヨ
セ
ミ
テ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
と
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
シ
ョ
ー
ト
パ
ン

ッ
と
い
っ
た
軽
装
を
連
想
す
る
の
だ
が
、
ビ
ッ
グ
・
ウ
ォ
ー
ル
を
登
る
時

に
は
セ
ー
タ
ー
や
軽
羽
毛
服
が
必
要
だ
。
我
々
の
服
装
は
Ｇ
パ
ン
に
ラ
ガ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
、
そ
の
上
に
軽
羽
毛
服
と
い
う
ヘ
ビ
ー
な
組
合
せ
だ
が
、
ピ

レ
ー
中
な
ど
は
意
外
と
涼
し
い
。

上
の
オ
フ
ウ
ィ
ズ
ス
・
ク
ラ
ッ
ク
を
越
れ
ぱ
、
ア
フ
ロ
キ
ュ
ー
バ
ン
。
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ブ
レ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
下
の
ス
リ
ン
グ
・
ピ
レ
ー
ヘ
と

出
ら
れ
る
は
ず
だ
。
Ｋ
が
ト
ッ
プ
で
ワ
イ
ド
な
ク
ラ
ッ
ク
を
に
じ
り
上
っ

て
行
く
。
ク
ラ
ッ
ク
は
ヘ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
の
十
一
番
で
も
ガ
タ
ガ
タ
す

る
ほ
ど
で
、
下
で
見
て
い
て
も
心
臓
に
悪
い
。
し
ば
ら
く
登
っ
た
時
、

「
ガ
シ
ャ
ー
ン
」
と
い
う
大
き
な
音
と
と
も
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が
降
っ
て
来

た
。
ふ
た
り
と
も
ビ
ッ
ク
リ
し
た
が
け
が
も
な
く
、
ク
ラ
ッ
ク
に
悪
態
を

つ
く
。
た
し
か
こ
の
ク
ラ
ッ
ク
の
名
前
は
「
心
に
残
る
ク
ラ
ッ
ク
」
と
ガ

イ
ド
・
ブ
ッ
ク
に
書
い
て
あ
っ
た
は
ず
だ
。
ト
ッ
プ
を
替
っ
て
な
ん
と
か

か
ん
と
か
登
り
き
る
。

次
の
ピ
ッ
チ
は
こ
の
ル
ー
ト
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
ア
フ
ロ
キ
ュ

ー
バ
ン
・
ブ
レ
ー
ク
の
ハ
ン
グ
だ
。
ョ
セ
ミ
テ
に
は
珍
ら
し
く
脆
い
ブ
レ

ー
ク
の
ハ
ン
グ
だ
が
、
連
打
さ
れ
た
ピ
ト
ン
、
ボ
ル
ト
に
ト
ッ
プ
は
楽
し

そ
う
に
越
え
て
ゆ
く
。
ア
フ
ロ
キ
ュ
ー
尋
ハ
ン
を
越
え
数
ピ
ッ
チ
で
木
の
生

え
た
ラ
ン
プ
に
着
き
、
風
化
し
た
ザ
ラ
ザ
ラ
の
チ
ム
ニ
ー
や
フ
ェ
ー
ス
を

登
る
と
、
頂
上
へ
と
出
た
。

帰
路
は
、
暗
闇
の
中
で
急
な
ギ
ャ
リ
ー
を
一
度
の
う
●
ヘ
ル
を
含
め
て
二

時
間
ほ
ど
で
ト
レ
イ
ル
に
着
き
。
夜
中
に
な
っ
て
な
つ
か
し
の
キ
ャ
ン
プ

へ
と
下
っ
た
。
エ
ル
・
キ
ャ
ッ
プ
の
長
い
ク
ラ
イ
ム
と
も
違
う
し
、
シ
ョ

ー
ト
・
ル
ー
ト
の
５
１
ｍ
や
５
１
，
の
ハ
ー
ド
な
ク
ラ
イ
ム
と
も
違
う
の

だ
が
、
気
の
合
っ
た
同
志
の
気
楽
な
ク
ラ
イ
ム
を
出
来
た
こ
と
が
う
れ
し

い
。

我
々
は
そ
の
ほ
か
、
ョ
セ
ミ
テ
の
谷
間
で
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
三

十
日
間
近
く
楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
休
日

の
想
い
出
を
う
ん
と
貯
え
た
。
色
々
な
国
の
ク
ラ
イ
マ
ー
達
と
酒
を
飲
ん

だ
り
、
一
緒
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
、
日
本
で
は
出
来
な
か
っ

た
面
白
い
体
験
を
重
ね
た
後
、
秋
も
深
ま
っ
た
ヨ
セ
ミ
テ
を
後
に
し
た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
な
し

活
動
期
間
一
九
七
七
年
九
月
十
七
日
’
十
月
十
六
日

目
的
ョ
セ
ミ
テ
、
エ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ン
他
の
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ

メ
ン
バ
ー
中
山
芳
郎
（
妬
）
、
黒
田
薫
（
型
）
、
黒
沢
雅
典
（
魂
）

行
動
概
要
九
月
十
七
日
、
グ
レ
ー
シ
ャ
ポ
イ
ン
ト
・
エ
プ
ロ
ン
の
ク

ラ
ッ
ク
・
マ
ー
ジ
ナ
ル
。
二
十
一
’
二
十
七
日
、
エ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ン
・
ト
リ
プ
ル
・
ダ
イ
レ
ク
ト
。
十
月
二
日
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
パ
イ

ル
・
バ
ッ
ト
レ
ス
の
Ｃ
・
Ｓ
コ
ン
サ
ー
ト
及
び
同
ア
フ
タ
ー
・
シ
ッ

ク
ス
。
三
日
、
チ
ャ
ー
チ
ポ
ー
ル
・
ツ
リ
ー
及
び
ア
ン
ク
ル
・
フ
ァ

ニ
ー
及
び
同
ア
ー
ン
ト
・
フ
ァ
ニ
ー
ズ
・
パ
ン
ト
リ
ー
。
四
日
、
グ

レ
ー
シ
ャ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
・
エ
プ
ロ
ン
の
マ
ン
デ
ィ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ

・
ス
ラ
ブ
／
ハ
リ
ー
・
デ
ィ
リ
ー
・
ル
ー
ト
。
五
日
、
サ
ニ
ー
サ
イ

ド
・
ベ
ン
キ
の
レ
イ
ジ
ー
・
バ
ム
。
六
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ラ
ム

の
ダ
イ
レ
ク
ト
・
ル
ー
ト
。
六
’
八
日
、
セ
ン
チ
ネ
ル
・
ロ
ッ
ク
北
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壁
の
シ
ョ
ナ
ー
ド
・
ハ
ー
バ
ー
ト
・
レ
ー
ト
。
十
一
日
、
フ
ァ
イ
ブ

ノ

・
オ
ー
プ
ン
ブ
ッ
ク
ス
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
。
十
二
日
、
エ
ル
・
キ
ャ
ッ

プ
・
ベ
ー
ス
／
ザ
・
ス
ラ
ッ
ク
の
サ
ッ
チ
ェ
ラ
ー
・
ク
ラ
ッ
カ
ー
及

び
同
ラ
・
コ
ジ
タ
の
レ
フ
ト
・
サ
イ
ド
・
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
び
シ

ヨ
ー
ト
・
バ
ッ
ト
・
三
二
。
十
三
日
諺
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
ポ
イ
ン
ト
・

エ
プ
ロ
ン
の
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ト
。
十
六
日
、
フ
ァ
イ
ブ
・
オ

ー
プ
ン
ブ
ッ
ク
ス
の
ヨ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
及
び
マ
ン
ジ
ネ
ラ
。
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こ
の
山
行
は
少
し
古
い
記
録
に
な
る
が
、
私
が
シ
カ
ゴ
滞
在
中
に
シ
カ

ゴ
山
岳
会
の
主
催
す
る
山
行
に
参
加
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

場
所
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
の
北
の
玄
関
口
で
あ
る
ジ
ャ
ス
パ

ー
か
ら
程
近
い
、
地
図
上
で
は
ジ
ャ
ス
パ
ー
の
南
西
に
位
す
る
山
系
で
あ

る
。
ト
ン
キ
ン
・
バ
レ
イ
（
弓
○
且
巨
旨
ぐ
邑
図
）
と
云
っ
て
も
む
し
ろ
盆

地
の
様
な
所
で
、
中
央
に
湖
（
要
目
里
ご
輿
Ｆ
烏
の
）
が
あ
り
、
そ
の
西
岸

に
聟
え
る
ラ
ン
パ
ー
ッ
（
爵
日
冨
号
）
の
山
群
は
高
さ
三
○
○
○
メ
ー
ト

ル
そ
こ
そ
こ
で
は
あ
る
が
、
圧
倒
的
な
偉
容
を
誇
っ
て
い
る
。

氷
河
も
発
達
し
て
お
り
、
そ
の
近
く
の
山
々
を
含
め
る
と
、
初
級
か
ら

上
級
ま
で
様
々
な
山
行
が
楽
し
め
る
恰
好
な
山
域
と
思
わ
れ
る
の
で
紹
介

し
た
い
と
思
う
。

そ
の
時
の
記
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
七
月
二
十
三
日
二
十
一
時
、
友

人
の
車
に
便
乗
し
て
シ
カ
ゴ
を
発
っ
た
。
途
中
交
代
で
車
を
運
転
し
て
、

パ
ン
フ
に
入
っ
た
の
は
二
十
五
日
の
明
方
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
近
い
ル

ト
ン
キ
ン
・
バ
レ
イ
ー
ヵ
ナ
デ
ィ
ァ
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
Ｉ
（
一
九
七
一
年
）

イ
ズ
湖
（
Ｆ
鼻
①
眉
昌
の
①
）
を
見
物
し
、
更
に
高
速
道
路
を
北
上
し
て
昼
す

ぎ
に
は
早
く
も
ジ
ャ
ス
パ
ー
に
着
い
た
。
目
指
す
ト
ン
キ
ン
・
バ
レ
イ
は

こ
の
附
近
か
ら
入
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
十
六
日
、
入
山
。
荷
物
は
馬
方
に
あ
ず
け
て
、
軽
装
で
ア
ス
ト
リ
ァ

河
（
戸
島
厨
固
く
①
Ｈ
）
に
沿
っ
た
小
道
を
登
っ
て
行
く
。
天
気
は
い
い
が
、

蚊
の
猛
襲
に
は
閉
口
し
た
。
日
本
で
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
程
烈
し
い
も

の
で
、
通
行
す
る
人
間
で
あ
れ
、
馬
で
あ
れ
、
容
赦
な
く
襲
い
か
か
り
、

一
寸
と
し
た
す
き
間
は
お
ろ
か
、
厚
手
の
衣
服
の
上
か
ら
で
も
刺
そ
う
と

す
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
景
観
だ
け
は
申
し
分
な
く
、
間
も
な
く
前
方

に
、
ス
ロ
ー
ン
峰
（
冨
弄
・
目
胃
○
口
①
）
が
、
そ
し
て
右
手
に
オ
ー
ル
ド
ホ
ー

ン
峰
（
○
匡
言
曽
冨
目
．
）
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
樹
林
帯
の
中
を

登
っ
て
行
く
と
急
に
視
界
が
閉
け
て
、
真
正
面
の
針
葉
樹
林
の
上
に
ラ
ン

パ
ー
ッ
の
山
群
が
聾
え
た
っ
て
い
る
姿
は
、
真
に
云
い
様
も
な
い
程
素
晴

ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

本
田
夏
生
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トンキン・パレイ

キ
ャ
ン
プ
地
は
湖
の
近
く
に
あ
り
、
出
発
し
て
か
ら
四
時
間
半
位
の
行

程
で
あ
っ
た
。
二
十
七
日
は
雪
上
訓
練
で
、
終
っ
た
後
、
湖
に
水
浴
び
に

行
っ
た
が
蚊
の
襲
撃
と
水
が
冷
た
す
ぎ
る
の
と
で
、
ゆ
っ
く
り
す
る
暇
も

な
か
っ
た
。

二
十
八
日
、
い
よ
い
よ
山
行
が
始
っ
た
が
、
夫
々
に
数
人
宛
パ
ー
テ
ィ

を
組
ん
で
思
い
思
い
の
方
向
に
出
発
し
て
行
っ
た
。
私
が
加
わ
っ
た
の
は

総
勢
六
人
で
、
キ
ャ
ン
プ
地
の
南
の
樹
林
帯
を
通
り
抜
け
、
ガ
ラ
場
を
越

え
る
と
氷
河
末
端
の
湿
地
帯
に
出
た
。
こ
こ
を
適
当
に
道
を
え
ら
び
懸
垂

氷
河
の
縁
に
上
り
、
比
較
的
調
子
の
よ
い
他
の
二
人
と
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し

て
氷
河
を
登
り
出
し
た
。
や
が
て
尾
根
の
向
う
側
に
シ
モ
ン
（
望
巳
。
ご
）

氷
河
と
そ
こ
に
居
並
ぶ
山
々
の
姿
が
目
に
入
る
。
は
じ
め
て
氷
河
を
登
る

感
激
と
、
氷
河
に
囲
ま
れ
た
山
々
を
眺
め
る
喜
び
と
で
私
の
気
持
は
何
に

も
菩
え
よ
う
が
な
か
っ
た
。
私
は
気
負
い
た
っ
て
い
た
の
で
目
前
に
そ
び

え
て
い
る
マ
ク
ド
ネ
ル
峰
（
冨
。
ロ
。
目
些
ｇ
首
ｇ
ｇ
に
足
を
向
け
た

が
、
相
棒
の
グ
ラ
フ
（
⑦
吋
呉
）
が
今
日
は
時
間
が
な
い
か
ら
左
峯
に
行
こ

う
と
云
う
の
で
、
彼
の
云
う
様
に
向
き
を
か
え
、
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
登
っ

た
。
左
側
の
峰
は
左
程
高
く
は
な
い
が
、
登
っ
て
み
る
と
眺
め
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
こ
こ
は
地
図
上
で
名
前
が
つ
い
て
な
い
と
い
う
の
で
、
私
が

登
っ
た
記
念
に
と
、
皆
が
殴
弄
。
峰
（
さ
’
行
こ
う
と
云
う
こ
と
）
と

名
付
け
て
く
れ
た
。
少
々
ゆ
っ
く
り
し
過
ぎ
た
の
で
、
七
時
間
半
か
か
つ

て
い
た
・

二
十
九
日
、
昨
日
一
緒
に
登
っ
た
連
中
は
皆
休
養
し
て
動
か
な
い
の
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で
、
チ
ュ
ッ
ク
（
○
宮
島
）
を
誘
う
と
ア
ウ
ト
ポ
ス
ト
峰
（
○
日
ｇ
駕
勺
再

ｇ
ｇ
ｇ
に
行
こ
う
と
い
う
の
で
、
二
人
で
出
発
し
た
。
昨
日
と
同
じ
道

を
辿
り
、
少
し
は
な
れ
た
所
に
あ
る
ア
ウ
ト
ポ
ス
ト
湖
の
傍
の
小
屋
に
立

ち
寄
っ
た
。
小
屋
か
ら
は
そ
の
ま
ま
モ
レ
ー
ン
を
乗
り
越
え
て
、
懸
垂
氷

河
の
下
端
に
出
た
所
で
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
、
ア
ン
ゼ
ン
を
つ
け
て
か
ら
氷

河
の
左
側
へ
向
っ
て
捲
き
気
味
に
登
り
、
氷
河
の
上
へ
出
た
。
そ
れ
か
ら

ク
レ
バ
ス
を
捲
く
様
に
し
て
ヂ
グ
ザ
グ
に
登
っ
て
行
っ
た
が
、
は
じ
め
は

余
り
気
持
の
い
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
や
っ
と
上
部
の
氷
河
に
出
て
、

ク
レ
バ
ス
も
少
な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
ス
ポ
ッ
と
片
足

が
落
ち
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
「
お
ー
い
」
と
い
う
声
に
、
チ
ュ
ッ
ク
が
ニ

ヤ
ッ
と
笑
っ
て
ザ
イ
ル
を
た
ぐ
り
寄
せ
て
く
れ
た
。
ク
レ
バ
ス
が
な
い
様

に
み
え
て
も
、
た
だ
雪
で
お
お
わ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
に
気
づ
か
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
左
の
肩
に
登
り
つ
く
と
、
眼
下
に
エ
ル
ミ
テ
（
厚
目
蔚
）

氷
河
が
拡
が
り
、
エ
ル
ミ
テ
、
ア
ル
コ
ー
ブ
（
ど
８
ぐ
①
）
、
ア
ン
グ
ル

（
シ
昌
哩
①
）
の
諸
峯
が
望
ま
れ
た
。
何
処
を
登
っ
て
も
面
白
そ
う
で
あ
る
。

ア
イ
ゼ
ン
を
は
ず
し
、
ピ
ッ
ケ
ル
も
ザ
ッ
ク
も
こ
こ
に
デ
ポ
し
て
、
軽

装
で
今
度
は
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
チ
ュ
ッ
ク
と
は
何
回
か

一
緒
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
彼
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
上
手
さ
は
よ
く
知

っ
て
い
た
の
で
、
私
は
安
心
し
て
つ
い
て
行
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
上

部
氷
河
ま
で
一
気
に
切
れ
落
ち
る
高
度
感
に
は
圧
倒
さ
れ
そ
う
な
感
じ
で

あ
っ
た
。
傾
斜
が
大
分
ゆ
る
く
な
っ
て
、
も
う
少
し
で
頂
上
と
い
う
所

で
、
チ
ュ
ッ
ク
は
私
に
先
に
行
く
様
に
合
図
し
て
云
っ
た
。

「
君
に
は
は
じ
め
て
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
だ
ろ
う
」

こ
の
彼
の
言
葉
は
実
に
有
難
か
っ
た
。
頂
上
に
辿
り
つ
く
と
昨
日
登
っ

た
連
中
の
氏
名
を
記
し
た
カ
ー
ド
が
空
き
罐
の
中
に
残
っ
て
い
た
の
で
、

私
達
も
二
人
の
名
前
と
日
時
を
記
入
し
て
残
し
て
お
い
た
。
帰
路
は
同
じ

コ
ー
ス
を
辿
っ
た
が
、
昨
日
よ
り
は
早
く
、
往
復
十
時
間
の
行
程
で
あ
っ

た
。

三
十
日
、
今
日
は
足
が
痛
い
の
で
休
養
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
と
、

ノ
ー
マ
ン
（
ｚ
○
日
届
己
）
が
ベ
ニ
ン
グ
ト
ン
（
国
①
口
旨
唱
○
口
）
氷
河
を
見
に

行
こ
う
と
誘
っ
て
来
た
。
こ
こ
か
ら
は
尾
根
一
つ
越
え
な
け
れ
ば
見
え
な

い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
達
は
ハ
ー
ガ
ン
（
国
侭
四
目
）
も
さ
そ
い
、
三
人

で
出
か
け
た
。
ラ
ン
パ
ー
ッ
の
基
部
の
湖
畔
の
ガ
ラ
場
を
飛
石
づ
た
い
に

歩
く
が
、
足
が
痛
く
て
困
っ
た
。
湖
面
か
ら
吹
き
寄
せ
る
風
は
心
地
よ
か

っ
た
。
ダ
ン
ジ
ョ
ン
峰
ｅ
戸
凋
①
○
昌
弔
ど
の
基
部
で
湖
は
狭
く
な
り
、

飛
石
伝
い
に
湖
を
渡
れ
そ
う
に
も
思
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
ハ
ー
ガ
ン
が
飛

石
に
乗
り
そ
こ
ね
て
浅
瀬
に
つ
っ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
大
休
止
に
な

っ
た
。
湖
か
ら
は
な
れ
て
暫
く
行
く
と
、
も
う
一
つ
の
湖
（
冨
○
僅
昌
悩
雨
）

が
あ
っ
た
の
で
、
湖
畔
の
ポ
ー
ト
を
使
っ
て
対
岸
に
渡
り
、
今
迄
目
に
つ

か
な
か
っ
た
ラ
ン
パ
ー
ッ
の
北
部
の
峯
々
を
眺
め
た
が
、
今
日
の
中
に
ベ

ニ
ン
グ
ト
ン
氷
河
に
辿
り
つ
い
て
キ
ャ
ン
プ
地
迄
戻
れ
そ
う
に
も
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
引
き
返
す
事
に
な
り
、
帰
路
は
湖
の
東
岸
を
経
由
し
て
帰
り

着
い
た
。

三
十
一
日
は
足
の
調
子
が
悪
く
て
停
滞
し
、
翌
八
月
一
日
、
今
日
は
何
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トンキン・パレイ

処
へ
行
こ
う
か
と
考
え
て
い
た
ら
ア
ラ
ン
（
シ
馬
冒
）
が
ト
ム
（
弓
○
日
）
と

オ
ー
ル
ド
ホ
ー
ン
に
行
く
と
い
う
の
で
つ
い
て
行
く
こ
と
に
し
た
。
殆
ん

ど
岩
登
り
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
ア
イ
ゼ
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
は
置
い
て
行
く
こ

と
に
し
た
。
登
路
は
ど
こ
に
と
る
か
と
い
う
と
、
西
面
と
い
う
。
東
面
は

ど
う
な
ん
だ
と
尋
ね
る
と
、
と
て
も
無
理
だ
と
い
う
。
西
面
の
ル
ン
ゼ
を

登
る
に
し
て
も
、
私
に
は
少
し
手
強
い
か
な
と
も
思
っ
た
が
、
な
ん
と
か

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
出
発
し
た
。

こ
の
山
は
、
キ
ャ
ン
プ
地
か
ら
見
え
て
い
て
も
、
氷
河
が
な
い
の
で
こ

れ
を
登
る
こ
と
は
余
り
考
え
て
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
気
軽

に
考
え
、
精
々
一
日
往
復
の
積
り
で
あ
っ
た
。

九
時
、
取
附
点
の
一
段
目
の
滝
を
こ
え
、
次
の
ハ
ン
グ
気
味
の
二
段
目

の
滝
を
登
っ
て
、
浮
石
の
多
い
ル
ン
ゼ
を
登
っ
て
行
く
と
、
行
手
は
大
き

な
壁
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
右
手
は
大
き
な
岩
塔
で
ふ
さ
が
れ
て

い
た
が
、
左
手
に
は
幅
の
広
い
バ
ン
ド
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
バ
ン
ド
伝

い
に
ま
わ
り
こ
み
、
壁
の
真
上
に
出
た
。
こ
こ
か
ら
更
に
ガ
ラ
場
を
登
る

と
、
三
段
目
の
滝
が
あ
り
、
続
い
て
四
段
目
の
滝
が
出
て
来
た
が
、
こ
こ

が
意
外
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
こ
れ
を
越
え
る
と
ほ
ぼ
難
関
は
終
了
し

て
、
頂
上
近
く
の
雪
田
を
こ
え
東
壁
の
直
上
に
出
て
み
る
と
、
ス
ッ
パ
リ

と
切
れ
落
ち
た
垂
壁
で
あ
っ
た
。
余
り
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
が
、
東
面
伝
い
に
頂
上
へ
続
く
尾
根
上
に
よ
じ
登
っ
て
、
最
後
に
や
や

ハ
ン
グ
気
味
の
所
を
の
り
こ
す
と
、
狭
い
帯
の
様
に
な
っ
て
い
る
頂
上
に

着
い
た
。

時
刻
は
五
時
二
十
分
で
あ
っ
た
。
頂
上
に
記
録
を
残
し
て
、
同
じ
ル
ー

ト
を
降
る
事
に
な
っ
た
が
、
と
に
か
く
高
度
感
が
あ
る
の
で
ハ
ラ
ハ
ラ
し

た
。
暗
く
な
る
ま
で
に
出
来
る
だ
け
降
り
よ
う
と
、
三
段
目
の
滝
を
降
り

た
が
、
そ
こ
で
ビ
バ
ー
ー
ク
と
な
っ
た
。
昼
間
の
焼
け
る
よ
う
な
暑
さ
と
は

逆
に
、
夜
は
凄
く
寒
く
感
じ
ら
れ
た
。
ポ
ン
チ
ョ
を
足
に
か
ぶ
せ
て
我
慢

し
て
い
た
が
、
ど
う
に
も
や
り
切
れ
な
く
な
り
、
長
年
持
っ
て
ま
わ
っ
て

い
た
放
出
品
の
メ
タ
に
点
火
し
て
足
の
間
に
お
く
と
、
暖
か
く
な
っ
て
ウ

ト
ウ
ト
と
す
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
中
に
北
国
の
早
い

夜
明
け
が
訪
れ
て
来
て
、
私
は
ホ
ッ
と
し
た
。
後
日
ア
ラ
ン
は
あ
の
時
の

メ
タ
は
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
と
云
っ
て
居
た
が
、
そ
の
後
の
報
告
書
に
は

私
に
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ビ
バ
ー
ク
・
キ
ン
グ
な
る
称
号
が
与
え
ら
れ
て
い

た
。

五
時
半
下
降
開
始
。
し
か
し
こ
こ
で
ト
ム
は
路
を
誤
り
、
行
手
を
垂
壁

に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
や
っ
と
登
路
を
思
い
出
し
て
中
間
バ
ン
ド

に
到
達
す
る
頃
、
応
援
パ
ー
テ
ィ
の
コ
ー
ル
が
聞
こ
え
て
来
て
ヤ
レ
ヤ
レ

と
い
う
気
持
だ
っ
た
。
彼
等
と
合
流
し
た
の
は
十
二
時
半
、
も
は
や
昨
夜

の
寒
さ
が
信
じ
ら
れ
な
い
位
の
暑
さ
で
あ
っ
た
。
私
は
雪
渓
の
間
の
せ
せ

ら
ぎ
で
頭
を
ザ
ン
ブ
と
冷
し
て
楽
し
ん
だ
。
す
る
と
見
て
い
た
連
中
は
、

「
ホ
ホ
ウ
！
」
と
云
っ
て
、
次
々
に
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
喜
ん
で
い
た
。

た
だ
一
人
ア
ラ
ン
だ
け
は
や
ら
な
か
っ
た
。
「
そ
ん
な
事
を
し
た
ら
髪
の

毛
が
落
ち
て
し
ま
う
」
と
云
う
の
だ
が
、
彼
は
、
殆
ん
ど
カ
ラ
薬
罐
な
の

で
私
は
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
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翌
三
日
は
休
養
し
て
、
四
日
に
フ
レ
ッ
ド
（
淳
良
）
等
に
誘
わ
れ
て
サ

ン
ダ
ー
ポ
ル
ト
峰
（
目
言
己
①
吋
冒
兵
電
急
ｇ
に
行
く
事
に
し
た
。
サ

ン
ダ
ー
ボ
ル
ト
は
オ
ー
ル
ド
ホ
ー
ン
に
比
べ
る
と
全
く
楽
な
気
分
で
あ
っ

た
。
ク
ロ
ー
ム
湖
（
⑦
耳
○
日
の
冒
冨
）
の
畔
に
出
て
、
針
葉
樹
林
帯
を
登

り
切
り
、
雪
田
を
越
え
、
ガ
ラ
場
の
急
斜
面
を
登
る
頃
に
は
、
皆
パ
テ
気

味
で
、
私
独
り
で
登
り
続
け
た
。
頂
上
か
ら
続
い
て
い
る
雪
田
を
登
り
、

最
後
の
雪
壁
を
こ
え
る
と
、
間
も
な
く
頂
上
で
あ
っ
た
。
頂
上
か
ら
指
呼

の
間
に
あ
る
エ
ル
ミ
テ
氷
河
の
周
辺
の
山
々
や
、
又
遠
く
に
見
え
る
ニ
ー

ド
ル
峰
（
ｚ
①
①
皇
の
弔
〆
）
、
東
側
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ン
（
四
四
。
唇
○
日
）
シ

ェ
ブ
ロ
ン
峰
（
○
房
角
○
目
冒
冒
）
を
眺
め
て
、
あ
れ
こ
れ
と
登
路
を
考
え

る
の
は
楽
し
か
っ
た
。
頂
上
で
一
時
間
以
上
も
遊
ん
で
帰
途
に
つ
い
た

が
、
雪
面
の
所
で
は
グ
リ
セ
ー
ド
を
や
っ
て
遊
ん
だ
り
し
て
の
ん
び
り
し

て
み
た
が
、
キ
ャ
ン
プ
地
に
戻
っ
た
の
は
四
時
前
で
あ
っ
た
。

一
日
休
養
し
た
後
の
六
日
、
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収
し
下
山
し
た
。
往
路
に

は
辿
ら
な
か
っ
た
高
回
り
の
道
を
通
る
と
、
高
山
植
物
の
群
落
の
彼
方

に
、
湖
岸
か
ら
そ
そ
り
立
つ
パ
ラ
ゴ
ン
（
國
儲
侭
。
旨
）
ウ
ー
ベ
リ
ー
ト

（
○
匡
ぐ
島
①
ｇ
等
の
諸
峯
が
何
か
し
ら
な
つ
か
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
又
何

時
の
日
か
、
山
友
達
と
、
春
に
訪
れ
た
い
も
の
だ
と
思
い
な
が
ら
、
こ
の

地
を
後
に
し
た
。

以
上
が
私
の
記
録
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
述
べ
る
と
、
こ
の
辺
の
山

群
の
案
内
は
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
発
行
の
カ
ナ
デ
ィ
ァ
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
の

案
内
害
に
記
載
さ
れ
て
い
て
、
所
要
の
地
図
も
記
し
て
あ
る
。
地
図
は

言
呂
閂
屯
色
詩
堕
言
再
角
印
○
具
ゴ
普
①
ｇ
旨
岳
Ｐ
Ｃ
ｇ
に
入
っ
て
い
る
。

又
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
の
最
高
峯
、
ロ
ブ
ソ
ン
も
こ
の
地
域
か

ら
程
遠
く
な
い
地
域
に
あ
り
、
オ
ー
ル
ド
ホ
ー
ン
の
頂
上
か
ら
望
む
こ
と

が
出
来
た
事
を
附
加
え
て
お
き
た
い
。
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七
六
年
三
月
十
四
日
、
私
は
八
シ
峯
工
峰
三
稜
Ｐ
四
よ
り
紺
碧
の
空
に

聾
え
立
つ
鹿
島
槍
の
秀
麗
な
双
耳
峯
に
魅
入
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、
鹿
島

槍
ｌ
赤
沢
岳
猫
の
耳
Ｉ
黒
部
別
山
’
八
シ
峯
と
、
飛
騨
山
脈
を
横
断
す
る

山
行
を
想
い
浮
べ
た
。
そ
れ
は
、
大
タ
テ
ガ
ピ
ン
第
一
尾
根
の
積
雪
期
初

登
筆
を
果
し
、
さ
ら
に
連
続
し
て
八
シ
峯
Ｉ
峰
三
稜
に
取
り
付
き
、
Ｐ
四

に
辿
り
着
い
た
直
後
だ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
横
断
に
は
あ
る
程
度
の
成
算

が
あ
っ
た
。

こ
の
大
タ
テ
ガ
ビ
ン
よ
り
八
シ
峯
の
連
続
登
肇
を
始
め
と
し
て
、
四
月

第
一
部
横
の
山
旅
（
一
九
七
七
年
三
月
）

縦
と
横
の
山
旅

Ｉ
積
雪
期
飛
騨
山
脈
の
縦
走
と
横
断
Ｉ

の
黒
部
別
山
、
五
月
の
鹿
島
槍
北
壁
、
東
大
谷
駒
草
ル
ン
ゼ
よ
り
池
の
谷

剣
尾
根
と
山
行
を
重
ね
、
自
分
の
足
で
横
断
の
可
能
性
を
確
か
め
た
。
そ

し
て
、
来
る
べ
き
春
の
横
断
計
画
を
、
鹿
島
槍
北
壁
Ｉ
赤
沢
岳
猫
の
耳
ｌ
黒

部
別
山
南
尾
根
’
八
シ
峯
工
峰
二
稜
・
主
稜
Ｉ
池
の
谷
剣
尾
根
と
し
た
。

十
一
月
に
な
っ
て
、
横
断
に
同
行
を
予
定
し
て
い
た
信
州
大
学
の
岡
野

修
君
と
赤
沢
岳
西
北
尾
根
の
末
端
部
お
よ
び
梯
子
谷
乗
越
の
二
箇
所
に
、

そ
れ
ぞ
れ
十
日
分
の
食
糧
、
燃
料
等
を
荷
上
げ
し
、
立
ち
木
に
結
わ
え
付

け
て
き
た
。

そ
の
後
、
岡
野
に
は
三
月
に
ど
う
し
て
も
欠
か
せ
ぬ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

用
が
で
き
、
同
行
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
共
に
準
備
を
重
ね
て

き
た
彼
の
無
念
さ
は
、
察
し
て
余
り
あ
ろ
う
。
良
き
仲
間
が
同
行
で
き
な

く
な
り
、
私
は
当
惑
し
た
。

二
月
の
、
あ
る
と
て
も
寒
い
日
だ
っ
た
。
共
通
の
友
人
で
あ
る
駒
沢
大

学
山
岳
部
の
関
崎
健
弘
君
を
通
じ
、
や
は
り
積
雪
期
飛
騨
山
脈
の
横
断
を

竹
中
昇
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模
索
し
て
い
る
と
い
う
秀
峰
登
高
会
の
山
崎
祐
和
君
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
。
私
は
、
お
茶
の
水
の
喫
茶
店
穂
高
で
コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
り
ま
だ
見
ぬ

そ
の
人
を
待
っ
て
い
た
。
十
分
ほ
ど
た
っ
た
ろ
う
か
、
羽
毛
服
を
着
た
精

桿
な
男
が
現
わ
れ
、
「
山
崎
で
す
」
と
名
乗
っ
た
。
お
互
い
の
簡
単
な
自

己
紹
介
、
そ
し
て
「
鹿
島
槍
か
ら
剣
に
行
っ
て
み
な
い
か
」
「
行
き
ま
し

ょ
う
」
と
手
短
か
な
会
話
を
交
し
、
横
の
山
旅
・
積
雪
期
飛
騨
山
脈
の
横

断
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
出
発
の
僅
か
二
十
日
足
ら
ず
前
に
よ
う
や

く
具
体
的
な
計
画
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

私
と
山
崎
と
の
間
で
最
終
的
に
で
き
あ
が
っ
た
計
画
は
、
初
め
て
共
に

す
る
山
行
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
鹿
島
槍
北
壁
Ｉ
赤
沢
岳
西
北
尾
根
ｌ

黒
部
別
山
南
尾
根
’
八
シ
峯
Ｉ
峰
三
稜
・
主
稜
Ｉ
剣
岳
と
、
当
初
考
え
て

い
た
も
の
よ
り
も
縮
小
し
た
。
鹿
島
槍
よ
り
剣
と
、
積
雪
期
飛
騨
山
脈
横

断
の
型
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
三
月
一
日
安
曇
野
を
出
発
し
、
三
月
二

十
一
日
ま
で
に
早
月
尾
根
を
下
降
し
、
馬
場
島
に
下
山
す
る
行
程
と
し

た
。

当
時
、
私
は
安
曇
野
の
ス
キ
ー
小
舎
で
小
舎
番
を
し
て
い
た
。
山
稜
に

舞
い
上
が
る
雪
煙
を
見
や
り
鹿
島
槍
よ
り
剣
に
想
い
を
馳
せ
、
来
る
べ
き

出
発
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
二
月
二
十
八
日
、
山
崎
が
重
い
荷
を

背
負
っ
て
小
舎
に
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
翌
三
月
一
日
、
「
横
の
山
旅
」

が
始
ま
っ
た
。鹿

島
槍
ヶ
岳
か
ら
黒
部
へ

三
月
一
日
（
曇
り
）
。
午
前
七
時
、
安
曇
野
は
神
城
の
「
ま
ほ
ろ
ば
小

舎
」
を
出
発
。
大
糸
線
の
古
ぼ
け
た
電
車
で
簗
場
へ
・
仁
科
三
湖
の
中
綱

湖
は
凍
結
し
、
湖
上
で
老
人
が
わ
か
さ
ぎ
を
釣
っ
て
い
る
。
リ
フ
ト
に
飛

び
乗
り
黒
沢
高
原
へ
と
一
気
に
登
る
。
黒
沢
高
原
に
は
鹿
島
槍
国
際
ス
キ

ー
場
が
あ
る
。
私
達
は
賑
や
か
な
ス
キ
ー
場
を
離
れ
、
汗
を
流
し
黒
沢
を

大
谷
原
へ
と
下
る
。
大
谷
原
で
は
遭
難
者
の
家
族
ら
し
い
女
の
人
が
長
靴

を
は
き
花
束
を
小
脇
に
抱
え
東
尾
根
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。
そ
の
横

を
複
雑
な
思
い
で
通
り
過
ぎ
、
大
川
沢
へ
と
入
る
。
春
ま
近
の
大
川
を
湖

り
、
そ
の
日
は
荒
沢
出
合
の
手
前
に
あ
る
昭
和
電
工
の
取
り
入
れ
小
舎
に

入
っ
た
。

三
月
三
日
（
晴
れ
の
ち
曇
り
）
。
小
舎
で
の
快
適
な
一
夜
を
過
し
た
後
、

「
よ
し
行
く
ぞ
」
と
張
り
切
っ
て
出
発
す
る
。
幸
い
な
こ
と
に
晴
天
だ
。

荒
沢
の
出
合
は
、
東
尾
根
と
天
狗
尾
根
が
迫
り
、
上
流
に
あ
れ
ほ
ど
の
奥

壁
が
あ
る
と
は
と
て
も
思
え
ぬ
位
に
貧
弱
な
も
の
だ
。
天
狗
尾
根
末
端
の

急
傾
斜
に
取
り
付
く
。
茂
っ
た
潅
木
を
漕
ぎ
登
高
を
続
け
て
行
く
。
第
一

ク
ー
ロ
ア
ー
ル
は
慎
重
に
ザ
イ
ル
を
使
い
通
過
す
る
。
こ
の
頃
よ
り
急
に

雪
が
舞
い
始
め
、
視
界
も
悪
く
な
る
。
天
狗
の
鼻
の
直
下
二
○
○
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
と
思
う
所
に
テ
ン
ト
を
張
る
。

三
月
四
日
（
吹
雪
）
。
夜
来
の
吹
雪
に
テ
ン
ト
の
フ
レ
ー
ム
を
飛
ば
さ

れ
て
し
ま
う
し
、
視
界
も
あ
ま
り
効
か
な
い
が
、
天
狗
の
鼻
ま
で
は
進
も

う
と
吹
雪
を
つ
い
て
出
発
す
る
。
ザ
イ
ル
を
結
び
、
両
側
の
雪
庇
を
気
づ

か
い
、
一
歩
一
歩
足
場
を
確
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
進
む
。
一
時
間
ほ
ど
で
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視
界
が
ほ
と
ん
ど
効
か
な
く
な
り
、
位
置
の
確
め
よ
う
も
な
い
が
、
天
狗

の
鼻
と
お
ぽ
し
い
平
坦
部
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
、
広
い
雪
洞
を
カ
ク
ネ

里
側
に
掘
る
。
こ
れ
で
強
風
に
悩
ま
さ
れ
ず
に
す
む
。
入
山
後
三
日
目
を

迎
え
、
互
い
の
気
心
も
わ
か
り
始
め
た
。

三
月
四
日
（
吹
雪
）
。
静
か
な
雪
洞
を
一
歩
出
る
と
、
外
は
吹
雪
が
猛

り
狂
っ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
北
壁
に
向
か
え
る
天
気
で
は
な
い
。
北
壁
が

登
れ
る
迄
待
つ
か
否
か
と
、
大
い
に
頭
を
悩
ま
す
。
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報

は
、
こ
三
一
、
三
日
の
悪
天
を
伝
え
て
い
る
。
私
達
の
行
く
手
は
遥
か
彼

方
の
剣
だ
。
先
の
長
さ
が
気
に
か
か
る
の
で
、
残
念
だ
が
北
壁
を
諦
め
、

少
し
で
も
前
へ
進
む
こ
と
に
す
る
。
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
出
発
、
視
界
は

昨
日
よ
り
も
幾
分
回
復
し
て
い
る
。
雪
洞
を
掘
っ
た
所
が
天
狗
の
鼻
で
あ

る
こ
と
は
何
と
か
確
認
で
き
た
が
、
鼻
か
ら
荒
沢
の
頭
ま
で
は
、
ど
こ
が

小
舎
岩
な
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
・
視
界
が
悪
い
と
い
う
こ
と
は
本
当
に

恐
ろ
し
い
・
頭
ま
で
隔
時
登
肇
で
登
高
を
続
け
る
。
頭
に
着
く
と
急
に
吹

雪
の
勢
い
が
増
し
て
き
た
の
で
、
大
慌
て
で
雪
洞
を
掘
る
。
雪
洞
の
中
で

温
度
計
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
を
指
し
て
い
る
。
道
理
で
寒
い
は
ず
だ
。

三
月
五
日
（
吹
雪
）
。
寒
い
一
夜
が
明
け
て
今
日
も
吹
雪
が
吹
き
荒
れ

て
い
る
。
視
界
も
良
く
な
い
。
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
出
発
。
深
い
ラ
ッ
セ

ル
に
脆
き
な
が
ら
も
足
場
を
踏
み
固
め
、
忠
実
に
雪
稜
を
辿
り
鹿
島
槍
北

峰
に
達
す
る
。
こ
の
北
峰
が
鹿
島
槍
よ
り
剣
へ
の
ス
タ
ー
ト
台
だ
。
さ
あ

行
こ
う
剣
へ
・
北
峰
に
立
つ
私
達
に
激
し
い
吹
雪
が
容
赦
な
く
吹
き
付
け

て
く
る
。
吊
り
尾
根
を
渡
り
、
南
峰
を
越
え
、
冷
池
へ
と
駆
け
下
る
。

三
月
七
日
（
雪
の
ち
晴
れ
）
。
早
朝
に
は
小
雪
が
舞
っ
て
い
た
が
、
九

時
前
に
は
晴
れ
間
が
見
え
出
し
た
。
一
区
切
り
つ
い
た
こ
こ
ら
で
一
日
ゆ

っ
く
り
と
休
み
た
い
の
だ
が
、
み
す
み
す
こ
の
好
天
を
見
逃
す
こ
と
が
で

き
な
い
・
内
蔵
之
助
谷
出
合
ま
で
、
丸
山
小
谷
、
丸
山
谷
か
ら
の
表
層
雪

崩
を
恐
れ
、
黒
部
の
峡
谷
を
走
り
抜
け
る
。
出
合
に
着
い
た
頃
、
恐
れ
て

い
た
こ
と
が
現
実
と
な
り
、
丸
山
小
谷
、
丸
山
谷
に
雪
崩
が
走
り
落
ち

る
。
私
達
の
次
の
目
標
は
黒
部
別
山
の
南
尾
根
だ
。
雪
の
状
態
さ
え
良
け

れ
ば
、
大
タ
テ
ガ
ビ
ン
の
末
端
ル
ン
ゼ
か
ら
取
り
付
く
の
だ
が
、
今
日
の

状
態
で
は
雪
崩
に
遭
う
こ
と
必
至
だ
。
内
蔵
之
助
谷
の
出
合
よ
り
末
端
部

か
ら
忠
実
に
南
尾
根
を
辿
る
こ
と
に
し
よ
う
。
陽
が
南
尾
根
に
差
し
始
め

て
き
た
。
急
傾
斜
な
末
端
部
を
、
足
場
を
一
歩
一
歩
踏
み
固
め
、
汗
を
流

三
月
六
日
（
吹
雪
）
。
後
立
山
連
峰
を
赤
沢
岳
へ
と
向
か
う
。
爺
ヶ
岳
、

岩
小
屋
沢
岳
、
鳴
沢
岳
と
、
黒
部
か
ら
の
強
烈
な
吹
き
上
げ
に
抗
し
な
が

ら
越
え
て
行
く
。
鳴
沢
岳
と
赤
沢
岳
と
の
コ
ル
か
ら
赤
沢
岳
の
西
北
尾
根

へ
と
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
西
北
尾
根
は
、
腰
ま
で
没
す
る
深
い
ラ
ッ
セ
ル

に
難
渋
し
下
る
。
南
に
は
猫
の
耳
の
迫
力
あ
る
姿
が
手
に
取
る
様
に
眺
め

ら
れ
る
。
今
回
は
果
せ
な
か
っ
た
が
、
い
つ
の
日
か
き
っ
と
来
よ
う
。
シ

ラ
ビ
ソ
の
樹
林
帯
に
入
る
と
よ
う
や
く
勢
い
を
弱
め
る
。
西
北
尾
根
を
黒

部
の
峡
谷
ま
で
下
り
、
そ
の
末
端
部
に
到
着
。
昨
秋
ぶ
な
の
大
木
に
結
わ

え
付
け
た
デ
ポ
品
を
回
収
す
る
。

黒
部
別
山
南
尾
根
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し
登
っ
て
行
く
。
気
温
の
高
い
今
日
の
状
態
で
は
、
尾
根
と
言
え
ど
も
雪

崩
の
危
険
性
が
付
き
ま
と
う
。
丸
山
東
壁
の
一
ル
ン
ゼ
、
ニ
ル
ン
ゼ
か
ら

は
間
断
な
く
塵
雪
崩
が
落
下
し
、
黒
部
の
峡
谷
に
恐
ろ
し
い
炸
烈
音
を
こ

だ
ま
さ
せ
て
い
る
。
南
尾
根
の
主
稜
ま
で
標
高
差
二
○
○
メ
ー
ト
ル
、
傾

斜
の
強
く
な
り
始
め
た
所
か
ら
隔
時
登
肇
で
登
る
。
主
稜
に
這
い
上
り
、

よ
う
や
く
雪
崩
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
昼
食
を
取
り
、
ゆ
っ
た
り
と

黒
部
の
冬
景
色
を
鑑
賞
す
る
。
私
は
猫
の
耳
を
じ
っ
と
眺
め
、
岩
登
り
の

好
き
な
山
崎
は
積
雪
期
末
登
の
丸
山
東
壁
ニ
ル
ン
ゼ
を
虎
視
耽
々
と
眺
め

て
い
る
。
不
安
定
な
雪
、
繁
茂
す
る
潅
木
に
苦
し
め
ら
れ
南
尾
根
主
稜
の

登
高
を
続
け
、
Ｐ
７
に
テ
ン
ト
を
張
る
。

三
月
八
日
（
晴
れ
）
。
こ
の
南
尾
根
は
六
六
年
三
月
立
教
大
学
山
岳
部

の
一
行
に
よ
り
積
雪
期
の
初
登
肇
が
果
さ
れ
て
い
る
。
末
端
を
内
蔵
之
助

谷
出
合
に
落
し
て
い
る
こ
の
尾
根
は
、
潅
木
に
迷
彩
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｐ

七
よ
り
黒
部
別
山
南
峰
ま
で
七
つ
の
ピ
ー
ク
を
も
つ
起
伏
の
激
し
い
急
峻

な
尾
根
だ
。
私
達
は
夜
明
け
と
と
も
に
Ｐ
七
を
た
ち
、
急
傾
斜
な
Ｐ
六
ル

ン
ゼ
を
登
り
、
Ｐ
六
の
直
下
に
出
た
。
Ｐ
六
は
内
蔵
之
助
谷
側
を
ト
ラ
バ

ー
ス
す
る
が
、
こ
れ
が
難
し
い
。
細
か
な
ス
タ
ン
ス
に
ツ
ァ
ッ
ケ
を
引
っ

懸
け
恐
る
恐
る
進
む
。
忠
実
に
尾
根
を
登
高
し
た
ほ
う
が
ず
っ
と
楽
だ
っ

た
よ
う
だ
。
Ｐ
五
は
簡
単
に
越
え
、
Ｐ
四
の
頭
に
到
着
。
昨
春
登
っ
た
第

一
尾
根
の
嶮
し
い
山
容
が
迫
っ
て
来
る
。
よ
く
私
に
登
れ
た
も
の
だ
。

Ｐ
四
の
下
降
は
南
尾
根
第
一
の
難
所
だ
。
大
キ
レ
ッ
ト
の
懸
垂
下
降
で

あ
る
。
私
は
昨
春
こ
の
南
尾
根
を
ト
レ
ー
ス
し
て
い
た
が
、
そ
の
際
こ
の
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懸
垂
下
降
を
し
て
い
る
最
中
、
ザ
イ
ル
が
潅
木
に
搦
ま
り
空
中
で
悪
戦
苦

闘
し
、
よ
う
や
く
の
こ
と
で
キ
レ
ッ
ト
底
に
降
り
立
っ
た
。
そ
ん
な
い
わ

く
付
き
の
下
降
な
の
で
、
心
し
て
下
降
に
か
か
っ
た
。
頭
か
ら
約
三
十
メ

ー
ト
ル
懸
垂
下
降
、
そ
こ
で
新
た
に
支
点
を
取
り
、
空
中
懸
垂
を
含
む
約

三
十
メ
ー
ト
ル
の
下
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
慎
重
に
慎
重
に
下
っ
て
い

た
は
ず
が
ま
た
し
て
も
失
敗
を
犯
し
て
し
ま
う
。
髪
の
毛
が
下
降
器
（
エ

イ
ト
環
）
に
絡
ま
り
付
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
あ
が
け
ば
あ
が
く
ほ
ど
絡

み
付
い
て
く
る
。
髪
の
毛
を
下
降
器
か
ら
懸
命
に
払
い
除
け
る
こ
と
十
分

あ
ま
り
、
よ
う
や
く
窮
地
か
ら
抜
け
出
す
。
キ
レ
ッ
ト
底
に
着
陸
。
私
に

と
っ
て
こ
の
キ
レ
ッ
ト
は
難
所
中
の
難
所
だ
。
数
あ
る
キ
レ
ッ
ト
の
中
で

も
急
峻
さ
と
狭
さ
は
最
た
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

昼
食
を
取
り
気
を
鎮
め
る
。
山
崎
は
私
の
失
敗
を
思
い
出
し
く
す
く
す

と
笑
っ
て
い
る
。
気
を
取
り
直
し
Ｐ
三
の
登
高
に
か
か
る
。
急
な
潅
木
帯

を
登
る
。
Ｐ
三
と
Ｐ
二
間
は
小
キ
レ
ッ
ト
状
を
呈
し
、
懸
垂
下
降
す
る
。

こ
の
あ
た
り
は
潅
木
に
迷
彩
さ
れ
て
い
る
が
、
大
タ
テ
ガ
ビ
ン
沢
、
内
蔵

之
助
平
側
と
も
急
傾
斜
に
切
れ
落
ち
、
少
し
で
も
気
を
抜
く
と
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
大
タ
テ
ガ
ビ
ン
沢
の
右
俣
の
コ
ル
ま
で
は
不

安
定
な
軟
雪
の
急
雪
壁
の
処
理
に
神
経
を
つ
か
う
。
Ｐ
二
ま
で
辿
り
着
け

ば
、
南
尾
根
の
核
心
部
は
終
わ
る
。
Ｐ
二
は
大
タ
テ
ガ
ビ
ン
第
一
尾
根
の

頭
で
も
あ
る
。
昨
春
Ｐ
二
直
下
で
猛
吹
雪
と
な
り
、
急
雪
壁
を
暗
闇
の
中

右
往
左
往
し
よ
う
や
く
の
こ
と
で
辿
り
着
い
た
の
が
こ
の
Ｐ
二
だ
っ
た
。

Ｐ
二
か
ら
は
大
ヘ
ッ
リ
側
に
張
り
出
し
た
雪
庇
に
注
意
を
払
い
つ
つ
歩
を

進
め
て
行
く
。
Ｐ
一
の
頂
で
夕
闇
迫
り
来
た
の
で
、
テ
ン
ト
を
張
る
。
今

日
は
十
三
時
間
以
上
も
行
動
し
心
地
よ
い
疲
労
感
を
覚
え
る
。
山
は
思
い

切
り
動
く
の
が
一
番
だ
。

三
月
九
日
（
吹
雪
）
。
吹
雪
だ
が
、
こ
の
先
に
は
も
う
難
所
は
な
い
。

デ
ポ
の
あ
る
梯
子
谷
乗
越
を
目
指
す
。
雪
庇
を
気
づ
か
い
栂
の
林
の
中
を

歩
く
。
黒
部
別
山
主
峰
と
南
峰
と
の
中
間
点
よ
り
真
砂
尾
根
に
入
る
。
乗

越
に
到
着
し
直
ち
に
デ
ポ
の
回
収
に
当
た
る
。
昨
秋
シ
ラ
ピ
ソ
の
立
ち
木

に
デ
ポ
品
を
結
び
付
け
、
高
い
所
に
目
印
の
赤
布
を
付
け
、
隣
り
の
シ
ラ

ピ
ソ
に
も
付
け
て
お
い
た
の
だ
が
、
今
は
隣
り
の
シ
ラ
ビ
ソ
の
赤
布
が
雪

面
に
チ
ョ
コ
ン
と
出
て
い
る
の
み
だ
。
最
初
は
掘
れ
ば
そ
の
う
ち
に
デ
ポ

を
結
び
付
け
た
シ
ラ
ピ
ソ
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
高
を
括
っ
て
い
た
が
、

一
時
間
、
二
時
間
と
掘
れ
ど
も
一
片
の
葉
さ
え
現
わ
れ
な
い
。
湿
雪
の
吹

雪
が
猛
り
狂
っ
て
い
る
が
、
掘
り
当
て
ぬ
訳
に
は
い
か
な
い
・
夜
の
十
時

ま
で
掘
り
続
け
る
が
手
が
か
り
も
つ
か
め
な
い
・
朝
の
十
時
か
ら
十
二
時

間
も
の
徒
労
に
く
た
び
れ
は
て
、
湿
雪
で
濡
れ
ね
ず
み
に
な
る
。
山
崎
の

掘
っ
た
雪
洞
に
入
り
、
体
を
横
た
え
る
が
、
寒
く
て
と
て
も
寝
付
け
な

い
Ｑ

三
月
十
日
（
快
晴
）
。
皮
肉
な
も
ん
で
快
晴
の
朝
を
迎
え
る
が
、
今
の

私
達
は
八
シ
峯
を
登
る
だ
け
の
食
糧
も
燃
料
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
・

デ
ポ
品
を
回
収
せ
ぬ
限
り
は
、
こ
こ
か
ら
行
動
を
起
す
こ
と
は
不
可
能

だ
。
再
び
雪
掘
り
を
始
め
る
が
、
二
時
間
掘
っ
て
も
デ
ポ
品
の
行
方
は
つ

か
め
な
い
。
あ
ま
り
の
雪
の
多
さ
に
降
参
す
る
。
こ
う
な
れ
ば
、
赤
沢
岳
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西
北
尾
根
未
端
部
に
残
置
し
た
デ
ポ
品
の
残
り
を
取
り
に
行
く
以
外
に
食

糧
、
燃
料
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
デ
ポ
品
に
は
あ
ま
り
手

を
付
け
な
か
っ
た
の
で
、
少
く
と
も
十
日
分
の
食
糧
、
燃
料
は
あ
る
。
陽

が
か
げ
る
の
を
待
っ
て
下
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
乗
越
か
ら
眺
め
る
八

シ
峯
Ｉ
峰
の
シ
ュ
ピ
ッ
ッ
ェ
の
何
と
美
し
い
こ
と
か
。
午
後
三
時
す
ぎ
デ

ポ
残
置
品
の
回
収
に
出
発
。
白
い
お
と
ぎ
の
国
の
様
な
内
蔵
之
助
平
を
夢

見
心
地
で
進
む
。
内
蔵
之
助
谷
に
入
る
と
、
デ
ブ
リ
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在

し
て
い
る
。
三
日
前
に
発
っ
た
西
北
尾
根
末
端
部
に
戻
り
、
ザ
ッ
ク
に
十

日
分
の
食
糧
、
燃
料
を
詰
め
込
み
、
急
い
で
も
と
来
た
道
を
登
り
直
す
。

一
時
間
半
足
ら
ず
で
乗
越
に
戻
る
。
阿
呆
ら
し
い
今
日
の
行
動
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
で
八
シ
峯
が
登
れ
る
。

三
月
十
一
日
（
快
晴
）
。
幸
運
に
も
今
日
も
快
晴
の
朝
を
迎
え
る
。
さ

あ
次
は
八
シ
峯
と
喜
び
勇
ん
で
梯
子
谷
を
駆
け
下
る
。
剣
沢
を
横
切
り
、

八
シ
峯
Ｉ
峰
三
稜
の
末
端
部
の
大
岩
に
到
着
。
ま
る
一
年
ぶ
り
の
大
岩
と

の
再
会
だ
。
三
稜
は
、
海
抜
一
六
五
○
メ
ー
ト
ル
の
大
岩
よ
り
二
六
五
○

メ
ー
ト
ル
の
Ｉ
峰
ま
で
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
差
を
鋭
角
に
突
き
上

げ
、
途
中
に
Ｐ
一
よ
り
六
ま
で
六
つ
の
ピ
ー
ク
を
有
し
て
い
る
。
Ｉ
峰
の

剣
沢
側
に
は
四
つ
の
急
峻
な
山
稜
が
派
生
し
て
い
る
。
私
達
が
登
ろ
う
と

し
て
い
る
三
稜
を
除
き
、
他
は
未
だ
に
積
雪
期
の
記
録
を
見
な
い
。
価
値

あ
る
、
こ
れ
ら
三
つ
の
積
雪
期
末
登
ル
ー
ト
が
登
ら
れ
る
の
は
い
つ
の
こ

八
シ
峯

と
か
。三

稜
も
Ｐ
一
直
下
ま
で
は
難
な
く
進
め
る
。
こ
こ
で
ア
ン
ザ
イ
レ
ン

し
、
い
ざ
出
陣
の
思
い
で
ス
ベ
リ
台
の
ル
ン
ゼ
に
飛
び
込
む
。
「
登
っ
て

こ
い
」
「
い
く
ぞ
」
と
声
を
か
け
合
い
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
登
り
つ
づ
け
る
。

八
シ
峯
に
は
黒
部
別
山
の
様
な
繁
茂
し
た
潅
木
帯
は
な
い
。
ダ
ケ
カ
ン
バ

が
立
ち
木
と
し
て
散
在
し
て
い
る
の
み
で
、
私
達
の
行
く
手
に
続
い
て
い

る
の
は
美
し
い
雪
稜
で
あ
る
。
Ｐ
三
の
登
り
は
昨
春
よ
り
ず
い
ぶ
ん
雪
が

多
く
て
安
定
し
て
い
る
。
Ｐ
三
の
ナ
イ
フ
の
刃
の
様
な
頂
稜
を
越
え
る
。

陽
が
眩
し
い
・
登
山
三
昧
の
境
地
だ
。
Ｐ
四
へ
の
雪
壁
を
登
る
。
Ｐ
四
は

私
が
「
横
の
山
旅
」
を
思
い
浮
か
べ
た
所
だ
。
今
日
も
鹿
島
槍
の
美
し
い

双
耳
峯
が
望
め
る
。
Ｐ
四
の
平
坦
な
頂
稜
を
辿
り
、
Ｐ
三
と
と
も
に
三
稜

の
難
関
で
あ
る
Ｐ
五
の
急
峻
な
雪
稜
に
取
り
付
く
。
三
の
沢
側
は
雪
が
腐

り
ア
イ
ゼ
ン
に
雪
の
団
子
が
く
っ
付
く
。
四
の
沢
側
は
ふ
か
ふ
か
の
雪

で
、
足
場
を
一
歩
一
歩
踏
み
固
め
る
と
い
っ
た
嫌
な
登
高
で
Ｐ
五
を
乗
っ

こ
す
。
も
う
私
達
二
人
の
リ
ズ
ム
は
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
来
た
。
Ｐ
五
を
越

え
る
と
三
稜
も
Ｉ
峰
直
下
ま
で
緩
傾
斜
に
な
る
。
コ
ン
テ
イ
ニ
ュ
ァ
ス
で

雪
稜
を
進
み
、
Ｐ
六
に
雪
洞
を
掘
る
。

三
月
十
二
日
（
雪
の
ち
晴
れ
）
。
目
を
覚
ま
し
用
足
し
に
雪
洞
を
出
る

と
雪
が
舞
っ
て
い
た
。
し
か
し
七
時
す
ぎ
薄
日
が
差
し
始
め
た
の
で
出
発

す
る
。
工
峰
の
下
ま
で
コ
ン
テ
イ
ニ
ュ
ア
ス
で
進
み
、
三
稜
が
四
稜
に
合

致
す
る
所
の
急
な
雪
壁
に
取
り
付
く
。
ふ
わ
ふ
わ
の
雪
壁
で
ス
タ
ン
ス
を

決
め
る
に
苦
労
す
る
。
そ
の
雪
壁
を
登
り
、
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
恐
る
恐
る
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「年報6号｣に発表した｡）

(155）



渡
り
終
え
る
と
、
そ
こ
が
Ｉ
峰
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
来
て
こ
の
Ｉ
峰
か
ら

の
展
望
は
素
晴
ら
し
い
。
八
シ
峯
主
稜
が
、
剣
の
本
峰
が
、
手
に
取
る
様

だ
。
「
大
和
は
国
の
ま
ほ
ろ
ば
…
…
」
と
い
う
古
事
記
の
言
い
ま
わ
し
を

借
り
れ
ば
、
「
八
シ
峯
は
飛
騨
山
脈
の
ま
ほ
ろ
ば
」
だ
。
こ
の
八
シ
峯
の

主
稜
は
、
一
九
三
二
年
四
月
、
今
井
友
之
助
、
池
野
信
一
両
氏
に
よ
り
積

雪
期
の
初
ト
レ
ー
ス
が
成
さ
れ
て
い
る
。
以
後
四
十
年
も
経
っ
て
い
る

が
、
価
値
あ
る
登
華
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
は
ち
っ
と
も
変
っ
て
い
な
い
。

’
峰
か
ら
は
ま
ず
雪
と
岩
の
ま
じ
っ
た
不
安
定
な
稜
を
下
降
す
る
。
Ｉ
．

Ⅱ
峰
間
の
瘤
を
長
次
郎
谷
側
に
約
五
メ
ー
ト
ル
の
懸
垂
下
降
を
ま
じ
え
ト

ラ
バ
ー
ス
し
、
Ｉ
・
Ⅱ
の
コ
ル
へ
。
Ⅱ
峰
も
長
次
郎
谷
側
の
雪
壁
を
ト
ラ

バ
ー
ス
。
昨
春
ト
レ
ー
ス
し
て
い
る
せ
い
か
ス
ム
ー
ズ
に
愉
快
な
登
筆
が

続
く
。
ル
ー
ト
の
状
態
は
昨
春
よ
り
も
ず
っ
と
良
い
。
Ⅲ
峰
へ
は
Ⅱ
。
Ⅲ

の
コ
ル
よ
り
三
の
窓
谷
側
に
張
り
出
し
た
雪
庇
に
気
を
付
け
雪
稜
を
忠
実

に
辿
る
。
Ⅲ
峰
の
頂
で
煙
草
を
吹
か
し
一
息
入
れ
る
。
天
気
は
回
復
し
紺

碧
の
空
と
な
る
。
Ⅲ
．
Ⅳ
の
コ
ル
へ
は
懸
垂
下
降
で
降
り
る
。
ザ
イ
ル
で

結
ば
れ
た
私
達
は
一
心
同
体
だ
。
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
唄
う
ミ
ス
タ
ー
・

タ
ン
ブ
リ
ー
マ
ン
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
Ⅳ
峰
へ
と
登

る
。
こ
こ
か
ら
再
び
懸
垂
下
降
で
Ⅳ
。
Ｖ
の
コ
ル
に
降
り
立
っ
た
と
こ
ろ

で
夕
刻
の
五
時
、
そ
ろ
そ
ろ
行
動
を
打
ち
切
ろ
う
。
コ
ル
の
三
の
窓
谷
側

に
雪
洞
を
掘
る
。

三
月
十
三
日
（
晴
れ
）
。
梯
子
谷
乗
越
を
た
っ
て
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、

今
日
も
晴
天
の
一
日
と
な
る
。
山
良
し
仲
間
良
し
天
気
も
良
し
で
、
嬉
々

と
し
て
雪
稜
を
辿
り
、
Ｖ
峰
へ
登
る
。
Ｖ
・
Ⅵ
峰
間
は
急
峻
に
切
れ
落
ち

キ
レ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
長
次
郎
谷
に
急
角
度
に
落
ち
る
ル
ン
ゼ
を
八

十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
り
、
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
Ｖ
・
Ⅵ
の
コ
ル
に
出

る
。
昨
春
は
雪
の
降
る
中
を
１
．
Ⅱ
の
コ
ル
か
ら
こ
こ
ま
で
し
か
来
れ
な

か
っ
た
。

Ｖ
・
Ⅵ
の
コ
ル
か
ら
八
シ
峯
主
稜
も
上
半
に
入
る
。
Ⅵ
峰
の
登
り
は
下

半
と
は
逆
に
長
次
郎
谷
側
に
張
り
出
す
雪
庇
を
気
づ
か
い
急
な
雪
壁
、
ナ

イ
フ
リ
ッ
ジ
を
登
高
し
て
い
く
。
頭
か
ら
Ⅵ
。
Ⅶ
の
コ
ル
へ
は
懸
垂
下

降
、
細
長
い
頂
稜
を
辿
り
Ⅶ
峰
に
到
り
、
再
び
懸
垂
下
降
で
Ⅶ
。
Ⅷ
の
コ

ル
に
。
そ
し
て
約
五
十
メ
ー
ト
ル
の
胸
の
つ
か
え
る
様
な
急
な
雪
壁
を
登

っ
た
後
、
細
い
細
い
雪
稜
を
進
み
、
Ⅷ
峰
へ
・
次
は
八
シ
峯
の
頭
だ
。
Ⅷ

峰
か
ら
い
っ
た
ん
少
し
下
降
し
、
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
雪
壁
を
登
り
、
ハ

イ
松
が
二
、
三
本
は
え
て
い
る
岩
稜
を
渡
り
終
え
、
八
シ
峯
の
最
後
の
峯

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
。
い
つ
と
き
の
楽
し
い
憩
を
終
え
、
岩
稜
を
池
の
谷

乗
越
へ
下
れ
ば
、
あ
と
は
通
い
慣
れ
た
雪
の
稜
線
を
一
路
本
峰
へ
駆
け
て

行
く
ば
か
り
だ
。
そ
こ
か
ら
三
十
分
あ
ま
り
で
私
達
は
剣
の
本
峰
に
立
っ

た
。
見
ず
知
ら
ず
だ
っ
た
山
崎
と
パ
ー
テ
ィ
を
組
み
、
お
互
い
己
れ
の
一

挙
一
動
に
責
任
を
持
つ
よ
う
心
が
け
て
き
た
が
、
こ
う
し
て
鹿
島
槍
を
、

黒
部
別
山
を
、
八
シ
峯
を
面
白
く
登
り
得
た
こ
と
が
無
性
に
嬉
し
い
。
二

人
の
ト
レ
ー
ス
は
す
ぐ
に
で
も
消
え
る
。
し
か
し
、
鹿
島
槍
か
ら
剣
へ
、

二
人
が
共
有
し
た
豊
か
な
時
間
は
消
え
は
し
な
い
。
山
崎
が
握
手
を
求
め

て
き
た
が
、
天
邪
鬼
の
私
は
照
れ
く
さ
く
て
遠
慮
す
る
。
去
り
難
い
本
峰
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月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
か
ふ
年
も
又
旅
人
也
。
舟
の
上
に
生

涯
を
浮
か
べ
、
馬
の
口
と
ら
え
て
老
を
む
か
ふ
る
物
は
、
日
々
旅
に
し
て

旅
を
栖
と
す
。
古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。
予
も
い
づ
れ
の
年
よ
り

か
、
片
雲
の
風
に
さ
そ
は
れ
て
、
漂
泊
の
思
ひ
や
ま
ず
…
・
・
・

と
は
、
近
世
の
風
狂
詩
人
・
芭
蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
冒
頭
で
あ

る
が
、
芭
蕉
が
詩
の
世
界
を
旅
し
続
け
た
よ
う
に
、
私
は
山
を
旅
し
続
け

る
。
そ
し
て
旅
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
芭
蕉
と
の
強
い
連
帯
感
を
見
出

す
。

芭
蕉
の
旅
は
け
っ
し
て
物
見
遊
山
で
は
な
い
・
銀
難
辛
苦
を
自
ら
求

め
、
一
歩
一
歩
研
鑛
を
重
ね
、
己
れ
の
詩
を
錬
磨
す
る
陶
冶
の
場
で
あ
っ

た
。
私
の
山
登
り
も
そ
う
で
あ
り
た
い
、
そ
う
想
い
、
こ
の
数
年
間
無
我

夢
中
に
「
縦
と
横
の
山
旅
」
を
五
里
霧
中
模
索
し
続
け
て
来
た
。

も
と
も
と
私
に
は
、
「
積
雪
期
の
飛
騨
山
脈
を
縦
横
に
駆
け
廻
り
た
い
」

を
離
れ
、
早
月
尾
根
を
一
路
馬
場
島
へ
と
駆
け
下
っ
て
行
く
。
馬
場
島
山

荘
で
は
酒
井
ご
夫
妻
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
。

第
二
部
縦
の
山
旅

（
一
九
七
七
年
十
二
月
’
一
九
七
八
年
一
月
）

強
い
あ
こ
が
れ
が
あ
っ
た
。
七
七
年
春
の
鹿
島
槍
ヶ
岳
よ
り
剣
岳
に
到
る

積
雪
期
飛
騨
山
脈
の
横
断
を
実
現
し
た
後
、
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
励
ま

さ
れ
、
一
九
七
七
年
冬
、
親
し
ら
ず
よ
り
槍
ヶ
岳
に
到
る
積
雪
期
飛
騨
山

脈
の
縦
走
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
縦
走
を
す
る
の

な
ら
、
是
非
と
も
飛
騨
山
脈
と
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
と
の
唯
一
つ
の
接
点

で
あ
る
こ
の
親
し
ら
ず
を
縦
走
の
出
発
点
に
し
よ
う
と
考
え
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
親
を
思
う
ひ
ま
も
な
く
山
に
遊
び
呆
け
る
私
に
と
っ

て
、
こ
の
親
し
ら
ず
と
い
う
地
の
名
は
、
何
と
因
縁
め
い
て
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

私
と
共
に
縦
走
を
目
指
す
の
は
、
故
郷
奈
良
の
一
条
高
校
山
岳
部
で
同

じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
明
治
大
学
山
岳
部
の
松
田
研
一
、
七
六
年
ド
ゥ
ナ
ギ

リ
で
苦
楽
を
共
に
し
た
専
修
大
学
山
岳
部
の
増
田
多
喜
男
の
両
君
で
あ
っ

た
。

私
達
の
計
画
は
、
七
七
年
十
二
月
十
五
日
親
し
ら
ず
を
発
し
、
白
馬
岳

北
方
稜
線
、
後
立
山
連
峰
を
辿
り
、
槍
ヶ
岳
を
経
、
七
八
年
一
月
十
四
日

ま
で
に
西
穂
高
岳
に
到
着
せ
ん
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
七
七
年
十
月
水
晶

小
舎
、
十
一
月
白
馬
山
荘
に
、
そ
れ
ぞ
れ
十
五
日
分
の
食
糧
お
よ
び
燃
料

等
を
荷
上
げ
し
、
私
達
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
山
行
を
物
理
的
に
可
能
な
も

の
と
し
た
。
東
京
の
連
絡
所
は
、
無
理
を
言
い
明
治
大
学
山
岳
部
０
．
Ｂ

の
長
谷
川
さ
ん
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
万
全
を
期
し
、
上
野
発
の
夜

行
列
車
で
旅
立
っ
た
。
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十
二
月
十
五
日
（
晴
れ
）
。
朝
早
く
親
し
ら
ず
駅
に
着
く
。
冬
と
は
思

え
ぬ
暖
か
さ
に
と
ま
ど
い
を
覚
え
る
。
朝
食
を
と
り
夜
明
け
を
待
つ
・
夜

明
け
と
と
も
に
海
岸
に
走
り
、
海
抜
零
メ
ー
ト
ル
を
踏
み
し
め
る
。
駅
よ

り
国
道
八
号
線
を
右
手
に
日
本
海
を
見
や
り
な
が
ら
風
波
へ
と
進
む
。
こ

こ
よ
り
飛
騨
山
脈
の
山
中
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
。
風
波
川
沿
い
に
雪
の

散
在
す
る
道
を
辿
っ
て
行
く
。
う
っ
そ
う
と
し
た
杉
の
林
の
中
だ
。
飛
騨

山
脈
中
日
本
海
に
最
も
近
い
入
道
山
と
尻
高
山
と
の
鞍
部
・
二
本
松
峠
に

達
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
西
穂
を
目
指
し
飛
騨
山
脈
の

稜
線
を
辿
っ
て
行
く
訳
だ
。
峠
に
は
鄙
び
た
お
地
蔵
様
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、
ま
だ
飛
騨
山
脈
は
人
と
対
時
す
る
も
の
で
は
な

く
、
山
麓
の
人
達
の
生
活
の
一
領
域
な
の
だ
。
風
波
よ
り
朝
日
岳
ま
で
の

稜
線
に
は
、
青
海
町
の
さ
わ
が
に
山
岳
会
に
よ
り
栂
海
新
道
が
拓
か
れ
て

い
る
。
雪
の
少
な
い
今
冬
は
、
私
達
も
こ
の
新
道
の
恩
恵
を
授
か
る
。
重

荷
と
暖
冬
に
汗
だ
く
に
な
り
つ
つ
、
尻
高
山
、
坂
田
峠
を
越
え
て
行
く
。

白
烏
山
標
高
約
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
、
よ
う
や
く
冬
用
テ
ン
ト
が
張
れ
る

所
ま
で
、
初
日
は
順
調
に
歩
を
進
め
る
。

十
二
月
十
六
日
（
雨
）
。
冬
の
山
と
は
と
て
も
思
え
ぬ
暖
か
な
一
夜
を

明
か
す
。
テ
ン
ト
を
畳
み
、
白
鳥
山
へ
の
雪
が
ぬ
か
る
み
歩
き
に
く
い
道

を
行
く
。
白
烏
山
に
着
く
頃
、
く
せ
者
の
雨
が
降
り
出
す
。
シ
ョ
ポ
シ
ョ

ポ
と
雨
の
降
る
中
を
一
同
ト
ポ
ト
ポ
と
犬
ヶ
岳
へ
続
く
稜
線
を
辿
っ
て
行

親
し
ら
ず
よ
り
白
馬
岳

く
。
菊
石
山
あ
た
り
よ
り
雨
足
が
強
く
な
っ
た
の
で
、
樹
林
帯
へ
逃
げ
込

み
テ
ン
ト
を
張
る
。

十
二
月
十
七
日
（
雨
の
ち
雲
）
。
早
朝
、
用
を
足
し
に
出
る
と
星
空
だ
。

こ
れ
は
し
め
た
。
六
時
半
に
出
発
す
る
が
、
小
一
時
間
も
た
た
ぬ
う
ち
に

憎
た
ら
し
い
雨
が
降
り
出
す
。
何
の
こ
と
は
な
い
、
低
気
圧
の
前
面
の
ほ

ん
の
一
時
的
な
晴
れ
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
雨
足
は
昨
日
よ
り
も
ず
っ
と

強
い
・
全
身
ズ
ブ
濡
れ
、
靴
の
中
は
チ
ャ
ポ
ン
チ
ャ
ボ
ン
と
音
を
立
て
て

い
る
。
起
伏
の
激
し
い
犬
ヶ
岳
ま
で
の
稜
線
に
は
ゲ
ン
ナ
リ
と
さ
せ
ら
れ

る
。
煙
草
を
吸
う
気
さ
え
起
ら
な
い
。
犬
ヶ
岳
直
下
よ
り
雨
は
麦
と
変
わ

り
、
風
も
勢
い
を
増
し
て
く
る
。
手
足
が
か
じ
か
み
凍
傷
が
気
遣
わ
れ

る
。
十
五
分
ば
か
り
急
登
に
喘
ぎ
、
犬
ヶ
岳
の
肩
に
飛
び
出
る
。
そ
こ
に

は
小
舎
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
栂
海
山
荘
だ
。
九
死
に
一
生
を
得
る
思
い

で
小
舎
に
飛
び
込
む
。
犬
ヶ
岳
あ
た
り
は
、
今
ま
で
の
稜
線
か
ら
一
転
し

白
銀
の
世
界
と
な
る
。
こ
う
で
な
い
と
冬
の
山
は
お
も
し
ろ
く
な
い
。

＋
二
月
十
八
日
（
吹
雪
）
。
五
時
す
ぎ
に
目
を
さ
ま
し
、
外
の
様
子
を

う
か
が
う
と
吹
雪
。
残
念
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
よ
う
。
九
時
す
ぎ
突
如

日
が
差
し
、
外
に
出
る
と
、
明
星
山
、
日
本
海
か
ら
辿
り
来
し
山
稜
が
望

め
る
で
は
な
い
か
。
大
慌
て
で
小
舎
の
中
を
か
た
づ
け
出
発
す
る
。
皆
嬉

嬉
と
し
て
い
る
。
犬
ヶ
岳
よ
り
し
ば
ら
く
馬
の
背
状
の
尾
根
が
続
く
。
春

は
越
後
側
に
大
き
く
雪
庇
が
張
り
出
し
そ
う
だ
。
犬
ヶ
岳
を
越
え
る
頃
、

ま
た
し
て
も
日
は
隠
れ
吹
雪
と
な
る
。
さ
わ
が
に
山
か
ら
は
、
二
重
山
稜

ぎ
み
の
広
い
尾
根
が
坦
々
と
続
く
。
腰
ま
で
も
埋
ま
る
ラ
ッ
セ
ル
を
続
け
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る
。
さ
わ
が
に
山
と
黒
岩
山
と
の
中
間
点
あ
た
り
で
、
急
に
視
界
が
悪
く

な
り
、
や
む
な
く
テ
ン
ト
を
張
る
。
テ
ン
ト
さ
え
張
れ
ば
後
は
楽
し
い
時

間
だ
。
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
歌
謡
曲
を
口
ず
さ
み
、
へ
ぼ
将
棋
に
興
じ

る
。

十
二
月
十
九
日
（
吹
雪
）
。
今
日
も
ま
た
吹
雪
。
そ
の
上
、
視
界
も
あ

ま
り
効
か
な
い
。
し
か
し
、
少
し
で
も
前
へ
進
も
う
。
ラ
ッ
セ
ル
は
腰
ま

で
没
す
る
。
坦
々
と
し
た
尾
根
は
実
に
単
調
だ
。
一
歩
進
め
ば
一
歩
西
穗

が
近
づ
く
、
と
己
れ
を
励
ま
し
深
雪
と
闘
う
。
美
し
い
樹
氷
の
花
咲
く
黒

岩
山
を
越
え
、
大
雪
原
と
な
っ
た
黒
岩
平
に
入
る
と
、
何
も
目
標
に
す
る

も
の
も
な
く
、
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
難
儀
だ
。

十
二
月
二
＋
日
（
地
吹
雪
の
ち
吹
雪
）
。
五
時
、
炊
事
用
の
雪
取
り
に

外
へ
出
る
と
、
何
と
星
空
で
は
な
い
か
。
勇
躍
七
時
出
発
。
し
か
し
、
黒

岩
平
を
横
切
り
終
え
る
も
の
の
三
十
分
後
に
は
地
吹
雪
と
な
り
、
三
時
間

も
長
栂
山
へ
続
く
広
い
樹
林
の
尾
根
を
ラ
ッ
セ
ル
し
続
け
て
い
る
と
、
元

の
木
阿
弥
、
吹
雪
と
な
る
。
長
栂
山
直
下
二
○
○
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
あ

や
め
平
で
あ
ろ
う
所
よ
り
吹
雪
は
に
わ
か
に
厳
し
さ
を
加
え
、
視
界
も
殆

ど
効
か
な
く
な
り
傾
斜
さ
え
判
然
と
し
な
い
。
こ
う
な
る
と
雪
は
ま
さ
に

白
魔
だ
。
幸
い
視
力
二
・
○
の
増
田
が
標
識
を
見
つ
け
窮
地
を
脱
す
る
。

だ
が
、
腰
ま
で
没
す
る
登
高
は
相
変
ら
ず
苦
し
い
・
喘
ぎ
喘
ぎ
よ
う
や
く

の
こ
と
で
長
栂
山
の
細
長
い
頂
の
一
端
に
出
る
が
、
吹
雪
は
い
よ
い
よ
猛

り
狂
い
前
も
向
け
な
い
。
こ
れ
で
は
テ
ン
ト
は
張
れ
ま
い
。
黒
岩
山
方
向

に
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
栂
の
林
の
中
に
テ
ン
ト
を
張
る
。

十
二
月
二
十
一
日
（
吹
雪
）
。
例
に
よ
っ
て
例
の
如
く
吹
雪
の
朝
を
迎

え
る
。
そ
れ
で
も
、
十
時
頃
若
干
視
界
が
効
き
始
め
た
の
で
、
敢
え
て
出

発
す
る
。
頂
上
に
辿
り
着
く
と
再
び
視
界
が
悪
化
し
、
ど
う
に
も
手
の
施

し
よ
う
も
な
い
・
も
と
来
た
道
を
帰
ろ
う
と
す
る
が
、
リ
ン
グ
ワ
ン
デ
リ

ン
グ
を
犯
し
て
し
ま
う
。
こ
う
な
れ
ば
ど
う
に
で
も
な
れ
と
居
直
り
、
頂

上
に
設
営
す
る
。

十
二
月
二
十
二
日
（
吹
雪
）
。
夜
来
の
降
雪
は
二
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
も

あ
っ
た
ろ
う
か
。
お
陰
で
午
前
一
時
は
松
田
、
四
時
は
増
田
、
六
時
は
私

と
テ
ン
ト
の
除
雪
に
大
童
だ
。
除
雪
す
れ
ど
も
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
雪
中
に

没
す
る
感
が
あ
る
。
ど
う
も
テ
ン
ト
場
は
吹
き
留
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。
夜

明
け
と
と
も
に
テ
ン
ト
を
移
す
。
執
念
深
く
天
候
回
復
の
隙
を
う
か
が
い

続
け
る
。
し
か
し
終
日
風
雪
収
ま
ら
ず
、
く
や
し
い
が
、
入
山
以
来
初
の

停
滞
と
す
る
。

十
二
月
一
一
十
三
日
（
快
晴
）
。
や
っ
た
あ
、
快
晴
だ
。
ま
る
で
宝
く
じ

に
当
っ
た
か
の
様
に
小
踊
り
し
、
苦
闘
を
強
い
ら
れ
た
長
栂
の
頂
を
後
に

す
る
。
樹
氷
の
花
咲
く
栂
の
林
を
、
戯
れ
く
ぐ
り
抜
け
る
。
春
を
思
わ
せ

る
日
が
眩
し
い
。
ク
ラ
ス
ト
し
た
斜
面
を
登
り
切
る
と
、
朝
日
の
頂
だ
っ

た
。
頂
か
ら
の
展
望
は
雄
大
そ
の
も
の
だ
。
思
え
ば
、
親
し
ら
ず
の
海
浜

に
立
っ
て
以
来
の
晴
天
だ
。
辿
り
来
し
北
海
の
荒
磯
か
ら
の
長
き
稜
線
、

剣
の
北
方
稜
線
、
そ
し
て
私
達
の
当
面
の
目
標
で
あ
る
白
馬
の
白
き
峰
が

す
ぐ
そ
こ
に
望
ま
れ
る
。
こ
の
調
子
、
こ
の
好
天
な
ら
ば
、
今
日
の
う
ち

に
白
馬
に
達
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
適
当
な
見
当
を
付
け
る
。
が
、
朝

(159）



日
の
下
り
で
こ
の
見
当
は
脆
く
も
覆
さ
れ
て
し
ま
う
。
と
に
か
く
雪
が
深

い
の
だ
。
胸
ま
で
も
潜
り
、
ま
る
で
泳
ぐ
か
の
様
に
し
て
脆
き
下
る
。
赤

男
山
を
汗
だ
く
に
な
り
ひ
た
す
ら
に
深
雪
を
漕
い
で
越
え
る
と
、
そ
こ
に

カ
モ
シ
カ
が
「
可
笑
し
な
奴
ら
が
や
っ
て
来
た
ぞ
」
と
、
怪
誘
そ
う
な
顔

し
て
私
達
を
見
詰
め
て
い
る
。
雪
倉
岳
に
腹
を
す
か
し
這
い
登
る
頃
、
日

は
能
登
の
半
島
に
沈
ま
ん
と
し
て
い
る
。
夏
道
を
黒
部
か
ら
の
冷
い
風
に

煽
ら
れ
煽
ら
れ
駆
け
下
り
、
雪
倉
避
難
小
舎
へ
と
入
る
。

十
二
月
二
＋
四
日
（
吹
雪
）
。
晴
天
は
残
念
な
が
ら
一
日
限
り
で
あ
っ

た
。
再
び
吹
雪
の
朝
を
迎
え
る
。
こ
ん
な
こ
と
な
ら
、
満
天
の
星
空
の
昨

日
白
馬
ま
で
行
け
ば
良
か
っ
た
と
悔
ま
れ
る
が
、
今
と
な
っ
て
は
後
の
祭

り
だ
。
午
後
一
時
す
ぎ
天
候
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
の
で
出
発
し
て

み
る
。
が
、
鉢
ヶ
岳
ま
で
行
く
と
、
頂
上
で
視
界
が
僅
か
に
五
メ
ー
ト
ル

位
し
か
効
か
な
く
な
り
、
行
く
手
が
皆
目
判
断
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
進

め
な
い
・
敢
え
無
く
小
舎
へ
取
っ
て
返
す
。

十
二
月
二
十
八
日
（
吹
雪
の
ち
晴
れ
）
。
小
舎
の
外
で
は
ゴ
ー
ゴ
ー
と

吹
雪
が
猛
り
狂
っ
て
い
る
。
遥
か
な
る
西
穂
を
目
指
す
私
達
に
と
っ
て
一

日
の
停
滞
で
も
時
間
が
惜
し
く
て
な
ら
な
い
。
も
う
二
日
も
停
滞
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
夜
の
天
気
図
か
ら
す
る
と
、
今
日
は
何
と
か
天

候
も
好
転
す
る
は
ず
な
の
だ
が
、
目
を
覚
ま
し
外
に
出
て
見
れ
ば
、
ま
た

ま
た
吹
雪
。
そ
れ
で
も
、
風
の
勢
い
の
弱
ま
っ
た
七
時
頃
、
出
発
の
支
度

を
整
え
、
三
人
寄
り
添
っ
て
好
転
を
じ
っ
と
待
つ
・
風
の
鎮
ま
っ
た
九
時

す
ぎ
、
い
ざ
出
発
と
腰
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
ド
ア
の
ノ
ブ
が
凍
っ
て
動
か

十
二
月
二
＋
九
日
（
晴
れ
の
ち
雪
）
。
珍
し
く
好
天
が
二
日
も
続
く
。

さ
あ
不
帰
の
嶮
を
越
え
唐
松
岳
へ
と
気
は
は
や
る
。
杓
子
岳
、
鑓
ヶ
岳
と

冬
の
稜
線
を
漫
歩
し
天
狗
の
頭
へ
・
こ
の
あ
た
り
か
ら
眺
め
る
剣
の
八
シ

峯
、
黒
部
の
別
山
は
絶
景
だ
。
遥
か
彼
方
に
は
槍
の
穂
先
も
望
ま
れ
る
。

あ
の
峯
に
た
て
る
の
は
い
つ
の
こ
と
か
。
天
狗
の
大
下
り
は
一
気
に
駆
け

下
る
が
、
た
だ
気
に
掛
か
る
の
は
先
行
者
の
ト
レ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
。
他

人
の
ト
レ
ー
ス
を
辿
る
の
は
嫌
な
も
の
だ
。
不
帰
の
嶮
は
念
の
為
に
ザ
イ

な
い
。
大
慌
て
で
コ
ン
ロ
を
取
り
出
し
ノ
ド
を
温
め
る
。
九
時
半
、
よ
う

や
く
の
こ
と
で
ド
ア
が
開
き
、
外
へ
抜
け
出
る
。
晴
天
だ
。
小
舎
は
こ
の

四
日
間
の
猛
吹
雪
で
海
老
の
尻
尾
が
一
面
に
付
着
し
、
氷
の
家
と
化
し
て

い
る
。
容
赦
な
き
猛
吹
雪
か
ら
私
達
を
守
っ
て
く
れ
た
小
舎
へ
の
感
謝
の

気
持
で
胸
が
一
杯
に
な
る
。
元
気
よ
く
白
馬
へ
と
出
発
。
二
十
四
日
引
き

返
し
た
鉢
ヶ
岳
の
通
過
は
、
視
界
さ
え
効
け
ば
何
の
問
題
も
な
い
。
三
国

境
に
て
入
山
以
来
初
め
て
登
山
者
に
出
会
う
。
農
大
山
岳
部
の
連
中
だ
。

そ
し
て
、
黒
部
か
ら
の
猛
烈
な
吹
き
上
げ
に
煽
ら
れ
白
馬
の
頂
に
辿
り
着

く
。
親
し
ら
ず
出
発
以
来
実
に
十
四
日
も
の
時
間
を
費
し
て
し
ま
っ
た
。

さ
っ
そ
く
白
馬
山
荘
に
這
入
り
、
昨
秋
増
田
と
私
と
で
荷
上
げ
し
た
食

糧
、
燃
料
を
回
収
し
整
理
に
取
り
掛
か
る
。
ま
だ
昼
す
ぎ
だ
が
、
久
し
振

り
に
食
糧
、
燃
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
さ
さ
や
か
な
ご
ち
そ
う
を
し
よ

シ
、
●
ノ
。

白
馬
岳
よ
り
水
晶
小
舍
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ル
を
使
う
が
、
取
り
立
て
て
問
題
と
な
る
よ
う
な
箇
所
は
な
い
。
Ⅱ
峰
通

過
の
頃
よ
り
雪
が
ち
ら
つ
き
始
め
る
。
唐
松
の
頂
を
踏
み
、
夕
闇
迫
る
頃

唐
松
冬
期
小
舎
に
入
る
。

十
二
月
三
十
日
（
吹
雪
の
ち
地
吹
雪
の
ち
晴
れ
）
。
吹
雪
の
中
を
出
発
。

大
黒
岳
の
通
過
は
思
い
の
ほ
か
悪
く
ザ
イ
ル
を
使
う
。
黒
部
か
ら
の
猛
烈

な
吹
き
上
げ
に
抗
し
な
が
ら
五
竜
小
舎
へ
・
唐
松
同
様
に
こ
の
あ
た
り
も

人
間
臭
い
所
だ
。
遠
見
尾
根
に
は
、
悪
天
を
つ
き
登
り
来
る
人
達
の
列
が

え
ん
え
ん
と
続
い
て
い
る
。
小
舎
で
一
時
間
ば
か
り
天
候
の
回
復
を
待
っ

て
い
る
と
、
日
が
差
し
始
め
て
き
た
の
で
、
五
竜
岳
の
登
り
に
取
り
掛
か

る
。
雪
は
不
安
定
だ
。
堅
雪
の
上
に
乾
燥
雪
が
積
っ
て
い
る
。
五
竜
の
下

り
よ
り
八
峰
の
キ
レ
ッ
ト
が
始
ま
る
。
下
り
口
か
ら
Ｇ
五
の
頭
ま
で
要
所

要
所
に
ザ
イ
ル
を
使
い
、
気
を
つ
け
て
下
る
。
鹿
島
槍
の
大
き
な
双
つ
の

峰
は
近
く
に
見
え
な
が
ら
一
向
に
近
く
な
ら
な
い
。
キ
レ
ッ
ト
小
舎
ま
で

行
こ
う
と
思
う
が
、
Ｇ
五
の
頭
と
小
舎
の
中
間
点
あ
た
り
で
日
が
暮
れ
、

雪
の
斜
面
を
削
り
テ
ン
ト
場
を
作
る
。

十
二
月
三
十
一
日
（
葵
）
。
奏
で
体
中
を
ピ
シ
ョ
濡
れ
に
し
な
が
ら
湿

雪
の
積
っ
た
状
態
の
悪
い
険
を
進
み
、
キ
レ
ッ
ト
小
舎
に
駆
け
込
む
。
五

竜
方
面
に
戻
る
明
電
舎
山
岳
部
の
方
よ
り
、
心
温
ま
る
コ
コ
ア
を
頂
戴
す

る
。
ま
だ
九
時
す
ぎ
だ
が
、
こ
の
雲
で
は
さ
す
が
に
小
舎
を
出
る
気
は
起

き
な
い
。
せ
め
て
大
晦
日
は
こ
の
小
舎
で
快
適
に
過
ご
し
た
い
。
コ
ン
ロ

を
点
け
皆
で
せ
っ
せ
と
濡
れ
物
を
乾
か
し
、
一
九
七
七
年
最
後
の
夜
を
明

か
す
。

一
月
一
日
（
吹
雪
）
。
元
旦
は
吹
雪
の
中
で
迎
え
る
。
で
も
少
し
で
も

進
も
う
。
あ
と
私
達
に
残
さ
れ
た
日
数
は
二
週
間
と
な
っ
た
。
吹
雪
の
日

で
も
動
け
る
な
ら
少
し
で
も
進
ま
な
け
れ
ば
、
西
穂
は
と
て
も
覚
束
な

い
。
キ
レ
ッ
ト
底
ま
で
は
ザ
イ
ル
を
使
い
一
歩
一
歩
慎
重
に
進
む
。
底
か

ら
は
堅
雪
に
ア
イ
ゼ
ン
を
軋
ま
せ
、
鹿
島
槍
の
北
峰
を
目
指
し
揚
々
と
登

っ
て
行
く
。
北
峰
の
頂
に
立
つ
と
い
つ
も
想
う
の
は
、
村
田
原
、
小
西
宗

明
両
氏
に
よ
っ
て
果
さ
れ
た
一
九
三
六
年
一
月
の
鹿
島
槍
北
壁
厳
冬
期
初

登
筆
と
、
登
塞
後
の
風
雪
の
ビ
寺
ハ
ー
ク
の
こ
と
で
あ
る
。
登
肇
の
価
値
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
あ
の
当
時
の
粗
末
な
装
備
で
、
よ
く
ぞ
ビ
バ
ー
ク
し

生
還
し
得
た
も
の
だ
と
、
彼
ら
の
強
力
な
生
命
力
に
驚
嘆
せ
ず
に
は
お
れ

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
鹿
島
槍
は
私
の
「
縦
の
山
旅
」
と
「
横
の
山
旅
」

と
の
接
点
で
あ
る
こ
と
を
想
っ
た
。
想
え
ば
、
昨
春
の
「
横
の
山
旅
」

ｌ
鹿
島
槍
よ
り
剣
ｌ
で
も
吹
雪
の
中
で
あ
っ
た
。
夏
、
秋
を
経
て
再

び
新
た
な
仲
間
と
と
も
に
「
縦
の
山
旅
」
の
旅
中
に
こ
の
鹿
島
槍
に
た
て

た
こ
と
が
嬉
し
い
。
南
峰
か
ら
は
、
登
山
者
も
多
く
舗
装
さ
れ
た
様
な
雪

道
を
冷
池
へ
と
駆
け
下
る
。
冷
池
は
テ
ン
ト
の
村
だ
。
降
雪
の
続
く
中
爺

ヶ
岳
を
ト
ラ
寺
ハ
ー
ス
し
、
種
池
に
到
着
し
荷
を
降
ろ
す
。
予
定
が
大
幅
に

遅
れ
て
い
る
私
達
に
と
っ
て
元
旦
を
鹿
島
槍
の
乗
越
し
に
過
ご
せ
た
の

は
、
せ
め
て
も
の
慰
み
だ
っ
た
。

一
月
二
日
（
雪
）
。
風
は
収
ま
る
が
相
変
ら
ず
降
雪
は
続
い
て
い
る
。

天
候
が
た
だ
の
雪
な
ら
ば
良
し
と
し
て
行
動
を
開
始
せ
ね
ば
な
る
ま
い
・

岩
小
屋
沢
岳
の
登
り
は
い
つ
来
て
も
長
い
。
そ
の
上
今
日
は
ブ
レ
イ
カ
ブ
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ル
な
ク
ラ
ス
ト
に
悩
ま
さ
れ
る
。
新
越
乗
越
、
鳴
沢
岳
を
通
り
抜
け
赤
沢

岳
へ
。
こ
の
頃
よ
り
雪
が
一
時
止
み
日
が
差
す
。
ス
等
ハ
リ
、
針
の
木
あ
た

り
は
、
ク
ラ
ス
ト
し
た
堅
雪
の
稜
線
を
ア
イ
ゼ
ン
を
小
気
味
よ
く
軋
ま
せ

て
進
む
。
針
の
木
の
頂
か
ら
は
、
雪
の
中
に
蓮
華
岳
か
ら
烏
帽
子
岳
に
到

る
大
き
く
弩
曲
し
た
稜
線
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
起
伏
の
激
し
い
こ
の

稜
線
に
は
苦
闘
を
強
い
ら
れ
そ
う
だ
。
疲
れ
た
足
を
引
き
ず
り
今
宵
の
泊

り
場
の
峠
へ
と
静
か
に
下
る
。

一
月
三
日
（
晴
れ
の
ち
吹
雪
）
。
蓮
華
の
登
り
は
束
の
間
の
晴
れ
間
を

捉
え
気
持
よ
く
ク
ラ
ス
ト
し
た
斜
面
を
駆
け
登
る
。
夏
の
蓮
華
岳
あ
た
り

は
、
蓮
華
で
は
な
く
駒
草
が
砂
礫
の
中
に
身
を
潜
め
可
憐
な
花
を
咲
か
せ

て
い
る
所
だ
。
白
き
蓮
華
浄
土
か
地
獄
か
知
ら
ぬ
が
、
私
達
は
今
一
面
に

雪
と
い
う
花
に
覆
わ
れ
た
高
嶺
で
苦
闘
を
続
け
て
い
る
。
蓮
華
の
長
い
下

り
を
終
え
る
頃
よ
り
雪
が
舞
い
始
め
る
。
そ
し
て
、
北
葛
岳
に
立
つ
頃
吹

雪
と
の
闘
い
が
再
び
始
ま
る
。
こ
こ
か
ら
七
倉
岳
へ
と
続
く
稜
線
は
、
樹

林
に
迷
彩
さ
れ
て
い
る
が
、
高
瀬
側
は
荒
々
し
く
崩
壊
し
、
起
伏
も
激
し

い
。
急
峻
な
尾
根
の
登
り
下
り
に
注
意
を
払
い
、
要
所
に
ザ
イ
ル
を
使
い

心
し
て
歩
を
進
め
て
行
く
。
七
倉
岳
を
越
え
舟
窪
冬
期
小
舎
に
入
る
。

一
月
四
日
（
吹
雪
）
。
吹
雪
を
つ
き
、
烏
帽
子
を
目
指
し
出
発
。
舟
窪

岳
の
通
過
に
は
予
想
外
の
時
間
を
費
し
て
し
ま
う
。
細
い
雪
稜
、
腰
ま
で

も
没
す
る
急
傾
斜
の
ラ
ッ
セ
ル
に
手
こ
ず
り
、
頂
上
到
着
は
昼
す
ぎ
と
な

る
。
こ
こ
か
ら
不
動
岳
へ
も
難
渋
を
極
め
る
。
低
き
が
故
の
樹
林
帯
の
中

の
深
い
ラ
ッ
セ
ル
に
加
え
、
高
瀬
側
の
崩
壊
の
せ
い
で
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
難
か
し
い
・
舟
窪
の
下
り
で
熊
か
カ
モ
シ
カ
か
判
然
と
せ
ぬ

獣
を
前
方
三
○
○
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
に
見
か
け
、
度
胆
を
抜
か
れ
る
。
不

動
岳
に
着
く
や
否
や
吹
雪
は
い
よ
い
よ
猛
り
狂
い
、
ほ
う
ほ
う
の
態
で
南

沢
岳
方
向
の
樹
林
帯
に
逃
げ
込
む
様
に
し
て
下
り
テ
ン
ト
を
張
る
。

一
月
五
日
（
吹
雪
）
。
ま
た
ま
た
と
表
現
す
る
以
外
に
な
い
が
、
今
日

も
吹
雪
の
朝
を
迎
え
る
。
昨
夜
の
冷
え
込
み
は
厳
し
く
、
濡
れ
た
シ
ュ
ラ

フ
の
中
で
ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず
じ
っ
と
朝
を
待
っ
て
い
た
。
南
沢
岳
へ
の

登
り
は
腰
、
所
に
よ
っ
て
は
胸
ま
で
も
埋
る
深
い
ラ
ッ
セ
ル
を
続
け
る
。

雪
粒
が
容
赦
な
く
顔
面
に
打
ち
付
け
て
来
る
中
を
、
そ
れ
こ
そ
無
我
夢
中

に
な
っ
て
南
沢
岳
を
越
え
る
。
烏
帽
子
は
高
瀬
側
を
ト
ラ
ー
バ
ー
ス
し
、

小
舎
に
飛
び
込
む
。
北
葛
、
舟
窪
、
不
動
、
南
沢
岳
と
飛
騨
山
脈
の
中
で

忘
れ
ら
れ
た
山
々
に
針
の
木
で
の
予
想
以
上
に
苦
闘
を
強
い
ら
れ
た
。
小

舎
の
中
に
吊
さ
れ
た
温
度
計
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
を
指
し
て
い
る
。
昨
夜

の
寒
さ
に
合
点
が
行
く
。

烏
帽
子
ま
で
来
る
と
西
穂
は
が
ぜ
ん
近
く
に
感
じ
る
。
し
か
し
、
私
達

に
残
さ
れ
た
日
数
は
あ
と
九
日
。
こ
の
悪
天
を
思
う
と
、
決
し
て
余
裕
の

あ
る
行
程
で
は
な
い
。

一
月
六
日
（
吹
雪
）
。
午
前
九
時
吹
雪
の
勢
力
の
弱
ま
る
の
を
見
計
ら

い
、
水
晶
の
小
舎
へ
向
け
出
発
。
三
シ
岳
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
猛
烈
な

風
が
東
沢
よ
り
吹
き
上
げ
て
来
る
。
途
中
、
野
口
五
郎
小
舎
に
憩
う
。
そ

し
て
、
再
び
激
し
く
風
雪
の
吹
き
晒
す
稜
線
を
辿
っ
て
行
く
。
今
日
の
難

所
で
あ
る
東
沢
乗
越
か
ら
の
急
峻
な
山
稜
を
無
事
通
過
、
水
晶
小
舎
に
入
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縦と槙の山旅

一
月
七
日
（
吹
雪
）
。
と
に
か
く
も
の
す
ご
い
風
が
吹
き
ま
く
っ
て
い

る
。
増
田
と
松
田
で
ザ
イ
ル
を
結
び
赤
岳
の
下
り
口
ま
で
様
子
を
見
に
行

く
が
、
風
に
煽
ら
れ
ほ
う
ほ
う
の
態
で
戻
っ
て
来
る
。
視
界
は
僅
か
に
五

メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
で
は
前
へ
進
め
ま
い
。
こ
こ
に
来
て
の
停
滞
は
実
に
痛

い
。
せ
め
て
三
俣
小
舎
ま
で
は
進
み
た
か
っ
た
。
私
達
に
残
さ
れ
た
日
数

は
あ
と
七
日
、
は
た
し
て
西
穂
ま
で
行
け
る
か
。
そ
れ
よ
り
私
達
の
下
山

路
は
、
飛
騨
山
脈
の
真
っ
た
だ
中
、
こ
の
水
晶
小
舎
に
あ
っ
て
は
槍
を
越

え
る
以
外
に
は
な
い
。
ど
う
し
て
も
槍
ま
で
は
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
月
八
日
（
吹
雪
）
。
気
味
の
悪
い
朝
焼
け
だ
。
案
の
定
、
七
時
出
発

の
頃
に
は
野
口
五
郎
が
雪
に
隠
れ
、
岩
苔
乗
越
あ
た
り
で
吹
雪
と
な
っ
て

し
ま
う
。
ワ
リ
モ
、
鷲
羽
岳
あ
た
り
は
カ
チ
ン
カ
チ
ン
に
ク
ラ
ス
ト
し
て

い
る
。
雪
の
中
に
白
い
雲
の
平
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
三
俣
小
舎
の
前

で
小
休
止
。
こ
の
三
俣
、
黒
部
五
郎
の
黒
部
源
流
で
鬼
窪
善
一
郎
か
ら
山

で
生
活
す
る
こ
と
を
教
わ
っ
て
か
ら
七
年
の
歳
月
が
た
っ
た
。
あ
の
頃
の

想
い
出
が
脳
裏
を
掠
め
て
行
く
。

三
俣
蓮
華
の
頂
に
立
つ
や
、
吹
雪
は
激
し
さ
を
増
し
、
視
界
は
全
く
ゼ

ロ
．
冬
の
縦
走
で
視
界
が
効
か
ぬ
く
ら
い
恐
ろ
し
い
こ
と
は
な
い
・
幸
い

な
こ
と
に
増
田
が
二
年
前
の
冬
、
吹
雪
の
日
に
三
俣
・
双
六
間
を
ト
レ
ー

る
。
小
舎
に
は
松
田
が
昨
秋
十
月
に
明
治
大
学
山
岳
部
の
吉
田
、
北
村
両

君
の
手
を
借
り
、
食
糧
、
燃
料
等
を
荷
上
げ
し
て
あ
る
。

水
晶
小
舍
よ
り
槍
ヶ
岳

ス
し
て
い
る
の
で
、
増
田
の
リ
ー
ド
に
頼
り
双
六
岳
目
指
し
磁
石
片
手
に

南
へ
と
進
む
。
吹
雪
に
抗
し
歩
き
続
け
る
こ
と
二
時
間
あ
ま
り
、
よ
う
や

く
私
達
の
い
つ
と
き
の
安
息
地
双
六
小
舎
を
眼
前
に
し
安
堵
す
る
。

一
月
九
日
（
吹
雪
）
。
低
気
圧
の
通
過
に
伴
な
い
猛
吹
雪
と
な
る
。
停

滞
。
私
達
に
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
と
五
日
。
西
穂
に
達
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。

一
月
十
日
（
吹
雪
）
。
案
の
定
吹
雪
だ
が
勢
い
が
弱
い
の
で
、
い
ざ
槍

へ
と
出
発
す
る
。
樅
沢
岳
ま
で
は
何
と
か
行
け
た
が
、
そ
の
先
が
行
け
な

い
・
視
界
が
悪
い
為
雪
稜
が
ど
う
続
い
て
い
る
の
か
皆
目
分
ら
な
い
。
吹

雪
も
勢
力
を
増
し
て
来
る
。
引
き
返
そ
う
。
こ
れ
で
西
穗
へ
達
す
る
こ
と

は
八
割
方
望
め
ま
い
・
縦
走
を
果
す
こ
と
よ
り
も
、
十
四
日
ま
で
に
い
か

に
し
て
下
山
す
る
か
だ
。

｜
月
十
一
日
（
快
晴
）
。
嬉
し
い
こ
と
に
長
栂
山
以
来
の
快
晴
の
朝
を

迎
え
る
。
今
日
の
内
に
北
穂
に
行
け
れ
ば
、
西
穗
へ
の
可
能
性
も
生
ま
れ

て
く
る
。
昨
日
ど
う
し
て
も
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
樅
沢
の
下
り
も
視
界
さ

え
あ
れ
ば
何
て
こ
と
は
な
い
。
西
鎌
尾
根
は
適
度
に
ク
ラ
ス
ト
し
て
歩
き

易
い
・
穴
毛
谷
も
滝
谷
も
槍
・
穂
高
の
稜
線
も
真
っ
白
で
状
態
は
か
な
り

悪
そ
う
だ
。
千
丈
乗
越
の
手
前
で
九
時
の
天
気
図
を
取
る
と
、
低
気
圧
が

移
動
高
の
す
ぐ
う
し
ろ
に
続
い
て
い
る
。
西
穗
は
無
理
だ
ろ
う
か
。

千
丈
乗
越
か
ら
カ
チ
ン
カ
チ
ン
に
ク
ラ
ス
ト
し
た
槍
の
肩
へ
の
急
斜
面

を
登
っ
て
行
く
。
肩
に
着
い
て
槍
の
穂
先
を
見
上
げ
、
は
っ
と
驚
く
。
穂

先
全
体
が
厚
い
ベ
ル
グ
ラ
に
覆
わ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
槍
の
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姿
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
。
肩
の
小
舎
に
は
誰
も
居
な
い
。
そ
れ
は
そ
う

だ
、
今
日
は
一
月
十
一
日
だ
も
の
・
正
月
登
山
の
賑
わ
い
を
示
す
か
の
様

に
ゴ
ミ
が
山
と
積
も
り
、
う
ら
佗
し
い
。
な
に
は
と
も
あ
れ
槍
の
穂
先
に

登
ろ
う
。
頂
上
ま
で
厚
い
ベ
ル
グ
ラ
の
上
に
乾
燥
し
た
雪
が
ふ
あ
つ
と
積

っ
た
登
路
を
四
ピ
ッ
チ
の
隔
時
登
肇
で
登
る
。
午
後
一
時
、
海
抜
三
一
八

○
メ
ー
ト
ル
槍
ヶ
岳
に
立
つ
。
こ
の
状
態
で
は
今
日
の
う
ち
に
北
穗
と
い

う
の
は
無
理
だ
ろ
う
。
例
え
今
日
の
う
ち
に
辿
り
着
け
た
と
し
て
も
、
九

時
の
天
気
図
か
ら
し
て
十
四
日
ま
で
に
西
穂
に
達
し
下
山
す
る
こ
と
は
で

き
そ
う
に
な
い
。
喫
く
断
念
し
よ
う
。
遥
か
彼
方
に
は
白
馬
の
白
き
峰
が

望
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
想
い
を
断
っ
た
西
穂
は
手
の
届
か
ん
ば
か
り
の
位

置
に
あ
る
。
槍
・
穂
高
の
稜
線
は
何
と
し
て
も
通
り
た
か
っ
た
。

二
十
八
日
間
の
時
間
を
か
け
て
も
槍
に
し
か
辿
り
着
け
な
か
っ
た
。
そ

の
故
は
、
予
想
以
上
の
悪
天
で
あ
ろ
う
。
が
、
私
達
の
力
と
術
も
今
一
つ

足
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
謙
虚
に
反
省
し
た
い
。

残
り
少
な
い
フ
ィ
ル
ム
に
槍
登
頂
の
記
念
を
収
め
、
慎
重
に
肩
へ
と
下

る
。
槍
沢
を
、
目
的
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
無
念
さ
を
払
拭
す
る
か
の
様

に
駆
け
下
っ
て
行
く
。
今
宵
は
槍
沢
の
冬
期
小
舎
に
宿
ろ
う
。

一
月
十
二
日
（
吹
雪
）
。
吹
雪
の
朝
を
迎
え
、
昨
日
の
槍
沢
下
山
を
良

し
と
納
得
し
、
梓
川
沿
い
に
下
山
の
途
に
着
く
。
途
中
、
徳
沢
園
に
憩

い
、
夕
刻
六
時
夜
の
帳
の
お
り
た
沢
渡
に
到
着
。
こ
う
し
て
二
十
九
日
の

長
き
に
わ
た
っ
た
「
縦
の
山
旅
」
が
終
っ
た
。

八
補
記
Ｖ

積
雪
期
飛
騨
山
脈
の
全
山
規
模
的
縦
走
の
記
録
と
し
て
は
次
の
二
つ
が

あ
る
。

⑪
宇
奈
月
よ
り
西
穂
高
岳
へ

一
九
七
一
年
三
月
一
日
よ
り
四
月
四
日
の
三
五
日
を
費
し
、
日
本
大

学
山
岳
部
（
リ
ー
ダ
ー
Ⅱ
半
谷
伸
俊
、
山
本
芳
雄
、
中
塚
功
康
、
安

川
英
利
の
四
名
）
が
、
縦
走
し
て
い
る
。

②
犬
ヶ
岳
よ
り
槍
ヶ
岳
へ

一
九
七
三
年
一
月
七
日
よ
り
四
月
四
日
の
実
に
八
十
八
日
間
の
日
数

を
費
し
、
川
崎
山
岳
会
（
リ
ー
ダ
ー
Ⅱ
佐
藤
和
弘
、
他
一
名
）
が
、

小
滝
よ
り
入
山
し
南
岳
に
達
し
、
悪
天
に
穂
高
縦
走
を
諦
め
、
横
尾

尾
根
よ
り
下
山
し
て
い
る
。

八
記
録
概
要
Ｖ

仙
横
の
山
旅
ｌ
鹿
島
槍
か
ら
剣
岳
へ
の
横
断

隊
の
構
成
竹
中
昇
（
二
三
歳
）
早
稲
田
大
学
山
岳
部
、
山
崎
祐
和

（
二
一
歳
）
秀
峰
登
高
会

行
動
概
要
一
九
七
七
年

三
月
一
日
曇
り
安
曇
野
・
簗
場
よ
り
入
山
。
大
谷
原
を

経
て
、
荒
沢
出
合
・
昭
和
電
工
取
り
入
れ
小
舎

二
日
晴
れ
の
ち
雪
天
狗
尾
根
約
二
二
○
○
メ
ー
ト

ル
地
点
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縦と横の山旅

十
三
日

十
一
日

十
二
日

十
日

八
日

九
日

七
日

《
ハ
ロ
Ｈ

五
日

三
日

四
日

吹
雪
天
狗
の
鼻
（
二
三
四
○
メ
ー
ト
ル
）

吹
雪
荒
沢
の
頭
、
鹿
島
槍
北
壁
登
肇
は
諦
め

る吹
雪
鹿
島
槍
ヶ
岳
（
二
八
九
○
メ
ー
ト
ル
）

を
経
て
、
冷
池
小
舎

地
吹
雪
爺
ヶ
岳
（
二
六
七
○
メ
ー
ト
ル
）
、

岩
小
屋
沢
岳
（
二
六
三
○
メ
ー
ト
ル
）
、
鳴
沢

岳
（
二
六
四
一
メ
ー
ト
ル
）
を
経
、
赤
沢
岳
西

北
尾
根
を
下
降
し
末
端
部

雪
の
ち
晴
れ
黒
部
別
山
南
尾
根
に
取
り
付

き
、
Ｐ
七

晴
れ
南
尾
根
大
キ
レ
ッ
ト
を
越
え
、
Ｐ
一

吹
雪
黒
部
別
山
南
峰
（
二
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）

を
経
て
、
梯
子
谷
乗
越

快
晴
デ
ポ
回
収
で
き
ず
、
赤
沢
岳
西
北
尾
根

の
末
端
部
ま
で
残
置
の
食
糧
・
燃
料
の
逆
ポ
ッ

カ快
晴
八
シ
峯
Ｉ
峰
三
稜
に
取
り
付
き
、
Ｐ
六

雪
の
ち
晴
れ
三
稜
を
登
り
八
シ
峯
Ｉ
峰
（
二

六
五
○
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
Ⅳ
．
Ｖ
の
コ
ル

晴
れ
主
稜
を
辿
り
八
シ
峯
の
頭
に
至
る
。
剣

岳
（
二
九
九
七
メ
ー
ト
ル
）
に
達
し
、
早
月
尾

根
を
下
降
し
、
馬
場
島
山
荘

十
四
日
晴
れ
伊
折
へ
下
山

行
動
日
数
十
四
日
（
快
晴
日
数
二
日
、
晴
れ
日
数
三
日
、
曇
り
日

数
一
日
、
晴
れ
の
ち
雪
日
数
一
日
、
雪
の
ち
晴
れ
日
数
二

日
、
吹
雪
日
数
四
日
、
地
吹
雪
日
数
一
日
、
停
滞
日
数
な

し
）

②
縦
の
山
旅
Ｉ
親
知
ら
ず
よ
り
槍
ヶ
岳
へ
の
縦
走

隊
の
構
成
リ
ー
ダ
ー
Ⅱ
竹
中
昇
（
二
四
歳
）
早
稲
田
大
学
山
岳

部
、
増
田
多
喜
男
（
二
四
歳
）
専
修
大
学
山
岳
部
、
松
田

研
一
（
二
三
歳
）
明
治
大
学
山
岳
部

行
動
の
概
要
一
九
七
七
年
’
一
九
七
八
年

十
二
月
十
四
日
晴
れ
二
十
時
五
十
分
上
野
発
急
行
〃
越
前
〃

に
て
離
京

十
五
日
晴
れ
親
不
知
・
風
波
よ
り
入
山
。
白
烏
山

（
二
一
九
八
メ
ー
ト
ル
）
約
九
○
○
メ
ー
ト
ル

地
点

十
六
日
雨
白
鳥
山
を
経
て
、
菊
石
山
（
二
二
○
メ

ー
ト
ル
）

十
七
日
雨
の
ち
雲
犬
ヶ
岳
（
一
五
九
三
メ
ー
ト
ル
）

・
栂
海
山
荘

十
八
日
吹
雪
さ
わ
が
に
山
（
一
六
一
二
メ
ー
ト
ル
）

・
黒
岩
山
（
一
六
二
四
メ
ー
ト
ル
）
中
間
点

、
ｊ
Ｊ

Ｆ
Ｏ

《
ｈ
〉１く



二
十
五
日

二
十
六
日

二
十
七
日

二
十
八
日

二
十
九
日

二
十
四
日

十
九
日

二
十
日

二
十
一
日

二
十
二
日

二
十
三
日

三
‐
十
日

吹
雪
黒
岩
山

吹
雪
長
栂
山
（
二
二
六
七
メ
ー
ト
ル
）
直
下

吹
雪
長
栂
山

吹
雪
停
滞

快
晴
朝
日
岳
（
二
四
一
九
メ
ー
ト
ル
）
、
雪

倉
岳
（
二
六
二
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
、
雪
倉

岳
避
難
小
舎

吹
雪
鉢
ヶ
岳
（
二
五
六
三
メ
ー
ト
ル
）
ま
で

行
く
も
、
視
界
五
メ
ー
ト
ル
の
た
め
、
小
舎
に

引
き
返
す

吹
雪
停
滞

吹
雪
停
滞

吹
雪
停
滞

晴
れ
鉢
ヶ
岳
を
経
て
、
白
馬
岳
（
二
九
三
三

メ
ー
ト
ル
）
・
白
馬
山
荘

晴
の
ち
雪
杓
子
岳
（
二
八
一
二
メ
ー
ト
ル
）
、

鑓
ヶ
岳
（
二
九
○
三
メ
ー
ト
ル
）
、
不
帰
の
険

を
経
て
、
唐
松
岳
（
二
六
九
六
メ
ー
ト
ル
）
・

唐
松
小
舎

吹
雪
大
黒
岳
（
二
三
八
○
メ
ー
ト
ル
）
、
白

岳
（
二
五
三
一
メ
ー
ト
ル
）
、
五
竜
岳
（
二
八

一
四
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
、
Ｇ
五
の
頭
・
キ
レ

ツ
ト
小
舎
中
間
点

三
十
一
日
雲
キ
レ
ッ
ト
小
舎

一
月
一
日
吹
雪
八
シ
峯
の
キ
レ
ッ
ト
、
鹿
島
槍
ヶ
岳

（
二
八
九
○
メ
ー
ト
ル
）
、
爺
ヶ
岳
（
二
六
七

○
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
、
種
池

二
日
雪
岩
小
屋
沢
岳
（
二
六
三
○
メ
ー
ト
ル
）
、

鳴
沢
岳
（
二
六
四
一
メ
ー
ト
ル
）
、
赤
沢
岳
（
二

六
七
八
メ
ー
ト
ル
）
、
針
の
木
岳
（
二
八
一
二

メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
、
針
の
木
峠

三
日
晴
れ
の
ち
吹
雪
蓮
華
岳
（
二
七
九
九
メ
ー
ト

ル
）
、
北
葛
岳
（
二
五
五
一
メ
ー
ト
ル
）
を
経

て
、
舟
窪
小
舎

四
日
吹
雪
舟
窪
岳
、
不
動
岳
（
二
五
九
五
メ
ー
ト

ル
）
を
経
て
、
不
動
岳
・
南
沢
岳
（
二
六
二
五

メ
ー
ト
ル
）
中
間
点

五
日
吹
雪
南
沢
岳
、
烏
帽
子
岳
（
二
六
二
七
メ
ー

ト
ル
）
を
経
て
、
烏
帽
子
小
舎

六
日
吹
雪
三
シ
岳
（
二
八
四
五
メ
ー
ト
ル
）
、
野

口
五
郎
岳
（
二
九
二
四
メ
ー
ト
ル
）
、
真
砂
岳

を
経
て
、
赤
岳
・
水
晶
小
舎

七
日
吹
雪
停
滞

八
日
吹
雪
鷲
羽
岳
（
二
九
二
四
メ
ー
ト
ル
）
、
三
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縦と横の山旅

俣
蓮
華
岳
（
二
八
四
一
メ
ー
ト
ル
）
、
双
六
岳

（
二
八
六
○
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
、
双
六
小
舎

九
日
吹
雪
樅
沢
岳
（
二
七
五
四
メ
ー
ト
ル
）
ま
で

行
く
も
、
視
界
三
’
十
メ
ー
ト
ル
の
た
め
小
舎

に
引
き
返
す

十
日
吹
雪
停
滞

十
一
日
快
晴
樅
沢
岳
、
西
鎌
尾
根
を
経
て
、
槍
ヶ
岳

（
三
一
八
○
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂
す
る
も
、
西

穂
へ
の
縦
走
を
諦
め
、
槍
沢
を
下
降
し
、
槍
沢

小
舎

十
二
日
雪
一
ノ
俣
、
横
尾
、
徳
沢
、
上
高
地
を
経

て
、
沢
渡
へ
下
山

行
動
日
数
二
十
三
日
（
快
晴
日
数
二
日
、
晴
れ
日
数
一
日
、
雲
日

数
二
日
、
吹
雪
日
数
十
七
日
、
雨
日
数
一
日
、
晴
れ
の
ち

雪
ま
た
は
吹
雪
日
数
二
日
、
吹
雪
の
ち
晴
日
数
二
日
、
雪

日
数
二
日
、
停
滞
日
数
六
日
、
総
日
数
二
十
九
日
）
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二
○
万
分
の
一
地
図
、
弘
前
を
広
げ
て
み
る
と
、
秋
田
・
青
森
県
境
白

神
山
地
の
渓
谷
は
意
外
に
奥
深
い
の
で
目
を
引
く
。
赤
石
川
や
追
良
瀬
川

は
そ
の
典
型
で
、
人
の
住
む
最
奥
の
集
落
か
ら
水
源
ま
で
の
距
離
が
長

く
、
林
道
や
山
道
が
中
流
以
上
に
は
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
察
し
て
、
県

境
主
脈
一
帯
は
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
、
無
住
居
地
帯
に
な
っ
て
い
る
と

想
像
さ
れ
る
。

何
故
、
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
前
後
の
低
い
山
地
が
人
の
往
来
を
は
ば
ん

で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
勢
が
険
し
い
の
か
、
気
候
が
悪
い
の
か
、
そ

の
他
に
何
が
原
因
な
の
で
あ
ろ
う
。

地
図
を
み
て
い
る
と
追
良
瀬
川
、
赤
石
川
、
滝
川
、
暗
門
川
、
大
川
、

粕
毛
川
、
藤
琴
川
、
大
川
目
川
な
ど
が
、
多
く
の
支
流
を
集
め
て
、
千
古

不
伐
の
原
生
林
の
中
を
、
訪
れ
る
人
も
な
く
稲
々
と
流
れ
て
い
る
さ
ま
が

序

白
神
山
地

目
に
浮
ん
だ
。

白
神
山
地
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
過
去
の
山
岳
雑
誌
や
文
献
を
調
べ
て

み
て
も
、
そ
の
山
や
谷
を
登
っ
た
と
い
う
記
録
は
、
ど
こ
に
も
な
か
っ

た
。
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、
白
神
山
地
は
未
開
な
山
地
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
。
白
神
山
地
は
多
く
の
登
山
家
か
ら
、
標
高
が
低
い
た

め
に
見
過
さ
れ
て
き
た
の
に
違
い
な
い
・

五
万
分
の
一
地
図
に
は
随
所
に
滝
付
号
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
滝
は
、
ど

の
位
の
高
さ
で
ど
ん
な
形
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
赤
石
川
や
追
良

瀬
川
、
粕
毛
川
等
の
各
支
流
の
呼
称
は
な
ん
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
白

神
山
地
は
マ
タ
ギ
と
称
す
る
狩
猟
集
団
が
熊
狩
を
す
る
山
と
聞
く
。
山
と

マ
タ
ギ
は
往
古
よ
り
ど
の
よ
う
な
係
わ
り
を
も
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
白
神
山
地
を
縦
横
に
歩
い
て
、
白
神
山
地
の
も
つ
多
く
の
不
明
な
部

分
を
解
明
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

佐坂

藤本

知

勉忠
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白神山地

白
神
山
地
は
、
津
軽
平
野
の
南
西
部
か
ら
秋
田
・
青
森
県
境
に
か
け
て

広
が
る
一
大
山
地
の
称
で
あ
る
。
そ
の
主
脈
は
奥
羽
本
線
の
通
る
矢
立
峠

か
ら
始
ま
り
、
ほ
ぼ
真
西
へ
伸
び
、
能
代
市
の
北
方
で
方
向
を
真
北
に
変

え
、
千
畳
敷
で
有
名
な
大
瀬
崎
で
日
本
海
に
没
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
主

脈
の
延
長
距
離
は
七
○
キ
ロ
に
も
及
び
、
そ
の
両
側
一
○
’
二
○
キ
ロ
に

わ
た
り
無
住
居
地
帯
が
存
在
す
る
。
こ
の
山
脈
を
横
断
す
る
交
通
路
は
少

な
く
、
近
年
完
成
し
た
広
西
林
道
、
廃
道
同
然
の
釣
瓶
落
峠
越
え
の
歩

道
、
三
シ
森
付
近
を
越
す
道
路
等
の
外
に
二
、
三
を
数
え
る
に
過
ぎ
な

い
。
こ
の
事
実
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
山
地
は
標
高
が
千
を
僅

か
に
超
す
程
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
外
な
深
さ
と
広
が
り
を
持

つ
険
し
い
山
岳
地
帯
な
の
で
あ
る
。

こ
の
山
地
の
地
図
を
開
く
と
き
先
ず
感
じ
る
こ
と
は
、
地
名
が
本
州
の

他
の
山
地
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
駒
ヶ
岳
と
か
田
代
岳
と
い

う
あ
り
ふ
れ
た
地
名
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
少
な
い
。
二
シ
森
、

甚
吉
森
、
長
慶
森
、
尻
高
森
の
よ
う
な
「
森
」
と
い
う
、
東
北
、
四
国
に

多
い
古
い
地
名
、
大
久
保
岱
、
熊
ノ
岱
、
李
岱
、
大
渕
岱
の
よ
う
な
「
岱
」

と
い
う
、
東
北
北
部
に
特
有
の
地
名
、
長
場
内
（
岳
）
、
笹
内
（
川
）
、
藍

内
（
川
）
、
中
小
比
内
の
よ
う
な
「
内
」
と
い
う
、
北
海
道
と
東
北
に
多

く
分
布
す
る
地
名
等
が
こ
の
山
地
で
は
む
し
ろ
多
い
地
名
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
「
森
」
「
岱
」
「
内
」
と
い
う
地
名
は
、
先
住
土
着
民
族
あ
る
い
は

白
神
山
地
の
概
説

ア
イ
ヌ
民
族
が
遺
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
何
や
ら
す

で
に
亡
び
た
民
族
の
怨
念
が
篭
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
意
味
が
全
く
不
明
で
耳
馴
れ
な
い
発
音
の
地
名
が
多

い
の
は
ど
う
い
う
訳
な
の
で
あ
ろ
う
。

ラ
ン
ガ
ン

オ
イ
ヲ
セ

マ
ス
ガ

マ
セ

ツ
パ
イ

乱
岩
の
（
森
）
、
追
良
瀬
（
川
）
、
摩
須
賀
（
岳
）
、
真
瀬
（
岳
）
、
津
梅

ガ
ン
モ
リ

オ
ソ
プ

ア
ン
モ
ソ

カ
ス
ケ

（
川
）
、
雁
森
（
岳
）
、
尾
太
（
岳
）
、
暗
門
（
滝
）
、
粕
毛
（
川
）
。

何
ん
と
異
様
で
呪
術
的
迫
力
に
富
ん
だ
地
名
な
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
、

こ
の
不
可
思
議
な
地
名
の
魅
力
に
す
っ
か
り
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
山
地
は
、
出
羽
丘
陵
、
朝
日
、
飯
豊
、
越
後
の
各
山
地
と
同
様
、

そ
の
生
い
立
ち
の
起
源
を
遠
古
の
古
生
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
古

生
代
二
畳
紀
に
堆
積
し
た
地
層
は
、
こ
の
山
地
で
最
も
古
い
基
盤
岩
を
成

し
て
い
る
。
こ
の
二
畳
紀
層
は
、
主
と
し
て
粘
板
岩
よ
り
成
り
、
硬
砂
岩

や
チ
ャ
ー
ト
を
挟
在
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
山
地
の
東
部
、
冷
水
岳
以
東
の

県
境
の
北
側
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
中
生
代
に
入
り
、
こ
の
基
盤
岩
を

貫
入
し
て
花
崗
岩
類
が
形
成
さ
れ
、
赤
石
川
中
流
及
び
白
神
岳
付
近
に
分

布
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
山
地
の
最
も
広
い
面
積
を
占
め
、
こ
の
山
地
の
地
層
を
特

徴
づ
け
て
い
る
の
は
緑
色
凝
灰
岩
の
類
で
あ
る
。
こ
の
緑
色
凝
灰
岩
の
類

は
、
新
世
代
中
新
世
初
期
の
活
発
な
海
底
活
山
の
結
果
堆
積
し
た
も
の
で

あ
る
。
緑
色
凝
灰
岩
類
の
堆
積
に
続
い
て
、
更
に
沈
降
し
た
海
底
で
は
硬

質
頁
岩
や
黒
色
頁
岩
が
堆
積
し
た
。
こ
の
よ
う
な
頁
岩
類
は
、
こ
の
山
地

の
周
辺
部
に
分
布
し
て
い
る
。
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そ
の
後
、
中
新
世
末
よ
り
鮮
新
世
に
か
け
て
、
こ
の
山
地
の
隆
起
運
動

は
盛
ん
に
な
り
、
今
日
の
白
神
山
地
の
姿
が
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
最
後
に
第
四
紀
に
入
り
、
田
代
岳
や
駒
ヶ
岳
の
火
山
が
噴
出
し
、
最

後
の
仕
上
げ
を
行
っ
た
。
田
代
岳
や
駒
ヶ
岳
の
付
近
に
は
、
こ
の
噴
火
に

よ
る
安
山
岩
類
が
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
山
地
は
、
本
州
北
弩
山
系
の
内
帯
に
属
す
る
摺
曲
山
地
で
、
越

後
、
飯
豊
、
朝
日
の
各
山
地
、
出
羽
丘
陵
に
続
く
山
地
で
あ
る
。
こ
の
山

地
の
主
た
る
稜
線
や
河
川
の
走
行
方
向
は
ほ
ぼ
南
北
で
あ
り
、
こ
の
山
地

の
西
部
で
は
そ
の
傾
向
が
特
に
顕
著
で
あ
る
。
た
だ
、
粕
毛
川
の
み
は
山

脈
が
形
成
さ
れ
る
以
前
か
ら
の
先
行
流
路
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
水

源
か
ら
海
と
は
全
く
逆
の
東
の
方
向
へ
流
れ
て
お
り
、
こ
の
付
近
で
は
主

脈
稜
線
も
ほ
ぼ
東
西
に
走
っ
て
い
る
。
ま
た
、
田
代
岳
、
駒
ヶ
岳
と
い
う

火
山
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
山
地
の
東
部
は
、
そ
の
西
部
の
よ
う
な
規

則
的
な
地
形
的
特
徴
を
備
え
て
い
な
い
・

こ
の
山
地
の
山
岳
の
標
高
は
、
最
高
峰
の
向
白
神
岳
で
も
一
二
四
三
ｍ

で
あ
り
、
主
要
山
岳
の
平
均
標
高
は
千
ｍ
内
外
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は

ほ
ぼ
同
じ
高
度
の
標
高
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
北
に
伸
び
る

稜
線
は
容
易
に
標
高
を
下
げ
る
こ
と
な
く
、
延
々
と
続
く
の
が
一
つ
の
特

徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
標
高
が
低
い
割
に
は
稜
線
は
痩
せ
て
細
く
、
山
相
は
壮
年

期
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
山
崩
れ
や
地
滑
り
が
多
く
、
山
腹

の
緑
が
ざ
っ
く
り
削
い
だ
よ
う
に
落
ち
、
地
肌
が
露
出
し
て
い
る
所
は
至

る
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
ま
た
こ
の
山
地
の
特
徴
的
な
景
観
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
山
地
の
東
部
で
は
、
地
質
と
も
関
係
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
必
ず
し
も
顕
著
で
は
な
い
。

渓
谷
は
、
一
般
に
Ｖ
字
谷
を
成
し
、
本
流
に
落
ち
る
小
枝
流
は
懸
谷
と

な
り
、
滝
と
な
っ
て
合
流
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
流
程
が
二
キ

ロ
以
上
も
あ
る
支
流
は
、
こ
の
よ
う
な
懸
谷
と
な
ら
ず
平
凡
に
合
流
す
る

こ
と
が
多
い
。
本
流
は
、
廊
下
や
狭
所
と
河
原
を
交
互
に
繰
り
返
し
、
源

流
近
く
な
る
ま
で
は
滝
が
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
本
流
の
河
原
は
美
し

く
ま
た
安
息
を
与
え
る
景
観
で
あ
り
、
林
道
や
ダ
ム
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

ず
に
残
っ
て
い
る
の
は
誠
に
貴
重
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

気
象
に
つ
い
て
言
え
ば
、
我
々
が
こ
の
山
地
で
行
っ
た
山
行
は
十
数
回

程
度
で
あ
り
、
し
か
も
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
期
間
に
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
あ
ま
り
多
く
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
我
々
の
体
験
か
ら
敢
え

て
こ
の
山
地
の
気
象
の
特
徴
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
の
点
は
、
気
象
は
そ
の
年
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
年
間
の
総
降
雨
量
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
の
で
あ

る
が
、
初
夏
の
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
っ
て
集
中
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
年

と
、
夏
の
長
雨
と
な
っ
て
徐
々
に
も
た
ら
さ
れ
る
年
が
あ
る
よ
う
に
、
降

雨
の
態
様
や
時
期
が
そ
の
年
に
よ
っ
て
だ
い
ぶ
異
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
点
は
、
晴
天
日
が
少
な
く
ま
た
天
気
は
変
化
し
や
す
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
我
々
の
全
山
行
日
数
の
う
ち
、
日
出
か
ら
日
没
ま
で
晴
天
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白神山地

だ
つ
た
日
は
一
割
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
が
高
気
圧
の
中
心
か

ら
遠
く
、
常
に
低
気
圧
の
通
路
に
位
置
す
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

第
三
の
点
は
、
比
較
的
天
気
の
良
い
日
で
も
、
天
気
は
驚
く
程
気
紛
れ

に
変
る
こ
と
で
あ
る
。
「
曇
時
々
晴
一
時
雨
」
と
い
う
の
が
、
こ
の
山
地

で
経
験
す
る
比
較
的
天
気
の
良
い
日
の
天
候
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
白
神

山
地
は
海
岸
近
く
に
位
置
し
て
い
る
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
、
す
ぐ
山
に
雲

や
霧
が
か
か
り
時
に
は
雨
が
降
っ
た
り
す
る
。
五
能
線
沿
線
か
ら
白
神
山

地
を
眺
め
る
と
、
海
岸
の
上
空
が
晴
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
頂

に
は
雲
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
実
に
多
い
。
こ
の
時
、
海
岸
か
ら
数
キ

ロ
離
れ
た
山
中
で
は
俄
雨
が
降
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
我
々
が
山
で
降

雨
に
遭
っ
た
時
で
も
、
下
山
し
て
み
る
と
海
岸
地
方
で
は
全
く
雨
は
降
ら

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
に
何
度
か
経
験
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

四
月
末
か
ら
五
月
初
め
に
か
け
て
は
残
雪
期
登
山
の
絶
好
の
季
節
で
あ

り
、
標
高
五
’
六
百
ｍ
以
上
は
残
雪
が
あ
り
、
頂
上
付
近
で
は
約
二
ｍ
の

残
雪
が
あ
る
。
こ
の
時
期
は
低
気
圧
の
往
来
が
激
し
く
、
晴
雨
曇
雪
の
変

化
が
実
に
激
し
い
。
た
だ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
気
団
の
圏
内
に
入
る
時
は
晴
天

が
続
く
。
し
か
し
、
こ
の
気
団
が
東
方
洋
上
に
停
滞
す
る
場
合
は
、
低
気

圧
が
停
滞
し
て
連
日
の
濃
霧
と
雨
と
な
る
。
こ
の
「
や
ま
せ
」
と
呼
ぶ
東

風
が
吹
く
時
は
、
猟
師
も
決
し
て
山
歩
き
を
し
な
い
と
言
う
。
一
ｍ
先
も

見
え
な
い
濃
霧
の
中
で
は
方
角
を
見
失
な
い
、
全
身
ず
ぶ
濡
れ
と
な
り
、

た
ち
ま
ち
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
と
言
う
。

六
月
頃
は
む
し
ろ
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
気
団
の
勢
力
圏
に
入
る
こ
と
が
多

く
、
晴
天
が
比
較
的
多
い
。
そ
の
上
、
午
前
三
時
頃
か
ら
午
後
八
時
頃
ま

で
明
る
い
の
で
、
日
長
一
日
ゆ
っ
く
り
遡
行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
沢
の
源
頭
部
は
雪
渓
が
残
っ
て
お
り
、
中
流
以
下
で
は
水
量
が
多

く
徒
渉
に
手
間
が
か
か
る
。

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
盛
夏
の
頃
は
、
む
し
ろ
気
候
は
良
く
な

い
・
本
州
中
部
で
梅
雨
を
も
た
ら
し
た
前
線
が
こ
の
頃
北
上
し
、
こ
の
地

に
停
滞
す
る
。
連
日
の
よ
う
に
降
雨
が
続
く
こ
と
が
多
く
、
時
に
は
集
中

豪
雨
に
襲
わ
れ
る
。
た
ま
た
ま
晴
れ
た
時
で
も
水
蒸
気
が
発
生
し
や
す

く
、
蒸
し
暑
く
う
っ
と
う
し
い
。
そ
の
上
、
昼
は
虻
、
朝
夕
は
ブ
ョ
、
夜

は
蚊
と
い
う
よ
う
に
三
段
構
え
の
昆
虫
責
め
で
気
が
休
ま
る
時
が
な
い
。

九
月
は
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
が
、
台
風
が
こ
の
地
を
通
過
す
る
こ

と
は
比
較
的
少
な
い
。
し
か
し
一
た
び
来
れ
ば
影
響
は
大
き
く
、
土
砂
崩

れ
を
惹
起
さ
せ
、
集
中
豪
雨
と
並
ん
で
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す
。

十
月
末
頃
か
ら
積
雪
が
始
ま
り
、
翌
年
の
三
月
ま
で
が
こ
の
山
地
の
冬

の
季
節
と
な
る
。
季
節
風
（
西
風
）
が
卓
越
し
、
連
日
の
風
雪
と
な
る
。

こ
の
山
地
の
林
相
を
特
徴
づ
け
る
の
は
ブ
ナ
の
原
生
林
で
あ
る
。
山
腹

や
稜
線
は
圧
倒
的
に
ブ
ナ
林
が
多
く
、
時
に
は
岳
樺
の
混
渚
す
る
場
合
も

あ
る
。
稜
線
上
の
大
部
分
は
千
古
不
斧
の
原
生
林
で
あ
り
、
ブ
ナ
や
岳
樺

は
枝
を
広
げ
高
く
太
く
生
長
し
て
い
る
。
そ
の
下
生
え
は
笹
が
一
面
に
生

え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
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針
葉
樹
は
山
麓
の
人
工
造
林
地
で
は
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
標
高
の

高
い
部
分
で
針
葉
樹
林
が
発
達
し
て
い
る
所
は
非
常
に
少
な
い
。
た
だ
、

尾
太
岳
の
頂
上
付
近
に
は
地
元
で
オ
ン
コ
の
木
と
称
す
る
針
葉
樹
が
生
え

て
い
る
。

値
松
は
小
岳
と
青
鹿
岳
に
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
標
高
千
ｍ
程
度
で
こ
の

よ
う
な
高
山
植
物
が
生
え
て
い
る
の
は
、
い
か
に
こ
の
地
が
北
方
に
位
置

す
る
と
は
い
え
一
驚
に
値
す
る
。

石
楠
花
は
、
雁
森
岳
、
陣
岳
、
ニ
ッ
森
等
細
い
稜
線
や
急
斜
面
の
所
に

見
ら
れ
る
。

沢
筋
も
圧
倒
的
に
広
葉
樹
が
多
い
が
、
稜
線
上
と
は
異
な
り
樹
木
の
種

類
は
、
は
る
か
に
豊
富
で
あ
る
。
ブ
ナ
、
カ
エ
デ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
ト

チ
、
ホ
ウ
等
の
樹
木
は
最
も
多
く
見
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

植
物
の
宝
庫
と
も
言
う
べ
き
湿
原
は
、
侵
食
が
激
し
く
地
形
が
痩
せ
て

い
る
た
め
か
、
非
常
に
少
な
い
。
こ
の
山
地
で
は
例
外
的
な
存
在
の
火
山

で
あ
る
田
代
岳
の
頂
上
や
、
駒
ヶ
岳
の
山
腹
に
湿
原
が
存
在
す
る
の
も
興

味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
〔
佐
藤
勉
〕

静
か
で
美
し
い
未
開
の
渓
谷
を
歩
く
こ
と
に
無
常
の
喜
び
を
感
ず
る
私

達
に
と
っ
て
、
白
神
山
地
の
渓
谷
群
は
実
に
魅
力
的
で
あ
っ
た
。

懸
案
と
な
っ
て
い
た
白
神
山
地
の
渓
谷
踏
査
の
中
で
、
最
も
奥
深
い
赤

石
川
を
手
は
じ
め
に
踏
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
発
に
先
だ
っ
て
、
現

赤
石
川
を
湖
る

地
の
八
森
町
、
岩
崎
村
、
鯵
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
に
入
谷
経
路
、
山
小
屋
の

有
無
、
案
内
人
等
に
つ
い
て
不
明
な
点
を
問
い
合
わ
せ
た
所
、
ほ
と
ん
ど

詳
細
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
鯵
ヶ
沢
町
か
ら
の
回
答
は
「
赤
石
堰
堤
か
ら

上
流
は
渓
谷
深
く
、
歩
行
は
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。
赤
石
川
を
湖
行
し
、

真
瀬
岳
や
二
シ
森
、
雁
森
岳
へ
登
っ
た
人
は
聞
い
た
こ
と
も
な
く
、
無
理

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
っ
た
。

か
く
て
予
備
知
識
が
何
一
つ
な
い
ま
ま
、
一
抹
の
不
安
を
抱
い
て
佐
藤

勉
、
武
田
一
男
両
氏
と
共
に
赤
石
川
湖
行
に
向
っ
た
。

一
九
七
○
年
六
月
二
十
日
、
五
能
線
陸
奥
岩
崎
駅
よ
り
降
雨
の
中
を
タ

ク
シ
ー
に
て
、
弘
西
林
道
一
シ
森
峠
へ
向
う
。
弘
西
林
道
は
白
神
山
地
を

横
断
し
て
将
来
、
西
津
軽
と
弘
前
を
結
ぶ
自
動
車
道
と
な
る
が
現
在
、
赤

石
川
と
追
良
瀬
川
間
が
未
完
と
な
っ
て
い
る
。
一
シ
森
峠
か
ら
細
々
た
る

山
道
を
追
良
瀬
川
に
下
り
、
追
良
瀬
堰
堤
を
見
て
、
堰
堤
の
下
流
五
○
○

メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
懸
る
半
崩
壊
の
吊
橋
を
渡
る
。
橋
を
渡
っ
た
対
岸
は

栃
木
沢
の
出
合
で
、
右
岸
の
地
図
に
示
さ
れ
た
山
道
を
た
ど
る
。
雨
は
し

と
し
と
降
り
続
い
て
い
る
。
栃
木
沢
出
合
か
ら
約
二
時
間
、
赤
石
川
と
追

良
瀬
川
を
分
け
る
稜
線
に
達
し
た
。
八
四
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
赤
石
川
へ

の
下
り
は
急
な
ジ
グ
ザ
グ
道
で
あ
っ
た
。
赤
石
堰
堤
に
達
す
る
と
雨
で
ふ

く
れ
あ
が
っ
た
赤
石
川
は
、
ダ
ム
の
落
口
い
つ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
流
れ
て

い
た
。
赤
石
堰
堤
は
高
さ
約
三
○
メ
ー
ト
ル
、
赤
石
川
を
こ
こ
で
せ
き
止

め
て
水
を
導
水
路
を
と
お
し
て
追
良
瀬
川
に
送
っ
て
い
る
。
日
没
近
く
雨

は
小
降
り
に
な
っ
た
。
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六
月
二
十
一
日
、
昨
夜
は
た
い
し
た
雨
も
な
か
っ
た
。
湖
の
水
位
は
明

ら
か
に
低
下
し
、
も
は
や
ダ
ム
の
落
口
か
ら
は
一
滴
の
水
も
落
ち
て
い
な

か
っ
た
。
ダ
ム
の
落
口
か
ら
下
方
を
見
下
す
と
釣
師
が
い
る
。
情
報
を
得

る
べ
く
梯
子
を
伝
っ
て
下
り
て
ゆ
く
。
釣
の
一
行
は
四
人
で
西
目
屋
村
砂

子
瀬
の
人
達
で
あ
っ
た
。
一
番
年
配
の
工
藤
成
元
は
こ
の
辺
の
山
に
く
わ

し
い
と
自
負
し
、
自
分
は
マ
タ
ギ
で
あ
る
と
話
し
た
。
九
時
二
十
分
、
湖

の
上
流
に
出
る
べ
く
ダ
ム
の
落
口
を
対
岸
に
渡
っ
て
、
湖
水
の
右
岸
を
高

巻
い
て
ゆ
く
、
山
裾
が
湖
水
に
向
っ
て
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
、

湖
水
の
へ
り
は
へ
つ
れ
な
い
。
急
斜
面
を
木
の
枝
に
掴
ま
り
な
が
ら
か
ら

ん
で
ゆ
く
。
二
時
間
の
苦
闘
の
す
え
赤
石
川
の
広
い
河
原
に
降
り
立
っ

た
。
そ
こ
は
上
流
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
小
石
や
砂
が
砂
洲
を
作
り
、
湖
の

浅
瀬
で
立
ち
枯
れ
た
樹
木
が
白
い
残
骸
と
な
っ
て
林
立
し
て
い
た
。

幸
い
今
日
は
良
い
天
気
だ
。
水
を
蹴
っ
て
平
瀬
を
湖
行
す
る
楽
し
さ
は

格
別
で
あ
る
。
一
○
○
メ
ー
ト
ル
に
近
い
幅
の
川
床
は
、
流
が
分
れ
て
川

中
島
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
川
中
島
に
は
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
大
木
が
疎
林

を
作
っ
て
い
た
。
朗
々
た
る
中
流
美
が
さ
ら
に
展
開
し
て
ゆ
く
。
赤
石
川

の
中
流
地
帯
（
湖
か
ら
上
流
）
は
概
ね
広
潤
な
る
谷
で
、
快
活
に
し
て
明

朗
な
る
雰
囲
気
を
醸
し
だ
す
。
マ
タ
ギ
が
岩
渕
と
称
す
る
ゴ
ル
ジ
ュ
や
地

層
が
明
確
に
現
わ
れ
た
褐
色
の
大
岩
壁
を
見
て
、
私
達
は
午
後
四
時
、
赤

石
川
と
支
流
の
滝
川
が
二
対
一
の
水
量
比
を
も
っ
て
合
す
る
二
俣
に
達
し

た
。
滝
川
出
合
よ
り
三
十
分
程
本
流
を
湖
行
す
る
と
、
ヤ
ナ
ダ
ケ
沢
が
前

方
左
手
よ
り
合
流
す
る
出
合
に
五
メ
ー
ト
ル
程
の
滝
を
懸
け
て
い
る
。
さ

ら
に
十
分
程
湖
る
と
摩
須
賀
岳
方
面
か
ら
の
支
流
（
名
称
不
明
）
を
右
手

よ
り
合
す
る
。
し
ば
ら
く
進
ん
で
、
気
持
の
よ
さ
そ
う
な
小
さ
な
段
丘
を

み
つ
け
て
夜
営
地
と
し
た
。
武
田
さ
ん
持
参
の
ウ
イ
ス
キ
ー
で
水
割
を
作

り
盛
大
な
焚
火
を
燃
や
し
た
。

六
月
二
十
二
日
、
八
時
二
十
五
分
夜
営
地
を
発
つ
。
流
れ
は
水
量
を
な

か
な
か
減
じ
な
い
・
平
瀬
と
な
っ
て
続
く
ゆ
る
や
か
な
流
を
徒
渉
を
く
り

か
え
す
。
山
腹
の
両
岸
は
ゆ
る
や
か
で
ト
チ
、
ブ
ナ
、
ホ
オ
、
サ
ワ
グ
ル

ミ
が
や
わ
ら
か
な
緑
の
葉
を
広
げ
る
原
生
林
だ
。
左
手
に
ア
ブ
ラ
ッ
コ
沢

を
分
岐
す
る
。
水
量
は
少
な
い
。
九
時
十
分
、
本
流
と
十
対
一
の
水
量
比

で
ノ
ロ
の
沢
が
右
手
よ
り
合
流
す
る
。
ノ
ロ
の
沢
を
過
ぎ
る
と
渓
流
は
流

を
せ
ば
め
小
さ
な
滑
滝
を
か
け
た
奔
流
と
な
る
。
マ
タ
ギ
が
石
滝
と
呼
ぶ

所
だ
。
滝
ヶ
倉
沢
（
水
源
Ｐ
九
八
八
ｍ
）
、
コ
メ
の
沢
（
同
Ｐ
八
五
六
ｍ
）

ョ
ネ
ジ
ヤ
の
沢
（
同
Ｐ
八
八
九
ｍ
）
、
下
ヤ
シ
の
木
沢
、
上
ヤ
シ
の
木
沢

（
水
源
横
倉
沢
と
の
分
水
嶺
）
を
送
迎
す
る
。
地
図
に
示
さ
れ
た
魚
止
の

滝
は
落
差
二
十
メ
ー
ト
ル
、
右
岸
を
高
ま
い
て
越
え
る
。
石
の
小
屋
場
の

沢
は
ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
一
本
あ
っ
て
、
そ
ば
に
歴
史
あ
る
マ
タ
ギ
の
小
屋

場
が
あ
っ
た
。
ケ
ヤ
キ
の
直
径
は
約
四
メ
ー
ト
ル
、
山
中
に
は
他
に
一
本

も
ケ
ヤ
キ
は
な
い
、
不
思
議
な
こ
と
だ
と
工
藤
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

二
シ
森
西
方
の
三
町
村
界
の
峰
よ
り
流
下
す
る
泊
り
の
沢
出
合
着
、
午

後
二
時
十
五
分
。
私
達
は
日
本
海
岸
秋
田
の
八
森
へ
越
え
る
零
へ
く
泊
り
の

沢
を
ル
ー
ト
に
選
ぶ
。
泊
り
の
沢
は
下
流
よ
り
狭
い
廊
下
が
続
く
Ｖ
字
谷

で
あ
る
。
大
崩
壊
や
ス
ラ
ブ
壁
が
右
岸
に
著
し
く
発
達
し
、
ス
ラ
ブ
壁
の
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下
は
雪
渓
と
な
っ
て
い
た
。
所
々
い
や
な
滝
が
懸
り
、
そ
の
た
び
ご
と
に

高
巻
き
を
強
い
ら
れ
た
。
上
流
の
三
俣
は
三
本
の
沢
が
全
て
滝
と
な
っ
て

合
し
て
お
り
、
水
量
の
多
い
中
ノ
沢
を
ル
ー
ト
と
し
た
。
四
時
二
十
五

分
、
滝
を
登
っ
た
中
ノ
沢
と
左
沢
の
分
岐
尾
根
裾
に
比
較
的
良
い
夜
営
地

を
み
い
だ
し
て
野
宿
し
た
。
夜
は
非
常
に
冷
え
こ
ん
だ
。

六
月
二
十
三
日
、
明
け
方
の
冷
え
込
み
に
反
し
て
夜
が
明
け
る
と
、
今

に
も
降
り
出
し
そ
う
な
空
模
様
で
あ
っ
た
。
泊
り
の
沢
の
最
後
の
つ
め
は

合
す
る
流
を
右
へ
右
へ
と
選
択
し
三
町
村
界
の
峰
に
達
し
た
。
下
降
路
に

選
ん
だ
一
ノ
又
沢
コ
マ
カ
沢
は
険
悪
な
沢
で
あ
っ
た
。
七
十
メ
ー
ト
ル
、

二
十
メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
三
十
メ
ー
ト
ル
、
十
五
メ
ー
ト
ル
と
大
澤
布
が

私
達
の
下
降
を
は
ば
ん
だ
が
、
木
の
枝
に
す
が
っ
て
か
ろ
う
じ
て
下
降
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
緊
張
の
連
続
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
前
方
に
砂
防
堰

堤
が
現
わ
れ
た
。
砂
防
堰
堤
か
ら
は
じ
ま
っ
た
山
道
を
た
ど
っ
て
ゆ
く

と
、
真
瀬
川
上
流
一
ノ
又
沢
の
林
道
に
出
た
。
後
か
ら
来
た
ト
ラ
ッ
ク
に

便
乗
さ
せ
て
も
ら
い
八
森
へ
向
う
。
真
瀬
岳
や
越
え
て
来
た
山
々
が
青
い

山
脈
と
な
っ
て
遠
ざ
か
る
と
、
前
方
に
夕
陽
を
受
け
て
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く

日
本
海
が
広
が
っ
た
。
〔
坂
本
知
忠
〕

赤
石
川
の
遡
行
に
よ
っ
て
こ
の
山
地
の
魅
力
に
と
り
逓
か
れ
た
我
々

は
、
次
に
こ
の
山
地
の
稜
線
を
歩
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
た
だ
稜
線
の

大
部
分
は
道
が
な
い
の
で
、
残
雪
を
利
用
し
て
縦
走
す
る
こ
と
に
し
た
。

白
神
山
地
主
脈
縦
走
（
そ
の
一
）
尾
太
岳
ｌ
ニ
ッ
森

一
九
七
三
年
四
月
、
坂
本
知
忠
、
鴨
田
行
雄
、
宮
沢
嘉
宏
の
諸
君
と
私
の

四
名
で
、
こ
の
計
画
を
実
行
に
移
し
た
。

四
月
二
十
七
日
晴

岩
木
川
最
奥
の
村
、
砂
子
瀬
そ
し
て
河
原
平
。
こ
こ
は
狩
猟
を
業
と
す

る
マ
タ
ギ
の
村
で
あ
る
。
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
狩
猟
の
基
地
と
し
て
は

絶
好
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
乾
田
の
泥
に
は
多
く
の
小
石
が
混
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
耕
作
の
歴
史
が
浅
い
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
狩
猟
が
は
る

か
遠
古
か
ら
連
綿
と
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
た
。

夜
は
工
藤
光
治
氏
の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
山
の
話
や
勇
壮
な
熊
狩

の
話
は
夜
更
け
ま
で
続
い
た
。

四
月
二
十
八
日
晴

熊
狩
に
行
く
工
藤
氏
の
一
行
四
人
に
尾
太
岳
頂
上
ま
で
同
行
さ
せ
て
戴

く
。
尾
太
岳
の
頂
上
付
近
は
傾
斜
が
急
で
、
雪
渓
の
上
に
一
歩
一
歩
慎
重

に
ス
テ
ッ
プ
を
切
っ
て
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
頂
上
に
は
三
角

点
の
外
に
、
明
和
四
年
の
刻
文
の
あ
る
詞
と
安
永
四
年
の
刻
文
の
あ
る
石

灯
篭
が
あ
っ
た
。
鉱
山
の
繁
栄
を
願
い
、
災
害
の
無
い
こ
と
を
祈
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
頂
上
か
ら
は
白
神
山
地
の
山
並
が
一
望
に
見
渡
す
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
に
し
て
も
目
的
と
す
る
白
神
岳
は
は
る
か
彼
方
に
見
え
、

前
途
遼
遠
な
る
こ
と
を
感
じ
る
。

こ
こ
で
工
藤
氏
一
行
と
別
れ
、
い
よ
い
よ
縦
走
に
か
か
る
。
薮
を
避
け

て
尾
太
岳
の
西
斜
面
を
ま
わ
っ
て
鞍
部
ま
で
下
る
。
そ
こ
か
ら
は
尾
根
は

広
く
緩
る
や
か
に
な
り
、
ブ
ナ
林
の
中
の
快
適
な
稜
線
漫
歩
と
な
る
。
県
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境
に
出
る
と
藤
里
駒
ヶ
岳
が
よ
く
見
え
る
。
そ
の
北
麓
に
は
湿
原
な
の
で

あ
ろ
う
か
、
広
々
と
し
た
雪
の
小
平
地
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
、
Ｐ
一
○

九
七
ｍ
で
幕
営
す
る
。

四
月
二
十
九
日
、
三
十
日
暴
風
雨

天
幕
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
押
え
る
作
業
と
天
幕
内
の
水
を
排
除
す
る
作

業
の
た
め
、
就
眠
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
三
十
日
、
雨
が
雪
に
変
る
。

五
月
一
日
霧
雨
後
晴

八
時
頃
に
な
り
よ
う
や
く
日
が
射
し
、
霧
氷
が
朝
日
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
。
ズ
ブ
濡
れ
の
衣
類
や
寝
袋
を
干
し
て
十
一
時
に
出
発
す
る
。
地
図
の

冷
水
岳
ま
で
は
駒
ヶ
岳
を
眺
め
な
が
ら
の
快
適
な
稜
線
歩
き
で
あ
る
。
だ

が
、
小
岳
と
の
間
に
は
越
場
と
称
す
る
鞍
部
が
あ
り
、
そ
こ
は
標
高
が
低

い
上
に
小
尾
根
が
幾
つ
も
分
岐
し
、
薮
が
露
出
し
て
実
に
多
く
の
時
間
を

消
費
さ
せ
ら
れ
た
。
越
場
付
近
で
秋
田
側
か
ら
来
た
ら
し
い
二
人
の
足
跡

を
見
た
。
い
ず
れ
も
長
靴
で
、
お
そ
ら
く
狩
猟
に
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

薮
漕
ぎ
で
す
っ
か
り
難
儀
し
て
し
ま
い
、
小
岳
に
着
い
た
の
は
四
時
頃

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
小
岳
は
そ
の
名
に
反
す
る
秀
麗
な
大
円
頂
峰
で
、

東
面
に
は
巨
大
な
雪
庇
を
張
出
し
て
い
る
。
そ
の
頂
に
は
値
松
や
石
楠
花

が
生
え
て
い
て
、
高
山
的
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
お
り
、
標
高
一
○
四
二
ｍ

と
は
と
て
も
思
え
な
い
・

青
鹿
岳
と
の
分
岐
ま
で
進
み
、
そ
こ
で
幕
営
す
る
。

五
月
二
日
曇
時
々
雨
夕
刻
よ
り
雨

高
層
雲
が
び
っ
し
り
張
り
つ
め
て
今
に
も
降
り
そ
う
で
あ
る
。
縦
走
中

遂
に
雨
と
な
っ
た
の
で
天
幕
を
張
る
。
そ
の
後
雨
が
上
っ
た
の
で
再
び
出

発
す
る
。

雁
森
岳
は
遠
方
か
ら
見
た
感
じ
で
は
、
薮
が
露
出
し
た
小
さ
な
突
起
に

過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
近
づ
い
て
見
る
と
、
露
岩
や
赤
崩
を
混
え
、
そ
の
名

の
如
く
怪
奇
で
凄
ま
じ
い
姿
を
し
て
い
る
。
雁
森
岳
の
本
峰
は
東
西
に
二

峰
に
分
れ
て
連
な
り
、
そ
の
間
は
僅
か
一
メ
ー
ト
ル
幅
の
狭
い
尾
根
で
、

秋
田
側
は
ポ
ロ
ポ
ロ
に
風
化
し
た
岩
壁
と
な
っ
て
切
れ
込
ん
で
い
る
。
岩

壁
の
下
の
ト
ッ
チ
ャ
カ
（
沢
）
に
は
物
凄
い
量
の
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
落
ち

込
ん
で
い
る
。
雁
森
岳
は
更
に
第
二
’
四
峰
を
連
ね
て
い
る
が
、
二
・
三

峰
間
の
平
地
に
幕
営
す
る
。

五
月
三
日
雨
後
雪
終
日
濃
霧

二
メ
ー
ト
ル
先
が
全
く
見
え
な
い
程
の
物
凄
い
濃
霧
で
、
小
用
を
し
て

い
る
間
に
衣
類
が
濡
れ
る
程
で
あ
る
。

五
月
四
日
朝
濃
霧
晴
一
時
曇
午
後
晴

七
時
、
濃
霧
の
中
か
ら
突
然
光
が
射
し
込
む
。
急
い
で
天
幕
を
撤
収
し

て
出
発
す
る
。
雁
森
の
第
三
峰
と
第
四
峰
の
間
に
少
し
薮
が
出
て
い
た

が
、
そ
の
後
は
快
適
に
雪
の
上
を
行
く
。
寒
冷
前
線
が
通
過
し
た
ら
し
く

気
温
は
低
下
し
、
風
は
痛
い
く
ら
い
に
冷
た
い
。
二
シ
森
は
南
北
の
双
耳

峰
を
時
て
て
な
か
な
か
格
好
が
良
い
。
そ
の
北
峰
に
着
く
と
、
そ
こ
は
更

に
東
西
両
峰
に
分
れ
て
い
た
。
西
峰
に
は
昨
年
夏
に
早
大
ワ
ン
ゲ
ル
が
縦

走
し
た
時
の
焚
火
の
跡
が
あ
っ
た
。
ニ
ッ
森
か
ら
稜
線
の
北
側
の
雪
の
上

を
辿
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
三
町
村
界
峰
（
八
森
町
、
鯵
ヶ
沢
町
、
藤
里
村
）
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に
達
す
る
。
赤
石
川
源
流
は
一
面
の
雪
で
、
あ
の
遡
行
が
僅
か
一
ヶ
月
半

後
の
六
月
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。

行
手
に
は
白
神
連
峰
が
真
白
な
屏
風
と
な
っ
て
我
々
を
招
く
が
、
最
旱

や
食
料
も
燃
料
も
尽
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
日
は
支
尾
根
を
下
り
、
一

ノ
又
の
林
道
を
通
っ
て
下
山
す
る
外
は
な
い
の
だ
。
谷
底
は
薄
緑
色
で
あ

り
、
そ
こ
は
む
せ
か
え
る
よ
う
な
若
葉
が
萠
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
海
辺
に
は
新
鮮
な
海
の
幸
を
鱈
腹
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
宿
が
待
っ
て

い
る
。
冬
か
ら
春
へ
、
山
か
ら
海
へ
、
欠
乏
と
寒
気
は
い
よ
い
よ
終
る
の

だ
。
ふ
り
返
れ
ば
尾
太
岳
の
円
錐
形
峰
は
は
る
か
遠
く
に
見
え
、
縦
走
が

終
る
日
の
満
足
感
を
与
え
た
。
〔
佐
藤
勉
〕

一
九
七
○
年
六
月
、
赤
石
川
を
湖
行
し
て
み
て
、
青
森
、
秋
田
県
境
の

白
神
山
地
が
想
像
以
上
に
奥
深
く
、
原
始
境
の
趣
き
を
濃
く
残
し
た
山
地

で
あ
っ
た
の
で
、
隣
接
す
る
渓
谷
群
を
さ
ら
に
踏
査
し
て
み
た
い
と
思
っ

た
。
赤
石
川
を
踏
査
し
た
と
同
じ
メ
ン
、
ハ
ー
佐
藤
勉
、
武
田
一
男
氏
と
共

に
一
九
七
三
年
八
月
四
日
、
陸
奥
岩
崎
駅
よ
り
追
良
瀬
川
に
向
っ
た
。

追
良
瀬
堰
堤
ま
で
は
赤
石
川
へ
入
谷
し
た
と
き
た
ど
っ
た
道
で
な
つ
か

し
か
っ
た
。
堰
堤
の
湖
は
一
九
七
二
年
七
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
士
砂
が

堆
積
し
、
以
前
見
た
と
き
よ
り
だ
い
ぶ
小
さ
く
浅
く
な
っ
て
い
た
。
堰
堤

よ
り
上
流
へ
は
左
岸
の
ダ
ム
構
築
物
の
上
を
越
え
、
ユ
キ
ブ
カ
沢
出
合
に

降
り
立
っ
た
。
本
流
は
穏
や
か
な
流
れ
で
あ
る
が
水
量
は
多
い
。
平
瀬
を

追
良
瀬
川
を
湖
る

徒
渉
を
く
り
か
え
し
つ
つ
湖
っ
て
ゆ
く
。
渓
流
の
両
岸
山
腹
は
険
し
く
、

所
々
草
つ
き
の
ス
ラ
ブ
状
の
高
い
絶
壁
が
聲
立
し
て
い
る
。
ユ
キ
ブ
カ
の

沢
を
分
岐
し
て
よ
り
最
初
の
支
流
ダ
ケ
の
沢
が
右
手
よ
り
流
入
し
て
く

る
。
マ
タ
ギ
達
は
、
ダ
ケ
の
沢
は
入
っ
て
は
な
ら
な
い
沢
と
し
て
伝
承
し

て
い
る
。
ダ
ヶ
の
沢
に
入
っ
て
も
ど
っ
て
来
た
人
は
い
な
い
と
言
う
。
追

良
瀬
川
は
隣
接
す
る
赤
石
川
と
は
成
生
が
い
く
ぶ
ん
違
う
ら
し
い
・
河
原

に
堆
積
す
る
石
は
水
成
岩
、
火
成
岩
、
変
成
岩
と
多
彩
で
、
い
ろ
い
ろ
な

紋
様
と
色
彩
の
石
を
み
な
が
ら
の
渓
流
歩
き
は
楽
し
い
。
追
良
瀬
川
の
い

た
る
所
で
目
に
つ
い
た
石
は
、
黒
っ
ぽ
い
岩
質
の
中
に
白
い
短
冊
紋
様
を

ち
り
ば
め
た
輝
緑
埼
岩
、
化
石
か
と
見
違
え
る
よ
う
な
球
頚
流
紋
岩
で
あ

る
。
ハ
ッ
タ
ケ
の
沢
を
越
え
た
右
岸
段
丘
上
を
、
こ
の
日
の
夜
営
地
と
し

た
。

八
月
五
日
、
夜
の
明
け
る
頃
か
ら
断
続
的
な
激
し
い
雨
が
降
る
。
天
候

を
見
定
め
て
い
る
う
ち
、
出
発
が
十
一
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
右
手
に

向
白
神
岳
か
ら
流
下
し
て
く
る
中
ノ
沢
を
見
送
り
、
八
九
四
か
ら
の
ザ
ク

の
沢
を
合
す
る
。
こ
の
間
渓
流
は
両
岸
が
迫
っ
て
函
を
作
り
渕
を
連
続
さ

せ
る
が
、
歩
き
に
く
い
所
は
な
い
。
ゴ
ロ
ウ
サ
ブ
ロ
ウ
沢
の
出
合
は
三
十

メ
ー
ト
ル
の
滝
が
懸
っ
て
お
り
、
本
流
は
出
合
で
大
き
く
曲
折
す
る
。
本

流
の
川
床
は
赤
褐
色
の
一
枚
岩
で
あ
っ
た
。
ゴ
ロ
ウ
サ
ブ
ロ
ウ
沢
を
左
手

に
分
岐
し
、
明
る
く
開
け
た
渓
流
を
歩
い
て
ゆ
く
と
、
五
分
程
で
右
手
よ

り
大
き
な
沢
が
流
入
す
る
。
五
万
分
の
一
地
図
で
は
ダ
ケ
の
沢
、
最
近
刊

行
さ
れ
た
二
万
五
千
分
の
一
地
図
で
は
三
の
沢
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
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白神山地

沢
こ
そ
西
目
屋
村
の
マ
タ
ギ
達
が
言
う
シ
ワ
ラ
の
沢
で
あ
る
。
マ
タ
ギ
の

伝
承
で
は
「
神
の
住
む
神
聖
な
沢
で
、
ダ
ケ
の
沢
と
同
じ
く
人
が
入
っ
て

は
な
ら
な
い
沢
で
あ
る
」
「
デ
ロ
（
出
合
）
に
石
積
み
が
あ
っ
て
い
つ
も

石
を
積
む
よ
う
な
音
が
す
る
」
「
非
常
に
冷
た
い
沢
で
マ
リ
モ
の
よ
う
な

苔
が
生
え
て
い
る
」
「
シ
ワ
ラ
の
沢
の
前
を
通
る
と
き
は
か
ぶ
り
も
の
を

と
る
、
も
し
冠
り
も
の
を
と
ら
な
い
と
、
ふ
い
に
冠
り
も
の
を
と
ら
れ
て

し
ま
う
」
「
少
し
入
っ
た
所
に
祭
壇
石
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
ジ
ョ
ウ
ト
ク

様
が
空
を
飛
ん
で
降
り
た
所
で
足
跡
が
あ
る
」
。
工
藤
さ
ん
か
ら
聞
い
て

期
待
し
た
が
、
出
合
に
は
セ
ギ
ド
石
も
石
積
み
も
な
か
っ
た
。

こ
れ
よ
り
お
お
む
ね
本
流
は
、
山
腹
が
聲
立
し
て
急
峻
で
あ
る
が
、
流

れ
は
浅
く
穏
や
か
で
あ
る
。
や
が
て
白
神
岳
か
ら
流
下
す
る
ウ
ズ
ラ
石
沢

出
合
と
な
る
。
出
合
付
近
は
礫
岩
の
河
床
が
美
し
い
洗
濯
板
状
の
滑
床
を

作
る
。
ウ
ズ
ラ
石
と
は
追
良
瀬
川
の
い
た
る
所
で
み
ら
れ
る
輝
緑
玲
岩
だ

と
工
藤
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。
ウ
ズ
ラ
石
沢
か
ら
三
十
分
程
で
サ

カ
サ
川
と
ツ
ヅ
ミ
の
沢
の
出
合
う
二
俣
と
な
る
。
こ
こ
で
追
良
瀬
川
の
さ

し
も
の
水
量
も
目
に
見
え
て
半
減
す
る
。
ツ
ヅ
ミ
沢
の
下
流
は
穏
や
か
な

流
れ
で
非
常
に
歩
き
よ
い
。
今
夜
の
泊
り
場
を
探
し
つ
つ
歩
く
う
ち
、
流

れ
の
右
岸
に
段
丘
を
ひ
か
え
た
砂
洲
を
み
つ
け
泊
り
場
に
し
た
。

八
月
六
日
、
夜
が
明
け
た
が
雨
は
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
で
昨
日
と
同
じ

よ
う
な
天
気
で
あ
る
。
昼
頃
に
な
っ
て
回
復
し
て
来
た
の
で
、
さ
ら
に
前

進
す
る
こ
と
に
し
た
。
ツ
ヅ
ミ
沢
の
二
俣
に
荷
物
を
デ
ポ
し
、
ツ
ヅ
ミ
の

滝
の
懸
る
左
俣
沢
に
入
る
。
ツ
ヅ
ミ
の
滝
は
二
段
に
懸
か
り
落
差
八
十
メ

Ｉ
ト
ル
の
大
澤
布
で
あ
っ
た
。
私
達
は
対
岸
の
山
腹
に
よ
じ
登
っ
て
、
そ

の
全
貌
を
み
た
。
白
布
を
た
ら
し
た
よ
う
な
大
滑
滝
で
あ
る
。
滝
は
は
る

か
彼
方
の
上
空
か
ら
音
も
な
く
サ
ラ
サ
ラ
と
静
か
に
流
れ
落
ち
、
い
つ
ま

で
も
見
あ
き
な
い
み
ご
と
な
滝
で
あ
っ
た
。
二
俣
に
も
ど
っ
て
右
俣
に
入

る
。
ツ
ヅ
ミ
の
滝
と
同
じ
爆
布
線
上
に
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
滝
が
あ
っ

た
。
こ
の
滝
は
右
岸
を
高
ま
い
て
越
え
た
。
ツ
ヅ
ミ
の
滝
が
懸
る
爆
布
線

の
延
長
は
滝
川
の
ア
イ
コ
ン
ガ
で
あ
り
、
赤
石
川
の
魚
止
、
大
川
の
魚

止
、
大
沢
の
魚
止
と
一
直
線
に
結
ん
で
い
る
。
私
達
は
津
梅
川
に
越
え
て

大
間
越
に
出
る
べ
く
右
手
の
小
さ
な
沢
に
入
っ
た
。
一
時
間
程
で
津
梅
川

と
追
良
瀬
川
を
分
け
る
稜
線
に
出
た
。
稜
線
は
濃
い
霧
に
閉
ざ
さ
れ
て
い

た
か
ら
ビ
バ
ー
ク
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ポ
リ
タ
ン
の
中
に
は
ウ
イ
ス
キ

ー
が
あ
る
も
の
の
水
の
な
い
つ
ら
さ
。
し
と
し
と
降
る
雨
が
う
ら
め
し

い
Ｏ

八
月
七
日
、
ゆ
き
つ
も
ど
り
つ
、
大
木
に
登
っ
た
り
し
て
観
察
し
た
と

こ
ろ
、
私
達
は
津
梅
川
の
二
俣
に
至
る
尾
根
を
分
岐
す
る
峰
の
、
手
前
に

居
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
津
梅
川
は
悪
い
谷
と
聞
い
て
い
る
か
ら
尾
根
ど

お
し
に
下
山
す
る
。
丸
一
日
ほ
と
ん
ど
水
な
し
に
過
し
、
延
々
五
時
間
も

の
薮
こ
ぎ
の
末
、
体
中
の
水
気
が
ぬ
け
き
っ
た
。
津
梅
川
の
二
俣
に
出
た

と
き
は
も
う
体
が
ふ
ら
ふ
ら
で
あ
っ
た
。
林
道
に
出
る
と
ア
ブ
の
大
群
が

執
こ
ぐ
ま
つ
わ
り
つ
い
て
、
日
本
海
岸
に
出
る
ま
で
つ
い
て
来
た
。

〔
坂
本
知
忠
〕
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一
九
七
四
年
四
月
二
十
七
日
、
佐
藤
勉
、
鴨
田
行
雄
、
宮
沢
嘉
宏
氏
ら

と
共
に
、
昨
年
は
た
せ
な
か
っ
た
向
白
神
岳
ｌ
真
瀬
岳
の
間
を
縦
走
す
べ

く
出
発
す
る
。
陸
奥
岩
崎
よ
り
タ
ク
シ
ー
で
弘
西
林
道
に
入
る
。
雪
融
け

で
林
道
は
荒
れ
て
お
り
、
入
れ
る
所
ま
で
と
い
う
約
束
で
あ
っ
た
が
、
新

湯
跡
と
奥
の
湯
跡
の
ほ
ぼ
中
間
で
降
ろ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
井
戸
俣
沢
出

合
の
橋
を
渡
り
、
弘
西
林
道
一
シ
森
峠
の
登
り
に
か
か
る
。
残
雪
が
急
に

深
く
な
り
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
途
中
ま
で
除
雪
し
て
あ
っ
た
が
、
標
高
五
○

○
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
は
除
雪
し
て
な
く
、
融
雪
に
よ
る
土
砂
崩
れ
と
残

雪
が
混
り
合
っ
て
林
道
を
埋
め
て
い
た
。
も
う
す
ぐ
峠
と
い
う
所
で
、
こ

の
日
は
幕
営
し
た
。

四
月
二
十
八
日
、
一
シ
森
峠
は
一
’
二
メ
ー
ト
ル
の
残
雪
に
埋
れ
て
い

た
。
峠
よ
り
笹
内
川
と
追
良
瀬
川
を
わ
け
る
尾
根
に
と
り
つ
く
。
Ｐ
二

六
三
ｍ
か
ら
向
白
神
に
つ
づ
く
尾
根
は
や
せ
て
お
り
、
東
側
に
張
り
出
し

た
雪
庇
を
踏
み
ぬ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
た
ど
っ
た
。
ダ
ケ
ノ
沢
上
部

は
急
峻
で
断
崖
の
よ
う
に
切
れ
込
ん
で
い
た
。
向
白
神
岳
は
ほ
ぼ
同
高
度

の
四
峰
が
南
北
に
連
な
っ
て
い
る
。
三
角
点
は
一
ば
ん
北
峰
に
あ
る
。
快

調
に
残
雪
を
踏
ん
で
向
白
神
の
四
つ
の
小
ピ
ー
ク
を
越
え
る
。
こ
の
頃
よ

り
晴
れ
て
い
た
空
に
天
候
悪
化
の
兆
か
高
層
雲
が
広
が
っ
た
。
Ｐ
二
二

二
ｍ
の
北
に
あ
る
広
い
台
地
上
を
幕
営
地
と
し
た
。
風
当
り
が
強
そ
う
な

白
神
山
地
主
脈
縦
走
（
そ
の
二
）

向
白
神
岳
ｌ
白
神
岳
ｌ
真
瀬
岳

所
な
の
で
テ
ン
ト
の
ま
わ
り
に
風
避
け
の
雪
を
積
ん
だ
。

四
月
二
十
九
日
、
終
日
風
雨
激
し
く
停
滞
と
な
る
。
冬
天
幕
は
降
雨
に

弱
い
。
ビ
ニ
ー
ル
の
特
製
内
張
の
お
か
げ
で
雨
も
り
は
し
の
い
だ
が
、
底

か
ら
の
浸
水
は
タ
オ
ル
で
拭
き
と
る
よ
り
方
法
が
な
い
。
午
後
十
時
頃
西

風
強
く
、
テ
ン
ト
が
飛
ば
さ
れ
は
し
な
い
か
と
心
配
で
あ
っ
た
。

四
月
三
十
日
、
夜
が
明
け
た
が
外
は
一
寸
先
も
見
え
な
い
濃
霧
で
あ

る
。
今
日
も
停
滞
と
な
る
か
と
半
ば
あ
き
ら
め
て
い
た
ら
、
急
に
青
空
が

広
が
り
は
じ
め
た
。
西
よ
り
の
微
風
が
非
常
に
寒
い
。
出
発
す
る
頃
に
は

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
に
な
っ
た
。
白
神
岳
の
登
り
で
は
カ
モ
シ
カ
が
目
の

前
か
ら
飛
び
だ
し
た
。
白
神
山
頂
か
ら
は
足
下
の
日
本
海
が
よ
く
見
渡
せ

た
。
三
角
点
の
北
に
あ
る
石
の
詞
を
参
拝
す
る
。
白
神
山
地
を
こ
と
ご
と

く
見
渡
せ
る
大
展
望
を
楽
し
ん
だ
後
、
津
梅
川
の
最
低
鞍
部
へ
グ
リ
セ
ー

ド
で
急
降
下
す
る
。
白
神
岳
の
山
頂
付
近
は
潅
木
と
笹
の
薮
で
あ
る
が
、

標
高
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
を
境
と
し
て
ブ
ナ
の
樹
林
帯
と
な
る
。
空

は
真
青
に
晴
れ
渡
り
、
日
ざ
し
は
強
い
・
グ
ズ
グ
ズ
に
な
っ
た
雪
を
踏
ん

で
広
い
稜
線
上
の
ブ
ナ
林
を
ゆ
く
。
津
梅
川
の
最
低
鞍
部
を
越
え
小
さ
な

突
起
を
雪
を
踏
ん
で
次
々
に
越
え
る
。
ツ
ヅ
ミ
沢
右
俣
上
部
稜
線
上
か
ら

音
を
た
て
て
落
ち
る
ツ
ヅ
ミ
の
滝
が
遠
望
さ
れ
た
。

こ
の
あ
た
り
の
稜
線
は
昨
夏
、
追
良
瀬
川
か
ら
大
間
越
へ
ぬ
け
る
と
き

視
界
が
き
か
な
く
て
苦
労
し
た
所
だ
。
今
は
遠
く
ま
で
よ
く
見
透
せ
る
。

深
浦
、
岩
崎
、
八
森
の
町
界
と
な
る
峰
は
そ
の
北
側
を
か
ら
ん
で
シ
ョ
ー

ト
カ
ッ
ト
す
る
。
八
○
四
ｍ
付
近
で
熊
狩
り
の
一
行
に
出
合
っ
た
。
八
森
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白神山地

町
茂
浦
の
日
沼
徳
治
氏
一
行
三
名
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
装
具
を
み
れ
ば
乗

馬
ズ
ボ
ン
、
ゴ
ム
長
靴
、
ス
カ
リ
を
背
負
い
、
腰
に
ナ
タ
や
双
眼
鏡
を
さ

げ
て
い
る
。
真
黒
に
日
焼
け
し
て
目
だ
け
が
う
る
ん
だ
よ
う
に
光
っ
て
い

た
。
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
ま
ま
の
立
話
し
、
地
図
を
広
げ
て
八
森
側
の
沢

の
呼
称
を
聞
き
と
っ
た
。
再
び
天
候
悪
化
の
き
ざ
し
が
あ
っ
た
の
で
、
Ｐ

七
八
一
ｍ
を
越
え
三
ノ
又
沢
の
ポ
ッ
チ
の
中
腹
、
風
当
り
の
強
い
稜
線
を

さ
け
樹
林
の
中
に
幕
営
し
た
。
夕
刻
か
ら
南
の
風
強
ま
り
夜
半
よ
り
雨
と

な
る
。五

月
一
日
、
停
滞
、
一
日
中
断
続
的
に
雨
降
る
。

五
月
二
日
、
天
候
の
行
方
を
見
定
め
て
い
る
う
ち
出
発
が
十
一
時
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
昨
日
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
三
ノ
又
沢
の
ボ
ッ
チ
は
、
山

頂
の
南
側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
硬
く
し
ま
っ
た
雪
を
踏
ん
で
、
た
ち
ま

ち
三
ノ
又
沢
と
中
ノ
又
沢
を
分
岐
す
る
尾
根
の
接
点
に
達
す
る
。
こ
の
あ

た
り
追
良
瀬
川
と
真
瀬
川
の
最
低
鞍
部
で
、
全
踏
査
行
程
の
最
も
低
い
所

で
あ
る
。
稜
線
上
は
ゆ
る
や
か
な
台
地
状
で
、
中
ノ
又
沢
流
域
は
源
頭
の

稜
線
ま
で
伐
採
さ
れ
て
い
た
。
行
手
に
真
瀬
岳
、
そ
し
て
北
方
に
摩
須
賀

岳
が
端
正
な
姿
で
美
し
い
。
天
候
は
一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
。
ぐ
ず
ぐ
ず

に
雪
が
し
み
込
ん
だ
靴
が
冷
め
た
く
つ
ら
い
。
真
瀬
岳
の
一
つ
手
前
、
西

ヶ
沢
源
頭
の
峰
で
幕
営
す
る
。
夜
に
な
っ
て
天
気
は
回
復
し
た
。
満
月
が

出
て
ブ
ナ
の
梢
が
テ
ン
ト
に
影
を
落
し
た
。

五
月
三
日
、
明
け
方
は
非
常
に
寒
か
っ
た
。
曇
っ
て
い
た
が
視
界
が
良

く
き
く
の
で
出
発
す
る
。
真
瀬
岳
直
下
の
鞍
部
へ
は
わ
ず
か
五
分
で
下
っ

向
白
神
岳
１
尾
太
岳
は
、
こ
の
白
神
山
地
の
主
稜
の
核
心
と
も
言
う
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
縦
走
は
昨
年
と
一
昨
年
で
終
了
し
た
。
し
か
し

尾
太
岳
以
東
に
も
未
だ
多
く
の
雄
峰
が
存
在
す
る
。
中
で
も
田
代
岳
は
古

く
か
ら
信
仰
の
山
と
し
て
、
多
く
の
人
に
登
ら
れ
て
い
る
山
で
あ
る
。
こ

の
山
に
登
り
、
伝
説
的
な
長
慶
金
山
の
奥
山
で
あ
る
長
慶
森
を
通
り
、
津

軽
の
陣
岳
へ
抜
け
る
。
そ
ん
な
魅
力
的
な
縦
走
ル
ー
ト
を
考
え
た
の
で
あ

る
・

一
九
七
五
年
四
月
、
宮
沢
嘉
宏
君
と
私
は
、
秋
田
県
か
ら
青
森
県
へ
、

て
し
ま
っ
た
。
急
斜
面
を
息
を
切
ら
し
て
登
り
、
真
瀬
岳
の
頂
上
に
立
っ

た
。
真
瀬
岳
か
ら
下
り
き
っ
た
所
は
広
い
台
地
状
の
鞍
部
で
、
金
山
沢
か

ら
風
が
吹
き
上
げ
て
い
た
。
滝
川
の
ポ
ッ
チ
は
す
で
に
雪
が
消
え
濃
密
な

る
薮
に
な
っ
て
い
た
。
南
西
の
崩
壊
し
た
崖
を
さ
け
三
町
村
界
と
の
鞍
部

に
下
る
。
見
上
げ
る
双
峰
の
二
シ
森
は
残
雪
で
真
白
だ
。
今
年
は
昨
年
に

比
べ
て
は
る
か
に
雪
が
多
い
・
昨
年
薮
が
出
て
い
た
三
町
村
界
も
深
々
と

雪
に
覆
れ
て
い
た
。
昨
年
と
同
じ
ル
ー
ト
を
一
ノ
又
沢
に
向
っ
て
下
降
す

る
。
昨
年
二
時
間
半
も
か
か
っ
た
所
を
、
雪
を
踏
ん
で
三
十
五
分
で
林
道

の
末
端
に
飛
び
だ
し
た
。
川
原
に
降
り
て
谷
川
の
水
を
た
ら
ふ
く
飲
め

ば
、
山
を
降
り
た
喜
び
が
胸
い
つ
ぱ
い
に
広
が
る
。
林
道
を
下
る
私
達
に

春
風
が
吹
き
ぬ
け
る
。
二
年
が
か
り
の
白
神
山
地
縦
走
が
終
っ
た
。

〔
坂
本
知
忠
〕

田
代
岳
ｌ
陣
岳
縦
走
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山
脈
を
横
断
す
る
山
旅
に
出
発
し
た
。

四
月
二
十
九
日
曇
後
雨

早
口
駅
で
下
車
す
る
。
バ
ス
が
来
る
ま
で
一
時
間
半
程
時
間
が
あ
る
の

で
田
代
町
の
役
場
へ
行
く
。
田
代
岳
へ
の
登
山
道
は
現
在
で
も
、
大
野
、

大
渕
岱
、
五
色
滝
の
三
方
面
か
ら
あ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
山
は
白
神
山

地
の
山
と
し
て
は
全
く
例
外
的
に
登
山
道
が
沢
山
あ
る
山
で
あ
る
。

バ
ス
の
終
点
の
大
野
に
は
田
村
商
店
と
い
う
万
屋
が
あ
り
、
こ
の
店
は

裏
手
で
清
風
亭
と
い
う
旅
館
も
兼
業
し
て
い
る
。
田
代
岳
は
昔
か
ら
多
く

の
人
に
登
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
最
奥
の
村
に
旅
館
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
。

車
道
は
三
合
目
の
カ
ッ
チ
東
又
沢
と
薄
市
沢
の
出
合
ま
で
で
、
こ
こ
か

ら
い
よ
い
よ
本
格
的
な
登
り
と
な
る
。
五
合
目
を
過
ぎ
た
所
に
無
人
の
雨

量
測
候
所
が
あ
り
、
こ
の
付
近
か
ら
全
面
的
に
雪
の
上
を
歩
く
よ
う
に
な

る
。
曇
空
は
い
つ
の
間
に
か
霧
雨
に
変
り
、
だ
ん
だ
ん
大
粒
に
な
っ
て
く

る
。
夏
は
湿
原
と
な
る
九
合
目
の
平
は
雪
原
が
白
々
と
広
が
る
の
み
で
あ

る
。
田
代
山
頂
は
そ
こ
か
ら
僅
か
で
あ
り
、
頂
に
は
三
’
四
坪
の
社
殿
が

あ
っ
た
。
風
雨
も
い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ
た
の
で
、
今
日
は
泊
め
さ
せ
て

戴
く
。四

月
三
十
日
朝
の
う
ち
曇
後
晴

昨
夜
は
風
雨
が
荒
れ
狂
い
、
騒
々
し
い
一
夜
で
あ
っ
た
。
天
候
回
復
と

登
山
安
全
を
祈
願
し
て
、
田
代
大
明
神
に
カ
ワ
ハ
ギ
の
干
物
を
献
上
し
た

が
、
そ
れ
が
効
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
不
思
議
や
薄
日
が
射
し
青
空
が
見

え
て
来
た
。

田
代
岳
か
ら
西
へ
は
、
雷
岳
、
烏
帽
子
岳
、
茶
臼
岳
と
魅
力
的
な
ピ
ー

ク
が
連
な
っ
て
い
る
が
、
我
々
は
北
へ
向
う
広
い
尾
根
を
辿
る
。
ブ
ナ
の

巨
木
が
一
面
に
林
立
す
る
原
生
林
で
、
ま
こ
と
に
気
分
が
良
い
。
し
か
し

尾
根
が
広
く
平
坦
な
の
で
、
ル
ー
ト
を
見
誤
ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意

を
払
う
。
鞍
部
か
ら
は
尾
根
幅
も
普
通
に
な
り
、
Ｐ
八
八
○
ｍ
を
経
て
更

に
北
方
へ
、
県
境
へ
の
最
短
コ
ー
ス
を
辿
る
。
や
が
て
澄
川
沢
上
流
の
平

地
が
一
望
に
見
渡
せ
る
所
へ
来
る
。

平
は
未
だ
一
面
の
雪
で
あ
る
が
、
蛇
行
す
る
澄
川
沢
の
岸
辺
に
は
常
緑

の
潅
木
が
茂
り
、
流
路
は
緑
の
ベ
ル
ト
に
な
っ
て
い
る
。
沢
ま
で
下
り
て

く
る
と
、
沢
は
思
っ
た
程
太
く
な
く
、
二
’
四
メ
ー
ト
ル
の
川
幅
で
深
さ

も
四
’
五
○
セ
ン
チ
程
で
あ
る
。
靴
を
脱
い
で
徒
渉
す
る
が
、
も
の
す
ご

く
冷
た
い
。

こ
の
平
の
岸
辺
で
昼
食
に
す
る
。
日
は
す
で
に
高
く
、
空
は
青
く
晴

れ
、
雪
の
消
え
た
所
に
は
水
芭
蕉
が
咲
い
て
い
る
。
四
囲
の
山
は
未
だ
冬

で
あ
る
が
、
こ
の
別
天
地
だ
け
は
春
が
訪
れ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。

平
か
ら
県
境
稜
線
ま
で
は
思
っ
た
よ
り
簡
単
に
登
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
付
近
は
標
高
が
低
い
の
で
薮
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た

が
、
そ
れ
は
杷
憂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
県
境
は
さ
す
が
に
眺
望
が
良
い
・

雪
を
つ
け
た
岩
木
山
が
驚
く
程
近
く
に
見
え
る
。
田
代
岳
か
ら
見
た
時
は

小
さ
な
コ
ブ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
長
慶
森
も
、
こ
こ
か
ら
眺
め
る
と
ド
ー
ム

を
連
ね
た
双
子
峰
で
立
派
な
姿
で
あ
る
。
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白神山地

こ
こ
か
ら
長
慶
森
ま
で
は
長
慶
沢
の
源
頭
を
ぐ
る
り
と
迂
回
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
さ
す
が
に
県
境
は
雪
が
多
く
快
適
に
歩
く
こ
と
が
で
き

た
。
長
慶
沢
の
源
頭
付
近
で
、
山
脈
を
横
断
す
る
道
型
ら
し
い
も
の
が
あ

っ
た
が
、
雪
の
た
め
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
長
慶
沢
は
江
戸

時
代
に
金
山
が
あ
っ
た
所
で
あ
り
、
今
日
で
も
当
時
使
用
し
た
石
臼
や
道

具
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
の
一
面
に
積
っ
た
雪
か
ら
は
想
像

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

こ
の
日
は
堂
九
郎
坊
森
の
手
前
で
幕
営
す
る
。

五
月
一
日
快
晴

堂
九
郎
坊
森
は
幕
営
地
か
ら
す
ぐ
の
平
凡
な
小
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
こ

こ
か
ら
目
屋
、
相
馬
、
田
代
の
三
町
村
界
ピ
ー
ク
ま
で
は
小
さ
な
上
下
を

繰
り
返
す
。
途
中
、
小
さ
な
池
が
あ
り
、
鈴
羊
で
あ
ろ
う
か
、
池
の
氷
を

踏
み
破
っ
た
跡
が
あ
っ
た
。
三
町
村
界
ピ
ー
ク
か
ら
陣
馬
岳
ま
で
は
一
直

線
に
稜
線
が
伸
び
て
い
る
の
で
、
遠
く
に
見
え
た
陣
場
岳
も
ぐ
ん
ぐ
ん
近

づ
く
。
標
高
も
高
く
な
り
尾
根
幅
も
広
く
な
り
、
雪
の
具
合
も
上
々
で
あ

る
。
陣
場
岳
の
頂
は
広
く
緩
や
か
で
、
喬
木
も
な
い
の
で
、
日
射
し
は
驚

く
程
強
く
ま
ぶ
し
い
・
陣
場
岳
か
ら
陣
岳
ま
で
は
雪
の
べ
っ
た
り
付
い
た

幅
広
い
尾
根
で
、
青
空
の
下
快
適
な
雪
稜
漫
歩
で
あ
っ
た
。

陣
岳
は
、
こ
の
縦
走
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
正
面
の
尾
太
岳

は
ま
す
ま
す
接
近
し
、
三
角
形
に
盛
り
上
っ
た
頂
、
鋭
い
雪
の
落
ち
た
支

稜
、
雪
の
べ
っ
た
り
つ
い
た
斜
面
を
格
好
良
く
時
て
て
い
る
。
尾
太
岳
の

美
し
さ
に
し
ば
し
呆
然
と
見
と
れ
る
。

赤
石
川
、
追
良
瀬
川
と
い
う
北
面
の
二
大
沢
流
を
遡
行
し
た
我
々
は
、

次
に
南
面
の
大
沢
流
、
粕
毛
川
を
次
の
目
標
に
選
ん
だ
。
主
脈
稜
線
上
か

ら
み
た
こ
の
谷
は
深
く
大
き
く
切
れ
込
み
、
大
い
に
遡
行
欲
を
か
き
立
て

た
。
一
九
七
四
年
の
春
、
萱
沢
の
佐
々
木
伊
一
郎
氏
を
訪
れ
沢
の
様
子
を

聞
き
、
そ
の
夏
、
武
田
一
男
、
坂
本
知
忠
、
大
山
昇
博
の
三
君
と
共
に
こ

の
谷
に
乗
り
込
ん
だ
が
、
結
果
は
連
日
の
豪
雨
で
一
歩
も
沢
へ
入
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
か
く
て
一
九
七
五
年
六
月
、
坂
本
知
忠
、
宮
沢
喜
博

の
両
君
と
と
も
に
再
度
遡
行
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

六
月
二
十
一
日
晴
、
暑
し

少
し
暑
い
が
初
夏
の
爽
や
か
な
朝
、
二
ツ
井
駅
か
ら
奥
地
へ
向
う
。
藤

琴
川
に
は
か
つ
て
の
森
林
軌
道
の
橋
脚
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
お
り
、
あ
り

し
日
の
壮
大
な
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
素
破
里
湖
の
傍
を
抜
け
、

冷
水
岳
麓
へ
向
う
車
道
と
別
れ
、
粕
毛
川
へ
向
う
荒
れ
た
歩
道
へ
入
る
。

小
屋
跡
の
平
地
を
過
ぎ
、
東
又
沢
の
美
し
い
渓
流
に
沿
っ
て
下
る
。
沢
が

一
昨
年
、
尾
太
岳
へ
登
っ
た
時
は
あ
の
急
斜
面
を
よ
く
登
っ
た
も
の
だ

と
話
し
合
う
。
今
日
は
眺
望
が
良
く
、
波
涛
の
よ
う
に
延
々
と
続
く
白
神

山
地
の
山
々
を
一
望
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
天
気
の
日
は
前
に
も
後
に
も
な
か
っ
た
。
雪
山
を
去
る
に
は
も
っ
た
い

な
い
よ
う
な
日
で
あ
っ
た
が
、
大
休
止
を
し
た
後
尾
太
鉱
山
を
目
指
し
て

山
を
下
っ
た
。
〔
佐
藤
勉
〕

粕
毛
川
遡
行
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廊
下
を
成
す
所
、
沢
床
か
ら
四
十
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
所
に
鉄
橋
が
架
し

て
あ
る
。
鉄
橋
を
渡
っ
た
対
岸
に
は
半
ば
埋
れ
た
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
そ

こ
か
ら
は
昔
の
森
林
軌
道
の
跡
を
辿
る
の
だ
が
、
ト
ン
ネ
ル
が
埋
っ
て
い

た
り
橋
が
落
ち
て
い
た
り
で
、
容
易
に
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か

つ
て
ヤ
ー
ド
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
広
場
を
過
ぎ
る
と
、
軌
道
の
跡
は
再

生
し
た
自
然
の
中
に
埋
れ
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

薮
が
ひ
ど
く
な
る
の
で
粕
毛
川
の
本
谷
へ
下
る
。
Ｖ
字
谷
の
底
を
豊
富

な
水
が
流
れ
て
お
り
、
緑
青
が
ふ
い
た
よ
う
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い

る
。
地
図
の
大
滝
は
す
で
に
崩
壊
し
て
後
退
し
、
二
条
に
分
れ
て
落
下
し

て
い
る
。
滝
の
上
へ
は
容
易
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
は
広
く
緩
い

河
原
と
な
っ
て
お
り
、
歩
き
や
す
い
。
下
り
沢
は
滑
床
と
な
っ
て
合
流
し

て
お
り
、
我
々
は
そ
の
対
岸
の
や
や
上
流
に
小
屋
掛
け
を
作
る
。

六
月
二
十
一
一
日
晴
、
一
時
雨

今
日
は
ト
ッ
チ
ャ
カ
を
登
る
日
で
あ
る
。
ト
ッ
チ
ャ
カ
と
は
下
り
沢
の

支
流
で
、
雁
森
岳
に
源
を
発
す
る
沢
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
沢
は
マ
タ
ギ

達
の
間
で
は
悪
沢
と
さ
れ
て
い
る
。

平
坦
な
下
り
沢
は
朝
日
が
明
る
く
射
し
込
み
、
朗
ら
か
な
気
分
だ
。
ト

ッ
チ
ャ
カ
ヘ
入
る
と
早
く
も
斜
滝
が
現
れ
、
し
ば
ら
く
行
く
と
高
さ
二
十

メ
ー
ト
ル
も
の
巨
大
な
雪
塊
を
見
る
。
左
手
の
山
腹
は
そ
い
だ
よ
う
に
土

砂
が
崩
壊
し
て
お
り
、
そ
の
土
砂
と
雪
が
落
ち
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に

行
手
に
は
落
差
三
十
メ
ー
ト
ル
の
滝
が
懸
り
、
上
段
十
五
メ
ー
ト
ル
は
捲

い
て
登
る
。
斜
滝
が
二
本
続
き
、
雪
橋
も
現
れ
る
。
三
メ
ー
ト
ル
、
五
メ

Ｉ
ト
ル
、
五
メ
ー
ト
ル
の
三
段
の
滝
は
沢
身
を
そ
の
ま
ま
登
る
。
三
条
に

分
れ
て
落
下
す
る
十
メ
ー
ト
ル
の
滝
を
越
す
と
、
長
大
な
雪
渓
が
現
れ

る
。
雪
渓
は
切
れ
る
こ
と
な
く
徐
々
に
傾
斜
を
増
し
て
続
い
て
い
る
。
雪

渓
の
雁
森
岳
側
は
草
付
や
潅
木
を
混
え
た
岩
壁
で
、
鈴
羊
が
い
と
も
簡
単

に
横
切
っ
て
行
く
。
我
々
は
雪
渓
の
最
上
部
ま
で
詰
め
て
引
き
近
す
こ
と

に
し
た
。
帰
路
、
雪
渓
の
正
面
に
県
境
の
Ｐ
九
一
八
ｍ
が
見
え
た
が
、
雪

渓
の
上
に
立
つ
そ
の
姿
は
、
到
底
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下
の
山
と
は
思

え
な
い
程
立
派
で
あ
っ
た
。

六
月
二
十
三
日
曇
、
時
々
雨

泊
地
を
コ
マ
カ
の
出
合
へ
移
す
た
め
に
午
後
出
発
す
る
。
大
滝
か
ら
サ

ン
ガ
イ
滝
の
間
、
粕
毛
川
は
幅
広
い
河
原
の
中
を
ゆ
る
や
か
に
蛇
行
し
な

が
ら
流
れ
、
穏
や
か
な
美
し
い
風
景
を
作
っ
て
い
る
。
本
流
の
透
明
な
豊

か
な
水
、
早
瀬
や
瀞
、
上
流
の
山
の
黒
い
影
、
水
辺
に
佇
む
喬
木
、
平
凡

な
風
景
で
あ
る
が
、
心
の
安
ま
る
感
じ
が
す
る
。
本
州
中
部
の
山
で
は
、

こ
の
よ
う
な
美
し
い
中
流
が
、
ダ
ム
や
林
道
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

は
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
オ
ッ
キ
リ
沢
（
目
屋
称
ナ
ラ
ノ
キ
沢
）
付
近
で

は
本
流
は
赤
や
白
の
岩
盤
の
上
を
流
れ
、
単
調
な
中
に
も
変
化
を
添
え
て

い
た
。
こ
の
日
は
コ
マ
カ
出
合
の
対
岸
に
泊
る
。

六
月
二
十
四
日
晴
後
曇
夕
刻
晴

今
日
は
サ
ン
ガ
イ
の
滝
ま
で
往
復
し
て
、
帰
途
に
つ
く
こ
と
に
す
る
。

サ
ン
ガ
イ
沢
（
粕
毛
川
本
谷
上
部
の
称
）
は
ゆ
る
い
平
凡
な
渓
相
で
、
二

シ
森
へ
喰
込
む
上
部
の
急
峻
さ
は
、
と
て
も
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
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白神山地

大
川
は
津
軽
最
大
の
河
川
、
岩
木
川
の
上
流
の
称
で
あ
る
。
岩
木
川
の

水
源
は
何
処
に
あ
る
の
か
、
水
源
と
さ
れ
て
い
る
泊
岳
と
は
ニ
ッ
森
の
こ

と
か
、
そ
れ
と
も
雁
森
岳
の
こ
と
か
、
過
去
に
お
い
て
多
く
の
議
論
の
あ

、
っ
た
所
で
あ
る
。
ま
た
、
岩
木
川
は
氾
濫
を
も
っ
て
名
高
い
暴
れ
川
で
あ

い
。
時
々
残
雪
が
現
れ
る
が
格
別
変
化
の
な
い
沢
歩
き
で
サ
ン
ガ
イ
滝
に

達
す
る
。
滝
は
下
か
ら
七
メ
ー
ト
ル
、
三
メ
ー
ト
ル
、
十
五
メ
ー
ト
ル
の

三
段
と
な
っ
て
お
り
、
釜
を
持
っ
た
堂
々
た
る
滝
で
あ
る
。
サ
ン
ガ
イ
と

は
三
階
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
美
し
い
滝
を
し
ば
ら
く
眺
め
て
泊

地
に
戻
る
。

今
日
は
峰
浜
村
へ
下
山
す
る
日
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
最
低
鞍
部
を

越
え
て
水
沢
川
の
谷
へ
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
マ
カ
沢
へ
入
っ
た

す
ぐ
の
所
に
、
右
岸
か
ら
注
ぐ
支
流
を
そ
の
登
路
に
選
ぶ
。
出
合
付
近
の

ゴ
ル
ジ
ュ
を
抜
け
る
と
、
あ
と
は
小
滝
の
二
’
三
あ
る
平
凡
な
沢
で
あ
っ

た
。
上
部
に
は
雪
が
あ
っ
た
が
格
別
の
こ
と
も
な
く
最
低
鞍
部
に
着
く
。

鞍
部
か
ら
見
た
雁
森
岳
は
意
外
な
程
大
き
い
姿
で
迫
り
、
粕
毛
川
流
域
へ

の
別
れ
を
辛
い
も
の
に
し
た
。

鞍
部
か
ら
二
時
間
程
反
対
側
へ
下
る
と
、
峰
浜
川
上
流
の
銅
山
跡
へ
出

る
。
そ
こ
か
ら
林
道
を
歩
い
て
下
る
。
途
中
牛
が
放
牧
し
て
あ
っ
た
が
、

時
お
り
逃
げ
出
し
て
津
軽
ま
で
行
く
と
い
う
か
ら
驚
く
。
最
奥
の
村
大
岱

ま
で
歩
き
、
車
で
沢
目
駅
へ
向
う
。
〔
佐
藤
勉
〕

大
川
（
岩
木
川
）
遡
行

る
。
そ
の
洪
水
が
起
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
、
そ
の
原
因
は
未
知
の
上
流
域
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
興
味
か
ら
大
川
の
源
流
を
、
い
つ
の
日
か
遡
行
し
て
み
た
い
と

考
え
て
い
た
。

大
川
遡
行
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
は
、
粕
毛
川
の
小
屋
掛
け
の
中
で
坂
本

君
が
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
川
を
遡
行
し
雁
森
岳
へ
登

り
、
ウ
ト
ウ
沢
を
下
っ
て
粕
毛
川
へ
出
て
、
鞍
部
を
越
え
て
水
沢
川
の
上

流
へ
下
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
早
速
実
行
に
移
さ
れ
、

一
九
七
五
年
十
月
九
日
、
坂
本
知
忠
、
宮
沢
嘉
宏
、
井
出
悟
の
三
君
と
共

に
上
野
を
出
発
し
た
。

十
月
十
日
晴
、
時
々
に
わ
か
雨

弘
前
か
ら
西
目
屋
村
砂
子
瀬
へ
、
そ
し
て
弘
西
林
道
を
大
川
に
架
る
橋

の
所
ま
で
来
る
。
こ
こ
か
ら
段
丘
上
の
細
い
道
を
辿
る
、
あ
け
び
が
た
わ

わ
に
実
っ
て
い
る
。
カ
ワ
ラ
沢
を
下
り
大
川
本
流
へ
出
る
。
さ
す
が
に
本

流
は
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
豊
か
な
水
量
を
流
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ウ
ト
ク
沢

が
左
岸
か
ら
合
流
す
る
。

こ
こ
で
ル
ー
ト
は
二
つ
に
分
れ
る
。
本
流
の
大
廊
下
地
帯
を
突
破
す
る

か
、
そ
れ
と
も
Ｐ
六
九
二
ｍ
の
稜
線
上
を
行
く
マ
タ
ギ
の
ト
レ
ー
ス
を
辿

る
か
で
あ
る
。
砂
子
瀬
の
工
藤
光
治
の
「
今
秋
な
ら
ば
渕
も
浅
く
通
過
で

き
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
従
っ
て
、
思
い
切
っ
て
沢
通
し
に

行
く
こ
と
に
す
る
。

大
滝
又
沢
を
分
け
、
沢
が
屈
曲
す
る
と
両
岸
の
山
は
高
く
の
し
か
か
る
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よ
う
に
迫
り
、
典
型
的
な
廊
下
と
な
る
。
両
岸
の
枝
沢
は
い
ず
れ
も
垂
直

の
滝
と
な
っ
て
落
下
し
、
壮
観
で
あ
る
。
峡
底
か
ら
ふ
り
仰
ぐ
空
は
一
文

字
に
青
く
晴
れ
て
い
る
が
、
露
出
計
の
針
は
驚
く
程
暗
い
値
を
示
し
て
い

る
。
た
だ
、
紅
葉
は
今
が
盛
り
で
、
そ
の
華
や
か
な
色
が
圧
倒
す
る
よ
う

な
両
岸
の
岩
壁
に
、
僅
か
に
彩
を
添
え
て
い
る
。
行
手
に
は
何
度
か
絶
望

的
な
場
面
が
現
れ
る
が
、
へ
つ
り
や
徒
渉
に
よ
っ
て
な
ん
と
か
切
り
抜
け

る
。
岩
質
が
黒
い
岩
か
ら
石
英
質
の
白
い
岩
に
変
る
と
、
壮
大
な
廊
下
も

終
り
を
告
げ
、
平
凡
な
流
れ
と
な
っ
て
折
崎
沢
の
出
合
に
着
く
。
今
夜
は

こ
こ
に
泊
る
。

十
月
十
一
日
晴
後
曇
夕
刻
よ
り
雨

空
は
不
気
味
な
程
の
朝
焼
が
広
が
り
、
前
途
に
何
か
不
安
を
感
ず
る
。

平
凡
な
河
原
を
し
ば
ら
く
行
く
と
魚
止
滝
が
二
十
五
メ
ー
ト
ル
程
の
滝
を

懸
け
て
お
り
、
滝
の
少
し
手
前
の
右
岸
を
登
る
。
な
お
も
小
滝
を
時
々
懸

け
る
平
凡
な
沢
を
行
く
と
、
行
手
の
山
が
立
っ
て
来
る
。
ヒ
ト
ハ
ネ
沢
の

出
合
で
あ
る
。
本
流
は
門
の
よ
う
に
立
つ
二
つ
の
岩
の
間
か
ら
流
れ
出
て

い
る
。
そ
の
幅
は
二
メ
ー
ト
ル
程
で
、
一
跳
び
で
飛
び
越
せ
そ
う
で
あ

る
。
ヒ
ト
ハ
ネ
沢
の
地
名
は
そ
れ
か
ら
由
来
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
折

か
ら
朝
日
が
あ
た
り
、
門
の
奥
に
は
何
か
素
晴
ら
し
い
世
界
が
あ
る
よ
う

な
期
待
を
抱
か
せ
る
。

こ
の
狭
所
を
抜
け
し
ば
ら
く
行
く
と
、
左
岸
に
土
崩
を
見
る
。
や
が
て

キ
ュ
ウ
ベ
イ
沢
が
滝
を
か
け
て
合
流
す
る
が
、
滝
は
ほ
と
ん
ど
土
砂
で
埋

れ
て
い
る
。
本
流
も
も
ち
ろ
ん
土
砂
に
埋
れ
、
正
面
に
は
樹
木
が
剥
ぎ
取

ら
れ
た
赤
裸
の
小
尾
根
が
見
え
る
。
土
砂
の
崩
壊
は
小
尾
根
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
は
る
か
上
部
の
山
ま
で
続
い
て
い
る
。
実
に
大
規
模
な
崩
壊

だ
。
こ
の
小
尾
根
を
ぐ
る
り
と
回
っ
た
時
、
思
わ
ず
ア
シ
と
声
を
上
げ
て

し
ま
っ
た
。
目
前
に
洋
々
た
る
水
面
が
広
が
っ
て
い
る
の
だ
。
崩
壊
に
よ

る
堰
止
湖
が
出
来
て
い
る
の
だ
。
そ
の
奥
行
は
二
五
○
メ
ー
ト
ル
を
優
に

越
す
も
の
で
あ
り
、
幅
も
八
十
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
。
こ
の
源
流
近
い
山

奥
に
、
こ
れ
だ
け
大
き
い
湖
水
が
あ
ろ
う
と
は
夢
に
も
予
想
で
き
な
か
っ

た
。

堰
止
湖
は
右
岸
の
急
な
草
付
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
が
、
再
び
沢
へ
下
り

る
ま
で
一
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
後
の
有
力
な
支
流
で
あ
る
小

カ
チ
ズ
ミ
沢
を
分
け
る
と
、
さ
す
が
の
大
川
も
水
量
は
減
少
す
る
。
や
が

て
ス
ラ
ブ
状
の
三
十
メ
ー
ト
ル
の
滝
が
現
れ
、
そ
の
上
に
も
更
に
二
－
三

本
の
滝
が
続
き
、
上
流
の
滝
場
と
な
る
。
そ
こ
を
抜
け
る
と
浅
い
が
典
型

的
な
廊
下
が
続
き
、
大
川
最
後
の
有
終
の
美
を
飾
る
。

や
が
て
、
こ
の
山
地
特
有
の
テ
ロ
テ
ロ
し
た
ス
ラ
ブ
状
の
岩
壁
が
現

れ
、
沢
は
岩
溝
と
な
っ
て
草
付
の
中
へ
喰
込
む
。
急
傾
斜
の
岩
溝
を
慎
重

に
登
り
、
薮
へ
入
る
と
す
ぐ
稜
線
で
、
雁
森
岳
の
第
三
峰
と
第
四
峰
の
鞍

部
で
あ
っ
た
。

第
四
峰
の
頂
に
登
り
現
地
点
を
確
認
し
て
、
粕
毛
川
の
支
流
ウ
ト
ウ
沢

を
下
る
。
源
頭
は
急
で
樋
状
、
階
段
状
の
小
滝
が
連
続
す
る
が
、
格
別
の

困
難
は
な
い
。
枝
沢
を
合
し
て
水
量
が
増
え
る
頃
か
ら
沢
は
平
凡
に
な

る
。
垂
れ
込
め
た
雲
か
ら
は
と
う
と
う
雨
が
降
り
始
め
る
。
柿
然
た
る
雨
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白神山地

白
神
山
地
の
残
雪
期
縦
走
も
す
で
に
三
回
を
数
え
、
主
要
稜
線
の
大
部

分
を
踏
破
し
た
。
し
か
し
、
粕
毛
川
の
南
側
に
は
、
泊
り
岳
（
Ｐ
一
○
三

八
ｍ
）
、
次
郎
左
衛
門
岳
、
焼
山
、
長
場
内
岳
、
蝦
夷
岩
山
と
主
稜
に
劣

ら
な
い
魅
力
的
な
ピ
ー
ク
を
連
ね
た
長
い
稜
線
が
伸
び
て
い
る
。
そ
こ
で

今
年
（
一
九
七
六
年
）
は
、
こ
の
縦
走
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
参
加
者

は
私
と
宮
沢
嘉
宏
君
の
二
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

五
月
一
日
雨

八
森
か
ら
一
ノ
又
の
林
道
へ
入
る
。
低
い
曇
空
は
土
砂
降
り
の
豪
雨
と

な
り
、
秋
田
木
材
工
業
の
小
屋
で
泊
る
。

五
月
二
日
曇
一
時
霧
雨
、
夕
刻
よ
り
雨

夜
半
に
雨
は
上
っ
た
が
、
上
空
は
一
面
の
雲
で
あ
り
、
僅
か
に
雲
間
か

ら
光
が
洩
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
小
屋
の
少
々
上
流
で
一
ノ
又
本
流
の

の
中
を
歩
き
続
け
、
粕
毛
川
の
本
流
に
出
て
コ
マ
カ
の
出
合
に
向
う
。
六

月
に
来
た
時
の
小
屋
掛
け
の
骨
組
は
未
だ
残
っ
て
い
て
、
テ
ン
ト
フ
ラ
イ

を
掛
け
雨
を
し
の
ぐ
。

十
月
十
二
日
晴
、
時
々
に
わ
か
雨

午
前
に
濡
れ
た
衣
類
を
干
し
て
午
後
出
発
す
る
。
六
月
に
来
た
時
の
よ

う
に
鞍
部
を
越
し
て
水
沢
川
の
上
流
へ
抜
け
る
。
最
奥
の
部
落
大
岱
の
手

前
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
も
ら
う
。
行
手
の
日
本
海
に
日
が
沈
む
の
は
壮

大
な
眺
め
で
あ
っ
た
。
〔
佐
藤
勉
〕

泊
り
岳
Ｉ
焼
山
縦
走

林
道
と
別
れ
、
左
岸
の
山
へ
行
く
支
線
に
入
る
。

林
道
の
終
点
か
ら
稜
線
へ
取
り
つ
く
。
時
々
強
い
風
が
吹
い
て
雪
が
飛

び
、
天
候
は
荒
れ
気
味
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
雪
は
一
面
に
残
っ
て
お

り
、
あ
ま
り
苦
労
せ
ず
に
稜
線
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
は
二
重
山

稜
と
な
っ
た
珍
ら
し
い
所
で
、
そ
の
間
の
窪
地
は
絶
好
の
幕
営
地
と
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
か
ら
三
町
村
界
峰
（
八
森
町
、
鯵
ヶ
沢
町
、
藤
里
村
）
へ

向
う
。
は
じ
め
は
潅
木
や
笹
の
薮
が
出
て
い
た
り
し
た
が
、
し
だ
い
に
尾

根
幅
は
広
く
な
り
歩
き
や
す
く
な
る
。
サ
ン
ガ
イ
沢
の
源
流
は
急
峻
で
あ

り
、
雪
が
ほ
と
ん
ど
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
。

三
町
村
界
峰
に
着
く
頃
、
霧
が
晴
れ
た
。
曇
天
の
下
、
白
神
山
地
は
白

々
と
波
を
打
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。
最
高
点
の
木
の
根
に
座
っ
て
過
ぎ
し

日
の
想
い
出
に
耽
け
る
。
ゆ
っ
く
り
休
み
、
落
ち
着
い
た
心
で
山
を
下
り

始
め
る
と
、
四
人
の
人
が
登
っ
て
く
る
の
に
会
う
。
昨
年
の
同
じ
頃
山
中

で
会
っ
た
八
森
の
猟
師
達
だ
。
今
日
は
真
瀬
岳
方
面
へ
熊
狩
に
行
く
と
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
身
な
り
は
極
め
て
軽
装
で
、
機
動
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
代
り
山
中
で
泊
る
こ
と
は
な
く
、

里
か
ら
往
復
一
日
の
行
動
半
径
の
所
で
狩
を
す
る
と
言
う
。

再
び
我
々
は
も
と
の
稜
線
を
南
へ
辿
り
、
二
重
稜
線
の
所
で
幕
営
す

る
。
折
り
か
ら
濃
密
な
霧
は
雨
に
変
り
始
め
る
。

五
月
三
日
朝
夕
曇
日
中
晴

昨
夜
は
雨
が
断
続
的
に
降
っ
た
の
で
、
朝
に
な
っ
て
止
み
は
し
た
も
の

の
出
発
は
見
合
せ
て
い
た
。
午
前
八
時
、
一
瞬
天
幕
に
光
が
射
し
込
む
。
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突
然
、
風
が
お
こ
り
、
雲
が
切
れ
、
青
空
が
広
が
る
。
準
備
を
す
る
の
も

も
ど
か
し
く
急
速
出
発
す
る
。

泊
り
岳
は
大
き
な
山
容
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
稜
線
は
狭
く
薮
が
露

出
し
て
い
る
。
し
か
し
意
外
に
も
そ
こ
に
は
古
い
蛇
目
が
あ
り
、
思
っ
た

よ
り
容
易
に
頂
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
古
い
蛇
目
は
薮
漕
ぎ
の

目
印
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
道
型
の
跡
を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

も
し
そ
れ
が
道
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
体
誰
れ
が
何
の
為
に
作
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
里
か
ら
泊
り
が
け
で
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
か
ら
そ
の
名
が
由

来
す
る
泊
り
岳
は
、
こ
の
縦
走
路
の
最
高
点
（
一
○
三
八
・
三
メ
ー
ト

ル
）
で
、
さ
す
が
に
展
望
が
よ
い
・

こ
の
山
の
南
側
は
急
な
潅
木
の
尾
根
で
、
少
し
の
間
薮
漕
ぎ
を
強
い
ら

れ
る
。
鞍
部
ま
で
下
る
と
尾
根
も
広
く
緩
や
か
に
な
り
、
雪
も
多
く
な
っ

て
歩
き
よ
い
。
Ｐ
九
五
○
ｍ
、
Ｐ
九
三
二
ｍ
、
Ｐ
七
五
八
ｍ
、
と
漸
時
標

高
を
下
げ
な
が
ら
見
事
な
ブ
ナ
の
稜
線
を
漫
歩
す
る
。
Ｐ
七
九
五
ｍ
の
所

で
主
稜
線
が
北
を
向
く
と
、
正
面
に
雁
森
岳
が
堂
々
た
る
姿
で
現
れ
る
。

岩
と
雪
を
ち
り
ば
め
た
そ
の
勇
姿
は
、
到
底
標
高
千
メ
ー
ト
ル
未
満
の
山

と
は
思
え
な
い
程
カ
ッ
コ
い
い
。
そ
の
険
し
さ
、
立
派
さ
、
美
し
さ
、
思

わ
ず
足
を
止
め
カ
メ
ラ
を
向
け
る
。

水
沢
川
か
ら
粕
毛
川
へ
乗
越
す
最
低
鞍
部
（
六
六
○
メ
ー
ト
ル
）
付
近

は
標
高
が
低
い
の
で
、
薮
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
た
が
、
雪

が
辛
う
じ
て
残
っ
て
い
て
難
な
く
歩
る
く
こ
と
が
で
き
た
。
乗
越
か
ら
Ｐ

九
一
九
ｍ
ま
で
は
稜
線
上
を
東
進
す
る
の
で
、
目
標
の
焼
山
は
一
向
に
近

ず
く
感
じ
が
し
な
い
。
Ｐ
九
一
九
ｍ
で
は
一
面
に
笹
が
枯
れ
て
い
た
。
Ｐ

九
○
○
ｍ
は
平
頂
峰
で
、
大
日
岳
へ
続
く
長
大
な
尾
根
を
分
岐
し
て
い

る
。
南
へ
曲
る
主
稜
線
を
辿
る
と
、
岩
倉
沢
か
ら
上
っ
て
来
る
四
’
五
人

の
足
跡
を
見
る
。
長
靴
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
狩
人
で
あ
ろ
う
。
次
郎

左
衛
門
岳
は
広
い
頂
で
、
窪
地
も
あ
っ
て
絶
好
の
天
幕
地
で
あ
る
が
、
天

候
は
す
で
に
下
り
坂
で
あ
り
、
我
々
は
先
を
急
い
で
焼
山
と
の
鞍
部
に
幕

営
す
る
。

五
月
四
日
曇
後
雨

幸
い
天
気
は
朝
ま
で
持
ち
こ
た
え
た
。
天
幕
を
急
い
で
撤
収
し
て
六
時

に
出
発
す
る
。
焼
山
の
頂
は
眺
望
が
良
い
。
東
方
の
長
場
内
岳
は
山
勢
が

急
な
せ
い
か
、
雪
が
ほ
と
ん
ど
付
い
て
い
な
い
。
焼
山
か
ら
東
方
へ
の
縦

走
は
あ
き
ら
め
、
Ｐ
八
五
九
ｍ
ま
で
西
進
し
て
、
Ｐ
七
一
七
ｍ
ま
で
残
雪

を
利
用
し
て
歩
く
こ
と
に
す
る
。
Ｐ
七
一
七
ｍ
か
ら
は
全
く
雪
は
消
え
、

乾
い
た
暖
か
い
薮
の
中
を
下
る
。
塙
川
の
岸
辺
に
下
り
、
雪
解
水
の
満
々

た
る
流
れ
に
沿
う
て
下
る
。

時
お
り
現
れ
る
湿
地
に
は
水
芭
蕉
が
ほ
の
白
く
静
か
に
咲
い
て
い
た
。

〔
佐
藤
勉
〕

赤
石
川
本
流
、
追
良
瀬
川
、
粕
毛
川
、
大
川
、
と
白
神
山
地
の
大
渓
谷

を
踏
査
し
て
き
た
私
達
の
次
の
目
標
は
、
赤
石
の
滝
川
で
あ
る
。
私
は
同

行
の
佐
藤
勉
、
井
出
悟
、
宮
沢
嘉
宏
氏
ら
よ
り
も
一
日
早
く
西
目
屋
村
砂

赤
石
川
支
流
滝
川
遡
行
、
摩
須
賀
岳
に
登
る
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白神山地

子
瀬
に
入
っ
た
。
そ
の
一
日
を
現
地
で
の
情
報
収
集
と
民
俗
調
査
に
あ
て

た
。

一
九
七
六
年
六
月
十
二
日
、
工
藤
成
元
、
光
治
兄
弟
を
道
案
内
と
し

て
、
赤
石
の
二
股
め
ざ
し
て
我
々
一
同
六
名
と
三
匹
の
日
本
犬
は
砂
子
瀬

を
出
発
し
た
。
弘
西
林
道
を
鬼
川
辺
沢
出
合
の
暗
門
大
橋
ま
で
ト
ラ
ッ
ク

で
入
る
。
こ
れ
よ
り
暗
門
川
沿
い
の
道
を
た
ど
り
、
鉄
の
吊
橋
を
渡
っ
て

暗
門
川
に
下
る
。
暗
門
川
は
昨
日
の
雨
で
増
水
し
、
身
が
切
れ
る
よ
う
な

冷
た
さ
で
あ
っ
た
。
暗
門
の
滝
は
三
つ
の
滝
で
構
成
さ
れ
、
か
す
か
な
山

道
が
最
上
段
の
滝
の
上
部
ま
で
続
い
て
い
た
。
滝
は
中
段
の
滝
が
一
番
美

し
い
形
を
し
て
お
り
、
上
段
の
滝
は
落
差
八
十
メ
ー
ト
ル
の
も
の
す
ご
い

豪
爆
で
あ
る
。
暗
門
滝
を
登
り
終
え
た
所
は
、
妙
師
崎
沢
と
フ
ッ
カ
ケ
沢

が
穏
や
か
に
出
合
う
二
股
で
、
ホ
オ
、
ブ
ナ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
が
亭
々
と
茂

っ
て
い
た
。

春
蝉
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
お
だ
や
か
な
フ
ッ
カ
ケ
沢
を
遡
行
す
る
。

途
中
、
小
さ
な
ゴ
ル
ジ
ュ
が
あ
っ
た
が
難
な
く
越
え
て
、
目
屋
の
人
達
が

、
、
、
、
、
、
℃

追
良
瀬
川
へ
マ
ス
釣
り
に
行
く
と
き
踏
ん
だ
古
道
、
モ
ッ
ク
リ
の
上
げ
を

登
り
、
赤
石
川
支
流
の
ヤ
ナ
ダ
ケ
沢
に
越
え
た
。
モ
ッ
ク
リ
の
上
げ
は
数

年
前
ま
で
傘
を
さ
し
て
も
歩
け
る
程
の
山
道
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

今
は
も
う
不
明
に
な
り
か
け
て
い
る
。
峠
の
頂
で
風
邪
ぎ
み
の
光
治
さ
ん

と
別
れ
た
。
光
治
さ
ん
の
愛
犬
チ
ビ
と
権
太
も
光
治
さ
ん
と
帰
っ
た
。
さ

す
が
に
マ
タ
ギ
の
使
う
日
本
犬
は
山
に
強
い
・
暗
門
川
の
冷
た
い
急
流
を

ど
ん
ど
ん
泳
ぎ
渡
り
岩
場
も
平
気
だ
っ
た
。

成
元
さ
ん
に
導
か
れ
、
私
達
は
赤
石
川
の
本
流
に
立
っ
た
。
赤
石
川
を

遡
行
し
た
こ
と
の
あ
る
佐
藤
さ
ん
と
私
に
は
、
見
覚
え
の
あ
る
な
つ
か
し

い
所
だ
っ
た
。
赤
石
川
は
雨
後
で
増
水
し
て
い
た
。
ザ
イ
ル
を
張
っ
て
本

流
を
徒
渉
し
、
赤
石
川
本
流
と
滝
川
が
合
流
す
る
二
股
ま
で
下
っ
た
。
二

股
で
の
夜
営
は
成
元
さ
ん
持
参
の
熊
の
脂
身
に
、
途
中
で
採
っ
て
来
た
タ

ヶ
ノ
コ
と
ア
ザ
ミ
を
入
れ
て
、
野
趣
豊
か
な
熊
な
べ
を
作
っ
た
。
広
い
赤

石
川
の
河
原
で
盛
大
な
焚
火
を
作
っ
た
。

六
月
十
三
日
、
出
発
前
に
二
股
に
あ
る
成
元
さ
ん
の
父
、
マ
タ
ギ
の
シ

い
わ
ゆ
う

カ
リ
（
親
分
）
で
あ
っ
た
工
藤
作
太
郎
ゆ
か
り
の
岩
幽
を
探
査
し
た
。
成

元
さ
ん
は
私
達
と
共
に
滝
川
中
流
の
ハ
ラ
ッ
イ
ッ
の
沢
ま
で
同
行
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
途
中
、
オ
チ
ブ
の
沢
出
合
で
一
五
○
年
程
前
に
実

際
に
起
っ
た
、
十
一
人
の
マ
タ
ギ
が
遭
難
し
た
現
場
を
教
え
て
く
れ
た
。

ま
た
、
ヤ
ナ
ギ
ヅ
ク
リ
沢
の
歴
史
あ
る
小
屋
場
跡
も
案
内
し
て
く
れ
た
。

ハ
ラ
ッ
イ
ッ
の
沢
は
秘
峰
摩
須
賀
岳
登
山
に
私
達
が
選
ん
だ
沢
で
あ
る
。

ハ
ラ
ッ
イ
ッ
沢
出
合
で
成
元
さ
ん
と
愛
犬
ツ
ー
ロ
に
別
れ
を
つ
げ
た
私
達

は
、
沢
を
つ
め
て
摩
須
賀
岳
に
登
っ
た
。
ハ
ラ
ッ
イ
ッ
沢
は
急
峻
な
沢
で

大
き
な
滝
が
懸
り
難
儀
で
あ
っ
た
。
稜
線
か
ら
山
頂
に
か
け
て
は
篠
竹
と

ブ
ナ
の
茂
る
密
林
で
、
猛
烈
な
薮
コ
ギ
に
終
始
し
た
。
マ
タ
ギ
は
残
雪
期

に
だ
け
山
を
歩
く
か
ら
、
無
雪
期
に
摩
須
賀
岳
に
登
っ
た
の
は
、
お
そ
ら

く
私
達
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
摩
須
賀
岳
は
登
り
に
く
い
最
奥

の
山
な
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ラ
ッ
イ
ッ
沢
出
合
に
下
り
再
び
滝
川
を
遡
行
し

た
。
今
日
の
泊
り
場
は
マ
ス
ガ
沢
出
合
の
小
さ
な
段
丘
に
小
屋
を
掛
け
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た
。

六
月
十
四
日
、
今
日
は
滝
川
を
水
源
ま
で
遡
り
、
秋
田
県
の
真
瀬
川
、

滝
ノ
沢
へ
越
え
る
日
で
あ
る
。
工
藤
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た
ア
イ
コ
ン
ガ

は
実
に
不
思
議
な
滝
だ
っ
た
。
滝
は
二
段
に
落
ち
る
も
の
で
上
段
と
下
段

の
問
に
、
大
き
く
底
し
れ
ぬ
滝
壺
が
あ
る
。
巨
大
な
桶
に
水
を
い
っ
ぱ
い

た
た
え
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
滝
の
高
さ
は
そ
ん
な
に
高
く
な
い
の

に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
固
い
岩
を
こ
ん
な
に
大
き
く
深
く
う
が
つ
こ
と
が

出
来
る
の
か
、
い
く
ら
考
え
て
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
右
岸
は
衝
立
の

よ
う
に
高
い
岩
壁
が
聾
え
て
い
た
の
で
、
左
岸
を
高
巻
い
て
ア
イ
コ
ン
ガ

を
越
え
た
。
水
源
ま
で
は
い
く
つ
か
滝
や
ゴ
ル
ジ
ュ
が
あ
っ
た
が
難
な
く

越
え
た
。
水
源
近
く
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
雪
が
渓
底
を
埋
め
、
両
岸
に

は
草
付
の
岩
壁
が
立
っ
て
い
る
。
も
う
す
ぐ
源
頭
と
お
も
わ
れ
る
こ
ろ
、

行
手
の
本
流
に
二
十
メ
ー
ト
ル
程
の
滝
が
懸
り
私
達
を
は
ば
ん
だ
。
滝
の

ず
っ
と
下
流
の
左
岸
か
ら
取
付
い
て
、
滝
の
上
に
出
た
と
こ
ろ
で
本
流
を

は
な
れ
て
右
手
の
枝
沢
に
入
っ
た
。
十
五
分
程
枝
沢
を
つ
め
る
と
広
々
と

し
た
国
境
稜
線
上
へ
出
た
。

稜
線
に
出
た
と
こ
ろ
で
雷
が
鳴
り
は
じ
め
た
。
雨
の
降
ら
な
い
う
ち
に

と
急
い
で
滝
ノ
沢
へ
下
降
す
る
。
伐
採
地
へ
出
た
所
で
薮
こ
ぎ
か
ら
開
放

さ
れ
た
が
、
と
う
と
う
雨
が
降
り
出
し
た
。
小
降
り
に
な
る
の
を
待
っ
て

出
発
す
る
。
伐
採
地
か
ら
の
山
道
が
み
つ
か
ら
な
い
の
で
沢
通
し
に
下
る

こ
と
に
す
る
。
十
メ
ー
ト
ル
程
の
滝
は
う
ま
く
下
降
で
き
た
が
、
そ
の
後

ど
う
に
も
な
ら
な
い
大
き
な
滝
に
ぶ
つ
か
っ
て
身
動
き
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
右
も
左
も
す
っ
ぱ
り
切
れ
た
断
層
崖
で
下
降
で
き
な
い
。
し

か
た
な
く
滝
の
落
口
の
右
岸
か
ら
山
腹
に
と
り
つ
き
、
雨
の
中
、
急
傾
面

を
木
の
根
や
枝
に
す
が
っ
て
の
薮
こ
ぎ
登
肇
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
い

か
げ
ん
う
ん
ざ
り
す
る
こ
ろ
、
営
林
署
の
巡
回
路
に
出
る
こ
と
が
出
来

て
、
皆
の
顔
に
や
っ
と
笑
顔
が
も
ど
っ
た
。
真
瀬
川
の
中
ノ
又
沢
に
出
る

と
林
道
が
通
じ
て
お
り
、
真
新
し
い
ト
タ
ン
葺
き
の
営
林
署
の
休
息
舎
が

あ
っ
た
。
日
没
に
は
早
か
っ
た
が
、
ど
う
せ
今
日
中
に
は
八
森
迄
は
無
理

だ
か
ら
と
、
こ
の
小
屋
に
泊
る
こ
と
に
し
た
。
夕
刻
激
し
い
雨
が
あ
っ
た

が
、
小
屋
の
中
、
我
々
は
安
全
地
帯
に
い
る
安
堵
感
と
、
心
に
残
る
で
あ

ろ
う
す
ば
ら
し
い
山
旅
を
終
え
た
満
足
感
に
み
た
さ
れ
て
い
た
。

〔
坂
本
知
忠
〕

九
回
に
わ
た
る
白
神
山
地
の
山
行
報
告
を
こ
こ
に
終
え
る
が
、
こ
れ
ら

の
山
行
は
す
べ
て
市
川
学
園
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
の
坂
本
、
佐
藤
を
始
め
と
し
て
、
文
中
の
武

田
、
鴨
田
、
大
山
、
井
出
、
宮
沢
の
諸
君
も
す
べ
て
こ
の
Ｏ
Ｂ
会
の
会
員

で
あ
る
。

こ
の
Ｏ
Ｂ
会
は
市
川
学
園
卒
業
生
の
山
岳
愛
好
家
に
よ
る
同
窓
会
的
山

岳
会
で
あ
り
、
単
に
登
山
を
行
う
の
み
で
な
く
、
登
山
に
関
連
す
る
各
種

の
研
究
活
動
や
親
睦
会
的
活
動
等
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
会
で
も

あ
る
。

終
り
に
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白神山地

そ
の
研
究
活
動
の
中
で
最
大
の
精
力
を
傾
注
し
た
の
は
、
日
本
国
内
の

登
山
記
録
を
地
域
別
に
分
類
整
理
す
る
と
い
う
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕

事
は
昭
和
三
九
年
に
始
ま
り
今
日
も
な
お
継
続
さ
れ
て
い
る
。
（
そ
の
成

果
の
一
部
は
山
と
渓
谷
社
の
雑
誌
「
岩
と
雪
」
の
第
三
三
号
’
第
五
二
号

に
「
地
域
別
登
行
記
録
抄
」
と
し
て
連
載
発
表
さ
れ
て
い
る
）
。
白
神
山

地
の
山
行
も
実
は
こ
の
よ
う
な
記
録
の
分
類
整
理
の
仕
事
の
中
か
ら
生
れ

た
も
の
で
あ
る
。
白
神
山
地
が
大
き
な
山
域
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
発

表
さ
れ
た
登
山
記
録
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
に
最
初
に
気
付
き
、
山
行
計

画
を
立
案
し
た
の
が
坂
本
君
で
あ
っ
た
。

白
神
山
地
は
、
一
た
び
足
を
踏
み
入
れ
て
み
る
と
原
始
の
面
影
を
濃
く

残
す
山
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
自
然
破
壊
の
著
し
い
日
本
の
諸
山
岳

地
帯
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
誠
に
貴
重
な
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
で
あ

る
と
言
え
る
。
我
々
は
赤
石
川
を
遡
行
し
て
以
来
す
っ
か
り
白
神
山
地
の

魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
い
、
遂
に
九
回
も
山
行
を
重
ね
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
記
録
や
想
い
出
は
詳
し
く
耆
け
ば
実
に
膨
大
な
量

と
な
り
、
ま
た
遡
行
図
等
の
地
図
も
十
数
枚
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
優
に
一
冊
の
単
行
本
と
な
る
位
の
量
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
っ
て
は
、
詳
細
な
山
行
記
録
を
載
せ
る
こ
と
は

断
念
し
、
各
山
行
記
録
は
思
い
切
っ
て
短
か
く
し
て
山
行
の
要
約
と
い
う

程
度
の
も
の
に
し
た
。
ま
た
地
図
も
概
念
図
で
概
括
的
に
表
現
し
た
。
そ

し
て
、
白
神
山
地
の
登
行
の
詳
細
な
記
録
や
遡
行
図
に
つ
い
て
は
、
本
稿

と
は
別
に
後
日
い
ず
れ
か
の
機
会
に
、
我
々
の
仲
間
で
一
冊
の
本
に
ま
と

め
て
出
版
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
〔
佐
藤
勉
〕
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ま
え
が
き
静
岡
在
住
の
会
員
石
間
信
夫
氏
か
ら
、
同
氏
夫
人
の
遠
縁
に
あ
た
る

元
本
会
々
員
杉
本
良
氏
（
明
治
四
十
五
年
四
月
入
会
、
会
員
番
号
二
八
五
）
が
保

存
さ
れ
て
い
た
旧
い
新
聞
切
抜
き
の
コ
ピ
ー
と
し
て
、
私
宛
に
送
ら
れ
て
き
た
の

が
、
こ
こ
に
掲
げ
る
黒
法
師
、
大
無
間
の
紀
行
で
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
七
月
の

本
登
山
に
つ
い
て
は
、
関
口
泰
氏
と
の
共
同
執
筆
に
よ
る
「
両
黒
帽
子
山
及
び
大

無
間
山
」
が
、
つ
と
に
『
山
岳
』
第
五
年
第
二
号
（
明
治
四
十
三
年
七
月
刊
）
に

収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
杉
本
氏
一
人
の
執
筆
に
か
か
わ
る
点
と
、
右
『
山

岳
』
を
現
在
所
持
し
て
い
る
会
員
も
少
な
い
点
を
慮
り
、
ま
た
南
ア
ル
プ
ス
南
部

の
早
期
資
料
と
し
て
も
珍
ら
し
い
も
の
と
の
観
点
か
ら
、
山
岳
編
集
委
員
会
に
は

か
っ
た
と
こ
ろ
本
号
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
は
明
治
四
十
二
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
、
九
回
に
わ
た
り
静

岡
民
友
新
聞
（
民
政
党
系
で
戦
前
静
岡
の
代
表
的
新
聞
の
一
つ
）
に
連
載
さ
れ
た

も
の
で
、
『
山
岳
』
の
原
稿
よ
り
先
き
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

杉
本
氏
は
当
時
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
戦
前
い
つ
の
頃
か
、
会
か
ら

離
れ
て
い
る
。
一
高
、
東
大
在
学
中
は
日
高
信
六
郎
氏
と
も
親
し
か
っ
た
由
、
卒

業
後
は
朝
鮮
、
台
湾
に
お
い
て
役
人
生
活
を
お
く
っ
た
。
朝
鮮
で
は
白
頭
山
、
金

局
剛
山
に
登
り
、
ま
た
台
湾
で
は
大
正
十
四
年
十
二
月
末
、
新
高
山
（
玉
山
）
に
登

明
治
末
期
に
お
け
る
黒
法
師
岳
、
大
無
間
山
の
紀
行

頂
、
大
正
十
五
年
十
一
月
の
台
湾
山
岳
会
創
立
に
際
し
て
は
発
起
人
の
一
人
と
な

り
、
昭
和
初
期
に
は
沼
井
鉄
太
郎
、
平
沢
亀
一
郎
、
千
々
岩
助
太
郎
氏
ら
と
共
に

会
の
指
導
的
位
置
に
あ
っ
た
（
『
山
岳
』
第
第
三
十
四
年
第
二
号
所
収
、
沼
井
鉄

太
郎
「
台
湾
登
山
小
史
」
に
よ
る
）
。
明
治
二
十
年
誕
生
、
九
十
歳
の
同
氏
は
現

在
掛
川
市
日
坂
か
ら
三
キ
ロ
北
方
の
御
林
と
い
う
小
村
に
、
夫
人
と
共
に
健
康
で

悠
を
自
適
の
毎
日
を
お
く
ら
れ
て
い
る
。

（
昭
和
五
十
三
年
三
月
・
望
月
達
夫
記
）

赤
石
山
脈

け
い
じ
つ
だ
い
む
げ
ん
く
る
ぽ
う
し
こ
の

僕
等
頃
日
大
無
間
と
黒
帽
子
と
を
肱
渉
し
た
の
で
、
此
両
山
を
世
に
紹

北
遠
の
無
人
境杉

本
良
（
寄
）

杉
本
良
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明治末期における黒法師岳，大無間山の紀行

介
し
よ
う
と
思
ふ
。
先
づ
両
山
の
位
置
を
明
に
す
る
為
に
赤
石
山
脈
に
つ

い
て
一
言
す
る
。
南
日
本
の
外
帯
は
紀
州
よ
り
志
摩
に
て
つ
き
、
伊
勢
海

を
渡
っ
て
再
び
遠
州
に
あ
ら
は
れ
、
北
走
し
て
諏
訪
湖
に
達
す
る
。
外
帯

ご
か
の
し
よ
う

た
だ

は
五
家
荘
の
如
く
平
地
と
交
通
の
無
い
所
が
多
い
が
、
赤
石
山
脈
は
雷
に

平
地
と
交
通
の
無
い
の
み
で
な
く
、
深
黙
大
沢
殆
ん
ど
人
跡
を
絶
ち
、
唯

走
獣
飛
禽
が
居
る
の
み
で
あ
る
。
陸
地
測
量
部
も
御
料
局
も
最
近
に
到
る

迄
、
こ
の
地
方
の
精
査
は
完
成
し
な
か
っ
た
。

ぐ
ん
い

赤
石
山
脈
は
多
く
の
山
脈
の
群
彙
か
ら
成
立
て
居
る
。
其
の
主
脈
は
諏

訪
湖
畔
に
起
っ
て
鋺
艇
と
し
て
南
西
に
走
り
、
駒
ヶ
岳
と
な
り
仙
丈
ヶ
岳

さ
わ
ら

と
な
り
赤
石
山
と
な
り
椹
山
と
な
り
池
口
岳
と
な
り
、
余
脈
遠
く
天
竜
河

畔
に
達
し
て
居
る
。
大
井
川
の
上
流
な
る
田
代
川
は
、
此
の
主
脈
と
、
駒

ヶ
岳
の
南
か
ら
東
南
に
分
岐
し
た
白
峰
山
脈
と
の
間
に
、
其
の
源
を
発
し

て
居
る
。
又
安
倍
川
は
白
峰
山
脈
の
分
岐
し
た
る
安
倍
山
脈
と
身
延
山
脈

と
の
間
に
其
源
を
発
し
て
居
る
。

赤
石
山
の
主
脈
の
椹
山
に
至
っ
て
、
更
に
南
方
に
向
っ
て
一
支
脈
を
出

す
ま
た

し
、
田
代
川
と
寸
又
川
と
の
分
水
嶺
を
な
す
。
大
無
間
山
は
其
最
高
峰
で

あ
る
（
標
高
七
六
九
二
尺
）
。
又
赤
石
山
の
主
脈
は
池
口
岳
に
至
り
、
南

方
に
向
ひ
て
一
支
脈
を
出
し
て
大
井
川
と
気
田
川
と
の
分
水
嶺
を
為
す
。

お
く
く
る
ぽ
う
し

奥
黒
帽
子
は
此
の
連
峰
の
最
高
峰
で
あ
る
（
標
高
七
○
八
九
尺
）
。

か
く

赤
石
山
脈
は
斯
の
如
く
で
あ
っ
て
、
其
主
峰
は
既
に
登
鑿
者
あ
り
て
内

容
も
世
に
発
表
せ
ら
れ
た
る
が
、
其
支
脈
な
る
大
無
間
と
黒
帽
子
に
至
り

て
は
、
ま
だ
あ
ま
り
世
に
知
ら
れ
て
居
な
い
。
そ
れ
は
標
高
が
主
峰
の
如

第
一
日
（
七
月
二
十
二
日
晴
）
午
前
八
時
五
十
分
、
僕
及
び
黒
田

君
、
原
田
君
は
静
岡
停
車
場
に
集
合
し
た
。
関
口
君
は
行
か
れ
な
く
な
っ

ご
ざ

た
の
で
見
送
り
だ
け
し
て
く
れ
た
。
我
三
人
は
迩
姿
で
呉
服
町
の
大
通
り

あ
ん
ざ
い
た
も
と
な
ら
ま

を
過
ぎ
安
西
に
出
で
、
安
倍
川
に
掛
っ
た
橋
の
快
か
ら
奈
良
問
ま
で
二
里

半
馬
車
が
あ
る
。
乗
る
も
興
が
な
い
、
歩
き
序
に
歩
け
と
て
徒
行
し
た
。

と
ん

山
崎
、
羽
馬
、
大
原
を
経
て
架
設
中
の
橋
を
渡
り
富
沢
に
入
る
。
道
は
こ

わ
ら
し
な

の
あ
た
り
か
ら
藁
科
川
の
岸
に
沿
ふ
て
居
る
。
水
渭
く
岸
辺
の
柳
風
に
揺

の
ほ

ら
れ
て
、
い
と
涼
し
い
。
上
る
に
し
た
が
っ
て
岩
角
に
お
ぼ
つ
か
な
い
鮎

は
ち
ま
ん
な
●
つ

釣
が
居
る
。
八
幡
で
西
か
ら
来
る
支
流
が
合
す
る
。
其
処
に
清
沢
橋
と
名

く
な
ら
ぬ
の
と
、
山
容
が
人
意
を
引
く
に
足
ら
ぬ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
れ

と
う
と
う
承

ど
我
々
は
遠
江
に
成
長
し
て
日
夕
此
両
山
を
展
望
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の

山
岳
が
如
何
な
る
状
態
で
あ
る
か
を
知
り
、
こ
れ
を
世
に
紹
介
せ
ん
と
は

久
し
い
以
前
か
ら
の
希
望
で
あ
っ
た
。

あ
る

処
が
此
夏
山
岳
会
第
二
回
講
演
会
の
席
上
で
一
先
生
が
、
赤
石
山
脈
の

山
光
水
色
を
激
賞
せ
ら
れ
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
や
う
に
一
人
の
タ
ー
ナ
ー
を

見
付
け
て
モ
ダ
ン
・
ヘ
イ
ン
タ
ー
ス
を
書
か
う
と
思
ふ
な
ら
ば
、
一
度
は
赤

石
の
ハ
ー
ト
を
見
舞
ふ
可
き
で
あ
る
と
云
は
れ
た
の
で
、
急
に
往
っ
て
見

た
く
な
っ
た
か
ら
、
同
行
者
を
誘
ふ
た
ら
幸
に
黒
田
君
、
原
田
君
、
関
口

い
よ
い
よ

君
が
賛
成
し
て
呉
れ
た
の
で
、
愈
七
月
廿
二
日
静
岡
を
出
発
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

静
岡
１
千
頭
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第
二
日
（
七
月
二
十
三
日
晴
）
昨
夜
主
人
に
依
頼
し
て
置
い
た
ら
今

朝
案
内
者
が
来
た
。
そ
れ
は
千
頭
区
内
で
山
の
こ
と
に
明
る
い
榎
田
亀
作

と
云
ふ
猟
師
で
あ
る
。
そ
の
云
う
所
に
よ
れ
ば
、
黒
帽
子
に
登
る
に
は
寸

又
川
に
沿
う
て
上
り
、
奥
黒
帽
子
の
東
麓
な
る
オ
サ
キ
の
小
屋
か
ら
登
る

の
が
一
番
よ
い
・
此
処
か
ら
オ
サ
キ
迄
七
里
、
明
朝
立
っ
て
オ
サ
キ
に
一

泊
し
、
明
後
日
奥
黒
帽
子
に
至
り
一
夜
を
野
宿
し
、
第
三
日
に
前
黒
帽
子

に
登
り
、
再
び
オ
サ
キ
に
帰
り
て
一
泊
し
、
第
四
日
と
第
五
日
と
を
以
て

大
無
間
に
登
り
て
井
川
に
下
る
都
合
四
泊
五
日
を
要
し
、
第
六
日
目
に
此

せ
ん
ず

ひ
る
い
ど

く
る
橋
が
あ
る
。
千
頭
道
は
こ
こ
か
ら
右
に
折
れ
て
山
に
登
る
。
昼
井
戸

こ
こ
ち
ゅ
う
じ
き

も
ら
い

と
は
こ
こ
で
あ
る
。
一
行
は
震
で
昼
食
を
し
た
。
こ
れ
よ
り
山
路
三
里
洗

沢
に
至
る
ま
で
に
、
清
水
が
三
ヶ
所
湧
く
道
は
山
の
尾
に
沿
ふ
て
上
下

し
、
焼
畑
多
く
樹
林
少
な
く
あ
き
あ
き
す
る
道
で
あ
る
。
洗
沢
は
こ
の
道

を
登
り
つ
め
た
所
に
あ
る
。
志
太
郡
東
川
根
村
に
属
す
る
戸
数
僅
に
三
、

そ
の
最
も
奥
の
家
で
は
宿
泊
も
さ
せ
る
。
こ
れ
か
ら
千
頭
に
は
二
里
に
近

む
ら
だ
ち

い
。
左
に
折
れ
右
に
折
れ
て
ひ
た
下
り
に
下
る
。
杉
の
叢
立
の
間
か
ら
、

ら
ん
ま
ゆ
ず
承

大
井
の
河
谷
を
隔
て
て
川
根
の
峰
恋
が
黛
の
如
く
に
見
ゆ
る
。
有
名
な
智

し
ょ
く

者
山
の
殖
林
は
右
に
美
し
い
姿
を
あ
ら
は
し
て
居
る
。
下
る
こ
と
一
単
半

こ
な
が
い

に
し
て
小
長
井
に
達
す
る
。
千
頭
は
そ
の
対
岸
で
あ
る
。
や
が
て
渡
船
に

乗
っ
た
ら
旧
暦
六
日
の
月
が
山
の
端
に
淡
く
懸
っ
て
居
る
。
八
時
、
山
田

伊
右
衛
門
氏
方
に
投
宿
す
。

千
頭
ｌ
湯
山

の
は
く

処
に
帰
り
来
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
野
泊
は
成
る
べ
く
避
け
た
い
の
で
あ

い
と

る
が
、
必
要
と
あ
れ
ば
致
方
も
な
い
・
何
泊
で
も
厭
は
ぬ
と
其
用
意
に
か

か
っ
た
ら
、
鈴
木
村
長
が
栗
毛
の
馬
に
乗
っ
て
訪
問
さ
れ
た
。
附
言
し
て

置
く
が
、
鈴
木
君
は
先
年
騎
馬
で
富
士
登
山
を
せ
ら
れ
た
有
名
の
人
で
あ

み
と
こ
ろ

る
。
初
対
面
の
挨
拶
と
共
に
僕
等
の
挙
を
激
賞
し
、
懐
中
か
ら
御
料
局
測

量
上
川
根
村
管
内
図
を
出
し
て
与
へ
、
尚
ほ
役
場
よ
り
は
地
理
課
の
中
村

君
を
、
青
年
会
よ
り
は
令
息
秀
雄
君
を
同
行
せ
し
む
る
と
云
は
れ
た
。
重

々
の
好
意
を
陳
謝
し
て
居
る
所
へ
女
中
が
来
て
、
亀
作
は
俄
か
に
頭
痛
が

い
さ
さ

し
て
行
け
ぬ
と
云
ひ
出
し
た
。
こ
れ
は
登
山
第
一
の
故
障
と
聯
か
悲
観
し

ま
か

た
が
、
鈴
木
君
が
万
事
を
飲
み
込
ん
で
呉
れ
た
か
ら
、
こ
れ
に
任
せ
て
正

午
よ
り
出
立
す
る
こ
と
と
し
た
。
正
午
頃
慶
一
と
云
ふ
人
足
が
来
て
、
す

の
う

べ
て
の
荷
物
を
負
ふ
て
く
れ
た
か
ら
、
僕
等
は
雑
嚢
に
必
要
品
の
み
を
入

れ
て
旅
館
を
立
出
で
、
中
村
君
を
役
場
に
鈴
木
君
を
其
家
に
訪
ふ
て
連
立

ご
ざ
す
げ
が
さ
い
で
た
ち
や
ま
な
た

ち
て
出
発
し
た
。
勿
論
一
行
は
迩
管
笠
の
扮
装
、
尚
ほ
中
村
君
は
山
鉈
を

腰
に
挟
み
、
秀
雄
君
は
短
銃
を
懐
に
し
た
。

お
お
ま

さ
わ
ま

千
頭
よ
り
大
間
に
い
た
る
道
は
、
大
井
川
の
右
岸
を
沢
問
に
出
れ
ば
釣

ま
え
や
ま

橋
を
渡
ら
ず
に
行
く
こ
と
が
出
来
る
。
前
山
に
渡
れ
ば
釣
橋
を
二
シ
渡
る

こ
と
と
な
る
。
前
山
に
渡
る
釣
橋
は
駿
遠
の
両
国
に
架
す
る
の
で
両
国
橋

と
云
ふ
。
十
年
程
前
に
、
こ
の
川
筋
に
は
じ
め
て
出
来
た
と
云
ふ
歴
史
付あが

の
橋
で
あ
る
。
僕
等
は
橋
を
渡
ら
ず
に
沢
間
に
出
た
。
沢
間
か
ら
少
し
上

っ
た
所
に
「
ド
モ
ト
」
と
云
ふ
所
が
あ
る
。
こ
こ
で
大
井
川
は
田
代
川
と

の
ぼ

寸
又
川
と
に
分
か
る
る
。
一
行
は
寸
又
川
に
沿
ふ
て
上
る
。
見
上
ぐ
れ
ぱ
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明治末期における黒法師岳，大無間山の紀行

き
ぜ
ん

朝
日
岳
は
巍
然
と
し
て
聟
へ
て
居
る
。
大
無
間
、
椹
山
等
は
雲
に
入
っ
て

あ
が
ぞ
う
き

見
え
ぬ
。
樺
沢
を
渡
っ
て
少
し
上
れ
ば
雑
樹
林
の
中
に
入
り
、
或
は
上
り

お
る

ざ
ん
が
ん

へ
き
た
ん

或
は
下
る
。
見
下
す
足
底
に
は
寸
又
の
清
流
が
嶢
岩
に
堰
か
れ
て
碧
潭
を

為
し
て
居
る
。
路
傍
随
所
に
清
水
が
湧
出
で
居
る
の
で
、
行
路
の
険
悪
な

る
割
合
に
は
疲
れ
な
か
っ
た
。
大
間
に
入
り
て
は
人
足
を
頼
ま
な
け
れ
ば

あ
い
に
く

な
ら
ぬ
。
望
月
と
い
ふ
人
を
尋
ね
て
見
た
が
生
憎
不
在
で
あ
っ
た
。
妻
君

も
ち

が
心
配
し
て
呉
れ
た
が
、
山
の
事
を
知
る
も
の
は
誤
採
り
に
山
に
入
つ

い
つ
よ
ど
の

て
、
何
日
か
へ
る
か
分
ら
ぬ
と
云
ふ
。
一
時
間
余
に
し
て
漸
く
与
六
殿
が

お

行
け
る
か
も
知
れ
ぬ
と
云
ふ
報
知
を
得
た
。
僕
等
は
此
間
に
夕
食
を
了
へ

再
び
六
時
に
出
発
し
た
。

の
ぼ

羊
腸
た
る
山
路
を
上
っ
て
下
れ
ば
、
西
よ
り
来
る
支
流
の
大
間
川
に
架

せ
ら
れ
た
る
高
い
釣
橋
が
あ
る
。
之
を
渡
れ
ば
間
も
な
く
湯
山
に
達
す

ら

る
。
こ
こ
に
御
料
局
の
巡
選
で
最
も
地
理
に
明
る
い
大
村
と
云
ふ
人
が
あ

る
の
で
依
頼
し
た
が
、
稼
業
の
都
合
で
ド
ー
し
て
も
往
け
ぬ
と
云
ふ
。
折

よ
く
親
父
の
次
平
老
が
山
か
ら
帰
っ
て
来
た
の
で
、
依
頼
し
た
ら
や
う
や

く
に
応
じ
て
呉
れ
た
。
案
内
者
を
得
た
の
で
安
心
し
て
其
家
を
辞
し
、
七

時
廿
分
滝
並
才
吉
氏
方
に
投
宿
す
。
家
よ
り
十
町
程
隔
て
湯
場
が
あ
る
と

け
わ
ち
ょ
う
ち
ん

の
事
に
其
侭
出
で
て
行
く
。
道
が
険
し
く
て
四
張
の
提
灯
で
も
危
な
い
程

で
あ
っ
た
が
、
無
事
に
入
浴
を
済
ま
し
帰
り
来
り
て
安
倍
の
河
谷
を
眺
む

せ
ん
せ
ん
や
詮

れ
ぱ
、
電
光
閃
々
と
し
て
暗
を
破
る
。
静
岡
は
大
か
た
大
雨
だ
ろ
う
。

湯
山
ｌ
大
久
保

い
よ
い
よ

第
三
日
（
七
月
二
十
四
日
晴
）
今
日
こ
そ
愈
々
黒
帽
子
と
、
五
時
か

し
た
く

ら
起
て
旅
装
を
調
の
へ
待
て
居
た
ら
、
六
時
過
て
治
平
老
が
来
た
。
次
で

与
六
が
来
た
。
治
平
老
の
道
順
は
亀
作
の
道
順
と
は
大
に
異
る
。
即
ち
大

間
河
内
を
西
に
入
て
奥
黒
帽
子
の
南
麓
な
る
大
久
保
の
小
屋
に
一
泊
し
、

翌
日
奥
黒
帽
子
に
登
山
し
て
再
び
大
久
保
に
一
泊
し
、
第
三
日
に
前
黒
帽

子
に
登
る
。
奥
黒
帽
子
と
前
黒
帽
子
と
の
間
は
、
熊
笹
の
繁
茂
せ
る
為
に

直
行
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
山
中
二
泊
分
の
食
料

と
し
て
白
米
一
斗
、
醤
油
五
合
、
砂
糖
、
梅
干
、
罐
詰
、
酒
、
茶
、
菓
子

等
を
用
意
し
た
。
又
寝
具
と
し
て
毛
布
、
防
水
用
の
雨
衣
、
油
紙
等
を
用

意
し
た
。
こ
れ
に
当
日
の
弁
当
を
合
す
る
と
重
量
約
十
貫
あ
る
。
之
を
二

か
ぷ
ご
ざ

分
し
て
治
平
老
と
与
六
と
で
負
ふ
。
一
行
は
菅
笠
を
被
り
産
を
背
に
し
一

き
ゃ
は
ん

様
の
山
姿
と
な
る
。
蛭
が
多
い
と
云
ふ
か
ら
足
袋
と
脚
半
と
の
間
に
線
帯

を
施
し
た
。
六
時
三
十
五
分
出
立
、
前
夜
湯
場
に
行
き
し
道
の
中
途
か
ら

の
ほ

右
に
折
れ
て
上
る
。
漸
く
進
め
ば
路
は
ブ
ナ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
モ
ミ
、
ツ

ガ
、
ギ
ョ
ウ
ブ
ナ
等
の
混
交
林
中
に
入
て
尺
に
足
ぬ
細
径
で
あ
る
。
而
も

落
葉
に
埋
れ
て
分
き
難
き
程
で
あ
る
。
八
時
半
、
焼
畑
の
跡
に
出
た
。
畑

の
西
の
端
に
小
屋
が
あ
る
。
こ
の
道
筋
の
最
後
の
小
屋
で
あ
る
。
道
は
こ

け
ず

こ
で
左
右
に
分
れ
、
右
は
青
ナ
ギ
道
、
左
は
黒
松
沢
道
と
木
を
削
っ
て
書

て
あ
る
。
右
を
と
っ
て
進
む
。
展
望
の
よ
い
所
か
ら
は
青
ナ
ギ
、
ソ
バ
ッ

ポ
、
ナ
ペ
ワ
リ
等
の
諸
峰
が
見
へ
る
。
蝉
の
音
絶
へ
て
啄
木
鳥
、
カ
シ
ド

リ
の
声
の
み
間
ゆ
。
道
は
こ
れ
よ
り
下
り
て
漸
く
嶮
峻
と
な
り
、
辿
る
べ

こ
承
ち

き
径
が
な
く
な
っ
た
。
峰
づ
た
い
に
木
の
根
を
踏
て
行
く
。
サ
ル
オ
カ
セ
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長
く
た
れ
ア
ケ
ピ
フ
ジ
空
に
渡
っ
て
居
る
。
十
一
時
、
青
ナ
ギ
沢
に
出
で

す
す

一
行
渓
水
に
口
を
漱
ぎ
、
こ
こ
で
中
食
を
認
む
。
涼
し
さ
は
全
く
夏
を
忘

れ
る
程
で
あ
る
。
十
一
時
四
十
分
、
再
び
進
行
を
始
む
。
空
俄
に
掻
曇
っ

さ
わ
や
ま

て
夕
立
が
来
そ
う
で
あ
る
。
沢
を
渡
り
峰
を
越
へ
西
の
沢
山
に
か
か
っ
て

の
ほ

青
ナ
ギ
山
顛
に
む
か
ふ
。
山
腹
の
ナ
ギ
を
そ
の
ま
ま
に
上
る
。
治
平
老

や
や

は
、
前
者
の
足
に
か
か
っ
た
石
が
動
も
す
れ
ば
落
下
し
て
、
後
従
者
を
撃

つ
の
恐
が
あ
る
か
ら
気
を
付
よ
と
注
意
し
た
。
用
心
し
な
け
れ
ば
此
上
も

の
ぼ

な
き
危
険
地
で
あ
る
。
尾
根
を
上
る
処
々
に
樅
の
皮
を
ひ
き
か
き
た
跡
が

あ
る
。
地
を
も
掘
た
跡
が
あ
る
。
治
平
老
は
教
た
、
是
は
熊
の
仕
業
で
あ

る
。
此
処
ら
の
深
鶏
に
は
猪
は
居
ら
ぬ
が
、
熊
は
沢
山
居
る
。
人
を
見
れ

ば
大
抵
は
逃
る
が
子
連
れ
の
熊
は
逃
げ
ぬ
。
彼
は
死
力
を
出
し
て
人
と
格

闘
す
る
。
木
に
登
れ
ば
木
に
登
る
。
死
ん
だ
真
似
を
す
れ
ば
鼻
息
を
か

ぐ
。
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
よ
ふ
で
あ
る
。
薄
暗
い
木
蔭
で
こ
ん
な
話
を
間
と

少
々
気
味
が
悪
く
な
る
。
二
時
五
分
、
青
ナ
ギ
山
頂
に
達
し
た
。
陸
地
測

い
れ

量
部
の
三
角
点
は
去
年
始
て
入
た
と
云
ふ
。
山
頂
よ
り
は
北
に
奥
黒
帽

い
た
ど
り

か
わ
か
ふ

子
、
東
に
前
黒
帽
子
、
南
東
に
板
烏
、
南
西
に
タ
バ
ネ
ポ
ッ
、
西
に
川
上

等
の
諸
峰
が
見
ゆ
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
は
雲
の
深
い
為
に
両
黒
帽
子
が

見
へ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
二
時
四
十
分
再
び
発
足
す
る
。

く
だ
り

路
は
是
よ
り
下
で
あ
る
。
二
十
分
程
に
し
て
一
の
小
屋
に
着
い
た
。
所

謂
大
久
保
の
小
屋
で
あ
る
。
其
広
さ
は
九
尺
に
六
尺
位
、
高
さ
は
や
っ
と

た
つ立

だ
け
で
あ
る
。
夏
秋
は
山
葵
採
の
為
、
冬
は
銃
猟
の
為
に
設
け
た
も
の

で
あ
る
と
云
ふ
。
夕
立
が
来
た
の
で
小
屋
に
入
り
盛
に
焚
火
を
す
る
。
や

に
わ
と
り

第
四
日
（
七
月
二
十
五
日
晴
）
午
前
二
時
起
床
、
カ
タ
ク
ソ
が
難
の

代
り
に
暁
を
報
じ
て
居
る
。
ウ
グ
イ
カ
バ
の
皮
を
松
明
に
し
て
万
端
の
用

意
を
整
へ
四
時
半
に
出
立
す
る
。
始
め
両
黒
帽
子
の
往
返
は
三
日
の
予
定

お
ぽ
つ
か

で
あ
っ
た
が
、
ト
テ
モ
三
日
に
は
覚
束
な
い
。
寧
ろ
苦
し
く
て
も
熊
笹
を

突
き
ぬ
け
て
、
予
定
よ
り
一
日
を
短
縮
せ
ん
と
て
、
今
朝
は
か
く
早
く
出

立
し
た
の
で
あ
る
。

の
ぼ

小
屋
の
右
よ
り
尾
根
を
上
る
暁
霧
の
中
に
、
奥
山
烏
の
啼
音
が
快
い
。

霧
は
頗
る
深
い
。
五
時
二
十
五
分
、
奥
帽
子
と
ニ
ッ
山
の
問
に
出
た
。
帰

路
も
こ
こ
に
来
る
か
ら
、
荷
物
を
路
傍
に
さ
し
置
い
て
軽
装
し
て
進
む
。

芦
」
字
一

ひ
く

此
所
は
既
に
六
千
尺
に
近
い
地
で
あ
る
。
樹
木
は
皆
倭
く
気
候
は
冷
か
に

し
て
歩
き
よ
い
・
行
く
こ
と
四
十
分
に
し
て
熊
笹
に
出
合
ふ
た
。
深
さ
は

ズ
ボ
ン

腰
ほ
ど
で
露
に
ぬ
れ
て
居
る
。
そ
れ
を
押
分
け
て
行
け
ば
袴
は
忽
ち
に
濡

つ
が
な
ん

る
る
。
雷
鳴
電
光
が
加
は
っ
て
霧
は
益
々
濃
く
な
る
。
笹
と
栂
と
の
外
何

お
．
く

に
も
見
え
ぬ
。
後
る
れ
ぱ
忽
ち
知
れ
な
く
な
る
の
で
、
互
に
呼
応
し
て
行

ね
む

が
て
飯
が
出
来
た
の
で
晩
餐
を
済
し
た
ら
、
唾
く
な
っ
て
一
行
は
寝
て
し

ひ
と
り
ざ
あ
た
り

ま
っ
た
。
僕
は
独
座
し
て
四
辺
を
眺
む
れ
ば
、
夕
立
は
既
に
去
っ
た
が
遠

雷
は
尚
谷
間
に
轟
い
て
居
る
。
一
方
の
晴
渡
っ
た
空
に
は
、
三
々
五
々
星

ね
ほ
ど

の
輝
が
見
へ
初
た
。
物
の
音
何
も
間
へ
ず
、
静
け
さ
は
凄
い
極
で
あ
る
。

ひ
や
や

西
北
を
枕
に
し
て
寝
れ
ば
、
月
が
差
覗
く
。
谷
間
か
ら
は
冷
か
な
風
が
面

を
撫
で
通
る
。両

黒
帽
子
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く
。
笹
は
全
身
を
没
す
る
。
押
分
て
行
く
手
が
疲
れ
る
の
で
代
り
合
ふ
て

か
く

行
く
。
此
先
が
何
程
あ
る
か
と
見
上
れ
ば
、
峰
は
雲
に
隠
れ
て
分
ら
ぬ
。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
所
々
に
栂
が
倒
れ
て
、
其
枝
は
秩
序
も
な
く
八
方
に
拡

が
っ
て
居
る
。
一
行
は
殆
ど
行
き
悩
み
て
居
る
を
、
秀
雄
君
が
先
発
と
な

は
げ

っ
て
掛
声
し
て
進
む
。
一
行
之
に
励
ま
さ
れ
て
声
を
合
せ
て
行
く
。
や
が

の
ど

で
咽
喉
渇
き
声
枯
れ
て
、
無
言
の
ま
ま
に
つ
い
て
行
く
。
既
に
し
て
三
角

台
が
霧
の
中
に
白
く
見
え
た
。
一
行
オ
ー
頂
上
と
呼
ぶ
、
七
時
二
十
分
頂

上
着
（
標
高
七
○
八
九
尺
）
。

絶
顛
は
樹
木
な
く
、
膝
程
の
小
笹
の
生
え
た
円
磐
状
の
平
地
で
あ
る
。

一
等
三
角
点
が
其
中
央
に
あ
る
。
晴
天
な
ら
ば
南
信
北
遠
の
諸
峰
を
双
眸

に
集
め
て
、
眺
め
は
雄
大
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
日
は
濃
霧
の
為
め

な
ん
ぬ
れ

に
何
に
も
見
え
ぬ
。
其
の
み
な
ら
ず
肩
ま
で
濡
て
寒
さ
堪
へ
難
い
・
治
平

老
の
注
意
で
、
三
角
台
の
材
木
を
切
り
取
り
て
火
を
焼
い
て
漸
く
元
気
を

回
復
し
た
。
方
位
を
地
図
に
合
せ
て
一
意
霧
の
晴
る
を
待
た
が
、
遂
に
晴

く
だ

ぬ
。
九
時
四
十
分
、
遺
憾
な
が
ら
断
念
し
て
下
山
し
た
。
下
り
は
割
合
に

の
ぽ

容
易
で
あ
る
。
上
る
時
の
跡
が
辿
ら
る
る
の
で
、
濡
る
こ
と
も
少
な
い
。

Ｐ
』
一
」

十
時
三
十
分
、
二
シ
山
に
着
い
た
。
此
所
で
少
し
休
息
し
中
食
を
認
め
、

十
一
時
三
十
分
、
更
に
前
黒
帽
子
に
向
ふ
。
針
葉
樹
、
ブ
ナ
、
カ
バ
の
美

し
く
繁
茂
し
た
中
を
行
く
。
鹿
が
居
そ
う
な
と
思
ふ
た
が
、
樹
林
を
出
て

小
笹
に
掛
っ
た
ら
、
果
し
て
笹
の
芽
が
悉
く
喰
れ
て
居
た
。
空
漸
く
晴
れ

う
し
ろ

て
奥
黒
帽
子
の
峰
頭
、
後
に
あ
ら
は
れ
た
。

に
・
く

道
は
丈
余
の
熊
笹
が
い
や
生
に
生
茂
っ
て
甚
だ
歩
き
悪
い
。
治
平
老
は

一
』
酉
』

い
ふ

此
所
の
道
は
忘
れ
た
と
云
の
で
無
茶
苦
茶
に
行
く
。
午
後
一
時
、
笹
の
薄

く
な
っ
た
尾
根
に
出
た
。
俄
か
に
夕
立
が
来
た
か
ら
木
蔭
に
憩
ふ
た
。
尾

根
よ
り
右
の
方
を
望
め
ば
大
井
川
、
智
者
山
が
見
え
る
。
何
だ
か
な
つ
か

し
い
気
が
し
た
。

の
ほ
ぼ
ん

之
よ
り
急
勾
配
の
尾
根
を
上
っ
て
は
下
り
、
下
っ
て
は
上
る
。
愈
々
本

や
ま山

に
掛
っ
て
か
ら
は
、
栂
が
隙
間
も
な
く
密
生
し
て
居
る
。
幾
百
歳
を
経

た
も
の
か
苔
が
一
面
に
つ
い
て
、
梢
が
皆
白
く
枯
て
居
た
。
地
は
尺
に
余

お
お

る
厚
き
苔
を
以
て
掩
は
れ
、
所
々
に
ミ
ヤ
マ
タ
バ
ミ
、
ガ
ニ
ク
モ
、
マ
ヒ

ッ
ル
ソ
ウ
な
ど
が
生
て
居
る
。
二
時
三
十
分
、
頂
上
に
着
く
（
標
高
六
六

三
四
尺
）
。

前
黒
帽
子
の
頂
上
は
奥
黒
帽
子
よ
り
も
広
い
。
笹
は
な
く
て
丈
低
い
黒

松
、
唐
桧
松
、
ピ
ャ
ク
シ
ン
等
が
俵
生
し
て
居
る
。
小
高
い
処
に
三
等
三

あ
た
り

角
点
が
あ
る
。
立
っ
て
見
る
と
、
四
辺
に
波
の
よ
う
に
重
畳
と
し
た
る
群

密
の
中
に
、
大
無
間
が
目
に
入
る
。
椹
山
は
半
ば
雲
に
か
く
れ
て
居
る
。

き
の
う

昨
日
ま
で
は
こ
の
河
谷
の
雄
と
思
ふ
た
朝
日
岳
も
、
今
は
脚
下
の
一
波
に

過
ぎ
ぬ
。
快
晴
の
日
に
は
西
南
に
天
竜
の
流
が
見
へ
、
東
南
に
駿
河
湾
が

見
へ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
日
は
そ
れ
は
見
へ
な
か
っ
た
。

展
望
約
半
時
間
、
感
興
は
尽
な
か
っ
た
が
午
後
三
時
頂
上
を
辞
し
た
。

今
度
は
道
を
南
東
に
取
り
樅
栂
の
林
中
を
行
く
。
倒
木
が
多
き
上
に
、
大

石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
居
る
の
で
甚
だ
歩
き
難
い
・
熊
の
跡
が
非
常
に
多

い
。
辿
る
は
其
跡
で
あ
る
。
行
く
こ
と
約
一
時
間
、
落
葉
樹
林
に
か
か
っ

た
ら
湯
山
の
人
家
が
見
へ
た
。
四
時
四
十
分
、
湯
山
に
着
く
、
前
日
の
旅
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の
う

館
滝
並
氏
方
に
投
宿
す
。
見
廻
せ
ば
座
敷
に
雑
嚢
、
水
筒
、
捕
虫
網
等
が

ま
と
め

一
纒
あ
る
。
如
何
な
る
客
か
と
問
た
ら
、
二
人
連
の
お
若
い
方
で
あ
る
と

ど
う

云
ふ
。
何
し
た
の
と
問
た
ら
湯
に
行
っ
た
と
云
ふ
。
関
口
君
が
来
る
筈
が

な
い
が
と
思
ひ
な
が
ら
、
一
行
と
急
い
で
行
っ
て
見
た
ら
関
口
君
と
井
上

君
で
あ
っ
た
。
幸
に
都
合
が
付
た
か
ら
二
日
後
れ
て
立
て
、
今
日
麦
に
着

た
と
云
ふ
。
浴
後
一
行
は
下
湯
沢
に
至
て
滝
を
見
た
。
滝
は
直
立
二
百
四

と
つ
こ
つ

十
尺
、
大
飛
爆
を
な
し
て
居
る
。
滝
の
西
に
は
突
兀
た
る
峰
が
聟
へ
て
、

ま
こ
と

樅
の
木
が
捨
ら
れ
た
ま
ま
生
て
居
る
。
洵
に
よ
い
景
色
で
あ
る
。
滝
を
見

て
帰
っ
た
ら
日
は
全
く
暮
れ
て
、
旅
館
の
後
に
当
り
河
鹿
が
月
に
鳴
い
て

居
た
。序

に
湯
場
の
こ
と
を
少
し
書
付
る
。
こ
の
湯
は
梅
ヶ
島
と
同
一
系
統
に

属
す
る
も
の
ら
し
い
・
砿
質
は
硫
黄
性
で
あ
る
。
温
度
は
華
氏
九
十
六
度

で
あ
る
か
ら
体
温
と
同
じ
で
あ
る
。
故
に
何
時
ま
で
這
入
て
居
て
も
少
し

も
飽
か
い
。
浴
室
は
二
間
四
方
で
、
其
中
に
五
尺
四
方
位
の
浴
槽
が
二
つ

ぎ
ぐ
わ
へ
や

あ
る
。
こ
れ
に
接
し
て
浴
容
の
起
臥
の
為
に
す
る
七
畳
の
室
が
三
つ
あ

ひ
ま

る
。
遠
方
か
ら
来
る
人
は
な
い
が
、
農
の
隙
に
川
根
谷
か
ら
来
浴
す
る
も

の
が
あ
る
と
云
ふ
。
今
日
も
六
七
人
居
っ
た
。
浴
客
は
何
れ
も
自
炊
で
、

た
き
ぎ
り
よ
う

入
浴
料
と
し
て
一
日
十
銭
を
払
へ
ぱ
夜
具
と
薪
料
と
は
給
せ
ら
れ
る
と
云

ふ
。

湯
山
１
日
向

第
五
日
（
七
月
二
十
六
日
晴
）
午
前
六
時
三
十
分
、
湯
山
出
発
大
無

間
に
向
ふ
。
与
六
は
都
合
あ
り
て
こ
こ
よ
り
辞
し
去
る
。
治
平
老
は
大
無

ひ
な
た

問
は
知
ら
ぬ
か
ら
案
内
は
出
来
ぬ
が
、
荷
物
を
携
へ
て
日
向
ま
で
行
く
べ

し
と
て
同
行
す
る
。
今
日
は
一
行
七
人
と
な
り
た
る
の
で
勇
気
は
前
日
に

う
ち

一
倍
し
た
。
治
平
老
の
家
の
東
を
左
に
折
れ
、
峰
を
越
ゆ
れ
ば
寸
又
川
の

釣
橋
が
あ
る
。
こ
こ
は
「
岩
穴
」
と
い
ふ
て
峡
中
第
一
の
風
景
で
あ
る
。

ざ
ん
が
ん

此
の
あ
た
り
両
岸
は
嶋
巌
哨
立
、
所
々
に
飛
爆
が
懸
っ
て
居
る
。
橋
上
よ

さ
か

り
下
流
を
眺
む
れ
ば
碧
潭
鏡
の
如
く
岩
壁
に
懸
る
。
樅
が
倒
さ
に
其
影
を

映
し
て
居
る
。
治
平
老
の
い
ふ
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
此
河
谷
に
は
白
昼
星

の
光
を
見
る
が
如
き
深
き
谷
が
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。

か
ん
そ
う

御
料
局
の
新
道
に
沿
ふ
て
閖
蔵
沢
、
日
向
沢
を
渡
っ
て
午
前
十
一
時
、

日
向
に
着
く
。
こ
こ
は
東
側
の
終
点
で
、
是
よ
り
信
州
迄
十
里
の
間
に
は

ろ
く尿

な
小
屋
も
な
い
と
の
事
で
あ
る
。
大
村
鶴
吉
氏
方
に
投
宿
す
。

日
向
に
着
き
て
よ
り
中
村
君
が
大
い
に
奔
走
し
て
呉
れ
た
が
、
大
間
と

同
じ
理
由
で
人
足
は
得
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
家
が
三
軒
し
か
な
い
。
男

は
皆
な
山
に
稼
ぎ
に
行
っ
て
居
ら
ぬ
。
山
に
入
る
に
は
米
を
負
ひ
味
噌
を

持
っ
て
行
き
、
五
日
で
も
十
日
で
も
米
と
味
噌
の
あ
る
間
は
作
業
を
し
て

居
る
と
い
ふ
。
大
い
に
困
っ
た
が
、
や
う
や
く
し
て
勇
作
と
い
ふ
を
見
出

や
と

し
て
明
日
一
日
だ
け
雇
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
千
頭
の
亀
作
の
弟
で
あ
る
と

い
ふ
。
一
行
は
元
来
大
無
間
に
登
り
一
夜
を
そ
こ
に
露
宿
し
て
、
翌
日
田

代
に
下
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
舅
作
の
都
合
が
一
日
だ
け
し
か
つ
か
ぬ
の

で
、
頂
上
ま
で
案
内
し
て
貰
ひ
、
頂
上
よ
り
田
代
へ
は
案
内
な
く
し
て
下

る
こ
と
と
し
た
。
か
く
決
し
た
の
で
露
宿
を
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
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明治末期における黒法師岳，大無間山の紀行

第
六
日
（
七
月
二
十
七
日
晴
）
午
前
二
時
半
起
床
、
旅
装
を
整
ふ
。

今
日
は
極
め
て
軽
装
す
。
三
時
半
、
勇
作
来
る
。
四
時
、
出
発
す
。
勇
作

の
ぼ

は
七
人
の
弁
当
を
負
て
先
頭
に
立
つ
。
旅
館
の
右
の
尾
根
を
上
る
。
朝
路

ひ
な
た
や
ま

は
頗
る
は
か
が
行
く
。
ヨ
ナ
ラ
ボ
ッ
」
は
知
ら
ぬ
間
に
過
ぎ
日
向
山
に

出
た
。
峰
を
右
に
取
て
進
む
。
路
は
針
葉
樹
林
に
入
り
青
苔
地
に
し
き
い

と
心
地
よ
い
。
今
日
の
案
内
は
中
々
元
気
で
あ
る
。
カ
ー
キ
色
の
猟
服
を

き
て
猟
銃
を
肩
に
鉈
を
腰
に
し
、
幅
広
の
肩
を
左
右
に
振
て
小
笹
を
分
て

行
く
様
勇
ま
し
い
。
一
行
は
娠
認
に
駈
て
つ
い
て
行
く
。
六
時
十
分
、
小

笹
の
中
に
三
角
台
が
あ
っ
た
。
樺
沢
で
あ
る
。
樅
林
の
問
か
ら
大
無
間
が

鮮
や
か
に
見
ゆ
る
。
東
に
安
倍
川
も
見
へ
た
。
空
は
快
晴
で
あ
る
。
初
め

た
け

て
鹿
が
丈
な
す
笹
原
の
中
を
一
散
に
飛
去
る
を
見
た
。
舅
作
の
話
に
依

ら
、
荷
物
は
治
平
老
に
托
し
て
大
間
へ
送
り
か
へ
し
た
。

日
向
は
義
務
教
育
免
除
地
で
あ
る
。
そ
の
昔
は
、
女
子
は
藤
の
蔓
を
帯

と
し
髪
は
巻
付
に
し
て
居
っ
た
が
、
十
年
前
に
富
士
製
紙
会
社
が
こ
の
河

ひ
と
あ
し

谷
の
伐
採
を
や
っ
た
り
測
量
員
が
入
込
ん
だ
り
し
て
、
人
足
が
繁
く
な
る

に
つ
れ
て
風
俗
も
移
り
、
一
方
に
は
村
の
青
年
が
徴
兵
に
で
て
多
少
都
会

の
空
気
を
吸
っ
て
帰
る
の
で
、
今
は
メ
リ
ン
ス
の
帯
を
し
め
二
つ
輪
の
髪

を
結
ぶ
や
う
に
な
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の
夕
、
関
口
君
が
旅
館
の
長

男
益
太
郎
と
い
へ
る
満
六
歳
の
少
年
に
桃
太
郎
の
話
を
し
た
が
、
第
一
に

桃
が
分
ら
ぬ
の
で
先
生
全
然
失
敗
に
終
っ
た
。

大
無
間
山

ぱ
、
こ
の
山
に
は
鹿
が
頗
る
多
く
、
時
と
し
て
は
数
十
群
を
な
し
て
悠
遊

し
て
居
る
こ
と
も
あ
る
と
云
ふ
。
彼
は
一
度
に
三
頭
を
う
ち
と
め
た
こ
と

が
あ
る
と
自
慢
し
た
。
熊
狩
の
放
胆
的
な
物
語
も
聞
か
さ
れ
た
。
話
し
つ

つ
あ
る
間
に
北
に
向
ふ
た
ナ
ギ
に
出
た
。
「
鹿
が
居
る
！
‐
一
と
呼
ぶ
や
否

や
勇
作
は
飛
で
い
っ
た
。
僕
等
も
あ
と
に
つ
い
て
飛
で
い
っ
た
。
併
し
鹿

は
早
く
も
着
弾
距
離
外
に
逸
走
し
た
。
遺
憾
で
あ
っ
た
が
鹿
狩
は
目
的
で

な
い
の
で
、
見
棄
て
小
笹
を
わ
け
て
行
く
。

午
前
七
時
一
の
三
角
点
を
過
ぐ
。
路
は
こ
れ
よ
り
下
り
と
な
る
。
こ
の

す
い

ま
じ

あ
た
り
は
風
致
頗
る
深
逮
で
あ
る
。
針
葉
樹
林
に
始
め
て
落
葉
松
の
雑
る

し
ょ
く

を
見
る
。
巨
幹
側
々
と
し
て
天
を
摩
し
て
居
る
。
仰
ぎ
見
る
梢
に
は
駒
鳥

そ
う

し
ば
ら
く

が
珠
々
と
し
て
玉
を
転
ず
る
や
う
に
鳴
い
て
居
る
。
行
く
こ
と
少
時
に
し

て
道
は
俄
に
上
り
と
な
る
。
峻
に
し
て
嶮
、
石
に
す
が
り
倒
木
を
筆
て
行

く
。
九
時
、
と
あ
る
平
地
に
出
た
。
一
行
こ
こ
で
中
食
を
認
む
。
今
日
は

つ
か

天
気
が
晴
朗
で
あ
る
の
で
頗
る
快
よ
い
。
唯
バ
イ
ケ
イ
草
を
掴
み
て
悪
臭

が
と
れ
な
い
の
で
閉
口
し
た
。
峰
の
南
に
向
ふ
て
は
ナ
ギ
が
多
く
な
い

が
、
北
に
向
ふ
て
は
大
な
る
ナ
ギ
が
沢
山
あ
る
。
こ
こ
で
足
を
失
し
て
死

し

骸
の
知
れ
な
く
な
っ
た
猟
夫
も
あ
る
と
話
を
聞
い
た
。
始
め
て
ナ
ギ
か
ら

承
す
ま

北
に
遠
く
赤
石
山
の
残
雪
が
見
へ
た
。
九
時
五
十
分
、
三
隅
池
に
つ
く
。

こ
の

池
は
広
さ
十
坪
位
で
あ
る
。
此
高
山
の
八
合
目
に
よ
く
水
が
保
た
れ
る
と

思
は
れ
た
。
最
初
亀
作
の
話
し
た
道
を
取
り
露
宿
す
る
な
れ
ば
、
こ
こ
に

一
宿
す
る
筈
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
小
な
る
猟
師
小
屋
一
つ
あ
っ
た
。
十
時

三
十
分
、
頂
上
に
着
し
た
（
標
高
七
六
九
二
尺
）
。
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大
無
間
は
遠
江
第
一
の
高
峰
で
あ
る
と
同
時
に
、
赤
石
山
脈
に
於
る
一

方
の
雄
鎮
で
あ
る
。
絶
頂
の
三
角
台
に
立
て
先
づ
東
北
を
展
望
す
れ
ば
、

井
川
山
脈
、
安
倍
山
脈
の
如
き
は
近
く
脚
下
に
詞
旬
す
る
や
う
に
見
ゆ

る
。
之
に
反
し
て
富
士
の
優
姿
は
遠
く
雲
に
ぬ
き
ん
で
て
、
愈
々
其
高
さ

く
わ
い
い
ら
い
ら
く

を
加
ふ
る
。
眼
を
転
じ
て
北
方
赤
石
山
を
眺
む
れ
ば
山
容
魂
偉
誘
落
、
富

士
の
女
性
的
な
る
に
対
し
頗
る
男
性
的
な
る
を
覚
ゆ
。
更
に
西
南
を
展
望

す
れ
ば
、
両
黒
帽
子
、
智
者
山
を
始
め
と
し
て
周
智
、
安
倍
の
山
々
層
々

す
れ
ん

波
涛
の
状
を
為
し
、
其
中
に
大
井
の
清
流
は
恰
も
素
練
を
引
き
た
る
や
う

で
あ
る
。
而
か
も
是
等
の
群
密
は
、
之
を
富
士
、
赤
石
の
雄
大
な
る
に
比

ら
う
ど
ぎ
し

す
れ
ば
、
朧
土
嶬
姪
殆
ん
ど
一
顧
の
価
値
だ
も
有
せ
ぬ
。

大
無
間
の
頂
上
に
は
丈
に
足
ら
ぬ
黒
松
、
唐
松
が
点
々
密
生
し
、
其
間

し
と

に
は
軟
草
が
苗
の
如
く
生
へ
、
頗
る
幽
趣
に
富
み
て
居
る
。
樹
蔭
に
は
名

を
知
ら
ぬ
種
々
の
草
花
が
咲
い
て
居
て
、
其
美
し
き
姿
は
登
鑿
者
を
し
て

行
路
の
疲
労
を
忘
れ
し
む
。
殊
に
其
絶
顛
か
ら
北
に
「
赤
石
の
ハ
ー
ト
」

を
下
敵
し
て
、
炎
熱
焼
く
如
き
候
に
於
て
残
雪
を
望
む
時
は
、
其
豪
宕
雄

偉
の
観
は
殆
ん
ど
神
飛
び
魂
消
へ
し
む
る
や
う
で
あ
る
。
僕
等
は
こ
こ
に

至
っ
て
山
岳
会
講
演
会
に
於
る
一
先
生
の
言
空
し
か
ら
ず
し
て
、
僕
等
宿

昔
の
志
酬
ゆ
る
所
あ
り
し
を
喜
ん
だ
。
十
一
時
半
、
舅
作
は
行
手
の
道
を

教
へ
て
引
か
へ
し
た
。
僕
等
は
こ
こ
で
第
二
回
の
中
食
を
認
め
、
十
二
時

に
山
顛
を
辞
し
東
南
に
向
ふ
て
発
足
し
た
。
此
時
雲
俄
か
に
湧
き
て
眺
望

し
ば
ら
く

は
全
く
失
せ
た
。
少
時
は
尾
根
に
つ
い
て
下
る
。
路
に
沿
ふ
て
駿
遠
国
界

の
標
木
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
何
時
か
な
く
な
っ
た
。
勇
作
は
、
行
け
ば

せ
き
の
さ
わ

間
も
な
く
関
之
沢
の
小
屋
に
出
る
と
云
ふ
た
が
、
小
屋
に
は
出
合
な
い
。

し
ん
が
り

此
時
中
村
君
が
先
頭
に
立
ち
僕
が
殿
を
つ
と
め
た
が
、
何
だ
か
峰
を
と

り
違
へ
た
よ
ふ
だ
と
云
ふ
の
で
一
行
集
り
て
相
談
し
た
。
行
け
ば
ど
ふ
に

か
な
ろ
う
と
云
ふ
も
あ
っ
た
が
、
引
返
せ
と
云
ふ
が
多
数
な
の
で
引
返
し

も
と

む
。
午
後
一
時
三
十
分
、
漸
く
旧
の
峰
に
復
し
た
。
更
に
東
に
取
っ
て
進

Ｌ
き

た
。
霧
一
面
に
こ
め
て
周
囲
一
町
と
は
分
ら
ぬ
。
右
の
方
で
は
頻
り
に
雷

が
鳴
て
今
に
も
夕
立
が
来
そ
う
で
あ
る
。
大
無
間
は
雲
に
か
く
れ
て
し
ま

う
た
。

し
ば
ら
く

少
時
に
し
て
路
は
大
き
な
ナ
ギ
に
出
た
。
「
カ
モ
シ
カ
」
の
足
跡
が
縦

く
だ

横
に
通
っ
て
居
る
。
峰
は
こ
こ
で
尽
き
尾
根
は
東
南
に
向
っ
て
下
る
。
霧

あ
つ

が
深
く
て
方
向
を
定
め
か
ぬ
る
の
で
、
一
行
地
図
を
開
き
首
を
鳩
め
て
凝

議
し
た
。
北
に
向
へ
ぱ
田
代
川
の
支
流
に
落
て
絶
壁
で
あ
る
に
違
な
い
・

南
に
向
へ
ぱ
関
の
沢
に
出
て
下
ら
れ
る
尾
根
が
あ
る
か
な
い
か
分
ら
ぬ
。

さ
ら
ば
其
中
間
を
進
め
と
て
終
に
正
東
に
向
っ
て
下
る
。

勿
論
道
の
あ
ら
う
筈
が
な
い
。
只
そ
れ
ら
し
き
も
の
を
求
め
て
行
く
。

し
お
り

幸
に
鉈
で
削
っ
た
栞
が
あ
る
の
で
辿
っ
て
行
く
。
二
時
四
十
分
、
夕
立
サ

ッ
と
来
て
忽
ち
晴
、
関
の
沢
が
見
へ
た
。
よ
く
見
れ
ば
河
の
東
側
に
焼
畑

の
小
屋
が
あ
る
。
之
に
通
ず
る
道
も
あ
る
。
一
行
は
始
め
て
方
向
を
取
違

へ
て
関
の
沢
へ
落
込
で
来
た
こ
と
を
知
っ
た
。
先
頭
な
る
中
村
君
は
常
に

一
町
以
上
先
に
行
き
、
後
の
者
は
声
を
か
け
、
そ
れ
を
知
る
べ
に
辿
り
行

く
。
倒
木
の
多
き
こ
と
は
黒
帽
子
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
懸
崖
は
随
所
に
あ

は
つ

る
。
之
に
遭
ふ
と
き
は
岩
を
旬
て
渡
る
。
若
し
一
歩
を
失
す
れ
ば
、
そ
れ
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明治末期における黒法師岳，大無間山の紀行

し
か
Ⅸ
ね

ま
で
で
あ
る
。
屍
と
て
も
知
れ
る
こ
と
で
な
い
。

一
行
は
鞘
疲
れ
た
の
で
声
を
も
出
さ
ず
に
ひ
た
下
り
に
下
る
。
下
る
に

従
っ
て
大
木
の
下
に
潅
木
叢
生
し
て
居
て
、
押
分
て
行
け
ば
眼
を
払
ひ
手

わ
ら
じ

を
傷
つ
け
る
。
草
蛙
は
根
に
引
か
か
り
て
き
れ
る
。
其
困
難
は
名
状
し
か

か
わ
ら

れ
る
程
で
あ
る
。
四
時
二
十
分
、
始
め
て
渓
声
を
き
き
河
磧
を
見
る
。
一

お
ち
い

行
喜
び
勇
み
て
進
め
ば
忽
ち
篠
竹
の
中
に
陥
る
。
声
と
音
と
は
間
ゆ
る
も

ご
ざ

お
し
わ
け
か
わ
ら

笠
も
麓
も
見
へ
ぬ
。
推
分
々
々
行
く
程
に
漸
く
河
磧
に
出
た
。
関
の
沢
の

ド
ア
ヒ
で
あ
る
。
傍
に
一
シ
の
小
屋
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
万
一
の
用
心
に

わ
ら
じ

と
て
残
し
た
る
握
飯
一
シ
を
喫
し
、
顔
を
洗
ひ
草
畦
を
結
び
替
た
。

午
後
五
時
再
び
発
足
、
小
屋
が
あ
れ
ば
道
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
八
方

か
わ
ら

を
捜
索
し
た
が
分
ら
ぬ
。
余
儀
な
く
河
磧
に
沿
ふ
て
下
る
。
河
磧
と
は
云

ら
い

ふ
も
の
の
、
小
家
の
如
き
大
石
が
漏
々
と
し
て
河
身
一
面
に
羅
列
し
て
居

と
う

て
、
其
中
を
凄
き
ま
で
に
碧
く
澄
だ
水
が
、
稲
々
と
し
て
流
れ
る
の
で
あ

た
び

る
。
岩
を
越
へ
流
を
横
ぎ
る
毎
に
足
が
す
べ
る
。
足
袋
の
み
な
る
は
特
に

こ
ろ
び

危
な
い
。
転
か
か
り
て
踏
止
ま
っ
た
こ
と
は
幾
度
か
知
れ
ぬ
。
僕
は
相
替

う
し
ろ

ら
ず
後
か
ら
つ
い
て
行
く
の
で
、
見
渡
せ
ば
一
行
が
忽
ち
隠
れ
忽
ち
顕
は

あ
た
か

れ
、
右
に
滑
り
左
に
転
ず
る
。
恰
も
羅
漢
戯
を
演
ず
る
が
如
く
で
あ
る
。

斯
く
思
ふ
間
に
僕
自
身
忽
ち
足
を
失
し
て
、
水
の
中
に
転
込
ん
で
雑
嚢
を

水
浸
し
に
し
た
。
声
を
か
け
て
一
行
を
呼
留
め
追
付
て
見
れ
ば
、
一
行
も

大
抵
首
ま
で
濡
れ
て
居
た
。
鈴
木
君
は
流
石
に
経
験
あ
り
て
、
僕
等
に
草

鮭
の
代
り
に
手
拭
を
足
に
ま
け
と
命
じ
た
。
早
速
試
み
た
ら
頗
る
好
成
蹟

で
あ
っ
た
。

と
ど

六
時
十
五
分
、
ト
見
れ
ば
一
行
岩
の
上
に
止
ま
っ
た
。
追
付
い
て
見
れ

せ
と

ぱ
両
岸
せ
ま
っ
て
、
河
は
こ
こ
に
三
丈
余
の
爆
布
と
な
っ
て
居
る
。
瀬
戸

と
云
ふ
所
で
あ
る
と
あ
と
で
知
っ
た
。
当
惑
し
て
居
る
と
、
中
村
君
は
既

き
や
ま

に
対
岸
の
木
山
の
中
か
ら
頻
り
に
呼
ん
で
居
る
。
之
に
励
ま
さ
れ
て
絶
壁

く
だ

を
滑
り
下
り
漸
く
追
付
く
。
先
頭
の
歩
調
が
頗
る
急
で
あ
る
の
で
、
今
宵

は
ど
う
な
る
と
思
考
す
る
皇
も
な
い
。
只
忠
実
に
其
跡
を
追
ふ
て
行
く
の

み
で
あ
る
。

既
に
し
て
材
木
が
河
一
面
に
流
れ
つ
か
へ
た
処
へ
出
た
。
下
流
を
見
渡

と

せ
ば
真
暗
く
逆
て
も
行
か
れ
る
こ
と
で
な
い
。
先
刻
見
た
小
屋
に
通
ず
る

を
に
出
る
の
外
な
い
。
よ
っ
て
左
の
谷
を
遮
二
無
二
登
り
始
め
た
ら
、
壁

い
ち
ご
ば
ら
つ
か
ば
り

道
立
て
た
や
う
な
岩
石
に
毒
の
荊
の
み
生
て
居
て
、
掴
め
ば
刺
を
立
て

く
ち

の
ほ

ふ
る

る
。
倒
木
に
よ
れ
ば
枝
は
朽
て
居
て
華
ら
れ
ぬ
。
石
に
倒
れ
ば
石
は
落
下

し
て
後
従
者
を
傷
つ
け
る
。
石
１
石
！
と
呼
毎
に
疾
走
し
て
物
蔭
に

ず
さ
ま

寄
れ
ば
、
石
は
凄
じ
い
音
を
立
て
谷
底
に
転
じ
て
行
く
。
今
朝
よ
り
既
に

十
六
時
間
、
疲
労
は
加
は
る
。
暗
さ
は
暗
し
、
一
行
殆
ん
ど
困
じ
果
た
る

折
し
も
、
上
の
方
で
「
道
が
あ
る
！
」
と
叫
ぶ
の
で
、
元
気
を
出
し
て
這

上
っ
て
見
れ
ば
小
さ
き
道
に
出
た
。
辿
っ
て
行
け
ば
小
屋
が
あ
る
。
中
を

覗
け
ば
火
を
点
じ
て
人
が
居
る
。
こ
こ
は
何
処
か
と
問
へ
ぱ
、
井
川
の
奥

里
マ
ミ
ノ
オ
と
云
ふ
処
だ
と
云
ふ
。
井
川
へ
は
ど
う
行
く
と
問
へ
ぱ
、
お

そ
い
か
ら
泊
れ
、
里
か
ら
子
供
が
来
た
の
で
米
も
あ
る
と
云
ふ
。
さ
ら
ば

好
意
に
従
は
ん
と
て
終
に
泊
る
こ
と
と
し
た
。

き
も
の

小
屋
の
外
で
焚
火
を
な
し
、
着
衣
を
脱
ぎ
腹
巻
を
解
き
て
乾
か
せ
た
。
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足
袋
を
取
た
ら
血
が
み
ゆ
る
。
足
袋
と
脚
半
、
脚
半
と
ズ
ボ
ン
の
間
、
蛭

、
、

に
散
々
や
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
中
に
は
「
グ
ー
ご
に
や
ら
れ
た
の
も
あ

る
。
少
し
ば
か
り
持
参
し
た
鯛
味
噌
を
汁
に
し
て
晩
餐
を
済
し
た
ら
、
夜

な
か
ば

は
既
に
十
時
で
あ
っ
た
。
小
屋
は
床
も
あ
り
半
永
久
的
に
出
来
て
居
る

が
、
中
央
に
炉
が
き
っ
て
あ
る
の
で
、
七
人
が
寝
る
に
は
少
々
狭
い
。
そ

れ
と
見
た
主
人
は
、
子
供
を
つ
れ
て
近
所
の
小
屋
に
行
っ
た
。
僕
等
は
漸

》
』
軍
【
一

く
足
を
伸
ぶ
る
こ
と
を
得
た
。
や
が
て
麓
を
着
、
雑
嚢
を
枕
に
し
て
寝
れ

た
ど
り

ぱ
、
夢
は
尚
関
の
沢
の
河
磧
を
辿
々
て
居
る
。

第
七
日
（
七
月
二
十
八
日
晴
）
午
前
七
時
起
床
、
主
人
の
名
を
問
へ

ぱ
滝
並
音
吉
と
答
ふ
。
先
年
参
謀
本
部
員
に
つ
い
て
田
代
川
を
遡
り
、
南

の
ぽ

か
ら
赤
石
山
に
上
っ
た
と
の
話
が
あ
っ
た
。
昨
日
僕
等
が
来
た
道
は
大
無

間
中
で
最
悪
の
道
で
あ
る
、
よ
く
や
っ
て
来
た
と
感
心
し
て
居
た
。
行
つ

と
て

ま
っ
た
沢
は
「
八
丁
ク
ラ
ガ
リ
」
と
云
ふ
所
で
あ
っ
て
、
注
も
長
嶋
ま
で

出
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
行
は
厚
く
礼
を
述
べ
、
八
時
過
小

屋
を
出
立
し
、
九
時
半
田
代
川
の
右
岸
な
る
「
井
川
閑
蔵
」
に
出
た
ら
人

家
が
見
へ
た
の
で
、
一
行
は
覚
へ
ず
歓
声
を
発
し
た
。
釣
橋
を
幾
つ
か
渡

っ
て
十
時
四
十
五
分
に
長
嶋
に
着
き
、
こ
こ
で
中
食
を
な
し
大
間
奥
泉
を

経
て
、
再
び
数
ヶ
所
の
釣
橋
を
渡
っ
て
四
時
四
十
分
に
千
頭
に
着
い
た
。

鈴
木
君
の
好
意
で
今
夜
は
一
行
其
家
に
泊
し
た
。
こ
の
夜
、
大
人
な
る
鈴

木
村
長
は
酒
を
置
き
肴
を
調
へ
、
村
の
誰
彼
を
招
じ
大
に
僕
等
を
歓
待
し

井
川
’
千
頭

て
く
れ
た
。
酒
間
面
白
き
種
々
の
物
語
が
あ
っ
た
。
左
に
先
づ
上
川
根
村

の
こ
と
を
少
し
く
害
付
る
。
上
川
根
村
は
大
井
川
右
岸
の
最
奥
な
る
自
治

体
で
あ
っ
て
、
千
頭
は
其
の
一
区
で
あ
る
。
役
場
、
学
校
、
御
料
局
出
張

所
、
駐
在
所
、
病
院
等
は
皆
な
千
頭
に
あ
る
。
千
頭
は
上
川
根
村
の
中
心

で
あ
っ
て
同
時
に
此
河
谷
の
都
会
で
あ
る
。

上
川
根
村
は
御
料
山
林
六
万
七
百
八
十
町
、
民
有
山
林
四
千
五
百
九
十

町
、
畑
十
一
町
、
戸
数
三
百
七
、
人
口
一
千
八
百
余
で
あ
る
。
是
は
概
数

で
あ
る
が
、
其
面
積
と
人
口
と
の
割
合
を
計
算
す
れ
ば
、
如
何
に
山
間
の

村
落
で
あ
る
か
が
分
る
。
従
っ
て
人
民
の
生
業
も
如
何
に
山
間
的
で
あ
る

や
ま
か
せ
ぎ

か
が
分
る
。
即
ち
其
職
業
は
大
抵
山
稼
を
主
と
し
、
中
に
は
全
く
銃
猟
を

以
て
生
活
す
る
も
の
も
あ
る
。
大
井
川
に
沿
た
地
方
は
よ
く
開
け
て
生
産

も
盛
で
あ
る
。
川
根
茶
の
主
産
地
は
こ
こ
で
あ
る
。
本
年
は
宇
治
か
ら
教

へ
い

師
を
鴫
し
て
伝
習
所
を
設
け
、
大
に
発
展
を
謀
り
て
居
る
と
の
こ
と
で
あ

わ
さ
び

る
。
又
山
間
の
渓
谷
に
は
十
年
前
よ
り
範
を
伊
豆
に
と
っ
て
、
山
葵
の
栽

培
を
試
み
た
が
頗
る
好
成
績
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
正
確
な
数
字
を

は
ん
え
い

知
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
年
を
追
ふ
て
繁
盛
に

向
ふ
や
う
で
あ
る
。
製
茶
、
山
葵
の
外
に
椎
茸
の
産
出
も
少
な
く
な
い
の

で
あ
る
。
若
し
材
木
の
搬
出
が
充
分
に
行
は
る
れ
ぱ
、
更
に
一
層
の
発
達

を
見
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
水
力
に
は
非
常
に
富
ん
で
居
る
か
ら
、
電
気
を

起
さ
し
む
る
こ
と
と
せ
ば
、
此
地
の
発
達
は
如
何
な
る
程
度
に
至
る
べ
き

か
は
想
像
の
及
ぶ
所
で
な
い
・

登
山
に
関
す
る
談
話
は
沢
山
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
略
す
る
。
只
こ
こ
に
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第
九
日
（
七
月
三
十
日
晴
）
今
日
は
愈
々
千
頭
を
辞
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
鈴
木
君
父
子
に
厚
く
礼
を
述
ぶ
。
中
村
君
に
も
別
を
告
ぐ
。
離
愁

胸
を
突
て
涌
く
。
八
時
に
船
が
出
る
と
云
ふ
の
で
急
い
で
旅
装
を
調
ふ
。

第
八
日
（
七
月
二
十
九
日
晴
）
昨
日
の
疲
労
に
て
十
時
過
ぎ
床
を
離

る
。
鈴
木
大
人
が
今
日
は
一
日
滞
在
し
て
休
息
せ
よ
と
の
こ
と
に
付
、
其

厚
意
に
従
ふ
こ
と
と
し
た
。
午
後
に
は
大
井
川
に
至
り
終
日
遊
泳
、
材
木

流
等
を
試
み
た
。
食
後
縁
先
よ
り
見
渡
せ
ば
、
江
上
月
清
く
風
涼
し
く
、

こ
は
せ

連
日
の
疲
労
も
頓
に
洗
去
ら
れ
た
や
う
に
感
じ
た
。
秀
雄
君
は
小
長
谷
の

古
城
趾
を
案
内
せ
ん
と
誘
な
は
る
、
一
行
之
に
従
ふ
。
行
く
こ
と
約
五

う
し
ろ

丁
、
一
シ
の
荒
嘘
に
出
た
。
後
の
山
腹
に
は
老
松
の
欝
然
た
る
下
に
一
団

し
か

の
墳
墓
が
あ
る
。
夜
目
に
は
確
と
分
ら
ね
ど
陰
森
た
る
鬼
気
は
人
を
襲

こ
は
せ
の
り
よ
し

ふ
。
秀
雄
君
は
云
ふ
、
こ
れ
は
戦
国
の
昔
、
小
長
谷
則
詮
と
云
へ
る
が
築

き
た
る
も
の
な
る
が
、
武
田
四
郎
勝
頼
が
織
田
右
府
の
為
に
亡
ぽ
さ
れ
し

と
き
、
孤
忠
を
守
り
て
共
に
滅
び
た
の
で
あ
る
と
。
戦
国
に
は
斯
る
山
間

に
て
も
盛
衰
興
亡
を
免
れ
ざ
る
も
の
と
思
は
れ
た
。

記
し
置
く
は
、
此
地
方
は
本
邦
の
山
岳
部
中
に
あ
り
て
一
と
云
っ
て
二
と

下
ら
ぬ
嶮
阻
な
地
方
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
実
で
あ
る
こ

と
を
僕
等
も
保
証
す
る
。

大
井

滞
在
一
日

川

レ
ム
｝
』

借
り
た
浴
衣
を
脱
ぎ
て
着
替
れ
ぱ
、
旬
日
の
汗
に
汚
れ
た
る
衣
服
は
悉
く

、
、

洗
清
め
て
、
ノ
リ
が
つ
け
て
あ
っ
た
。
今
更
な
が
ら
其
好
意
に
感
じ
た
。

一
家
の
人
々
に
送
ら
れ
て
其
門
を
出
て
振
返
々
々
て
行
く
。
今
日
は
菅
笠

を
や
め
て
夏
帽
子
を
冠
る
。
村
か
ら
同
行
者
が
四
名
あ
っ
た
。
河
原
に
至

れ
ば
船
は
待
て
居
た
。
僕
等
は
中
央
に
座
を
占
め
た
。
鈴
木
君
の
配
慮
で

と
も
づ
な

船
頭
も
丁
寧
で
あ
る
。
八
時
五
十
分
、
績
を
解
く
。
秀
雄
君
は
こ
こ
ま
で

見
送
っ
て
く
れ
た
。
離
愁
ま
た
胸
を
突
く
。
や
が
て
船
は
中
流
に
出
で
奔

は

竜
の
勢
で
駛
す
る
。
忽
ち
右
忽
ち
左
、
急
転
直
下
と
は
よ
き
形
容
詞
で
あ

る
。
小
長
谷
の
城
嘘
を
後
に
し
藤
川
の
釣
橋
を
過
れ
ば
左
は
堀
の
内
、
右

は
藤
川
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
上
長
尾
ま
で
の
間
が
大
井
川
第
一
の
勝
で
あ

る
。
渓
谷
の
美
を
な
す
も
の
は
岩
と
水
と
樹
木
と
光
線
で
あ
る
。
峨
々
と

し
て
聟
ゆ
る
嶢
巌
の
下
に
、
藍
を
湛
た
る
が
如
き
碧
流
が
右
に
折
れ
、
左

に
廻
り
て
流
る
る
を
、
盛
夏
の
強
き
日
光
が
照
付
て
、
其
反
射
が
巌
壁
に

さ
か
し
ま

倒
に
懸
れ
る
欝
蒼
た
る
緑
樹
と
映
発
す
る
。
其
中
を
船
は
矢
を
突
く
如
く

に
岸
を
か
す
め
て
行
く
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
巌
岩
に
は
百
合
が
今
を
盛
に

ほ
う
ふ
ん

さ
き
て
、
芳
芥
風
に
伴
ひ
て
鼻
を
僕
ち
、
見
上
ぐ
る
山
上
に
は
杉
の
植
林

が
整
然
列
を
正
し
て
居
る
。
其
の
叢
立
の
問
々
に
飛
爆
が
懸
っ
て
居
て
、

珠
々
と
し
て
玉
を
散
す
が
如
き
音
を
為
す
。
其
美
其
快
殆
ん
ど
名
状
す
る

た
と
え

こ
と
が
出
来
ぬ
。
僕
等
は
こ
こ
で
読
者
諸
君
に
一
言
す
る
。
諸
君
は
仮
令

大
無
間
に
登
り
た
ま
は
ざ
る
も
大
井
川
は
一
度
下
り
た
ま
へ
、
必
ず
幾
何

か
の
寿
命
を
延
ぶ
る
こ
と
請
合
で
あ
る
。
船
は
青
部
で
乗
客
を
増
し
た
。

も
と

僕
等
は
依
然
旧
の
位
置
を
占
め
た
。
や
が
て
家
山
に
至
り
て
一
時
間
休
息
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し
、
乗
客
は
皆
上
陸
し
て
茶
屋
に
就
き
食
事
を
認
む
。
終
っ
て
再
び
船
に

乗
る
。
福
用
で
水
上
警
察
の
取
調
を
受
く
。
切
符
は
家
山
で
買
っ
て
、
こ

こ
で
渡
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
横
岡
に
至
る
間
に
松
島
の
勝
が
あ
る
。

ゆ
た
か

三
時
、
横
岡
に
着
く
。
山
退
き
谷
開
け
て
河
身
胖
に
な
っ
た
。
四
時
二
十

分
、
島
田
の
西
岸
に
着
く
。
乗
客
荷
物
を
携
へ
上
陸
し
思
々
に
其
志
す
か

た
に
行
く
。
僕
等
一
行
も
こ
こ
に
て
上
陸
し
互
に
其
無
事
を
祝
し
て
解
散

い
ず
｝
」
ど
こ

し
た
。
振
返
れ
ば
朝
辞
し
た
千
頭
は
何
処
、
川
根
谷
は
那
処
、
千
岳
万
峰

は
せ

の
間
を
飛
ぶ
が
如
く
駛
下
り
た
る
船
は
、
今
正
さ
に
岸
辺
に
眠
り
て
居

り
、
そ
こ
ぞ
と
思
ふ
山
の
あ
な
た
に
は
雲
重
畳
と
し
て
居
る
の
み
で
あ

る
。

以
上
述
べ
た
の
で
こ
の
旅
行
記
は
尽
き
た
る
が
、
後
遊
者
の
為
め
少
し

く
数
字
的
の
説
明
を
加
へ
置
く
。
千
頭
へ
は
静
岡
か
ら
も
金
谷
又
は
島
田

か
ら
も
行
か
れ
る
が
、
静
岡
か
ら
行
く
が
よ
い
。
其
行
程
は
九
里
で
あ

る
。
朝
立
て
ば
夕
に
は
早
く
着
く
。
金
谷
又
は
島
田
か
ら
は
十
二
里
あ
っ

て
路
は
甚
だ
悪
し
く
あ
る
。
下
り
は
大
井
川
の
船
に
限
る
。
涼
し
く
て
興

味
あ
っ
て
賃
銭
は
僅
に
二
十
二
銭
。

お
お
ま

千
頭
よ
り
大
間
ま
で
三
里
、
大
間
よ
り
湯
山
ま
で
一
里
、
湯
山
よ
り
大

久
保
の
小
屋
ま
で
三
里
、
大
久
保
の
小
屋
よ
り
奥
黒
帽
子
の
絶
顛
ま
で
二

里
、
奥
黒
帽
子
の
絶
顛
よ
り
前
黒
帽
子
の
絶
顛
ま
で
三
里
、
前
黒
帽
子
の

絶
顛
よ
り
湯
山
ま
で
二
里
、
湯
山
よ
り
日
向
ま
で
三
里
、
日
向
よ
り
大
無

附
記

間
の
絶
顛
ま
で
三
里
、
大
無
間
の
絶
顛
よ
り
井
川
ま
で
四
里
、
井
川
よ
り

千
頭
ま
で
五
里
で
あ
る
。
山
間
の
道
は
一
時
間
一
里
の
割
合
に
は
行
け

ぬ
。
山
に
上
る
時
に
は
数
時
間
に
て
僅
か
に
一
里
し
か
上
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
。
斯
の
如
き
路
は
距
離
で
云
ふ
よ
り
は
時
間
で
云
ふ
方
が
よ
い
。
時

間
は
本
文
に
記
し
た
か
ら
愛
に
は
里
程
を
記
す
の
で
あ
る
。

滝
並
音
吉
の
話
に
よ
っ
て
井
川
よ
り
赤
石
山
に
至
る
行
程
を
記
す
。
井

川
か
ら
田
代
へ
二
里
、
田
代
よ
り
田
代
川
の
終
点
ま
で
十
五
里
、
此
問
は

非
常
に
険
阻
で
あ
る
が
、
水
力
電
気
の
設
計
の
為
め
洋
風
の
小
屋
が
所
々

に
立
て
ら
れ
て
あ
る
の
で
、
野
泊
す
る
こ
と
な
く
し
て
赤
石
山
に
登
ら
る

た
だ
し

る
。
但
田
代
よ
り
赤
石
山
の
頂
上
ま
で
は
、
少
く
も
三
日
を
要
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

黒
帽
子
に
登
る
に
は
米
、
醤
油
等
は
湯
山
で
弁
ぜ
ら
る
る
が
、
錐
詰
等

は
千
頭
か
大
間
で
な
く
て
は
弁
ぜ
ら
れ
ぬ
。
大
無
間
も
同
様
で
あ
る
。
尤

も
米
だ
け
は
日
向
で
弁
じ
ら
れ
る
。
人
足
は
大
間
で
雇
は
れ
る
が
、
前
よ

り
申
込
で
置
か
ぬ
と
問
に
合
ふ
か
ど
う
か
分
ら
ぬ
。
上
川
根
村
の
役
場
又

は
青
年
会
に
予
じ
め
依
頼
し
て
置
け
ば
安
全
で
あ
る
。
こ
の
地
方
で
は
訪

問
の
客
を
歓
迎
す
る
か
ら
万
事
に
便
宜
を
計
て
く
れ
る
。
野
獣
狩
で
も
同

様
で
あ
る
。
物
価
は
千
頭
で
は
余
り
相
違
せ
ぬ
。
湯
山
又
は
日
向
で
は
米

が
平
地
よ
り
一
升
に
つ
き
七
、
八
銭
高
い
。
是
は
運
賃
が
掛
る
か
ら
で
あ

る
。
人
足
は
一
日
五
、
六
十
銭
で
喜
ん
で
応
ず
る
。
山
奥
の
宿
泊
は
一
切

実
費
で
あ
る
。
宿
泊
料
の
規
定
が
な
い
か
ら
見
計
ひ
で
礼
を
す
る
。
湯
場

の
こ
と
は
前
に
述
顎
へ
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
省
く
。
本
文
を
終
る
に
当
っ
て
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タ
バ
ネ
ボ
ッ
ー
蕎
麦
粒
山
（
三
角
点
一
六
二
七
メ
ー
ト
ル
）
の
こ
と
．

八
丁
ク
ラ
ガ
リ
ー
関
ノ
沢
川
の
中
程
に
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
悪
場
で
は
な
い
。

栗
代
川
に
も
、
こ
れ
と
粉
ら
わ
し
い
名
の
「
八
丁
ク
ラ
ミ
」
と
い
う
悪
場
が
あ

る
が
、
こ
こ
は
赤
石
沢
に
匹
敵
す
る
と
い
う
。

鈴
木
治
平
村
長
ｌ
長
い
間
本
川
根
町
長
を
し
た
鈴
木
治
平
氏
の
父
君
か
と
思

う
。
息
、
璋
一
君
は
元
本
会
含
貝
。
現
、
治
平
氏
は
石
間
氏
と
親
し
い
。

な
お
石
間
氏
か
ら
は
行
程
図
も
送
付
さ
れ
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
、
そ
の

要
点
を
記
し
て
お
く
。
黒
法
師
の
登
路
は
、
旧
湯
山
部
落
か
ら
大
間
川
北
岸
山
腹
の

径
を
西
進
、
青
薙
沢
（
青
薙
山
東
側
）
を
中
流
で
わ
た
り
、
青
薙
山
を
越
え
て
、
上

左
に
註
を
つ
け
た
。

黒
帽
子
ｌ
現
在
は
黒
法
師
腿

か
は
遼
か
に
き
め
が
た
い
。

現
在
は
黒
法
師
と

〔
補
註
〕

本
文
は
原
文
通
り
旧
カ
ナ
を
用
い
た
が
、
句
読
点
は
読
み
易
い
よ
う
に
僅
か
に
改

め
た
。
当
時
の
新
聞
は
総
ル
ビ
だ
が
、
読
み
に
く
い
も
の
だ
け
に
ル
ビ
を
付
け
た
。

山
名
そ
の
他
現
在
と
相
違
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
石
間
信
夫
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
て

僕
等
未
識
の
書
生
の
為
め
、
大
な
る
好
意
と
便
宜
と
を
与
へ
ら
れ
た
鈴
木

君
父
子
及
び
中
村
君
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
又
此
拙
き
文
を
世
に

紹
介
せ
ら
れ
た
る
民
友
新
聞
社
に
謝
意
を
表
す
る
。
（
終
）

椹
山
ｌ
信
濃
俣
（
三
角
点
二
三
三
二
メ
ー
ト
ル
）
と
推
定
さ
れ
る
。
信
濃
俣
の

南
峰
二
三
二
○
メ
ー
ト
ル
峰
を
椹
沢
山
と
呼
ん
で
い
る
。

二
シ
山
ｌ
黒
法
師
南
東
の
一
八
一
○
メ
ー
ト
ル
の
峰
。

青
薙
山
’
二
シ
山
南
方
の
三
角
点
一
七
二
一
メ
ー
ト
ル
峰
。

川
上
山
ｌ
圭
同
笹
山
（
三
角
点
一
八
六
八
メ
ー
ト
ル
峰
）
、
石
間
氏
自
身
川
上
山

川
上
山
１
１
圭
同
笹
山
（
三
角
点
一
八
六
オ

と
い
う
呼
称
を
き
い
た
こ
と
が
あ
る
。

書
く
ほ
う
が
一
般
的
で
あ
る
が

何
れ
が
正
し
い

西
出
沢
の
上
流
に
出
て
、
そ
こ
に
在
っ
た
大
久
保
小
屋
に
泊
る
。
そ
こ
か
ら
黒
法
師

と
二
シ
山
を
結
ぶ
稜
線
に
達
し
て
黒
法
師
岳
往
復
、
さ
ら
に
二
シ
山
、
前
黒
法
師
を

経
て
湯
山
へ
下
っ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
五
万
分
の
一
図
に
は
、
湯
山
か
ら
青
薙
沢
の

近
く
ま
で
大
間
川
北
岸
の
径
が
、
破
線
路
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。

大
無
間
の
ほ
う
は
、
旧
上
日
向
か
ら
三
角
点
一
八
八
三
メ
ー
ト
ル
を
経
て
山
頂
に

達
し
（
現
在
の
登
路
と
大
体
同
じ
）
、
降
路
は
頂
上
か
ら
東
微
南
の
尾
根
を
辿
っ
て

関
ノ
沢
の
源
流
に
下
り
、
沢
通
し
下
っ
て
途
中
か
ら
左
岸
の
山
腹
を
ま
い
て
、
杣
人

の
小
屋
に
辿
り
つ
い
て
一
泊
、
翌
日
閑
蔵
に
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
旧
五
万
分
の
一

図
に
は
、
関
ノ
沢
の
源
流
か
ら
左
岸
を
ま
い
て
閑
蔵
へ
至
る
破
線
路
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
（
望
月
記
）
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古
い
時
代
の
こ
と
は
暫
ら
く
お
き
、
戦
後
焼
土
と
化
し
た
都
心
に
、
本

会
の
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
兼
図
書
室
を
建
設
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一

九
四
九
）
三
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
当
時
の
建
設
・
募
金
委
員
長
藤

島
敏
男
氏
に
よ
っ
て
「
日
本
山
岳
会
図
書
室
再
建
報
告
」
と
し
て
『
山
岳
』

第
“
年
第
２
号
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
七
月
、
体
協
の
移
転
に
と
も
な
い
外
苑

コ
ー
ポ
の
一
室
に
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
を
移
転
す
る
ま
で
の
約
十
五
年
間
、
い

わ
ゆ
る
お
茶
の
水
時
代
が
経
過
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
会
の
戦
後
の

発
展
に
お
茶
の
水
の
ル
ー
ム
が
、
ど
れ
だ
け
貢
献
し
た
か
は
、
ま
だ
よ
く

記
憶
さ
れ
て
い
る
会
員
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
お
茶
の
水
ル
ー
ム
・

お
別
れ
の
パ
ー
テ
ィ
を
記
載
し
た
一
文
（
『
会
報
』
第
珊
号
参
照
）
が
、

よ
く
そ
の
間
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。

新
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
・
図
書
室
建
設
報
告

折
角
移
転
し
た
外
苑
コ
ー
ポ
は
、
し
か
し
な
が
ら
半
地
下
の
一
室
で
、

会
の
ル
ー
ム
と
し
て
は
よ
く
機
能
し
な
い
う
ら
み
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
会

は
神
田
錦
町
の
向
井
ビ
ル
五
階
に
移
転
を
決
定
し
、
昭
和
四
十
二
年
（
一

九
六
七
）
六
月
末
を
も
っ
て
移
転
を
完
了
し
た
。
外
苑
コ
ー
ポ
と
く
ら
べ

て
格
段
に
居
心
地
の
よ
い
向
井
ビ
ル
の
ル
ー
ム
は
、
多
く
の
会
員
に
喜
ば

れ
た
が
、
「
ル
ー
ム
移
転
記
念
パ
ー
テ
ィ
」
（
関
口
周
也
氏
記
）
の
記
事

（
会
報
『
山
』
第
醐
号
所
収
）
に
そ
の
こ
と
が
よ
く
う
か
が
え
る
。

向
井
ピ
ル
の
ル
ー
ム
は
、
内
容
、
立
地
条
件
共
に
と
く
に
不
満
は
な
か

っ
た
が
、
家
主
側
の
都
合
で
た
ち
の
き
を
せ
ま
ら
れ
、
会
は
昭
和
四
十
八

年
（
一
九
七
三
）
五
月
、
文
京
区
湯
島
の
利
根
川
商
事
（
株
）
さ
く
ら
ピ

ル
七
階
に
移
転
し
た
（
会
報
『
山
』
第
瀬
号
・
第
瓢
号
参
照
）
。

戦
後
約
三
十
年
、
会
は
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
を
変
え
る
こ
と
四
回
に
及
び
、

そ
の
都
度
会
員
に
、
少
な
か
ら
ぬ
募
金
を
お
願
い
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、

そ
ろ
そ
ろ
永
住
の
地
を
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
さ
く
ら
ピ
ル
の

ル
ー
ム
は
特
に
不
満
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
般
的
な
物
価
の
騰
貴
に
と

も
な
う
家
賃
の
値
上
げ
が
、
会
の
財
政
に
少
な
か
ら
ぬ
負
担
と
な
り
つ
つ

あ
っ
た
。
こ
の
点
は
既
に
前
々
か
ら
も
問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
理
事
会

の
席
上
で
正
式
に
採
り
上
げ
ら
れ
、
若
手
の
理
事
で
特
別
委
員
会
を
つ
く

り
検
討
に
入
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七

六
）
三
月
六
日
の
理
事
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
（
担
当
理
事
山
本
良
三

氏
）
。
ま
た
同
年
四
月
九
日
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
構
想

が
今
西
会
長
か
ら
説
明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。
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爾
後
、
物
件
の
物
色
は
山
本
良
三
、
橋
本
清
、
神
崎
忠
男
理
事
が
あ
た

り
、
ま
た
財
政
面
か
ら
の
検
討
は
山
本
健
一
郎
、
高
遠
宏
理
事
に
飯
野
亨

監
事
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
（
同
年
七
月
二
日
理
事
会
記
録
）
。
つ
い

で
九
月
三
日
、
十
月
八
日
の
理
事
会
で
千
代
田
区
四
番
町
に
建
築
予
定
の

サ
ン
ピ
ュ
ー
ハ
イ
ッ
一
階
が
、
有
力
な
候
補
物
件
で
あ
る
旨
の
了
承
が
得

ら
れ
、
ま
た
十
一
月
五
日
開
催
の
評
議
員
会
の
席
上
で
以
上
の
説
明
が
な

さ
れ
た
際
は
、
積
極
的
に
進
め
る
旨
の
賛
意
が
得
ら
れ
て
方
針
が
ほ
ぼ
決

定
し
た
。

よ
っ
て
十
一
月
五
日
の
理
事
会
で
ル
ー
ム
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ

れ
、
委
員
長
に
望
月
副
会
長
が
選
ば
れ
、
委
員
の
人
選
は
委
員
長
に
一
任

さ
れ
た
が
、
橋
本
清
、
山
本
良
三
、
神
崎
忠
男
、
山
本
健
一
郎
、
高
遠

宏
、
近
藤
信
行
、
小
倉
董
子
理
事
が
委
員
と
し
て
選
出
さ
れ
、
士
一
月
四

日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。
委
員
会
は
発
足
後
、
毎
月
二
回
程
度
の
会

合
を
も
ち
、
諸
般
の
検
討
を
か
さ
ね
て
き
た
が
、
最
も
意
を
用
い
た
の
は

資
金
調
達
の
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
購
入
す
毒
へ
き
面
積
の
割
り
ふ
り
に
つ
い

て
も
、
委
員
会
以
外
の
多
く
の
役
員
の
意
見
を
徴
し
て
、
逐
次
決
定
し
て

い
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
四
月
八
日
開
催
の
評
議
員
会
及
び
理
事

会
に
お
い
て
、
購
入
資
金
の
一
部
を
金
融
機
関
か
ら
の
長
期
借
入
金
と
す

る
件
が
承
認
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
四
月
二
十
二
日
開
催
の
通
常
会
員
総
会

に
お
い
て
、
本
会
の
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
及
び
図
書
室
購
入
と
、
そ
の
た
め
の

資
金
の
一
部
を
長
期
借
入
金
と
す
る
件
が
承
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
今
西

会
長
か
ら
は
、
全
会
員
に
対
し
多
大
の
協
力
を
致
さ
れ
る
よ
う
懇
請
さ
れ

た
。
こ
の
長
期
借
入
金
は
五
千
万
円
を
限
度
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
行

の
会
費
を
直
ち
に
増
額
す
る
こ
と
な
く
、
従
来
の
家
賃
程
度
の
支
出
を
も

っ
て
約
十
年
程
度
で
返
済
可
能
の
計
画
で
あ
っ
た
。

本
会
は
こ
の
総
会
を
も
っ
て
、
会
長
は
今
西
錦
司
氏
か
ら
西
堀
栄
三
郎

氏
に
引
き
つ
が
れ
た
。
新
年
度
の
五
月
十
六
日
の
理
事
会
か
ら
募
金
に
つ

い
て
真
剣
に
討
議
が
行
な
わ
れ
、
六
月
十
三
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
従

来
の
ル
ー
ム
委
員
会
を
一
応
解
散
し
、
あ
ら
た
に
、
西
堀
会
長
を
委
員
長

と
す
る
左
記
の
募
金
委
員
会
を
発
足
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
副
委
員
長

Ｉ
望
月
、
折
井
副
会
長
、
委
員
Ⅱ
宮
下
秀
樹
、
山
本
健
一
郎
、
細
川
沙
多

子
、
伏
見
紀
子
、
高
遠
宏
、
山
本
良
三
、
浜
野
吉
生
、
神
崎
忠
男
、
橋
本

清
（
担
当
理
事
）
の
各
氏
。

ま
た
顧
問
と
し
て
今
西
錦
司
、
島
田
巽
、
辻
荘
一
、
早
川
種
三
、
槙
有

恒
、
三
田
幸
夫
、
渡
辺
公
平
の
セ
氏
を
お
願
い
し
、
さ
ら
に
現
前
役
員
、

評
議
員
、
支
部
長
、
そ
の
他
か
ら
一
七
○
名
の
会
員
を
選
ん
で
参
与
に
就

任
ね
が
い
、
募
金
達
成
の
万
全
を
期
し
た
。

そ
し
て
会
報
『
山
』
第
獅
号
（
昭
和
五
十
二
年
七
月
号
）
の
巻
頭
に
大

き
く
会
員
へ
の
募
金
を
よ
び
か
け
る
一
方
、
全
会
員
に
協
力
を
お
願
い
す

る
依
頼
状
を
六
月
中
に
発
送
、
ま
た
そ
れ
に
先
だ
っ
て
支
部
長
等
参
与
を

お
願
い
し
た
会
員
へ
も
依
頼
状
を
発
し
た
。

当
初
の
募
金
目
標
、
資
金
調
達
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
。

会
の
自
己
資
金
一
○
、
○
○
○
千
円
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長
期
借
入
金
五
○
、
○
○
○
千
円

会
員
か
ら
の
募
金
一
○
、
○
○
○
〃

会
員
外
か
ら
の
募
金
一
○
、
○
○
○
〃

合
計
八
○
、
○
○
○
〃

ま
た
購
入
す
べ
き
物
件
は
千
代
田
区
四
番
町
五
’
四
、
「
サ
ン
ビ
ュ
ー

ハ
イ
ッ
四
番
町
」
の
一
階
一
六
四
・
三
五
平
方
米
（
約
五
十
坪
）
で
、
完

成
は
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
一
月
、
そ
の
所
要
資
金
は
左
の
通
り

で
あ
っ
た
。

物
件
買
取
資
金
七
○
、
○
○
○
千
円

図
書
室
整
備
費
三
、
○
○
○
〃

内
装
費
等
三
、
○
○
○
〃

引
越
費
用
等
三
、
○
○
○
〃

募
金
事
務
費
そ
の
他
一
、
○
○
○
〃

合
計
八
○
、
○
○
○
〃

会
員
か
ら
の
募
金
は
会
報
『
山
』
第
搬
号
以
降
毎
号
、
欠
か
さ
ず
報
告

し
た
通
り
多
大
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
、
目
標
額
を
大
き
く
突
破
し
一
七
、

四
二
○
千
円
（
会
員
数
に
し
て
二
三
一
名
）
（
五
十
三
年
九
月
現
在
）

に
達
し
た
こ
と
は
、
非
常
な
喜
び
で
あ
る
と
同
時
に
、
衷
心
よ
り
厚
く
お

礼
を
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
会
員
外
の
法
人
か
ら
の
募
金
は
、
時
あ
た
か
も
日
本
経
済
の
不
況

時
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
と
、
図
書
室
と
い
う
点
か
ら
、
依
頼
先
を
比
較

的
縁
故
あ
る
会
社
並
び
に
出
版
、
報
道
、
新
聞
等
に
や
や
し
ぼ
っ
て
、
九

敷地図及び1階平面図

卜,．⑭

卜ﾛ

副 D90
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月
以
降
活
動
に
入
っ
た
が
、
多
忙
な
西
堀
募
金
委
員
長
は
、
精
力
的
に
東

奔
西
走
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
当
初
の
募
金
委
員
の
ほ
か
に
渡
辺
兵

力
、
浜
野
正
男
、
近
藤
信
行
、
飯
野
亨
、
田
口
二
郎
、
村
山
雅
美
、
今
西

寿
雄
、
吉
沢
一
郎
、
尾
上
昇
、
大
塚
武
の
諸
氏
に
は
特
に
尽
力
を
ね
が

い
、
ま
た
関
西
地
区
、
中
京
地
区
に
足
を
は
こ
ん
だ
細
川
、
伏
見
氏
ら
の

労
を
特
に
記
し
て
お
き
た
い
。

法
人
関
係
は
合
計
八
十
二
社
、
金
一
三
、
四
七
○
千
円
に
達
し
、
目
標

を
か
な
り
上
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
に
払

わ
れ
た
委
員
そ
の
他
関
係
者
の
ご
苦
労
に
対
し
て
深
く
感
謝
す
る
次
第
で

あ
る
（
協
力
先
に
つ
い
て
は
会
報
『
山
』
第
畑
号
参
照
）
。

か
く
て
新
ル
ー
ム
は
予
定
通
り
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
一
月
下

旬
完
成
、
引
渡
し
を
了
し
、
一
月
二
十
九
日
に
移
転
を
完
了
し
た
が
、
引

越
し
に
際
し
て
も
片
岡
博
氏
の
尽
力
や
、
神
崎
忠
男
、
堀
内
章
雄
氏
ら
を

中
心
と
し
た
集
会
委
員
会
等
の
若
手
会
員
諸
氏
の
献
身
的
な
協
力
を
得

て
、
極
め
て
円
滑
且
つ
低
廉
に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
会
報
『
山
』

第
捌
号
参
照
）
。

新
ル
ー
ム
の
披
露
パ
ー
テ
ィ
は
三
月
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
行

な
わ
れ
、
会
員
清
野
恒
画
伯
に
よ
る
記
念
絵
ハ
ガ
キ
を
参
加
者
に
わ
か
っ

た
（
会
報
『
山
』
第
剛
号
参
照
）
。
ま
た
協
力
を
頂
い
た
法
人
先
招
待
の

披
露
パ
ー
テ
ィ
は
四
月
二
十
一
日
（
金
）
に
開
催
し
た
。
ま
た
同
日
を
も

っ
て
募
金
委
員
会
を
解
散
し
、
残
務
は
各
担
当
理
事
で
処
理
す
る
こ
と
と

っ
て
蕾

し
た
。

会
員
及
び
法
人
か
ら
の
募
金
状
況
は
以
上
の
通
り
で
、
目
標
を
大
き
く

上
ま
わ
っ
た
た
め
、
会
の
健
全
財
政
の
建
前
か
ら
、
当
初
の
借
入
金
は
五

百
万
円
減
額
し
、
四
千
五
百
万
円
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
件
に

関
す
る
収
支
の
報
告
は
、
三
月
末
迄
に
つ
い
て
は
、
既
に
五
十
三
年
五
月

十
二
日
の
通
常
会
員
総
会
に
お
い
て
財
務
担
当
理
事
か
ら
詳
し
く
報
告
承

認
さ
れ
、
会
報
『
山
』
第
郡
号
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は

省
略
す
る
。

顧
み
る
と
、
本
会
が
虎
ノ
門
不
二
屋
ビ
ル
に
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
・
図
書
室

を
も
っ
た
の
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
一
月
で
、
あ
た
か
も
本
会
創

立
二
十
五
周
年
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
し
て
本
会
は
昭
和
五
十
年
（
一
九

七
五
）
に
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
、
諸
種
の
記
念
行
事
を
行
な
っ
た
こ
と

は
、
ま
だ
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
あ
た
ら
し
い
・
本
会
の
新
ル
ー
ム
建
設
は

七
十
周
年
に
い
さ
さ
か
お
く
れ
た
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
七
十
年
を
経
て
会
自

身
の
、
借
り
物
で
な
い
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
と
図
書
室
を
も
つ
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
文
字
通
り
、
全
会
員
な
ら
び
に
関
係
先
の
絶
大
な
ご
協
力
の

賜
物
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
新
ル
ー
ム
を
拠
り
所
と
し
て
、
会
員
の
た
め
の
よ

り
よ
き
会
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
す
べ
く
努
力
を
か
た
む
け
て
い
き
た
い

と
思
う
。
〔
望
月
達
夫
〕
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ｌ追悼Ｉ
大
阪
市
に
生
れ
、
京
都
で
育
ち
、
京
都
一
中
時
代
に
山
に
親
ん
だ
。
将

来
極
地
探
検
を
行
う
た
め
、
こ
の
種
の
学
問
の
で
き
る
北
海
道
大
学
農
学

部
を
一
九
二
三
年
に
卒
業
し
た
。
板
倉
勝
宣
、
大
島
亮
吉
ら
と
山
岳
雑
誌

『
山
と
ス
キ
ー
』
を
一
九
二
二
年
に
創
刊
し
、
昭
和
の
は
じ
め
ま
で
続
け

た
。
こ
の
間
に
『
氷
と
雪
』
を
一
九
二
九
年
に
刊
行
し
、
将
来
に
そ
な
え

た
。

加
納
さ
ん
の
登
山
と
探
検
と
極
地
圏
を
結
び
つ
け
た
著
作
は
、
三
十
一

冊
を
数
え
る
。
身
体
は
蒲
柳
の
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ね
ら
っ
た
こ
と

は
、
ペ
ア
リ
ー
の
北
極
か
ら
、
ア
ム
ン
ゼ
ン
の
南
極
へ
の
到
達
と
い
う
壮

大
な
夢
想
と
行
為
で
な
か
っ
た
と
、
誰
が
い
え
よ
う
。
殆
ん
ど
の
著
書

は
、
こ
の
両
極
に
か
け
ら
れ
て
い
た
。

チ
ェ
リ
ー
・
ガ
ラ
ー
ド
の
『
世
界
最
悪
の
旅
』
（
朋
文
堂
、
一
九
四
四

年
刊
）
と
コ
ー
リ
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
ム
『
北
極
圏
と
南
極
圏
』
は
傭
仰
中
の

無
慮
を
お
な
ぐ
さ
め
す
る
た
め
、
高
須
茂
と
筆
者
が
原
典
を
お
お
く
り
し

加
納
一
郎
氏
（
一
八
九
八
’
一
九
七
七
）

た
。
ラ
イ
フ
社
『
両
極
』
（
一
九
六
二
年
）
の
訳
業
も
、
極
地
へ
の
憧
僚

を
か
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
短
歌
も
好
ま
れ
た
。

一
九
三
六
年
十
一
月
六
日
、
山
岳
雑
誌
「
ケ
ル
ン
』
の
お
手
伝
い
を
す

る
こ
と
に
な
る
。
同
月
十
六
日
Ｊ
Ａ
Ｃ
支
部
ル
ー
ム
で
お
目
に
か
か
り
、

十
七
日
旭
区
森
小
路
六
丁
目
の
お
宅
を
訪
問
し
た
。
ち
な
み
に
雅
名
森
昭

二
は
町
名
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
お
子
様
は
三
男
二
女
で
あ
っ
た
と
思

う
。
正
敏
さ
ん
は
、
本
年
野
村
貿
易
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
駐
在
員
と
し
て

赴
任
さ
れ
た
。
『
氷
雪
の
回
想
』
に
は
、
父
子
の
対
面
写
真
が
あ
る
。
こ

の
年
末
に
、
東
都
の
山
岳
画
家
と
ケ
ル
ン
の
忘
年
会
を
か
ね
て
交
換
会
が

あ
っ
た
。

一
九
三
七
年
森
小
路
の
家
か
ら
徒
歩
で
、
私
の
勤
務
先
の
工
場
へ
来
訪

し
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
年
山
岳
雑
誌
『
ケ
ル
ン
』
の
編
集
を
ま
か
さ
れ

た
。
ケ
ル
ン
欄
と
い
う
寸
鉄
頁
の
文
字
は
、
返
信
葉
書
の
宛
名
を
凸
版
に

し
た
も
の
で
、
加
納
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
発
行
部
数
は
た
し
か

二
百
部
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。

一
九
三
八
年
会
社
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
東
京
へ
帰
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
が
、
加
納
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
て
、
住
友
電
線
製
造
所
に
別
宮
貞
俊
氏

（
後
に
社
長
）
（
御
両
者
は
乳
兄
弟
と
か
）
を
訪
問
し
、
専
門
技
術
者
と
し

て
雇
っ
て
い
た
だ
き
、
停
年
近
く
ま
で
勤
務
さ
せ
て
頂
い
た
。
加
納
さ
ん

は
、
登
山
を
し
て
い
る
か
ら
身
体
は
保
証
し
ま
す
と
い
わ
れ
た
。

一
九
四
二
年
、
お
父
上
が
な
く
な
ら
れ
た
。
た
し
か
宇
治
の
黄
檗
山
の

お
茶
の
師
匠
で
あ
っ
た
と
き
く
。
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一
九
五
六
年
、
藤
木
九
三
さ
ん
が
、
南
極
探
検
局
に
勤
務
さ
れ
、
加
納

さ
ん
は
永
田
隊
長
の
顧
問
に
む
か
え
ら
れ
、
駿
台
荘
で
佐
伯
富
男
と
同
席

し
た
と
記
憶
す
る
。
ト
ン
コ
は
北
大
出
身
で
あ
る
が
、
加
納
さ
ん
の
宅
の

居
候
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

御
家
族
、
敏
子
夫
人
は
、
藤
沢
市
辻
堂
に
お
ら
れ
る
が
、
師
の
お
申
出

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
上
で
き
な
か
っ
た
。
御
無
沙
汰
の
限
り
で
あ
る
。

加
納
さ
ん
御
一
家
に
は
、
つ
き
せ
な
い
御
恩
恵
を
う
け
な
が
ら
、
そ
の

何
分
の
一
の
お
か
え
し
も
し
て
な
い
愚
鈍
さ
を
悔
い
る
が
、
懸
槐
の
至
り

で
あ
る
。

悼
林
和
夫
さ
ん
の
編
集
さ
れ
る
御
本
に
は
、
書
簡
類
一
切
を
お
渡
し
し
た

の
で
、
併
せ
て
御
引
見
賜
れ
ば
、
師
の
面
影
を
お
つ
た
え
で
き
る
も
の
と

追
思
う
。 一

九
四
二
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
、
『
探
検
』
（
朋
文
堂
）
と
い
う
本

格
的
な
雑
誌
を
発
刊
さ
れ
た
。

戦
争
が
ひ
ど
く
な
ら
な
い
う
ち
に
、
加
納
さ
ん
は
札
幌
に
疎
開
さ
れ
、

北
大
に
勤
め
ら
れ
た
。
そ
の
頃
の
手
紙
は
戦
時
検
閲
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
す
で
に
清
書
を
し
て
、
北
大
出
身
の
林
和
夫
さ
ん
に
お
送
り
し
て
あ

り
、
い
ず
れ
上
梓
さ
れ
よ
う
。

一
九
五
五
年
来
阪
さ
れ
、
旧
ケ
ル
ン
同
人
ら
と
淀
屋
橋
の
舟
料
理
の
柴

藤
で
久
閼
を
み
た
し
た
。
そ
の
後
一
度
来
阪
さ
れ
た
が
、
堂
島
辺
は
高
速

道
路
と
な
り
、
重
そ
う
な
靴
を
は
い
て
い
た
師
は
、
土
倉
九
三
さ
ん
と
、

桂
の
御
本
家
へ
帰
宅
さ
れ
た
。

川
崎
吉
蔵
君
は
昭
和
五
年
早
稲
田
大
学
山
岳
部
を
卒
業
し
た
ぼ
く
の
同

期
生
で
あ
っ
た
。
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
あ
る
日
、
山
岳
部
の
部
室
で
、

俺
は
卒
業
し
た
ら
山
の
雑
誌
を
つ
く
る
こ
と
に
決
め
た
か
ら
、
よ
ろ
し
く

頼
む
よ
と
云
う
。
そ
の
と
き
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
「
山
と
渓
谷
」

と
い
う
あ
の
書
体
の
写
し
だ
か
原
画
だ
か
を
見
せ
て
く
れ
た
よ
う
な
記
憶

が
あ
る
よ
う
で
も
あ
り
、
ま
た
錯
覚
の
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
、
確
か
な

こ
と
は
云
え
な
い
が
、
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
が
『
山
と
渓
谷
』
で
あ
り
、
す

で
に
田
部
重
治
先
生
か
ら
、
先
生
の
著
書
の
書
名
を
拝
借
す
る
許
可
も
得

て
い
る
の
だ
と
い
う
川
崎
君
の
話
に
、
こ
れ
は
も
う
彼
の
夢
で
は
な
く
相

当
に
具
体
化
し
て
い
る
の
だ
な
と
、
感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
だ
け
は
は
っ

き
り
憶
え
て
い
る
。

昭
和
五
年
と
い
え
ば
不
景
気
の
ど
ん
底
、
就
職
難
の
最
も
深
刻
だ
っ
た

加
納
さ
ん
の
御
霊
は
、
両
極
の
彼
方
を
守
護
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

み
た
ま
よ
安
ら
か
な
れ
。

合
掌
多
謝
謹
言
。

日
本
山
岳
会
入
会
一
九
一
八
年
十
月
（
会
員
番
号
六
三
四
）
。
一
九
七

三
年
十
一
月
名
誉
会
員
。
〔
田
中
栄
蔵
〕

川
崎
吉
蔵
氏
二
九
○
七
’
一
九
七
七
）

I
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と
き
で
あ
る
。
就
職
先
を
探
す
の
も
大
変
だ
っ
た
が
、
登
山
の
専
門
雑
誌

の
刊
行
と
い
う
、
前
人
未
踏
の
天
地
に
徒
手
空
拳
で
飛
び
こ
ん
で
行
こ
う

と
い
う
の
も
、
大
冒
険
で
あ
る
と
ぼ
く
は
思
っ
た
。

し
か
し
卒
業
し
て
二
ヶ
月
目
の
五
月
中
旬
に
は
、
彼
の
宣
言
通
り
隔
月

刊
で
は
あ
る
が
『
山
と
渓
谷
』
が
見
事
山
と
渓
谷
社
な
る
も
の
か
ら
発
行

さ
れ
た
。
山
と
渓
谷
社
と
い
っ
て
も
社
員
は
彼
一
人
で
、
原
稿
集
め
か
ら

編
集
販
売
の
一
切
を
一
人
で
や
っ
て
の
け
た
。

ぼ
く
や
山
仲
間
の
誰
し
も
が
抱
い
て
い
た
大
き
な
不
安
を
は
ね
と
ば

し
、
五
○
○
○
部
刷
っ
た
創
刊
号
は
四
日
で
売
切
れ
、
三
版
目
も
一
週
間

で
品
切
れ
に
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
登
山
者
大
衆
の
歓
迎
ぶ
り
に
彼
自
身

も
驚
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

創
刊
号
の
編
集
後
記
に
彼
は
「
も
う
出
る
か
、
も
う
出
る
か
と
待
ち
わ

び
て
い
た
山
岳
専
門
雑
誌
を
皮
肉
に
も
自
分
で
出
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
も
山
に
は
切
れ
ぬ
因
縁
と
あ
き
ら
め
て
せ
い
ぜ
い
勉
強
す

る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
一
般
登
山
者
に
と
っ
て
、
山
の
専
門
雑
誌
の
存

在
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
彼
は
学
生
時
代
か
ら
彼
な

り
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
彼
の
記
し
た
創
刊
の
言
葉
に
も
遺
憾
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
だ
書
生
シ
気
の
抜
け
き
ら
な
い
文
章
だ
が
、
彼
の
理
想
と
も
い
え
る
も

の
が
行
間
に
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
登
山
文
化
史
上
、
記
録

に
残
さ
れ
て
も
い
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し

て
お
こ
う
。

「
轆
近
に
至
り
ま
し
て
本
邦
登
山
界
の
急
激
な
飛
躍
的
発
展
は
実
に
自

覚
し
い
も
の
で
す
。
然
し
そ
の
発
展
過
程
の
裏
面
に
は
常
に
真
面
目
な
登

山
者
群
の
実
践
的
研
究
が
、
不
断
に
積
ま
れ
て
来
て
い
た
こ
と
を
認
め
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

然
し
遺
憾
な
こ
と
は
、
そ
れ
ら
登
山
者
群
が
発
表
機
関
を
た
っ
た
一
つ

し
か
持
っ
て
い
な
い
か
、
又
は
全
然
何
も
持
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
例
え
ば
何
々
大
学
山
岳
部
又
は
何
々
山
岳
会
の
機
関
誌
は
、
そ
れ

ら
の
山
岳
部
や
山
岳
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
そ
の
陣
営
に
立
て
こ
も
っ
て

い
る
人
々
の
み
の
発
表
機
関
だ
っ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

な
お
我
々
は
世
に
発
表
機
関
を
持
合
わ
せ
て
い
な
い
為
に
、
お
互
い
に

研
究
し
合
わ
ぱ
な
ら
ぬ
多
く
の
事
柄
を
、
そ
の
ま
ま
お
互
に
見
過
し
て
し

ま
っ
て
い
る
事
実
を
遺
憾
と
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
立
場
に
立
っ
た
『
山
岳

専
門
雑
誌
』
出
で
よ
／
は
我
々
の
多
年
痛
感
し
て
来
た
事
柄
で
す
」

そ
し
て
各
山
岳
部
や
山
岳
会
の
優
秀
な
人
々
の
文
献
や
、
発
表
機
関
を

持
た
な
い
人
々
の
研
鎖
を
一
つ
の
誌
上
に
包
括
発
表
す
る
こ
と
を
大
き
な

特
色
と
す
る
と
述
べ
た
後
、
彼
は
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
持
ち
続
け
た
出
版

人
と
し
て
の
理
念
を
、
早
く
も
創
刊
の
辞
の
中
に
表
明
し
て
い
る
こ
と
に

も
注
目
し
た
い
。

つ
ま
り
優
秀
な
文
献
を
求
め
て
勉
強
し
よ
う
と
す
る
登
山
者
に
は
経
済

的
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。
単
行
本
は
高
い
し
、
年
報
に
し
て
も
決
し
て
安

く
は
な
い
。
だ
か
ら
本
誌
は
あ
ら
ゆ
る
層
の
優
れ
た
人
々
の
文
献
を
一
冊

に
ま
と
め
、
徹
底
的
な
廉
価
で
提
供
し
た
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
考
え
は
後
年
に
な
っ
て
も
変
ら
な
か
つ
た
。
長
い
こ
と
『
山

と
渓
谷
』
の
編
集
長
を
し
て
い
た
現
広
告
部
長
の
岩
間
正
夫
氏
か
ら
聞
い

た
話
だ
が
、
川
崎
君
の
頭
の
中
に
は
い
つ
も
あ
ら
ゆ
る
層
の
登
山
者
が
あ

っ
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
登
山
者
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
仕
事
を
し
よ

う
、
だ
か
ら
出
版
物
は
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
定
価
を
押
え
よ
う
と
い
う

姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
四
十
一
年
『
山
渓
カ
ラ
ー
ガ
イ
ド
』
シ

リ
ー
ズ
を
刊
行
し
た
と
き
も
、
こ
ん
な
安
い
値
段
じ
ゃ
と
て
も
で
き
な
い

と
い
う
印
刷
会
社
の
再
三
に
わ
た
る
反
対
を
彼
は
頑
強
に
つ
っ
ぱ
ね
た
。

そ
し
て
そ
の
廉
価
さ
が
物
を
云
っ
て
大
成
功
を
収
め
た
と
い
う
。

江
戸
シ
子
ら
し
く
鼻
柱
の
強
い
く
せ
に
、
い
か
な
る
場
合
も
表
面
に
出

る
こ
と
を
嫌
っ
た
の
も
彼
の
山
男
ら
し
い
一
面
で
あ
っ
た
。
前
に
掲
げ
た

創
刊
の
言
葉
に
も
、
編
集
室
よ
り
と
題
す
る
後
記
の
中
に
も
、
川
崎
吉
蔵

の
名
は
一
切
出
て
い
な
い
・
彼
が
署
名
入
り
で
発
表
し
た
の
は
、
創
刊
三

十
五
周
年
記
念
号
か
ら
連
載
し
出
し
た
「
お
ち
こ
ち
の
人
」
と
題
す
る
山

渓
四
十
七
年
の
追
想
記
だ
け
で
、
そ
れ
も
編
集
者
か
ら
強
引
に
す
す
め
ら

れ
て
や
っ
と
納
得
し
た
と
い
う
。
そ
れ
以
外
は
大
森
三
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム

を
使
っ
て
健
筆
を
振
っ
て
い
た
。

「
お
ち
こ
ち
の
人
」
は
加
納
一
郎
氏
の
一
三
七
回
が
最
終
回
と
な
っ
た

が
、
そ
の
同
じ
号
に
彼
の
計
報
が
伝
え
ら
れ
よ
う
と
は
彼
自
身
夢
想
だ
に

悼
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

彼
の
死
は
そ
れ
ほ
ど
唐
突
だ
っ
た
。
恐
ら
く
万
年
青
年
と
い
わ
れ
た
元

追
気
な
彼
を
知
る
誰
も
が
自
分
の
耳
を
疑
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
五
十
二
年

八
月
二
十
四
日
、
海
外
旅
行
や
登
山
記
を
ま
と
め
た
『
世
界
を
駆
け
め
ぐ

る
』
の
第
二
巻
を
自
宅
で
執
筆
中
倒
れ
た
の
で
あ
る
。
六
十
九
歳
で
あ
っ

た
。

そ
の
一
ヶ
月
ほ
ど
前
に
は
妙
高
、
火
打
に
登
り
、
八
月
は
じ
め
に
ト
ル

コ
へ
旅
し
て
帰
国
し
た
ば
か
り
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
晩
年
の
約
十
年

間
、
彼
は
精
力
的
に
旅
に
出
て
い
た
。
ア
ル
プ
ス
、
ネ
パ
ー
ル
、
南
極
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
海
外
旅
行
だ
け
で
も
六
十
数
回
を
数
え

た
。
未
知
の
世
界
に
対
す
る
青
年
み
た
い
な
憧
れ
を
ま
だ
失
な
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
、
自
分
の
撮
っ
て
き
た
ス
ラ
イ
ド
の
説
明
を
す
る
彼
の
言

葉
の
中
に
、
ぼ
く
は
幾
度
か
発
見
し
て
微
笑
ん
だ
も
の
だ
。

『
世
界
を
駆
け
め
ぐ
る
』
は
三
冊
で
も
四
冊
で
も
書
け
た
で
あ
ろ
う

に
、
第
二
巻
の
半
ば
に
し
て
絶
筆
と
な
っ
た
こ
と
は
彼
と
し
て
も
不
本
意

の
極
み
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
恐
ら
く
天
国
へ
行
っ
て
も
、
彼
の
夢
は

枯
野
な
ら
ぬ
氷
河
や
砂
漠
や
密
林
の
中
を
、
駆
け
め
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。

彼
は
ぼ
く
よ
り
一
ヶ
月
遅
く
明
治
四
十
年
十
月
十
五
日
東
京
芝
に
生
れ

た
。
次
男
隆
章
氏
に
次
ぐ
三
男
坊
で
攻
玉
社
中
学
時
代
か
ら
山
登
り
に
熱

を
入
れ
た
。
昭
和
五
年
早
大
専
門
部
政
経
学
科
卒
業
と
同
時
に
単
独
で
山

と
渓
谷
社
を
創
立
。
十
五
年
に
は
株
式
会
社
と
し
て
社
長
に
就
任
、
五
十

一
年
十
月
令
息
の
吉
光
氏
に
バ
ト
ン
を
タ
ッ
チ
し
て
会
長
の
椅
子
に
お
さ

ま
る
ま
で
、
実
に
四
十
有
七
年
間
社
長
と
し
て
『
山
と
渓
谷
』
や
『
岩
と

雪
』
な
ど
を
育
て
、
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
多
く
の
山
岳
図
書
を
出
版
し
続
け
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私
が
伊
藤
君
に
は
じ
め
て
遇
っ
た
の
は
大
正
十
四
年
の
十
月
十
七
日
、

燧
岳
の
中
腹
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
私
は
頂
上
に
登
ろ
う
と
し
、
彼
は
長

蔵
小
屋
を
目
指
し
て
降
り
て
く
る
途
中
だ
っ
た
。

そ
の
夜
は
二
人
と
も
長
蔵
小
屋
に
泊
っ
た
。
私
は
早
大
山
岳
部
の
パ
ー

テ
ィ
ー
の
一
人
で
、
数
人
の
部
員
と
共
に
尾
瀬
か
ら
日
光
へ
の
山
旅
の
途

中
だ
っ
た
が
、
互
い
に
気
心
が
合
っ
た
と
い
う
の
か
、
そ
れ
か
ら
彼
は
八

丁
湯
を
へ
て
日
光
ま
で
わ
れ
わ
れ
一
行
と
行
を
共
に
し
た
。
そ
し
て
こ
の

た
。

わ
が
登
山
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ

た
こ
と
は
も
ち
論
だ
が
、
出
版
界
で
も
戦
前
か
ら
山
岳
図
書
一
本
で
押
し

通
し
て
き
た
彼
は
、
長
老
的
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。
川
崎
吉
蔵

の
生
涯
は
『
山
と
渓
谷
』
の
歴
史
そ
の
も
の
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

そ
の
間
幾
多
の
有
能
な
編
集
者
を
育
て
る
と
共
に
、
多
く
の
秀
れ
た
登
山

家
を
世
に
送
り
出
し
た
こ
と
も
、
彼
の
大
き
な
功
績
の
一
つ
だ
と
思
う
。

惜
し
い
会
員
を
失
な
っ
た
と
残
念
で
な
ら
な
い
・

日
本
山
岳
会
へ
の
入
会
は
大
正
十
四
年
（
会
員
番
号
九
一
八
）
後
年
一

時
会
籍
を
は
な
れ
、
昭
和
四
十
五
年
復
活
。
〔
渡
辺
公
平
〕

伊
藤
弥
十
郎
氏
（
一
九
○
三
’
一
九
七
七
）

I

I

尾
瀬
で
の
め
ぐ
り
あ
い
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
結
ば
れ
た
彼
と
の
親
交
の

出
発
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
五
十
年
の
年
月
が
流
れ
た
昭
和
五
十
年
私
達
二
人
は
尾
瀬
へ

旅
を
し
、
長
蔵
小
屋
で
楽
し
く
語
り
あ
っ
た
。
そ
の
旅
は
伊
藤
君
の
発
案

に
よ
る
も
の
で
、
半
世
紀
前
の
こ
と
を
偲
ん
で
、
も
う
一
度
尾
瀬
を
歩
こ

う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
話
。
私
も
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
プ
ラ
ン
だ
と
思

い
、
季
節
も
だ
い
た
い
同
じ
十
月
の
十
八
日
、
紅
葉
燃
え
る
沼
山
峠
を
越

え
て
尾
瀬
に
入
っ
た
。
と
も
に
七
十
歳
を
越
え
て
い
た
が
、
よ
く
飲
み
よ

く
語
り
、
こ
ん
な
楽
し
い
山
旅
は
最
近
な
か
っ
た
。

私
は
五
十
年
前
の
尾
瀬
行
の
記
録
の
載
っ
て
い
る
早
大
山
岳
部
報
『
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
』
の
第
四
号
を
ザ
ッ
ク
の
中
に
入
れ
て
い
っ
て
、
そ
れ
に

記
念
の
寄
せ
書
を
し
た
が
、
そ
の
欄
外
に
平
野
長
英
氏
が
「
父
逝
き
て
四

十
五
年
経
ち
に
け
り
小
屋
守
り
き
て
わ
れ
も
老
い
た
り
」
な
る
感
慨
を
書

い
て
く
れ
た
。

伊
藤
君
は
福
島
県
の
人
間
だ
か
ら
不
思
議
で
は
な
い
が
、
妙
に
尾
瀬
に

因
縁
の
あ
る
男
だ
。
私
た
ち
が
は
じ
め
て
遇
っ
た
翌
年
の
大
正
十
五
年
の

秋
、
長
蔵
小
屋
で
本
会
々
員
の
額
田
敏
さ
ん
に
遇
い
、
ま
た
意
気
投
合
し

て
日
光
ま
で
行
を
共
に
し
て
い
る
。

額
田
さ
ん
が
福
島
支
部
の
武
藤
清
次
氏
に
寄
せ
た
思
い
出
の
記
に
よ
る

と
、
伊
藤
君
は
一
人
で
沼
山
峠
を
越
え
て
長
蔵
小
屋
へ
や
っ
て
き
た
。
そ

し
て
ち
ょ
う
ど
燧
岳
か
ら
下
り
て
来
、
囲
炉
裏
に
あ
た
っ
て
い
た
額
田
さ

ん
に
、
福
島
の
伊
藤
で
す
と
自
己
紹
介
し
た
と
い
う
。
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「
頑
丈
な
体
格
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
純
情
な
青
年
」
と
み
た
額
田
さ
ん

と
彼
と
は
話
が
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
共
に
し
た
山
行
が
終
っ
て

か
ら
も
、
三
月
の
尾
瀬
を
は
じ
め
八
ヶ
岳
や
吾
妻
の
ス
キ
ー
登
山
な
ど
方

方
へ
の
山
行
を
共
に
し
た
。
そ
し
て
昭
和
五
年
二
月
に
は
額
田
さ
ん
と
藤

島
敏
男
さ
ん
の
紹
介
で
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
た
。
会
員
番
号
は
二
一

三
で
あ
っ
た
。

彼
は
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
二
日
、
福
島
市
の
有
名
な
そ
ば
の
老
舗

「
喜
多
屋
」
に
生
ま
れ
た
。
大
正
七
年
福
島
市
立
福
島
商
業
学
校
を
卒
業

し
て
か
ら
昭
和
六
年
ま
で
は
家
業
に
従
事
し
た
と
い
う
が
、
大
正
十
一
年

の
夏
、
高
湯
か
ら
一
切
経
山
ｌ
ぬ
る
湯
ｌ
高
揚
と
歩
い
て
以
来
山
に
と
り

つ
か
れ
、
爾
来
病
に
倒
れ
る
ま
で
県
内
、
東
北
の
山
は
も
ち
ろ
ん
南
北
ア

ル
プ
ス
や
八
ヶ
岳
の
峰
や
谷
に
足
跡
を
残
し
た
。

戦
前
の
彼
の
登
山
の
中
で
、
ひ
と
つ
注
目
し
た
い
山
行
が
あ
る
。
そ
れ

は
昭
和
三
年
二
月
の
八
ヶ
岳
行
で
あ
る
。
彼
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
額
田
さ
ん

と
二
人
で
本
沢
温
泉
か
ら
登
り
、
硫
黄
岳
の
頂
上
で
慶
応
の
大
島
亮
吉
氏

ら
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
遇
っ
た
。
そ
し
て
彼
が
自
慢
の
高
級
カ
メ
ラ
で
記
念

撮
影
を
し
て
別
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
ほ
ど
後
、
そ
の
大
島
さ

ん
は
穂
高
で
遭
難
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
島
さ
ん
の
名
著
『
先
蹴
者
』
の
巻
頭
に
挿
入
さ
れ
た
「
著
者
遺
影
」

悼
が
、
こ
の
記
念
撮
影
の
写
真
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は

案
外
少
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
先
蹴
者
』
は
昭
和
十
年
七
月
に
刊

皀１
行
さ
れ
た
大
島
さ
ん
の
遺
稿
集
だ
が
、
そ
の
「
編
者
の
こ
と
ば
」
の
終
り

の
方
に
、
編
集
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
人
々
の
氏
名
が
あ
げ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に
、
模
さ
ん
や
松
方
さ
ん
の
名
前
と
共
に
伊
藤
弥
十
郎
の
名

が
並
ん
で
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
、
昭
和
五
年
の
八
月
、
吾
妻
山
最
悪
の
沢
と
い
わ
れ
る
中

津
川
渓
谷
の
完
全
遡
行
を
な
し
と
げ
た
こ
と
も
、
彼
の
山
行
の
中
で
特
筆

す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
、
日
本
山
岳
会
の
福
島
支
部
を
創
立
し

て
そ
の
支
部
長
に
就
任
し
て
か
ら
の
彼
は
、
支
部
の
発
展
の
た
め
、
ま
た

地
域
社
会
に
お
け
る
登
山
界
の
た
め
に
東
奔
西
走
し
た
。
二
十
三
年
十
二

月
に
は
福
島
県
山
岳
連
盟
の
会
長
に
も
お
さ
れ
、
同
県
山
岳
遭
難
対
策
協

議
会
の
副
会
長
も
勤
め
た
。
四
十
七
年
彼
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
も
ら
っ

た
の
は
、
遭
難
防
止
及
び
遭
難
救
助
活
動
に
尽
し
た
功
績
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。頑

固
で
強
情
で
一
度
こ
う
と
決
め
た
ら
な
か
な
か
妥
協
し
な
い
明
治
の

人
間
で
あ
っ
た
が
、
実
に
愛
す
べ
き
性
格
の
持
主
で
、
支
部
の
会
員
か
ら

も
、
ま
た
山
岳
連
盟
の
後
輩
た
ち
か
ら
も
敬
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
て
い

た
。
日
本
山
岳
会
に
と
っ
て
も
、
日
本
山
岳
協
会
に
と
っ
て
も
東
北
の
名

物
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
死
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

略
歴

明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
二
月
二
十
二
日
福
島
市
本
町
、
そ
ば
の

老
舗
「
喜
多
屋
」
に
生
る
。
市
立
第
一
小
学
校
よ
り
、
県
立
福
島
商
業

学
校
に
学
ぶ
。
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昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
二
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
二
一

三
、
紹
介
者
、
藤
島
敏
男
氏
、
額
田
敏
氏
）

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
二
月
日
本
山
岳
会
福
島
支
部
創
設
、

支
部
長
に
就
任
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
八
月
福
島
県
知
事
賞
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
八
月
厚
生
大
臣
賞
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
七
月
内
閣
総
理
大
臣
賞
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
十
月
文
部
大
臣
賞
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
十
一
月
絞
勲
、
勲
五
等
瑞
宝
章
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
九
月
六
日
逝
去
。
行
年
七
十
四
歳
。

山
歴

大
正
十
一
年
（
一
九
一
三
）
夏
高
揚
ｌ
一
切
経
山
ｌ
ぬ
る
湯
ｌ
高
揚
を

踏
破
し
て
以
来
、
山
に
つ
か
れ
る
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
白
馬
、
槍
。
こ
の
年
よ
り
ス
キ
ー
を
は
じ

め
る
。

大
正
十
四
年
二
九
二
五
）
七
月
烏
帽
子
、
槍
、
穂
高
を
案
内
人
北
沢

定
次
と
共
に
縦
走
。
十
月
、
田
島
１
尾
瀬
’
八
丁
湯
ｌ
日
光
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
秋
銀
山
平
か
ら
尾
瀬
沼
へ
の
単
独
行
の

折
、
長
蔵
小
屋
に
て
、
額
田
敏
氏
と
逢
い
日
光
ま
で
行
を
共
に
す
る
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
春
八
ヶ
岳
ス
キ
ー
行
。
七
月
、
笠
、
双
六
、

槍
、
穂
高
縦
走
。
案
内
人
今
田
由
勝
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
二
月
硫
黄
岳
頂
上
に
て
大
島
亮
吉
氏
一
行
と

山
岳
人
と
し
て
の
保
泉
利
喜
之
助
君
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
の
古
い
山

仲
間
や
、
埼
玉
県
の
行
田
市
付
近
の
方
々
以
外
に
は
案
外
知
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
少
な
い
と
思
う
。
一
九
三
○
年
入
会
、
会
員
番
号
一
二
六
四
番
だ

っ
た
保
泉
君
は
、
入
会
当
時
は
安
田
君
と
い
っ
て
い
て
、
古
い
仲
間
の
あ

い
だ
で
は
安
田
君
で
通
っ
て
い
た
。

そ
の
保
泉
君
と
最
後
に
出
会
っ
た
の
は
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
七
日

上
高
地
の
河
童
橋
で
だ
っ
た
。
丁
度
、
こ
の
日
第
十
一
回
目
の
上
高
地
開

山
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。
た
し
か
山
岳
会
会
員
の
大
野
俊
夫

さ
ん
が
、
早
稲
田
の
連
中
も
大
勢
見
え
て
い
ま
す
よ
と
云
わ
れ
る
の
で
、

五
千
尺
前
の
橋
の
石
段
の
上
部
を
見
る
と
、
長
島
春
雄
君
や
和
田
一
男
君

と
い
っ
た
連
中
に
ま
じ
っ
て
、
祭
の
行
事
を
見
守
っ
て
い
る
保
泉
君
を
見

か
け
た
の
だ
っ
た
。
か
っ
て
上
高
地
で
彼
と
過
し
た
日
を
回
想
し
て
、
懐

逢
う
。
七
月
、
北
沢
小
屋
を
ベ
ー
ス
に
甲
斐
駒
、
仙
丈
等
を
あ
る
く
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
八
月
吾
妻
山
最
悪
の
沢
、
中
津
川
渓
谷
を
完

全
遡
行
。

昭
和
五
年
以
降
県
内
、
東
北
の
山
々
を
愛
し
、
夏
、
冬
を
問
わ
ず
、
病

に
倒
れ
る
ま
で
歩
き
続
け
た
。
〔
後
藤
幹
次
〕

保
泉
利
喜
之
助
氏
（
一
九
○
三
’
一
九
七
七
）
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し
さ
人
一
倍
だ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
後
、
た
し
か
に
五
十
年
を
は
っ
き
り
と

経
て
い
る
が
、
な
つ
か
し
い
上
高
地
で
再
び
相
ま
み
え
る
事
の
う
れ
し
さ

な
つ
か
し
さ
。
あ
れ
は
大
正
十
四
年
の
十
一
月
だ
っ
た
。
あ
の
時
、
仲
間

の
藤
田
信
道
と
三
人
で
、
初
冬
の
穂
高
へ
と
い
う
の
で
出
か
け
た
。
保
泉

君
は
入
営
す
る
と
い
う
の
で
一
足
早
く
帰
っ
た
が
、
藤
田
と
二
人
で
、
徳

本
へ
の
別
れ
道
ま
で
送
っ
て
行
っ
た
が
、
途
中
ま
で
、
常
さ
ん
こ
と
内
野

常
次
郎
君
が
鉄
砲
を
肩
に
し
て
一
緒
に
行
っ
た
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。
あ

の
時
の
別
れ
の
情
景
を
、
藤
田
は
何
か
に
詩
情
あ
ふ
れ
る
筆
致
で
書
い
て

い
た
の
を
思
い
出
す
。

そ
れ
か
ら
以
後
の
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
彼
の
山

歴
の
事
は
知
ら
な
い
。
東
京
で
た
ま
に
会
合
が
あ
る
時
に
行
き
合
わ
せ
た

が
、
共
に
山
を
歩
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
古
い
行
田
の
足
袋
屋
さ
ん
の
子

息
だ
っ
た
彼
の
事
は
、
福
助
足
袋
の
社
長
だ
っ
た
故
辻
本
英
一
君
が
、
ま

だ
部
屋
住
み
の
頃
、
行
田
の
安
田
君
と
い
う
足
袋
屋
さ
ん
で
山
を
や
る
の

を
知
っ
て
い
る
が
四
谷
君
の
仲
間
だ
っ
た
そ
う
だ
ね
と
の
事
で
、
辻
本
君

と
一
層
親
し
く
な
っ
た
も
の
だ
。
そ
の
辻
本
君
も
山
と
ス
キ
ー
が
好
き
だ

っ
た
。そ

の
保
泉
君
に
つ
い
て
は
知
る
人
は
あ
っ
て
も
、
彼
の
残
し
た
目
星
し

い
山
行
に
つ
い
て
は
知
る
人
は
少
い
と
思
う
。
彼
の
山
行
に
つ
い
て
は
、

悼
も
の
の
本
に
よ
っ
て
既
に
知
る
人
も
あ
る
と
思
う
が
、
追
憶
の
ま
ま
に
少

し
述
べ
て
見
よ
う
と
思
う
。
↓

追
話
は
古
い
こ
と
に
遡
る
。
こ
れ
は
大
正
十
四
年
の
秋
の
話
だ
。
そ
の
年

の
春
三
月
に
は
、
彼
保
泉
君
は
、
先
輩
舟
田
三
郎
さ
ん
リ
ー
ダ
ー
の
も
と

に
、
そ
の
月
の
二
十
一
日
、
第
二
登
な
が
ら
積
雪
期
の
奥
穂
高
岳
へ
二
人

で
登
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
又
彼
は
、
そ
の
同
じ
年
の
七
月
に
穂
高
の
飛
騨

側
の
一
つ
の
谷
、
柳
谷
を
害
上
喜
太
郎
先
輩
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
、
今
田

由
勝
君
と
三
人
で
西
穂
高
か
ら
奥
穗
へ
と
登
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
穂
高
の

飛
騨
側
の
谷
の
一
つ
の
初
登
筆
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
年
の
秋
十
一
月
に

私
と
共
に
、
穂
高
へ
這
入
る
ま
で
に
、
春
に
は
舟
田
さ
ん
と
雪
の
奥
穂
高

へ
、
夏
に
は
書
上
さ
ん
と
西
穂
高
へ
と
、
穂
高
へ
再
々
の
お
目
見
得
だ
っ

た
。
彼
の
穂
高
行
は
前
年
の
大
正
十
二
年
の
七
月
の
山
行
に
始
ま
る
。
こ

の
時
は
リ
ー
ダ
ー
に
会
田
次
郎
さ
ん
、
同
行
者
の
中
に
山
形
の
後
藤
幹
次

君
も
ま
じ
っ
て
い
て
、
針
ノ
木
、
剣
、
薬
師
、
槍
、
穂
高
と
約
半
ヶ
月
の

山
旅
を
や
っ
て
い
る
。
話
の
つ
い
で
だ
が
、
『
穂
高
星
夜
』
と
い
う
本
が

山
崎
安
治
君
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
別
に
同
名
異
文
の
名
文

が
書
上
喜
太
郎
先
輩
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
て
、
早
稲
田
の
『
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
』
第
四
号
に
、
「
柳
谷
よ
り
西
穂
高
を
経
て
奥
穂
高
へ
」
の
文
章

と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
上
さ
ん
の
名
文
「
穂
高
星
夜
」
は
、

当
時
の
安
田
君
、
即
ち
保
泉
君
と
共
に
暮
し
た
奥
穂
高
小
屋
生
活
と
柳
谷

登
筆
の
所
産
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
同
じ
『
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
』
第
四
号
に
、
保
泉
君
は
「
谷
」
と
い
う
文
章
を
書
き
、

舟
田
さ
ん
の
「
穂
高
岳
ｌ
冬
ｌ
」
の
文
章
の
中
に
も
一
章
を
書
い
て
い

る
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
回
想
し
よ
う
と
す
る
大
正
十
四
年
の
秋
の
話
で
あ
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る
。
さ
き
に
も
述
べ
た
、
保
泉
君
が
河
童
橋
の
畔
り
で
五
十
何
年
振
り
に

仰
ぐ
穂
高
だ
っ
た
が
、
そ
し
て
そ
の
時
、
又
来
年
も
、
こ
の
上
高
地
の
開

山
祭
に
同
行
し
よ
う
と
願
い
合
い
、
誓
い
合
っ
て
別
れ
た
の
だ
が
、
そ
の

日
か
ら
僅
か
三
ヶ
月
半
そ
こ
そ
こ
の
八
月
五
日
、
彼
は
七
十
三
歳
、
脳
血

栓
症
で
逝
去
さ
れ
た
こ
と
を
、
岳
友
小
島
六
郎
さ
ん
か
ら
お
知
ら
せ
を
受

け
た
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
章
に
も
既
に
登
場
し
た
山
仲
間
の
一
人
に
藤
田
信

道
と
い
う
男
が
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
彼
が
、
山
岳
界
と
い
う
も

の
と
縁
を
断
っ
て
か
ら
四
十
何
年
、
世
を
去
っ
て
か
ら
も
二
十
年
も
た
っ

て
い
る
。
彼
と
保
泉
君
と
三
人
で
行
っ
た
一
九
二
五
年
の
秋
の
追
憶
で
あ

る
。
こ
の
追
憶
は
、
保
泉
君
と
藤
田
と
私
と
三
人
の
問
だ
け
の
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
石
岡
繁
雄
さ
ん
が
そ
の
近
著
『
屏
風
岩
登
鑿
記
』
（
碩

学
書
房
、
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
出
版
）
の
二
九
二
・
ヘ
ー
ジ
に
、
屏
風
岩

登
華
小
史
の
中
に
現
わ
れ
て
来
る
次
の
と
こ
ろ
、
「
山
大
正
十
三
年
七
月

七
日
・
八
日
青
木
勝
、
大
賀
道
禺
、
佐
藤
久
一
郎
、
慶
応
稜
、
②
大
正
十

四
年
十
一
月
十
日
四
谷
、
藤
田
、
保
泉
、
ル
ー
ト
は
不
明
だ
が
Ｂ
ｕ
あ
る

い
は
Ｂ
ｍ
を
経
て
Ｔ
２
に
達
し
た
と
思
わ
れ
る
・
・
・
：
。
」
、
そ
し
て
又
、
『
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
』
第
五
号
一
五
八
ペ
ー
ジ
に
「
初
冬
の
槍
穂
高
行
、
十
一

月
十
日
屏
風
岩
に
登
肇
を
試
む
」
と
あ
る
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
が
私
達
の

屏
風
岩
に
挑
ん
だ
記
録
と
云
え
ば
記
録
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

彼
と
は
出
会
う
毎
に
、
「
あ
の
時
は
、
よ
く
や
っ
た
ね
。
あ
の
時
の
恐

ろ
し
さ
は
誰
も
知
る
も
の
は
な
い
。
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
、

五
十
何
年
後
ま
で
云
い
あ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
又
、
昭
和
四
十
九

年
十
一
月
十
二
日
大
沢
小
屋
へ
集
合
し
て
、
昭
和
二
年
の
針
ノ
木
峠
雪
崩

遭
難
追
悼
の
集
い
の
時
に
、
小
屋
の
前
で
万
感
を
こ
め
て
交
わ
し
た
二
人

の
握
手
の
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
言
葉
、
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
ね
」
だ

っ
た
。さ

て
屏
風
に
挑
ん
だ
前
夜
、
屏
風
の
前
の
岩
小
屋
で
共
に
過
し
た
の

は
、
私
達
三
人
の
他
に
、
そ
の
頃
槍
沢
小
屋
と
大
槍
小
屋
の
主
人
だ
っ
た

穂
苅
三
寿
雄
さ
ん
と
、
松
本
の
人
二
人
と
、
蒲
田
の
松
井
憲
三
、
有
明
の

大
和
由
松
の
五
人
連
れ
と
だ
っ
た
。
私
達
が
屏
風
を
や
る
と
い
う
の
で
、

皆
い
ろ
い
ろ
と
注
意
を
し
て
呉
れ
た
。
あ
そ
こ
へ
行
く
ま
で
は
、
第
一
ル

ン
ゼ
と
い
う
こ
と
で
三
人
の
気
持
は
定
ま
っ
て
い
た
の
だ
が
、
屏
風
岩
と

面
と
向
い
合
っ
た
そ
の
時
、
誰
か
ら
と
も
な
し
に
「
ど
う
だ
あ
の
正
面

は
」
、
「
バ
ン
ド
が
縦
横
に
続
い
て
い
る
、
う
ま
く
利
用
し
て
伝
っ
て
行
け

ば
、
相
当
の
と
こ
ろ
ま
で
行
け
る
の
じ
や
な
い
か
、
う
ま
く
行
く
と
一
晩

ぐ
ら
い
寝
て
登
れ
る
の
じ
や
な
い
か
」
、
双
眼
鏡
で
憲
三
と
合
わ
せ
て
四

人
で
夕
や
み
迫
る
頃
迄
、
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
つ
づ
け
る
の
だ

っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
と
に
か
く
正
面
の
壁
に
取
り
付
い
て
や
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
一
致
し
た
。

十
一
月
十
日
、
穂
苅
さ
ん
一
行
は
洞
沢
へ
、
私
た
ち
三
人
は
偵
察
し
て

お
い
た
ル
ー
ト
を
め
ざ
し
て
の
出
発
だ
っ
た
。
う
る
さ
く
、
わ
ず
ら
わ
し

い
ポ
サ
を
抜
け
、
そ
こ
か
ら
急
な
草
付
を
登
っ
て
辿
り
つ
い
た
岩
壁
の
下

部
、
そ
こ
は
も
う
相
当
高
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
ト
ッ
プ
は
保
泉
君
、
ミ
ツ
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悼追

テ
ル
が
私
、
藤
田
君
が
ラ
ス
ト
。
最
初
の
う
ち
は
、
昨
日
マ
ー
ク
し
て
お

い
た
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
辺
り
を
辿
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
あ
や
し

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
若
い
頃
は
、
こ
れ
こ
れ
こ
う
し
た
と
こ
ろ
と
話
も

で
き
た
も
の
の
、
五
十
年
も
た
つ
と
、
あ
る
部
分
は
い
き
い
き
と
回
想
も

で
き
る
が
、
あ
の
日
の
な
つ
か
し
さ
、
恐
ろ
し
さ
、
よ
く
も
、
あ
の
よ
う

な
無
謀
に
等
し
い
事
を
や
ろ
う
と
し
た
も
の
だ
と
思
う
。
と
に
か
く
、
私

達
が
辿
っ
た
ル
ー
ト
や
、
最
高
到
達
地
点
は
一
体
ど
の
辺
り
だ
っ
た
だ
ろ

う
か
と
、
い
つ
も
し
げ
し
げ
と
見
上
げ
る
の
だ
っ
た
。

急
な
と
こ
ろ
で
は
、
先
頭
の
保
泉
君
の
姿
が
か
く
れ
て
、
ザ
イ
ル
だ
け

が
、
ズ
ル
ズ
ル
と
延
び
て
行
っ
た
。
「
よ
－
し
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
来

る
ま
で
、
相
当
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
何
の
木
だ
っ
た
か
、

そ
の
根
っ
こ
を
利
用
し
て
の
ビ
レ
ー
、
し
か
し
、
し
ゃ
に
む
に
強
引
そ
の

も
の
の
登
肇
だ
っ
た
。
と
に
か
く
、
苦
し
い
荒
っ
ぽ
い
妄
挙
に
等
し
い
登

り
、
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
一
つ
の
せ
ま
い
テ
ラ
ス
の
よ
う
な
と
こ

ろ
、
そ
こ
か
ら
一
’
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
幅
二
’
三
○
セ
ン
チ
の
傾
い
た

細
い
バ
ン
ド
が
斜
め
左
上
方
に
向
っ
て
つ
づ
い
て
い
た
。
そ
の
バ
ン
ド
は

二
○
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
そ
の
上
方
に
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
茂
み
が
見
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
麓
か
ら
の
偵
察
で
見
定
め
て
い

た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
と
す
る
と
、
そ
の
茂
み
の
付
近
か
ら
斜
め

右
上
へ
と
れ
ば
、
比
較
的
楽
に
ル
ー
ト
が
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
三
人
は
、
ま
っ
た
く
、
い
さ
さ
か
の
た
め
ら
い
も
、
不
安
を

も
感
じ
な
い
で
大
胆
に
、
そ
の
細
い
バ
ン
ド
に
取
り
つ
き
始
め
た
。
わ
ず

か
な
岩
の
出
っ
張
り
を
利
用
し
て
の
ピ
レ
イ
を
や
り
な
が
ら
の
前
進
だ
っ

た
。
四
’
五
メ
ー
ト
ル
も
進
ん
で
、
三
人
が
つ
な
が
っ
た
ザ
イ
ル
が
い
っ

ぱ
い
延
び
き
っ
た
頃
、
ほ
と
ん
ど
直
立
し
た
よ
う
な
岩
に
ピ
ッ
タ
リ
と
身

体
を
寄
り
そ
え
て
立
っ
て
い
る
私
た
ち
の
足
の
下
の
バ
ン
ド
そ
の
も
の

が
、
な
ん
だ
か
動
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
に
気
が
つ
い
た
の
だ
っ
た
。

先
頭
の
保
泉
君
が
「
あ
ぶ
な
い
、
だ
め
だ
」
と
ま
ず
声
を
あ
げ
た
。

「
早
く
も
ど
ら
な
い
と
あ
ぶ
な
い
」
。
下
を
見
る
と
藤
田
の
顔
が
蒼
く
な

っ
て
い
た
。
と
っ
さ
に
、
ひ
ら
め
い
た
の
は
、
ス
タ
ン
ス
の
崩
壊
〆
．
し

か
も
足
下
、
目
も
く
ら
む
よ
う
な
下
方
に
細
々
と
つ
づ
く
林
道
を
見
お
ろ

す
場
所
で
あ
る
。
「
や
ら
れ
た
／
」
そ
ん
な
考
え
が
ち
ら
っ
と
頭
の
な
か

を
走
っ
た
。
そ
こ
で
動
作
す
る
の
も
危
険
だ
と
察
知
さ
れ
た
。
と
に
か
く

一
刻
も
早
く
で
き
る
だ
け
静
か
に
、
ス
タ
ー
ト
地
点
へ
の
後
退
で
あ
る
。

ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
な
ん
て
こ
と
、
そ
れ
は
崩
壊
を
思
わ
せ
ら
れ
る
。
先
ず

先
頭
の
保
泉
君
か
ら
後
退
を
開
始
、
そ
の
間
に
も
岩
が
ゆ
れ
る
感
じ
だ
っ

た
。
で
も
静
か
に
、
隔
時
に
行
動
し
て
、
と
に
か
く
確
実
に
後
退
を
つ
づ

け
た
。
そ
の
四
’
五
メ
ー
ト
ル
を
後
退
す
る
時
間
の
長
か
っ
た
こ
と
、
し

か
し
実
際
は
緊
張
の
一
瞬
と
し
か
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
漸
く
の
事
で
、

ま
ず
藤
田
が
テ
ラ
ス
に
帰
着
、
と
に
か
く
一
人
が
は
っ
き
り
と
ビ
レ
イ
の

出
来
る
地
点
に
帰
着
し
た
の
だ
っ
た
。
つ
づ
い
て
私
が
、
そ
こ
で
い
よ
い

よ
最
後
の
保
泉
君
だ
け
と
な
っ
た
。
そ
の
位
置
は
、
テ
ラ
ス
の
斜
め
上
方

に
あ
っ
て
、
そ
の
間
が
切
れ
込
ん
で
お
り
距
離
が
あ
っ
た
。
登
り
に
は
人

間
バ
シ
ゴ
で
行
け
た
が
、
下
り
は
そ
れ
が
で
き
無
い
。
そ
こ
で
、
藤
田
と
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私
の
二
人
で
確
保
、
こ
ち
ら
へ
飛
び
移
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
保
泉

君
は
真
蒼
な
顔
を
し
て
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
」
を
繰
り
返
え
し
た
後
、
つ

い
に
意
を
決
し
て
こ
ち
ら
へ
飛
び
移
っ
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
瞬
間
、
彼
が
今
ま
で
立
っ
て
い
た
岩
、
つ
ま
り
、
い
ま
ま
で
三
人

が
伝
わ
っ
て
い
た
、
そ
の
バ
ン
ド
そ
の
も
の
が
、
ち
ょ
う
ど
私
達
が
伝
わ

っ
て
行
っ
た
部
分
く
ら
い
、
轟
然
と
音
を
た
て
て
崩
れ
落
ち
始
め
た
。
ま

ず
一
部
分
が
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
部
分
が
く
だ
け
て
、
空
間
遠
く
、

或
い
は
高
く
、
バ
ウ
ン
ド
し
な
が
ら
飛
び
交
い
な
が
ら
全
屏
風
岩
を
ゆ
る

が
す
よ
う
な
物
凄
い
音
を
た
て
な
が
ら
、
果
て
は
、
凄
い
岩
の
ツ
ブ
テ
の

雨
と
な
っ
て
、
遥
か
な
下
へ
と
落
ち
て
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
私

達
の
屏
風
岩
試
登
の
一
幕
は
終
っ
た
。

音
と
共
に
落
ち
る
だ
け
の
も
の
が
落
ち
つ
く
し
て
し
ま
う
と
、
再
び
静

寂
が
帰
っ
て
来
た
。
そ
れ
と
共
に
、
そ
れ
迄
、
は
っ
き
り
と
感
じ
な
か
っ

た
恐
ろ
し
さ
を
身
に
し
み
る
よ
う
に
感
じ
は
じ
め
、
同
時
に
身
体
の
ふ
る

え
を
感
じ
た
の
は
三
人
同
様
だ
っ
た
。
助
か
っ
て
よ
か
っ
た
ね
、
と
、
同

時
に
、
と
に
か
く
、
登
れ
な
か
っ
た
に
し
て
も
人
間
が
触
れ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
触
れ
た
こ
と
の
事
実
を
三
人
で
味
わ
っ
た
。
そ
の
味

わ
い
を
、
大
切
に
持
ち
つ
づ
け
て
来
た
。
そ
の
一
人
の
好
い
仲
間
だ
っ
た

保
泉
君
、
謙
虚
な
人
柄
の
山
岳
人
、
を
今
更
の
よ
う
に
な
つ
か
し
ま
れ
る

の
で
あ
る
。
あ
の
屏
風
岩
試
登
か
ら
の
後
、
数
日
、
彼
と
二
人
で
、
大
槍

小
屋
で
吹
雪
の
中
で
の
篭
城
、
二
人
で
試
み
た
新
雪
の
北
鎌
尾
根
、
北
鎌

の
氷
に
彼
の
ピ
ッ
ケ
ル
が
挑
ん
だ
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
あ

る
。
あ
れ
か
ら
も
う
ま
る
五
十
三
年
に
な
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
こ
れ
か
ら

と
思
っ
て
い
た
の
に
、
人
は
わ
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
つ
つ
し
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
よ
う
。

略
歴

明
治
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
生
。

大
正
十
一
年
三
月
早
稲
田
実
業
卒
業
。

昭
和
二
年
三
月
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
科
卒
業
。

昭
和
四
年
三
月
歩
兵
少
尉
。

昭
和
五
年
十
二
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
二
六
四
）
。

昭
和
十
六
年
三
月
山
海
（
満
州
支
那
国
境
）
赴
任
。

昭
和
二
十
三
年
よ
り
若
葉
保
育
園
長
。

昭
和
三
十
五
年
よ
り
株
式
会
社
保
泉
商
店
社
長
。

昭
和
四
十
年
埼
玉
県
行
田
市
教
育
委
員
長
。

昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
行
田
市
議
会
議
員
。

昭
和
五
十
二
年
八
月
五
日
脳
血
栓
症
で
死
亡
。

〔
四
谷
竜
胤
〕

中
野
さ
ん
は
去
る
二
月
二
五
日
癌
の
た
め
七
三
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
主

中
野
征
紀
氏
（
一
九
○
四
’
一
九
七
八
）
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名誉会員 加納一郎氏

IchiroKano (Hon・Mem.）

（1898～1977）



創業蝿卿剛
み
霊
霧

…
蕊

悪霊ざ

鱸鶴

§
蕊蕊謝蕊芽蕊蕊魚韓､鍵讓蕊

鱸

＃
川崎吉蔵氏

KichizoKawasaki

（1907～1977）

鑑
識

溌
溌

鞍
鞭

錘

…趣

溌癖

蕊 ＄

灘 鍵
伊藤弥十郎氏

Yajurolto

（19()3～1977）

保泉利喜之助氏

RikinosukeHozumi

（1904～1977）



中野征紀氏

SeikiNakano

（1904～1978）

点

' IJ知邦成氏

KuninariKachi

（1903～1977）

安川茂雄氏

ShigeoYasukawa

（1925～1977）



沢田武志氏

TakeshiSawada

（1911～1977）

聯鳶

駒
巧
…

＃
蕊 蕊

灘騨擢醗猟拶3識＃ 砠蝉上

無溌蕊
永井清一氏

SeiichiNagai

〈1899～1977）

岡本俊彦氏

ToshihikoOkamoto

（1928～1977）



悼追

な
る
山
歴
は
、
北
大
山
岳
部
で
の
活
躍
、
第
一
次
南
極
越
冬
隊
の
ド
ク
タ

ー
兼
副
隊
長
、
北
大
チ
ャ
ム
ラ
ン
遠
征
隊
長
等
、
地
味
な
も
の
で
あ
っ
た

が
、
北
国
に
中
野
チ
ョ
ー
ハ
ッ
あ
り
と
し
て
、
知
る
人
ぞ
知
る
的
存
在
で

あ
っ
た
。

北
大
に
は
、
古
く
は
板
倉
勝
宣
氏
あ
た
り
か
ら
、
加
納
一
郎
、
伊
藤
秀

五
郎
、
沢
本
三
郎
、
坂
本
直
行
氏
な
ど
個
性
的
な
先
輩
が
多
い
。
し
か
し

正
式
に
山
岳
部
と
な
っ
て
か
ら
の
五
○
年
間
に
席
を
置
い
た
部
員
に
と

り
、
実
力
あ
る
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
、
ま
た
親
分
・
兄
貴
分
と
し
て
の
中

野
さ
ん
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
度
外
れ
の
肝
の
太
さ
、
剛
毅
果

断
、
男
の
中
の
男
と
い
っ
た
人
柄
と
風
貌
は
誠
に
大
き
な
魅
力
で
あ
っ

た
。
筆
者
な
ど
は
中
野
さ
ん
を
知
っ
た
だ
け
で
も
、
北
大
山
岳
部
に
席
を

置
い
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。
こ
こ
に
許
さ
れ
た
紙
面
を
借

り
て
、
あ
り
し
日
の
中
野
さ
ん
の
姿
を
伝
え
、
追
憶
し
た
い
と
思
う
。

八
北
大
山
岳
部
で
Ｖ

中
野
さ
ん
が
現
役
と
し
て
歩
い
た
頃
の
北
海
道
の
山
々
に
は
、
ま
だ
ま

だ
原
始
性
が
残
さ
れ
て
い
た
。
予
科
か
ら
学
部
を
出
る
ま
で
に
七
年
あ
れ

ば
済
む
医
学
部
に
、
十
一
年
間
も
腰
を
据
え
、
そ
の
間
心
置
き
な
く
山
を

歩
か
れ
た
様
で
あ
る
。
筆
者
が
北
大
に
入
っ
た
昭
和
九
年
に
は
、
中
野
さ

ん
は
ま
だ
現
役
の
お
っ
さ
ん
学
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
夏
、
筆
者
等
四

名
は
日
高
山
脈
に
入
り
、
初
め
て
の
大
き
な
山
歩
き
を
し
た
。
も
ち
ろ
ん

道
も
小
舎
も
な
い
当
時
で
、
二
週
間
の
縦
走
は
新
人
に
と
り
苦
し
か
っ
た

上
に
、
最
後
に
ル
ー
ト
を
と
り
ち
が
え
、
遭
難
事
故
と
な
っ
た
。
結
果
は

リ
ー
ダ
ー
の
処
置
が
よ
か
っ
た
の
と
、
全
員
が
頑
張
り
、
最
後
の
一
日
分

の
食
糧
を
五
日
間
に
喰
い
延
し
て
助
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
捜
索

隊
を
編
成
し
て
迎
え
に
来
て
呉
れ
た
、
坂
本
直
行
さ
ん
、
中
野
さ
ん
、
そ

の
他
の
先
輩
の
頼
り
甲
斐
の
あ
る
男
ら
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
懲
り
る
ど

こ
ろ
か
、
生
涯
山
登
り
の
と
り
こ
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
（
う
ち
二
名
は

後
年
雪
崩
で
生
命
を
落
す
こ
と
に
な
る
）
。

そ
の
折
、
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
な
が
ら
最
後
の
渡
渉
を
し
て
捜
索
隊
の
焚

火
に
た
ど
り
つ
い
た
と
た
ん
に
、
真
白
な
握
り
飯
と
、
岩
魚
の
塩
焼
が
飢

え
た
眼
に
う
つ
っ
た
。
こ
う
言
う
状
況
で
は
普
通
お
粥
か
ら
始
め
る
相
だ

が
、
中
野
ド
ク
タ
ー
の
顔
を
見
る
と
「
あ
あ
喰
べ
ろ
喰
べ
ろ
」
と
言
う
。

喜
ん
で
が
つ
が
つ
と
口
に
入
れ
た
が
、
収
縮
し
た
胄
袋
が
受
け
つ
け
る
筈

も
な
く
、
た
ち
ま
ち
げ
え
げ
え
と
吐
い
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
中
野
さ
ん

は
「
あ
あ
そ
う
な
る
ん
だ
。
よ
し
よ
し
吐
き
出
せ
」
と
言
っ
た
も
の
で
あ

る
。

一
体
こ
う
い
う
無
頓
着
、
お
お
ら
か
、
乱
暴
と
も
思
え
る
中
野
流
の
言

い
方
に
は
一
種
の
ユ
ー
モ
ア
と
風
格
が
あ
っ
た
。
翌
年
夏
同
じ
メ
ン
バ
ー

で
日
高
の
悪
い
川
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
前
に
一
度
そ
こ
を
通
っ
た
中
野

さ
ん
に
様
子
を
聞
き
に
行
っ
た
。
不
完
全
な
地
図
の
上
で
、
手
に
取
る
様

に
克
明
に
教
え
て
呉
れ
た
。
「
こ
の
函
は
右
岸
を
ち
ょ
い
ち
ょ
い
と
捲
け

ば
よ
し
、
次
の
滝
は
左
側
を
す
い
と
登
れ
ば
よ
い
」
と
い
っ
た
調
子
で
、

要
す
る
に
大
し
て
難
し
く
は
な
い
と
言
う
わ
け
。
さ
て
実
際
に
歩
い
た
結

果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
・
函
の
位
置
も
大
分
ち
が
う
し
、
ち
ょ
い
ち
ょ
い
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の
す
い
に
は
程
遠
い
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
、
長
雨
に
も
た
た
ら
れ
て
敗
退

し
た
。
あ
ま
り
の
こ
と
に
、
札
幌
へ
帰
る
と
厳
重
抗
議
を
し
に
押
し
か
け

た
。
そ
の
と
き
中
野
さ
ん
は
少
し
も
あ
わ
て
ず
「
そ
う
そ
う
へ
あ
の
川
は

ひ
ど
く
悪
い
川
で
ね
Ｉ
」
と
言
わ
れ
、
て
ん
で
歯
が
立
た
な
か
っ
た
。

当
時
の
北
大
に
も
、
山
岳
部
に
も
リ
ベ
ラ
ル
の
気
風
が
強
く
、
上
級
生

が
威
張
っ
た
り
、
形
式
的
な
し
ご
き
を
す
る
な
ど
の
こ
と
は
無
か
っ
た
。

大
き
な
山
登
り
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
一
番
た
く
さ
ん
荷
を
背
負
い
、
へ
ば

っ
た
新
人
を
天
幕
に
休
ま
せ
、
数
百
メ
ー
ト
ル
下
の
雪
渓
ま
で
下
っ
て
め

し
を
焚
い
て
来
て
呉
れ
る
。
新
人
は
た
ち
ま
ち
敬
愛
の
念
を
深
め
、
早
く

強
く
な
り
た
い
と
願
う
。
な
ど
と
言
う
や
り
方
は
、
中
野
さ
ん
あ
た
り
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
様
に
思
え
る
。

中
野
さ
ん
は
一
九
六
三
年
北
大
の
若
者
を
つ
れ
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
チ
ャ

ム
ラ
ン
（
七
三
一
九
メ
ー
ト
ル
）
に
出
掛
け
た
。
あ
ま
り
様
子
の
わ
か
ら

な
い
チ
ャ
ム
ラ
ン
に
近
づ
く
ま
で
の
偵
察
、
登
路
の
発
見
、
そ
し
て
初
登

頂
の
全
て
を
一
回
で
果
し
て
、
珍
し
い
成
功
を
得
て
お
ら
れ
る
。
ア
プ
ロ

ー
チ
に
手
間
取
っ
て
、
日
程
も
食
糧
も
不
足
を
来
た
し
、
ま
た
隊
員
の
大

部
分
が
体
調
を
悪
く
し
、
登
頂
は
不
可
能
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
五
七

歳
の
老
隊
長
自
ら
が
よ
い
登
路
を
見
出
し
て
、
六
三
五
○
メ
ー
ト
ル
ま
で

試
登
し
、
隊
員
を
叱
吃
激
励
、
最
後
の
登
頂
隊
を
出
発
せ
し
め
た
。
安
問

隊
員
と
サ
ー
ダ
ー
の
パ
サ
ン
・
プ
タ
ー
ル
が
長
時
間
の
努
力
の
末
、
つ
い

に
頂
上
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

八
南
極
で
Ｖ

敗
戦
の
打
撃
か
ら
立
直
っ
て
問
も
な
い
頃
、
我
国
も
南
極
観
測
に
参
加

し
よ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
っ
て
来
た
。
そ
し
て
種
々
の
曲
折
を
経
て

つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
野
さ
ん
も
ド
ク
タ
ー
兼
副
隊
長
と
し

て
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
時
に
一
九
五
七
年
二
月
、
中
野
さ
ん
は

五
二
歳
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
今
回
あ
ら
た
め
て
西
堀
さ
ん
の
「
南
極
越
冬
記
」
（
岩
波
新

書
）
と
中
野
さ
ん
の
「
南
極
越
冬
日
記
」
（
朝
日
新
聞
社
）
を
読
み
返
し

て
み
て
、
越
冬
の
苦
心
、
自
然
の
様
相
、
隊
員
の
心
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
に

興
を
新
し
く
し
た
。
西
堀
さ
ん
の
科
学
す
る
心
、
合
理
化
精
神
、
何
で
も

見
て
や
ろ
う
根
性
は
素
晴
し
い
。
マ
ナ
ス
ル
遠
征
が
実
現
す
る
ま
で
の
努

力
、
南
極
行
が
実
行
に
移
さ
れ
た
事
情
等
は
、
西
堀
さ
ん
な
し
で
は
考
え

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
や
や
き
ゅ
う
く
つ
で
煙
っ
た
い
隊
長
で

あ
っ
た
様
で
あ
る
（
年
令
差
や
隊
長
と
云
う
肩
書
き
の
せ
い
も
あ
ろ
う

が
）
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
ぎ
ら
い
と
云
う
一
項
目
を
設
け
、
こ
の
様
な
科
学
の

宝
庫
に
入
っ
て
い
く
ら
で
も
学
問
の
対
象
は
多
い
の
に
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
と

は
と
嘆
い
て
お
ら
れ
る
。

一
方
中
野
さ
ん
の
日
記
に
は
「
こ
の
日
西
堀
早
く
部
屋
に
ひ
き
あ
げ
た

の
で
ジ
ャ
ン
を
や
る
。
彼
は
能
率
協
会
員
だ
け
あ
っ
て
一
瞬
も
漫
然
と
し

て
い
な
い
で
研
究
し
て
い
る
。
感
心
な
も
の
で
あ
る
」
な
ど
と
あ
る
。
中

野
さ
ん
は
越
年
中
よ
く
酒
も
呑
み
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
碁
で
遊
ん
だ
様
で
あ

る
。
帰
国
後
の
話
で
、
南
極
観
測
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
気
長
な
仕
事
で

あ
り
、
今
回
は
と
も
か
く
隊
員
が
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
で
、
健
康
で
春
を
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迎
え
て
呉
れ
れ
ぱ
よ
に
と
考
え
て
お
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

故
意
に
も
隊
員
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
ら
し
い
。

火
事
の
話
は
物
凄
い
。
七
月
二
四
日
闇
の
中
で
ス
ト
ー
ブ
の
失
火
か
ら

火
災
発
生
。
西
堀
さ
ん
と
し
て
は
、
貴
重
な
資
材
を
失
う
恐
し
さ
は
考
え

た
が
、
熱
の
た
め
ふ
く
ら
ん
で
今
に
も
破
裂
し
そ
う
な
軽
油
の
ド
ラ
ム
カ

ン
を
見
て
は
、
隊
員
の
安
全
を
考
え
て
、
一
同
に
待
避
命
令
を
出
す
ほ
か

な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
中
野
さ
ん
は
真
先
に
敢
然
と
し
て
と
び
込

み
、
熱
い
ド
ラ
ム
カ
ン
を
助
け
出
し
、
雪
を
ぶ
つ
か
け
た
ら
、
ぽ
こ
ん
と

音
が
し
て
カ
ン
の
ふ
く
れ
が
引
っ
込
ん
だ
相
で
あ
る
。
引
続
き
他
の
隊
員

も
と
び
込
ん
で
奮
闘
し
、
大
事
に
到
ら
な
か
っ
た
（
こ
の
場
面
は
中
野
さ

ん
の
本
で
は
簡
単
に
し
か
書
い
て
な
じ
。

あ
れ
や
こ
れ
や
で
、
西
堀
さ
ん
は
、
中
野
さ
ん
が
居
て
呉
れ
て
ど
れ
ほ

ど
助
か
っ
た
こ
と
か
と
喜
ん
で
お
ら
れ
る
し
、
中
野
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

こ
の
南
極
で
の
生
活
は
生
涯
の
よ
い
想
い
出
と
な
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
な

お
、
南
極
で
は
、
中
野
さ
ん
は
昔
の
あ
だ
名
の
通
り
長
髪
に
し
、
そ
れ
を

後
ろ
で
束
ね
て
宮
本
武
蔵
の
様
な
姿
で
過
さ
れ
た
ら
し
い
。

八
樺
太
医
専
教
授
時
代
Ｖ
（
医
師
と
し
て
の
中
野
さ
ん
）

ド
ク
タ
ー
と
し
て
の
中
野
さ
ん
の
腕
前
に
つ
い
て
は
「
チ
ョ
ー
ハ
ッ
の

手
に
か
か
っ
て
は
た
ま
ら
ん
か
ら
身
体
に
は
気
を
つ
け
ろ
」
な
ど
と
冗
談

悼
が
と
び
、
南
極
で
も
そ
の
せ
い
で
病
人
が
出
な
か
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。

し
か
し
あ
の
温
い
人
柄
と
、
剛
毅
な
気
質
か
ら
考
え
て
も
わ
か
る
通
り
、

追
立
派
な
外
科
医
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
の
末
期
、
樺
太
に
医

専
が
出
来
、
昭
和
十
九
年
秋
中
野
さ
ん
は
外
科
の
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ

た
。
し
か
し
間
も
な
く
翌
年
八
月
敗
戦
、
ソ
連
軍
が
乱
入
し
、
大
混
乱
に

お
ち
い
っ
た
。
こ
の
と
き
数
少
い
外
科
医
と
し
て
非
常
な
活
躍
を
さ
れ

た
。
そ
の
あ
と
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
碁
な
ど
た
の
し
み
な
が
ら
悠
々
と
し
て

時
を
過
し
、
三
年
後
の
昭
和
廿
三
年
春
、
看
護
婦
や
患
者
を
守
っ
て
最
後

の
引
揚
船
で
帰
国
さ
れ
た
。
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
北
大
の
有
馬
英

二
教
授
（
故
人
。
樺
太
医
専
学
長
を
兼
任
。
息
洋
君
は
昭
和
十
五
年
一
月

・
ヘ
テ
ガ
リ
登
高
中
雪
崩
で
死
亡
）
か
ら
後
年
に
な
っ
て
「
中
野
は
落
第
生

で
仕
様
が
な
い
と
思
っ
た
が
、
樺
太
の
敗
戦
と
引
揚
げ
で
は
立
派
に
振
舞

っ
た
。
あ
れ
は
大
し
た
男
だ
よ
」
と
伺
っ
た
。

今
は
ま
ぼ
ろ
し
と
な
っ
た
、
そ
し
て
あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
な
の
で
一
筆
し
た
。

八
終
焉
Ｖ

昭
和
五
一
年
夏
、
膀
胱
癌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
手
術
を
さ
れ
た
。
発

見
が
早
か
っ
た
の
で
間
も
な
く
職
場
（
本
州
製
紙
診
療
所
長
）
に
復
帰
さ

れ
、
ま
た
余
暇
に
畑
を
耕
し
た
り
、
お
孫
さ
ん
と
遊
ん
だ
り
し
て
、
回
復

さ
れ
た
か
と
見
え
た
が
、
や
が
て
再
発
し
た
病
に
は
勝
て
ず
世
を
去
ら
れ

た
。
追
悼
会
の
折
、
西
堀
ざ
ん
が
「
中
野
君
の
こ
と
だ
か
ら
、
自
ら
の
命

運
を
知
り
、
悠
々
と
し
て
去
っ
た
こ
と
と
思
う
」
と
追
悼
し
て
下
さ
っ

た
。
し
か
し
奥
様
や
お
嬢
様
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
病
が
重
く
な
っ
て

か
ら
は
気
難
し
く
、
手
が
か
か
っ
て
ち
ょ
っ
と
困
り
ま
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
あ
の
強
か
っ
た
人
も
、
病
ん
で
は
奥
様
や
身
近
な
方
に
苦
痛
を
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訴
え
、
甘
え
た
か
っ
た
の
か
と
思
う
と
、
む
し
ろ
中
野
さ
ん
の
人
間
ら
し

さ
に
触
れ
た
想
い
で
、
親
し
み
を
憶
え
る
と
と
も
に
、
悲
し
み
を
新
し
く

し
た
。去

ら
れ
て
三
ヶ
月
、
再
び
お
会
い
出
来
な
い
と
思
う
と
切
な
い
が
、
し

か
し
人
間
と
し
て
山
男
と
し
て
、
立
派
に
生
き
た
証
を
残
さ
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
、
心
か
ら
御
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

略
歴

明
治
三
七
年
七
月
熊
本
県
天
草
郡
宮
地
村
に
て
出
生
。

大
正
一
三
年
四
月
北
大
医
学
部
予
科
に
入
学
し
昭
和
一
○
年
三
月
卒
業

引
続
き
医
学
部
に
勤
務
。

昭
和
六
年
四
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
三
○
一
）
後
年
、
評

議
員
、
北
海
道
支
部
長
等
を
歴
任
。

昭
和
一
九
年
九
月
樺
太
医
専
に
教
授
と
し
て
勤
務
。

昭
和
二
三
年
五
月
引
揚
げ
。

そ
の
後
、
札
幌
保
全
病
院
、
帯
広
厚
生
病
院
等
の
勤
務
を
経
て
、
昭
和

三
四
年
六
月
本
州
製
紙
診
療
所
長
（
釧
路
市
）
と
な
る
。

昭
和
五
三
年
二
月
二
五
日
膀
胱
癌
の
た
め
現
職
の
ま
ま
逝
去
。
故
郷
の

熊
本
県
天
草
に
葬
ら
れ
る
。

登
山
歴

昭
和
二
年
一
月
ｌ
暑
寒
別
岳
、
七
月
ｌ
北
ア
槍
、
穂
高
岳
。

昭
和
三
年
一
月
ｌ
蝦
夷
富
士
、
三
月
Ｉ
武
利
岳
、
三
月
ｌ
斜
里
岳
。

昭
和
四
年
七
月
１
大
雪
山
、
九
月
Ｉ
芦
別
岳
。

昭
和
五
年
五
月
ｌ
石
狩
岳
、
七
月
ｌ
南
ア
ル
プ
ス
赤
石
岳
、
八
月
ｌ
穂

高
岳
。

昭
和
六
年
三
月
１
１
－
ラ
ッ
プ
岳
、
四
月
ｌ
芽
室
岳
、
五
月
１
大
雪

山
、
七
月
ｌ
白
馬
岳
、
針
ノ
木
峠
。

昭
和
七
年
二
月
ｌ
天
塩
岳
、
三
月
ｌ
ク
マ
ネ
シ
リ
岳
、
四
月
ｌ
暑
寒
別

岳
、
七
月
ｌ
ポ
ロ
シ
リ
岳
、
八
月
ｌ
ア
ポ
イ
岳
、
一
○
月
’
二
セ
イ
カ

ウ
シ
ュ
ペ
岳
。

昭
和
八
年
二
月
ｌ
中
ノ
川
湖
行
、
八
月
ｌ
神
威
岳
、
八
月
１
札
内
川
上

流
の
山
、
一
二
月
１
札
内
岳
。

昭
和
九
年
七
月
ｌ
ペ
テ
ガ
リ
岳
、
八
月
Ｉ
チ
ロ
ロ
岳
。

昭
和
一
○
年
五
月
ｌ
ヌ
プ
チ
ミ
ッ
プ
岳
。

昭
和
二
年
二
月
ｌ
増
毛
山
塊
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
岳
、
五
月
ｌ
ペ
ン
ケ
ヌ

シ
岳
。

昭
和
一
二
年
五
月
ｌ
美
生
岳
、
七
月
ｌ
ｏ
ヘ
テ
ガ
リ
岳
、
一
二
月
Ｉ
神
威

岳
。

昭
和
一
三
年
八
月
ｌ
ペ
テ
ガ
リ
岳
、
九
月
１
大
雪
山
。

昭
和
一
四
年
五
月
ｌ
芦
別
岳
。

昭
和
一
五
年
八
月
Ｉ
台
湾
大
覇
尖
山
。

昭
和
三
二
年
二
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
、
日
本
南
極
地
域
観
測
隊
第
一
次

越
冬
隊
に
ド
ク
タ
ー
兼
副
隊
長
と
し
て
参
加
。

昭
和
三
七
年
三
月
よ
り
六
月
ま
で
、
北
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
長
と
し
て
ネ

パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
チ
ャ
ム
ラ
ン
（
七
三
一
九
メ
ー
ト
ル
）
に
登
高
し
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悼迫

札
幌
、
い
な
北
海
道
の
山
岳
功
労
者
で
あ
る
可
知
邦
成
氏
の
追
悼
を
記

す
の
は
、
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
荷
が
重
く
、
不
適
格
者
で
は
あ
る
が
、

会
員
の
な
か
か
ら
執
筆
者
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
原
稿
の
締
切
日
を
迎
え
て

し
ま
っ
た
の
で
、
私
的
な
追
憶
を
加
え
て
述
べ
て
み
た
い
・

私
が
可
知
さ
ん
に
始
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月

で
、
札
幌
近
郊
の
砥
石
山
に
札
幌
山
岳
倶
楽
部
主
催
の
残
雪
登
山
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。
会
長
で
あ
る
可
知
さ
ん
が
わ
れ

わ
れ
新
参
者
に
、
登
山
の
意
義
や
初
歩
的
な
登
山
技
術
に
つ
い
て
懇
切
丁

寧
に
諭
さ
れ
、
技
術
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
後
も
大
雪
山
や
十
勝

岳
の
登
山
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
山
に
対
す
る
感
銘
を
新
た
に
し

た
。

一
般
社
会
人
を
相
手
に
度
あ
る
ご
と
に
参
加
者
を
募
り
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
現
在
な
お
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
山
岳
人
を
見
る
と
き
、

可
知
さ
ん
が
札
幌
山
岳
倶
楽
部
を
挙
げ
て
催
さ
れ
た
多
く
の
行
事
に
、
敬

成
功
。（

中
野
さ
ん
は
戦
後
国
内
で
多
く
の
登
山
を
し
て
お
ら
れ
る
が
、
詳

細
不
明
で
あ
る
た
め
省
い
た
。
）
〔
林
和
夫
〕

可
知
邦
成
氏
（
一
九
○
三
’
一
九
七
七
）

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
当
時
、
札
幌
山
岳
倶
楽
部
の
月
例
会
は
札
幌
の
円
山
近
く
の
神
道

道
場
で
催
さ
れ
、
一
、
二
度
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
が
設
立
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
熱

心
に
日
本
山
岳
会
の
機
構
を
説
明
さ
れ
、
入
会
を
す
す
め
て
お
ら
れ
た
。

支
部
設
立
当
時
の
『
会
報
』
一
四
七
号
（
昭
和
二
十
四
年
十
月
）
に
よ
る

と
、
北
海
道
在
住
の
入
会
者
が
四
十
六
名
も
列
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
会

員
番
号
三
五
○
○
番
を
前
後
し
て
相
当
数
の
入
会
者
が
居
ら
れ
る
の
も
、

可
知
さ
ん
ら
の
ご
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

戦
後
い
ち
は
や
く
設
立
さ
れ
た
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
の
設
立
前
後

の
模
様
に
つ
い
て
は
、
支
部
報
『
ヌ
プ
リ
』
七
号
（
昭
和
五
十
二
年
九

月
）
に
可
知
氏
が
「
戦
後
、
北
海
道
支
部
発
足
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
、
国
体
運

営
や
岳
連
組
織
の
問
題
で
、
せ
っ
か
く
設
立
さ
れ
た
北
海
道
支
部
も
、
昭

和
二
十
七
年
十
一
月
に
北
海
道
山
岳
連
盟
の
結
成
に
際
し
、
山
岳
団
体
と

個
人
会
員
の
連
繋
対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
百
出
し
、
結
論
が
出
ぬ
ま
ま

支
部
は
時
期
が
到
来
す
る
ま
で
解
散
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
の
趨
勢
に

押
し
切
ら
れ
解
散
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
在
住
の
会
員
が
百
名
を
越
し
、
再
三
に
わ
た
っ
て
支

部
設
立
の
話
は
持
ち
上
っ
た
。
日
本
山
岳
会
六
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
支
部
の
無
い
地
域
に
は
支
部
を
設
立
し
、
各
地
で
記
念
登
山
行
事
が

行
な
わ
れ
た
。
当
時
、
支
部
担
当
理
事
で
あ
っ
た
深
田
久
弥
氏
が
来
道
の
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度
に
支
部
設
立
を
強
調
さ
れ
、
そ
の
機
は
た
か
ま
っ
て
い
っ
た
。

機
熟
し
昭
和
四
十
四
年
七
月
六
日
に
北
海
道
支
部
は
再
出
発
し
、
中
野

征
紀
支
部
長
の
も
と
に
可
知
氏
は
監
事
を
担
当
さ
れ
た
。
そ
し
て
支
部
の

諸
会
合
に
は
卒
先
し
て
出
席
さ
れ
、
と
か
く
セ
ク
ト
に
な
り
が
ち
な
集
会

で
も
可
知
さ
ん
は
誰
へ
だ
て
な
く
語
り
あ
い
、
古
き
よ
き
時
代
の
登
山
の

姿
を
あ
り
あ
り
と
私
共
に
伝
え
て
下
さ
っ
た
り
、
よ
り
よ
い
支
部
作
り
に

専
念
さ
れ
た
。

晩
年
に
な
っ
て
山
岳
団
体
の
要
職
を
退
か
れ
た
が
、
日
本
山
岳
会
に
対

し
て
は
こ
と
の
ほ
か
熱
意
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
他
界
さ
れ
る
ま
で
支
部
監

事
を
歴
任
さ
れ
た
。
こ
れ
も
心
底
か
ら
山
を
愛
好
さ
れ
、
生
涯
の
糧
と
さ

れ
た
心
意
気
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
う
。

可
知
さ
ん
が
始
め
て
山
の
洗
礼
を
受
け
た
の
は
、
昭
和
二
年
六
月
の
こ

と
で
、
知
人
に
誘
わ
れ
て
支
笏
湖
を
訪
れ
、
雄
潭
な
大
自
然
の
美
し
さ
に

深
い
感
銘
を
覚
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
翌
三
年
九
月
に
大
雪
山
に
登
り
、

そ
の
病
い
膏
肯
に
お
ち
い
り
、
同
好
の
志
を
誘
っ
て
北
海
道
で
最
初
の
社

会
人
山
岳
団
体
で
あ
る
「
の
ぼ
ら
ん
会
」
を
創
立
し
た
。
当
時
の
山
岳
団

体
と
し
て
は
、
大
学
で
は
北
大
山
岳
部
、
職
場
で
は
札
幌
鉄
道
局
、
北
海

道
拓
殖
銀
行
、
札
幌
ビ
ー
ル
、
帝
国
製
麻
、
小
樽
の
北
海
製
罐
な
ど
で
、

そ
の
他
の
団
体
は
ス
キ
ー
団
体
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。

現
在
の
札
幌
山
岳
倶
楽
部
の
萠
芽
と
な
っ
た
「
の
ぼ
ら
ん
会
」
の
設
立

の
要
旨
は
、
登
山
を
一
部
の
特
殊
な
人
達
の
も
の
か
ら
一
般
大
衆
に
と
っ

て
も
、
親
し
み
易
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
登
山
思
想
の
啓
蒙
、
普
及
を

は
か
る
べ
く
指
導
団
体
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
世
代

の
推
移
に
従
っ
て
変
遷
し
、
会
員
の
変
動
や
主
要
幹
部
の
移
動
に
伴
っ
て

会
名
も
変
転
し
、
そ
の
後
は
「
小
羊
山
岳
ク
ラ
ブ
」
「
札
幌
山
岳
会
」
「
札

幌
健
歩
協
会
」
と
変
り
、
そ
れ
は
可
知
氏
自
身
の
苦
難
の
道
で
あ
っ
た
ろ

う
し
、
北
海
道
に
お
け
る
大
衆
登
山
の
と
ま
ど
い
が
ち
な
歩
み
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
創
立
以
来
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
つ
ら
ぬ
い
て
き
た
の
は

〃
大
衆
の
た
め
の
登
山
〃
を
め
ざ
し
て
努
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

戦
後
は
会
名
を
札
幌
山
岳
倶
楽
部
と
改
め
、
そ
こ
で
育
っ
た
優
秀
な
ク

ラ
イ
マ
ー
の
な
か
か
ら
「
北
稜
山
岳
会
」
「
札
幌
山
岳
会
」
「
え
ぞ
山
岳

会
」
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

ま
さ
に
北
海
道
の
社
会
人
山
岳
団
体
を
育
成
し
て
き
た
の
は
可
知
氏
で

あ
り
、
登
山
を
健
全
な
も
の
と
し
て
導
い
て
こ
ら
れ
た
。
厚
生
省
の
提
唱

す
る
「
自
然
に
親
し
む
厚
生
運
動
」
の
一
貫
と
し
て
行
な
わ
れ
た
野
外
教

室
の
「
登
山
講
習
会
」
は
、
毎
年
北
海
道
林
務
部
主
管
の
も
と
に
大
雪
山

で
行
な
わ
れ
た
。
実
際
の
運
営
は
札
幌
山
岳
倶
楽
部
に
委
嘱
さ
れ
、
二
○

○
余
名
も
の
参
加
者
を
引
率
さ
れ
、
旭
岳
の
大
雪
渓
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
集
団
登
山
に
は
多
年
の
経
験
と
実
績
を
も
っ
て
積
極

的
に
参
画
指
導
さ
れ
た
。

後
年
、
札
幌
山
岳
連
盟
会
長
、
北
海
道
山
岳
連
盟
副
会
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
、
北
海
道
に
お
け
る
登
山
界
に
大
い
に
功
績
を
残
さ
れ
て
、
札
幌
市

体
育
連
盟
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
環
境
庁
長
官
よ
り
表
彰
さ
れ
る
な
ど
幅
広
い
ご

活
躍
を
さ
れ
た
。
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昭
和
二
十
一
年
五
月
北
海
道
山
岳
連
盟
を
結
成
し
理
事
長
と
な
る
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
札
幌
市
役
所
体
育
課
体
育
係
長
と
な
る
。

昭
和
二
十
四
年
三
月
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
が
発
足
し
委
員
と
な

悼
る
。

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
北
海
道
観
光
連
盟
に
勤
務
。

追
昭
麺
一
千
三
年
以
降
神
道
系
の
宗
教
団
体
に
奉
仕
す
る
。

略
歴

明
治
三
十
六
年
九
月
二
十
一
日
北
海
道
常
呂
郡
野
付
牛
町
（
現
在
の
北

見
市
）
に
屯
田
兵
と
し
て
入
殖
し
た
可
知
源
一
氏
の
長
男
と
し
て
生

る
。
日
本
大
学
専
門
部
に
学
ぶ
。

大
正
三
年
陸
軍
に
入
隊
。

大
正
十
四
年
五
月
北
海
道
庁
都
市
計
画
課
勤
務
。

昭
和
二
年
二
月
札
幌
市
に
勤
務
。

昭
和
二
年
六
月
支
笏
湖
探
勝
。

昭
和
三
年
九
月
大
雪
山
登
山
。

昭
和
三
年
同
好
者
と
計
っ
て
北
海
道
で
始
め
て
社
会
人
の
山
岳
団
体
で

あ
る
「
の
ぼ
ら
ん
会
」
（
現
今
の
札
幌
山
岳
倶
楽
部
）
を
設
立
。

昭
和
十
二
年
五
月
第
五
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
実
行
委
員
会

勤
務
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
二
二
○
六
）
。

昭
和
十
八
年
七
月
大
日
本
体
育
会
北
海
道
支
部
行
軍
山
岳
部
幹
事
と
な

る
｡

昭
和
四
十
三
年
札
幌
市
体
育
連
盟
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
。

昭
和
四
十
四
年
に
始
ま
っ
た
〃
市
民
歩
け
運
動
〃
に
第
一
回
か
ら
参
加
。

昭
和
四
十
四
年
七
月
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
が
再
発
足
し
支
部
監
事

を
歴
任
。

昭
和
四
十
七
年
日
本
山
岳
協
会
よ
り
表
彰
。

昭
和
四
十
七
年
国
務
大
臣
環
境
庁
長
官
よ
り
表
彰
。

札
幌
山
岳
倶
楽
部
会
長
を
永
年
務
め
る
。

札
幌
山
岳
連
盟
会
長
を
永
年
務
め
、
晩
年
は
名
誉
会
長
と
な
る
。

北
海
道
山
岳
連
盟
副
会
長
を
十
年
務
め
る
。

日
本
山
岳
協
会
名
誉
指
導
員
。

昭
和
五
十
二
年
二
月
十
七
日
心
筋
梗
塞
の
た
め
逝
去
。
享
年
七
十
四

歳
。
〔
高
沢
光
雄
〕

「
月
々
多
く
の
本
を
出
し
て
ゆ
く
本
屋
さ
ん
の
編
輯
と
い
う
責
任
の
あ

る
地
位
に
い
て
、
一
年
じ
ゅ
う
席
の
暖
ま
る
暇
も
な
い
く
る
く
る
舞
の
忙

し
い
体
で
い
な
が
ら
、
よ
く
も
こ
れ
だ
け
の
本
を
書
い
た
り
纏
め
た
り
す

る
事
が
で
き
た
も
の
だ
と
、
そ
の
校
正
刷
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
、
先
ず
私

の
感
心
し
て
い
る
安
川
君
で
あ
る
。
し
か
も
此
の
本
ば
か
り
で
は
な
い
。

安
川
茂
雄
氏
（
一
九
二
五
’
一
九
七
七
）
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本
職
の
ほ
か
に
こ
う
い
う
事
を
や
り
な
が
ら
、
又
別
に
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
な

ん
か
の
本
格
的
な
重
い
小
説
の
翻
訳
も
す
れ
ば
、
西
洋
の
登
山
家
の
す
ぐ

れ
た
著
書
な
ど
も
立
派
に
訳
し
て
の
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
人
づ
き
あ

い
も
懇
ろ
で
実
意
が
あ
り
、
よ
く
友
人
た
ち
の
面
倒
も
見
て
、
他
人
の
た

め
に
骨
身
惜
し
ま
ず
奔
走
こ
れ
努
め
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
い
く
ら
年
も

ま
だ
若
く
て
毛
並
も
よ
く
、
家
庭
の
生
活
や
健
康
に
も
恵
ま
れ
、
お
ま
け

に
す
ら
す
ら
と
動
く
速
い
。
ヘ
ン
を
持
っ
て
い
る
彼
と
は
い
え
、
実
に
大
し

た
も
の
だ
と
、
私
な
ど
は
た
だ
た
だ
唖
然
と
し
て
、
そ
の
目
は
し
が
利
い

て
活
動
的
な
、
神
経
が
こ
ま
か
く
て
人
の
い
い
、
汗
っ
か
き
で
、
せ
っ
か

ち
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
で
い
な
が
ら
時
に
は
し
ん

み
り
と
瞑
想
的
に
も
な
る
此
の
安
川
君
と
い
う
若
い
友
の
、
ま
だ
ど
こ
や

ら
に
甘
え
っ
子
の
一
人
息
子
ら
し
い
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
乳
臭
の
漂
っ
て

い
る
童
顔
を
、
そ
の
肩
幅
の
広
い
堂
々
た
る
体
躯
と
共
に
感
歎
の
念
を
ま

じ
え
て
眺
め
る
の
で
あ
る
」

こ
れ
は
、
安
川
茂
雄
氏
の
初
期
の
著
書
『
回
想
の
谷
川
岳
』
に
寄
せ
た

尾
崎
喜
八
氏
の
序
文
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
安
川
氏
の
性
格
と
表
情
と
、

仕
事
と
人
柄
と
を
こ
れ
ほ
ど
的
確
に
、
巧
み
に
、
し
か
も
好
意
的
に
愛
情

を
も
っ
て
表
現
し
た
文
章
を
私
は
他
に
知
ら
な
い
・

安
川
氏
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
は
、
安
川
氏
を
知
る
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
人
に
、
唐
突
な
、
そ
れ
で
い
て
、
矢
張
り
と
い
う
全
く
相
反
す

る
二
つ
の
感
情
を
呼
び
起
し
た
よ
う
だ
。
戦
後
間
も
な
く
の
頃
か
ら
亡
く

な
る
直
前
ま
で
の
安
川
氏
の
行
動
を
知
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
安
川
氏

の
急
逝
は
全
く
予
想
外
の
こ
と
で
あ
り
、
ご
く
親
し
い
、
安
川
氏
の
こ
こ

数
年
の
衰
弱
ぶ
り
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
予
定
よ

り
ず
っ
と
早
く
き
た
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
唐
突
で
あ

っ
た
が
、
し
か
し
、
安
川
氏
の
行
動
の
軌
跡
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
形
を
な
さ
な
い
不
安
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
矢
張
り
と
い
う
表
現
で
し
め
く
く
る
ほ
か
は
な

い
結
末
で
あ
っ
た
。

安
川
氏
の
残
し
た
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
業
績
と

評
価
は
、
こ
れ
か
ら
後
、
何
年
も
か
か
っ
て
整
理
さ
れ
て
ゆ
く
だ
ろ
う

が
、
安
川
茂
雄
と
い
う
卓
抜
し
た
ひ
と
り
の
山
岳
人
と
同
じ
時
代
を
生
き

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
喜
び
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
意
外
に

多
い
は
ず
で
あ
る
。
安
川
氏
と
付
合
い
の
あ
っ
た
何
人
か
の
人
々
が
寄
稿

し
て
『
長
越
成
雄
追
悼
文
集
』
刊
行
の
準
備
が
一
周
忌
を
め
ざ
し
て
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
安
川
氏
の
幅
広
い
交
遊
と
仕
事
は
そ
こ
で
浮
彫
り
さ
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
安
川
氏
が
戦
後
の
混
乱
期
の
中
か
ら
着
実
に
頭
を
も

た
げ
て
、
戦
後
三
十
年
の
日
本
登
山
界
に
一
つ
の
確
か
な
足
跡
を
残
し
た

こ
と
を
、
個
人
的
に
ど
の
よ
う
な
付
合
い
方
を
し
た
人
で
あ
ろ
う
と
も
、

だ
れ
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

個
人
的
な
好
み
か
ら
い
え
ば
、
私
は
『
回
想
の
谷
川
岳
』
の
中
の
一

章
、
尾
崎
喜
八
氏
も
先
述
の
序
文
で
認
め
て
い
る
一
ノ
倉
沢
三
ル
ン
ゼ
の

単
独
登
鑿
を
書
い
た
「
ひ
と
り
息
子
の
山
ｌ
谷
川
岳
の
あ
る
単
独
行
」

の
安
川
氏
の
世
界
に
最
も
強
い
魅
力
を
感
じ
、
そ
こ
に
惹
か
れ
る
。
安
川
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氏
の
優
し
さ
と
上
質
の
杼
惰
性
と
が
極
め
て
自
然
に
、
ナ
イ
ー
ブ
な
形
で

流
露
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
世
の
中
に
数
多
い
山
の
文
章
の
中
で
も
上
位

に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
の
一
つ
だ
と
私
は
思
う
。
青
年
期
の
瑞
々
し
い
世

界
が
、
あ
る
い
は
そ
の
人
柄
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
晩
年
ま
で
つ
づ
く
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
の
場
合
と
同
様
、
安
川
氏
に
あ
っ
て
も
無
理

な
注
文
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
段
誉
褒
艇
の
渦
の
中
で
も
が
い
て

い
た
こ
と
の
あ
る
一
時
期
の
安
川
氏
が
、
自
身
で
拠
り
所
と
し
、
還
ろ
う

と
し
て
い
た
の
は
、
や
は
り
『
回
想
の
谷
川
岳
』
の
世
界
で
は
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

長
越
成
雄
、
長
越
茂
雄
、
安
川
茂
雄
と
、
安
川
氏
は
三
つ
の
名
前
で
五

十
年
の
人
生
を
生
き
た
。
三
つ
の
名
前
を
使
い
わ
け
る
に
は
、
あ
ま
り
に

も
短
い
生
涯
だ
っ
た
と
し
か
い
え
な
い
。
長
越
成
雄
と
い
う
本
名
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
な
ぜ
か
（
母
堂
に
も
未
亡
人
に
も
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い

そ
う
だ
が
）
茂
雄
と
い
う
名
に
変
え
、
そ
し
て
そ
れ
を
つ
い
に
安
川
茂
雄

に
変
え
て
、
覚
悟
を
き
め
て
文
筆
の
世
界
に
猛
進
し
て
い
っ
た
。

作
家
石
上
玄
一
郎
氏
を
中
心
と
す
る
文
芸
同
人
誌
『
現
象
』
に
、
安
川

氏
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
研
究
や
小
論
を
発
表
し
、
戦
後
の
一
時
期
刊
行
さ
れ

て
い
た
山
岳
雑
誌
『
山
小
屋
』
に
も
、
い
く
つ
か
の
文
章
を
長
越
名
で
発

表
し
て
い
る
が
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
の
『
現
象
』
四
号
に
「
羊
の
濫
」

悼
と
題
す
る
山
を
舞
台
の
小
説
を
安
川
名
で
発
表
し
て
い
る
。
「
谷
奥
の
山

は
、
乳
色
の
霧
の
向
ふ
に
閉
さ
れ
て
眼
路
に
な
か
っ
た
」
と
い
う
文
章
で

自ｉ
終
る
こ
の
小
説
は
、
後
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
霧
の
山
』
の
母
胎
と
な

り
、
「
霧
」
で
幕
を
降
ろ
す
。
『
霧
の
山
』
で
烏
見
迅
彦
氏
の
詩
を
引
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
安
川
氏
に
は
、
霧
に
よ
っ

て
象
徴
さ
れ
る
寂
漠
と
し
た
世
界
に
惹
か
れ
る
心
情
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

そ
れ
は
快
活
で
饒
舌
な
安
川
氏
の
外
面
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
「
し
ん
み
り
と
瞑
想
的
」
な
そ
ん
な
面
が
外
面
の
賑
々
し
さ
を

大
き
く
救
っ
て
い
た
と
私
に
は
思
え
る
。

安
川
氏
は
一
時
期
、
本
気
で
芥
川
賞
を
狙
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
大
学
を
出
た
あ
と
、
三
笠
書
房
に
つ
と
め
て
編
集
長
と
し
て
華
や

か
な
仕
事
を
つ
づ
け
て
い
た
。
後
、
山
の
本
の
専
門
出
版
社
朋
文
堂
で
も

仕
事
を
し
て
、
旅
行
雑
誌
の
編
集
長
も
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
ほ
う

は
ど
う
も
得
手
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

安
川
氏
に
は
、
登
筆
者
、
文
筆
家
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、
編
集
者
、
出
版

人
と
い
ろ
い
ろ
な
面
が
あ
っ
て
、
周
囲
の
人
々
は
、
そ
の
接
し
た
面
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
印
象
と
感
情
と
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
安
川

氏
の
そ
う
し
た
多
面
性
も
ま
た
、
そ
の
数
多
い
著
作
と
と
も
に
年
月
の
試

練
を
へ
て
整
理
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
い
く
つ
か

の
面
の
中
で
、
自
ず
と
浮
き
あ
が
っ
て
く
る
い
く
つ
か
の
業
績
が
あ
る
。

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
、
安
川
氏
は
同
人
誌
『
山
岳
展
望
』

を
創
刊
し
た
。
か
つ
て
の
『
ケ
ル
ン
』
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ

が
、
山
岳
人
と
し
て
と
同
時
に
編
集
者
・
出
版
人
と
し
て
の
安
川
氏
の
熱

情
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
雑
誌
は
日
の
め
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

経
理
の
能
力
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
安
川
氏
の
こ
と
だ
か
ら
、
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経
営
的
に
は
支
離
滅
裂
だ
っ
た
ら
し
い
し
、
意
気
込
ん
だ
ほ
ど
の
新
し
い

運
動
に
も
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
が
大
地
に
ま
か
れ

た
一
粒
の
麦
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
す
で
に
そ
の
前
、
第
Ⅱ
次

Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
創
設
で
も
、
ま
と
め
役
と
し
て
の
安
川
氏
の
名
を
逸
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
よ
う
に
、
英
国
直
輸
入
的
な
登
山
思
潮
と
大
学
山
岳
部
主
導

型
で
あ
っ
た
日
本
の
山
岳
界
に
、
在
野
の
山
岳
人
を
結
集
し
、
先
の
二
つ

と
は
違
っ
た
山
登
り
の
実
践
と
思
潮
が
あ
り
、
違
っ
た
山
登
り
の
歴
史
が

あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
打
ち
出
し
た
の
は
、
安
川
氏
の
業
績
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
東
京
池
上
の
安
川
氏
宅
は
、
そ
の
た
め
に
連
日
連
夜
、
新
し
い
ア
ル

ピ
ニ
ズ
ム
を
指
向
す
る
若
い
人
々
の
熱
気
で
、
む
せ
か
え
っ
て
い
た
と
い

う
。
そ
れ
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
め
ざ
す
人
々
が
世
田
谷
の
深
田
邸
に
集
っ
た

の
と
同
じ
で
、
安
川
邸
は
、
ス
ー
パ
ー
・
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
梁
山
伯
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
・
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
指
向
と
は
逆
に
、
安
川
氏
に

は
歴
史
回
帰
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
『
近
代
日
本
登
山
史
』
に
代
表
さ
れ
る

す
ぐ
れ
た
業
績
と
な
っ
て
結
実
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
も
、
安
川
氏

ら
し
い
着
眼
が
あ
っ
て
、
表
通
り
の
登
山
史
だ
け
で
は
な
く
、
裏
方
的

な
、
あ
る
い
は
従
来
の
登
山
史
で
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
脇
道
の
山
登

り
も
丹
念
に
拾
い
あ
げ
て
、
山
登
り
の
世
界
の
幅
を
拡
げ
た
。
『
近
代
日

本
登
山
史
』
に
は
、
歴
史
小
説
的
な
色
彩
が
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
純
正
な

歴
史
と
呼
ぶ
に
は
弱
点
も
抵
抗
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
仕
事
が
後
世
に

残
る
安
川
氏
の
業
績
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
安

川
氏
自
身
、
『
増
補
近
代
日
本
登
山
史
』
（
四
季
書
館
版
）
の
個
人
用
原
本

に
、
「
こ
の
一
冊
の
本
は
、
私
の
書
い
た
幾
十
冊
の
本
の
中
で
も
或
い
は

私
の
死
後
も
残
る
か
も
知
れ
な
い
。
若
し
も
残
る
と
し
た
ら
、
も
の
を
書

く
人
間
に
と
っ
て
の
望
外
の
幸
福
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
せ
め

て
、
そ
ん
な
本
を
五
冊
の
こ
し
た
い
が
…
…
」
と
、
不
安
と
恥
ら
い
を
の

ぞ
か
せ
な
が
ら
愛
着
と
自
負
を
書
き
の
こ
し
て
い
る
。

尾
崎
喜
八
氏
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
安
川
氏
は
よ
く
人
の
面
倒
を
見

て
他
人
の
た
め
に
奔
走
し
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
不
興
を
買
い
、
去

っ
て
ゆ
く
知
人
や
友
人
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、

安
川
氏
の
口
添
え
や
献
身
的
な
助
力
が
な
か
っ
た
な
ら
、
戦
後
の
山
の
出

版
は
、
も
っ
と
寂
し
く
、
稔
り
の
少
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
す
ぐ
れ
た
登
肇
の
実
践
や
、
長
い
山
の
生
涯
も
、
出
版
・
編
集
人
と

し
て
の
安
川
氏
の
力
が
な
か
っ
た
な
ら
、
一
冊
の
書
物
に
ま
と
ま
っ
て
読

み
つ
が
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
深
田
さ
ん
は
、
キ
ズ
の
な
い

人
生
は
な
い
と
語
っ
た
そ
う
だ
が
、
だ
と
す
る
な
ら
、
キ
ズ
だ
け
の
人
生

も
ま
た
な
い
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

略
歴

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
十
二
月
十
三
日
東
京
芝
神
谷
町
（
日
赤
）

に
生
れ
る
。
自
宅
は
下
谷
浅
草
。

一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
年
）
十
月
八
日
小
川
太
一
と
谷
川
岳
南
面
幕

岩
Ａ
フ
ェ
ー
ス
初
登
筆
。

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
年
）
日
本
山
嶺
倶
楽
部
を
創
立
。
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悼
、古

ユ巳

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）
三
月
早
大
仏
文
科
卒
業
。
の
ち
大
学
院

に
す
す
む
。

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
年
）
三
月
文
芸
同
人
誌
『
現
象
』
創
刊
。

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）
『
谷
川
岳
研
究
』
を
発
表
。

一
九
六
○
年
（
昭
和
三
五
年
）
編
集
長
を
つ
と
め
た
三
笠
書
房
を
退

社
、
こ
の
頃
よ
り
朋
文
堂
、
三
笠
書
房
、
二
見
書
房
、
あ
か
ね
書
房
、

東
京
創
元
社
な
ど
の
顧
問
格
と
し
て
企
画
・
編
集
に
参
画
。

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）
同
人
誌
『
山
岳
展
望
』
創
刊
。

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）
夏
第
Ⅱ
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
登

山
隊
々
長
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
中
部
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
の
ム
ン

ジ
ャ
ン
山
群
を
登
る
。

一
九
七
○
年
（
昭
和
四
五
年
）
夏
第
Ⅱ
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
パ
ミ
ー
ル
登
山
隊
に

参
加
。

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）
夏
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
に
遊
び
、

メ
ン
ヒ
ほ
か
に
登
る
。

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
十
月
四
季
書
館
設
立
。

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
夏
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に
遊

ぶ
。

一
九
四
六
年
（
昭
和
一
二
年
）
五
月
三
十
一
日
円
山
雅
也
と
幕
岩
Ｂ
フ

ェ
ー
ス
初
登
華
。
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
二
四
一
八
）
。

一
九
四
七
年
（
昭
和
一
三
年
）
三
月
芝
浦
工
業
専
門
学
校
建
築
科
卒

業
。
卒
業
証
書
番
号
一
八
六
。

雑
誌
『
ケ
ル
ン
』
（
朋
文
堂
）
が
昭
和
四
十
年
七
月
号
で
「
人
物
特
集

・
沢
田
武
志
の
す
べ
て
」
を
編
集
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
生
存
中
の
も
の

だ
が
、
い
ま
追
悼
文
を
書
く
に
際
し
て
随
時
引
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
す

る
。

沢
田
氏
に
お
い
て
、
山
と
の
出
会
い
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
府
立
一

商
で
中
村
謙
氏
の
教
え
を
う
け
た
こ
と
。
当
時
中
村
氏
は
英
語
教
師
で
、

ま
た
山
岳
部
長
で
も
あ
っ
た
。
校
外
で
は
「
山
小
屋
倶
楽
部
」
の
か
も
し

か
班
長
と
し
て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
一
商
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
グ
ル
ー
プ

「
白
樺
会
」
を
主
催
し
て
い
た
。
彼
は
そ
の
す
べ
て
に
関
係
し
て
い
る
か

ら
、
山
歩
き
の
下
絵
は
こ
の
時
期
に
描
か
れ
た
に
違
い
な
い
。

山
を
は
じ
め
た
動
磯
と
い
う
の
が
、
ふ
る
っ
て
い
る
。
ひ
と
か
ら
カ
メ

ラ
を
も
ら
っ
た
、
「
人
物
」
で
は
相
手
に
写
真
を
贈
る
か
ら
カ
ネ
が
か
か

る
の
で
、
「
風
景
」
に
切
替
え
た
、
平
地
よ
り
高
地
の
方
が
画
材
が
多
い
、

気
が
つ
い
た
ら
山
に
登
っ
て
い
た
ｌ
と
い
う
の
だ
。
耕
や
し
て
天
に
い

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
十
月
二
十
三
日
朝
、
喉
頭
癌
に
肺
炎
を
併

発
し
て
死
去
。
享
年
五
十
一
歳
。
覚
山
院
妙
徳
日
茂
信
士
位
。

二
九
七
八
・
六
・
一
九
）
〔
大
森
久
雄
〕

沢
田
武
志
氏
（
一
九
二
’
一
九
七
七
）

’
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た
る
、
と
い
う
が
彼
の
は
「
写
し
て
山
に
い
た
る
」
な
の
で
あ
る
。

戦
前
は
山
小
屋
倶
楽
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
、
雑
誌
『
山
小
屋
』

『
ハ
イ
キ
ン
グ
』
に
紀
行
・
ガ
イ
ド
を
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
貝

イ
キ
ン
グ
』
の
常
連
執
筆
家
の
集
い
で
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
こ
れ
が
や
が
て
戦
後
に
お
け
る
『
新
ハ
イ
キ
ン
グ
』

誕
生
に
連
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
山
岳
会
で
は
、
あ
ま
り
熱
心
な
会
員
で
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
『
ケ

ル
ン
』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
え
て
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。

「
私
も
会
員
だ
が
、
あ
ま
り
に
サ
ロ
ン
的
す
ぎ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
オ
ン

リ
ー
と
い
う
の
も
よ
く
な
い
」

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
『
新
ハ
イ
キ
ン
グ
』
に
か
け
た
情
熱
は
す
さ
ま

じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
五
月
か
ら
二
十
七
年
間
も
、
新
ハ

イ
ひ
と
筋
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。
遺
稿
と
も
い
え
る
最
後
の
七
月
号
の
編

集
を
終
え
た
の
ち
、
会
津
・
浅
草
岳
に
登
り
、
帰
京
直
後
に
急
逝
し
た
の

で
、
つ
い
に
そ
の
号
を
手
に
と
っ
て
い
な
い
。
じ
つ
に
創
刊
以
来
二
百
六

十
一
冊
目
の
雑
誌
で
あ
っ
た
。

著
書
は
『
ベ
ス
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
一
○
○
コ
ー
ス
』
（
実
業
之
日
本
社
）

の
ほ
か
、
数
冊
の
共
著
が
あ
り
、
・
ヘ
ン
ネ
ー
ム
は
清
水
野
岳
士
（
清
水
組

の
沢
田
武
志
の
意
か
）
、
和
賀
弥
満
（
「
わ
が
山
」
の
意
か
）
な
ど
を
適
時

用
い
て
い
た
。

「
こ
れ
く
ら
い
、
な
ん
で
も
問
に
合
う
人
に
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
。
口

も
八
丁
、
手
も
八
丁
、
も
ち
ろ
ん
や
ま
や
だ
か
ら
、
そ
の
ほ
か
に
『
あ
し

八
丁
』
と
つ
く
。
山
の
デ
パ
ー
ト
と
い
う
異
名
も
あ
る
。
広
い
け
ど
浅

い
、
と
い
う
悪
口
の
意
味
も
あ
る
が
、
ど
う
し
て
、
話
題
に
よ
っ
て
は
専

門
店
な
み
の
〃
ガ
ク
〃
を
発
揮
す
る
」
の
で
あ
る
（
『
ケ
ル
ン
』
天
城
万

一
二
）
Ｏ個

性
が
強
く
、
正
義
漢
で
あ
る
。
筋
の
通
ら
な
い
こ
と
を
見
聞
き
す
る

と
、
直
接
関
係
な
く
て
も
敢
然
と
発
言
し
て
抗
議
す
る
。
な
く
な
る
一
年

前
に
富
士
登
山
を
し
た
と
き
、
山
酔
い
で
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
い
る
オ
ッ

サ
ン
を
、
連
れ
の
男
が
手
で
ひ
っ
ぱ
り
あ
げ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
た
彼

は
血
相
を
変
え
て
、

「
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
駄
目
だ
。
本
人
の
。
ヘ
ー
ス
で
歩
か
せ
な
さ
い
。

そ
の
手
を
は
な
せ
／
」

と
、
怒
鳴
り
だ
し
た
の
で
、
み
ん
な
び
っ
く
り
し
た
。
（
高
山
病
の
）

患
者
が
息
も
絶
え
絶
え
に
、

「
い
え
、
こ
の
（
手
を
ひ
い
て
く
れ
て
い
る
）
人
は
ベ
テ
ラ
ン
な
の
で

す
」

と
、
ヘ
ン
な
弁
護
を
し
て
い
る
の
に
、
彼
は
頑
と
し
て
ど
な
り
続
け
て

い
た
。
こ
れ
が
、
ぜ
ん
ぜ
ん
知
ら
な
い
人
の
こ
と
な
の
だ
。
「
カ
チ
ン
の

タ
ケ
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

酒
豪
で
は
な
い
が
、
そ
の
雰
囲
気
を
好
み
、
「
そ
し
て
興
い
た
れ
ば
徹

底
的
に
歌
う
、
も
う
や
め
ろ
と
い
っ
た
っ
て
間
く
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ

が
人
よ
ん
で
沢
田
節
、
何
を
歌
っ
て
も
沢
田
節
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ

ろ
、
格
と
う
ま
さ
の
点
で
比
較
す
べ
く
も
な
い
が
、
森
繁
節
と
軌
を
一
に
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悼
た
。

追
明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
九
日
東
京
・
赤
坂
に
生
ま
れ
る
。

し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
『
ケ
ル
ン
』
神
谷
恭
平
）
。

「
山
号
寺
号
遊
び
と
い
う
の
も
や
っ
た
。
お
寺
の
名
に
は
、
何
某
寺
と

、

、
、

い
う
ジ
号
の
上
に
、
た
と
え
ば
金
竜
山
浅
草
寺
と
い
う
ふ
う
に
、
か
な
ら

、
、

ず
サ
ン
号
が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
を
ま
ね
て
、
そ
の
人
の
個
性
を
よ
み
こ

む
、
語
呂
合
せ
」
み
た
い
な
遊
び
な
の
で
あ
る
。
彼
の
は
、

、

沢
田
山
読
め
な
い
字

と
い
う
の
が
定
稿
に
な
っ
た
。
一
度
で
も
そ
の
筆
蹟
を
み
た
人
に
は
説

明
不
要
だ
ろ
う
が
、
こ
の
人
、
ま
こ
と
に
難
解
な
文
字
を
書
く
。
こ
れ
が

す
ら
す
ら
読
め
る
よ
う
な
人
な
ら
、
彼
と
相
当
な
が
い
交
友
歴
が
あ
る
と

判
断
し
て
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
」
（
『
ケ
ル
ン
』
天
城
万
三
）
。

話
術
の
名
手
で
、
す
こ
ぶ
る
筆
が
立
つ
こ
の
人
は
、
ま
た
俳
句
も
よ
く

し
た
。
俳
人
・
富
安
風
生
に
私
淑
し
て
号
を
「
新
雪
」
。
晩
年
の
で
な
い
、

あ
え
て
壮
年
期
の
句
を
ご
披
露
し
よ
う
。

蝿
や
木
洩
れ
陽
ほ
そ
き
杉
生
道

百
合
の
原
撫
子
の
紅
を
ま
じ
へ
た
る

（
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日
・
奥
武
蔵
に
て
）

秋
高
し
地
球
の
雛
を
山
と
い
ふ

（
二
十
二
年
九
月
六
日
・
赤
城
山
に
て
）

彼
、
三
十
六
’
七
歳
の
作
。
当
時
は
ま
だ
仮
名
づ
か
い
が
旧
式
で
あ
っ

略
歴

昭
和
三
年
三
月
当
時
の
東
京
府
立
第
一
商
業
学
校
を
卒
業
後
、
た
だ
ち

に
株
式
会
社
清
水
組
（
現
・
清
水
建
設
株
式
会
社
）
に
入
社
、
昭
和
四

十
七
年
に
定
年
退
職
す
る
ま
で
一
貫
す
る
（
戦
後
は
職
員
組
合
に
転

じ
、
事
務
局
長
を
な
が
く
勤
め
た
）
。

昭
和
五
年
五
月
日
光
・
女
峰
山
に
初
山
行
、
以
来
四
十
七
年
間
、
急
死

の
前
日
ま
で
山
行
を
続
け
た
。
ス
キ
ー
歴
四
十
二
年
、
昭
和
三
十
五
年

に
一
級
の
資
格
を
と
り
、
な
が
ら
く
新
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
ス
キ
ー

セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
て
講
師
を
つ
と
め
た
。

昭
和
十
三
年
五
月
ハ
イ
キ
ン
グ
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、
こ
れ
に
初
回

か
ら
出
席
。

昭
和
二
十
一
年
明
朗
旅
行
会
（
の
ち
明
朗
山
行
会
と
改
称
、
や
が
て
新

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
母
胎
と
な
る
）
の
創
立
に
参
画
。

昭
和
二
十
二
年
日
本
山
岳
会
に
入
会
（
会
員
番
号
三
○
一
二
）
。

昭
和
二
十
五
年
五
月
株
式
会
社
ハ
イ
キ
ン
グ
出
版
社
（
の
ち
株
式
会
社

新
ハ
イ
キ
ン
グ
社
と
改
称
）
を
同
志
数
名
と
設
立
、
社
長
兼
編
集
長
と

し
て
「
新
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
創
刊
（
当
初
隔
月
刊
で
あ
っ
た
が
昭
和
三

十
六
年
五
月
か
ら
月
刊
と
な
る
）
。
爾
来
二
十
七
年
間
、
編
集
に
携
わ

る
。

昭
和
五
十
二
年
六
月
六
日
狭
心
症
の
た
め
急
逝
。
享
年
六
十
七
歳
。

〔
見
沢
繁
幸
〕

rワql，
、臼u▲ノ



永
井
さ
ん
の
思
い
出
は
尽
き
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
特
に
印
象
深
い
も

の
を
記
し
て
追
悼
と
し
た
い
・

私
と
永
井
さ
ん
の
出
会
は
約
三
十
年
前
の
昭
和
二
十
二
年
頃
だ
っ
た
と

思
う
。
永
井
さ
ん
は
、
山
好
き
の
私
が
一
人
で
別
府
の
鶴
見
連
峯
の
縦
走

中
、
初
対
面
の
三
谷
先
輩
か
ら
大
分
県
を
代
表
す
る
二
豊
山
岳
会
の
こ
と

を
聞
い
て
入
会
し
た
当
時
の
会
長
で
あ
り
、
別
府
市
体
育
協
会
の
登
山
部

長
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
会
合
や
山
行
で
接
す
る
こ
と
が
多
く
、
逐
年
親
交
を
重
ね
て
来

た
が
、
先
輩
と
し
て
畏
敬
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
山
を
好
む
私
共
に

と
っ
て
は
山
は
心
の
故
郷
で
あ
り
、
大
自
然
は
神
で
あ
り
、
登
山
は
最
高

の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
「
仁
者
は
山
を
楽
し
む
」
と
は
正

に
至
言
で
あ
る
と
思
う
。
氏
と
は
同
感
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
色
々
話
し

合
っ
た
も
の
だ
。
小
学
一
年
の
登
山
遠
足
か
ら
山
に
魅
せ
ら
れ
た
私
に
と

っ
て
は
、
開
眼
の
師
と
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
初
め
て
北
ア
ル
プ
ス
の
槍

穂
高
縦
走
を
し
た
と
き
の
こ
と
は
特
に
記
憶
が
深
い
・

昭
和
二
十
九
年
七
月
末
の
一
週
間
、
永
井
清
一
、
三
谷
忠
一
、
白
井
昭

一
、
清
水
順
子
と
小
生
の
五
人
で
島
々
を
五
時
の
バ
ス
で
発
ち
、
待
望
の

永
井
清
一
氏
（
一
八
九
九
’
一
九
七
七
）

上
高
地
を
経
て
槍
沢
の
坊
主
岩
ま
で
登
っ
て
大
休
止
し
て
い
た
が
、
白
井

氏
が
来
な
い
の
で
捜
し
に
下
り
た
ら
、
フ
ラ
フ
ラ
の
彼
を
発
見
し
て
助
け

上
げ
、
二
十
時
頃
や
っ
と
殺
生
小
屋
に
辿
り
着
い
た
が
、
小
生
も
高
山
病

に
や
ら
れ
て
食
事
も
睡
眠
も
出
来
ぬ
ま
ま
に
、
翌
朝
三
時
に
発
っ
て
四
時

半
槍
の
頂
上
に
立
っ
て
ご
来
光
を
拝
ん
だ
感
激
は
、
未
だ
に
忘
れ
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
そ
れ
か
ら
岩
稜
を
突
破
し
て
、
北
穂
高
の
頂
上
に
着
い
た

の
は
十
五
時
だ
っ
た
。
大
キ
レ
ッ
ト
か
ら
の
登
り
は
「
山
が
そ
こ
に
あ
る

か
ら
」
で
は
な
く
「
山
小
屋
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
だ
」
の
一
語
に
つ
き
る

思
い
だ
っ
た
。
高
山
病
と
戦
い
乍
ら
の
登
行
に
は
全
く
参
っ
た
。
高
圧
釜

の
飯
に
や
っ
と
生
気
を
取
戻
し
、
翌
日
は
疲
労
と
天
候
悪
化
の
た
め
ジ
ャ

ン
ダ
ル
ム
、
西
穂
高
を
諦
め
て
、
奥
穂
、
前
穂
を
通
り
重
太
郎
新
道
を
経

て
上
高
地
の
西
糸
屋
に
着
い
て
一
泊
し
た
。
待
望
の
縦
走
が
出
来
た
の

は
、
全
く
永
井
、
三
谷
両
先
輩
の
案
内
援
助
の
賜
と
厚
く
感
謝
し
て
い

る
。
老
令
に
も
め
げ
ぬ
ご
両
人
の
健
脚
に
は
、
流
石
大
先
輩
だ
と
感
心
し

た
。

そ
の
後
、
春
の
連
休
に
日
豊
線
富
高
（
日
向
）
駅
か
ら
バ
ス
で
上
椎
葉

に
入
り
、
ア
ー
チ
式
ダ
ム
エ
事
や
、
平
家
の
鶴
富
屋
敷
等
を
見
て
旅
館
泊

り
、
一
夜
の
散
財
で
正
調
稗
搗
節
の
歌
や
踊
り
を
土
産
に
、
お
手
ノ
尾
部

落
の
人
と
い
た
ど
り
と
猪
肉
で
焼
酎
の
別
れ
を
惜
し
み
、
九
州
脊
梁
山
脈

標
高
一
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
那
須
峠
を
越
え
て
熊
本
県
五
箇
荘
村
に
入

り
、
闇
夜
に
ラ
ン
プ
を
頼
り
に
玖
磨
川
峡
谷
の
桟
道
や
山
道
を
下
り
、
到

々
道
に
迷
っ
て
野
宿
し
て
、
雨
に
降
ら
れ
眼
が
覚
め
た
ら
、
崖
縁
に
寝
て
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い
て
驚
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
雨
の
五
木
村
を
歩
い
て
正
調
の

子
守
唄
を
惜
し
み
つ
つ
人
吉
に
出
て
、
吉
入
線
を
廻
り
架
野
（
西
霧
島
）

駅
を
経
て
、
霧
島
の
林
田
温
泉
に
泊
り
、
翌
日
、
大
浪
池
、
韓
国
岳
、
新

燃
岳
、
中
岳
、
高
千
穂
の
峯
に
登
っ
て
、
神
宮
温
泉
に
一
泊
し
て
帰
っ
た

こ
と
も
、
懐
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
特
に
霊
峯
高
千
穂
頂
上
か
ら
の
大

霧
島
の
落
日
は
壮
厳
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

永
井
さ
ん
は
特
に
歴
史
や
自
然
保
護
に
関
心
が
深
か
っ
た
。
昭
和
三
十

七
年
、
一
三
七
五
メ
ー
ト
ル
の
鶴
見
岳
頂
上
に
自
費
で
火
男
火
売
神
社
の

奥
宮
の
桐
を
寄
進
、
復
元
し
た
り
、
頂
上
避
難
小
屋
の
復
活
に
努
力
さ
れ

た
り
、
自
然
保
護
協
会
の
運
動
に
参
加
さ
れ
た
り
、
大
分
県
自
然
愛
護
会

を
結
成
し
た
り
、
由
布
鶴
見
連
峯
の
標
高
柱
や
指
導
標
を
整
備
し
た
り
、
県

知
事
を
二
豊
山
岳
会
の
名
誉
会
長
に
推
戴
し
て
、
全
県
的
な
登
山
と
自
然

保
護
を
推
進
す
る
等
、
氏
の
熱
情
は
全
く
人
の
及
ば
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

厳
冬
の
久
住
や
富
士
登
山
等
、
後
輩
を
奮
起
さ
せ
る
も
の
が
多
く
、
登

山
は
普
通
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、
体
育
的
、
徳
育
的
、
精
神
的
に
秀
れ

た
も
の
で
あ
る
と
の
信
念
を
持
っ
て
常
に
後
輩
を
指
導
し
て
い
た
。

多
数
の
岳
友
を
勧
誘
し
て
、
日
本
山
岳
会
大
分
支
部
を
結
成
し
て
か

ら
、
岳
友
の
目
が
開
け
、
欧
州
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
海
外
登
山
ま
で

向
い
て
来
た
こ
と
は
得
難
い
こ
と
で
あ
る
。
私
も
日
高
信
六
郎
氏
が
会
長

悼
の
と
き
、
お
茶
の
水
の
岸
記
念
体
育
館
の
旧
ル
ー
ム
の
会
合
に
永
井
さ
ん

と
出
席
し
て
、
一
段
と
広
く
開
眼
し
た
も
の
だ
。

追
氏
は
正
に
縁
の
下
の
力
持
で
あ
っ
た
。
私
達
は
得
難
い
明
治
岳
人
の
伝

統
を
継
い
で
行
き
た
い
も
の
と
思
う
。

略
歴

明
治
三
十
二
年
四
月
十
五
日
生
。

大
正
十
一
年
三
月
神
戸
高
商
卒
（
十
六
回
）
。

大
正
十
一
年
四
月
住
友
銀
行
勤
務
。

昭
和
二
年
父
死
亡
の
た
め
、
住
友
銀
行
退
職
。
帰
別
し
て
家
業
の
貸
地

貸
家
業
を
継
ぐ
。

昭
和
十
二
年
ま
で
別
府
信
用
組
合
理
事
就
任
。

昭
和
十
二
年
応
召
、
陸
軍
経
理
将
校
と
し
て
支
那
南
方
方
面
を
転
戦
。

昭
和
二
十
年
二
月
六
日
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
よ
り
帰
還
。
戦
後
は
不
動
産
管

理
の
傍
ら
、
書
店
、
楽
器
店
を
経
営
。

昭
和
四
十
年
廃
業
、
子
弟
教
育
の
た
め
上
京
。

昭
和
四
十
五
年
十
月
脳
血
栓
に
罹
り
視
野
山
に
狭
少
化
す
。
後
年
胄
病

を
患
い
切
除
後
肝
臓
病
併
発
。

昭
和
五
十
二
年
七
月
五
日
逝
去
。
死
因
脳
血
栓
肝
臓
病
。
行
年
七
十
八

歳
。

登
山
歴

大
正
八
年
わ
ら
じ
会
（
昭
和
三
年
二
豊
山
岳
会
に
改
称
）
を
結
成
、
大

分
県
は
勿
論
九
州
登
山
界
の
草
分
け
と
な
り
、
昭
和
十
二
年
応
召
ま
で

県
内
外
の
山
岳
活
動
を
行
う
。

昭
和
二
十
一
年
二
豊
山
岳
会
に
復
帰
後
、
再
建
に
尽
力
し
会
長
や
県
山

岳
連
盟
の
役
員
と
な
る
。
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昭
和
三
十
年
十
一
月
日
本
山
岳
会
に
入
会
（
会
員
番
号
四
三
二
八
）
。

昭
和
三
十
五
年
八
月
五
日
日
本
山
岳
会
大
分
支
部
（
後
年
宮
崎
、
鹿
児

島
会
員
を
入
れ
、
東
九
州
支
部
に
改
称
）
を
結
成
、
支
部
長
に
就
任
。

昭
和
三
十
九
年
辞
任
し
て
翌
年
東
京
に
転
居
。
日
本
山
岳
会
東
京
支
部

及
び
東
京
登
路
会
加
入
。

昭
和
三
十
七
年
十
月
大
分
県
自
然
愛
護
協
会
を
結
成
、
会
長
に
就
任

し
、
日
本
自
然
保
護
協
会
等
関
係
方
面
と
連
携
し
て
、
自
然
保
護
に
尽

力
す
る
。
主
要
登
山
は
次
の
通
り
。

県
内
由
布
、
鶴
見
、
祖
母
、
傾
、
九
重
連
峯
等
。

県
外
英
彦
山
、
阿
蘇
、
大
崩
、
市
房
、
霧
島
連
峯
、
屋
久
島
、
石
鎚
、

剣
、
大
山
、
北
ア
ル
プ
ス
、
富
士
、
丹
沢
、
関
東
山
群
、
飯
豊
朝
日
連

峯
等
。
〔
木
本
善
重
〕

岡
本
氏
の
他
界
さ
れ
た
三
嶺
は
、
氏
に
と
っ
て
心
の
山
で
あ
り
、
又

「
三
嶺
は
僕
の
一
番
好
き
な
山
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
山
で

も
あ
り
ま
す
。

岡
本
氏
は
「
パ
パ
さ
ん
」
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
氏

は
大
変
面
倒
見
が
良
く
、
私
達
山
仲
間
に
と
っ
て
は
、
良
き
相
談
相
手
で

岡
本
俊
彦
氏
（
一
九
二
八
’
一
九
七
七
）

あ
り
、
良
き
父
親
代
わ
り
で
し
た
。
登
山
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
人
生
の

悩
み
事
な
ど
よ
く
相
談
し
た
も
の
で
し
た
。

私
と
岡
本
氏
の
出
会
い
は
、
一
九
六
一
年
の
秋
の
事
で
し
た
。
…
・
・
・
職

場
の
先
輩
で
あ
り
ザ
イ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
の
Ｔ
氏
に
連
れ
ら
れ
て
日
赤
病
院

の
門
を
く
ぐ
り
、
薬
剤
部
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
。
部
屋
の
奥
に
デ
ス
ク

が
あ
り
岡
本
氏
が
。
ヘ
ン
を
執
っ
て
い
た
。
「
お
お
、
き
た
か
。
ま
あ
入
れ

や
」
と
黒
い
顔
が
笑
っ
た
。
こ
こ
に
来
る
ま
で
に
判
っ
て
い
た
事
は
、
氏

は
山
の
大
先
輩
で
あ
り
、
Ｔ
氏
と
の
「
麻
ザ
イ
ル
」
コ
ン
ビ
と
し
て
、
ず

っ
と
以
前
よ
り
岩
登
り
を
実
践
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

だ
け
で
、
私
は
コ
チ
コ
チ
に
な
っ
て
い
た
が
、
岡
本
氏
の
笑
顔
で
そ
の
緊

張
は
た
ち
ま
ち
解
け
た
。
Ｔ
氏
の
紹
介
で
「
私
は
最
近
Ｔ
氏
よ
り
岩
登
り

を
習
っ
て
い
る
山
本
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
」
と
言
う
と
、
「
Ｔ
か
ら
話

は
聞
い
て
い
る
。
僕
は
も
う
齢
だ
か
ら
、
岩
登
り
は
で
き
ん
け
れ
ど
、
Ｔ

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
や
」
と
い
う
返
事
だ
っ
た
。

岡
本
氏
と
の
出
会
の
第
一
印
象
が
今
で
も
は
っ
き
り
思
い
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
そ
し
て
「
麻
ザ
イ
ル
」
コ
ン
ビ
よ
り
、
「
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
」
コ

ン
ビ
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

四
国
高
知
の
登
山
界
に
あ
っ
て
は
や
私
達
は
ま
だ
ロ
ー
カ
ル
線
を
走
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
岡
本
氏
は
常
に
私
達
に
新
風
を
送
り
こ
ん
で

く
れ
た
も
の
で
す
。
高
知
の
山
々
よ
り
厳
冬
期
の
北
ア
ル
プ
ス
へ
と
導
い

て
く
れ
た
の
も
氏
で
あ
り
ま
し
た
。
高
知
で
山
登
り
を
語
る
に
は
、
氏
を

抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岡
本
氏
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は
、
私
達
の
山
行
に
は
常
に
陰
の
力
と
な
っ
て
、
行
動
を
共
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。

冬
期
初
登
筆
と
パ
パ
さ
ん
と
シ
ャ
ン
。
ヘ
ン
（
一
九
六
五
年
、
山
日
記
よ

り
）
…
．
：
一
九
六
五
年
二
月
二
十
日
。
こ
れ
ま
で
の
私
達
の
岩
登
り
の
総

仕
上
げ
と
し
て
石
鎚
山
北
壁
の
積
雪
期
初
登
肇
（
鷲
尾
ル
ー
ト
）
を
目
指

し
て
入
山
す
る
。
ｌ
中
略
’
二
月
二
十
二
日
、
三
時
三
○
分
起
床
。
天
気

は
ま
ず
ま
ず
と
い
う
と
こ
ろ
。
今
日
は
パ
パ
さ
ん
が
入
山
し
て
来
る
予
定

だ
。
ｌ
中
略
ｌ
登
筆
開
始
、
八
時
三
○
分
。
確
保
点
は
雪
の
中
だ
。
、
ハ
イ

ル
で
雪
を
払
い
除
け
Ｔ
氏
ト
ッ
プ
で
取
付
く
。
Ｉ
中
略
’
二
ピ
ッ
チ
目
に

掛
か
る
。
時
間
は
ご
一
時
を
回
っ
て
い
る
。
壁
を
甘
く
見
て
い
た
よ
う

だ
。
ｌ
中
略
’
四
ピ
ッ
チ
目
最
後
の
登
筆
だ
。
吹
雪
い
て
来
た
。
ヤ
ッ
ケ

が
凍
る
。
赤
ザ
イ
ル
が
見
る
見
る
白
く
な
る
。
こ
の
時
頂
上
よ
り
パ
パ
さ

ん
の
コ
ー
ル
が
あ
る
。
私
達
は
勇
気
づ
け
ら
れ
る
と
共
に
最
後
の
ハ
ン
グ

を
乗
起
し
て
、
パ
パ
さ
ん
の
待
っ
て
い
る
頂
上
へ
抜
け
出
た
。
一
六
時
一

五
分
。
三
人
で
抱
き
合
い
握
手
す
る
。
ｌ
中
略
ｌ
ニ
ノ
鎖
元
小
屋
で
、
パ

パ
さ
ん
が
持
参
し
た
「
ホ
ワ
イ
ト
」
の
封
を
切
る
。
そ
し
て
改
め
て
完
登

の
喜
び
に
浸
る
。
外
は
猛
吹
雪
だ
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
廻
る
に
つ
れ
て
話
も

弾
む
。
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
パ
パ
さ
ん
が
自
分
の
事
の
よ
う
に
二

人
の
完
登
を
祝
っ
て
く
れ
た
事
だ
。
そ
の
上
「
高
知
に
帰
っ
た
ら
、
シ
ャ

悼
ン
。
ヘ
ン
を
箸
る
ぞ
」
と
約
束
し
て
く
れ
た
。
シ
ャ
ン
。
ヘ
ン
と
い
っ
た
ら
貴

族
の
飲
む
代
物
で
は
な
い
か
。
洋
画
に
出
て
来
る
あ
の
シ
ャ
ン
・
ヘ
ン
を
明

追
日
に
も
飲
め
る
：
．
…
。
ハ
・
ハ
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
ホ
ン
ト
に
あ
り
が
と
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
本
当
の
味
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
ん
な
私
が
、
今
日
に
至

っ
て
も
尚
前
向
き
に
活
動
で
き
る
の
も
、
岡
本
氏
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
そ
し
て
思
い
起
こ
せ
ば
、
一
昨
年
の
高
知
県
山
岳
連
盟
隊
の
ラ
ム

ジ
ュ
ン
ヒ
マ
ー
ル
登
山
が
、
氏
と
の
最
後
の
山
行
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
氏
が
生
涯
の
夢
で
あ
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
、
そ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
副

隊
長
と
い
う
任
務
を
、
持
病
と
戦
い
な
が
ら
遂
行
さ
れ
、
私
達
の
登
頂
の

大
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
他
の
、
誰
れ
よ
り
も
、
こ
の
登
頂

を
喜
ん
で
く
れ
た
の
も
氏
で
あ
り
ま
し
た
。

岡
本
氏
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
日
記
よ
り
（
原
文
の
ま
ま
）
．
：
…
一
九
七
六
年

三
月
十
九
日
。
誰
一
人
い
な
い
早
朝
、
屋
上
で
、
美
し
く
厳
し
く
立
ち
は

だ
か
る
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
に
向
い
合
っ
た
。
は
じ
め
て
の
石
鎚
山
系

を
、
又
、
穂
高
、
剣
の
山
波
を
見
た
時
と
同
じ
く
、
未
知
の
山
々
は
、
私

を
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
る
。
山
旅
三
十
五
年
目
に
た
ど
り
つ
い
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

は
、
私
を
釘
付
け
に
す
る
の
だ
。

三
月
二
十
一
日
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
未
知
な
る
旅
。
そ
れ
は
、
何
と
も
言

え
な
い
響
き
だ
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
歴
史
と
共
に
、
私
の
心
に
住
み
つ
い
た
ロ

マ
ン
と
苦
闘
の
歩
み
が
始
ま
る
。

最
後
の
年
の
山
日
記
か
ら
…
：
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
Ｂ
Ｃ
ま
で
私
は
三
十
五
年

を
費
し
た
。
そ
し
て
、
現
代
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
新
し
い
歴
史
は
、
手
の
届
か

な
い
世
界
と
知
っ
た
。
未
知
と
、
よ
り
困
難
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
求
め
て
筆
じ

る
事
は
、
私
に
は
も
う
出
来
な
い
。
し
か
し
、
私
は
も
う
一
度
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
行
こ
う
。
満
足
し
得
る
Ｂ
Ｃ
生
活
を
一
度
は
し
て
み
た
い
の
だ
。
グ
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岡
本
氏
は
、
も
う
一
度
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
夢
に
見
な
が
ら
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
私
は
叫
び
た
い
「
パ
パ
さ
ん
、
お
ま
ん
幸
せ
も
ん
じ
ゃ
、

一
番
好
き
だ
っ
た
三
嶺
で
、
あ
こ
が
れ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
夢
が
見
れ
る
き

に
。
け
ん
ど
僕
等
は
淋
し
い
が
や
き
、
し
よ
う
ま
つ
こ
と
悲
し
い
ぜ
よ
」
。

略
歴

略

ル
ー
プ
の
若
者
は
華
じ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
岩
を
氷
壁
を
雪
稜
を
。
私
は
そ

れ
を
見
る
た
め
に
も
う
一
度
Ｂ
Ｃ
へ
行
き
た
い
。
Ｋ
・
Ｇ
・
Ｒ
ら
し
い
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
肇
を
こ
の
目
で
し
っ
か
り
と
見
た
い
。
そ
れ
が
私
の
夢
で
あ

る
。

一
九
七
七
年
五
月
十
三
日
単
身
三
嶺
に
登
る
零
へ
く
堂
床
小
屋
で
睡
眠
中

脳
溢
血
の
た
め
死
去
。
〔
山
本
一
夫
〕

一
九
七
一
年
日
赤
病
院
（
薬
剤
部
部
長
）
を
退
職
。
家
業
の
岡
本
平
和

堂
薬
局
の
経
営
に
当
る
。
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
七
二
六
五
）
。

一
九
七
六
年
高
知
県
山
岳
連
盟
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
副
隊
長
と
し
て
ラ
ム

一
九
四
四
年
山
登
り
を
初
め
る
。
旧
高
知
県
立
城
東
中
学
校
六
稜
山
岳

会
に
入
会
す
る
。
屋
久
島
を
始
め
四
国
の
山
々
を
歩
く
。

一
九
五
一
年
現
明
治
薬
科
大
学
卒
業
。
高
知
日
赤
病
院
薬
剤
部
に
勤
務

す
る
。
日
赤
病
院
院
友
会
を
創
設
す
る
。

一
九
六
七
年
高
知
グ
ル
ー
プ
・
ド
・
ロ
ッ
ク
（
Ｋ
・
Ｇ
。
Ｒ
）
を
創
設

一
九
二
八
年
生
。

ジ
ュ
ン
ヒ
マ
ー
ル
登
山
。

し
、
初
代
代
表
と
な
る
。
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図書紹介

近
藤
信
行
著
Ａ
５
判
四
五
三
ペ
ー
ジ

ロ
絵
、
挿
画
各
一
葉
一
九
七
八
年
一
月

創
文
社
刊
定
価
三
五
○
○
円

本
書
は
烏
水
・
小
島
久
太
の
生
い
立
ち
か
ら
三
十
七
歳
ま
で
の
半
生
に

わ
た
っ
て
、
そ
の
人
間
形
成
の
過
程
を
綿
密
に
追
及
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
評

伝
で
あ
る
。

本
会
の
創
立
に
あ
た
り
、
発
起
人
の
一
人
と
し
て
主
動
的
な
役
割
を
果

た
し
た
小
島
さ
ん
は
、
こ
の
機
関
誌
『
山
岳
』
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
ま

た
情
熱
的
な
育
て
の
親
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
『
山
岳
』
誌
上
で
、
こ
の
小

島
烏
水
伝
に
つ
い
て
筆
を
執
る
と
な
る
と
、
ま
ず
襟
を
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
の
感
を
抱
か
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
恐
ら
く
始
め
て
書
か
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
本
格
的
な
烏
水
伝
が
、
小
島
さ
ん
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
本
会
の
会

員
の
筆
に
成
っ
た
こ
と
を
、
よ
ろ
こ
び
た
い
気
持
も
覆
い
が
た
い
・

昭
和
二
十
三
年
末
に
小
島
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
そ
の
翌
年
発
行
の

『
山
岳
』
（
第
四
十
四
年
第
一
号
）
は
「
小
島
烏
水
記
念
号
」
と
し
て
編

１
１

図
書
紹
介

小
島
烏
水

ｌ
山
の
風
流
使
者
伝

集
さ
れ
た
（
同
号
は
昭
和
四
十
八
年
に
、
烏
水
生
誕
百
年
記
念
出
版
と
し

て
本
会
に
よ
っ
て
覆
刻
さ
れ
た
）
。
そ
の
巻
頭
に
、
「
登
山
史
上
の
人
と
し

て
の
小
島
さ
ん
」
を
模
さ
ん
が
語
っ
て
お
ら
れ
る
。
小
島
さ
ん
の
探
検
的

登
山
時
代
の
業
績
を
高
く
評
価
し
、
山
岳
会
の
創
立
こ
そ
、
わ
が
国
に
近

代
的
登
山
の
新
時
期
を
画
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
い
た
後
、
槙
さ
ん
の
文

章
は
次
の
よ
う
な
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
る
。

「
私
は
与
え
ら
れ
た
問
題
に
対
し
個
人
的
印
象
を
述
べ
る
に
止
っ
て
、

内
面
に
ま
で
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
他
日
何
人
か
が
此
卓

越
し
た
登
山
者
を
、
更
ら
に
深
く
解
釈
さ
れ
る
日
の
来
る
べ
き
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。
」

烏
水
没
後
三
十
年
に
し
て
、
こ
こ
に
近
藤
さ
ん
の
労
作
が
、
ま
ず
半
生

の
伝
記
と
し
て
現
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
模
さ
ん
の
期
待
に
添
う
も
の
で

あ
る
と
言
え
る
し
、
同
時
に
小
島
烏
水
と
い
う
す
ぐ
れ
た
先
蹴
者
へ
、
多

く
の
人
々
の
関
心
を
呼
び
戻
す
契
機
と
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

烏
水
伝
に
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
対
象
の
あ
ま
り
に
も
多

面
的
で
あ
る
が
故
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
著
者
は
敢
然
と
そ
の
難
事
業
に

取
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
近
藤
さ
ん
は
、
烏
水
の
幅
広
い
活
動
分
野
を
十
分

に
見
渡
し
た
上
で
、

「
し
た
が
っ
て
、
一
人
の
登
山
家
、
紀
行
文
家
と
い
う
だ
け
で
は
、
け

っ
し
て
と
ら
え
き
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
小
島
烏
水
の
全
体
像
に
ど
こ

ま
で
迫
り
得
る
か
が
私
の
課
題
で
あ
っ
た
。
登
山
行
為
を
と
お
し
て
の

人
間
と
自
然
と
の
か
か
わ
り
、
あ
く
こ
と
な
き
美
へ
の
あ
こ
が
れ
、
明
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治
の
気
骨
を
そ
な
え
た
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
、
そ
れ
ら
を
彼
の
内

面
的
経
過
と
と
も
に
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
生
涯
を
と
ら
え

て
み
た
か
っ
た
」

の
だ
と
、
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
記
し
て
い
る
。
困
難
な
仕
事
で
あ
る

だ
け
に
、
著
者
は
一
層
情
熱
を
燃
や
し
、
闘
志
を
湧
か
せ
た
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
い
く
つ
か
の
偶
然
が
、
こ
の
仕
事
へ
の
契
機
と
な
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
一
つ
に
、
「
文
庫
」
時
代
に
兄
事
し
た
滝
沢
秋

暁
へ
宛
て
た
烏
水
の
書
簡
五
十
五
通
に
、
信
州
上
田
の
滝
沢
家
で
始
め
て

接
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
新
発
見
の
資
料
を

駆
使
し
て
、
著
者
は
雑
誌
「
ア
ル
プ
」
の
昭
和
四
十
五
年
十
月
号
か
ら
、

「
文
庫
」
時
代
の
烏
水
に
つ
い
て
連
載
し
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結

局
そ
の
稿
が
十
八
回
に
及
び
、
さ
ら
に
こ
の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
た

「
小
島
烏
水
・
山
の
風
流
使
者
伝
」
の
連
載
へ
と
引
き
つ
が
れ
て
、
こ
の

部
は
二
十
二
回
に
及
ん
で
、
大
正
二
年
ま
で
の
烏
水
像
が
描
き
上
げ
ら
れ

た
。
本
書
に
は
右
の
雑
誌
連
載
分
の
う
ち
、
生
い
立
ち
か
ら
明
治
四
十
三

年
ま
で
が
収
録
さ
れ
た
が
、
こ
の
年
が
、
一
方
に
お
い
て
「
文
庫
」
の
廃

刊
、
他
方
に
お
い
て
名
著
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
の
〃
第
一
巻
〃
が
完
成
し

た
と
い
う
転
機
に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
本
書
を
通
読
す
る
と
、

こ
こ
に
半
生
の
区
切
り
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
の
適
切
さ
が
、
よ
く
理
解
さ

れ
る
。

本
書
は
「
横
浜
山
王
山
」
と
題
す
る
章
で
は
じ
ま
る
。
幼
少
期
か
ら
烏

水
が
育
っ
た
環
境
を
描
き
な
が
ら
、
そ
れ
が
人
間
形
成
へ
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
か
を
探
り
当
て
る
第
一
章
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
連
載
を
ひ

と
ま
ず
終
え
た
後
に
書
き
下
さ
れ
た
文
章
な
の
で
、
こ
の
評
伝
へ
の
た
く

ま
ざ
る
導
入
部
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
の
章
に
わ
た
る
充
実
し
た
内
容
に
こ
ま
か
く
触
れ
て
行
く
こ
と
は

不
可
能
な
の
で
、
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
な
印
象
を
記
す
と
、
ま
ず
感
ず
る
こ
と

は
、
こ
の
評
伝
の
中
に
太
い
三
本
の
流
れ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
互
い
に
も

つ
れ
合
い
な
が
ら
成
長
し
て
行
く
過
程
が
、
手
際
よ
く
描
か
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
流
れ
の
一
つ
は
、
「
文
庫
」
を
主

舞
台
と
す
る
烏
水
の
文
学
活
動
で
あ
り
、
次
い
で
、
そ
の
間
に
次
第
に
色

を
濃
く
す
る
紀
行
文
作
家
と
し
て
の
一
面
が
あ
り
、
第
三
に
、
紀
行
文
と

表
裏
一
体
を
な
す
山
旅
の
愛
好
に
は
じ
ま
り
、
次
第
に
探
検
登
山
へ
の
情

熱
を
燃
や
す
に
到
る
壮
年
期
の
活
動
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
少
年
時
代
に
早

く
も
芽
生
え
た
錦
絵
な
ど
へ
の
傾
倒
が
、
後
年
の
浮
世
絵
研
究
、
版
画
蒐

集
へ
と
発
展
す
る
流
れ
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
か
か
わ
り
合
い
を
、
著
者
は

資
料
に
即
し
て
官
観
的
に
語
っ
て
く
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
は
、
複

雑
に
も
つ
れ
た
糸
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
烏
水
そ
の
人
の
人

間
形
成
の
過
程
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

資
料
に
即
す
る
と
い
う
点
で
は
、
前
記
の
滝
沢
秋
暁
あ
て
書
簡
を
中
心

に
据
え
た
「
文
庫
」
時
代
の
記
述
が
、
本
書
前
半
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
時
期
の
烏
水
に
関
し
て
は
、
『
山
岳
』
の
前
記
記
念
号
に

河
井
酔
茗
が
「
烏
水
と
『
文
庫
』
」
、
田
部
重
治
が
「
文
芸
批
評
家
と
し
て
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図書紹介

の
小
島
君
」
を
執
筆
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
親
し
い
同
時
代
人
の
眼
で
烏
水
の

業
績
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
他
に
は
詳
述
さ
れ
た
も
の
を

見
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
本
書
は
、
従
来
の
明
治
文
学
史
あ
る
い
は
文
壇
史

に
お
い
て
看
過
さ
れ
が
ち
な
側
面
に
、
新
た
な
光
を
投
じ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
第
五
章
「
や
れ
だ
い
こ
」
な
ど
は
、
そ
の
意
味
で
立
派
な
寄
与

を
な
す
佳
篇
と
思
わ
れ
る
。

紀
行
文
家
と
し
て
の
烏
水
の
め
ざ
ま
し
い
成
長
が
、
「
文
庫
」
で
の
活

動
と
重
な
り
な
が
ら
進
ん
で
行
く
過
程
に
つ
い
て
も
、
こ
の
評
伝
か
ら
教

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
・
漢
文
脈
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、
誇
張
の
多
い
初

期
の
紀
行
文
か
ら
、
苦
心
を
重
ね
て
烏
水
の
新
し
い
文
体
が
育
て
ら
れ
て

行
く
あ
た
り
、
文
筆
の
人
で
あ
る
著
者
の
観
察
は
的
を
射
て
お
り
、
興
味

深
い
も
の
が
あ
る
。
「
扇
頭
小
景
」
に
始
ま
る
諸
著
作
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
「
雲
表
」
を
近
藤
さ
ん
は
高
く
評

価
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

司
雲
表
』
に
は
山
岳
会
創
設
直
後
の
烏
水
の
、
自
然
に
た
い
す
る
共

感
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
文
章
に
あ
り
が
ち
で
あ

っ
た
、
お
し
つ
け
が
ま
し
く
、
誇
張
に
み
ち
た
表
現
で
は
な
く
て
、
人

間
と
自
然
と
の
大
い
な
る
対
話
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
か
た
ち
で
流
れ
は

じ
め
て
い
る
。
」

こ
の
紀
行
文
作
家
と
し
て
烏
水
と
表
裏
一
体
を
な
す
登
山
家
・
烏
水
の

像
に
つ
い
て
は
、
本
会
会
員
が
比
較
的
よ
く
親
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
第
六
章
以
下
の
多
く
の
章
に
わ
た
る
探
検
登
山
時
代
の
山
旅
に
関
す

る
著
者
の
詳
し
い
記
述
に
よ
っ
て
》
改
め
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
と
く
に
著
者
は
、
烏
水
が
探
検
登
山
の
折
に
辿
っ
た
登
路
に
つ
い

て
納
得
の
ゆ
か
ぬ
場
合
は
、
し
ば
し
ば
追
跡
登
山
を
行
な
っ
て
ま
で
、
確

認
の
労
を
と
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
五
年
の
槍
ヶ
岳
登
山
の
際
、
烏
水
一

行
が
沢
渡
か
ら
霞
沢
を
湖
行
し
て
稜
線
を
越
え
梓
川
へ
降
っ
た
上
で
槍
を

目
指
し
て
い
る
点
を
確
め
る
た
め
、
霞
沢
岳
東
面
か
ら
の
ル
ー
ト
踏
査
を

二
回
実
施
し
（
本
会
会
報
『
山
』
三
五
三
、
三
六
九
、
三
七
○
の
各
号
に

詳
し
い
報
告
が
あ
る
）
、
ま
た
明
治
四
十
、
四
十
一
年
の
烏
水
に
よ
る
白

峰
三
山
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
迂
回
路
の
謎
を
解
く
た
め

に
追
跡
登
山
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
に
つ
い
て
、
本
文
中

に
こ
と
ご
と
し
く
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
補
注
や
「
あ
と
が
き
」
に

は
、
こ
れ
ら
追
跡
山
行
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
著
者
の
丹
念
な
調
査
と
し
て
、
こ
の
評
伝
中
で
も
一
つ
注

目
さ
れ
る
の
は
、
第
十
二
章
の
「
『
甲
斐
の
白
峰
』
を
め
ぐ
っ
て
」
で
あ

る
。
か
っ
て
本
会
の
創
立
六
十
周
年
記
念
講
演
会
（
昭
和
四
十
年
十
月
十

五
日
）
で
、
武
田
久
吉
博
士
が
「
山
岳
会
創
立
前
後
」
と
題
し
て
講
演
を

さ
れ
た
折
、
こ
の
白
峰
登
山
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
最
近
い
ろ
い
ろ
研
究
し

て
み
る
と
、
小
島
氏
自
身
が
登
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
登

っ
た
記
事
を
換
骨
奪
胎
し
て
、
こ
し
ら
え
た
」
（
『
山
岳
』
第
六
十
一
年
所

載
）
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
武
田
さ
ん
は
、
そ
れ
よ
り
先
、
他
の

山
岳
雑
誌
に
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
、
烏
水
に
と

っ
て
不
名
誉
な
架
空
登
山
記
の
件
は
、
既
に
か
な
り
広
く
知
ら
れ
て
い
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た
。
し
か
し
、
武
田
さ
ん
が
挙
げ
た
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
記
事
と
は
何
か
に
つ

い
て
、
著
者
は
武
田
説
に
納
得
で
き
な
い
点
が
あ
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ

調
査
の
末
に
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の
「
甲
斐
ヶ
根
山
の
登
山
」
記
が
掲
載
さ

れ
た
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
」
一
九
○
二
年
十
一
月
一
日

号
を
国
会
図
書
館
で
探
し
当
て
た
の
で
あ
っ
た
。

原
文
と
対
照
の
結
果
、
烏
水
の
「
換
骨
奪
胎
」
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。

今
さ
ら
古
傷
を
：
。
…
と
不
快
に
感
ず
る
人
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
一
方
、
評

伝
を
書
く
に
当
っ
て
は
、
避
け
て
通
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
著
者
に
と
っ

て
も
快
よ
い
仕
事
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
紀
行
文
の
「
室
内
握
造

は
論
外
」
と
断
じ
た
烏
水
自
身
が
「
文
筆
家
と
し
て
八
神
ｖ
を
お
そ
れ

ぬ
、
き
わ
め
て
大
胆
不
敵
な
行
為
を
お
こ
な
っ
た
」
の
は
何
故
か
、
と
い

う
一
つ
の
謎
に
、
近
藤
さ
ん
は
正
面
か
ら
取
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
謎

を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
間
形
成
を
探
る
一
助
に
し
よ
う
と
努
力

す
る
。「

私
は
烏
水
そ
の
人
の
ア
・
モ
ラ
ル
な
行
為
を
惜
し
む
が
、
彼
の
明
治

三
十
年
代
の
先
駆
的
栄
光
に
暗
い
影
を
お
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
認

め
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
」

と
著
者
は
記
し
、
こ
の
暗
い
影
を
招
い
た
遠
因
を
、
烏
水
そ
の
人
の
生
い

立
ち
を
通
じ
て
形
づ
く
ら
れ
た
性
情
、
処
世
態
度
な
ど
に
も
求
め
つ
つ
、

「
烏
水
の
山
岳
鐙
仰
の
こ
こ
ろ
、
そ
の
表
現
と
し
て
の
紀
行
文
や
エ
ッ
セ

イ
が
、
た
と
え
烏
水
個
人
の
た
ん
な
る
趣
味
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
文
筆
家

と
し
て
の
彼
が
ア
マ
チ
ュ
ア
の
あ
い
ま
い
な
領
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と

こ
ろ
に
」
主
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
詳
述
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、
こ
の
問
題
を
扱
う
著
者
の
筆

は
、
ま
こ
と
に
キ
メ
こ
ま
か
で
、
烏
水
の
人
間
的
な
弱
さ
の
一
面
を
悲
し

げ
に
眺
め
つ
つ
描
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
さ
え
受
け
る
。
武
田
さ
ん
が
講

演
の
な
か
で
「
結
局
小
島
君
の
は
山
へ
行
っ
て
来
る
と
記
事
を
お
も
し
る

お
か
し
く
書
い
て
、
原
稿
料
を
貰
え
ば
よ
か
っ
た
」
と
冗
談
ま
じ
り
で
話

さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
近
藤
さ
ん
の
方
は
、
む
し
ろ
対
照
的
な
立
場
に
立

っ
て
、
烏
水
の
気
持
を
探
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
文
学
者
の
眼

を
感
じ
る
と
い
っ
て
は
、
素
人
の
評
者
と
し
て
い
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
内
容
に
触
れ
な
が
ら
所
感
を
記
し
て
き
た
が
、
終
始
頭
に
浮
ん

だ
の
は
、
著
者
自
身
が
十
分
に
承
知
の
上
で
あ
る
評
伝
を
書
く
こ
と
の
む

つ
か
し
さ
で
あ
り
、
さ
ぞ
か
し
近
藤
さ
ん
は
苦
労
し
た
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
「
要
は
私
自
身
の
小
島
烏
水
を
書
い
て
ゆ
く
ほ
か
は
な
ど

と
決
意
し
た
こ
と
が
「
あ
と
が
き
」
に
見
え
る
が
、
そ
の
決
意
に
よ
っ

て
、
小
島
烏
水
伝
は
む
し
ろ
立
派
な
客
観
性
を
備
え
た
作
品
と
な
っ
た
、

と
私
は
感
じ
る
の
で
あ
る
。
後
半
生
に
わ
た
る
続
篇
に
つ
い
て
も
、
一
層

の
健
筆
を
期
待
し
て
筆
を
掴
く
。

な
お
、
五
○
．
ヘ
ー
ジ
近
い
附
録
に
は
、
詳
細
な
補
注
と
烏
水
著
作
・
執

筆
記
事
（
明
治
三
十
一
年
ｌ
明
治
四
十
三
年
）
が
含
ま
れ
て
、
著
者
の
並

並
な
ら
ぬ
調
査
の
跡
が
示
さ
れ
て
い
る
。
装
頓
、
造
本
な
ど
に
も
こ
ま
や

か
な
配
慮
が
あ
っ
て
、
い
か
に
も
本
造
り
を
愛
し
た
烏
水
を
語
る
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
完
結
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
詳
細
な
索
引
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を
お
願
い
し
た
い
。

織
内
信
彦
著
Ａ
５
判
本
文
三
一
二
頁

あ
と
が
き
四
頁
ス
ケ
ッ
チ
一
葉
（
カ
ラ
ー
）

写
真
六
葉
一
九
七
七
年
十
月
茗
渓
堂
刊

定
価
二
五
○
○
円

『
堰
松
帯
』
に
続
く
著
者
二
冊
目
の
山
に
関
す
る
随
想
集
で
あ
る
。
定

年
に
な
っ
て
少
し
余
裕
が
で
き
、
気
ま
ま
に
山
行
や
旅
の
計
画
を
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
四
年
間
に
亘
る
快
心
の
山
行
の
記
録
や
、
山

を
通
し
て
の
人
や
本
と
の
付
き
合
い
が
主
な
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
は
四
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
最
初
の
「
快
晴
の
山
抄
」
で
は
、
昭

和
四
七
年
四
月
か
ら
昭
和
五
一
年
三
月
ま
で
の
天
候
に
恵
ま
れ
た
山
行
の

記
録
一
六
篇
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
日
本
山
岳
会
の
た
め
永

年
尽
力
し
、
よ
き
山
の
先
輩
や
仲
間
、
あ
る
い
は
山
の
人
達
と
親
し
く
交

わ
り
、
自
然
や
山
に
対
し
て
穏
当
な
意
見
を
持
ち
、
山
の
美
し
さ
に
対
し

て
限
り
な
い
憧
撮
を
抱
き
、
定
年
を
過
ぎ
て
も
山
か
ら
離
れ
な
い
ど
こ
ろ

か
益
々
山
に
惹
か
れ
て
い
る
と
い
う
山
の
優
等
生
で
あ
る
。
困
難
な
ル
ー

ト
の
開
拓
や
、
厳
し
い
岩
や
氷
と
の
対
決
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
が
、
随
所

快
晴
の
山

’

〔
島
田
巽
〕

に
登
山
の
本
質
に
関
す
る
問
題
や
、
美
し
い
人
間
関
係
、
あ
る
い
は
自
然

保
護
に
対
す
る
強
い
関
心
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
山
の
よ
き
伝
統
を

伝
え
る
木
暮
理
太
郎
、
大
島
亮
吉
、
田
部
重
治
、
高
村
光
太
郎
等
の
文
章

も
よ
く
引
用
さ
れ
、
格
調
あ
る
随
想
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
の
「
回
想
の
山
々
」
は
必
ず
し
も
現
在
か
ら
過
去
を
回
想
し
た
文

章
で
は
な
く
、
新
旧
の
原
稿
一
三
篇
が
含
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
九
年
や
一

五
年
頃
に
書
か
れ
た
も
の
な
ど
多
少
文
体
も
異
な
る
が
、
変
り
な
い
著
者

の
山
に
対
す
る
気
持
が
披
瀝
さ
れ
、
徳
沢
に
牛
や
馬
が
遊
ん
で
い
た
頃
の

梓
河
原
の
四
季
を
懐
し
み
、
海
外
で
の
岳
人
の
心
な
き
行
動
に
胸
を
痛

め
、
あ
る
い
は
中
央
ア
ジ
ア
の
高
原
に
見
果
て
ぬ
夢
を
託
す
な
ど
、
著
者

の
持
つ
ロ
マ
ン
と
も
相
俟
っ
て
、
私
共
を
暖
か
く
静
か
な
自
然
の
中
へ
と

導
い
て
く
れ
る
。

第
三
の
「
人
と
本
」
に
は
書
物
や
文
献
あ
る
い
は
手
紙
を
通
じ
て
山
と

人
と
の
関
係
を
論
じ
た
一
二
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
に
始

ま
り
、
高
島
北
海
、
藤
島
敏
男
、
深
田
久
弥
、
児
島
勘
次
、
伊
藤
隼
氏
等

幾
人
か
の
真
の
山
岳
人
の
横
顔
が
、
著
者
の
温
厚
な
人
柄
を
反
映
し
て
人

間
味
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
登
山
と
言
っ
て
も
結
局
人

間
活
動
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
、
私
達
は
強
く
反
省
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し

て
著
者
が
先
人
を
渇
仰
し
、
山
仲
間
の
心
尽
し
に
感
激
し
、
朴
訪
な
山
小

屋
の
主
と
胸
を
開
い
て
交
わ
り
、
素
朴
な
山
村
の
人
々
を
心
か
ら
愛
す
る

気
持
を
改
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
の
「
海
外
紀
行
」
に
は
昭
和
四
七
年
の
ロ
ッ
キ
ー
、
昭
和
四
八
年
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本
書
に
添
え
ら
れ
た
写
真
は
著
者
の
絵
心
を
反
映
し
て
、
季
節
感
な
り

雰
囲
気
な
り
が
よ
く
出
て
い
る
が
、
中
で
も
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
は
巻
頭

の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
著
者
と
は
ス
ケ
ッ
チ
山
行
に
同
行
し
た
よ
し
み
も

あ
っ
て
、
本
書
が
で
き
た
と
き
著
者
が
私
に
先
ず
示
さ
れ
た
の
が
、
こ
の

ス
ケ
ッ
チ
の
頁
で
あ
っ
た
。
所
詮
生
徒
の
絵
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
山
里
寿

男
先
生
辺
り
か
ら
は
早
速
立
体
感
不
足
な
ど
の
批
判
が
戻
っ
て
来
る
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
鮮
や
か
な
色
彩
と
言
い
、
快
晴
の
さ
わ
や
か
さ
と
言

い
、
実
に
よ
く
春
の
秩
父
の
感
じ
が
出
て
い
る
。
著
者
に
と
っ
て
も
快
心

の
作
で
あ
り
、
こ
の
一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
の
た
め
に
、
陦
跨
な
く
書
名
ま
で

決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
程
で
あ
る
。

「
の
ぼ
り
た
い
と
思
う
山
は
ま
だ
沢
山
あ
る
は
ず
だ
。
少
な
く
と
も
当

惜
し
ま
れ
る
。

暮
か
ら
正
月
に
か
け
て
の
ネ
パ
ー
ル
、
並
び
に
昭
和
五
一
年
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
へ
の
三
篇
の
旅
行
記
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
一
般

的
紹
介
の
他
に
、
人
間
に
汚
さ
れ
て
い
な
い
美
し
い
氷
河
、
湖
水
、
厚
生

林
と
、
そ
れ
ら
の
保
護
の
行
届
い
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
驚
き
、
河
口
慧

海
の
探
検
的
な
大
旅
行
に
対
す
る
傾
倒
の
気
持
、
あ
る
い
は
し
つ
ら
え
ら

れ
た
旅
行
よ
り
も
、
野
性
的
な
旅
の
方
が
遥
か
に
魅
力
的
な
点
な
ど
よ
く

表
現
さ
れ
て
い
て
読
む
者
の
心
を
打
つ
。
ま
た
食
事
へ
の
関
心
が
強
く
、

至
る
所
メ
ニ
ュ
ー
の
描
写
や
作
り
方
の
説
明
な
ど
が
あ
っ
て
、
大
変
興
味

深
い
。
た
だ
片
仮
名
の
地
名
が
頻
繁
に
出
て
く
る
文
章
に
は
、
簡
単
な
概

念
図
で
も
添
え
て
あ
れ
ば
、
一
層
真
実
感
が
出
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ー
バ
ー
著
横
川
文
雄
訳

四
六
判
本
文
二
九
二
。
ヘ
ー
ジ
折
込
付
録

一
九
七
七
年
九
月
山
と
渓
谷
社
刊
定
価

一
四
○
○
円

本
書
の
原
著
は
因
の
§
煙
目
国
号
閏
．
即
侭
の
回
帰
冒
胃
員
の
ｌ
己
角

冒
番
号
ご
胃
忌
。
印
画
懲
鰯
ｌ
〕
く
閏
屑
国
犀
園
。
冒
閏
目
厨
Ｐ

冨
冒
目
①
目
・
乞
置
で
あ
る
。

ず
っ
し
り
と
し
た
読
み
ご
た
え
の
あ
る
技
術
書
で
あ
る
。
著
者
の
豊
富

な
経
験
が
圧
縮
さ
れ
て
、
そ
の
ま
ま
文
字
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

分
い
や
一
生
か
け
て
も
登
る
山
に
こ
と
欠
く
こ
と
は
あ
る
ま
い
」
と
い
う

著
者
の
言
葉
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
更
に
第
三
、
第
四
の
文
集
は
出
る
に

違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
今
後
の
山
行
に
お
い
て
感

動
を
も
っ
て
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
の
数
々
や
、
興
趣
を
も
っ
て
撮
影
さ
れ

た
写
真
等
に
よ
り
、
是
非
そ
れ
ら
を
飾
っ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

な
お
本
書
に
は
限
定
百
部
の
著
者
署
名
入
り
特
製
本
（
皮
装
、
天
金
、

本
文
用
紙
レ
オ
守
ハ
ル
キ
ー
、
定
価
九
八
○
○
円
）
の
あ
る
こ
と
を
付
言
し

て
お
く
。
〔
中
村
純
一
一
〕

現
代
登
山
技
術
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の
体
験
が
解
説
の
行
間
に
、
に
じ
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
体
験
報
告
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
風
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
技
術
解
説
の
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
補
っ
て
、
山
の
登
り
方
の
と
く

に
大
切
な
面
に
触
れ
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、
著
者
の
豊
富
な
経
験
を
生
か

し
て
、
こ
の
部
分
が
も
っ
と
も
っ
と
拡
充
さ
れ
た
な
ら
ば
、
一
層
効
果
的

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

内
容
の
分
量
に
つ
い
て
見
る
に
、
二
一
○
組
の
さ
し
絵
を
含
ん
で
い
る

が
、
全
ペ
ー
ジ
を
文
字
に
換
算
す
る
と
、
原
稿
用
紙
約
七
○
○
枚
と
い
う

大
冊
で
あ
る
。
そ
の
配
分
は
、
序
論
か
ら
一
般
的
山
歩
き
に
関
す
る
部
分

が
合
計
で
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
登
筆
に
関
す
る
部
分
が
残
り
の
七
六
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
重
点
の
お
き
方
が
推
測
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
評
者
の
立
場
を
振
り
か
え
っ
て
見
る
に
、
長
い
間
、
岩
登
り
な

ど
の
登
肇
に
は
携
わ
っ
て
い
な
い
し
、
人
工
登
筆
と
い
え
ば
古
典
的
な
吊

上
げ
技
術
か
振
子
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
く
ら
い
し
か
経
験
し
て
い
な
い
者
が
、

こ
う
し
た
傾
向
の
書
物
を
論
評
す
る
資
格
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
し

か
し
編
集
者
か
ら
は
執
筆
免
除
の
許
し
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
と
に
か

く
自
分
の
気
づ
い
た
点
だ
け
で
も
述
守
へ
る
こ
と
に
す
る
が
、
芥
川
龍
之
介

の
「
木
に
よ
っ
て
魚
を
求
む
る
論
法
」
た
る
譲
り
は
免
が
れ
な
い
か
も
知

れ
な
い
。

本
書
を
登
山
技
術
の
「
教
科
書
」
と
し
て
通
読
し
て
見
る
と
、
な
か
な

か
立
派
な
出
来
ば
え
で
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
気
に
か
か
る
部
分
が
な
い

で
は
な
い
。

例
え
ば
、
確
保
法
に
つ
い
て
は
、
用
具
を
活
用
し
た
方
法
を
優
先
し
て

い
る
。
肩
確
保
な
ど
の
古
典
的
方
法
は
本
書
で
は
む
し
ろ
軽
視
さ
れ
て
い

る
が
、
日
本
の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
間
で
は
、
こ
れ
を
制
動
確
保
と
上
手
に
組

合
わ
せ
て
、
優
れ
た
方
法
に
発
展
さ
せ
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に

付
記
し
て
お
き
た
い
。

折
込
付
録
の
中
に
、
「
本
書
の
印
刷
中
に
行
わ
れ
た
実
験
に
よ
る
と
」

云
々
な
ど
と
い
う
文
字
を
見
る
と
、
性
能
の
は
っ
き
り
つ
か
め
て
い
な
い

方
法
ま
で
推
奨
し
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
初
心
者
を
も
対
象
に
し

て
い
る
教
科
書
に
お
い
て
は
、
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
方
法
は
付
録
の
中
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
解

説
の
あ
い
ま
い
な
部
分
を
見
か
け
る
。
例
え
ば
カ
ラ
ビ
ナ
・
ブ
レ
ー
キ
確

保
の
項
を
見
る
と
、
最
上
欄
に
あ
る
図
は
、
制
動
第
二
段
階
よ
り
も
強
力

な
方
法
で
あ
る
が
、
ど
の
段
階
に
属
す
る
か
は
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
制
動
第
一
段
階
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
図
解
も
解
説
も
与
え
ら
れ
て
い

な
い
。
次
に
ム
ン
タ
ー
・
ブ
レ
ー
キ
確
保
の
最
上
欄
の
図
は
普
通
段
階

（
本
文
五
四
．
ヘ
ー
ジ
の
図
で
は
第
三
段
階
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
段

階
の
図
と
本
質
的
に
は
同
じ
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

時
に
は
矛
盾
し
た
記
述
も
見
か
け
る
。
日
本
で
グ
リ
ッ
プ
・
ビ
レ
イ
と

呼
ば
れ
る
方
法
に
つ
い
て
、
一
七
四
．
ヘ
ー
ジ
で
は
「
こ
の
八
確
保
ｖ
の
し

か
た
を
、
わ
れ
わ
れ
は
断
固
し
り
ぞ
け
る
串
へ
き
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
、

一
方
二
六
八
。
ヘ
ー
ジ
に
お
い
て
は
「
確
保
用
に
使
う
が
、
と
く
に
二
番
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目
の
者
の
確
保
に
よ
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

再
び
付
録
に
戻
っ
て
、
肩
確
保
に
関
す
る
部
分
に
「
前
腕
に
ザ
イ
ル
を

か
ら
ま
せ
て
制
動
効
果
を
高
め
る
」
と
し
て
あ
る
。
こ
の
場
合
の
前
腕

は
、
ど
ち
ら
の
腕
と
い
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ド

イ
ツ
式
の
肩
確
保
の
解
説
で
あ
る
か
ら
、
被
確
保
者
側
た
る
右
腕
と
判
断

さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
や
り
方
は
、
制
動
効
果

を
高
め
る
以
前
に
、
確
保
姿
勢
を
崩
し
て
確
保
を
失
敗
さ
せ
る
悪
い
方
法

で
あ
る
。
た
だ
し
被
確
保
者
側
の
右
腕
で
は
な
く
、
反
対
に
、
わ
れ
わ
れ

が
制
動
手
と
呼
ん
で
い
る
左
腕
に
ザ
イ
ル
を
か
ら
ま
せ
る
こ
と
は
、
制
動

効
果
を
大
い
に
上
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
悪
影
響
も
小

さ
い
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
が
、
そ
の
へ

ん
の
所
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
本
書
に
お
い
て
は
、
用
具
や
方
法
に
つ
い
て
経
験
に
基
づ
い
て
、

細
か
な
所
ま
で
行
届
い
た
詳
し
い
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
反
面
、
初
心
者

向
き
の
大
切
な
注
意
事
項
が
無
視
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
上

級
者
に
と
っ
て
も
指
導
上
大
切
な
点
で
あ
る
か
ら
、
教
科
書
と
し
て
は
省

い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
登
山
用
ザ
イ

ル
の
岩
角
な
ど
鋭
角
に
対
す
る
意
外
な
弱
さ
に
つ
い
て
、
強
調
さ
れ
て
い

な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ラ
イ
マ
ー
は
伝
統
的
に
ザ
イ
ル
の
問
題
を
真
剣
に

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
欧
米
人
は
意
外
に
楽
観
的
で
あ

る
。
ま
た
制
動
確
保
の
具
体
的
な
コ
ツ
を
つ
か
む
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
別
に
問
題
も
な
い
と
い

っ
た
調
子
で
省
略
を
し
て
い
る
。

雪
崩
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
降
雪
量
が
少
な
く
て
寒
冷
な
ョ
－
ロ
ッ
パ

の
山
に
お
け
る
経
験
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
た
い
て

い
の
場
合
、
雪
崩
は
人
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
」
と
い
う
言
葉
に
よ

く
表
れ
て
い
る
が
、
大
雪
の
降
り
や
す
い
日
本
の
山
で
は
、
自
然
発
生
の

雪
崩
が
上
流
か
ら
襲
っ
て
く
る
例
が
大
き
な
比
重
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

注
意
し
て
ほ
し
い
。

次
に
、
こ
れ
も
少
な
い
降
雪
量
と
低
気
温
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
が
、
「
勾
配
が
お
よ
そ
四
○
度
を
越
え
る
急
斜
面
」
で
は
少

量
の
雪
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
滑
降
す
る
の
が
普
通
だ
と
し
て
重
要
視
し
て
い
な

い
が
、
日
本
で
は
本
格
的
な
乾
燥
新
雪
雪
崩
に
と
っ
て
、
四
○
度
く
ら
い

の
斜
面
が
最
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
な
り
厚
い
雪
崩
が
出
る

可
能
性
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
降
る
そ
ば
か
ら
、
サ
ラ
サ
ラ
と
流
れ
て
し

ま
う
の
は
、
日
本
で
は
六
○
度
以
上
の
斜
面
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
雪
崩
事
故
の
ほ
と
ん
ど
九
○
％
は
、
北
面
か
ら
北
と
東
を
越
え

て
南
東
に
至
る
八
日
陰
の
斜
面
ｖ
で
起
こ
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
で
は
南
東
斜
面
を
中
心
と
し
て
事
故
が
多
い
。
従
っ
て
一
般
論

と
し
て
は
、
む
し
ろ
日
陰
の
斜
面
で
な
い
場
合
が
多
い
・

日
本
の
冬
山
で
、
新
雪
雪
崩
に
対
し
て
最
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
降
雪
中
と
そ
の
翌
日
あ
た
り
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
右
の
よ
う

な
着
眼
を
頭
に
入
れ
て
お
け
ば
、
本
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日

本
の
山
で
も
役
に
立
つ
ラ
ヴ
ィ
ー
ネ
ン
ク
ン
デ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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た
だ
し
「
雪
崩
の
な
か
で
泳
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど
と
あ
る
の
は
ど
う

か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
何
回
も
書
い
た
の
で
省
略
す

る
が
、
次
の
行
に
あ
る
「
両
手
で
口
の
前
に
呼
吸
す
る
空
間
を
あ
け
て
」

お
く
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
評
者
と
し
て
は
強
く
推
奨
し
た
い
方
法
で
あ

テ
（
》
Ｑ

教
科
書
は
思
想
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
信
念
の
な
い
教
師
は
い

く
ら
知
識
が
豊
富
で
あ
っ
て
も
雑
学
の
徒
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
か
ら
優
れ

た
生
徒
は
育
ち
に
く
い
・
本
書
は
鋏
と
糊
で
で
っ
ち
上
げ
た
資
料
集
で
は

な
い
。
実
践
や
そ
の
他
調
査
研
究
か
ら
得
た
知
識
を
集
約
し
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
本
は
初
級
、
中
級
の
登
山
者
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
教
科
書
と
し
て
取
り
あ
げ
る
本
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
上
級
の

ク
ラ
イ
マ
ー
が
、
新
知
識
を
吸
収
す
る
た
め
の
参
考
書
に
近
い
。
原
著
副

題
の
ロ
の
埼
原
爵
号
冒
胃
臼
①
卑
四
凶
の
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
内
容
で
あ

る
。
し
か
し
本
書
の
内
容
を
優
れ
た
も
の
と
し
て
推
奨
す
る
上
級
ク
ラ
イ

マ
ー
の
多
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
ぜ
ひ
申
添
え
て
お
き
た
い
・

こ
こ
で
日
本
の
ク
ラ
イ
マ
ー
に
望
み
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
悪

場
か
ら
の
脱
出
や
負
傷
者
の
救
出
に
詳
し
い
人
が
少
な
い
の
で
、
そ
う
し

た
こ
と
を
練
習
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
て
お
い
て
頂
き
た
い
こ
と
で
あ
る
。

本
書
で
は
こ
う
し
た
問
題
を
と
く
に
重
点
的
に
は
扱
っ
て
い
な
い
が
、
こ

こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
程
度
の
こ
と
は
追
試
し
て
、
い
つ
で
も
役
に
立
つ

よ
う
に
し
て
お
い
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

ま
た
初
級
、
中
級
の
ク
ラ
イ
マ
ー
に
望
み
た
い
こ
と
は
、
本
書
の
中
の

新
し
い
技
術
を
試
み
る
場
合
に
は
、
必
ず
上
級
ク
ラ
イ
マ
ー
の
指
導
の
も

と
に
実
験
し
て
頂
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

登
山
技
術
を
文
字
で
解
説
す
る
こ
と
は
意
外
に
難
し
い
・
ジ
ェ
フ
リ
・

ヤ
ン
グ
の
マ
ゥ
ン
テ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
は
さ
し
絵
を
全
く
使
わ
ず
に
、
文
字

だ
け
で
的
確
に
動
作
を
表
現
し
て
い
る
（
文
章
そ
の
も
の
は
難
解
で
あ
る

が
）
。
し
か
し
こ
の
本
に
は
、
何
を
い
わ
ん
と
す
る
の
か
意
味
の
つ
か
み

に
く
い
部
分
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
部
分
で
は
著
者
も
執
筆
し

な
が
ら
隔
靴
掻
痒
の
感
を
持
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
せ
め
て
さ
し
絵

を
ふ
や
す
な
ど
し
て
詳
し
く
説
明
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

本
書
の
翻
訳
は
四
名
の
訳
者
の
協
力
に
な
り
、
そ
れ
を
横
川
文
雄
氏
が

校
閲
し
た
も
の
で
あ
る
。
訳
文
は
総
体
的
に
見
れ
ば
よ
く
こ
な
れ
て
い

》
（
》
Ｏ

登
山
技
術
書
に
と
っ
て
用
語
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
の

登
山
用
語
は
か
な
り
崩
れ
た
部
分
が
あ
り
、
英
独
混
血
な
ど
は
珍
し
く
も

な
い
が
、
本
書
で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
解
説
抜
き
で
日
本
訳
し
て
い
る
場

合
が
多
い
。
例
え
ば
日
本
語
の
「
足
場
」
は
英
語
の
の
冨
胃
①
の
意
味
に

使
わ
れ
た
り
す
。
吾
○
匡
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
本
書
で

は
そ
の
い
ず
れ
と
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
か
な
り
読
み
進
ん
で
ど

う
や
ら
、
国
目
。
①
の
意
味
ら
し
い
と
推
定
し
た
次
第
で
あ
る
。

本
書
の
場
合
、
原
語
を
そ
の
ま
ま
仮
名
書
き
し
た
の
で
は
、
一
般
の
人

に
は
耳
慣
れ
な
い
ド
イ
ツ
語
だ
か
ら
、
覚
え
に
く
い
と
い
う
面
が
あ
る

が
、
せ
め
て
日
本
訳
す
る
た
び
に
原
語
を
併
記
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
ド
イ
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シ
語
は
日
本
語
と
違
っ
て
古
典
舜
明
誤
時
よ
く
残
し
て
、
体
系
の
整
っ
た

言
葉
だ
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
登
山
用
語
の
概
略
だ
け
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

〔
金
坂
一
郎
〕

川
喜
田
二
郎
編
Ｂ
６
判
二
五
四
ペ
ー
ジ

一
九
七
七
年
七
月
朝
日
新
聞
社
刊
定
価

九
八
○
円

本
書
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
全
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
た
小

事
典
で
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
語
源
で
「
雪
の
棲
み
家
」
を
意
味
す

る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
大
陸
の
北
に
そ
び
え
立
つ
雪
の
山
を
さ
す
。
こ
の
地

域
は
極
め
て
広
大
で
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ブ

ー
タ
ン
各
国
に
ま
た
が
り
、
こ
の
全
域
を
指
し
て
通
称
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
呼

ぶ
。

こ
の
地
域
に
最
も
早
く
足
を
踏
み
込
み
、
最
も
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
歩

い
た
の
は
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
か
ら
そ
の
隣
接
す
る
諸
国
に
か
け
て
、
大
規

朝
日
小
事
典
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

模
な
地
図
作
成
の
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
た
、
当
時
の
イ
ン
ド
陸
軍
測
量
部

（
サ
ー
ベ
イ
・
オ
ブ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
）
の
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
た
現

地
人
測
量
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
名
も
な
い
初
期
の
探
検
家
達
に
よ
っ

て
少
し
づ
つ
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
も
、
開
拓
時
代
に
入
っ
て

イ
ギ
リ
ス
の
測
量
官
た
ち
の
、
三
角
測
量
法
に
よ
る
地
図
作
成
に
よ
っ

て
、
山
の
位
置
と
高
度
が
次
々
と
測
量
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
今
日
に

至
る
登
山
の
時
代
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
は
ま
は
政
治
的
に
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
外
部

か
ら
の
立
入
を
政
治
的
に
拒
み
続
け
て
き
た
。
こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
も
、
刻
々

と
変
る
政
治
情
勢
の
中
で
、
未
知
な
も
の
へ
の
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
る
人
間

と
、
物
質
文
明
の
威
力
に
よ
り
神
秘
の
ベ
ー
ル
を
次
々
に
ぬ
い
で
い
っ

た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
高
峰
も
ほ
と
ん
ど
が
登
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
盛
ん
な
登
山
活
動
と
同
時
に
、
地
質
、
気
候
、
植
物
、
動
物
等

の
学
術
調
査
、
さ
ら
に
諸
民
族
の
人
類
学
的
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
次
第
に
神
秘
の
ベ
ー
ル
を
脱
さ
れ
つ
つ
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ

で
は
あ
る
が
、
そ
の
知
識
が
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
民
族
、
政
治
、
経
済

等
々
各
方
面
か
ら
立
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
一
般
向
け
書
籍
と
し
て
と
り

ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
七
年
に
は
、
本
書

の
編
者
を
中
心
と
し
、
委
託
研
究
を
受
け
て
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
の
民
族
と

政
治
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
し
、
一
九
七
二
年
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
焦

点
を
し
ぼ
っ
た
包
括
的
資
料
が
海
外
技
術
協
力
事
業
団
（
現
国
際
協
力
事

業
団
）
よ
り
「
ネ
パ
ー
ル
農
業
開
発
計
画
業
務
参
考
報
告
書
」
と
し
て
取
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り
ま
と
め
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
一
般
大
衆
向
け
の
も
の
で
は
な
か
↓
｜
た

が
、
特
に
前
者
は
、
本
書
編
さ
ん
の
基
盤
と
な
っ
た
貴
重
な
研
究
報
告
書

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

本
書
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
全
体
を
把
握
す
る
目
標
を
も
っ
て
刊
行
さ
れ

た
。
こ
の
広
大
な
地
域
の
自
然
か
ら
人
間
生
活
に
わ
た
る
複
雑
な
多
彩
さ

は
実
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
近
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
つ
い
て

知
り
得
た
知
識
は
、
お
び
た
だ
し
い
量
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ま
た
、
、
ハ
ラ

バ
ラ
で
あ
る
こ
と
も
現
実
で
あ
る
。

編
者
は
本
書
の
ま
え
が
き
で
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
知
的
な
ま
た
情
緒
的
な
興
味
か
ら
い
っ
て
も
、
実
際
的
な
問
題
の
解

決
か
ら
い
っ
て
も
、
今
日
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
ひ
と
つ
は
、
全
体
と

し
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
土

地
、
人
、
歴
史
か
ら
始
ま
っ
て
、
近
代
化
、
自
然
、
探
検
・
登
山
に
ま
で

及
ん
で
い
る
。
小
事
典
で
は
あ
る
が
、
こ
の
全
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
出

そ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
」

こ
う
し
た
編
集
の
方
針
に
そ
っ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
に
造
詣
の
深
い
二

十
数
名
の
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
分
担
し
て
こ
の
本
の
執

筆
に
当
っ
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
料
が
多
く
て
入
手
し
や
す
い
ネ
パ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
全
分
野
に
つ
い
て
充
実
し
た
取
り
ま
と
め
が
行
な
わ
れ
て
い
る

反
面
、
他
地
域
に
つ
い
て
は
全
般
に
わ
た
っ
て
の
記
載
に
も
の
た
り
な
さ

を
感
じ
る
面
も
あ
る
。
ま
た
、
自
然
科
学
、
人
文
科
学
の
面
は
特
に
充
実

し
た
執
筆
陣
を
も
っ
て
、
深
い
掘
り
さ
げ
を
行
っ
て
い
る
が
、
歴
史
等
の

項
で
は
ま
だ
掘
り
さ
げ
の
た
ら
な
い
面
を
感
じ
な
い
で
も
な
い
。
こ
れ

も
、
政
治
的
事
由
に
基
づ
く
こ
の
地
域
へ
の
入
域
の
困
難
さ
と
、
こ
の
地

域
の
持
つ
い
い
知
れ
ぬ
神
秘
の
響
き
で
、
わ
れ
わ
れ
を
惹
き
つ
け
る
要
素

を
未
だ
残
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
全
域
と
い
う
観
点
か
ら
い
う
と
、
多
少
消
化
不

良
気
味
の
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
の
現
状
か
ら
み

る
と
、
二
五
四
頁
の
こ
の
小
冊
子
の
中
に
こ
れ
だ
け
の
内
容
を
編
ん
だ
編

集
者
の
熱
意
に
、
た
だ
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

本
書
で
は
「
文
明
の
交
差
す
る
と
こ
ろ
」
「
地
域
」
「
民
族
」
「
歴
史
」

「
近
代
化
」
「
自
然
」
「
探
検
と
登
山
」
の
各
章
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
語
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
文
明
の
交
差
す
る
と
こ
ろ
Ｉ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
こ
の
地
域
に
も
自

然
に
加
え
歴
史
が
あ
り
、
人
の
営
み
が
あ
る
。
人
種
や
民
族
の
移
動
の
十

字
路
と
い
う
半
面
を
備
え
な
が
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
人
間
の
棲
み
家
と
し
て

障
害
で
も
あ
り
、
ま
た
隠
れ
家
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
文
化
の
特
殊
性

な
ら
び
に
共
通
性
等
、
こ
の
地
の
近
代
化
に
至
る
ま
で
の
文
明
論
。

②
地
域
ｌ
西
は
カ
ラ
コ
ル
ム
か
ら
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
、
ガ
ル
ワ

ー
ル
、
ネ
パ
ー
ル
、
シ
ッ
キ
ム
、
ブ
ー
タ
ン
、
ア
ッ
サ
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に

わ
た
る
多
様
な
地
域
性
に
つ
い
て
語
り
、
お
お
ま
か
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
イ
メ

ー
ジ
を
把
握
す
る
。

③
民
族
ｌ
厳
し
い
自
然
の
中
で
複
雑
多
様
な
地
域
性
に
ふ
さ
わ
し
く
、
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多
彩
な
民
族
が
住
ん
で
い
る
。
こ
の
章
の
大
部
分
は
現
地
に
入
っ
て
親
し

く
そ
こ
に
住
む
住
民
と
交
際
し
、
観
察
・
研
究
を
行
っ
た
人
々
に
よ
っ

て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
諸
民
族
の
概
観
や
社
会
構
造
、
言
語
、
宗
教
等
、
彼
ら
の

築
い
て
き
た
独
自
の
文
化
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。

ア
ジ
ア
の
中
央
は
昔
か
ら
諸
民
族
の
交
錯
す
る
舞
台
で
あ
っ
た
が
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
は
そ
の
一
角
に
あ
っ
て
厳
し
い
自
然
で
人
々
を
拒
む
一
方
、
避
難

所
と
し
て
か
く
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
複
雑
多
様
な
地
域
性
に
見
合

っ
た
幾
つ
も
の
文
化
の
層
が
累
積
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

④
歴
史
ｌ
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
の
民
族
の
多
く
は
素
朴
な
民
族
で
あ
り
、
固

有
の
文
字
や
文
書
を
持
つ
人
々
は
少
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
中
世
以
前

の
歴
史
を
文
書
に
基
づ
い
て
探
る
こ
と
は
極
め
て
難
か
し
い
・
説
話
・
伝

説
等
に
よ
り
わ
ず
か
に
う
か
が
い
知
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
た
め
本
章
で

は
近
代
史
を
中
心
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
に
本
章
の
占
め
る
割
合

が
非
常
に
少
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

⑤
近
代
化
Ｉ
こ
の
章
で
は
ま
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
、
印
パ
問
題
、
中
印

問
題
等
政
治
的
状
況
の
難
か
し
さ
、
緩
衝
地
帯
と
し
て
の
こ
の
地
域
の
特

殊
性
等
国
際
環
境
の
現
状
を
紹
介
し
て
い
る
。
更
に
、
経
済
と
農
業
に
か

な
り
の
頁
を
さ
い
て
い
る
が
、
こ
の
項
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
で
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
る
ネ
パ
ー
ル
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
も
独
立
国
で

包
括
的
な
資
料
の
得
や
す
い
こ
と
、
研
究
者
が
現
地
に
入
れ
る
数
少
な
い

地
域
で
あ
る
こ
と
の
結
果
で
あ
ろ
う
か
。

経
済
の
項
に
お
い
て
は
、
そ
の
構
造
の
特
殊
性
や
現
況
の
分
析
と
と
も

に
、
わ
が
国
の
経
済
協
力
、
さ
ら
に
今
後
へ
の
課
題
に
ま
で
筆
が
お
よ

ぶ
。

⑥
自
然
Ｉ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
魅
力
の
筆
頭
は
、
や
は
り
何
と
い
っ
て
も
そ
の

類
い
稀
な
自
然
と
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
地

質
、
気
候
、
氷
河
、
植
物
、
動
物
の
各
項
に
分
け
て
、
現
地
調
査
の
豊
か

な
経
験
を
有
す
る
研
究
者
が
執
筆
に
あ
た
っ
て
い
る
。

地
形
区
分
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
生
い
た
ち
、
モ
ン
ス
ー
ン
お
よ
び
高
山
地
域

気
候
の
特
殊
性
、
氷
河
、
植
生
動
物
区
系
か
ら
昆
虫
、
雪
男
ま
で
が
記
載

さ
れ
、
こ
の
地
域
に
築
か
れ
た
人
間
の
社
会
、
文
化
の
背
景
を
理
解
す
る

の
に
大
い
に
役
立
つ
。

⑦
探
検
と
登
山
ｌ
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
た
ち
、
次
い
で
イ

ギ
リ
ス
の
軍
人
や
役
人
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
旅
や
探
検
か
ら
始
ま
り
、

冒
頭
で
記
し
た
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
の
活
躍
等
、
イ
ン
ド
測
量
局
の
測
量
と
地

図
作
り
●
の
時
代
を
迎
え
た
記
録
が
語
ら
れ
て
い
る
。
や
が
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
地

域
は
世
界
の
屋
根
を
め
ざ
す
登
山
家
、
研
究
者
の
対
象
と
な
り
、
登
山
・

調
査
の
黄
金
時
代
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
と
探
検
の
す
ぐ
れ
た
解
説
書
と
し
て
、
ケ
ー
ス
・
メ

イ
ス
ン
、
Ｇ
・
Ｏ
・
デ
ィ
ー
レ
ン
フ
ル
ト
や
深
田
久
弥
氏
の
著
作
が
あ
る

が
、
本
章
で
は
「
地
域
区
分
」
に
そ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
分
の
活
動
状

況
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
に
収
め
ら
れ
た
「
探
検
・
登
山
史

年
表
」
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
主
要
高
山
表
（
山
名
、
高
度
、
初
登
頂
な
ど
）
」
は

非
常
に
明
解
に
編
さ
ん
さ
れ
て
お
り
好
感
が
持
て
る
。
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図書紹介

日
本
山
岳
会
学
生
部
編
判
型
二
一
×
二
○

セ
ン
チ
本
文
二
七
一
頁
巻
頭
写
真
一
六

葉
（
カ
ラ
ー
八
、
モ
ノ
ク
ロ
八
）
一
九
七

八
年
二
月
茗
渓
堂
刊
定
価
三
六
○
○
円

日
本
山
岳
会
学
生
部
の
年
報
第
六
号
を
興
味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
中
で
特
に
編
集
者
の
企
画
の
中
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
大

学
山
岳
部
の
原
点
を
探
る
」
を
、
大
学
山
岳
部
で
育
ち
四
年
間
過
ご
し
た

Ｏ
Ｂ
の
一
人
と
し
て
、
編
集
者
の
意
図
す
る
も
の
が
痛
い
ほ
ど
感
じ
ら
れ

た
。

な
お
、
本
書
は
目
次
、
索
引
（
全
体
図
、
部
分
図
）
と
も
に
Ｋ
・
Ｊ
法

で
図
解
さ
れ
、
利
用
が
便
利
な
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

執
筆
者
二
五
名
の
う
ち
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現
地
で
調
査
に
あ
た
っ
て
い

る
の
を
み
て
も
、
戦
後
マ
ナ
ス
ル
登
山
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
、
学
術
調
査
の
結
果
が
本
書
に
集
大
成
さ
れ
た
思
い
の
す
る
一
冊
で

あ
る
。
こ
の
一
冊
が
一
つ
の
指
標
と
な
っ
て
、
ま
だ
埋
め
ら
れ
て
い
な
い

地
域
、
分
野
の
研
究
調
査
が
進
展
す
れ
ば
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。

〔
松
沢
憲
夫
〕

年
報
第
六
号

編
集
者
ら
は
、
編
集
後
記
の
中
で
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
大
学
山
岳
部

へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、
卒
直
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
昨
今
、
大
学
山
岳
部
の
低
迷
化
な
る
言
葉
を
、
よ
く
耳
に
し
た
り
、

目
に
す
る
。
そ
の
度
に
、
大
学
山
岳
部
で
育
っ
た
僕
は
、
言
い
知
れ
ぬ
く

や
し
さ
と
寂
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
確
か
に
最
近
、
大

学
山
岳
部
関
係
者
の
好
山
行
の
記
録
は
少
な
い
が
、
基
礎
体
力
・
技
術
は

過
去
と
そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
足
り
な
い
（
劣
る
）

の
は
、
お
も
し
ろ
い
山
行
を
し
よ
う
と
す
る
意
欲
で
は
な
い
か
・
・
・
：
．
」

た
し
か
に
「
大
学
山
岳
部
の
低
迷
化
」
な
る
言
葉
を
直
接
、
間
接
的
に

聞
い
た
り
す
る
。
そ
う
言
う
意
味
で
、
た
し
か
に
自
分
自
身
の
心
の
中
に

も
編
集
者
と
同
様
な
気
持
が
潜
在
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
風

潮
を
非
常
に
く
や
し
く
思
っ
て
い
る
。
「
大
学
山
岳
部
の
低
迷
化
」
と
言

う
よ
り
、
「
大
学
山
岳
部
の
マ
ン
ネ
リ
化
」
な
る
言
葉
の
方
が
適
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
言
う
の
は
加
盟
団
体
の
積
雪
期
山
行
記
録

八
七
○
年
か
ら
七
六
年
Ｖ
を
見
て
も
、
同
じ
時
期
に
同
じ
と
こ
ろ
へ
出
か

け
て
い
る
よ
う
な
山
行
が
あ
ま
り
に
も
多
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
北
ア
ル

プ
ス
に
「
表
銀
座
・
裏
銀
座
」
と
か
仮
称
を
つ
け
て
地
図
に
出
て
い
る
時

代
で
あ
る
。
一
般
登
山
者
の
行
く
と
こ
ろ
が
悪
い
と
言
う
の
で
は
な
い

が
、
も
う
少
し
し
た
ら
「
冬
の
学
生
銀
座
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。
毎
年
同
じ
と
こ
ろ
へ
行
く
よ
り
も
、
も
う
少
し
地
域
研
究
を
し
、

意
欲
的
な
お
も
し
ろ
い
登
山
を
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と
思
う
。
そ
れ

に
よ
り
一
番
満
足
で
き
る
の
は
当
事
者
な
の
で
あ
り
、
登
山
の
お
も
し
ろ
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さ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
そ
の
深
さ
を
充
分
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
そ
う
言
う
努
力
を
し
な
い
限
り
は
マ
ン
ネ
リ
化
を
打
破
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
う
。
一
度
、
個
性
的
な
登
山
を
味
わ
え
ば
、
そ
の
興
味

を
忘
れ
ら
れ
ず
、
次
々
に
視
点
を
変
え
た
登
山
を
計
画
す
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。

登
山
と
言
う
行
為
は
、
そ
も
そ
も
非
生
産
的
な
行
為
で
あ
っ
て
、
「
遊

び
」
で
あ
る
と
思
う
か
ら
、
常
に
満
足
の
ゆ
く
環
境
や
条
件
の
も
と
で
活

動
す
る
と
言
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
人
間
と
言
う
も

の
は
困
難
な
環
境
に
存
在
し
て
い
る
方
が
進
歩
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
と

に
登
山
に
つ
い
て
言
え
ば
、
困
難
が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
困
難
が
な
け
れ
ば
登
山
な
ど
は
定
義
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

学
生
部
年
報
第
六
号
の
特
集
と
し
て
構
成
さ
れ
た
「
大
学
山
岳
部
の
原

点
を
探
る
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
山
行
記
録
は
、
全
て
共
通
点
と
し
て
何
ら

か
の
条
件
や
制
約
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
山
岳
部
の
背
景
を
基

盤
と
し
、
現
実
の
問
題
を
考
慮
し
、
さ
ら
に
将
来
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
山
行
記
録
を
通
じ
て
、
執
筆
者
達
が
登
山

計
画
か
ら
実
行
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
苦
悩
苦
悶
し
て
い
る
姿
勢
が

充
分
う
か
が
え
る
し
、
ま
た
執
筆
者
ら
の
後
輩
達
へ
期
待
し
て
い
る
意
図

と
言
う
も
の
も
、
読
み
と
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

困
難
な
条
件
や
制
約
は
、
克
服
す
る
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
登
山
を
考
え
る
上
で
は
さ
け
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り

も
価
値
あ
る
こ
と
は
、
困
難
を
打
ち
破
っ
た
時
の
喜
び
で
あ
る
。
登
山
に

お
い
て
目
標
を
定
め
、
そ
の
た
め
に
一
歩
々
々
努
力
す
る
と
言
う
過
程
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

「
大
学
山
岳
部
の
原
点
を
探
る
」
に
掲
載
さ
れ
た
記
録
は
、
そ
う
言
う

意
味
で
、
現
実
の
困
難
を
乗
り
切
り
、
将
来
の
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て

全
員
が
努
力
し
て
登
山
を
実
践
し
て
い
る
記
録
で
あ
る
。

戦
前
の
早
大
に
よ
る
「
滝
谷
」
、
立
教
大
に
よ
る
「
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
」

は
、
登
山
そ
の
も
の
が
ま
だ
世
間
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
な
い
時
代
の

登
山
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
等
は
そ
こ
に
パ
イ
オ
ニ
ア
的
意
義
を
見
い
出

し
、
登
山
の
先
駆
者
と
し
て
の
自
負
を
も
っ
て
い
た
。
現
在
か
ら
考
え
る

と
大
変
幸
せ
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
よ
り
も
最
初

に
実
行
す
る
時
の
困
難
を
克
服
し
た
、
そ
の
情
熱
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
終
戦
直
後
の
日
大
に
よ
る
「
北
鎌
尾
根
独
標
側
稜
よ
り
北
穂
高

岳
往
復
」
、
慶
大
に
よ
る
「
春
の
剣
岳
よ
り
西
穂
高
へ
」
は
、
終
戦
の
混

乱
と
物
資
不
足
と
言
う
時
代
に
、
一
致
協
力
し
合
っ
て
登
山
活
動
に
専
念

し
た
、
積
極
的
な
盛
り
上
が
り
を
感
じ
さ
せ
て
す
が
す
が
し
い
・
そ
の
時

代
的
背
景
に
は
、
英
国
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
頂
点
と
す
る
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
へ
の
初
登
頂
ラ
ッ
シ
ュ
の
幕
明
け
が

あ
り
、
そ
の
国
際
的
レ
ー
ス
に
日
本
山
岳
界
が
参
加
し
て
立
派
な
成
果
を

お
さ
め
て
き
た
基
盤
が
、
こ
う
し
た
学
生
登
山
活
動
の
中
か
ら
つ
ち
か
は

れ
て
来
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ

て
行
な
わ
れ
た
日
大
に
よ
る
「
宇
奈
月
よ
り
西
穂
高
」
、
芝
工
大
に
よ
る

「
利
尻
岳
」
は
、
学
生
闘
争
激
化
の
時
代
の
産
物
で
あ
り
、
大
学
山
岳
部
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そ
の
も
の
よ
り
大
学
自
体
が
問
わ
れ
る
敏
感
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
純
粋

に
登
山
へ
の
志
向
を
通
し
た
そ
の
行
動
は
、
大
学
山
岳
部
と
し
て
の
原
点

を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
何
よ
り
も
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
ご
く
最
近
の
都
立
大
に
よ
る
「
白
馬
名
剣
尾
根
」
と
早
大
に
よ

る
「
大
タ
テ
ガ
ピ
ン
よ
り
八
シ
峰
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
昨
今
耳
に
す

る
い
わ
ゆ
る
「
大
学
山
岳
部
の
低
迷
」
の
時
代
の
記
録
で
あ
る
。
過
去
の

大
学
山
岳
部
は
何
十
人
も
の
部
員
で
大
々
的
な
極
地
法
登
山
を
展
開
し
た

が
、
そ
ん
な
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
山
岳
部
員
減
少
と
言
う
条
件
の
も
と

で
、
機
動
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
行
な
っ
た
登
山
で
あ
り
、
そ
れ
は

は
っ
き
り
と
過
去
の
大
学
山
岳
部
の
集
団
登
山
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
皮
し

た
新
し
い
登
山
で
あ
る
と
云
え
る
。
彼
ら
が
決
し
て
低
迷
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

‐
最
近
の
大
学
山
岳
部
は
、
困
難
を
な
る
べ
く
さ
け
て
登
山
を
す
る
と
言

う
、
何
か
ス
ケ
ー
ル
の
小
さ
く
な
っ
た
登
山
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
・
本
書
を
味
読
し
て
、
も
っ
と
登
山
に
対
し
て
一
途
な
情
熱
と
負
欲
な

意
欲
を
ふ
る
い
起
し
登
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

〔
桐
生
恒
治
〕

の巳号日吾①勺①日ぐ旨ロシロ号の弔回再Ｈ○○ａ崖⑦息印国置口ｏ餌四口』”○鼻○亨届Ｐ

‐
ず
『
］
○
ず
昌
甸
．
罰
月
声
①
Ｈ

目
冨
と
宮
口
の
Ｑ
号
。
｛
ｇ
ご
邑
騨
℃
醇
昌
》
匡
嚴
§
”
↑

目
冨
シ
日
①
己
８
回
シ
巷
冒
の
Ｑ
巨
戸
ｚ
の
急
忠
○
詩
Ｑ
ご

本
書
は
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
案
内
書
の
第
一
巻
で
ブ
ラ
ン
カ
及
び
ロ
ス

コ
山
域
に
つ
い
て
取
扱
っ
て
い
る
。
案
内
書
の
編
集
方
法
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
出
回
っ
て
い
る
案
内
書
に
似
て
い
る
が
、
Ａ
５
判
ほ
ど
の
大
き
さ
で
ポ

ケ
ッ
ト
・
サ
イ
ズ
で
は
な
い
か
ら
、
手
軽
に
扱
え
る
と
は
い
え
な
い
。
し

か
し
、
本
書
の
内
容
は
唯
の
案
内
書
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ペ
ル
ー
・

ア
ン
デ
ス
に
お
け
る
小
登
山
史
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
つ
い
て
の
注
意
、
服

装
、
食
糧
、
酸
素
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
、
著
者
の
経
験
を
基
礎
に

し
て
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
医
療
の
項
で
は
、
伝
染
病
や
高
度

順
化
、
更
に
は
著
者
が
持
参
し
た
薬
品
の
種
類
と
か
、
外
科
用
医
療
具
に

つ
い
て
も
詳
述
し
て
い
る
。

プ
ラ
ン
カ
山
城
の
最
高
峰
ワ
ス
カ
ラ
ン
南
峰
（
六
七
六
八
メ
ー
ト
ル
）

に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
三
二
年
の
初
登
頂
以
来
三
つ
の
ル
ー
ト
と
、
三

つ
の
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
・
ル
ー
ト
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
当
該
地

昌
日
呂
苛
口
冨
（
白
い
氷
）
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域
で
登
頂
さ
れ
た
山
々
に
つ
い
て
は
年
度
別
、
各
ル
ー
ト
別
に
殆
ん
ど
の

記
録
を
網
羅
し
、
記
述
も
単
に
山
行
報
告
資
料
を
無
味
乾
燥
に
要
約
せ

ず
、
適
当
に
興
味
を
引
く
記
述
も
残
す
よ
う
に
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

当
会
の
「
山
岳
」
か
ら
も
引
用
さ
れ
て
あ
る
。
四
年
間
に
わ
た
る
あ
ら
ゆ

る
方
面
か
ら
の
資
料
収
集
と
、
こ
の
案
内
書
を
作
る
下
地
と
も
な
っ
た
十

数
年
に
及
ぶ
こ
の
地
域
で
の
地
質
・
地
誌
学
者
と
し
て
の
活
動
に
裏
打
ち

さ
れ
た
内
容
は
流
石
で
あ
る
。
勿
論
協
力
者
が
居
た
の
で
は
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
を
ま
と
め
る
労
力
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
調
査
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
当
然
未
登
峰
も
、
未
登
ル
ー

ト
も
混
じ
っ
て
い
る
筈
だ
が
、
今
日
の
登
山
団
体
が
出
版
す
る
案
内
書
の

あ
り
方
と
し
て
、
こ
う
し
た
も
の
は
掲
載
し
て
い
な
い
と
断
り
書
き
を
し

て
あ
り
、
巻
頭
に
は
「
我
々
は
コ
ル
デ
ィ
ェ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
の
美
を
守
る

義
務
が
あ
る
…
」
と
う
た
っ
て
い
る
。

巻
末
に
ま
と
め
て
あ
る
現
地
言
葉
の
発
音
の
仕
方
と
か
、
言
葉
の
意
味

に
つ
い
て
記
述
し
た
箇
所
は
、
言
語
学
上
か
ら
も
興
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

長
い
年
月
を
要
す
る
労
作
の
宿
命
と
し
て
、
最
近
の
記
録
が
載
っ
て
い

な
い
と
い
う
欠
陥
は
あ
る
が
、
・
へ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
の
当
該
地
域
を
知
ろ

う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
付
録
の
地
図
（
十
万
分
の
一
）
二
葉
と
と
も
に

本
書
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
案
内
書
と
い
え
よ
う
。

〔
岡
沢
祐
吉
〕

会
員
諏
訪
多
栄
蔵
、
吉
永
定
雄
、
阿
部
和
行
、
薬
師
義
美
氏
ら
が
中
心

と
な
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
地
図
集
成
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
記
事
を
、
日
経

新
聞
夕
刊
で
見
た
の
は
、
昨
年
十
月
二
十
五
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど

立
派
な
出
来
栄
え
で
誕
生
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ

る
。

巻
頭
に
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
嘗
○
さ
１
日
ｇ
と
、
そ
の
裏
面
に
グ

レ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
（
三
百
万
分
の
一
）
の
折
込
み
が
あ
り
、
つ
づ
い
て

高
山
竜
三
氏
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
－
人
と
風
土
と
題
し
た
カ
ラ
ー
写
真
十
六

頁
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
姿
ば
か
り
で
な
く
動
植
物
、
住
民

と
生
活
、
ゴ
ン
パ
等
等
が
、
か
な
り
広
範
囲
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
て
そ

れ
だ
け
で
も
一
つ
の
立
派
な
作
品
と
思
わ
れ
る
。
つ
い
で
在
田
一
則
氏

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
地
形
と
地
質
」
上
田
豊
氏
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
気
候
と
氷
河
」

高
山
竜
三
氏
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
生
き
る
人
々
」
が
十
二
頁
に
亘
っ
て
述
べ
ら

れ
、
い
よ
い
よ
本
文
の
地
図
が
始
ま
る
。

世
界
山
岳
地
図
集
成
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
編

諏
訪
多
栄
蔵
他
編
著
三
七
セ
ン
チ
×
二
六

セ
ン
チ
三
三
○
頁
一
九
七
七
年
十
二
月

学
習
研
究
社
刊
定
価
一
九
○
○
○
円
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ま
ず
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
二
百
五
十
万
分
の
一
地
図
に
つ
づ
い

て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
’
一
の
写
真
が
現
わ
れ
る
が
、
カ
ラ
ー
八
頁
に
亘

る
山
岳
写
真
は
何
れ
も
素
晴
し
く
且
つ
貴
重
な
も
の
が
多
い
。

地
図
の
第
一
は
ブ
ー
タ
ン
、
つ
い
で
シ
ッ
キ
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
と
そ
の
西
部
、
エ
ベ
レ
ス
ト
、
ク
ン
ブ
・
ヒ
マ
ー
ル
、
ロ

ル
ワ
ー
リ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
、
ラ
ン
タ
ン
・
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
マ
ー
ル
、
マ

ナ
ス
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
・
ヒ
マ
ー
ル
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
・
ヒ

マ
ー
ル
、
カ
ン
ジ
ロ
バ
・
ヒ
マ
ー
ル
、
ア
ピ
・
ナ
ン
バ
・
サ
イ
パ
ル
、
以

上
十
二
面
見
開
き
大
の
地
図
と
、
各
山
群
に
つ
い
て
の
登
山
史
が
参
考
文

献
を
付
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
。

次
に
イ
ン
デ
ィ
ヤ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
し
て
同
様
な
方
針
の
も
と
に
二
百

五
十
万
分
の
一
の
地
図
を
か
か
げ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
’
二
の
カ
ラ
ー
写

真
が
八
頁
収
め
ら
れ
て
い
る
。

同
様
に
見
事
な
作
が
多
い
・
地
図
は
ナ
ン
ダ
・
デ
ヴ
ィ
、
カ
メ
ッ
ト
、

ガ
ン
ゴ
ト
リ
、
レ
オ
・
パ
ル
ギ
ャ
ル
、
ク
ル
、
中
央
ラ
ホ
ー
ル
、
メ
ン
ト

サ
、
キ
シ
ュ
ト
ワ
ー
ル
、
ヌ
ン
・
ク
ン
、
レ
ー
、
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
等
十
一

面
見
開
き
大
の
地
図
と
、
登
山
史
が
添
え
ら
れ
て
い
る
点
は
前
と
同
じ
で

あ
る
。

最
後
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
も
三
十
余
頁
が
あ
て
ら
れ
、
探
検
・

登
山
史
年
表
（
》
一
六
二
四
’
一
九
七
六
年
）
、
地
図
地
名
索
引
三
頁
が
添

付
さ
れ
て
い
る
が
、
前
記
の
各
山
群
の
登
山
史
に
は
本
書
の
多
く
の
部
分

が
あ
て
ら
れ
、
全
体
で
三
三
○
頁
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
現
在
ま
で
の
日
本
人
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
及
び
研
究
の
、

あ
る
意
味
で
は
精
華
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
労
作
で
あ

り
、
編
纂
の
中
心
に
な
っ
た
と
想
像
す
る
諏
訪
多
氏
ら
を
は
じ
め
、
多
く

の
執
筆
者
、
地
図
作
成
者
、
写
真
撮
影
者
、
同
提
供
者
の
協
力
に
賛
辞
を

呈
し
た
い
。
そ
し
て
本
書
が
、
今
後
日
本
に
お
け
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
者
、

研
究
者
の
座
右
に
お
く
べ
き
一
書
と
し
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で

あ
る
こ
と
を
喜
び
た
い
。

最
後
に
私
な
り
の
感
想
を
少
し
述
べ
て
み
る
。
出
来
栄
え
は
既
述
の
通

り
ま
こ
と
に
見
事
で
あ
る
が
、
地
図
集
成
と
銘
う
っ
た
か
ら
に
は
、
も
う

少
し
地
図
の
部
分
が
多
い
こ
と
を
、
実
は
期
待
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
ス

ケ
ッ
チ
・
マ
ッ
プ
式
の
も
の
で
も
、
信
用
で
き
る
も
の
は
、
と
り
入
れ
た

方
が
よ
く
は
な
か
っ
た
か
。
更
に
は
、
日
本
山
岳
会
マ
ナ
ス
ル
隊
作
製
の

マ
ナ
ス
ル
東
面
地
図
と
か
慶
応
隊
に
よ
る
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
地
図
の
よ
う

に
、
実
測
図
の
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
し
、
少
し
古
い
も
の
で
は
カ

ー
ル
・
ウ
ィ
ー
ン
作
製
の
ゼ
ム
地
域
の
地
図
と
か
、
最
近
で
は
Ｅ
・
シ
ュ

ナ
イ
ダ
ー
に
よ
る
エ
ベ
レ
ス
ト
周
辺
の
精
細
な
地
図
（
二
万
五
千
分
の

一
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
編
纂
者
ら
は
、
ご
存
知
で
な
い
筈

は
な
い
。
た
だ
著
作
権
、
版
権
等
の
問
題
で
簡
単
に
と
り
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
と
思
う
。
も
し
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
地
図
の
所
在
を
文
献

上
に
明
示
で
き
な
か
っ
た
も
の
か
。
登
山
史
の
記
述
を
も
っ
と
省
略
し

て
、
例
え
ば
エ
ベ
レ
ス
ト
な
ら
現
在
Ｉ
の
地
図
が
最
良
、
そ
れ
は
ｌ

を
見
よ
、
と
い
っ
た
よ
う
な
記
述
が
望
ま
し
か
っ
た
。
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各
山
群
の
登
山
史
に
は
か
な
り
詳
細
な
参
考
文
献
が
添
え
ら
れ
て
い
る

が
、
む
し
ろ
地
図
の
作
製
史
と
い
っ
た
観
点
か
ら
書
い
て
ほ
し
か
っ
た
と

思
う
。
こ
の
編
纂
者
た
ち
な
ら
そ
れ
が
十
分
出
来
た
か
と
思
う
だ
け
に
、

い
さ
さ
か
惜
し
ま
れ
る
。
ま
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
地
図
の
作
製
史
の
領
域
ま
で

入
り
こ
む
の
は
、
少
し
お
お
ご
と
に
な
る
と
し
て
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
全
域
の

地
図
が
印
度
測
量
局
の
地
図
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
ぬ
と
き
、
そ
の
基
本

的
文
献
で
あ
る
罰
．
国
．
勺
三
房
目
○
吋
田
目
富
国
の
８
号
巴
罰
の
８
ａ
の
烏

昏
の
の
貝
ぐ
ｇ
旦
冒
島
酌
》
、
ぐ
○
豚
．
は
何
を
お
い
て
も
挙
げ
て
お
く
べ
き

文
献
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

本
書
中
地
図
作
製
史
的
見
地
か
ら
の
絞
述
が
、
や
や
見
ら
れ
る
の
は
薬

師
氏
の
「
カ
ン
チ
と
そ
の
西
方
山
域
」
、
同
「
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
」
、
阿

部
氏
の
「
ラ
ン
タ
ン
」
、
吉
永
氏
の
「
カ
ン
ジ
ロ
バ
」
等
で
あ
る
。

な
お
地
図
上
の
山
名
、
地
名
等
を
い
ち
い
ち
詳
細
に
検
討
す
る
時
間
的

余
裕
は
な
か
っ
た
が
、
本
文
中
に
は
少
々
誤
植
が
あ
り
、
一
二
九
’
二
二

一
頁
に
そ
れ
が
や
や
目
立
ち
、
ま
た
二
二
六
頁
（
右
）
の
参
考
文
献
と
し

て
挙
げ
た
Ｈ
Ｊ
の
巻
薮
に
間
違
い
が
あ
る
の
は
、
こ
の
種
の
も
の
と
し
て

は
全
体
を
精
査
し
て
、
是
非
正
誤
表
を
作
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

本
書
は
監
修
者
と
し
て
吉
沢
一
郎
氏
の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
編
纂
者
の

明
記
が
な
い
。
執
筆
者
全
員
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
か
ら
想
像
す
る

以
外
に
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
本
な
の
だ
か
ら
明
記
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

ま
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
篇
で
あ
る
の
に
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
が
含
ま
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
或
い
は
次
に
計
画
中
の
カ
ラ
コ
ル
ム
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ

１
の
方
へ
含
め
る
お
考
え
か
と
推
測
す
る
が
、
そ
れ
な
ら
、
そ
の
点
も
明

記
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
な
お
ア
ッ
サ
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ナ
ム
チ
ャ

・
バ
ル
ワ
周
辺
は
明
瞭
な
も
の
が
入
れ
に
く
か
っ
た
と
思
う
が
、
ス
ケ
ッ

チ
・
マ
ッ
プ
程
度
で
も
収
め
ら
れ
て
い
た
ら
、
よ
か
っ
た
と
考
え
る
。

〔
望
月
達
夫
〕

過
去
六
回
の
挑
戦
を
退
け
て
き
た
エ
、
ヘ
レ
ス
ト
南
西
壁
も
、
一
九
七
五

年
九
月
二
十
四
日
、
遂
に
イ
ギ
リ
ス
隊
に
そ
の
城
を
開
け
渡
し
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
が
い
か
に
難
し
い
対
象
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
そ

れ
が
難
し
け
れ
ば
難
し
い
ほ
ど
、
挑
戦
者
は
後
を
絶
た
ず
、
そ
こ
に
挑
む

登
山
隊
が
あ
る
限
り
、
い
つ
か
は
登
ら
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
こ
と
は
云
う

ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
ん
な
に
早
く
、
こ
ん
な
に
ス
マ
ー
ト
に
箔
エ

ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
が
登
ら
れ
る
こ
と
を
予
想
し
た
人
が
ど
れ
だ
け
い
た
だ

ろ
う
か
。

実
は
、
イ
ギ
リ
ス
隊
が
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
す
る
少
し
前
の
一
九
七
五
年

固
く
閂
①
胃
弓
ケ
①
函
煙
＆
舅
母
〕

I

弄
唱
○
｝
胃
勝
因
○
口
冒
嗅
○
Ｐ

国
（
匙
』
①
Ｈ
四
目
』
、
甘
口
ぬ
ず
さ
ご
）
Ｆ
○
口
』
日
〕
．
』
④
『
・
Ｐ
い
い
④
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七
月
や
私
は
池
日
本
山
岳
会
高
所
登
山
委
員
会
の
メ
ン
季
ハ
ー
の
一
人
と
し

て
、
カ
ト
マ
ン
ズ
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
目
的
は
、
日
本
山
岳
会
が
捲

土
重
来
を
期
し
て
、
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
を
試
み
る
た
め
に
、
登
山
許
可

を
め
ぐ
る
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
だ
っ
た
（
最
終
的
に
は
、
明
大
隊
が
一

九
八
○
年
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
の
許
可
を
取
得
し
た
た
め
に
断
念
）
。

今
や
こ
れ
も
〃
幻
の
計
画
〃
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
当
時
、
わ

れ
わ
れ
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
を
登
る
に
は
、
あ
る
い
は
一
シ
ー
ズ
ン

だ
け
で
は
無
理
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
宮
下
秀
樹
氏
を

中
心
に
、
よ
う
や
く
ま
と
め
あ
げ
た
作
戦
は
、
一
九
七
九
年
の
ポ
ス
ト
・

モ
ン
ス
ー
ン
に
ル
ー
ト
開
拓
と
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
荷
上
げ
を
行

な
い
、
翌
八
○
年
の
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
に
一
気
に
登
り
き
る
と
い
う
、

二
シ
ー
ズ
ン
に
ま
た
が
る
連
続
攻
撃
を
主
体
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

も
し
イ
ギ
リ
ス
隊
が
登
れ
な
か
っ
た
ら
、
南
西
壁
を
め
ぐ
る
戦
い
は
一

九
七
九
年
以
降
に
も
ち
こ
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
な
ら
、
一
番
乗

り
の
入
場
切
符
だ
け
は
手
に
入
れ
て
お
こ
う
、
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の

考
え
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
イ
ギ
リ
ス
隊
の
見
事
な
速
攻
に
よ
る
成
功

の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
と
き
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

し
か
し
、
今
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、
と
く
に
、
隊
長
の
ポ
ニ
ン
ト
ン
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
公
式
報
告
書
で
あ
る
本
書
を
読
ん
で
み
れ
ば
、
エ
ベ
レ

ス
ト
南
西
壁
は
、
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
登
ら
れ
る
べ
く
し
て
登
ら
れ
た

と
い
う
感
が
強
い
。
こ
れ
も
〃
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
〃
な
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
イ
ギ
リ
ス
隊
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
①
強
く
て
優
れ
た
登

山
家
の
結
集
、
②
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
③
用
意
周
到
な
作
戦
計

画
、
の
三
つ
に
要
約
で
き
る
。
と
く
に
、
本
書
を
読
む
と
、
ポ
ニ
ン
ト
ン

の
隊
長
と
し
て
の
活
躍
が
強
烈
な
印
象
を
与
え
、
か
つ
、
ポ
ニ
ン
ト
ン
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
イ
ギ
リ
ス
隊
の
成
功
に
果
た
し
た
役
割
が
い
か
に
大

き
か
っ
た
か
、
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
ボ
ニ
ン
ト
ン
に
会
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
た
ま
た
ま
三
十
分
程
エ

ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
の
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
で
話
し
を
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
と
き
の
彼
の
落
ち
着
い
た
包
容
力
の
あ
る
話
し
振
り
が
、
本
書

を
読
ん
で
い
る
と
、
自
然
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
本
書
で

は
、
直
接
彼
の
登
山
観
や
人
生
観
を
披
瀝
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

む
し
ろ
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
に
真
正
面
か
ら
取
組
ん
で
戦
い
を
挑
ん
で
い

っ
た
具
体
的
な
過
程
を
通
し
て
、
彼
の
人
柄
と
か
登
山
に
対
す
る
姿
勢
を

幾
冊
も
の
他
の
著
書
以
上
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
ボ
ニ
ン

ト
ン
と
話
し
を
し
た
の
は
、
丁
度
、
イ
ギ
リ
ス
隊
に
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
許

可
が
下
り
た
直
後
の
一
九
七
四
年
九
月
だ
っ
た
。
《
白
冨
冨
。
ロ
自
国
ご
切
等

編
集
長
の
ケ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
頼
ん
で
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
面
談
の
約
束

を
と
り
つ
け
た
の
だ
が
、
先
方
の
都
合
で
駄
目
に
な
り
、
結
局
、
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
に
い
る
ポ
ニ
ン
ト
ン
を
電
話
で
呼
び
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
と
き
の
話
題
は
、
①
日
本
隊
と
の
合
同
登
山
の
可
能
性
、
②
ポ
ス
ト
・

モ
ン
ス
ー
ン
の
登
頂
の
可
能
性
、
③
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
突
破
の
ル
ー
ト
選

択
、
の
三
つ
だ
っ
た
。
す
べ
て
基
本
的
な
作
戦
に
関
わ
る
問
題
ば
か
り
だ

っ
た
。
①
に
つ
い
て
は
、
当
然
こ
ち
ら
が
提
起
し
た
問
題
だ
が
、
彼
は
、
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即
座
に
、
「
過
去
の
失
敗
は
二
度
と
繰
り
返
し
た
く
な
ど
と
断
っ
て
き

た
。
②
と
③
は
、
彼
の
方
か
ら
切
り
出
し
て
き
た
こ
と
だ
が
、
ポ
ス
ト
・

モ
ン
ス
ー
ン
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
日
本
隊
（
一
九
七
三
年
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ

Ⅱ
隊
）
の
登
頂
、
が
何
よ
り
の
証
明
で
あ
る
、
と
云
っ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
隊

の
資
料
を
し
き
り
に
欲
し
が
っ
て
い
た
こ
と
と
、
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
の
ル

ー
ト
に
つ
い
て
は
、
左
の
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
か
ら
突
破
す
る
つ
も
り
で
あ
る

こ
と
を
明
言
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

彼
が
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
隊
を
は
じ
め
、
過
去
の
登
山
隊
の
経
験
を
評
価
し
、

そ
の
成
果
を
謙
虚
に
採
り
入
れ
て
き
た
こ
と
は
、
本
書
の
な
か
で
も
随
所

に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
か
ら
思
う
と
、
既
に
そ
の
と
き
、
ポ
ニ
ン
ト

ン
の
頭
の
な
か
に
は
、
作
戦
の
原
型
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
気

が
す
る
。

ポ
ニ
ン
ト
ン
と
い
う
人
は
、
多
分
、
生
来
の
リ
ー
ダ
ー
な
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
点
で
は
、
一
九
五
三
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
々
長
だ
っ
た
ハ
ン
ト

と
よ
く
似
て
い
る
面
が
多
い
。
軍
人
と
し
て
の
共
通
の
経
歴
が
そ
う
思
わ

せ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
登
山
の
好
み
も
ス
タ
イ
ル
も
ま
っ
た
く
異
な

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
、
例
え
ば
、
計
画
の
立

て
方
、
隊
員
の
選
考
、
隊
の
運
営
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
位
置
の
と
り

方
、
と
い
っ
た
面
で
二
人
に
共
通
点
が
多
い
の
が
面
白
い
。

ノ
イ
ス
は
、
皇
ヴ
ェ
レ
ス
ト
ー
そ
の
人
間
的
記
録
』
の
な
か
で
、
ジ

ノ
・
ワ
ト
キ
ン
ス
の
言
葉
を
引
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
「
彼
の
統
卒
す

る
隊
の
な
す
べ
き
こ
と
全
て
を
、
自
分
で
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
い

つ
で
も
引
き
受
け
ら
れ
る
人
物
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
多
分
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
探
検
の
伝
統
か
ら
生
ま
れ
た
、
イ
ギ
リ
ス
的
な
定
義
と
云
え

る
。
し
か
し
、
ハ
ン
ト
と
ポ
ニ
ン
ト
ン
に
共
通
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

理
念
は
、
こ
の
よ
う
に
、
常
に
前
線
に
立
っ
て
、
卒
先
垂
範
で
チ
ー
ム
を

ひ
っ
ぱ
っ
て
い
く
指
揮
官
と
い
う
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の

二
つ
の
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
は
、
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
は

じ
め
て
登
頂
に
成
功
し
て
い
る
。
一
九
五
三
年
の
初
登
頂
の
際
に
、
最
終

攻
撃
の
た
め
に
サ
ウ
ス
・
コ
ル
へ
の
荷
上
げ
を
行
な
っ
た
の
は
ハ
ン
ト
隊

長
自
身
で
あ
っ
た
。
今
回
の
南
西
壁
か
ら
の
登
頂
の
場
合
も
、
問
題
の
ロ

ッ
ク
・
バ
ン
ド
は
、
ニ
ッ
ク
・
エ
ス
コ
ー
ト
と
タ
ッ
ト
・
プ
レ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ト
の
二
人
に
よ
っ
て
あ
っ
さ
り
と
突
破
さ
れ
た
が
、
そ
の
活
躍
を
引
き

出
す
お
膳
立
て
を
つ
く
っ
た
の
は
、
ポ
ニ
ン
ト
ン
隊
長
自
身
で
あ
る
。
隊

の
進
行
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、
彼
が
第
五
キ
ャ
ン
プ
か
ら
上
で
八
日

間
も
頑
張
っ
て
、
ル
ー
ト
を
開
き
、
荷
上
げ
を
し
た
こ
と
が
如
何
に
大
き

な
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し
か
も
、
普
通
の
隊
長

な
ら
、
こ
れ
だ
け
で
も
出
来
過
ぎ
と
い
う
べ
き
で
、
満
ち
足
り
て
、
後
は

他
の
隊
員
に
ま
か
せ
よ
う
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ポ
ニ
ン
ト
ン

は
、
あ
く
ま
で
も
自
ら
が
頂
上
に
立
つ
こ
と
の
魅
力
を
捨
て
き
れ
ず
、
悶

々
と
悩
む
。
こ
う
い
っ
た
、
生
ぐ
さ
い
、
ど
ろ
ど
ろ
し
た
著
者
の
内
面
や

心
理
的
葛
藤
が
赤
裸
々
に
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
本
書
の
最
大
の
魅
力

に
な
っ
て
い
る
。

本
書
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
著
者
は
、
素
材
と
し
て
、
毎
日
テ
ー
プ
レ
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な
お
、
本
書
の
末
尾
に
付
い
て
い
る
資
料
は
、
今
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

を
目
指
す
人
に
貴
重
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
。
と
く
に
、
〃
計
画
に

不
備
な
と
こ
ろ
が
な
い
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
手
段
と
し
て
価
値
が

コ
ー
ダ
ー
に
吹
き
込
ん
だ
日
記
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
る
。
更
に
、
隊
員

の
日
記
や
手
記
、
家
族
へ
の
手
紙
を
ふ
ん
だ
ん
に
織
り
こ
ん
で
、
臨
場
感

を
伝
え
る
の
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
一
次

資
料
が
憩
隊
の
進
行
の
過
程
で
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
や
、
局
面
局
面

で
の
隊
員
の
心
理
、
主
体
的
な
関
わ
り
方
を
解
き
明
か
す
た
め
の
武
器
と

し
て
有
効
に
使
わ
れ
、
隊
長
で
あ
っ
た
著
者
の
眼
を
通
し
て
、
別
の
〃
も

う
ひ
と
つ
の
ド
ラ
マ
〃
と
し
て
、
立
体
的
に
再
構
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
本
書
の
報
告
書
と
し
て
の
価
値
と
新
し
さ
が
あ
る
。

一
九
五
三
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
の
際
は
、
公
式
報
告
書
で
あ
る
ハ

ン
ト
の
《
ヘ
目
冨
少
の
８
貝
昌
男
の
同
２
選
（
皇
ベ
レ
ス
ト
登
頂
』
朝
日
新

聞
社
訳
）
を
補
う
も
の
と
し
て
、
ウ
ィ
ル
フ
リ
ッ
ド
・
ノ
イ
ス
の
《
の
。
巨
昏

○
・
壱
（
皇
ヴ
ェ
レ
ス
ト
ー
そ
の
人
間
的
記
録
』
浦
松
佐
美
太
郎
訳
）
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
狙
い
は
、
や
り
方
は
違
っ
て
も
、
多

分
、
ハ
ン
ト
の
報
告
書
と
ノ
イ
ス
の
手
記
を
一
緒
に
し
た
も
の
を
書
こ
う

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
狙
い
は
、
か
な

り
の
程
度
達
成
さ
れ
た
と
云
え
よ
う
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ら

報
告
書
の
ス
タ
イ
ル
の
相
違
の
な
か
に
、
む
し
ろ
、
二
十
二
年
間
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
の
内
容
と
登
山
家
の
考
え
方
の
変
化
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

平
生
渥
和
〆
。

あ
っ
た
〃
と
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
部

分
は
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

本
書
に
は
、
大
浦
暁
生
、
平
林
克
敏
訳
『
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
ｌ
英
国

登
頂
隊
の
記
録
』
（
昭
和
五
十
二
年
五
月
二
日
、
集
英
社
刊
）
と
題
す
る

全
訳
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
配
慮
さ
れ
た
労
訳
で

あ
る
。
写
真
は
、
原
本
よ
り
は
る
か
に
美
し
く
仕
上
が
っ
て
い
る
。

〔
中
島
寛
〕
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一

昭
和
五
十
三
年
二
月
十
六
日
、
戦
後
の

関
西
支
部
、
と
い
う
よ
り
、
我
が
国
の
ア

ル
ピ
ニ
ズ
ム
再
建
史
の
、
第
一
。
ヘ
ー
ジ
に

登
場
し
た
佐
谷
健
吉
氏
が
逝
っ
た
。
行
年

五
十
八
才
、
脳
溢
血
で
あ
っ
た
。

昭
和
八
年
浪
速
高
校
尋
常
科
よ
り
登
山

を
始
め
た
佐
谷
氏
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
、

主
と
し
て
荒
沢
奥
壁
、
カ
ク
ネ
里
を
中
心

に
活
躍
、
昭
和
十
五
年
東
大
パ
ー
テ
ィ
の

一
員
と
し
て
荒
沢
南
稜
の
積
雪
期
初
登
に

成
功
し
て
い
る
。

大
戦
中
海
軍
航
空
隊
の
内
地
勤
務
で
あ

っ
た
為
、
戦
後
逸
早
く
復
員
し
た
彼
は
、

早
速
篠
田
軍
治
、
西
岡
一
男
、
太
田
敬
、

田
中
栄
蔵
や
岸
田
権
二
と
い
っ
た
人
々
と

関
西
支
部
の
再
建
に
か
か
る
一
方
、
母
校

（
浪
高
）
山
岳
部
の
現
役
を
指
導
し
て
山

行
を
再
開
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
十
月
平
川
沢
二
本
松

尾
根

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
杓
子
フ
ェ
ー

ス
合
宿
（
未
登
）

昭
和
二
十
二
年
八
月
明
神
最
南
峰
東

壁
及
び
中
又
白
奥
壁
の
完
登

昭
和
二
十
二
年
十
月
下
又
白
奥
壁
の

又
、
当
時
の
大
学
山
岳
部
総
極
地
法
登

山
化
の
風
潮
に
対
し
て
、
彼
は
少
数
精
鋭

の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
タ
ッ
ク
方
式
を
信
奉
し
、

実
践
し
、
そ
し
て
成
功
し
た
人
で
あ
っ

た
。
た
と
え
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

で
あ
っ
て
も
最
終
ア
タ
ッ
ク
は
こ
の
タ
ク

テ
ィ
ッ
ク
し
か
な
く
、
最
終
キ
ャ
ン
プ
迄

の
ア
レ
ン
ジ
は
誰
れ
に
で
も
出
来
る
と
い

う
こ
と
、
そ
し
て
登
山
も
又
人
間
の
問
題

で
あ
る
か
ら
、
気
心
の
知
れ
な
い
多
勢
で

佐
谷
健
吉
氏
の
こ
と

完
登

昭
和
二
十
三
年
一
月
鹿
島
槍
北
壁
の

完
登

昭
和
二
十
三
年
三
月
白
馬
三
合
尾
根

初
登

あ
の
戦
後
の
小
舎
も
道
具
も
な
か
っ
た

時
期
に
、
こ
れ
だ
け
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

こ
な
し
た
だ
け
で
な
く
、
学
連
や
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
東
西
交
流
を
精
力
的
に
推
進
す
る
一
方

「
岳
人
」
の
北
ア
ル
プ
ス
記
録
集
を
ま
と

め
る
な
ど
、
彼
の
燃
え
る
様
な
登
山
へ
の

情
熱
は
今
日
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。

行
く
位
な
ら
、
止
め
た
方
が
よ
い
と
、
彼

は
常
々
云
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
彼
の
激
し
い
山
行
も
白
馬
三

合
尾
根
で
ぴ
た
り
と
終
る
。
毎
日
顔
を
出

さ
ぬ
日
の
な
か
っ
た
支
部
ル
ー
ム
に
も
二

度
と
再
び
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
よ
り
警
察
予
備
隊

に
文
官
と
し
て
入
隊
し
、
途
中
で
航
空
自

衛
隊
に
転
じ
、
昭
和
四
十
七
年
、
術
科
教

育
本
部
監
理
部
長
を
最
後
は
停
年
退
職
し

た
。

山
登
り
が
山
と
人
と
の
出
会
い
で
あ
る

反
面
、
山
を
介
し
て
の
人
と
人
と
の
出
会

い
で
あ
る
こ
と
も
真
理
で
あ
る
。
又
、
今

日
の
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
本

来
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
が
変
貌
を

遂
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ

う
し
た
中
で
、
日
の
経
つ
に
つ
れ
て
惜
し

い
人
を
な
く
し
た
と
い
う
感
慨
に
胸
を
打

た
れ
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

没
後
、
生
前
の
功
績
に
よ
り
勲
四
等
瑞

宝
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

〔
徳
永
篤
司
〕

（
佐
谷
氏
は
昭
和
二
十
二
年
入
会
、
会
員
番
号

二
三
九
二
、
後
年
会
籍
を
は
な
れ
た
。
）
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会務報告

◇
七
月
理
事
会
七
月
十
一
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
皆
川
、

鈴
木
、
倉
知
、
黒
石
、
越
田
、
浅
田
、
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
松
丸
、
近
藤
、

小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
故
中
原
万
次
郎
氏
遺
族
よ
り
の
寄
付
の
件

二
、
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件

三
、
図
書
・
集
会
・
海
外
連
絡
・
山
岳
編
集
委
員
会
報
告
の
件

四
、
青
年
懇
談
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
↓
「
山
」
三
八
七
号
参
照
）

◇
九
月
理
事
会
九
月
十
二
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森

（
久
）
、
鈴
木
、
黒
石
、
田
村
、
浅
田
、
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
松
丸
、
近
藤
、

《
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
出
席
者
の
件

二
、
明
治
大
学
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

三
、
熊
本
支
部
二
十
周
年
記
念
行
事
の
件

四
、
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件

五
、
自
然
保
護
・
集
会
・
図
書
・
山
岳
編
集
雪
貝
会
報
告
の
件

昭
和
五
十
二
年
二
九
七
七
）
七
月
ｌ
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
六
月

会
務
報
告

六
、
高
所
登
山
・
遭
難
対
策
委
員
会
報
告
の
件

七
、
青
年
懇
談
会
・
婦
人
懇
談
会
報
告
の
件

八
、
山
研
運
営
委
員
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
‐
「
山
」
三
八
九
号
参
照
）

◇
十
月
理
事
会
十
月
十
一
日
（
火
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
山
本
か
中
川
ハ
橋
本
へ
鈴
木
、
、

大
森
（
薫
）
、
黒
石
、
越
田
、
田
村
、
牧
野
内
Ｆ
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
松
丸
、

近
藤
、
小
原
↑

▽
議
事
・
報
告

一
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

二
、
予
算
状
況
中
間
報
告
の
件

三
、
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件

四
、
山
研
運
営
・
高
所
登
山
・
学
生
指
導
・
図
書
委
員
会
報
告
の
件

五
、
婦
人
懇
談
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
八
九
号
参
照
）

◇
十
一
月
評
議
員
会
十
一
月
十
四
日
（
月
）
ル
ー
ム
・

出
席
者
望
月
、
折
井
Ｐ
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
松
丸
、
小
原
、
大
野
、
織
内
、

山
本
、
中
村
、
細
川
”

▽
議
事
・
報
告

言
名
誉
会
員
推
薦
の
件

二
、
定
款
一
部
変
更
の
た
め
臨
時
総
会
開
催
の
件

三
、
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件
も
‐

◇
十
一
月
理
事
会
十
一
月
十
四
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森

（
久
）
、
皆
川
、
鈴
木
、
大
森
（
薫
）
、
倉
知
、
黒
石
、
越
田
、
田
村
、
牧
野

内
、
嵯
峨
野
、
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
小
原
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▽
議
事
・
報
告

一
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
の
件

二
、
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件

三
、
評
議
員
会
報
告
の
件

四
、
会
長
の
中
国
訪
問
報
告
の
件

五
、
山
日
記
・
山
岳
編
集
委
員
会
報
告
の
件

六
、
高
所
登
山
・
集
会
・
自
然
保
護
・
海
外
連
絡
・
学
生
指
導
・
図
書
・
指
導
委

員
会
報
告
の
件

七
、
婦
人
懇
談
会
報
告
の
件

八
、
信
濃
支
部
三
十
周
年
記
念
出
席
報
告
の
件

九
、
熊
本
支
部
二
十
周
年
記
念
山
行
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
一
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
十
二
月
三
日
（
土
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
大
塚
（
北
海
道
）
、
笠
原
（
岩
手
）
、
柴
田
（
秋

田
）
、
後
藤
（
山
形
）
、
伊
達
（
宮
城
）
、
藤
島
（
越
後
）
、
蒲
生
（
信
濃
代
理
）
、

大
沢
（
山
梨
）
、
山
本
（
静
岡
）
、
松
井
（
岐
阜
）
、
中
田
（
富
山
）
、
亀
田
（
石

川
代
理
）
、
今
西
（
関
西
）
、
野
口
（
東
九
州
）

▽
議
事

一
、
会
務
報
告
の
件

二
、
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件

◇
十
二
月
理
事
会
十
二
月
十
二
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
山
本
、
小
倉
、
中
川
、
大
森

（
久
）
、
皆
川
、
鈴
木
、
黒
石
、
越
田
、
牧
野
内
、
嵯
峨
野
、
浜
野
、
山
崎
、

小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
定
款
一
部
改
正
の
件

二
、
臨
時
総
会
開
催
の
件

三
、
本
会
事
務
所
移
転
期
日
の
件

四
、
中
国
登
山
協
会
と
の
交
流
の
件

五
、
日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
に
団
体
加
盟
の
件

六
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ク
ラ
ブ
五
十
周
年
記
念
に
会
長
出
席
の
件

七
、
会
報
・
山
日
記
編
集
蓉
貝
会
報
告
の
件

八
、
自
然
保
護
・
海
外
連
絡
委
員
会
報
告
の
件

九
、
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
二
号
参
照
）

◇
臨
時
総
会
一
月
十
一
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
会
長
以
下
十
五
名
（
他
委
任
状
出
席
一
四
八
四
名
）

マ
総
会
次
第

一
、
会
長
挨
拶
西
堀
栄
三
郎

二
、
議
長
選
出
織
内
信
彦

三
、
定
款
一
部
改
正
の
件
高
遠
宏

（
右
、
承
認
）

四
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
三
号
参
照
）

◇
一
月
理
事
会
一
月
十
一
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森

（
久
）
、
皆
川
、
鈴
木
、
黒
石
、
越
田
、
田
村
、
嵯
峨
野
、
浅
田
、
浜
野
、
山

崎
、
松
丸
、
近
藤
、
小
原

▽
議
事
。
報
告

一
、
新
ル
ー
ム
・
オ
ー
プ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
件

二
、
ラ
ト
ッ
ク
登
山
隊
の
件

三
、
ル
ー
ム
募
金
の
件
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会務報告

四
、
図
書
委
員
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
三
号
参
照
）

◇
二
月
理
事
会
二
月
十
三
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
山
本
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森

（
久
）
、
鈴
木
、
大
森
（
薫
）
、
黒
石
、
越
田
、
田
村
、
嵯
峨
野
、
浅
田
、
村

山
、
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
松
丸
、
近
藤
、
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
慈
恵
医
大
創
立
百
年
記
念
学
術
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

二
、
ル
ー
ム
移
転
完
了
の
件

三
、
カ
ラ
コ
ル
ム
学
術
遠
征
隊
の
件

四
、
集
会
・
指
導
・
図
書
・
山
研
運
営
委
員
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
四
号
参
照
）

◇
三
月
理
事
会
三
月
六
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
山
本
、
小
倉
、
中
川
、
大
森
（
久
）
、

皆
川
、
鈴
木
、
大
森
（
薫
）
、
黒
石
、
越
田
、
田
村
、
牧
野
内
、
浜
野
、
山
崎
、

金
坂
、
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
昭
和
五
十
三
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

二
、
昭
和
五
十
三
年
度
収
支
予
算
案
承
認
の
件

三
、
総
会
日
時
の
件

四
、
会
長
帰
国
報
告
の
件

五
、
学
生
指
導
・
集
会
・
山
研
運
営
委
員
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
五
号
参
照
）

◇
四
月
理
事
会
四
月
二
十
四
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
皆
川
．
鈴
木
、
大
森
（
薫
）
、

黒
石
、
田
村
、
牧
野
内
、
嵯
峨
野
、
松
丸
、
近
藤
、
小
原

マ
議
事
・
報
告

一
、
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

二
、
昭
和
五
十
二
年
度
収
支
決
算
・
財
産
目
録
承
認
の
件

三
、
昭
和
五
十
三
年
度
役
員
（
監
事
）
候
補
者
の
件

四
、
立
正
大
学
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

五
、
昭
和
五
十
三
年
度
通
常
総
会
提
出
議
案
の
件

六
、
ネ
パ
ー
ル
国
王
来
日
に
関
す
る
件

七
、
東
海
・
関
西
・
宮
城
支
部
総
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
五
号
参
照
）

◇
四
月
評
議
員
会
四
月
二
十
四
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
浜
野
、
金
坂
、
松
丸
、
近
藤
、
小
原
、
大
野
、

織
内
、
山
本
、
水
野
、
中
村
、
細
川

▽
議
事
・
報
告

一
、
昭
和
五
十
三
年
度
役
員
（
監
事
）
候
補
者
推
薦
の
件

二
、
総
会
提
出
議
案
の
件

◇
支
部
長
会
議
五
月
十
二
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
山
川
（
北
海
道
代
理
）
、
佐
藤
（
岩
手
）
、
川
又

（
福
島
代
理
）
、
藤
島
（
越
後
）
、
蒲
生
（
信
濃
代
理
）
、
大
沢
（
山
梨
）
、
山
本

（
静
岡
）
、
尾
上
（
東
海
）
、
松
井
（
岐
阜
）
、
今
西
（
関
西
）

▽
議
事

一
、
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件

二
、
支
部
の
現
状
報
告
の
件

◇
昭
和
五
十
三
年
度
通
常
総
会
五
月
十
二
日
（
金
）
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四

’
二
’
二
十
五
・
私
学
会
館

出
席
者
西
堀
会
長
以
下
二
九
名
（
他
委
任
出
席
一
、
三
○
九
名
）

▽
総
会
次
第
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一
、
会
長
挨
拶
西
堀
詫
栄
三
郎

二
、
会
務
報
告
西
，
１
堀
栄
三
郎

三
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷

四
、
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
報
告
宮
下
秀
樹

五
、
昭
和
五
十
二
年
度
収
支
決
算
、
財
産
目
録
報
告
山
本
健
一
郎

六
、
監
査
報
告
飯
野
亨

（
右
、
承
認
）

七
、
昭
和
五
十
三
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案
の
件

宮
下
秀
樹

山
本
健
一
郎

（
右
、
原
案
ど
お
り
承
認
）

八
、
昭
和
五
十
三
年
度
役
員
（
監
事
）
選
任
の
件

監
事
と
し
て
次
の
各
氏
を
選
任
し
た
（
任
期
は
一
年
）

八
監
事
Ｖ
村
山
雅
美
（
再
任
）
、
片
岡
博
（
新
任
）

九
、
昭
和
五
十
三
年
度
除
籍
の
件

十
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
六
号
参
照
）

◇
五
月
理
事
会
五
月
二
十
三
日
（
火
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
中
川
、
大
森
（
久
）
、
皆
川
、
鈴
木
、

倉
知
、
黒
石
、
牧
野
内
、
嵯
峨
野
、
片
岡
、
浜
野

▽
議
事
・
報
告

一
、
支
部
長
交
代
の
件
（
岩
手
、
福
島
、
石
川
）

二
、
学
生
部
ア
ラ
ス
カ
遠
征
（
ブ
ラ
ッ
ク
・
ハ
ー
ン
峰
登
山
）
の
件

三
、
支
部
長
会
議
報
告
の
件

四
、
青
年
懇
談
会
、
婦
人
懇
談
会
報
告
の
件

五
、
集
会
委
員
会
報
告
の
件

六
、
山
日
記
、
山
岳
編
集
委
員
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
七
号
参
照
）

◇
六
月
理
事
会
六
月
十
二
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
高
遠
、
中
川
、
橋
本
、
鈴
木
、
黒
石
、
田
村
、

片
岡
、
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
松
丸
、
近
藤

▽
議
事
・
報
告

一
、
ド
イ
ツ
山
岳
連
盟
若
手
メ
ン
バ
ー
来
日
の
件

二
、
年
次
晩
餐
会
（
十
二
月
二
日
）
会
場
の
件

三
、
海
外
連
絡
、
集
会
、
図
書
委
員
会
報
告
の
件

四
、
婦
人
懇
談
会
報
告
の
件

五
、
北
海
道
支
部
十
周
年
記
念
山
行
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
八
号
参
照
）

◇
小
集
会

▽
第
三
五
八
回
昭
和
五
十
二
年
七
月
十
三
日
（
水
）
東
犀
・
千
代
田
公
会
堂

映
画
と
講
演
会
．
講
師
西
堀
栄
三
郎
氏

（
詳
細
は
「
山
」
三
八
八
号
参
照
）

▽
第
三
五
九
回
昭
和
五
十
二
年
九
月
十
日
（
土
）
ル
ー
ム

越
後
の
山
を
語
る
会
講
師
藤
島
玄
氏

（
詳
細
は
「
山
」
三
八
八
号
参
照
）
‐

▽
第
三
六
○
回
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
五
日
（
火
）
ル
ー
ム

山
岳
写
真
講
習
会
講
師
白
籏
史
朗
氏

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
○
号
参
照
）

▽
第
三
六
一
回
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
九
日
（
士
）
東
京
・
全
電
通
会
館

第
一
回
ノ
ミ
の
市

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
○
号
参
照
）

▽
第
三
六
二
回
昭
和
五
十
二
年
十
月
三
十
日
（
日
）
南
ア
ル
プ
ス
・
夜
叉
神
峠
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会務報告

山
岳
写
頁
講
習
会
・
現
地
写
真
山
行

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
一
号
参
照
）

▽
第
三
六
三
回
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
三
日
（
日
）
秋
山
二
十
六
夜
山

現
地
山
行

〉
（
詳
細
は
「
山
」
三
九
四
号
参
照
）

▽
第
三
六
四
回
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
五
日
（
火
）
ル
ー
ム

山
岳
写
真
講
習
会
・
写
真
批
評
会
講
師
白
籏
史
朗
氏

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
一
号
参
照
）

▽
第
三
六
五
回
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
八
日
（
日
）
東
京
・
知
行
院

も
ち
つ
き
大
会
（
青
年
懇
談
会
と
共
催
）

▽
第
三
六
六
回
昭
和
五
十
三
年
一
月
十
三
日
’
十
五
日
（
金
１
日
）
八
方
尾
根

中
大
山
荘
”

ス
キ
ー
親
睦
会

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
四
号
参
照
）
：

マ
第
三
六
七
回
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
日
（
金
）
東
京
・
私
学
会
館

ス
キ
ー
親
睦
会
反
省
会

▽
第
三
六
八
回
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
五
日
（
土
）
ル
ー
ム

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
五
号
参
照
）

▽
第
三
六
九
回
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
九
日
（
水
）
ル
ー
ム

マ
カ
ル
ー
西
稜
映
画
会

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
五
号
参
照
）

▽
第
三
七
○
回
昭
和
五
十
三
年
五
月
十
三
日
’
十
四
日
（
土
１
日
）
箱
根
山

総
会
後
の
懇
親
山
行

▽
第
三
七
一
回
昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
七
日
’
二
十
八
日
（
土
１
日
）
会
津

駒
ヶ
岳

山
菜
山
行

（
詳
細
は
「
山
」
三
九
七
号
参
照
）

▽
第
三
七
二
回
昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
日
（
火
）
ル
ー
ム

会
津
の
山
を
語
る
会

◇
主
な
る
行
事
お
よ
び
集
会

▽
自
然
保
護
委
員
会
上
高
地
集
会

昭
和
五
十
二
年
八
月
二
十
七
日
’
二
十
八
日
上
高
地

「
山
」
三
八
八
号
参
照

▽
奥
日
光
現
地
集
会
（
青
年
懇
談
会
主
催
）

昭
和
五
十
二
年
九
月
十
日
’
十
一
日
奥
日
光
・
光
徳
ロ
ッ
ジ

▽
越
後
支
部
記
念
山
行

昭
和
五
十
二
年
十
月
二
日
’
四
日
杁
差
缶

▽
自
然
保
護
委
員
会
東
京
集
会

昭
和
五
十
二
年
十
月
十
五
日
’
十
六
日
裏
丹
沢
長
者
舎
山
荘

「
山
」
三
九
○
号
参
照

▽
第
十
回
山
岳
図
書
交
換
会
（
図
聿
旱
舎
貝
会
主
催
）

昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
二
日
（
土
）
ル
ー
ム

「
山
」
三
九
○
号
参
照
、

▽
東
海
支
部
映
画
と
講
演
の
会
（
講
師
・
西
堀
会
長
）

昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
八
日
（
金
）
名
古
屋

▽
信
濃
支
部
三
十
周
年
記
念
集
会

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
五
日
’
六
日
上
高
地

「
山
」
三
九
二
号
参
照

▽
熊
本
支
部
二
十
周
年
記
念
山
行

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
五
日
’
六
日
祖
母
山
‐

「
山
」
三
九
二
号
参
照
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▽
第
二
十
回
も
み
じ
会
（
静
岡
支
部
主
催
）

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
二
日
’
十
三
日
大
日
峠

「
山
」
三
九
二
号
参
照

▽
関
西
支
部
映
画
と
講
演
の
会
（
講
師
・
西
堀
会
長
）

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
五
日
（
火
）
大
阪

▽
昭
和
五
十
二
年
・
年
次
晩
餐
会

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
三
日
（
土
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
出
席
者
二
八
三
名

「
山
」
三
九
一
号
参
照

▽
こ
の
一
本
展

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
三
日
（
土
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

「
山
」
三
九
三
号
参
照

▽
第
二
十
一
回
山
ス
キ
ー
技
術
講
習
会
（
指
導
委
員
会
主
催
）

昭
和
五
十
三
年
二
月
十
六
日
’
十
九
日
鹿
島
槍

▽
高
所
登
山
研
究
会
（
高
所
登
山
委
員
会
主
催
）

昭
和
五
十
三
年
二
月
十
八
日
（
土
）
ル
ー
ム

Ｋ
２
登
頂
報
告
講
師
・
広
島
三
朗
氏

▽
新
ル
ー
ム
・
山
岳
図
書
室
オ
ー
プ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

昭
和
五
十
三
年
三
月
十
一
日
（
土
）

「
山
」
三
九
四
号
参
照

▽
第
六
回
山
岳
史
懇
談
会
（
図
書
委
員
会
主
催
）

昭
和
五
十
三
年
三
月
十
六
日
（
木
）
ル
ー
ム

一
九
二
○
年
代
の
ア
ル
プ
ス
講
師
・
各
務
良
幸
氏

「
山
」
三
九
七
号
参
照

▽
山
岳
図
書
を
語
る
夕
（
図
書
委
員
会
主
催
）

昭
和
五
十
三
年
四
月
十
二
日
（
水
）
ル
ー
ム

ド
イ
ッ
の
山
の
本
に
つ
い
て
講
師
・
横
川
文
雄
氏

▽
第
二
十
一
回
登
山
技
術
講
習
会
（
指
導
委
員
会
主
催
）

昭
和
五
十
三
年
四
月
十
四
’
十
六
日
富
士
山
御
庭
小
屋
付
近

▽
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
描
く
美
術
展
（
ネ
パ
ー
ル
国
王
・
王
妃
ご
来
日
記
念
）

昭
和
五
十
三
年
五
月
十
六
日
’
二
十
一
日
東
京
日
本
橋
三
越

「
山
」
三
九
七
号
参
照

▽
第
十
六
回
木
暮
理
太
郎
翁
碑
前
懇
親
会

昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
日
’
二
十
一
日
金
山
平

「
山
」
三
九
七
号
参
照

▽
第
三
十
二
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
・

昭
和
五
十
三
年
六
月
四
日
（
日
）
上
高
地

▽
北
海
道
支
部
十
周
年
記
念
山
行

昭
和
五
十
三
年
六
月
十
六
日
’
十
八
日
・
ヘ
テ
ガ
リ
岳

▽
雪
崩
研
究
会
（
遭
難
対
策
委
員
会
主
催
）

昭
和
五
十
二
年
九
月
十
六
日
（
金
）
、
十
月
二
十
日
（
木
）
、
十
一
月
十
日
（
木
）
、

十
一
月
三
十
日
（
水
）
、
十
二
月
二
十
日
（
火
）
ル
ー
ム

◇
海
外
登
山
界
と
の
交
流

▽
本
年
度
は
三
十
ヵ
国
六
十
団
体
と
情
報
お
よ
び
機
関
誌
の
交
換
を
お
こ
な
っ

た
。

▽
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
（
国
際
ア
ル
ピ
｝
一
ス
ト
連
合
）
一
九
七
七
年
度
総
会
に
吉
沢
一
郎
会

員
が
出
席
（
昭
和
五
十
二
年
十
月
十
二
日
’
十
五
日
、
メ
キ
シ
コ
市
）

▽
ガ
ル
ワ
ー
ル
登
山
隊
（
隊
長
原
亘
）
が
昭
和
五
十
二
年
十
月
四
日
タ
ル
コ
ッ

ト
峰
の
登
頂
に
成
功
。

「
山
」
三
九
一
号
参
照

守
青
年
懇
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会
で
昭
和
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十
二
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八
月
に
ド
イ
ツ
山
岳
連
盟
と
の
青
年
交
流
登
山

の
た
め
、
ド
イ
ツ
へ
代
表
を
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▽
学
生
部
ア
ラ
ス
カ
登
山
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（
隊
長
深
沢
幸
弘
）
が
昭
和
五
十
三
年
六
月
マ
ウ
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ン
ト
・

サ
ン
フ
ォ
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ド
に
登
頂

▽
日
本
体
育
友
好
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の
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員
と
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西
堀
会
長
が
中
国
を
訪
問
（
昭
和
五
十

二
年
十
月
二
十
七
日
ー

十
一

月
八
日
）

中
国
登
山
協
会
関
係
者
と
懇
談
し 、

合

同
登
山
を
提
案
し
た 。

「
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三
九
0
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参
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▽
ネ
パ
ー
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外
相
ク
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シ
ュ
ナ
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ラ
ジ
・

ア
リ
ア
ー

ル
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歓
迎
レ

セ
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ョ
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（
日
本
ネ
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ー
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会
と
の
共
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昭
和
五
十
二
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十
二
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十
六
日
（
金）

東
京
丸
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内
・

銀
行
ク
ラ
プ

「
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三
九
二
号
参
照

▽
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ク
ラ
プ
創
立
五
十
周
年
記
念
の
会
合
（
昭
和
五
十
三
年
二
月
十
七

日
し

十
九
日
）

に
西
堀
会
長
が
出
席 。
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TheSeCondAsCentoftheK2Peak,1977

IchiroYoshizawa

Thankstothepreviousexpeditions,suchastheAmericans',Italians',Polish

andothers',wecouldluckilymakethe secondascentofK2inAugust,1977.
Butwecanneverforgetthepreciousexperiencesof thosepredecessorsonwhose

strongshoulderswecouldclimbthemountain・ Andlmustemphasizeespecially
herethefactthatDr.CharlesS.Houston,Mr.FritzWiessner,Mr.NickClinch

andMr．H.AdamsCarter,whowereallmygoodfriends,gavemelonganduseful

advicesbeforewestartedforourrealclimbing.

Wesent2reconnaissancepartiesinadvancenamelyfirstlyforfindingthemost

interestingrouteforus(1975)andsecondlyforreconnoiteringtheagain-and-again

triedSouth-EastRidgeashighaspossible(1976). Intheenditwasdecidedthat

oursupremeandsoletaskwastobethatofsendingsomeselectedmembers(more

thanlOifpossible)tothetopratherthantryingunsuccessfullyanewroute.

UndertheauspicesoftheJapanMountaineeringAssociation, ourl977expedi-
tionwasconsistedof52membersincludinglchiroYoshizawa(GeneralLeader,73),

申

IsaoShinkai(Leader,48).Amongthe52members,wehavelOTVandcinecamera-

men. Theaverageageoftheclimbingmembersisabout 30･We invited3men

oftheAlpineClubofPakistantojoinourexpedition. MajorKamalAfzalKhan
wasourLiaisonO伍cer. Thefactthattherehadbeennoporter-problemsoccurred

waswhollyduetohisability, experiencesandpersonalcharacter.

OnMay26,1977, ourexpeditionleftSkarduwithl5tractorsand20jeepsfor
BEIhar.Mr.GhaziJoharKhan,DeputyCommissionerofSkarduDistrictandMajor-

GeneralQamarAliMirza, thePresidentoftheACPwereverykindandgenerous

toustoprepareforourcrossingofthelndusRiverbythebridgeinconstruction.

Ourloadsweighed25tonsorso includinglow-porters' largequantityof foods.

Thenumberofourlow-porterswasalittleunder900intotal.

Herewedividedourpartyinto3・ Thefirstonestartedonthe29thofMay,

thesecondonthe31standthethirdonthesecondofJune・ Theoxygenparty

wasnothereyet. The3partiesreachedBC(GodwinAustenGlacier, c.5200m)

onJunell, 15andl6respectively. TheoxygenpartyreachedBConthe21st
with260bottlesmadeinJapanand8madeinFrance・ Theroutemakingbegan

onthel6thofJune.

OuractivitiesaftertheBCwasestablished; Junel9-C1(5530m), June22-C2
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(6260m),Julyl－C3(6850m), Julyl2-C4(7460m), July25－C5(7920m)and

August3-C6(8130m).

Au9. 4:ThefirstattackingpartywasmadeupofRyuichiBabaguchi(30),Yoji

Teranishi(32),TakaoUzu(28),ToshitakaKobayashi(28)andNazirAhmedSabir

(22, Pakistani)． TheyleftC6at2､30amunder the skyfullofbrilliant stars.

Buttheyreturnedfrom8300mat3.45amowingtothesuddenchangeofweather

intotheviolentstorm.

Au9.5:ThemembersofthesecondpartywereTsuneoShigehiro(29),Shoji

Nakamura(35) andTakeyoshiTakatsuka (35).TheywerestayingatC5and

waitingtherecoveryofweather.

Aug､6:Seriousshortageof foodandoxygencameowingtoanunexpected

heavysnowfallwhichburiedthemtoodeeptorecoverinashort time. Sothey

askedthethirdpartywhichwasstayinginC4withothermembers, tobringup

necessaryloadstoC5． Onodera、Yamamoto、UbeandDr，Gashucameupwith

therequiredloads. ThesecondpartywentdowntoPlateau(7200m)andreceived

themthere. Thusthesecondpartycouldspendthe6thnightsafely.

Au9． 7:Theweatherwas iineandthesecondpartywentuptoC6， They

keptalltheirbottlesintotheir tent toprevent themfromfreezing, puttingon

thegasallthroughthenight.

Aug、 8:TwoofthesecondpartyleftC6at5am,Shigehirofollowedthem30

minutes later. Thesnowslope fromC6 totheCanal (wenamedit "Throat",

8220m)abovewasabout50｡. Fromheretheytraversedtotheleft indeepsnow.

Thehugehangingglacierabovetheirheadswasalwaysthreatening.Asthesnow

wassodeep、 theVwereforcedtotakerouteonthehardicetowardstheferocious

hangingglacier. Thentheytraversedtothe leftagainforabout80m(2-rope

length).Thentotheright20m(c.8400m). Fromheredirectlyup60m・ Until

thispointfromC6theirroutewasall fixedwithropes－550mintotal・ Thenan

easyclimbingfollowedalittle・ At8470mtheycouldsee theirBC，WhenBC-

mensawthemmovingslowly, theywereatc、8530m. Onemorepitch(40m)was

fixedwithropeandheretheyuseduptheirropes.

At8550mNakamurabrokeathinsnowbridgeandfelldownabout7m. But

theother2managedtorescuehimoutspendingonehour.Afterashort reston

aplateau, theyagainstartedforthelastarduousclimbandfinallyreachedthe

summitofK2,thesecondhighestpointontheearth. Summit:from6.50pmto

7,20pm・ C6wasreachedat ll､30pmgrovingintheblacknight andC5at

0.15am(9thofAugust)．Thesecondparty'soxygenlastedl81､oursfromC6to
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thetoDandfurtherdowntoC6becausethevuseditatarateof21itresaminute
坐

whentheyweremoving.

Aug, 9:ThethirdpartywhichwasconsistedofMitsuoHiroshima(34),Masa-

hideOnodera(34),HideoYamamoto(28)andAshrafAman(24) startedC6at

5．16am.Theyfollowedthesecondparty'srouteusingthefixedropesalmostall

theway. S1'mmit at 2・15pm． Left it at 4・10pm・ Inretrospect, this two

hours' longstayonsuchahighestplace, eveninanormalstate,wasalittlepro-

blematicalandseeminglyitaffectedthemseriouslyontheirdescent. Theyreached

C6at7､30pm・WhileHiroshimaandotheronestoppedthere,wherethehalfof

the4thpartywasstaying, theothermembersdescendedasfardowntoC5.

Aug・ 10:RyuichiBabaguchi(30),YojiTeranishi(32),ToshiakiKobayashi

(29),TakaoUzu(28),RyujiHayashibara(27),TojiNiu(28),KanjiKadota(28)

andNazirAhmedSabir(22)werethemembersofthe4thparty. Theywerewell-

preparedforthenextday'sprobable lastassault・ But inthenight theweather

changedagainandtheymusthearsoonthevoicesofthestaff intheBCtostop

themoreattemptandtoleavethemountainbehind.

BCwasevacuatedonthe22ndofAugust inasnowstormandbeganthe

returnjourneytoSkarduandRawalpindi. (Seeplate7(a),(b))

TheFirstAscentofPruppoo-Brukh(c.7,000m)inEast

Karakorum,1977

JapaneseRailwayWorkersKarakorumExpedition

<Fromanuntouchedglaciertoanunclimbedpeak"-thishadbeenourdream

andwasthePurpoSeofourexpedition.

MountainsattheheadofHusheandKondusvalleyshavenotyetclearlysurveyed

a.ndexactdetails inthatareahavenotbeenwellknown・ Unknownhighmountains

mayexistthere・ Amongaveryfewpastrecordsofexpeditions tothearea,we

foundareporttellingthatthereisapeakwiththeheightof7,041mat thejunc-

tionoftheridgeextendingfromK7andtheonefromChogolisa.

WeaimedatthepeakandsubmittedanapplicationtothePakistaniEmbassy.

Theo伍cer intheEmbassytoldus that theywouldnotbeabletOaccept the

applicationforthenamelesspeak, therefore,wetentativelynameditas"Chogolisa
West'' forwhichwereceivedpermissionlater.

（ 3 ）



Ourpartywas organizedby l3members ofmountaineeringclubof the

JapaneseNationalRailwayCorporation. Our firstproblemwashowtoorganize

anoverseasexpeditionand, asusual,weencounteredwithdiHiculties inacquiring

thenecessaryfundsfortheexpedition・ However, thankstothekindunderstanding

oftheauthoritiesandtothewarmhelpextendedbymanyfriends,wecouldfinally

leaveforPakistaninMav.

OnMay23, 13ofusarrivedatRawalpindiandstayedthereforaweekto

makeallthenecessarypreparationsfortheexpedition・ OnJune3rd,weflewto

SkaruduandthenproceededtoKhapaluin5ieeps･ Theapproachmarchstarted

with84portersonJune9thtowardstheChogolisaWestPeak.

At6:30am, Junel4, themorningcalmatTechmiwasbrokenbya loud

whistleandtheapproachmarchtogointotheChogolisaglacierstarted・ Eventhe

Sirdarandportershaveneverbeeninthisareabeforesothevalleydepthswere

completelyunknown.Weproceededalonganarrowtrackcutintherockfaceand

runningalongsidethelateralmoraineof theChogolisaglacier inanincreasingly

rarefiedatmosphere.

TheadvancepartyandtheSirdardecidedontheBaseCampsite, locatedin

anopenspacesurroundedbylowbushwithatinystreamontheeastsideof the

slopeandabigmorainerisingonthewestside. Anotherstreamusuallyarising
intheafternoontothenorthoftheBaseCamp,Howedfromnorthtosouth. This

areaisapartof theChogolinsaChimikugrass landandis4,150mhigh. The

advancepartyarrivedhereat11: 15amfollowedbytheotherteammembers,high

portersand841ocalporterscarrying2,300kilogramsoffoodandequipment・ Each
porterreceivedpaymentof360Rsandthentheyall left, goingbackdownthe
mountain. Nextdaywehadasnowwiththe lowtemperature・ Themembers

gatheredinthekitchententandhadawonderfulmorning. Intheafternoon, the
mailrunnerbroughtletters.

June16.Atlasttheactual climbingactivitybegan. Areconnaissanceparty

ofthreemembersclimbedoverthemorainetothecentralpartofChogolisaGlacier

andestablishedadepotat4,500mhigh,abovethecrevassearea. Fromthenext

daytransportationmembersand8highportersstartedtocarryfoodandequipment
toCamplandabove. ThiscontinueduntilJune30whileweworkedactivelyto
findthemountainwhichweweregoingtoclimb.

June21．Camplwastemporarilyestablishedontheeast sideof the icefall
andtheBaseCampwasmovedupto4,300mhigh,abovemoraine.Theslopesto

thesouthandwestof thenewBaseCampwerecarpetedwithbeautiful flowers
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andwaterwaseasilyavailablefromseveralnearbystreamsandponds.

June22. Eightportersleftandwentdownthemountain.TheCamplmembers'

activitystartedatdawnworkingfromtherighthandsideofthe icefall tofixa

ropefor500metersthroughthemassofcasuallyopeningcrevassesandseracs.

0nthefollowingday,Camplwasmovedtoanewlocationfromwheretheroute

acrosstheicefallcouldbeseen・ Atthesametime, transportationwasdoneby

memberscarryingaboutl5kgs.oneachshoulder. Atthispoint,webecamecertain

thatthepeakwewereaimingatwasthesnowcovereddomelocatedontheeast

sideofCamplfromwhichsouthwest,ahugeglacier,hungdownwiththemain

ridgetothesouthhavingonerockfaceandwithashort snow-coveredridgeto

west. Atthisstagetheroutewasre－discussedwiththe leaderwhocameupto

Camn1.
今

Therockfacegoinguptothewestridgeandhangingglacierobviouslywould

betoodangerousatahigheraltitude, especiallyasthehangingglacierwasprone

tocontinuousavalanches. Thegentlyslopingplateauareatowardsthesouthofthe

glacierseemedtobetheonlypossibleroutealthoughtherewasalsoapossibility
ofavalanchesatahigherlevel・ However, concerningthisplateau,weonlyknew

that itwasquitebig. Theleaderorderedtheteammemberstogouptothemain

ridgefromwheremostofthelocal conditionsshouldbeseen. All themembers

feltre-invigoratedandcarefullyextendedthefixedropeaslongas l,100meters,

fightingagainsttheriskofcollapseoftheseracsandfinallyreachingthetopof
theicefall.

June24. Inthewarmsummersun, the300metericefallwassafelynegotiated

byl2:30andCamp2wastemporarilysetup・ Fromthere,aroutewasestabliShed
alongtheicewallwheretheriSkofavalanchewasanticipated. Theroutetaken
wasthroughweird-lookingcrevassesandseracsreachinguptothe5,000meterlevel.
ThiswastortureforusbecausewewerenotyetsuHicientlyadjustedtothealtitude.

After ilxingaropefor lOOmetersalongthesmoothrockacrosstheavalanche
route, thepartyreachedtheoutwashsnowfromtheglacierandthehighplateau

cameinsight・ Unfortunatelytheplateauwasfullofhiddencrevassesandcrossing

itwasextremelyexhausting.Camp2wasmovedtoasafeareaat5,250monthe
29th. Awhitepeakcouldbeseentothethenortheastbut itwasnotcertainif
thiswasthe7,000meterpeakwewereaimingatornot.

July2. TheleaderwhohadcomeuptoCamp2toldmemberstominimize

thetimespenthereandtopreparefortheattemptatthesummitassoonaspos-
sibleinordertoavoidriskfromthefrequentavalanches.Somembersbecamevery
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busyferryingthenecessaryfoodtothehighercamps, andreconnaissanceactivity

continuedupfromCamp2. OnJuly5,wewentoverthecrestoftheglacierand
lookedattheVigneColontheleftandgainedthealtitudetowardstheeast・ Later

Camp3wasestablishedontheCol・ Fromthispoint,Karakorumpeakscouldbe
seenrunningfromnorthtowest・ ThegreatrangeofChogolisalaytotheeastand

theConcordiarangeswerevisibleinthedistance. Ourobjectivelayinfrontof

ustothenorthwest・ OnJuly7,aftertheroutewasmadeuptoCamp4point,

allthemembersgottogetheratCamp2. Camp4wasestablishedonJulylOat

6,400mastheattackcamp・ Theremainingdistancetothesu江皿nitwas600meters

ofheight.

July12. 400metersofropewerefixedalongthecoreoficefalltothesummit.

AtthesametimeallthenecessaryfoodwascarrieduptoCamp4. Theweather

lookedpromising・ Theleaderselected2membersforthefirstattempttothesummit

andtheywent toCamp4togetherwithonesupportingmemberandthe leader.

Another4memberswerepreparingforthe2ndattemptatCamp3. Unfortunately

oneoftheinitialattackteamwastakenillandtheattemptwasreplacedbythe2nd

teamandtheyweresentuptoCamp4.

July14. FollowingisthereportwrittenbyYajima,asummitattacker.

Theskywasfullofstarswhenlwokeup. KobayashiandNakamuraroped

togetherandlropedwithAnji.Weleftthetentat4:30am・ Thefirst300me[ers

couldbecoveredwithoutbelaying・ Thenwereplacedthefixedropesnowbarand

traversedforaboutlOOmeterstowardstherightusingjumars. K2andGasharbrum

appearedinadelicateshadeofpink・Weclimbed5metersuponiceblockthen

traversedfor60metersattheedgeofahugecrevasseandthencrossedasnow

bridge・Wefixedascrewpitonintoahuge icewall andclimbedupvertically.

Aftertwopitches,wecameacrossanothercrevassewhichwecouldjumpover.

Wefixedanotherscrewpitonandtraversedabout lOmeters totherightonan

overhungandreachedanicewall.Weclimbedupthiswallinlropepitchthen

cametothesnowslopewhichleadtothesummit. Thickdarkcloudsstartedcovering

peaksover7,000meters・ Thesummitridgeconsistedof3gentledomesandwe
arrivedatthemiddleoneatl2: 10pm・ Therewasasheerdroptothesouth-east.

Gasharbrum,BroadPeak,K2andMustaghTowerwereallinsight.Wecalledthe

leaderontheradio・ ThesupportingteamwasalreadyatCamp4andcongratulated

us・Weperformedaclimber'srite, Sketchedandtooksomephotosof thesur-

roundingridgesandpeaksandthenclimbeduptoanotherpeak・ Afterone fm(I

ahalfhoursatthesummit,wedescendedalongthefixedropesandarrivedback

／ハ､
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atCamp4atl3:35.

July15． Followingtheleader'sinstructionsinthestormyweatherwhichbegan

atmidnight, thesummitattackersdescendedfromCamp4toCamp3where they

joinedtheCamp3members. Theythenfoldedupthetentandcarriedthe sick

memberdowntoCamp2. Afterstrugglinginfreshsnowagainsthiddencrevasses

andwiththeconstantriskofavalanche, theyfinallyarrivedatCamp2atl7:30.

Theywereall completelyexhausted.

Byl9th, theroutewasre-establishedacrosstheicefall,andthedoctorwas

sentuptoCamp2・ ThesecondattemptwasthenstartedbyNarita,Osawaand

Kidaundermuchmorearduousconditions.

OnJuly22, theteamleftCamp3atl:30am. Theroutewasalreadywell

knownbythen. Theygainedaltitudesmoothlyandreachedthesummitatl4:45

withnodi伍culty・ Howevertheweatherwasnotverypromising, so theyhurried

downaftertakingsomephotos, arrivingbackatCamp3at20:30.

Onthesameday, theleaderandonememberleftBaseCampforreconnaissance

oftheChubugerdabusaVesutenGlacierwhile2othermembersfortheCarupatoriwan

GlacierleavingthesecondleaderatBaseCampinchargeoftheremainingmembers.

OnJuly24, climbingwasconcludedonthereturnofthe2reconnaissance teams

toBaseCamp.

Inconclusion,wewouldliketopointoutthatsomeofthepeaksandglaciers

arecalledbydifferentnamesbylocalpeoplesuchthatChogolisaiscalledChogolinsa

andTrinityPeakiscalledTasa.

Wetookoppormnitytonamethepeakweclimbedwhichwastemporarilycalled

ChogolisaWestPeakasPruppoo-Brukh, (amountainwhichhas3importantmea-

nings)andthenecessaryproceduresweretakenthroughtheauthoritieswithinthe

PakistanGovernment. (SeeplatelO(a)～(b),chart7)

TahuRumm,theRockTowerinKarakorum,1977

NobuoKuwahara

TheTahuRutum,arockbuttressverginpeakwiththeheightof6,651m, is

locatedinahiddenplaceintheBiafoGlacier, that is, onthe south-east sideof

KanjutSar(LatimdeN. 36｡10',LongimdeE.75｡30).

（ 7 ）



Ourpartywasconsistedof9membersandlliaisonofficer.NobuoKuwahara

leader,HirotoshiMiyagawa、HideyukiOhnishi,KatsuoMatsumura,KazutoObata,

YutakaShimizu, YoshinobuTanaka, YukioUsagawa, KazuyaMitsumochi and

CaptainKhalidQadeerButt (Liaisono伍cer).

After6daysmarch-infromBaintha,wearrivedBaseCamp(weestablished2

campsand2depositsontheway)attheheightof5,090monthesnowfieldin
frontof"SouthTahuRutumglacier"atthebasinoftheBiafoglacier(June30).

Ourscheduledclimbingroutewas throughthe steepSouth-west ridge. We

startedtransporttoCampl(5,580m),whichwassetuponJulyl.Wedivided

ourpartyinto2groups・ Thefirstgroupmakesuptheclimbrouteandanother

transportsluggages・ TheroutetoCamplwas throughHatglacierbasin, then

2,000mofcrevassebeltontheSouthTahuRutumglacier.

FromCampltoCamp2,wewentonverysteepsnowslope, first climbing

thewestsideoficefall, thencrossingtoeastside, andclimbingdirectlyupthe

steepsnowslope,whichleadustoaHatplace・ HereCamp2(6,030m)was set

uponJuly4・Wecouldseeall thewayofourclimbingrouteonthesouth-west

ridgeofTahuRutumfromCamp2.

FromCamp2toCamp3,wefollowedasnowvalleytogodownabouthalf

mile,andclimbedupagullytoacolofthesouth-westridge. Afterclimbingthe

sharpandsteepridge(rock,snowandicemixed),Camp3wassetuponJulylO,

attheheightof6,200m. FromthecoltoCamp3was8ropepitches (300m).

FromCamp3weaimedatthesummit. Itwasatfirstclimbingtheridge(6

pitches)andthenl2pitches (300mheight)ontherockbuttresswithanoverhung
wall.

Weneeded3daystomakerouteonthebuttress・ Wewerehowever, very

luckytohavethebuttressdriedupafterhavingahalfmonthof finedays・ If
stormwouldhavecome, ithadbecomeaverydi缶cultclimb.

OnJulyl3,Obata,Usagawa,TanakaandMitsumochi leftCamp3at6:00am.

Theycoulduse fixedropestogo throughthebuttress. Then, theyclimbed5

pitches (150m)onthesteepsnowridge.Thesnowwassosoftthattheyhadto

digtrenchaboutlmeterdepth. Thesteepridgeturned intoaHat snow, then

theyreachedatthesummitatl2:20pm.

Thesv'mmitwasadomecoveredwithverysoft snow・ Theystayedabout l

houronthes,'mmit・ fromwheretheycouldseemanyKarakorummountains,Ogre,

KanjutSar,KingyangKischandDistegilSar.

Thenextday,other4members,Miyagawa,Ohnishi,MatsumuraandShimizu
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madethesecondascent.

OnJulyl5,allmemberscamedowntoBaseCamp. Theweatherwentworse

fromthisday・ Nextday,weleftBaseCampandstartedreturnjourneytoSkardu

butwehadtogodownwithoutporters・Wehadahardstormontheway,sowe

stayed3nightsontheBiafoglacier・WecamebacktoBainthaCampgroundon

July20､Seeplate9(a)～(e), chart6(a), (b))

TheNorth-WestRidgeofNuptse, 1977

HarUoKato

We,8membersconsistedofToho-Keiryu-KaiMountaineerngClub,established

BaseCampattheheightof5,220montheKhmnbuGlacieronMarchl6afterl

monthofmarch-inleavingKathmanduonFebruaryl7・We"imedat theascent

ofNuptsefromthenorth-westridge, towhichtheroutefromtheBaseCamphad

beenexploredinthepreviousyearbythereconnaissanceparty.

FromBaseCampuptoC2whichwaspitchedalittlebelowtheSnowDome

(6,330m)onthenorth-westridge,ourroutewasmadethroughacouloirandasteep

hangingglacier・ FromtheSnowDome, theroutewasalwaysonthesharpnorth-

westridge. C1(5,700m)wasbuiltonMarch24andC2(6,200m)onApril5.

Wewereafraidifwecouldfindenoughspaceforthecampsonthesteepupper

ridge,butwefortunatelyfoundunbelievablybroadterrassewhichwastakenas

theplaceforC3(6,600m).

Theridgewasnotonlysteepbutalsoverycomplicatedlyshapedandwithbig

cornices.Wehadtodigtunnelstogetthroughtheridge・ C4(6,900m)wasmade

inabigtunnel, fromwherewecouldseeChoOyuandGyachungKangonthe

oneside,andtheSouthfaceofEverestontheotherside.

WindydayscontinuedsincetheendofApril,andourprogressontheridge

waSmuchdisturbedbystrongwindS.

OnMay8,C5wasbuiltat7,350m,andthenextdayKatoandTamadaleft

C5forthesummitofNuptes， Manysmallpeaksonthesteepridgemade it

difIicultforustoproceedsmoothly・Wehadtogobackfromthejunctionpeak

ofthewestridge.

OnMaylO,KuniiandSherpaZambumadeanothertrialtothesummitandthis

（9）



timetheyatlastreachedat thenorth-westpeakofNuptse(7,745m)atll:45

amonthellthafterhavingonebivouac，Therestillremainedalongsteepridgeto

themainpeakofNuptsefromthenorth-westpeakanditwasforusoutofproblem

tomakeatrialwithour remainingsuppliesandbadweather conditions． (See

platel2, chart9)

Himalchuli,theEastFace, 1977

ToyozoSugawara

Thethreeparties,JAC(1959),Italian(1974)andAoyamaUniversity(1974),

triedtoclimbtheeastfaceofHimalchulibutallofthemwereunsuccessfuluntil

Ourattemptinl977･Wecouldclimbtheeastfaceandreachedatthenorthridge

ofHimalchuli (Mayl3,byKondoandMitani).Whenwemadetheclimb, the

steepeastfacewasnotcoveredwithhardicebutdeepsnow. Duringourattempt,

itsnowedeveryday・Weweredisturbedbytheheavysnow、butitreducedtechnical

difficulties.

OnMayl3, however,Kondounfortunatelywaskilledbyaniceblockfell

fromthenorthridgewhileclimbingdownatuppereastwall.Duetothisaccident,

weimmediatelystoppedouractivitiesandonMayl9wecamebacktotheBase

Camp.

Weagainhadtorealizethegreatnessofnature・ Atthistimeof season,we

rarelymeetthecollapseofsnowontheridge.Wecouldmaketheclimbof the

eastwallwhichwasourpurpose,but itwasonlymadewiththebigsacrificeby

Kondo'sdeath.WeeagerlyhopetoclimbthesummitofHimalchuli inthepost

monsoonperiodofl977,butwehadtogiveitupundersuchcircumstances.

OurpartywasconsistedofthefollowingmembersofMeijiUniversityMoun-

taineeringClub:

ToyozoSugawara-leader,Masarulrisawa,KatsuakiOno, YoshiharuKondo,

RyotenHasegawa,MakotoNebuka,ShuichiOkazawa,KazuoTakeda,KoichiWada,

JunichiTanaka， BonzoToriyama,Takemi lgarashi,TcichiroMitani,Tatsumi

S月Raki-doctor.

Theexpedition'sshortdiaryisasfollowS:

March 3 1eftTokvo
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March 4 arrivedKathmnn(lu

March 8 caravanstartedfromTrisuliBazartotheBaseCamp

March22 arrivedtheBaseCamp

March24 startedtotheuppercamps

Weestablishedthecampsasfollows:

March28Campl (5,300m)

April 2Campl(5,800m)

April ll Campm(6,450m)

April 24CampW(6,100m)

May 7CampV(6,800m)

May ll CampVI (7,150m)

Mav l3 accident
ご

May 26 1efttheBaseCamp

June 5 remrnedtoKathmandu

(Seeplatell(a)～(d),chart9)

BroadPeak,1977

MichioYn"Rgl

AcademicAlpineClubofAichi-GakuinUniversitysucceededthe2ndascent

ofBroadPeak(8,047m) throughthewest-ridgeonAugust8, 1977.

Membersare:

MichioYuasa, theleader,NorikazuOhnO,KunioTeranishi,YoshiyukiTsuji,

Kenjiltoh,MaSahiroltOh,YohsukeSakurai,MitsuyoshiHongo,KazuhisaNoro,

TakashiOzaki,MitsutakaTada,MitsuyasuHamatani, andKiyohikoSuzuki.

OnJune22,webeganapproachmarchfromSkarudu. Our loadsamounted

2．4tonsincludingfoodsofportersand20Frenchoxygenbottles for securityof

high-altiude(Settled2oxygenbottleseachcamp).

July7.BaseCampwasestablishedat4,900montheGodwin-Austenglacier.

July9．Startedclimbingofthewestface.

Julyll.ClimbedupthewestfaceandsetupCamplat5,450monthe top
ofthefacc.
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July23.SetupCamp2at6,200monthe

July28.SetupCamp3at6,900mabove

AuguSt2・SetupCamp4at7,500m.

August8．Tsuji,NoroandOzaki started

reachedthetopofBroadPeakat8:49a.m.

westridge.

thesnow-plateau.

fromCamp4at2:30a．m. and

AugustlO・WelefttheBaseCamp.

(Seeplate8)
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日本全国で
一年じゅﾗ咲いている花

〃
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本州中部以西の山地／6～7月
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近畿以北の山地／7～8月

ヒメ

紀伊半島以北の太平洋岸／7月上～下旬 本州･四国･九ｿ‘|･'／6～7月

クノーリ
北海道･本州･四国の山地／6～7月

オニユリ
日本全土／7月中･下旬 日本全土の山地／6月中旬～8月下旬

協和の支店は全国で220余ヵ店。

それぞれの地域で:みぱさまのくらし、

みなさまの事業の

よきアシスタントとして、

いっしょうけんめい努力しています。

難瀞‘"′廟繍誰鳫行



秀山荘で登山を完成
ハイキング用品から遠征隊装備迄

あなたの登山が安全で楽しいものであること
を願って、当店では商品を厳選しております。

●二村ピッケル （ナンバーネーム入り）
あなたの為に－本一本注文製作する名品です

真空材．．…･39,000円 大気材……33,000円

●二村カスタムナイフ
最高級カスタムナイフを注文製作、RC60の刃は切れ味
バツグン（ケース付・グリップ黒檀）

4インチ ドロップポイント……24,000円

4．5インチ ドロップポイント……27,000円

5インチコーテイ lノテイ・…． .…33,000円

3．5インチバックパッカー………25,000円

（グリップにアートライト使用は4,000円増）

溌蕊蕊〃謬霧灘； 蕊
写真・バックパッカー3．5インチ

■地方の方は通信販売をしております。

●営業時間
平 日=AMIO:30～PM8:00

日曜･祭日=AM11 :00～PM6:00
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訴貢毘唾／品川区売秀行田7-22-17
TOCピルI階ミツコプラザ内

壷O3－4g4－3Z47

八宜洲店／中央区八■洲4－1

盆O3－281－8456

名古丘店／名古屋市千種区内山町3-85

金O52－741－20IO
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三三 片岡博 佐伯文蔵

涜．.…・ 980円山菜21種との出会いと味わい方を綴る1500円 薊沢7F亘至入ゐ貴重諾伝忘目録

山菜記(正･纐片岡博
滋味あふれる随想集'……正980円･続620円

はるかな尾瀬謡禦縞
自然と人間とのかかわりを鋭く追求…1500円

多勝一
:イ980円

長倉三朗
偶化･･2500円
一

岡茂雄
セイ…1300円

封岡

世界をわかせた著者が綴る好エッセイ やきものとその歴史を初めて体系化

きたぐにの動物唇本多勝一
わ
話
程

一
山
哩
錐編

遡
》

．
つ

炉
峠北方動物と人間とのかかわりを描く…1200円

串田孫一 雲臺薑臺塞艤蕊
F山郁夫夫人のユニークな探訪記……1400円自然文学の不朽の名著｡ロングセラー1500円

若き日の山串田孫一
処女出版作､中･高時代の作品も収録…1500円

K2韻幸運と友情川広島三朗
執念の登頂を果たした著者の感動の記録1300円

臺菫篝鬘菫 ●ブルーガイド海外版串田孫一

計……1800円
口
一荒廃した精神と自然に抗する著者

上高地の大将木村殖
クマやカモシカ相手のアルプス40年…980円

世界一豪華な山岳展望と町の詳細案内1380円
ロ

●ブルーガイド海外版

高波吾策一
谷川岳に生き､親しまれた著者の一代記980円 すべてを紹介した初のアルプス案内……680円

東京銀座1-3-9 振替東京1-326

蕊蕊撚

三E

鍵業謹鐡辮織



数々のエクスペデイションで実証された高性能、高品質

毛服I’ 羽ザンター夕
器 詞

藩慾鰯欝欝翻

驚職j蕊

本格的クライマー向
行動用

国内の冬山登山向

｜ 羽毛服B |
色:紺・赤サイズ:L・M・S

総冨且：8509

価格: L¥･37,000 M¥36JOOO
S¥35,000

海外遠征隊重装備用

’ 羽毛服卿 ｜
色：紺・赤サイズ:L･M･S
鯉言丑： 1 ,0509

価格: L¥41 ,000 M¥40,000
S¥39,000

： ‘ | パンタロン ｜
色：紺・赤サイズ:L・M

総重量：6109

価格:L¥24,000 M¥23,000

●主要販売製品

羽毛服、パンタロン 録

｜ 登拳服、ニッカ
アンダ癖一ウェア、ベスト

F E

l ､フード、 ミトン、シューズ

｜ シュラフ各種

色：紺・赤サイズ： L ・M

d￥36‘000 総重丑：5509
価格: L¥24,000 M¥23,000

1 ニ ッ, 力 ｜
色：紺・赤サイズ： L ・M

総重且：4209

価格: L¥|9,000 M¥|8,000

株式会社

東京都世田谷区野沢2-20-1803(410)8808

登翠用羽毛服



口 定評ある著者陣容/

全56巻

ニッチの

I山 イキングヌヱ ・ノ、 シ鯵リーズー
1 ,4

※登山･ﾊｲｷﾝグシリーズにはこれだけの仲間が揃っています。

①奥武蔵武甲,雲取 ⑳蔵王連峰 ⑨金剛山葛城･岩湧山

②奥多摩大菩薩 ⑳八幡平岩手山･駒ケ岳 ⑫六甲･摩耶

③奥秩父 ⑮露ヶ峰白樺湖･蓼科山 ②比良連山

④陣馬･高尾秋川渓谷⑳雲ﾉ平 ⑳大峰･吉野

⑤丹沢山塊 ⑳妙高･戸隠野尻湖,黒姫 ⑨大台ケ原大杉谷
⑥富士･五湖三ｼ峠 ⑳南アルプス北部 ⑳赤目,青山室生寺

⑦箱根熱海･湯河原 ⑳中央ｱルプス O鈴鹿連峰御在所･伊吹

⑥奥日光奥鬼怒 ⑩南アルプス南部 、大山蒜山

⑨尾瀬銀山湖 ⑳北アルプス ⑬三瓶山帝釈峡

⑩軽井沢妙蕊山 ⑫加賀白山白川郷 ⑭秋吉台三段峡

o伊豆半島大島 ⑬飯豊･朝日 ⑮九重山久住高原

⑫三浦半島鎌倉 ⑭大雪山層璽峡･然別期 ⑳英彦山耶馬渓

⑬美ヶ原塀ケ峰 ⑮槍･穂高アルプス銀座 ⑳阿蘇山

⑭谷川岳 ⑳立山･剣黒部渓谷 曾………･･…･…･…･･……

キ

雷鳥マークのカラー表紙

に衣替えして新発売〃

⑮八ケ岳蓼科山。 ⑰東海自然歩道I § ※保存用には

臓灘!｡:撫鰡泊本登山地図集駕:康県鯉熟睡‘
⑬志賀高原草津白根 ⑩入笠山守屋山.高遠 : I中部山岳．信州篇§ 東京03 (26I)5126
⑲上高地乗鞍岳 ⑪苗場･鳥甲清津峡 ． ・

⑳黒部･白馬鹿島槍 、越後三山奥只見･巻機山; II関東・上越篇 ：支店大阪市南区安堂寺橋通り3-60
大阪06 (252)7421：

③房総半島 ⑬御岳木曽路 ：をどうぞ－定価各4,800円：
⑳浅間･菅平 ：.…………….…………；

豊かな

生活環境を築きあげる………

（建材）

●カーテンウォール

●アルミ自然発色NKカラー

●サッシドア

●用途別サッシドア

●各種問仕切

（機器）
●NKフィルター

●各種浄水･廃水処理装置

●熱交換器装置

●熱交換器用フィンチュー
ブアライトロン

●ウエルフィン

（電機）
●電気洗濯機

●冷凍ショーケース

●冷蔵ショーケース

●オープンショーケース

●ウォータークーラ

刃日意建鐵肺式会社
取締役相談役早川種三

束京都千代田区大手町2－6－2 〒100

TEL東京(03) 270-6511(大代表）
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ヨーデルの調べと山賊料理をお楽しみ下さい

FONDUE蹄蝿鯉陛

新宿に姉妹店オープン／

職安通り交番ワキ新田中ビル4F

東京都新宿区歌舞伎町2－15－7
盃03－209－5567

レストランブリガンド
東京都港区西麻布4－5－2

a03-407-3009
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1ﾉカ大陸の山と旅ｱメ
ｱﾗｽｶ･カナダ･USA･メキシコ･南米

シエラブランカは

｢白い山々｣という意味の
ぺｲﾝ語からとっていますも

バゾパｯｷ〃渤動らｴｸｽペ列ｼｮﾝまで
シエラブランカはアラスカからパタゴニアまで､南北アメ

リカ大陸のほとんどにわたる山岳関係のインフォメーショ

ンを揃えています｡バックパッキング･トレッキングから

ライトエクスペディションのパッケージはもとより､遠征

隊のための航空･地上手配､地図､エアタクシー､登山申請

などに関し､現地に詳しい知識と実績をもつ専門スタッフ

がご相談に応じています｡殊に夏のアラスカ･カナダや冬

の南米方面への遠征をご企画でしたら､どのようなことで

もぜひお問い合わせください｡ご満足いただけるアドバイス、

資料提供､お手伝いができるものと確信いたしております。

プレイガイドツアー･シエラブランカ･デスク
108東京都港区高輪3-'3-3ホテルパシフイック3階

公oa－44S=フs三勺運輸大臣登録一般旅行業第189号
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土
埋
山
／
狢
ヶ
森
山

Ｂ
変
型
判
二
一
○
頁
写
真
十
六
葉
道
志
二
十
六
夜
山

定
価
一
、
七
○
○
円
送
料
四
○
○
円
甲
州
高
尾
山
／
ほ
か

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
山
々
九
七
座
の
四
季
折
々
の
紀
行
。
図

上
で
未
知
の
山
に
思
い
を
馳
せ
る
と
き
に
似
て
、
沢
歩
き
や
、
藪

こ
ぎ
、
雪
上
に
道
を
さ
が
す
、
あ
る
い
は
見
な
れ
ぬ
角
度
か
ら
山
を

眺
め
る
な
ど
、
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
山
登
り
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
。

川
崎
精
雄
／
望
月
達
夫
／
山
田
哲
郎

中
西
章
／
横
山
厚
夫
（
共
著
）

識

鰯

水吾台神窓大家鍋未御達矢前●
ケ国倉座明博老割丈池沢倉黒主
森山高山山多岳山ケ山山岳法な
／／山／／山／／岳／／／師山
日大／大羽／オ十／太御富岳名
本木大鳥賀蓬ドニ藤郎神士／
平戸西屋場田ケケ尾助楽見山
山山山山山岳山岳山山岳山伏

茗
溪
堂
山
の
本
売
場
ご
案
内

お
茶
の
水
店
三
階
に
山
の
本
を
揃
え
て
御
来
店
お
待

十
つ
１
し
子
‐
Ｌ
い
む
Ⅱ
ノ
斗
誤
寺
ｙ
Ｏ

営
業
時
間
平
日
午
前
十
時
半
～
午
後
八
時

日
・
祝
日
午
前
士
一
時
半
ｌ
午
後
六
時
半

快
晴
の
山

織
内
信
彦
〈
Ａ
五
判
三
二
五
頁
〉
定
価
二
、
五
○
○
円

彼
は
氷
ノ
山
以
来
五
年
間
十
幾
つ
の
山
行
が
み
な
好

天
に
恵
ま
れ
た
と
い
う
か
ら
誠
に
幸
運
な
天
気
男
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
「
回
想
の
山
々
」
「
人
と
本
」
「
海
外
紀

行
」
等
、
そ
の
中
に
織
り
込
ま
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
山

岳
観
、
人
生
観
そ
の
他
に
つ
い
て
。
…
…
．
（
三
田
幸
夫
）

ラ
ン
タ
ー
ン
幻
爬
狩
凹

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
・
ク
ラ
ブ
編
〈
Ａ
五
判
一
五
六
頁
〉

定
価
一
、
五
○
０
円
装
備
や
食
糧
の
綿
密
な
報
告
、

雪
の
ガ
ン
ジ
ャ
・
ラ
越
え
の
記
録
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
と
の
劇
的
な
出
合
い
等
、
こ
こ
を
訪
れ
る
人
達
に

と
っ
て
よ
い
資
料
で
あ
る
。
ま
た
二
十
日
間
に
わ
た

る
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
日
記
も
読
ん
で
い
て
実
に
楽
し
い
。

年
報
第
六
号

日
本
山
岳
会
学
生
部
編
ｌ
〈
創
叩
Ｘ
釦
叩
二
七
六
頁
〉

定
価
三
、
六
○
○
円
特
集
・
大
学
山
岳
部
の
原
点

を
探
る
Ⅱ
’
九
三
二
年
の
早
大
山
岳
部
の
積
雪
期
滝

谷
か
ら
稲
年
の
学
生
部
ド
ゥ
ナ
ギ
リ
峰
遠
征
ま
で
の

主
な
記
録
を
特
集
し
た
・
こ
れ
を
基
に
大
学
山
岳
部
の

〃
原
点
〃
を
探
り
考
察
し
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
。
：



日
本
山
岳
写
真
界
の
第
一
人
者
が
カ
メ
ラ
で
挑
ん
だ
本
場
ア
ル
プ
ス
の
岩
と
雪

白
籏
史
朗
豪
華
写
真
集
・
４
判
／
藁
華
奉
装
丁
“
ダ
ン
ボ
‐
”
保
存
函
付

★
定
価
二
○
、
○
○
○
円

●
日
本
の
山
岳
美
を
発
表
し
続
け
て
い
る
山
岳
写
真
界
の
第
一
人
者
・
白
籏
史
朗
氏
が
ョ
Ｉ
ロ
ッ

パ
・
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
景
観
に
魅
せ
ら
れ
て
撮
り
下
ろ
し
た
豪
華
山
岳
写
真
集
。
モ
ン
・
プ

ラ
ン
、
ヴ
ァ
リ
ス
、
ベ
ル
ナ
ー
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ト
、
ベ
ル
ニ
ナ
、
ド
ロ
ミ
テ
ィ
各
山
群
の
著

名
な
ピ
ー
ク
を
網
羅
。
吹
き
つ
の
る
風
、
雲
の
動
き
、
凍
て
つ
く
寒
気
、
澄
明
な
空
気
感
な
ど

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
傑
作
が
迫
力
あ
る
Ｂ
４
判
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
地
図
、
解
説
、
随
想
付
。

ヨ
日
本
の
山
々
の
も
っ
と
も
美
し
い

表
情
だ
け
を
集
め
た
豪
華
さ
＋
ア

イ
デ
ア
の
異
色
の
山
岳
写
真
集
。

光
と
影

エ
ッ
セ
イ
Ⅱ
串
田
孫
一
装
画
Ⅱ
生
澤
朗

現
代
山
岳
写
真
家
代
表
作
集

ア

ス

新
し
い
ア
イ
デ
ア
、

た
特
長

つ
が
額
に
入
れ
ら
れ

ぱ
ら
し
い
イ
ン
テ
リ

な
り
ま
す
／
ワ
イ
ド

に
ノ
ド
の
線
が
入
り

ん
／
一
点
一
点
が
そ

れ
独
立
し
た
個
性
あ

芸
術
作
品
で
す
／
出

写
真
家
は
現
在
の
日

を
代
表
す
る
人
た
ち

か
り
で
す
／
一
冊
一

冊
の
表
紙
を
す
べ
て

手
造
り
で
仕
上
げ
た

す
ば
ら
し
い
装
頓
で

す
／
こ
の
一
冊
で
、

す
ば
ら
し
い
山
岳

写
真
展
が
開
け
ま
す

津

〒105束京都
港区芝大門1-1-33 ’

電話03(436)4021
振替東京8-60249’山と認実谷社



山岳書・動植物書
古本の買入と販売

関係書の御相談もどうぞ－地方出張も致します

I

㈲悠久堂書店
〒101束京都千代田区神田神保町1－3

s03 (291) 0773･0920

"より良きテントの最高峰を

めざす吉田のテント”
'952 日本山岳会 マナスル踏査隊

1957 文 部 省 南極観測隊

1956 日本山岳会 マナスル登山隊

1970 日本山岳会 エベレスト登山隊

1970 日本山岳会東海 マカルー登山隊

1976 植村直己 グリンランド横断

'978 日本大学 北極点遠征隊

'978 植村直己 北極点単独旅行

'978 植村直己 グリンランド縦断旅行

（敬称略）

吉田テント蕊縦辮熟耐風鳥
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ヘ

日本山岳会の記念品･バッジを作ってます。

八

と塾

〃

株式会社ラマーノ
〒102東京都千代田区三番町24三番町ハイム盆03(262)0525

技報堂出版
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

★好評経営図書

Ｒ
・
Ｌ
・
マ
ル
チ
ノ
著

●
シ
ス
テ
ム
構
築
の
方
法
論
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
訳

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
い
か
に
有
効
に
使
用
で
き
る
か
を
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
設
壷
Ｌ
、
利
用
す
る

経
営
者
の
立
場
か
ら
説
い
た
経
営
実
務
指
針
書
。
〔
主
な
目
次
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シ
ス
テ
ム
計
画

／
デ
シ
ジ
ョ
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・
テ
ー
ブ
ル
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
作
図
法
／
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
／

費
用
と
効
果
／
検
索
と
更
新
／
分
担
図
表
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
世
界
／
挑
戦

砿
情
報
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

営
１
．
Ｈ
・
ハ
ワ
ー
ド
著
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
訳
￥
１
，
０
０
０

Ｌ
・
口

一
倉
定
著
￥
３
０
０

溌
蛎
原
価
計
算
で
損
を
す
る

一
倉
定
著
￥
４
０
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
手
法
入
門

Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ウ
ム
ガ
ー
ト
ナ
ー
著
ピ
ン
季
〈
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
訳
￥
９
０
０

Ｒ
・
Ｌ
・
マ
ル
チ
ノ
著
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
訳
￥
１
，
０
０
０

ゆ
が
め
ら
れ
た
目
標
管
理

Ｍ
Ｉ
Ｓ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス

Ｒ
・
Ｌ
・
マ
ル
チ
ノ
著
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
訳
￥
１
，
０
０
０

東京都港区赤坂1-11-41・〒107／TEL,585-0166．振替口歴東京410★総合図書目録送呈



本
誌
掲
戦
の
記
事
、
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
載

を
禁
じ
ま
す
。
ゞ

発
行
所
鶏
日
本
山
岳
会

山
岳
第
七
十
三
年
（
通
巻
一
三
一
号
）

一
九
七
八
年
十
二
月
一
日
発
行

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
’
四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ッ
四
番
町
（
〒
一
○
二
）

電
話
東
京
二
六
一
局
四
四
三
三
番

振
替
口
座
東
京
三
’
四
八
二
九
番

発
行
人
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堀
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三
郎

編
集
人
近
藤
信
行

八
編
集
委
員
Ｖ

山
崎
安
治
・
金
坂
一
郎
・
中
島
寛

山
本
良
三
・
節
田
重
節
・
池
田
智
津
子

高
橋
善
数
・
竹
中
昇
・
倉
知
敬

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

発
売
所
株
式
会
社
茗
渓
堂

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
ノ
ー

電
話
東
京
二
九
一
局
九
四
四
二
番

振
替
東
京
八
’
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二
三
番
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tedl)yK･Mason,C・W･F･Noyce&H､Wも『robin、

5.1-15 (1929-1949)

brdattheClarendonPress.OxfbrdattheClarendonPress

Reprintedition. （発売元：丸善）

PaPerbound・
Set¥85,000

●300部限定版

●体裁:原本と同じです。

●分売はいたしません。

本覆刻版をお買い上げくだ

さったお客様には，国立国会

図書館所蔵の「深田久彌|日

蔵書目録｣(九山山房蔵書）

を無料進呈いたします。
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，
ｉ
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壷
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畑
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鼈
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籍
、

…

ヒマラヤン・クラブは「アルパイン・ジャーナル」の編集者で，アルパイン・

クラブの会長も務めたり.W・Freshfieldの提案に基づいて計画され, 1927年10月6

日に設立されました。 ヒマラヤン・クラブは単に登山家を対象としたクラブでは

なく， 歌ヒマラヤの旅行や探検を奨励・助成し， ヒマラヤ及び隣接する山系の知

識を科学・芸術・文学・スポーツを通じて拡める〃ことを主眼として設立された

クラブです。会員はヒマラヤに造詣の深い世界各国の人々が対象とされ， クラブ

の設立時には基礎会員127名を数え， 1928年2月17日にデリーで第1回の会合が

開かれました。同年12月には､6theMountainClubofmndia"と合体して活動範

囲を拡大しています。年刊会報誌「ヒマラヤン・ジャーナルJはクラブの会員で

あり， rアルノfイン・ジャーナル」の編集を務めるE､J._Strutt等のアルパイン・

クラブ会員の協力を得て, クラブの趣意に沿って創刊されたもので, K.Mason

を編集主任として， 1929年4月に第1号が出されています。 「ヒマラヤン・ジャ

ーナル」は1940年に一時中断されました力、 1946年に再刊され， 以来0㎡ord

UniversityPress(India)からVo1.34(1977)まで刊行されていますb本誌には

世界の秘境といわれ，数々の未知の分野が残されるヒマラヤと周辺の山々に関す

る情報が，科学・考古・民族学からスポーツに到るまで豊富に収録され， 1921年

頃から活発になったヒマラヤ高峰の登頂報告を含め，正確で詳細な優れた内容に

富んだ会報として，広く世界の人々に愛読されています。このたび弊社刊行の覆

刻版は，本誌の優れた内容のためはもとより，バックナンバーの入手が極めて難

しくなっていることから，各界の皆様のご要望に応えるべく企画したものです。

宮竺＝＝※お問合せもしくはパンフレ､ソトの請求は弊社仕入第三課(内281,452)までどうぞ

⑭丸善 〔〒103]東京都中央区日本橋2－3-lOS(03)272-721 1 振替東京7-5番
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